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阪
神
・
淡
路
大
震
災

　
　
　

二
十
年
記
念
出
版
に
寄
せ
て

兵
庫
県
知
事　

井
戸
敏
三

　

二
〇
一
五
年
一
月
十
七
日
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
か
ら
二
十
年
の
歳
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
改
め
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
ご
遺
族
や
被
災
者
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
、
内
外
か
ら
多
く
の
ご
支
援
や
励
ま
し
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
創
造
的
復

興
を
め
ざ
し
懸
命
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
被
災
者
の
生
活
支
援
、
安
全
で
安
心

な
住
ま
い
の
確
保
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
手
探
り
の
挑
戦
が
続
く
中
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
知
恵
と
努
力
、
そ
し
て
何
よ
り
人
と
人
と
の
支
え
合
い
に
よ
っ
て
、
被
災
地
ひ
ょ

う
ご
は
不
死
鳥
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
蘇
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

震
災
以
降
も
、
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害
は
各
地
で
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
鳥
取
県
西



部
や
新
潟
県
中
越
地
震
を
は
じ
め
、
海
外
で
は
、
ト
ル
コ
や
台
湾
、
中
国
・
四
川
省
な
ど
で

大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
自
ら
の
経
験
や
教
訓
を
生
か
そ
う
と
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
や

国
際
防
災
復
興
協
力
機
構
、
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
国
際
防
災
機
関
と
連
携
し
て
内

外
の
被
災
地
の
復
旧
復
興
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
関
西
広
域
連
合

に
よ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
で
の
支
援
が
成
果
を
生
み
ま
し
た
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

が
進
む
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
今
も
多
く
の
本
県
や
市
町
の
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
な
ど
が
自
ら
の
知
見
を
生
か
し
、
被
災
地
の
自
立
復
興
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
二
十
年
、
被
災
地
ひ
ょ
う
ご
で
も
、
震
災
の
経
験
者
が
減
り
、
記
憶
の
風
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
今
後
三
十
年
以
内
に
七
〇
％
の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
な
ど
、
巨
大
災
害
の
発
生
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
私
た
ち
の
経
験
や
教
訓
を
共
有
し
て
、
日
頃
か
ら
減
災
の
取
り
組
み
を
進
め
、
被
災
後

の
復
旧
復
興
の
筋
道
を
準
備
す
る
「
災
害
文
化
」
を
定
着
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
で
す
。



　

本
書
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
旧
復
興
や
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
各
分
野
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
二
十
年
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
阪
神
・

淡
路
と
東
日
本
、
二
つ
の
大
震
災
を
多
面
的
な
視
点
で
捉
え
、
自
身
の
経
験
と
深
い
洞
察
を

も
と
に
得
ら
れ
た
知
見
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
減
災
社
会
の
構
築
を
め
ざ
す
私
た
ち
の
取
り
組
み
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
書

が
、
将
来
の
大
規
模
災
害
に
備
え
る
貴
重
な
教
訓
と
し
て
、
地
域
や
時
を
越
え
て
読
み
継
が

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
を
目
前
に
控
え
た
昨
年
十
一
月
、
貝
原
俊
民
前
兵
庫
県

知
事
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
貝
原
前
知
事
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
時
の
知
事
と
し

て
先
頭
に
立
ち
、
創
造
的
復
興
を
め
ざ
し
全
身
全
霊
で
打
ち
込
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
知
事

退
任
後
も
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
伝
え
る
活
動
を
続
け
ら
れ
、
本
書
で
も
巨
大
災
害
に
対
す

る
備
え
の
あ
り
方
を
大
所
高
所
か
ら
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
災
害
文
化
の
発
信

に
大
い
に
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
だ
け
に
、
痛
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

心
か
ら
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
志
を
引
き
継
ぎ
、
安
全
で
安
心
な
ふ
る
さ

と
兵
庫
の
実
現
を
め
ざ
し
、
力
強
く
歩
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。



〈
総　

括
〉

　
　
第 

一 

章
　
新
野 

幸
次
郎

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
十
年
に
当
た
っ
て 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
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１3

　
　

　
　

　
−「

３
・
11
」を
経
て
あ
ら
た
め
て「
１
・
17
」か
ら
の
復
興
を
考
え
る

−

阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
の
成
果
に
つ
い
て
／
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
の
課
題
／
む

す
び
に
か
え
て

−
東
日
本
大
震
災
の
復
興
過
程
を
見
つ
め
な
が
ら

−

〈
挑　

戦
〉

　
　
第 

二 

章
　
井
戸 
敏
三

　
大
規
模
災
害
に
立
ち
向
か
う 

−

自
治
体
広
域
支
援

− 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

37

被
災
さ
れ
た
人
々
の
た
め
に
／
関
西
広
域
連
合
の
設
立
／
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の

支
援
／
新
し
い
広
域
防
災
の
し
く
み
づ
く
り
／
大
規
模
・
広
域
災
害
に
立
ち
向
か
う
関

西

−

来
た
る
べ
き
災
害
に
備
え
て

　
　
第 

三 

章
　
齋
藤 

富
雄

　
防
災
最
前
線
の
充
実 

−

自
治
体
の
防
災
力
強
化

− 
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

67

対
岸
の
大
地
震
／
注
目
の
組
織
／
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
を
知
る
／
地
方
分
権
へ
の
流
れ
／
大
試
練

の
始
ま
り
／
秘
書
課
長
の
動
転
／
孤
島
と
化
し
た
拠
点
／
混
乱
の
中
で
の
苦
闘
／
安
全

へ
の
油
断
／
強
化
へ
の
開
眼
／
芽
生
え
る
／
防
災
監
始
動
／
試
練
の
中
か
ら
／
心
得

三
十
六
カ
条
／
充
実
の
波
、
広
が
る
／
歩
み
を
確
か
な
も
の
に

目
　
次



　
　
第 

四 

章
　
河
田 

惠
昭

　
実
践
的
防
災
を
先
導
す
る「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

１09

兵
庫
県
参
与
、
セ
ン
タ
ー
長
就
任
と
当
時
の
学
術
研
究
事
情
／
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充

実
／
英
文
表
記
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
第 

五 

章
　
小
澤 

修
一

　
成
長
す
る
災
害
医
療
へ 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

１35

災
害
医
療
の
道
へ
／
兵
庫
県
が
生
か
し
た
教
訓
／
「
国
際
防
災
・
人
道
支
援
協
議
会
（
減

災
同
盟
）」
発
進
／
東
日
本
大
震
災

−

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
チ
ー
ム
出
動
／
神
戸
赤
十
字
病
院
と

の
連
携

　
　
第 

六 

章
　
松
岡 
由
季

　
兵
庫
行
動
枠
組
と
国
際
防
災
分
野
の
発
展 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

１63

国
連
防
災
世
界
会
議
の
兵
庫
開
催
／
二
〇
〇
五
年
以
降
の
国
際
防
災
分
野
の
発
展
／
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
駐
日
事
務
所
の
開
設
／
兵
庫
行
動
枠
組
の
実
施
推
進
／
二
〇
一
五
年
国
連

防
災
世
界
会
議
に
向
け
て

　
　
第 

七 

章
　
立
木 

茂
雄

　
災
害
時
の
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
へ
の
対
応 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

１9１

　
　

　
　

　
−

阪
神
・
淡
路
か
ら
東
日
本
大
震
災
ま
で
の
対
応
の
展
開
と
今
後
の
見
通
し

−

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
置
か
れ
た
社
会
的
状
況

−

「
災
害
弱
者
」

モ
デ
ル
と
そ
の
批
判
的
検
討

−

／
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
の
と
り
組
み

−

「
災
害
時

要
援
護
者
」
モ
デ
ル
の
出
現

−

／
東
日
本
大
震
災
時
の
実
相
と
今
後
の
課
題



〈
市
民
力
〉

　
　
第 

八 

章
　
室
㟢 

益
輝

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
の
創
生 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

２33

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
／
救
援
か
ら
復
興
を
通
し
て
の
市
民
活

動
の
芽
生
え
／
市
民
活
動
の
広
が
り
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
開
設
／
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
プ
ラ
ザ
を
中
心
と
し
た
市
民
活
動
の
広
が
り
／
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
災
害
支
援
活

動
の
発
展
／
兵
庫
県
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開
／
東
日
本
大
震
災
後
の
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
進
化
／
市
民
活
動
の
成
熟
が
も
た
ら
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化

　
　
第 

九 

章
　
清
原 
桂
子

　
被
災
者
の
生
活
復
興 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

２57

今
を
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
た
め
に
／
個
別
相
談
・
見
守
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
両
輪
で
／
民
間
と
行
政
の
協
働
／
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み

　
　
第 

十 

章
　
佐
渡 

裕

　
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
街
の
広
場
に 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

２83

人
間
に
と
っ
て
音
楽
と
は
／
子
ど
も
た
ち
に
感
動
を
／
「
自
分
た
ち
の
劇
場
」
に
向
け

て
／
楽
し
み
を
持
つ
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
／
未
来
に
向
か
っ
て
進
む
楽
団
／
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
オ
ペ
ラ
の
展
開
／
ド
イ
ツ
で
演
奏
し
た
「
第
九
」
／
鎮
魂
の
東
北
公
演
／
津
波
で
楽

器
を
流
さ
れ
た
／
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
歌
う
こ
と
／
「
心
の
広
場
」
と
な
る
劇
場



　
　
第
十
一
章
　
宮
川 

知
雄

　
防
災
士
を
育
て
る 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

307

防
災
士
養
成
制
度
発
足
の
原
点
／
防
災
士
制
度
研
究
会
の
発
足
／
防
災
士
制
度
に
関
す

る
検
討
委
員
会
の
発
足
／
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会
の
発
足
／
日
本
防
災
士
機
構
の
誕

生
／
日
本
防
災
士
会
の
発
足
／
防
災
士
の
活
動
／
日
本
防
災
士
機
構
の
主
た
る
業
務
／

こ
れ
か
ら
の
展
望

〈
絆
〉

　
　
第
十
二
章
　
野
尻 

武
敏

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア

−

人
間
回
復
に
む
け
て

− 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

335

大
震
災
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
／
県
民
運
動
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
／
長
寿
社
会
研
究
か
ら

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
へ
／
二
十
一
世
紀
文
明
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア

　
　
第
十
三
章
　
加
藤 

寛

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
始
ま
り
と
そ
の
後
の
発
展 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

363

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
誕
生
／
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
の
再
登
場
と
意
味
の
付
与
／
精
神
科
医

療
活
動
と
し
て
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
／
ト
ラ
ウ
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を
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／
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と
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の
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−
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ス
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こ
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／
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こ
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／
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こ
こ
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の
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立
／
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立
後
の
活

動
／
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日
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大
震
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第
一
章

阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
十
年
に
当
た
っ
て

−「
３
・
11
」を
経
て
あ
ら
た
め
て「
１
・
17
」か
ら
の
復
興
を
考
え
る

−

新
野 

幸
次
郎



著
　
者

　
　

新
野　

幸
次
郎
（
に
い
の
・
こ
う
じ
ろ
う
）　

　
　

公
益
財
団
法
人
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
理
事
長

　
　

神
戸
大
学
名
誉
教
授

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　

都
市
再
生
戦
略
策
定
懇
話
会
座
長

　
　
　
　
　
　
　

ひ
ょ
う
ご
創
生
研
究
会
代
表

　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
所
長

　
　

一
九
九
六
年
〜
二
〇
〇
一
年

　
　
　
　
　
　
　

 

生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
代
表

　
　

一
九
九
九
年
〜
二
〇
〇
〇
年

　
　
　
　
　
　
　

 

震
災
対
策
国
際
総
合
検
討
会
議
座
長

　
　

二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
〇
五
年

　
　
　
　
　
　
　

 

復
興
一
〇
年
委
員
会
座
長

　
　

二
〇
〇
二
年
〜
二
〇
一
三
年

　
　
　
　
　
　
　

 

公
益
財
団
法
人
こ
う
べ
市
民
福
祉
振
興
協
会
理
事
長
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第１章

　
　

は
じ
め
に

　

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
、
私
た
ち
は
、
近
代
的
大
都
市
を
直
撃
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
体
験
し
た
。
被
災
地

の
住
民
、
企
業
、
自
治
体
は
全
国
お
よ
び
世
界
各
国
か
ら
の
支
援
も
得
な
が
ら
、
そ
の
被
災
の
中
か
ら
復
旧
・
復
興
す

る
た
め
に
必
死
の
努
力
を
重
ね
て
今
日
に
至
り
、
い
ま
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
は
色
々
な
問
題
が
残
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、「
世
界
の
災
害
史
上
特
筆

さ
れ
る

（
注
１
）」

と
い
わ
れ
る
復
興
を
な
し
と
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
あ
れ
か
ら
十
六
年
後
の
二
〇
一
一
年
、
私
た

ち
は
世
界
で
も
例
の
な
い
東
日
本
大
震
災
を
更
に
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
つ
の
大
震
災
の
違
い
は
、大
き
く
以
下
の
五
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑴
「
1
・
17
」（
以
下
前
者
と
呼
ぶ
）

が
活
断
層
に
よ
る
直
下
型
地
震
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
3
・
11
」（
以
下
後
者
と
呼
ぶ
）
は
プ
レ
ー
ト
型
大
地
震
で

あ
っ
た
。
⑵
前
者
の
被
災
地
は
三
十
五
キ
ロ
で
あ
っ
た
が
、
後
者
は
優
に
五
百
キ
ロ
を
こ
え
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を

受
け
た
市
町
村
は
前
者
で
は
、
二
府
県
二
十
五
市
町
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
、
十
都
県
二
百
四
十
一
市
区

町
村
に
及
ん
だ
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
⑶
前
者
は
世
界
で
も
例
が
な
か
っ
た
大
都
市
直
下
型
だ
っ
た
が
、
後
者
は
仙
台
市

を
除
く
と
、
多
数
の
中
小
の
都
市
・
町
村
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
お
よ
び
住
民
の
復
旧
・
復
興
能
力
に
も

大
き
な
格
差
を
も
つ
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
⑷
し
か
も
、
後
者
で
は
前
者
に
な
か
っ
た
大
津
波
が
襲
来
し
、
前
者
の
死

者
六
千
四
百
三
十
四
名
の
多
く
が
、
建
物
崩
壊
に
よ
る
圧
死
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
の
死
者
一
万
五
千
四
百
二

十
四
名
は
残
念
な
が
ら
津
波
に
襲
わ
れ
た
人
が
中
心
の
形
と
な
り
、
前
者
の
行
方
不
明
者
は
三
名
で
あ
っ
た
の
に
、
後

者
の
行
方
不
明
者
は
未
だ
に
二
千
五
百
名
を
こ
え
た
ま
ま
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
⑸
後
者
で
は
、
大
津
波
と
関
連
し
て
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原
発
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
汚
染
の
危
険
性
の
た
め
に
数
十
年
に
亘
っ
て
元
の
家
に
帰
れ
な
い
人
々
が
多
数

生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
以
上
は
、
形
態
的
な
違
い
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
大
震
災
の
根
本
的
な
差
を
、
復
旧
可
能
性
を

も
っ
て
い
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
対
し
て
、
東
日
本
大
震
災
が
不
幸
に
し
て
殆
ど
が
復
旧
不
可
能
で
、
創
造
的
復
興

し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
激
甚
な
震
災
で
あ
っ
た
点
に
着
目
し
た
い

（
注
２
）。

す
な
わ
ち
、
前
者
に
あ
っ
て
は
、
自
己
所
有
土
地

で
あ
る
限
り
、
区
画
整
理
上
の
問
題
を
除
け
ば
被
災
者
は
住
宅
再
建
（
復
旧
）
が
可
能
で
あ
っ
た
し
、
公
共
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
多
く
も
若
干
の
補
強
措
置
を
加
え
て
技
術
的
社
会
的
に
復
旧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
後
者
の
場
合
、
か
つ
て
の
居
住
地
は
地
盤
沈
下
な
ど
の
た
め
に
、
新
し
い
工
事
を
必
要
と
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
津
波
来
襲
の
危
険
性
を
配
慮
す
る
と
簡
単
に
復
旧
で
き
ず
、
高
台
移
転
な
ど
を
考
慮
せ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
に
な
っ
た
。
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
と
し
て
の
防
潮
堤
一
つ
に
し
て
も
以
前
の
ま
ま
の
復
旧
は
あ
り
え

ず
、
よ
り
強
度
で
機
能
で
き
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
復
旧
で
は
な
く
創
造

的
復
興
を
図
る
他
な
い
と
受
け
と
め
ら
れ
て
き
た
。

　

以
上
の
こ
と
も
反
映
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
あ
と
、「
災
後
の
文
明

（
注
３
）」

と
い
う
新
し
い
着
想
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、従
来
も
わ
が
国
の
内
部
で
、明
治
維
新
以
来
、わ
が
国
が
と
っ
て
き
た
近
代
化
路
線
、す
な
わ
ち
、

科
学
技
術
の
発
展
、
人
口
増
加
、
高
度
成
長
路
線
の
限
界
を
克
服
し
、
新
し
い
社
会
経
済
の
発
展
路
線
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
は
も
た
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
状
維
持
の
力
は
強
く
、
い
わ
ゆ
る
岩
盤
崩
し
は
困
難
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
大
規
模
自
然
災
害
と
し
て
の
東
日
本
大
震
災
は
、
既
存
の
わ
が
国
の
近
代
化
路
線
の
根
本
的

改
変
を
ま
つ
こ
と
な
し
に
は
復
興
を
な
し
と
げ
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
考
え
て
み
る
と
、
今

か
ら
二
十
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
も
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
わ
が
国
の
近
代
化
路
線
の
一
帰
結
と
考
え
て
、
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第１章

震
災
復
興
に
当
た
っ
て
き
た

（
注
４
）。

あ
ら
た
め
て
、
い
ま
そ
の
こ
と
を
想
起
し
な
が
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
二
十
周
年

に
当
た
り
そ
の
検
証
に
当
た
る
こ
と
と
す
る
。

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
の
成
果
に
つ
い
て

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
の
政
府
施
策
の
遅
れ
を
問
わ
れ
て
、
時
の
村
山
総
理
は
「
何
せ
は
じ
め
て
の
こ
と
で
」

と
述
べ
て
批
判
を
受
け
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
、
わ
が
国
の
国
土
保
全
と
国
民
生
活
に
つ
い
て
「
安
全
・
安
心
」
が

根
本
理
念
と
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
誠
に
率
直
な
発
言
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
当
時
、
大
学
は
離
れ
て
い
た
が
退
任
十
年
近
く
前
か
ら
県
下
大
学
の
先
生
方
で
つ
く
っ
て
い
た
汎
太
平
洋
フ

ォ
ー
ラ
ム
会
長
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
神
戸
新
聞
社
の
崎
山
昌
広
論
説
顧
問
か
ら
た
の
ま
れ
て
、
震
災
復
興
の

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
有
議
者
会
議
「
ひ
よ
う
ご
創
生
研
究
会

（
注
５
）」

の
代
表
者
を
、
ま
た
貝
原
俊
民
知
事
の
つ
く
ら
れ
た
「
都

市
再
生
戦
略
策
定
懇
話
会
」
の
座
長
を
務
め
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
は
神
戸
市
の
復
興
計
画
委
員
会
の
座
長
も
兼
務

し
た
。
そ
の
五
年
後
に
は
兵
庫
県
の
震
災
対
策
国
際
総
合
検
証
、
十
年
後
に
は
「
総
括
検
証
・
提
言
報
告

（
注
６
）」

を
分
担
す

る
会
議
の
議
長
も
務
め
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、県
で
つ
く
ら
れ
た
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
の
代
表
も
務
め
さ
せ
て
頂
き
、

ま
た
、
被
災
者
復
興
支
援
会
議
の
設
置
を
、
の
ち
に
そ
の
座
長
と
な
っ
た
小
西
康
生
氏
と
連
名
で
知
事
に
請
願
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
も
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
か
今
回
、「
翔
べ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
の
続
巻
が
出
版
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、

難
し
い
そ
の
冒
頭
の
エ
ッ
セ
イ
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
思
い
な
が

ら
、
以
下
の
ご
と
く
復
興
の
成
果
を
概
括
す
る
こ
と
に
す
る
。
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「
安
全
・
安
心
」の
理
念

　

そ
の
第
一
は
、
国
土
政
策
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
「
安
全
・
安
心
」
を
お
く
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
悲
惨
な
都
市
直
下
型
震
災
に
み
ら
れ
た
都
市
の
脆
弱
性
が
、
実
は
わ
が
国
が
と
っ
て
き
た
近
代
化

路
線
の
欠
陥
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
の
基
本
認
識
の
も
と
に
、
全
世
界
が
注
目
す
る
ほ
ど
毅
然
と
復
旧
・
復
興
に
当

た
っ
て
き
た
被
災
自
治
体
・
住
民
と
全
国
か
ら
か
け
つ
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
土
政
策
の
基
本

に
何
よ
り
も
「
安
全
・
安
心
」
の
理
念
を
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
全
国
民
に
確
認
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
か
つ
て
の
寺
田
寅
彦
博
士
が
強
調
し
て
や
ま
な
か
っ
た
視
点
で
あ
っ
た

（
注
７
）。

自
助
・
共
助
の
大
切
さ

　

第
二
は
、
災
害
時
に
お
け
る
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
の
確
認
で
あ
る
。
当
時
の
知
事
、
貝
原
俊
民
氏
が
そ
の
著「
大

地
か
ら
の
警
告

（
注
８
）」で

的
確
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
被
災
者
の
脱
・
救

出
（
自
主
脱
出
約
十
二
万
九
千
名
、
被
救
助
者
約
三
万
五
千
人
、
う
ち
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
に
よ
る
救
出
者
約
七

千
九
百
人
、
家
族
そ
の
他
・
民
間
に
よ
る
救
助
約
二
万
七
千
人
）
で
み
て
も
、
い
か
に
自
助
・
共
助
が
大
き
く
作
用
し

た
か
が
わ
か
る
。
消
火
一
つ
み
て
も
、
一
月
十
七
日
午
前
六
時
現
在
で
、
神
戸
市
で
は
六
十
件
、
西
宮
市
で
十
一
件
の

同
時
火
災
が
発
生
し
た
が
、
神
戸
市
お
よ
び
西
宮
市
の
備
え
て
い
た
消
火
能
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
件
と
三
件
程
度
し
か

な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
場
合
で
も
、
津
波
災
害
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
自
ら
逃
げ
る
し
か
な
い
と
い

わ
れ
た
が
、
巨
大
災
害
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
、
自
助
と
共
助
が
基
本
で
あ
る
と
の
認
識
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
制
定

　

災
害
救
援
お
よ
び
復
興
支
援
機
関
あ
る
い
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
担
当
者
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の

役
割
を
確
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
か
つ
て
わ
が
国
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
神
戸
市
で
も
全
国
に
先
駆
け
て
単
一
生
協
と
し
て
は
世
界
一
の
規
模
に
な
っ
た
「
コ
ー
プ
こ
う
べ
」

が
自
主
的
福
祉
事
業
を
早
く
か
ら
は
じ
め
て
い
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
は
国
の
施
策
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
中
で
、
神

戸
市
は
昭
和
五
十
二
年
市
民
・
企
業
・
行
政
の
三
者
に
よ
る
福
祉
活
動
を
呼
び
か
け
福
祉
条
例
ま
で
制
定
し
て
い
た
。

ま
た
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
自
主
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
誰
の
呼
び
か
け
で
も
な
く
、
若
い
人
達
が
中
心
で
、
誰
か
ら
の
資
金
的
支
援
も
な
く
、
個

人
的
な
救
援
活
動
と
し
て
拡
が
っ
て
い
た

（
注
９
）。

こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
と
同
時
に
、
被
災
者
の
中
か
ら
そ
の
後
、
全
国
的
な
救
援
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は

注
目
さ
れ
て
よ
い
。

「
協
同
」に
よ
る
復
旧
・
復
興

　

さ
ら
に
復
旧
・
復
興
達
成
の
た
め
に
は
、
被
災
住
民
、
企
業
自
治
体
の
自
主
的
復
旧
・
復
興
構
想
と
そ
の
実
施
の
た

め
の
協
同
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
勃
発
し
た
と
き
、
政
府
は
そ
の
被
災

の
大
き
さ
を
考
慮
し
て
、
関
東
大
震
災
の
と
き
の
よ
う
に
、
国
で
復
興
庁
を
設
け
て
そ
の
復
旧
・
復
興
に
当
た
ろ
う
と

し
た
。
し
か
し
貝
原
俊
民
知
事
を
先
頭
に
、
被
災
十
市
十
町
の
首
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
ご
と
に
被
災
実
態
に
合

致
し
た
復
旧
・
復
興
計
画
を
立
て
た
上
で
、
各
自
治
体
が
協
同
し
、
国
に
は
そ
の
実
現
の
た
め
に
全
面
的
な
支
援
を
お
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願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

考
え
て
み
る
と
、被
災
拠
点
と
な
っ
た
神
戸
市
は
も
と
も
と
、西
欧
文
化
の
最
初
の
導
入
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

自
主
的
活
動
意
欲
の
強
い
地
域
で
あ
っ
た
。
賀
川
豊
彦
の
指
導
に
よ
っ
て
全
国
初
の
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
展
開
さ

れ
た
都
市
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
全
国
初
で
、
先
述
し
た
よ
う
に
世
界
で
も
最
大
の
単
一
生
協
と
な
っ
た
コ
ー
プ
こ
う

べ
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。
ま
た
眞
野
地
区
の
よ
う
に
、
住
民
自
身
の
団
結
に
よ
る
公
害
反
対
運
動
か
ら
、
市
民
と
企
業

と
の
協
同
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
展
開
し
た
ま
ち
で
あ
り
、
下
水
道
建
設
の
た
め
に
現
金
六
億
円
余
を
集
め
て
市

債
を
購
入
し
た
婦
人
団
体
協
議
会
の
主
催
し
た
消
費
者
会
議
を
、
経
済
企
画
庁
が
国
が
実
施
す
る
消
費
者
会
議
よ
り
も

実
質
的
に
充
実
し
、
規
模
も
大
き
い
会
議
と
評
価
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

実
際
、
大
震
災
の
さ
い
に
も
眞
野
地
区
は
住
民
と
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
火
災
の
延
焼
を
防
い
だ
だ
け
で
な
く
、
野

田
北
部
で
は
大
震
災
前
か
ら
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
住
民
と
市
と
専
門
家
が
協
力
し
て
災
害
の
少
な
い
ま

ち
づ
く
り
活
動
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
巨
大
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
襲
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
市
会
議
長
が
、
こ

う
し
た
市
民
協
同
に
よ
る
震
災
復
興
を
参
考
に
し
よ
う
と
し
て
神
戸
に
こ
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
し
て
も
よ
い
。

　

こ
う
し
た
諸
活
動
を
背
景
に
、
兵
庫
県
で
も
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
対
応
策
を
導
入
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
被
災

者
復
興
支
援
会
議
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
後
述
す
る
復
興
基
金
を
利
用
し
た
「
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
」
の
導
入
で

あ
る）

（（

（
注

。

　

ど
こ
で
も
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
そ
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
万
全
の
方
策
を
練
り
、
そ
れ
を
実
施
し
て
、
被

災
者
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
努
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
大
規
模
な
災
害
に
な
る
と
、
被
災

者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
帰
結
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
不
満
な
り
、
問
題

提
起
を
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
文
化
人
、
有
識
者
の
方
々
を
委
員
と
し
て
、
率
直
に
被
災
者
の
方
々
と
語
り
合
い
、
そ
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の
中
か
ら
県
の
復
旧
・
復
興
施
策
の
う
ち
、
不
足
し
て
い
る
も
の
を
補
足
し
て
い
く
と
い
う
の
が
前
者
で
あ
る
。

　

ひ
ょ
っ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
大
し
た
試
み
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
施
策

の
実
施
者
が
そ
の
施
策
の
実
効
状
態
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
方
式
で
検
証
し
よ
う
と
い
う
方
式
は
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で

あ
り
、
こ
の
方
式
は
対
被
災
施
策
と
は
独
立
に
そ
の
後
の
県
下
の
自
治
体
の
す
べ
て
の
施
策
評
価
に
て
一
様
に
導
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
ち
な
み
に
、
こ
の
会
議
は
平
成
七
年
か
ら
十
年
ま
で
の
間
に
、
交
通
困
難
も
あ
っ
た
中
で
、

百
四
十
三
回
に
亘
っ
て
被
災
各
地
で
、
し
か
も
、
実
に
色
々
な
方
々
と
い
わ
ゆ
る
「
い
ど
ば
た
会
議
」
を
重
ね
、
そ
の

中
か
ら
多
く
の
問
題
提
起
を
し
て
き
た
。）

　

こ
れ
と
並
ん
で
特
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
県
で
と
り
あ
げ
た
「
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
被
災
者
自
身
が
日
々
の
苦
し
い
生
活
の
な
か
で
生
き
甲
斐
づ
く
り
や
生
活
復
興
の
た
め
に
努
め
て
い
る
積
極
的
な

取
り
組
み
を
、
県
民
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
平
成
八
年
十
月
、
県
下
五
十
四
団
体
の
賛
同
を

え
て
は
じ
め
た
県
民
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
の
支
援
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
一
々
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
が
、
二
〇

〇
一
年
度
ま
で
で
実
に
六
億
七
千
五
百
三
十
九
万
円
の
支
援
額
に
達
し
、
そ
れ
な
り
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
こ
の

成
果
は
一
九
九
八
年
五
月
、
国
も
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
を
制
定
す
る
誘
因
に
な
っ
た
。

芸
術
文
化
の
役
割

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
は
災
害
復
旧
・
復
興
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
強
力
な
役
割
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
震
災

の
あ
と
、
国
内
外
か
ら
力
強
い
復
旧
・
復
興
の
支
援
を
頂
い
た
。
余
り
に
も
悲
惨
な
被
災
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
被
災
者

を
慰
め
、
激
励
す
る
た
め
に
、
震
災
直
後
に
全
国
か
ら
沢
山
の
芸
能
人
が
被
災
地
を
訪
れ
た
。
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
、

そ
の
歌
声
や
言
葉
や
語
り
な
ど
に
涙
を
流
し
て
聞
き
惚
れ
て
お
ら
れ
た
姿
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
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兵
庫
県
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
芸
術
文
化
に
対
す
る
関
心
の
非
常
に
強
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
貝
原
俊
民
知

事
は
、生
活
復
興
の
強
力
な
支
援
事
業
と
し
て
、す
ぐ
に
劇
場
建
設
は
難
し
く
て
も
、実
際
に
優
れ
た
芸
術
文
化
を
観
賞

し
、震
災
復
興
へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
、当
時
、財
団
法
人
兵
庫
現
代
芸
術
劇
場
の
芸
術
監
督
で
あ

っ
た
山
崎
正
和
氏
に
、
日
本
を
代
表
す
る
演
劇
や
色
々
の
文
化
活
動
を
被
災
地
で
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い

し
た
。
私
自
身
も
こ
の
財
団
の
理
事
長
代
行
と
し
て
、そ
の
す
べ
て
の
行
事
に
参
加
し
、感
動
と
勇
気
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
意
向
は
、
西
宮
の
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
と
神
戸
市
内
の
東
部
新
都
心
（
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
）
の
県
立
美
術

館
の
設
立
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
芸
文
セ
ン
タ
ー
は
、
今
や
旭
川
の
旭
山
動
物
園
と
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
並
ん
で

わ
が
国
を
代
表
す
る
三
大
公
共
施
設
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
と
も
に
人
間
社
会
の
充
実
の
た
め
に
芸

術
文
化
が
い
か
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
か
を
示
す
モ
デ
ル
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
と
関
連
し
て
、
貝
原
俊
民
知
事
は
、
こ
の
悲
惨
な
経
験
を
こ
れ
か
ら
災
害
大
国
と
い
わ
れ
る
わ
が
国
で
語
り
つ

ぎ
、
そ
れ
に
備
え
る
体
制
づ
く
り
を
す
る
の
に
役
立
つ
施
設
づ
く
り
を
す
る
よ
う
国
の
復
興
委
員
会
で
も
強
く
ア
ピ
ー

ル
さ
れ
た
。
私
自
身
も
、
国
土
庁
に
設
置
さ
れ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
記
念
事
業
検
討
委
員
会
の
座
長
に
任
ぜ
ら

れ
、
貝
原
俊
民
知
事
の
要
請
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
と
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
は
決
ま
り
、
そ
の
後
の
災
害
復
旧
や
復
興
に
力
を
か
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
げ
て
お
い
て
よ

い
と
思
う
。

被
災
自
治
体
の
大
き
な
財
政
負
担

　

後
藤
田
ド
ク
ト
リ
ン
の
提
案
は
、
震
災
復
興
を
巨
額
の
自
治
体
債
務
の
累
積
で
行
わ
ざ
る
を
え
な
く
し
た
。
周
知
の

よ
う
に
、
奥
尻
島
地
震
の
と
き
に
は
、
被
災
者
数
に
比
べ
て
巨
額
の
義
援
金
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
結
果
的
に
財
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政
問
題
で
あ
ま
り
苦
労
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
も
、
国
の
内
外
か
ら
実
に
巨
額
な
物
・

心
両
面
の
ご
支
援
は
頂
い
た
。
し
か
し
、
物
的
に
も
十
兆
円
を
こ
え
る
と
計
測
さ
れ
、
し
か
も
、
死
者
六
千
四
百
三
十

四
名
、
全
壊
住
家
だ
け
で
も
十
万
を
こ
え
る
大
規
模
災
害
と
な
る
と
義
援
金
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
震
災
復
興
に
当
た
っ
て
、
そ
の
政
府
代
表
担
当
者
と
し
て
の
立
場
に
立
た
れ
た
後
藤
田
正
晴
氏
は
、「
焼

け
太
り
」
は
現
下
の
経
済
状
態
（
す
な
わ
ち
、
当
時
デ
フ
レ
突
入
の
危
険
性
が
外
国
か
ら
も
忠
告
さ
れ
、
社
会
保
障
費

が
急
増
し
、
円
高
の
な
か
で
公
共
投
資
を
大
幅
に
削
減
し
て
い
た
）
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
そ
の
上
で
、「
公

共
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
国
が
責
任
を
も
っ
て
復
旧
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
復
旧
・
復
興
は
自
助
努
力
で
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
方
針
を
述
べ
ら
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
場
合
、
復
興
税
も
創
設
さ
れ
、
国
が
か
な
り
積
極
的
に
復

旧
と
復
興
に
当
た
ろ
う
と
し
た
の
と
は
、
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
。

　

す
な
わ
ち
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
と
も
か
く
、
公
的
復
興
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は
地
方
自
治
体
が
政
府
の
補
助
金

を
受
け
て
実
行
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
た
め
の
資
金
調
達
は
地
方
債
発
行
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
負
担
は
、地

方
財
政
に
大
き
な
傷
跡
を
長
期
に
亘
っ
て
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。ち
な
み
に
、神
戸
市
を
と
っ
て
み
る
と
起
債
額
は
大
震

災
の
起
こ
っ
た
一
九
九
五
年
以
来
急
増
し
、一
九
九
九
年
以
降
起
債
制
限
比
率
二
〇
％
を
超
え
続
け
た
。周
知
の
よ
う
に
、

起
債
制
限
比
率
二
〇
％
を
超
え
る
と
、
自
治
体
の
一
般
単
独
事
業
・
厚
生
福
祉
施
設
整
備
事
業
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。一
時
は
、第
二
の
夕
張
市
に
な
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、神
戸
市
は
外
郭
団
体
の
削
減
、
諸
事
業
の
見
直

し
と
人
員
削
減（
震
災
以
降
六
千
九
百
十
六
人
の
削
減
）と
に
努
め
、
一
般
会
計
の
実
質
市
債
残
高
も
一
九
九
七
年
の
一

兆
七
千
九
百
九
十
四
億
円
か
ら
二
〇
一
三
年
に
は
約
六
千
億
円
も
削
減
し
た
。

　

こ
う
し
た
行
財
政
改
革
は
被
災
十
市
十
町
で
も
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
程
度
を
異
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
被
災
自
治
体
に

と
っ
て
い
か
に
厳
し
い
措
置
の
実
施
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
容
易
に
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
神
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戸
市
は
二
〇
〇
九
年
度
に
は
、
当
時
の
十
四
政
令
指
定
都
市
の
中
で
も
ワ
ー
ス
ト
第
六
位
に
ま
で
財
政
状
況
の
改
善
を

図
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

財
政
状
態
の
評
価
は
、
た
ん
に
住
民
願
望
の
現
時
点
で
の
達
成
度
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
の
社
会
経
済
構
造
の
変
化

の
中
で
の
将
来
の
あ
る
時
点
で
そ
の
達
成
可
能
性
と
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
来
簡
単
で
は
な

い
。
し
か
し
、
被
災
自
治
体
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
相
応
の
努
力
を
重
ね
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
勃
発
し
た
時
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
、

悲
惨
で
苦
し
い
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暴
動
も
掠
奪
も
な
く
、
毅
然
と
行
動
し
て
世
界
中
の
人
々
か
ら
讃
嘆
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
河
合
隼
雄
さ
ん
の
よ
う
に
、
あ
の
時
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
行
動
は
、
個
が
確
立
さ
れ
て
い
る
社

会
で
の
行
動
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
他
の
人
々
の
行
動
に
倣
っ
た
面
も
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
社
会
心
理
学
者
的

な
厳
し
い
指
摘
も
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
被
災
者
全
体
の
思
い
や
り
の
深
い
、
共
助
的
行
動
が
、
ひ
と
り
被
災

者
救
援
だ
け
で
な
く
、
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
だ
け
は
附
言
し
て
お
き
た
い
。

復
興
基
金
の
創
設

　

更
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
、
復
興
基
金
の
創
設
が
あ
る
。
復
興
基
金
そ
の
も
の
の
創
設
は
、
か
の
雲
仙
普

賢
岳
災
害
の
時
に
は
じ
ま
る
。
復
興
事
業
は
、
き
め
細
か
く
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
臨
機
応
変
で
あ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
復
興
基
金
は
全
国
共
通
の
地
方
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
を
活
用
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
被

災
者
の
救
済
及
び
自
立
支
援
や
被
災
地
域
の
総
合
的
な
復
興
対
策
を
長
期
か
つ
安
定
的
・
機
動
的
に
実
施
す
る
よ
う
に

適
用
で
き
る
。
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雲
仙
普
賢
岳
の
と
き
に
は
基
金
財
産
も
三
十
億
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
は
、
当
初

六
千
億
円
で
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の
基
金
で
は
、
個
人
財
産
の
形
成
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
従
来
の
行
政
に
は
で
き
な
い

部
分
に
ま
で
踏
み
こ
ん
だ
事
業
展
開
が
可
能
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
は
す
べ
て

こ
れ
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
後
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
に
、
低
所
得
者
を
対
象

と
す
る
先
述
の
生
活
再
建
支
援
金
が
一
九
九
七
年
に
創
設
さ
れ
た
と
き
に
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金
に
も
三

千
億
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
九
千
億
円
に
な
っ
た

）
（（

（
注

。
大
規
模
災
害
時
の
復
興
基
金
設
置
は
、
以
後
完
全
に
定
着
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
の
課
題

　

い
か
な
る
施
策
で
も
、
そ
れ
が
社
会
構
成
員
に
与
え
る
効
果
は
異
な
る
。
従
っ
て
、
国
で
あ
れ
、
自
治
体
で
あ
れ
、

そ
の
す
べ
て
の
施
策
評
価
が
利
害
関
係
者
毎
に
異
な
る
の
は
避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興

に
つ
い
て
の
評
価
も
、
従
っ
て
多
様
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
い
ま
ま
で
の
世
界
各
国
で

の
、
あ
る
い
は
、
国
内
で
の
災
害
復
興
に
比
べ
て
際
立
っ
た
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
だ
け
は
多
く
の
人
々
の
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
復
興
政
策
の
実
効
を
あ
げ
る
う
え
で
多
く
の
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ

れ
ら
を
一
括
し
て
、
大
震
災
復
興
の
課
題
と
し
て
あ
げ
て
お
こ
う
。

災
害
大
国
へ
の
備
え

　

災
害
大
国
の
認
識
が
ま
だ
不
十
分
の
ま
ま
復
旧
・
復
興
体
制
に
入
っ
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
わ
が
国
が
世
界
の
中



26

で
も
大
災
害
の
多
発
す
る
国
で
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
寺
田
寅
彦
博
士
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
博
士
は
、
そ

れ
に
備
え
る
た
め
に
は
、
軍
隊
に
も
対
外
的
に
備
え
る
も
の
と
国
内
の
天
災
に
備
え
る
も
の
と
に
二
分
し
て
常
時
訓
練

を
重
ね
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
た）

（（

（
注

。
同
じ
よ
う
に
、
元
国
土
庁
技
監
で
あ
っ
た
大
石
久
和
氏
も
わ
が
国
が
国

土
構
造
上
「
災
害
大
国
」
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
の
認
識
が
欠
如

と
い
わ
な
い
ま
で
も
稀
薄
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る）

（（

（
注

。

　

ち
な
み
に
、
大
石
氏
が
と
り
あ
げ
て
お
ら
れ
る
地
籍
調
査
の
不
完
全
な
こ
と
と
土
地
の
細
分
保
有
問
題
を
と
り
あ
げ

て
み
よ
う
。
土
地
が
国
有
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
大
規
模
災
害
が
あ
っ
て
も
所
有
関
係
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く

迅
速
に
対
応
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
旧
ロ
ン
ド
ン
の
土
地
所
有
者
が
僅
か
七
十
名
強
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゴ
ー
ル

空
港
三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
権
者
が
十
名
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
土
地
所
有
者
は
実
に
多

数
で
三
千
万
人
を
こ
え
る
と
も
言
わ
れ
る
。
わ
が
国
で
も
一
部
の
地
域
で
細
分
化
し
た
土
地
売
買
を
許
さ
な
い
申
し
合

わ
せ
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
本
来
土
地
所
有
規
模
は
国
土
の
安
全
性
保
証
の
見
地
か
ら
考
慮
さ
れ
て
よ
い

面
を
も
つ
。
わ
が
国
の
よ
う
な
災
害
大
国
で
は
、
本
来
そ
う
い
う
配
慮
が
望
ま
れ
る
。

　

同
じ
こ
と
は
地
籍
調
査
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
当
た
っ
て
、
地
籍
調
査
が
な
い
た

め
に
、
土
地
所
有
関
係
が
不
確
定
で
、
お
ま
け
に
所
有
者
が
不
明
瞭
な
た
め
に
区
画
整
理
さ
え
不
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
地
籍
調
査
は
、
戦
争
に
よ
る
他
国
の
占
領
な
ど
も
多
か
っ
た
欧
州
諸
国
、
た
と
え
ば
、
フ

ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
、オ
ラ
ン
ダ
等
々
で
完
了
し
、イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
も
そ
れ
に
準
ず
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
は
残
念
な
が
ら
、
軍
事
的
配
慮
は
勿
論
、
災
害
に
対
す
る
配
慮
も
な
く
今
日
ま
で
不
完
全
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。

　

幸
か
不
幸
か
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
深
刻
・
激
烈
な
展
開
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
国
土
づ
く
り
、
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都
市
づ
く
り
、
企
業
・
家
庭
づ
く
り
に
も
「
安
全
・
安
心
」
が
基
本
視
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
認
識
は
、
十
全
に
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
も
そ
の
状
態
の
も
と
で
先
駆
的
に
進
め
ら
れ
た
。

構
造
改
革
な
き
経
済
復
興

　

残
念
な
が
ら
、
わ
が
国
に
は
大
震
災
か
ら
の
経
済
復
興
に
必
要
な
経
済
体
制
づ
く
り
を
拒
否
す
る
政
治
構
造
が
存
在

し
て
い
る
。
ど
こ
の
国
で
も
、
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
国
で
そ
れ
を
抑
制
、
な
い
し
、
阻
害
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
政
治
・
経
済
構
造
の
変
革
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
各
国
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
わ
れ

わ
れ
に
教
え
て
い
る
。
し
か
し
、
既
得
権
益
の
破
棄
・
喪
失
は
、
い
わ
ゆ
る
岩
盤
破
壊
に
た
と
え
ら
れ
る
よ
う
に
困
難

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
激
烈
な
天
災
は
時
に
そ
の
一
因
と
な
る
と
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
周
知
の
よ
う
に
江
戸
幕
府
の
崩
壊
と
明
治
維
新
の
成
立
と
は
、
永
年
に
亘
る
幕
藩
体
制
の
内
部
矛
盾
と

黒
船
の
来
襲
と
で
教
科
書
で
も
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
比
較
的
最
近
、
一
八
五
四
年
以
来
、
三
年
に
亘
っ
て
続

い
た
安
政
の
大
災
害
を
そ
れ
に
加
え
よ
う
と
す
る
議
論
が
生
れ
て
き
た
。

　

す
な
わ
ち
、（
一
）安
政
の
東
海
・
南
海
地
震（
三
十
二
時
間
差
で
発
生
し
、死
者
三
万
人
）、（
二
）安
政
の
江
戸
地
震（
死

者
約
一
万
人
、全
壊
・
焼
失
約
十
四
万
棟
）、お
よ
び
（
三
）
安
政
の
江
戸
台
風
（
高
潮
発
生
で
壊
家
約
十
五
万
棟
以
上
、

死
者
約
十
万
人
）
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る）

（（

（
注

。
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
年
）
の
東
北
冷
害
に
よ
る
収
穫
減
と
幕
末
の
紛

争
の
中
で
の
各
藩
の
兵
糧
確
保
に
よ
る
米
価
値
上
げ
が
、
各
地
で
の
う
ち
こ
わ
し
や
一
揆
を
激
増
さ
せ
、
幕
府
が
清
国

か
ら
米
八
十
七
万
俵
を
緊
急
輸
入
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
っ
た
天
候
異
変
と
と
も
に
、
安
政
の
災
害
が
幕
末
の
政

治
変
革
に
与
え
た
影
響
は
無
視
で
き
な
い）

（（

（
注

。
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幸
か
不
幸
か
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
政
治
的
変
革
を
迫
る
ほ
ど
の
激
甚
さ
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
先

述
し
た
よ
う
に
明
治
維
新
以
来
わ
が
国
が
と
っ
て
き
た
近
代
化
路
線
の
一
帰
結
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
以
上
、
そ
の

路
線
そ
の
も
の
の
抜
本
的
な
改
革
を
考
え
る
の
が
一
つ
の
対
応
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
九
九
一
年
以
降
の
バ
ブ
ル
崩
壊
と
デ
フ
レ
陥
落
の
危
機
で
、
円
高
に
よ
る
輸
出
困
難
と
社
会
保
障
費
の

激
増
の
下
で
公
共
投
資
削
減
と
雇
用
減
退
と
に
苦
悩
し
て
い
た
政
府
は
、
こ
の
経
済
構
造
の
抜
本
的
改
革
を
図
る
ど
こ

ろ
か
、
弥び

縫ほ
う

的
対
策
に
追
わ
れ
、
被
災
地
経
済
の
復
興
も
そ
の
一
環
と
し
て
し
か
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
兵
庫
県
で
検
討
提
案
し
た
テ
ム
ズ
河
沿
い
に
設
置
さ
れ
た
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
・
ゾ
ー
ン
（
こ
こ
で
は

詳
述
す
る
紙
面
上
の
余
裕
は
な
い
が
、
今
日
の
い
わ
ゆ
る
特
区
に
当
た
る
）
構
想
も
、
一
国
二
制
度
は
認
め
ら
れ
な
い

と
し
て
拒
否
さ
れ
た
。
更
に
、
関
西
財
界
が
大
震
災
勃
発
の
た
め
に
定
例
の
関
西
財
界
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
で
き
な
く
な

り
、
そ
の
代
り
に
設
置
さ
れ
た
「
21
世
紀
の
関
西
を
考
え
る
会
」
の
研
究
会
（
と
く
に
、
私
が
そ
の
代
表
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
た
「
安
心
・
安
全
な
都
市
・
地
域
づ
く
り
チ
ー
ム
」）
で
の
林
敏
彦
教
授
の
「
免
税
島
構
想
」
も
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

法
的
定
義
の
な
い「
復
興
」

　

災
害
大
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
わ
が
国
の
災
害
復
興
対
策
が
い
か
に
弥
縫
的
で
あ
っ
た
か
は
、
先
に
も
ふ
れ
た

よ
う
に
、
防
災
・
減
災
の
法
制
度
・
体
制
が
、
災
害
毎
に
設
け
ら
れ
、
改
正
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
六
年
の
南
海
地
震
で
災
害
救
助
法
が
、
四
八
年
の
福
井
地
震
で
建
築
基
準
法
が
、
五

四
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
災
害
対
策
基
本
法
と
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
な
ど
が
つ
く

ら
れ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
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こ
の
種
の
法
や
制
度
が
、
発
生
す
る
天
災
や
そ
の
激
甚
さ
に
応
じ
て
新
し
い
課
題
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
対
応
が
弥
縫
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
周
知
の

よ
う
に
、わ
が
国
に
は
災
害
対
策
基
本
法
な
ど
、発
生
し
た
災
害
に
対
応
す
る
法
律
は
つ
く
ら
れ
て
は
い
る
が
、「
復
興
」

に
つ
い
て
は
ま
だ
そ
の
概
念
規
定
さ
え
な
い
。
従
来
か
ら
「
復
旧
」
は
文
字
通
り
「
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
」
と
解
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
復
興
」
は
防
災
学
テ
キ
ス
ト
な
ど
で
も
、「
以
前
と
ま
っ
た
く
同
じ
施
設
・
機
能
に
戻
す
の

で
は
な
く
、地
域
が
災
害
前
以
上
の
活
力
を
備
え
る
よ
う
に
、暮
ら
し
と
環
境
を
再
建
し
て
い
く
活
動
」と
し
て
い
る

）
（（

（
注

。「
復

興
」
が
法
的
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
状
況
下
で
、
被
災
地
の
復
興
を
図
る
と
し
た
ら
、
ど
こ
ま
で
が
許
さ
れ
、
ま
た
必

要
と
さ
れ
る
か
も
明
確
で
は
な
い
。

　

そ
の
状
況
下
で
、
兵
庫
県
は
周
知
の
よ
う
に
「
創
造
的
復
興
」
を
呼
び
か
け
た
。
創
造
的
復
興
を
主
張
し
た
貝
原
俊

民
知
事
は
、
そ
れ
を
震
災
前
の
状
態
に
復
旧
す
る
の
で
は
な
く
、
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て
二
十
一
世
紀
に
も
通
用
す

る
地
域
と
し
て
復
興
す
る
こ
と
と
す
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
「
人
間
サ
イ

ズ
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
呼
び
、
よ
り
具
体
的
に
は
、「
健
康
、
医
療
、
福
祉
、
芸
術
文
化
、
環
境
、
防
災
と
い
っ
た
分
野
、

さ
ら
に
は
経
営
倫
理
に
裏
打
ち
さ
れ
た
経
済
運
営
の
分
権
な
ど
に
お
い
て
中
心
的
体
制
を
担
う
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る）

（（

（
注

。

　

こ
の
定
義
は
、
そ
の
理
念
か
ら
言
っ
て
も
見
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
災
害
大
国
で
あ
る
わ
が
国
で
安
心
・
安
全
な
国

土
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
そ
れ
を
阻
害
し
て
い
る
諸
制
度
を
未
だ
に
改
革
し
よ
う
と
せ
ず
、
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
、た
だ
弥
縫
的
な
対
応
に
終
始
し
て
い
る
わ
が
国
の
政
治
経
済
体
制
の
も
と
で
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

創
造
的
復
興
を
な
し
と
げ
る
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
示
す
こ
と
は
、
か
な
り
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
い
う
創
造
的
復
興
は
、
被
災
地
域
だ
け
の
努
力
で
は
困
難
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
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基
本
と
す
る
人
づ
く
り
か
ら
は
じ
め
て
、
国
を
あ
げ
て
目
指
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興

は
、
こ
う
し
た
課
題
を
担
い
な
が
ら
今
日
ま
で
世
界
で
も
、
ま
た
災
害
の
多
い
わ
が
国
内
で
も
注
目
す
べ
き
復
興
を
な

し
と
げ
た
地
域
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。

　

む
す
び
に
か
え
て

　
　

︱
東
日
本
大
震
災
の
復
興
過
程
を
見
つ
め
な
が
ら
︱

　

わ
れ
わ
れ
は
、
冒
頭
で
、「
3
・
11
」
と
「
1
・
17
」
の
二
つ
の
大
震
災
の
違
い
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
中
で
前
者
が

復
旧
が
殆
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
、
し
か
も
「
１
・
17
」
と
は
違
っ
て
死
者
も
一
万
五
千
人
を
こ
え
、
さ
ら
に
未
だ
に
二

千
五
百
名
を
こ
え
る
行
方
不
明
者
を
抱
え
る
災
害
大
国
日
本
を
象
徴
す
る
大
震
災
で
あ
る
と
述
べ
て
お
い
た
。
そ
れ
も

あ
っ
て
、「
１
・
17
」
と
は
違
っ
て
、
い
ち
早
く
法
に
基
づ
く
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
を
設
置
し
、「
被
災
地
域

の
復
興
な
く
し
て
日
本
経
済
の
再
生
は
な
い
。
日
本
経
済
の
再
生
な
く
し
て
は
被
災
地
域
の
真
の
復
興
は
な
い
。
こ
の

認
識
に
立
ち
、大
震
災
か
ら
の
復
興
と
日
本
再
生
の
同
時
進
行
を
目
指
す
」
と
い
う
復
興
構
想
の
原
則
の
「
五
」
を
高
々

と
歌
い
上
げ
た
。

　

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
も
「
１
・
17
」
が
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
と
っ
て
き
た
伝
統
的
な
近
代
化
路
線
の
結
果
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
主
張
し
て
き
た
。
ま
た
、
例
え
ば
、
世
界
の
コ
ン
テ
ナ
基
地
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
よ
り

近
代
化
さ
れ
て
、
神
戸
港
の
復
興
も
た
ん
な
る
復
旧
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
公
的
イ
ン
フ
ラ
も
創
造
的
に
復
興
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
藤
田
ド
ク
ト
リ
ン
は
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ

り
そ
う
い
う
認
識
を
欠
い
て
い
た
。
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大
石
久
和
氏
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
六
年
以
降
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
だ
け
で
な
く
韓
国
で
も
、
政
府
固
定
資
本
形
成
が
国
に
よ
っ
て
は
急
速
に
、
ま
た
、
順
調
に
増
大
し
、
二
〇
一
一
年

に
は
最
高
二
・
七
五
倍
（
イ
ギ
リ
ス
）、
二
・
四
七
倍
（
韓
国
）、
一
・
八
九
倍
（
ア
メ
リ
カ
）
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
だ
け
は
〇
・
四
七
倍
と
、
半
減
し
て
い
た）

（（

（
注

。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、

わ
が
国
は
当
時
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
で
社
会
保
障
費
の
激
増
に
伴
う
財
政
危
機
と
円
高
に
よ
る
輸
出
不
振
な
ど

で
戦
後
は
じ
め
て
の
デ
フ
レ
危
機
に
直
面
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
危
機
克
服
の
経
済
運
営
の
道
を
見
い
だ
せ
な

い
ま
ま
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
、「
3
・
11
」
か
ら
の
復
興
を
御
厨
貴
氏
が
、「
戦
後
」
日
本
で
は
な
か
っ
た
「
災

後
」
日
本
の
政
治
経
済
の
転
期
と
し
て
と
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
災
後
日
本
か
ら
の
復
興
が
、『
復
興
へ
の
提
言
』で
構
想
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
し
と

げ
ら
れ
る
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、問
題
は
残
る
。
震
災
地
域
の
真
の
復
興
に
不
可
欠
と
さ
れ
る
日
本
経
済
の
復
興
は
、

い
ま
進
め
ら
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
本
当
に
可
能
な
の
か
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
与
え
ら
れ
た
紙

数
の
制
限
も
あ
っ
て
、こ
れ
に
つ
い
て
今
論
ず
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。し
か
し
、最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
東
日
本
大
震
災

の
復
興
過
程
の
中
で
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
だ
け
で
も
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
む
す
び
に
代
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
3
・
11
」
の
場
合
は
、「
1
・
17
」
の
時
と
は
違
っ
て
、
特
区
制
度
が
大
幅
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を
震
災
復
興
だ
け

で
は
な
く
、
デ
フ
レ
克
服
と
経
済
発
展
の
芽
に
し
よ
う
と
の
念
願
は
理
解
で
き
る
。
そ
の
点
は
「
1
・
17
」
の
時
と
は

根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
特
区
の
ね
ら
い
が
達
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
趣
旨
が
地
域
住
民
に
理
解
さ

れ
、
そ
の
事
業
を
担
う
関
係
者
が
そ
の
目
的
達
成
に
協
同
し
、
政
策
担
当
者
が
そ
れ
を
有
効
に
支
援
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

特
区
制
度
自
身
は
国
が
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
成
功
の
た
め
に
は
、
こ
う
し
て
地
区
住
民
と
特
区
事



32

業
を
担
う
関
係
者
の
自
主
的
協
同
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
す
べ
て
の
震
災
復
興
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
あ
て

は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
に
も
「
1
・
17
」
の
中
心
地
と
な
っ
た
神
戸
で
は
、
元
来
各
種
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
市
民

活
動
が
活
発
で
あ
っ
て
、
震
災
復
興
に
も
そ
の
成
果
が
強
く
反
映
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
が
前
に
認
め
た
よ
う
に
、
今
回
の
「
3
・
11
」
の
被
災
地
で
は
、
大
牟
羅
良
氏
の
『
も
の
言
わ
ぬ
農

民
』
で
述
べ
た
よ
う
な
精
神
的
気
風
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
高
台
移
転
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
容
易
に
統
一

さ
れ
た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
自
主
的
確
立
が
で
き
難
い
。
お
ま
け
に
、
被
災
市
町
村
が
押
し
な
べ
て
小
規
模
で
あ
り
、
震

災
復
興
の
諸
計
画
を
完
全
に
実
施
す
る
職
員
も
欠
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
津
波
に
よ
っ
て
そ
の
職
員
を
多
数
失
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
幸
い
に
し
て
全
国
の
自
治
体
が
応
援
職
員
を
派
遣
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
決
し
て
十
分
と

は
言
え
な
い
。

　

そ
う
し
た
中
で
国
は
、「
1
・
17
」の
と
き
と
は
違
っ
て
、復
興
税
ま
で
含
む
強
力
な
復
興
財
政
を
採
択
し
た
。
し
か
し
、

会
計
検
査
院
の
報
告
書
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
予
算
執
行
が
滞
る
だ
け
で
な
く
、
津
波
防
御
の
た
め
の
防
潮
堤
一
つ
に

し
て
も
異
論
の
多
い
な
か
で
、
執
行
が
急
が
れ
る
状
況
に
あ
る
。「
1
・
17
」
の
と
き
は
、
い
ち
早
く
生
活
復
興
県
民

ネ
ッ
ト
が
創
設
さ
れ
、
被
災
者
の
生
活
復
興
の
た
め
の
各
種
施
策
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
先
般
、
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
が
復
興
庁
の
委
託
で
行
っ
た
東
北
で
の
四
十
四
回
に
わ
た

る
復
興
円
卓
会
議
の
報
告
書
で
述
べ
ら
れ
た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
の
五
百
旗
頭
真
議
長
の
次
の
言
葉
は
示

唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
地
元
主
体
の
復
興
を
熱
く
呼
び
か
け
な
が
ら
、
地
元
だ
け
で
は
復
旧
す
ら
ま
ま
な
ら
な

い
現
実
を
踏
ま
え
て
、
本
報
告
書
は
国
と
全
国
民
の
継
続
的
支
援
を
求
め
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
『
国
の
国
に
よ
る
国
の

た
め
の
』
上
か
ら
の
支
援
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
地
元
は
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
い
続
け
る
だ
け
の
存
在
と
な
る
。

国
は
間
接
的
手
法
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
地
元
の
人
々
が
復
興
過
程
に
参
画
し
、
官
民
に
ま
た
が
る
広
い
人
と
人
の
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つ
な
が
り
が
で
き
る
場
と
仕
組
み
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る）

（（

（
注

」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
国
に
よ
る
上
か
ら

の
支
援
が
限
ら
れ
て
い
た
「
1
・
17
」
の
と
き
、そ
の
限
界
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
工
夫
し
た
色
々
な
創
造
的
復
興
が
、

「
3
・
11
」
の
真
の
復
興
に
寄
与
す
る
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
皮
肉
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
原
稿
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
悲
し
い
大
規
模
土
砂
災
害
が
広
島
で
発
生
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
活
断
層
地
震
の
様
相
と
認
識
さ
れ
た
と
き
、
例
え
ば
、
米
国
で
は
活
断
層
情
報
は
公
開
さ
れ
、
人
々
は
活
断
層

上
に
は
建
造
物
を
つ
く
ら
な
い
。
も
し
、
建
て
る
と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
充
分
認
識
し
た
う
え
で
、
安
価
に
土
地
を
購

入
し
、
危
険
を
自
己
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
わ
が
国
で
は
そ
の
認
識
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な

っ
た
。
わ
が
国
に
は
、
大
石
久
和
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
脊
梁
山
脈
が
縦
貫
し
、
河
川
は
急
流
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

土
石
流
災
害
の
危
険
性
を
も
っ
た
山
並
み
も
多
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
安
全
・
安
心
な
住
宅
開
発
を
図
る
た
め
に
土
砂
災

害
の
警
戒
区
域
も
公
開
指
定
し
、
危
険
に
備
え
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
災
害
大
国
で
の
安
全
・
安
心
な

国
土
づ
く
り
は
安
易
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
終
わ
ら
せ
て
は
い
け
な
い
。

参
考
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Ｐ
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︱
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︱
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。
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︱
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章大

規
模
災
害
に
立
ち
向
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

−

自
治
体
広
域
支
援

−

井
戸 

敏
三



著
　
者

　
　

井
戸　

敏
三
（
い
ど
・
と
し
ぞ
う
）　

　
　

兵
庫
県
知
事
・
関
西
広
域
連
合
長

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
大
臣
官
房
審
議
官

　
　

一
九
九
六
年
〜　

兵
庫
県
副
知
事

　
　

二
〇
〇
一
年
〜　

兵
庫
県
知
事
（
現
在
に
至
る
）

　
　

二
〇
一
〇
年
〜　

関
西
広
域
連
合
長
（
現
在
に
至
る
）
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は
じ
め
に

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
大
都
市
直
下
型
地
震
で
あ
り
、
未
曾
有
の
被
害
と
と
も
に
、
近
代
都
市
が
抱
え
る
課
題
を

私
た
ち
に
突
き
つ
け
た
。
私
た
ち
は
、
あ
の
大
震
災
か
ら
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
や
助
け
合
い
の
大
切
さ
、
事
前
の

備
え
の
重
要
性
な
ど
、
多
く
の
教
訓
を
学
ん
だ
。
震
災
は
、
社
会
全
体
で
総
合
的
な
防
災
減
災
対
策
に
取
り
組
む
「
災

害
文
化
」
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

あ
れ
か
ら
二
十
年
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
被
災
地
で
も
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
住
民
が
多
く
な
り
、
震
災
の

記
憶
や
防
災
意
識
の
薄
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
三
年
前
の
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
新
潟
や
鳥
取
、
海

外
で
は
ト
ル
コ
、
台
湾
、
ス
マ
ト
ラ
な
ど
、
内
外
で
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
て
い
る
。

　

兵
庫
県
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
旧
復
興
に
あ
た
り
、
内
外
か
ら
心
温
ま
る
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
創
造
的
復

興
を
旗
印
に
歩
ん
で
き
た
私
た
ち
の
経
験
や
教
訓
は
、
世
界
共
通
の
財
産
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
の
被
災
地
の
復
旧
復
興
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
被
災
地
兵
庫
と
し
て
の
責
務
で
も
あ
り
、
い

た
だ
い
た
支
援
に
対
す
る
最
大
の
お
返
し
な
の
で
あ
る
。

　
　

被
災
さ
れ
た
人
々
の
た
め
に

国
内
被
災
地
へ
の
支
援

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
当
時
、
災
害
対
策
基
本
法
は
、
自
治
体
間
の
相
互
応
援
協
定
に
よ
る
支
援
を
想
定
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し
て
お
ら
ず
、
関
西
の
府
県
の
間
で
は
応
援
協
定
は
結
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
広
域

的
な
防
災
協
力
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
初
め
て
近
畿
二
府
七
県
に
よ
る
合
同
防
災
訓
練
を
実
施

し
、
翌
年
に
は
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
全
国
知
事
会
で
も
協
定
が
締
結
さ
れ
（
一
九
九
六
年
）、
全
国

都
道
府
県
の
応
援
体
制
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
県
で
も
独
自
に
鳥
取
県
（
一
九
九
六
年
）、
岡
山
県
（
一
九
九

六
年
）、
新
潟
県
（
二
〇
〇
五
年
）
と
応
援
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
全
国
的
に
広
域
防
災
体
制
は
大
幅
に
進
展
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
鳥
取
県
西
部
地
震
が
発
生
し
た
際
、
本
県
は
、
鳥
取
県
と
の
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
間
髪
を
入
れ
ず

に
物
資
支
援
や
災
害
対
策
本
部
へ
の
職
員
派
遣
を
実
施
。
ま
た
、
教
職
員
で
組
織
す
る
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
（
Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ※

）
が
学
校
を
訪
問
し
て
児
童
生
徒
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
た
。

※ 　

防
災
の
専
門
的
知
識
と
実
践
的
対
応
に
つ
い
て
研
修
を
積
ん
で
い
る
教
職
員
チ
ー
ム
。
被
災
地
で
教
育
復
興
、
被
災

児
童
生
徒
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
な
ど
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
平
時
に
は
地
域
の
防
災
訓
練
や
講
演
会
で
の
指
導
も
行
っ
て

い
る
。

　

被
災
地
に
本
格
的
な
チ
ー
ム
派
遣
を
行
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
あ
っ
た
。
地
震
の
第
一
報

は
、
台
風
第
23
号
に
よ
る
被
害
状
況
の
視
察
後
、
災
害
対
策
本
部
で
の
協
議
を
経
て
、
記
者
会
見
を
し
て
い
る
時
で
あ

っ
た
。
台
風
第
23
号
に
よ
る
被
害
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
本
県
は
、
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
厳
し
い
立
場
に
置

か
れ
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
経
験
や
教
訓
を
踏
ま
え
た
対
策
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
地
震
発
生
翌
日
に
は
、
被
害
状
況

の
把
握
の
た
め
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
を
派
遣
。
そ
の
後
、
お
よ
そ
二
カ
月
に
わ
た
り
、
応
急
仮
設
住

宅
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
、
保
健
活
動
な
ど
の
分
野
の
職
員
、
延
べ
百
四
名
を
新
潟
県
災
害
対
策
本
部
や
被
災
市
町
な
ど
に
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派
遣
し
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
庁
内
に
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
置
き
、
現
地
か
ら
の
要
望
に
応
え
て
、
震
災
経
験
に
基
づ
く

対
策
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
は
じ
め
、
復
興
基
金
の
概
要
や
復
興
計
画
づ
く
り
に
関
す
る
資
料
の
送
付
な
ど
、
後
方
支
援

に
あ
た
っ
た
。

　

こ
の
形
式
が
、
そ
の
後
の
被
災
地
支
援
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
能
登
半
島
沖
地
震
、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
な
ど
で
活
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

海
外
被
災
地
へ
の
支
援

　

職
員
の
派
遣

　

一
九
九
九
年
に
ト
ル
コ
で
一
万
五
千
人
を
越
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
コ
ジ
ャ
エ
リ
地
震
へ
の
支
援
は
、
本
県
の
防
災

分
野
に
お
け
る
国
際
支
援
・
協
力
の
新
た
な
一
歩
と
な
っ
た
。

　

こ
の
震
災
で
は
、
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
短
期
専
門
家
派
遣
と
し
て
神
戸
市
と

合
同
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
者
十
一
名
を
現
地
に
派
遣
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
行
う

と
と
も
に
、帰
国
後
、応
急
・
復
旧
・
復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
に
関
す
る
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
て
ト
ル
コ
に
提
供
し
た
。

　

そ
の
後
、
台
湾
大
地
震
（
一
九
九
九
年
）、
イ
ン
ド
洋
大
津
波
（
二
〇
〇
四
年
）、
中
国
四
川
省
大
地
震
（
二
〇
〇
八

年
）
な
ど
、
多
く
の
被
災
地
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

　

義
援
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

　

兵
庫
県
は
、
国
内
外
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
義
援
金
募
集
委
員
会
を
組
織
し
て
義
援
金
を
募
っ
て
い
る
。
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海
外
の
災
害
で
は
、
日
本
で
得
ら
れ
る
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
民
の
善
意
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
、
は
っ
き
り
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
信
頼
で
き
る
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
義
援
金
の
使
途
を
指
定
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式

を
採
用
し
て
い
る
。
ト
ル
コ
地
震
で
は
、
ト
ル
コ
と
日
本
の
友
好
関
係
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
土
日
基

金
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
震
災
遺
児
・
孤
児
育
英
資
金
給
付
事
業
を
行
っ
た
。
台
湾
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
で
は
学
校
の
再

建
や
耐
震
化
に
充
当
し
た
ほ
か
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
州
の
津
波
博
物
館
の
整
備

な
ど
を
支
援
し
た
。

　

こ
の
方
式
で
あ
れ
ば
、
顔
が
見
え
る
支
援
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
国
際
会
議
へ
の
参
加
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
研
修
員
の
受
け
入
れ
な
ど
、
震
災
の
教
訓
を
伝
え
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
ト

ル
コ
を
例
に
と
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
に
終
了
す
る
育
英
資
金
給
付
事
業
の
残
余
を
使
っ
て
、
引
き
続
き
防
災
対
策
を
研

究
す
る
大
学
生
へ
の
奨
学
金
支
給
や
防
災
に
関
す
る
教
育
・
学
術
交
流
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
ほ
か
、
ト
ル
コ
・

ブ
ル
サ
県
が
地
震
博
物
館
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
が
計
画
・
運
営
を
支
援
す
る
な
ど
、
長

い
付
き
合
い
が
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
台
湾
大
地
震
で
再
建
を
支
援
し
た
台
中
市
の
健
民
小
学
校
の
生
徒
達
が
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
た
め

に
義
援
金
を
呼
び
か
け
て
く
れ
、
こ
れ
が
大
規
模
な
被
災
地
支
援
と
な
っ
た
。

　

国
連
や
国
際
関
係
機
関
な
ど
を
通
じ
た
貢
献

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
十
年
を
迎
え
た
二
〇
〇
五
年
一
月
、
第
二
回
国
連
防
災
世
界
会
議
が
神
戸
で
開
か
れ
た
。

世
界
各
地
の
被
災
地
か
ら
得
ら
れ
た
経
験
や
知
見
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
議
論
が
行
わ
れ
、
今
後
十
年
間
の
国
際
的
な
防
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災
の
指
針
と
な
る
「
兵
庫
行
動
枠
組※

」
が
採
択
さ
れ
た
。
災
害
文
化
の
構
築
や
耐
震
化
、
復
興
段
階
に
お
け
る
災
害
リ

ス
ク
の
軽
減
な
ど
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

※ 　

第
二
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
採
択
さ
れ
た
文
書
で
、
十
年
間
で
世
界
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
大
幅
に
削
減
し
よ
う

と
す
る
も
の
。
災
害
文
化
の
構
築
、
事
前
準
備
の
強
化
な
ど
五
つ
の
分
野
に
つ
い
て
具
体
的
行
動
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
時
、
被
災
直
後
の
救
援
救
難
な
ど
緊
急
応
急
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
Ａ
）
が
中
心
と
な
っ
て
調
整
す
る
仕
組
み
が
機
能
し
て
い
た
が
、
復
興
復
旧
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
の
提
供
、
財
政

的
な
支
援
を
ト
ー
タ
ル
に
調
整
す
る
機
関
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
兵
庫
行
動
枠
組
の
推
進
を
目
的
に
、
国
際
復
興

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｉ
Ｒ
Ｐ
）
が
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
に
設
立
さ
れ
た
。

　

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
に
は
、
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
神
戸
を
は
じ
め
、
国
連
国
際
防
災
戦
略
事
務

局
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
駐
日
兵
庫
事
務
所
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
健
康
開
発
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ア
ジ
ア
防

災
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ｃ
）
な
ど
の
国
際
防
災
機
関
が
集
積
し
て
お
り
、
防
災
情
報
や
支
援
活
動
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
着
実
に
育
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
の
自
治
体
で
組
織
す
る
北
東
ア
ジ

ア
地
域
自
治
体
連
合
で
も
、
防
災
分
科
委
員
会
を
設
け
て
情
報
交
換
と
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
に
は
、
国
連
世
界
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
災
害
に
強
い
都
市
の
構
築
」
の
中
で
、
兵
庫
県
が
世
界
最
初

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
模
範
都
市
）
に
認
定
さ
れ
、
知
事
で
あ
る
私
は
、
地
方
政
府
に
お
い
て
災
害
リ
ス
ク
軽
減
に
取
り

組
む
指
導
者
と
し
て
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
防
災
・
減
災
リ
ー
ダ
ー
）
に
任
命
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
五
年
の
三
月
に
は
、
第
三
回
国
連
防
災
世
界
会
議
が
仙
台
で
開
催
さ
れ
、「
兵
庫
行
動
枠
組
」
の
後
継
枠
組

が
議
論
さ
れ
る
。
兵
庫
県
と
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
の
復
興
制
度
の
比
較
分
析
な
ど
を
行
い
、
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提
言
を
と
り
ま
と
め
、
世
界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

外
交
は
国
の
専
管
事
項
で
あ
る
が
、
防
災
・
減
災
は
決
し
て
国
だ
け
で
行
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ

り
住
民
に
近
い
自
治
体
の
立
場
で
国
際
的
な
防
災
協
力
を
続
け
て
い
く
。

　
　

関
西
広
域
連
合
の
設
立

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
自
治
体
間
の
応
援
協
定
が
全
国
的
に
締
結
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
応
援
協
定
は
協
力
の
大
枠
を
定
め
て
い
る
だ
け
で
、
誰
が
指
揮
を
執
り
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
、
ど
の
よ

う
な
応
援
を
行
う
の
か
な
ど
、
具
体
的
な
応
援
・
受
援
の
計
画
や
体
制
を
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

最
も
切
実
な
問
題
は
、
差
し
迫
っ
た
東
南
海
・
南
海
地
震
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
関
西
と
し
て
の
責
任
主
体
が
存
在

せ
ず
、防
災
計
画
も
対
処
方
針
も
な
か
っ
た
た
め
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
迅
速
で
効
果
的
な
対
応
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

大
き
な
不
安
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
日
本
で
初
め
て
府
県
で
構
成
さ
れ
る
広
域
連
合
と
し
て
誕
生
し
た
関
西
広
域
連

合
で
は
、
第
一
の
事
務
に
広
域
防
災
を
掲
げ
た
。
兵
庫
県
が
主
担
当
と
な
り
、
①
「
関
西
広
域
防
災
計
画
」
の
策
定
、

②
関
西
広
域
応
援
訓
練
の
実
施
、
③
救
援
物
資
の
備
蓄
等
の
検
討
・
実
施
、
④
災
害
発
生
時
の
広
域
応
援
体
制
の
強
化

（
関
西
広
域
応
援
・
受
援
実
施
要
綱
作
成
・
運
用
）、
⑤
防
災
分
野
の
人
材
育
成
、
⑥
感
染
症
の
ま
ん
延
そ
の
他
の
緊
急

事
態
に
係
る
構
成
団
体
間
の
連
携
・
調
整
、
⑦
広
域
防
災
に
関
す
る
調
査
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
発
足
し
た
ば
か
り
の
関
西
広
域
連
合
の
足
下
を
固
め
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
の
で
あ
る
。
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東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援

大
震
災
発
生
、そ
の
時
兵
庫
は

　　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
（
金
）、
十
四
時
四
十
六
分
で
あ
っ
た
。
勤
務
時
間

中
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
で
情
報
収
集
を
開
始
。
兵
庫
県
内
で
も
震
度
３
が
観
測
さ
れ
た
う
え
、

十
五
時
十
四
分
に
県
南
部
に
津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
た
め
、
兵
庫
県
災
害
警
戒
本
部
を
立
ち
上
げ
て
被
害
確
認
と

避
難
対
策
を
急
い
だ
。

　

一
方
、
テ
レ
ビ
か
ら
続
々
と
流
れ
て
く
る
津
波
の
映
像
か
ら
、
尋
常
な
災
害
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
県
内

の
対
応
に
加
え
て
、
被
災
地
支
援
に
つ
い
て
も
即
座
に
準
備
を
始
め
た
。
当
日
中
に
警
察
の
「
広
域
緊
急
援
助
隊
」、

消
防
の
「
緊
急
消
防
援
助
隊
」、
日
赤
兵
庫
県
支
部
の
医
療
救
護
班
が
出
発
。
翌
日
早
朝
に
出
発
し
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
は
午
前
中
に
は
現
地
に
到
着
、
活
動
を
開
始
し
た
。

　

私
は
、
若
い
頃
宮
城
県
庁
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
、
宮
城
県
に
知
り
合
い
が
多
く
、
土
地
勘
も
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず

宮
城
県
の
村
井
嘉
浩
知
事
に
電
話
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
通
じ
な
い
。
十
二
日
の
九
時
四
十
分
頃
に
よ
う
や
く
電

話
が
つ
な
が
り
、
お
見
舞
い
の
言
葉
を
お
伝
え
し
、
で
き
る
限
り
の
協
力
を
申
し
出
た
。

　

し
か
し
、
具
体
的
な
応
援
要
請
は
ど
こ
か
ら
も
な
い
。
国
も
、
全
国
知
事
会
も
、
被
災
県
も
何
も
言
っ
て
こ
な
い
。

そ
の
た
め
、十
二
日
に
開
催
し
た
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
兵
庫
県
災
害
対
策
支
援
本
部
会
議
で
は
、「
現
地

は
混
乱
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
も
と
に
必
要
な
も
の
を
判
断
し
て
送
り
出
せ
。
押
し
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か
け
て
行
け
！
」
と
、
県
の
独
自
判
断
で
の
支
援
を
急
が
せ
た
。
ま
ず
、
情
報
収
集
の
た
め
の
要
員
を
派
遣
し
た
。
被

害
の
大
き
い
地
域
ほ
ど
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
で
あ
っ
た
。

広
域
連
合
委
員
会
を
緊
急
招
集

　
「
集
ま
る
な
ら
早
い
方
が
い
い
」。
京
都
府
の
山
田
知
事
か
ら
電
話
を
受
け
た
の
は
十
三
日
の
日
曜
日
の
朝
だ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
を
協
議
す
る
た
め
、
関
西
広
域
連
合
の
メ
ン
バ
ー
府
県
の
知
事
で
構
成
す
る
広
域
連
合
委
員

会
を
週
明
け
に
招
集
す
る
調
整
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
務
方
に

任
せ
て
は
お
け
な
い
と
思
い
、
各
知
事
に
直
接
電
話
し
て
、
そ
の
日
の
午
後
、

兵
庫
県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
に
急
き
ょ
集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

会
議
に
は
、
関
西
広
域
連
合
で
防
災
の
事
務
を
取
り
扱
う
滋
賀
、
京
都
、
大

阪
、
和
歌
山
、
徳
島
の
知
事
が
勢
揃
い
し
、
加
え
て
鳥
取
県
の
企
画
部
長
、
近

畿
運
輸
局
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
。「
関
西
広

域
連
合
と
し
て
、
ま
と
ま
っ
て
行
動
し
た
い
」「
何
が
で
き
る
か
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
お
う
」
と
、
皆
さ
ん
意
欲
満
々
で
、
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
次
の
三
点
を
決
定
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
の
採
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
被
災
県

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
府
県
を
決
め
て
支
援
を
行
う
方
式
で
あ
る
。
東

日
本
大
震
災
の
直
後
か
ら
、
各
府
県
と
も
そ
れ
ぞ
れ
被
災
地
支
援
の
準
備
を
開

始
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
地
は
宿
舎
の
確
保
も
食
料
調
達
も
ま
ま
な
ら
な
い

緊急の広域連合委員会
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カウンターパート方式

状
況
で
あ
る
。
容
易
な
ら
ぬ
困
難
が
予
想
さ
れ
た
う
え
、
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
た

の
で
は
力
が
分
散
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
よ
り
効
果
的
な
し
く

み
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
緊
急
対
策
は
と
も
す
れ
ば
一
カ
所
に

集
中
し
が
ち
で
、
被
災
地
の
方
々
か
ら
見
れ
ば
、
支
援
す
る
側
が
次
々
と
変
わ

る
と
連
携
し
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
当
初
は
一
県
に
対
し
て
一
府
県
の

パ
ー
ト
ナ
ー
を
提
案
し
た
が
、
議
論
の
中
で
、
特
に
被
害
が
大
き
い
三
県
に
支

援
を
集
中
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
阪
・
和
歌
山
が
岩

手
県
、
兵
庫
・
徳
島
・
鳥
取
が
宮
城
県
、
京
都
・
滋
賀
が
福
島
県
と
い
う
よ
う

に
、
複
数
府
県
で
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
に
よ
り
、
相
手
県
の
ニ
ー
ズ
を
収
集
し
、
継
続
性

と
責
任
を
持
っ
て
対
応
を
す
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
能
力
を
超
え
る
も
の

は
、
連
合
全
体
で
対
応
を
調
整
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
成
府
県

は
連
合
と
し
て
一
体
感
を
持
っ
て
活
動
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活

か
し
た
迅
速
で
機
動
的
な
支
援
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
現
地
連
絡
所
の
開
設
で
あ
る
。
大
災
害
時
に
は
、
被
害
の
激
し
い
と
こ
ろ
ほ
ど
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ
な

い
も
の
。
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
災
三
県
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
府
県
が
連
絡

所
を
開
設
し
、
現
地
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
関
西
広
域
連
合
の
広
域
防
災
局
で
情
報
を
集
約
し
、

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
だ
け
で
は
不
足
す
る
人
材
や
物
資
を
融
通
し
あ
う
こ
と
に
し
た
。

　

三
つ
目
は
緊
急
声
明
（
第
一
次
）
の
発
表
で
あ
る
。
こ
の
声
明
で
は
、
関
西
の
持
て
る
力
を
結
集
し
て
被
災
地
・
被
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災
者
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
、
①
避
難
生
活
の
支
援
な
ど
の
被
災
地
対
策
、
②
支
援
物
資
等
の
提
供
、
③
応

援
要
員
の
派
遣
、
④
避
難
生
活
等
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
委
員
会
で
の
修
正
意
見
を
そ
の
場
で
修
正

し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
て
確
認
す
る
作
業
を
重
ね
、
委
員
会
終
了
の
十
五
分
後
に
行
っ
た
記
者
会
見
で
発
表
・

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〇ゼ
ロ

泊
三
日
で
被
災
地
を
視
察

　

三
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
、
私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
遣
隊
と
と
も
に
バ
ス
で
往
復
し
、
一
日
現
地
の
被
災

現
場
や
避
難
所
を
め
ぐ
る
〇
泊
三
日
の
強
行
軍
で
被
災
地
を
訪
れ
た
。
見
渡
す
限
り
土
砂
土
砂
の
海
と
い
う
あ
ま
り
の

被
害
の
大
き
さ
に
思
わ
ず
息
を
飲
ん
だ
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
断
層
に
沿
っ
て
東
西
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北

二
〜
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
帯
状
の
被
害
だ
っ
た
が
、
今
回
は
い
わ
ば
面
的
被
害
。
津
波
に
よ
り
ま
ち
が
根
こ
そ
ぎ
持
っ

て
い
か
れ
、
そ
の
跡
に
は
土
砂
と
木
材
が
散
在
す
る
平
原
が
広
が
っ
て
い
る
惨
状
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
懸

命
に
行
わ
れ
て
い
る
救
出
作
業
や
避
難
所
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
の
困
難
さ
を
思
う
と
、

何
と
か
力
に
な
り
た
い
、
と
い
う
思
い
を
よ
り
強
く
し
た
。

　

東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
は
約
四
十
年
ご
と
に
大
津
波
に
襲
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
基
本

に
津
波
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、こ
う
し
た
悲
惨
な
状
況
に
な
る
と
は
正
直
、

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
関
西
に
と
っ
て
も
、
ま
さ
に
他
人
事

で
は
な
い
事
態
だ
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
多
様
な
支
援
を
実
施

　
現
地
連
絡
所
の
設
置
︱
情
報
は
取
り
に
行
け

　

関
西
広
域
連
合
は
、
三
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
の
間

に
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
三
県
庁
内
に
現
地
連

絡
所
を
設
置
し
、
支
援
を
開
始
し
た
。
兵
庫
県
は
、
三

月
十
四
日
に
宮
城
県
庁
内
に
関
西
広
域
連
合
宮
城
県
現

地
連
絡
所
を
設
置
（
後
に
現
地
支
援
本
部
に
改
組
）。

被
災
者
対
策
を
は
じ
め
、
復
旧
復
興
に
関
す
る
課
題
や

対
応
方
策
に
つ
い
て
の
助
言
が
ほ
し
い
と
い
う
地
元
市

町
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
二
十
三
日
に
は
特
に
被
害
が

大
き
か
っ
た
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
、
石
巻
市
の
三
カ

所
に
も
支
援
本
部
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
現
場
に
よ
り

近
い
と
こ
ろ
で
得
ら
れ
た
情
報
を
関
西
の
後
方
部
隊
に

提
供
し
、
支
援
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

　

速
や
か
に
現
地
連
絡
所
を
設
置
し
、
自
ら
被
災
地
の

情
報
を
取
り
に
行
っ
た
こ
と
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

方
式
と
相
ま
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
支
援
に
つ

な
が
っ
た
。

気仙沼市
支援本部

南三陸町
支援本部

石巻市
支援本部

被災地
の課題

被災地
の課題

被災地
の課題

関西広域連合宮城チーム
現地支援本部（宮城県庁内）

・３ 月14日　宮城県庁内に現地連絡所開設
・３ 月20日　現地連絡所を現地支援本部
　　　　　　に改組
・３ 月2３日　気仙沼市、石巻市、南三陸町に
　　　　　　支援本部を設置

総括､ロジ担当､保健･医療･福祉、仮設住宅、教育支援、ボﾗンﾃｨｱｺーデｨﾈート、
避難所運営、ガレキ処理、市町村業務支援等のため、県職員、市町村職員等で構成

宮城県をカウンターパートとする
兵庫県の支援
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物
資
支
援
︱
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

災
害
発
生
直
後
は
、
被
災
地
か
ら
の
情
報
発
信
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
も
と
に
、

発
災
翌
日
に
は
、
初
期
段
階
に
お
い
て
被
災
者
の
生
活
に
必
要
な
物
資
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
非
常
食
や
毛
布
、
仮
設

ト
イ
レ
等
に
加
え
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
医
薬
品
、
ベ
ビ
ー
用
品
等
を
提
供
し
た
。

　

現
地
支
援
本
部
設
置
後
は
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
直
接
収
集
・
把
握
し
、
被
災
地
の
復
旧
復
興
過
程
を
踏
ま
え
た
物
資

支
援
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

現
地
支
援
本
部
か
ら
、
防
寒
着
が
不
足
し
て
い
る
と
の
情
報
を
受
け
、
県
民
か
ら
防
寒
着
を
募
っ
た
。
防
寒
着
の
提

供
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
人
手
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
三
月
末
ま
で
に
約
四
万
六
千
着
、

段
ボ
ー
ル
箱
約
五
千
箱
を
被
災
地
に
届
け
た
。

　

企
業
や
団
体
等
か
ら
も
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
や
コ
ン
ロ
、
食
器
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な
ど
の
食
品
な
ど
、
物
資
提
供
の
申

し
出
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
支
援
物
資
は
リ
ス
ト
化
し
、
関
西
広
域
連
合
を
通
じ
て
被
災
市
町
に
提
示
。

現
地
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
提
供
し
た
。

　

ま
た
、
通
信
手
段
を
失
っ
た
孤
立
集
落
と
の
連
絡
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
に
配
備
し
て
い
た
衛
星
携
帯

電
話
を
集
め
て
貸
し
出
し
た
。
さ
ら
に
、
防
災
無
線
も
被
害
を
受
け
、
被
災
者
向
け
の
情
報
伝
達
に
支
障
を
来
し
て
い

る
と
の
声
を
受
け
、
神
戸
の
ラ
ジ
オ
局
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
開
設
も
支
援

し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
ま
で
の
行
政
の
災
害
対
策
は
、
非
常
食
何
万
食
、
毛
布
何
千
枚
と
い
う
よ
う
に
、
量
は
確
保
す

る
け
れ
ど
も
、
画
一
的
で
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
配
慮
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
、
兵
庫
県
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は
女
性
幹
部
の
意
見
も
あ
っ
て
初
期
の
う
ち
に
ベ
ビ
ー
用
品
な
ど
を
支
援
し
た
が
、
女
性
や
乳
幼
児
、
さ
ら
に
は
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
、
多
様
な
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

　
職
員
派
遣
︱
市
町
と
と
も
に
総
合
的
な
支
援
を
提
供

　

兵
庫
県
は
、
県
や
県
内
市
町
職
員
ら
に
よ
る
三
十
名
程
度
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
ニ
ー
ズ
把
握
や
避
難
所
運
営
、
健

康
相
談
な
ど
、
総
合
的
な
支
援
に
あ
た
っ
た
。
三
月
二
十
一
日
に
は
、
先
発
隊
と
し
て
、
統
括
兼
総
合
支
援
員
、
情
報

収
集
等
連
絡
員
、
ロ
ジ
担
当
、
自
動
車
運
転
担
当
が
出
発
。
翌
日
に
は
、
教
育
支
援
員
（
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
）、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
避
難
所
運
営
支
援
員
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
絡
員
、
保
健
師
、
仮
設
住
宅
等

住
宅
対
策
支
援
員
、
ガ
レ
キ
処
理
等
環
境
対
策
支
援
員
で
構
成
す
る
本
隊
が
被
災
地
に
向
か
っ
た
。

　

相
手
方
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
派
遣
チ
ー
ム
に
は
災
害
対
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
職
員
に
加
え
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
後
方
支
援
担
当
を
配
置
。
当
初
は
自
給
自
足
で
活
動
が
可
能
な
よ
う
に
、食
料
・
水
は
も
ち
ろ
ん
、

テ
ン
ト
や
ガ
ソ
リ
ン
、
現
金
も
持
参
で
送
り
出
し
た
。
チ
ー
ム
は
ほ
ぼ
一
週
間
交
代
で
、
十
月
末
の
撤
収
ま
で
に
派
遣

し
た
兵
庫
県
と
県
内
市
町
の
職
員
は
延
べ
一
万
二
千
八
百
八
十
八
人
に
上
っ
た
。

　

被
災
し
た
市
町
の
な
か
に
は
、
多
く
の
職
員
を
失
い
、
自
治
体
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
困
難
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
当
時
、
関
西
広
域
連
合
の
メ
ン
バ
ー
は
府
県
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
戸
籍
事
務
な
ど
市
町
業
務
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
た
の
が
、
派
遣
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
く
れ
た
県
内
市
町
の
職

員
の
皆
さ
ん
で
あ
る
。
彼
ら
は
非
常
に
頼
り
に
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
関
西
広
域
連
合
・
兵
庫
県
の
呼
び
か
け
に

賛
同
し
、
快
く
職
員
を
派
遣
し
て
く
れ
た
各
市
町
に
は
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
る
。
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現
在
、関
西
広
域
連
合
の
防
災
事
務
の
副
担
当
を
担
っ
て
い
る
神
戸
市
は
、同
じ
政
令
市
で
あ
る
仙
台
市
を
中
心
に
、

主
に
宮
城
県
南
部
の
市
町
を
積
極
的
に
支
援
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
西
宮
市
は
南
三
陸
町
と
女
川
町
、
尼
崎
市
と
明
石

市
は
気
仙
沼
市
、
姫
路
市
は
石
巻
市
、
伊
丹
市
は
名
取
市
と
岩
沼
市
な
ど
、
関
西
広
域
連
合
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を

ベ
ー
ス
に
市
町
同
士
で
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
の
支
援
が
広
が
っ
た
こ
と
も
、
頼
も
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

　

現
地
連
絡
所
を
中
心
と
し
た
活
動
や
消
防
・
警
察
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
な
ど
の
派
遣
に
加
え
、

学
校
の
復
興
支
援
活
動
を
行
う
教
育
関
係
者
の
組
織
「
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
」（
愛
称
：
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）、
精
神
科

医
や
保
健
師
・
看
護
師
か
ら
な
る
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
」、
迅
速
な
家
屋
被
害
認
定
を
行
う
た
め
に
本
県
が
独
自

に
創
設
し
た
「
家
屋
被
害
認
定
士
」
の
チ
ー
ム
な
ど
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
本
県
な
ら
で
は
の

専
門
家
チ
ー
ム
も
活
躍
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
︱
阪
神
・
淡
路
の
恩
返
し

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
。
東
日
本

大
震
災
に
お
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
は
復
旧
復
興
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

発
災
直
後
の
被
災
地
で
は
、
市
町
役
場
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
が
立
ち
上
が
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
も
あ
っ
て
活
動
が
実

質
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
今
行
っ
て
も
被
災
地
に
迷
惑
に
な
る
」と
い
う
ム
ー
ド
が
生
じ
た
こ
と
も
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
え
な
か
っ
た
。　

　

そ
れ
で
も
第
一
次
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
遣
隊
が
神
戸
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
を
出
発
し
た
の
は
、
発
災
一
週
間
後
の
三
月

十
八
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
仕
立
て
て
関
西
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
り
込
む
と
と
も
に
、
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四
月
二
十
日
に
は
、
東
北
自
動
車
道
泉
料
金
所
跡
地
を
利
用
し
て
「
東
北
自
動
車
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
被
災
地
ニ
ー
ズ
や

道
路
状
況
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
活
動
を
支
援
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
活
躍
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
た
く
さ
ん
現
地
に
入
り
、
避
難
所
に
お
け
る
要
援
護

者
対
策
や
、
被
災
し
た
福
祉
施
設
の
支
援
、
高
齢
者
向
け
の
応
急
仮
設
住
宅
の
提
案
・
整
備
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
展

開
し
た
。
被
災
者
の
こ
こ
ろ
を
癒
や
す
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ち
の
保
健
室
、
音
楽
療
法
、
園
芸
療
法
な
ど
の
保
健
活

動
の
ほ
か
、
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
佐
渡
裕
芸
術
監
督
や
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
を
は
じ
め
、
様
々
な
芸
術
文

化
団
体
が
被
災
地
で
活
動
し
て
き
た
の
も
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
が
活
き
た
事
例
で
あ
る
。

　
避
難
者
の
受
け
入
れ
︱
絆
を
大
切
に

　

応
急
仮
設
住
宅
や
恒
久
住
宅
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
被
災
者
に
関
西
へ
お
越
し
い
た
だ
こ
う
と
、
関
西
全
体
で

数
万
人
、
兵
庫
で
一
万
人
規
模
の
受
け
入
れ
を
決
定
し
た
。
公
営
住
宅
等
の
空
き
部
屋
の
紹
介
や
公
的
施
設
を
活
用
し

た
二
次
避
難
所
の
整
備
を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
斡
旋
や
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
、
生
活
支
援
を
含
め
た
受
入
体

制
を
整
え
た
。

　

ま
た
、
県
内
に
避
難
さ
れ
た
被
災
者
を
登
録
し
、
被
災
自
治
体
か
ら
の
被
災
者
向
け
情
報
を
的
確
に
お
届
け
す
る
シ

ス
テ
ム
も
設
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
義
援
金
の
申
請
や
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
募
集
な
ど
、
被
災
者
に
と
っ
て
不
可
欠

な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
際
、
神
戸
市
の
提
案
に
よ
り
届
出
様
式
を
統
一
す
る
な
ど
、

被
災
者
の
実
態
把
握
の
た
め
の
届
出
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
、
新
た
な
人
間
関
係
づ
く
り
の
難
し
さ
な
ど
か
ら
応
急
仮
設
住
宅
入
居
者
の
閉
じ
こ
も
り
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や
孤
独
死
な
ど
の
問
題
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
、
兵
庫
県
へ
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
の
旧
校
舎
を
改
修
す

る
な
ど
、
集
団
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
避
難
で
き
る
受
け
皿
を
整
備
し
た
。
故
郷
へ
の
愛
着
、
遠
く
離
れ
た
地
で
の
生
活

の
不
安
な
ど
の
た
め
、
集
団
で
の
避
難
に
は
踏
み
切
っ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
が
、
ピ
ー
ク
時
（
二
〇
一
一
年
十
月
二

十
八
日
）
に
は
四
百
三
十
五
世
帯
千
七
十
二
人
の
方
が
兵
庫
県
内
に
避
難
し
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
二
十
一
日
現
在
も

三
五
十
世
帯
八
百
九
十
五
人
の
方
が
生
活
し
て
お
ら
れ
る
。

　

避
難
者
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
は
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
寄
付
を
受
け
て
家
財
道
具
を
避
難
者
に
提

供
し
た
り
、
避
難
者
の
交
流
会
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
大
き
な
存
在
感
を
示
し
た
。

被
災
者
に
寄
り
添
っ
て

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
た
二
〇
一
一
年
四
月
上
旬
、
一
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
が
兵
庫
県
に
届

け
ら
れ
た
。
送
り
主
は
、
南
三
陸
町
で
避
難
所
生
活
を
続
け
て
お
ら
れ
る
女
性
で
あ
っ
た
。
自
宅
が
津
波
に
襲
わ
れ
な

が
ら
も
、
割
れ
ず
に
奇
跡
的
に
残
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
を
、
支
援
の
お
礼
に
と
届
け
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
被
災

者
の
方
々
に
心
を
寄
せ
た
支
援
活
動
の
証
と
し
て
、
こ
の
「
津
波
に
負
け
な
い
ウ
イ
ス
キ
ー
」
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
本
格
復
興
へ
の
長
い
道
の
り
が
続
く
。
恒
久
住
宅
移
行
期
、
本
格
復
興
期
と
、
復

興
の
ス
テ
ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
、
様
々
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
思
う
。
今
後
も
関
西
広
域
連
合
と
し
て
、
兵
庫
県

と
し
て
、
被
災
地
・
被
災
者
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
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新
し
い
広
域
防
災
の
し
く
み
づ
く
り

関
西
防
災
・
減
災
プ
ラ
ン
の
策
定

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
、
関
西
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
防
災
計
画
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
関

西
広
域
連
合
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
、
さ
ら
に
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
を
通
じ
て
見
え
て
き
た

課
題
を
踏
ま
え
、「
関
西
防
災
・
減
災
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
・
広
域
災
害
に
対

し
て
関
西
広
域
連
合
及
び
構
成
府
県
・
政
令
市
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
か
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。現
在
、

総
則
編
の
ほ
か
、
地
震
・
津
波
災
害
対
策
編
、
原
子
力
災
害
対
策
編
、
感
染
症
対
策
編
、
風
水
害
対
策
編
を
作
成
済
み

で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
特
徴
は
、
課
題
ご
と
、
行
動
主
体
ご
と
に
、
つ
ま
り
国
、
広
域
連
合
、
府
県
、
市
町
村
、
関
係
団
体

ご
と
に
と
る
べ
き
行
動
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
整
理
し
て
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
明
確
化
し
、
災

害
対
応
を
シ
ナ
リ
オ
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
対
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
関
西
広
域
連
合
は
、
東

日
本
大
震
災
で
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
が
、
そ
れ
に
は
構
成
府
県
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
住
民
や
市
町
村
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

企
業
な
ど
、
多
様
な
主
体
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
プ
ラ
ン
で
は
、
構
成
団
体
が
策
定
し
た
地
域
防
災

計
画
と
の
整
合
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
連
携
す
る
周
辺
県
、
関
西
一
円
の
市
町
村
、
国
と
そ
の
出
先
機
関
、
自
衛

隊
な
ど
の
実
動
機
関
、
さ
ら
に
は
事
業
者
や
業
界
団
体
な
ど
、
防
災
・
減
災
に
関
わ
る
様
々
な
機
関
・
団
体
と
の
連
携
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の
中
で
関
西
全
体
の
防
災
・
減
災
体
制
を
充
実
し
て
い
く
体
制
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
具
体
的
に
い
つ
、
誰
が
、
何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
に
は
対
策

本
部
設
置
な
ど
の
初
動
体
制
や
時
系
列
に
沿
っ
た
対
策
の
流
れ
、
基
本
的
な
活
動
事
項
な
ど
を
記
載
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
に
基
づ
く
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
「
関
西
広
域
応
援
・
受
援
実
施
要
綱
」
で
は
、
ガ
レ
キ
処
理
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
、
物
資
供
給
な
ど
二
十
四
の
分
野
に
つ
い
て
、
主
体
別
に
、
具
体
的
な
手
順
や
業
務
内
容
、
留
意
事

項
な
ど
を
ま
と
め
て
い
る
。

　
「
対
応
シ
ナ
リ
オ
」
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ
う
な
超
広
域
災
害
の
際
に
必
要
に
な
る
。
関
西
広
域
連
合
の
構
成

団
体
の
多
く
が
被
災
し
、
外
か
ら
の
支
援
が
期
待
し
づ
ら
い
状
況
で
、
関
西
広
域
連
合
と
し
て
何
を
す
る
か
。
地
震
動

に
津
波
や
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
事
故
な
ど
が
加
わ
っ
た
場
合
に
は
ど
う
す
る
か
。
南
海
ト
ラ
フ
が
時
間
差
で
動
い
た
場

合
は
ど
う
か
。シ
ナ
リ
オ
は
、起
こ
り
う
る
事
態
を
関
係
者
と
共
有
し
、発
生
に
備
え
る
た
め
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

　

ま
た
、
風
水
害
対
策
編
で
は
、
米
国
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
対
策
で
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
導
入
の
必

要
性
も
記
載
し
て
い
る
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
あ
ら
か
じ
め
気
象
の
推
移
に
あ
わ
せ
て
広
域
避
難
、
水
門
閉
鎖
、
交
通

機
関
の
運
休
な
ど
の
対
応
を
時
系
列
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
事
前
対
応
計
画
で
あ
る
。
特
に
台
風
の
よ
う
に
、
事
前
に

一
定
の
予
測
が
可
能
な
広
域
災
害
に
被
害
軽
減
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
や
要
綱
は
、「
関
西
広
域
応
援
訓
練
」
な
ど
様
々
な
訓
練
に
活
用
し
て
定
着
を
図
る
ほ
か
、
新
た

な
災
害
対
応
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
そ
の
都
度
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
よ
り
有
効
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
よ
う
改
善
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
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原
子
力
災
害
対
策

　〝
安
全
神
話
〟の
崩
壊

　

兵
庫
県
は
二
〇
〇
一
年
に
地
域
防
災
計
画
と
し
て
原
子
力
等
防
災
計
画
を
作
成
し
た
が
、
作
成
に
あ
た
っ
て
、
国
か

ら
強
い
反
対
が
あ
っ
た
。「
日
本
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
ス
リ
ー
マ
イ
ル
の
よ
う
な
事
故
は
起
こ
ら
な
い
。
従
っ
て
、

原
子
力
発
電
所
の
八
〜
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
外
に
位
置
す
る
兵
庫
県
に
原
子
力
防
災
計
画
は
必
要
な
い
」と
言
う
の
だ
。

今
と
な
っ
て
は
「
関
西
で
は
地
震
は
起
こ
ら
な
い
」「
日
本
で
は
米
国
・
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
の
よ
う
な
高
速
道
路
の

崩
落
は
起
き
な
い
」
と
い
っ
た
“
安
全
神
話
〟
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
河
田
セ
ン

タ
ー
長
は
「
防
災
・
危
機
管
理
で
は
“
絶
対
〟
な
ん
て
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
よ
！
」
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
る
が
、
ま
さ

に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
内
に
は
原
子
力
発
電
所
は
な
い
が
、
関
西
広
域
連
合
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
に
な
る
と
、
福
井
県
の
原
子
力

発
電
所
か
ら
京
都
府
境
ま
で
は
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
滋
賀
県
境
ま
で
は
約
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
な
る
。
も

と
よ
り
原
子
力
災
害
に
県
境
な
ど
関
係
な
い
の
で
、
万
一
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
近
隣
府
県
は
直
接
被
害
を
受
け
か
ね
な

い
。

　

そ
こ
で
、
関
西
広
域
連
合
は
、
福
井
県
に
原
子
力
発
電
所
等
を
有
す
る
原
子
力
事
業
者
と
の
間
で
原
子
力
発
電
所
の

事
故
災
害
等
に
備
え
た
覚
書
を
交
わ
し
た
。
こ
の
覚
書
に
は
、
原
子
力
発
電
所
立
地
自
治
体
の
よ
う
な
、
稼
働
等
に
関

す
る
同
意
な
ど
の
規
定
は
な
い
が
、
異
常
事
態
が
発
生
し
た
際
に
は
い
ち
早
く
連
絡
を
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
覚
書
を
結
ん
だ
こ
と
で
、
関
西
電
力
な
ど
原
子
力
事
業
者
と
広
域
連
合
と
の
間
で
普
段
か
ら
情
報
交
換
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
顔
の
見
え
る
関
係
と
な
っ
た
。
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原
子
力
災
害
の
被
害
想
定

　

災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
相
手
の
姿
を
は
っ
き
り
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
発
生
リ
ス
ク
と
発
生
し
た

と
き
の
被
害
の
様
相
、
大
き
さ
を
明
ら
か
に
し
、
住
民
や
関
係
機
関
で
共
有
す
る
こ
と
が
、
具
体
的
な
「
備
え
」
に
つ

な
が
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
も
被
害
想
定
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

発
生
リ
ス
ク
を
減
ら
す
努
力
は
、
福
島
原
発
事
故
を
受
け
て
、
国
と
事
業
者
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
被
害
の
大
き
さ

の
想
定
に
つ
い
て
は
、
国
の
原
子
力
災
害
対
策
指
針
で
対
策
の
重
点
区
域
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
予
防
的
防
護
措
置
を

準
備
す
る
区
域（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）」（
原
子
力
施
設
か
ら
概
ね
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
）、「
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域（
Ｕ

Ｐ
Ｚ
）」（
概
ね
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
）、「
放
射
能
を
含
む
雲
（
プ
ル
ー
ム
）
通
過
時
の
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
の
防

護
措
置
を
実
施
す
る
地
域
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
）」
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
福
島
原
発
事
故
前
に
比
べ
る
と
対
策
範
囲
（
八
〜
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
拡
大
さ
れ
、
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
外
に
お
け
る
対
策
の
必
要
性
を
認
め
た
点
は
大
き
な
前
進
だ

が
、
事
故
時
に
ど
の
程
度
の
放
射
能
が
、
ど
の
範
囲
に
広
が
る
の
か
と
い
っ
た
、
対
策
に
必
要
な
デ
ー
タ
が
十
分
に
示

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

福
井
県
に
は
十
五
基
の
原
子
力
施
設
が
立
地
し
、
全
国
で
も
有
数
の
原
子
力
施
設
集
中
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
万
一

の
際
に
ど
こ
ま
で
プ
ル
ー
ム
が
飛
ん
で
く
る
の
か
、
ど
の
程
度
の
対
策
が
必
要
な
の
か
。
本
来
は
国
が
統
一
的
に
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
具
体
的
な
範
囲
を
示
す
べ
き
だ
が
、
な
か
な
か
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

滋
賀
県
は
二
〇
一
四
年
に
独
自
に
放
射
能
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
関
西
の
水
が
め
で
あ
る
琵
琶
湖
の
水
が

汚
染
さ
れ
る
可
能
性
を
示
し
た
。
兵
庫
県
も
、
県
内
で
対
策
が
必
要
に
な
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
公
表
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
放
射
性
物
質
の
飛
散
は
、
そ
の
時
々
の
風
向
き
な
ど
気
象
条
件
で
大
き
く
変
化
し
、
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一
定
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
は
か
な
り

難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
逆
に
言

え
ば
、
か
な
り
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
放

射
性
物
質
の
飛
散
に
備
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
府
県
域
を
越

え
た
広
域
的
な
対
応
を
連
携
し
て
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
関
西
広
域
連

合
で
統
一
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　 

広
域
避
難
な
ど
広
域
的
な

　
原
子
力
防
災
対
策

　

福
井
県
の
原
子
力
施
設
の
三
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
圏
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
に
は
、
福
井
、
滋

賀
、
京
都
の
約
五
十
二
万
人
の
住
民
が
生

活
し
て
い
る
。
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
円
滑
に

避
難
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
国
の
対
策
が

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
な
か
、
関
西
広
域

福井県内の原子力施設からの同心円図
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連
合
は
、
関
係
府
県
・
市
町
村
と
調
整
を
進
め
、
避
難
元
と
避
難
先
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
防
護
措
置
、
避
難
経
路
、
避
難

方
法
な
ど
を
ま
と
め
た
「
原
子
力
災
害
に
係
る
広
域
避
難
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
。

　

し
か
し
、
避
難
手
段
の
確
保
に
関
す
る
バ
ス
事
業
者
と
の
協
定
の
締
結
や
、
避
難
途
上
で
住
民
が
放
射
能
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
か
を
検
査
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
体
制
の
整
備
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
国
や
福
井
県
を
は
じ
め
関
係
府
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、プ
ル
ー
ム
が
流
れ
て
く
る
地
域
に
は
、安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
備
な
ど
の
対
策
も
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

国
は
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
外
の
対
策
の
指
針
を
示
し
て
い
な
い
た
め
、
本
県
の
よ
う
に
最
も
近
い
原
発
か
ら
で
も
三

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
自
治
体
が
ど
の
よ
う
な
備
え
を
す
る
べ
き
な
の
か
、
今
後
国
が
示
す
指
針
と
の
整
合
を

図
り
つ
つ
、
万
全
の
備
え
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
関
西
の
広
い
範
囲
で
津
波
の
被
害
が
生
じ
、
沿
岸
部
か
ら
内
陸
部
へ
の
広
域
避
難
が
必
要

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
原
子
力
防
災
の
広
域
避
難
対
策
の
検
討
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
も
応
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

　
原
発
再
稼
働
問
題

　

東
日
本
大
震
災
後
、
国
は
全
て
の
原
子
力
発
電
所
を
停
止
さ
せ
た
。
し
か
し
、
電
力
は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

経
済
活
動
や
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
大
規
模
な
停
電
は
な
ん
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

関
西
電
力
の
大
飯
原
子
力
発
電
所
三
、
四
号
機
の
再
稼
働
が
議
論
に
な
っ
た
際
、
立
地
県
で
あ
る
福
井
県
の
西
川
知

事
は
、「
電
力
消
費
地
で
あ
る
関
西
の
理
解
が
必
要
」
と
慎
重
な
立
場
を
と
り
つ
つ
、
一
定
の
理
解
を
示
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
原
子
力
発
電
所
を
監
督
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
は
ま
だ
発
足
し
て
お
ら
ず
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
基
準
も
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暫
定
版
、
活
断
層
評
価
の
基
準
も
不
明
確
な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
府
県
民
の
安
全
に
責
任
を
持
つ
関
西
の
知
事
と
し
て

は
、
簡
単
に
は
了
解
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
関
西
広
域
連

合
と
し
て
再
三
国
に
対
し
て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
結
局
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
広
域
連
合
委
員
会
で
二
度
に
わ
た
り

担
当
大
臣
か
ら
説
明
を
聞
き
、
暫
定
的
な
安
全
判
断
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
限
定
的
な
も
の
と
し
て
適
切
な
判
断
を

す
る
よ
う
強
く
求
め
た
う
え
で
、
政
府
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会
で
、
安
全
審
査
が
慎
重
か
つ
厳
密
に
行
わ
れ
て
い
る
。
再
稼
働
は
、
安
全
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
判
断
す
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
て
い
る
。

広
域
連
合
を
核
と
し
た
防
災
連
携
体
制
の
充
実

　
防
災
協
力
の
全
国
展
開

　

府
県
域
を
超
え
る
大
規
模
広
域
災
害
で
は
、
た
と
え
関
西
広
域
連
合
と
い
え
ど
も
単
独
で
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
も
あ
る
。
近
隣
の
ブ
ロ
ッ
ク
も
被
災
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
遠
隔
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
、
関
西
広
域
連
合
が
最
初
に
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
た
の
は
、
九
州
地
方
知

事
会
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
台
風
第
12
号
災
害
で
は
、
協
定
締
結
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
協

定
締
結
前
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
歌
山
県
に
十
名
の
応
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
は
全
国
知
事
会
の
応
援
協
定
が
改
定
さ
れ
、
関
西
広
域
連
合
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

方
式
を
参
考
に
、
カ
バ
ー
（
支
援
）
県
、
カ
バ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
東
北
、
関
東
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、

九
州
の
七
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
き
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
応
援
を
行
う
カ
バ

ー
県
体
制
が
導
入
さ
れ
た
。
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ま
た
、
同
年
十
月
に
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
知
事
会
の
応
援
協
定
に
代
わ
り
、
関
西
広
域
連
合
を
中
心
に
、
連
携
県
で
あ

る
福
井
県
、
三
重
県
、
奈
良
県
を
含
め
た
「
近
畿
圏
危
機
発
生
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結
し
、
防

災
に
関
し
て
は
関
西
広
域
連
合
の
枠
を
超
え
て
関
西
全
体
で
協
力
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
並
ん
で
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
首
都
直
下
地
震
を
念

頭
に
、
首
都
圏
の
九
都
県
市
と
も
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　

関
西
広
域
連
合
が
行
う
訓
練
に
は
、
九
州
地
方
知
事
会
、
関
東
の
九
都
県
市
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
職
員
の
参
加

を
得
て
い
る
。
協
定
を
締
結
す
る
だ
け
で
な
く
、
平
時
か
ら
顔
の
見
え
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

迅
速
に
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
継
続
的
に
連
携
を
深
め
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

　
関
西
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
結
集
し
た
防
災
体
制
の
確
立
に
向
け
て

　

防
災
・
減
災
対
策
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
主
体
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
関
西

広
域
連
合
は
、
関
西
に
集
積
す
る
多
く
の
企
業
や
多
様
な
人
材
な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
防
災
・
減
災
体
制
の

確
立
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
外
食
事
業
者
等
と
帰
宅
困
難
者
支
援
の
協
定
を
締
結

し
た
ほ
か
、
物
資
提
供
を
は
じ
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
、
旅
客
船
に
よ
る
輸
送
な
ど
の
協
定
も
締
結

し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
物
流
が
止
ま
り
、
救
援
物
資
が
被
災
者
ま
で
な
か
な
か
届
か
な
い
状
態
が
生
じ
た
。
状
況
を

改
善
し
た
の
は
、
搬
送
業
者
や
倉
庫
業
者
の
力
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
倉
庫
協
会
な
ど
の
物
流
事
業

者
や
卸
売
業
者
、大
規
模
小
売
業
者
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、「
緊
急
物
資
円
滑
供
給
シ
ス
テ
ム
協
議
会
」を
設
置
し
、

大
規
模
広
域
災
害
時
に
緊
急
物
資
等
を
円
滑
に
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
る
。
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ま
た
、
経
済
団
体
と
も
連
携
し
て
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
や
企
業
の
地
域
防
災
へ
の
参
画
な
ど
、
企
業

防
災
の
促
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の
災
害
対
応

　

二
〇
一
一
年
、
台
風
第
12
号
に
よ
っ
て
、
紀
伊
半
島
を
中
心
に
河
川
氾
濫
や
大
規
模
な
土
砂
災
害
な
ど
で
大
き
な
被

害
が
発
生
し
た
。
関
西
広
域
連
合
と
し
て
初
め
て
の
域
内
災
害
と
な
っ
た
こ
の
災
害
で
は
、
和
歌
山
県
災
害
対
策
本
部

に
広
域
連
合
職
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
や
家
屋
被
害
認
定
な
ど
の
応
援
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
和
歌
山
県
で
は
多
く
の
土
木
職
員
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
日
本
に
派
遣
し
て
い
た
職
員
を
引
き
上

げ
る
一
方
、
関
西
広
域
連
合
に
対
し
て
職
員
の
中
長
期
派
遣
の
要
請
が
あ
り
、
連
携
県
で
あ
る
奈
良
県
か
ら
も
土
木
職

員
の
派
遣
要
請
が
あ
っ
た
。
関
西
広
域
連
合
と
し
て
は
、
ま
ず
両
県
に
所
要
の
人
員
を
派
遣
し
、
次
に
和
歌
山
県
が
抜

け
た
東
日
本
大
震
災
の
応
援
体
制
を
カ
バ
ー
し
た
。
さ
ら
に
九
州
地
方
知
事
会
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
二
〇
一
二
年
九
月
の
台
風
第
18
号
で
は
、
滋
賀
県
と
京
都
府
に
対
し
、
土
木
・
農
林
技
術
職
員
を
派
遣

し
た
ほ
か
、
同
年
七
月
九
州
北
部
豪
雨
の
際
に
は
、
和
歌
山
県
職
員
が
災
害
対
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
伝
え
る
た
め
に

現
地
に
出
向
い
て
い
る
。

　
　

大
規
模
・
広
域
災
害
に
立
ち
向
か
う
関
西
︱
来
た
る
べ
き
災
害
に
備
え
て

首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
経
済
・
社
会
・
生
活
の
あ
り
方
な
ど
、
わ
が
国
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
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た
。
こ
れ
を
バ
ネ
に
新
し
い
発
想
と
仕
組
み
を
持
っ
た
日
本
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
は
、
首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
日
本
列
島
で
の
大
規
模
災
害
の
発
生
可
能
性
を
考
慮
す
る
と
、
政

治
、
行
政
、
企
業
、
情
報
、
報
道
な
ど
、
国
家
や
社
会
の
根
幹
を
な
す
機
能
が
首
都
圏
に
集
中
し
て
い
る
日
本
の
社
会

構
造
は
極
め
て
脆
い
。
も
し
東
京
に
大
き
な
災
害
が
起
こ
り
、
首
都
機
能
が
麻
痺
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
“
日
本
沈
没
〟

と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
首
都
機
能
を
代
替
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
事
前
に
用
意
す
る
こ

と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
何
も
永
田
町
や
霞
が
関
を
移
転
し
た
り
、第
二
の
首
都
を
用
意
せ
よ
と
い
う
の
で
は
な
い
。

必
要
な
の
は
、
機
能
が
麻
痺
し
た
と
き
に
直
ち
に
代
替
機
能
が
働
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

関
西
は
、
首
都
圏
と
同
時
被
災
せ
ず
、
①
国
内
外
を
結
ぶ
交
通
輸
送
手
段
や
情
報
通
信
手
段
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
、②
既
存
の
施
設
・
機
能
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、③
関
西
広
域
連
合
を
は
じ
め
、官
民
あ
げ
て
の
積
極
的
な
協
力
、

応
援
体
制
が
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
担
う
う
え
で
最
適
な
都
市
圏
だ
と
考
え
て
い
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る

　

関
西
に
は
、
風
水
害
や
直
下
型
地
震
な
ど
、
様
々
な
災
害
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
な
か
で
も
今
後
三
十
年
以
内
の
発

生
確
率
が
七
〇
％
程
度
と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
紀
伊
半
島
や
四
国
の
太
平
洋
岸
は
も
と
よ
り
、
大
阪
湾
や

瀬
戸
内
海
に
も
津
波
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
地
震
動
に
よ
る
被
害
も
含
め
て
、
広
域
に
わ
た
る
大
き
な

被
害
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

関
西
広
域
連
合
と
し
て
も
、
域
内
で
複
数
府
県
が
被
災
す
る
う
え
、
近
隣
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
応
援
が
望
め
な
い
状
況

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
果
た
す
べ
き
役
割
・
手
順
を
シ
ナ
リ
オ
化
し
た
応
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
予
定

で
あ
る
。
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兵
庫
県
が
独
自
に
実
施
し
た
被
害
想
定
で
は
、
県
内
最
大
で
死
者
二
万
九
千
人
を
超
す
被
害
が
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
の
対
策
に
よ
り
四
百
人
に
激
減
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

兵
庫
県
で
は
、「
津
波
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
５
箇
年
計
画
」
に
基
づ
く
ね
ば
り
強
い
防
潮
堤
な
ど
防
御
施
設
の
計
画

的
な
整
備
、
住
宅
の
耐
震
化
や
迅
速
・
的
確
な
避
難
の
徹
底
な
ど
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
発
生
直
後
に
県
が

と
る
べ
き
応
急
対
策
を
ま
と
め
た
活
動
要
領
を
定
め
、
来
た
る
べ
き
災
害
に
備
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

防
災
・
減
災
モ
デ
ル“
関
西
”を
め
ざ
し
て

　

関
西
広
域
連
合
に
と
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
は
最
初
の
厳
し
い
試
練
で
あ
り
、
真
価
が
問
わ
れ
る
試
金
石

と
な
っ
た
。
発
足
か
ら
四
カ
月
足
ら
ず
だ
っ
た
の
で
、
十
分
な
準
備
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
府
県
の
ト

ッ
プ
が
直
接
議
論
し
、
迅
速
に
意
思
決
定
し
、
行
動
に
移
し
た
こ
と
で
、
効
果
的
な
被
災
地
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
も
し
協
定
に
基
づ
く
緩
や
か
な
連
携
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
統
一
の
と
れ
た
支
援
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
関
西
広
域
連
合
の
設
立
、そ
し
て
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
活
動
に
よ
っ
て
、広
域
的
な
防
災
に
取
り
組
む
、

実
行
力
の
あ
る
組
織
が
関
西
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
一
月
十
七
日
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
兵
庫
県
は
、
大
震
災
の
犠
牲
者

へ
の
追
悼
と
あ
わ
せ
、
経
験
と
教
訓
を
忘
れ
ず
地
域
や
世
代
を
超
え
て
「
伝
え
る
」、
次
な
る
大
震
災
の
被
害
を
可
能

な
限
り
減
ら
す
た
め
県
民
総
ぐ
る
み
で「
備
え
る
」、被
災
地
兵
庫
の
成
果
を
国
内
外
の
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に「
活

か
す
」、
こ
の
三
つ
を
基
本
テ
ー
マ
に
、
県
民
総
参
加
で
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
20
年
〜
１
・
17
は
忘
れ
な
い
〜
」
を

展
開
し
て
い
る
。

　

被
災
者
の
皆
さ
ん
の
懸
命
の
努
力
と
、
内
外
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
支
援
や
励
ま
し
に
よ
っ
て
、
阪
神
・
淡
路
大
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震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
兵
庫
・
関
西
で
あ
る
。
災
害
対
策
に
終
わ
り
は
な
く
、
危
機

管
理
に
休
み
は
な
い
。「
1
・
17
は
忘
れ
な
い
」。
私
た
ち
は
こ
の
言
葉
を
心
に
刻
み
、
世
界
の
防
災
・
減
災
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、
内
外
の
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
や
被
災
地
支
援
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。
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防
災
最
前
線
の
充
実

　
　
　
　

︱
自
治
体
の
防
災
力
強
化
︱

齋
藤 

富
雄



著
　
者

　
　

齋
藤　

富
雄
（
さ
い
と
う
・
と
み
お
）

　
　

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
理
事
長

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
知
事
公
室
次
長
兼
秘
書
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
三
年
〜
一
九
九
五
年
）

　
　

一
九
九
五
年
〜

　
　
　
　
　
　
　

 

西
播
磨
県
民
局
長
、防
災
監（
初
代
）、出
納
長
、副
知
事
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対
岸
の
大
地
震

　

一
九
九
四
年
一
月
十
七
日
午
前
四
時
三
十
一
分
（
日
本
時
間
二
十
一
時
三
十
一
分
）。
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
近
郊

ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
を
震
源
と
す
る
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
8
の
大
地
震
が
発
生
し
た
。
五
十
七
人
が
死
亡
、
約
八
千
人

が
負
傷
し
、
九
万
二
千
棟
以
上
の
建
物
が
被
害
を
受
け
た
。

　

米
国
の
西
海
岸
は
地
震
の
多
発
地
帯
で
あ
る
が
、
こ
こ
十
年
間
は
ほ
と
ん
ど
大
き
な
地
震
が
な
く
、
人
々
の
記
憶
か

ら
地
震
の
恐
怖
が
忘
れ
去
ら
れ
た
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

西
海
岸
随
一
の
大
都
市
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
、
高
速
道
路
の
高
架
が
壊
れ
、
主
要
通
勤
ル
ー
ト
も
分
断
、
ガ
ス
、
電
気

も
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。
水
道
も
止
ま
り
、
多
発
し
た
火
災
に
人
々
は
な
す
術
も
な
か
っ
た
。
利
便
性
を
誇
っ
て

い
た
都
市
機
能
が
完
全
に
停
止
し
、
近
代
的
都
市
の
脆
弱
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。

　

翌
朝
の
日
本
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
、
こ
の
状
況
を
生
々
し
く
伝
え
た
。

　

兵
庫
県
知
事
公
室
次
長
兼
秘
書
課
長
齋
藤
富
雄
は
起
床
後
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
と
な
っ
た
。
崩

れ
落
ち
た
高
速
道
路
、
そ
こ
に
は
数
台
の
車
が
折
り
重
な
っ
て
い
た
。

　

解
説
し
て
い
た
学
者
が
、

　
「
日
本
の
高
速
道
路
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
9
だ
っ
た
関
東
大
震
災
並
み
の
地
震
が
起
き
て
も
破
壊
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
な
ら
大
丈
夫
だ
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
「
橋
脚
は
通
常
、
上
か
ら
の
力
に
耐
え
て
い
る
が
、
横
揺
れ
に
弱
い
。
そ
こ
で
鉄
筋
の
量
を
増
や
し
た
う
え
、
橋
脚

自
体
を
太
く
し
て
、
大
き
な
横
揺
れ
に
も
耐
え
得
る
設
計
に
し
て
い
る
。
橋
げ
た
の
防
止
策
で
は
、
橋
脚
と
橋
げ
た
が
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接
触
す
る
面
積
を
広
め
に
取
り
、
橋
げ
た
と
橋
げ
た
の
間
を
ボ
ル
ト
な
ど
で
連
結
し
た
う
え
、
突
起
物
な
ど
を
作
っ
て

落
ち
に
く
い
工
夫
を
し
て
い
る
」
と
の
説
明
に
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。

　

朝
刊
各
紙
で
も
、
地
震
直
後
か
ら
の
混
乱
の
状
況
が
克
明
に
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　
「
一
九
七
一
年
の
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
地
震
の
後
、
高
速
道
路
な
ど
を
耐
震
強
化
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
今

度
の
被
害
を
見
る
限
り
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
だ
。
都
市
基
盤
整
備
で
安
全
面
に
投
資
し
て
こ
な
か
っ
た
付
け

が
出
て
い
る
。
高
速
道
路
も
日
本
の
構
造
の
方
が
は
る
か
に
頑
丈
だ
。
八
九
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
で
は
、
三

十
数
人
が
高
速
道
路
で
死
ん
だ
が
、
今
度
は
活
動
が
始
ま
っ
て
い
な
い
時
間
帯
な
の
で
、
死
者
が
少
な
め
で
す
ん
だ
の

で
は
な
い
か
。
た
だ
、
あ
ち
ら
の
ガ
ス
は
日
本
の
よ
う
に
ガ
ス
漏
れ
を
部
分
的
に
く
い
止
め
る
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
出
来
て

い
な
い
の
で
、
い
っ
た
ん
ガ
ス
が
漏
れ
出
す
と
止
ま
ら
な
い
。
そ
れ
が
家
屋
の
火
事
を
増
や
し
た
」
な
ど
、
総
じ
て
日

本
に
比
べ
て
地
震
対
策
に
遅
れ
が
あ
り
、
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
被
害
の
拡
大
は
発
生
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
の
説
明
が

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
と
き
、
奇
し
く
も
一
年
後
の
同
じ
日
に
、
こ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る
大
地
震
が
阪
神
・
淡
路
の
地
を
襲
う
こ
と

な
ど
、
誰
も
知
る
由
も
な
か
っ
た
。

　
　

注
目
の
組
織

　

連
日
、
世
界
中
に
流
れ
る
被
災
地
情
報
の
な
か
で
、
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
（Federal Em

ergency M
anagem

ent A
gency

：
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
の
活
躍
が
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
ウ
イ
ッ
ト
長
官
の
動
き
は
速
か
っ
た
。
地
震
が
発
生
し
た
数
分
後
に
は
行
動
を
開
始
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
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大
統
領
の
指
揮
の
も
と
に
、
す
ぐ
さ
ま
救
助
と
復
興
対
策
を
始
動
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
調
整
し
、
地
震
直
後
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
と
の
協
力
連

携
が
確
立
さ
れ
た
。
連
日
の
よ
う
に
効
果
的
な
救
援
活
動
の
様
子
が
発
信
さ
れ
た
。

　

例
を
あ
げ
る
と
、
援
助
を
申
請
す
る
た
め
の
被
災
者
の
長
蛇
の
列
を
目
撃
し
た
長
官
は
、
直
ち
に
申
請
の
シ
ス
テ
ム

を
変
え
、
無
料
の
電
話
で
申
請
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
五
分
で
申
請
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
被
災

地
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
長
蛇
の
列
は
解
消
し
た
。
こ
の
よ
う
な
迅
速
な
対
応
が
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
評
価
を
高
め
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
政
府
の
災
害
対
応
能
力
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
多
く
の

市
民
に
、
政
府
で
も
や
れ
ば
出
来
る
、
必
要
な
時
に
素
早
く
対
応
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
の
後
半
ま
で
の
米
国
に
お
け
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
は
、
連
邦
政
府
の
様
々
な
機
関
が
個
別
に
担
当

し
て
い
た
。
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
に
対
し
て
の
連
邦
政
府
の
活
動
は
場
当
た
り
的
で
、
大
規
模
に

行
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
必
ず
し
も
迅
速
で
な
か
っ
た
と
言
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
州
お
よ
び
地
方
か
ら
連
邦
政
府

レ
ベ
ル
で
の
統
合
し
た
活
動
を
望
む
声
が
あ
が
り
、
そ
の
要
請
に
応
え
て
当
時
の
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
、
Ｆ

Ｅ
Ｍ
Ａ
を
創
設
し
た
の
が
一
九
七
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
期
待
を
担
っ
て
誕
生
し
た
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
で
あ
っ
た
が
、
頻
発
す

る
自
然
災
害
で
の
各
機
関
に
対
す
る
調
整
能
力
を
欠
き
、
対
応
の
ま
ず
さ
へ
の
批
判
が
続
い
た
。

　

一
九
八
九
年
九
月
に
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ヒ
ュ
ー
ゴ
で
は
、
略
奪
行
為
の
横
行
や
刑
務

所
か
ら
囚
人
が
放
た
れ
住
民
が
恐
怖
に
陥
る
な
ど
の
事
態
が
発
生
し
、
一
九
九
二
年
八
月
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
が
フ
ロ
リ
ダ
州
、ル
イ
ジ
ア
ナ
州
を
襲
っ
た
際
に
も
、家
を
な
く
し
た
二
十
五
万
人
の
被
災
者
に
住
居
の
確
保
や
、

食
料
の
提
供
な
ど
を
迅
速
に
、
十
分
に
行
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
三
年
、
大
統
領
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
再
生
を
図
ろ
う
と
、
長
官
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
イ
ッ
ト
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を
任
命
し
た
。
ウ
イ
ッ
ト
長
官
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
改
革
を
断
行
し
、
各
関
係
機
関
と
の
関
係
を
改

善
す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
内
部
の
士
気
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
改
革
の
成
果
が
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
の

対
応
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。

　

米
国
内
の
み
な
ら
ず
、
一
年
後
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
日
本
に
お
い
て
も
高
い
評
価
が
広
ま

り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
日
本
版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
必
要
性
の
議
論
が
高
ま
っ
て
行
っ
た
。

　
　

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
を
知
る

　

州
や
市
な
ど
の
地
方
自
治
体
が
大
規
模
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
動
き
出
す
。
連
邦
政
府
の
統
一
的

な
危
機
管
理
機
関
と
し
て
連
邦
政
府
と
地
方
自
治
体
が
連
携
し
て
、
効
果
的
な
対
応
を
す
る
た
め
の
調
整
等
を
行
う
の

で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
発
生
時
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
事
前
の
準
備
や
、
被
害
の
緩
和
、
復
旧
対
策
も
行
い
、
そ
の
業
務
の
遂

行
に
関
し
て
は
す
べ
て
の
連
邦
政
府
の
機
関
を
指
揮
し
、
被
災
自
治
体
を
支
援
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
四
年
の
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
で
は
、
ウ
イ
ッ
ト
長
官
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
高
い
評
価
を
得
た

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
で
あ
っ
た
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
の
二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
に
発
生
し
た
テ
ロ
事
件
を
受
け
て
政
府
機
構

の
再
編
が
行
わ
れ
、
テ
ロ
の
脅
威
と
攻
撃
か
ら
防
衛
す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
、
国
土
安
全
保
障
省
（D

epartm
ent 

of H
om

eland Security

：
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
の
傘
下
の
一
組
織
と
な
っ
た
。
大
統
領
直
属
機
関
で
あ
っ
た
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
Ｄ
Ｈ

Ｓ
の
長
官
の
指
揮
下
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｄ
Ｈ
Ｓ
は
九
・
一
一
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
、
政
策
の
焦
点
と
資
源

を
安
全
保
障
に
集
中
し
た
た
め
、
防
災
対
策
を
担
う
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
機
能
は
著
し
く
低
下
を
来
し
て
し
ま
っ
た
。
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そ
の
影
響
は
す
ぐ
に
現
れ
た
、
二
〇
〇
四
年
に
南
部
フ
ロ
リ
ダ
州
を
襲
っ
た
数
度
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
、
二
〇
〇
五
年

八
月
に
発
生
し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
で
の
被
災
者
支
援
の
混
乱
で
非
難
が
寄
せ
ら
れ
る
事
態
と
な
り
、
ノ
ー

ス
リ
ッ
ジ
地
震
以
前
の
評
価
に
か
え
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
抱
え
る
課
題
が
垣
間
見
え
る
。
そ
の
第
一
は
、
政
変
が
あ
る
度
に
組
織
の
位
置
づ
け
が
変
わ
る

こ
と
、
第
二
に
、
長
官
な
ど
責
任
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
大
き
く
対
応
の
成
否
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。

　
　

地
方
分
権
へ
の
流
れ

　

ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
の
こ
ろ
、
日
本
国
内
で
は
地
方
分
権
に
対
す
る
議
論
が
高
ま
り
、
内
閣
に
行
革
推
進
本
部
が
設

置
さ
れ
本
格
的
な
議
論
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

貝
原
俊
民
兵
庫
県
知
事
も
全
国
知
事
会
を
代
表
し
て
、
山
場
に
来
た
地
方
分
権
実
現
へ
の
道
筋
づ
く
り
に
奔
走
し
て

い
た
。

　

そ
の
年
の
五
月
、
国
と
地
方
の
関
係
な
ど
の
改
革
に
関
す
る
大
綱
方
針
を
検
討
す
る
た
め
に
、
政
府
の
行
革
推
進
本

部
に
地
方
分
権
部
会
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
方
分
権
に
関
す
る
全
国
知
事
会
の
意
見
集
約
に
携
わ
っ
て
き
た

貝
原
知
事
は
そ
の
部
会
の
専
門
委
員
に
就
任
し
た
。

　

貝
原
知
事
が
兵
庫
県
知
事
に
就
任
し
た
の
は
一
九
八
六
年
で
あ
る
。
自
治
省
（
現
総
務
省
）
出
身
で
あ
り
、
自
治
制

度
に
も
明
る
か
っ
た
。
知
事
に
就
任
し
た
直
後
か
ら
、
中
央
集
権
体
制
か
ら
地
方
分
権
体
制
へ
国
の
型
を
変
え
る
構
造

改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
て
い
た
。
ま
さ
し
く
そ
の
思
い
を
実
現
に
近
づ
け
る
機
会
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が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
以
来
、
中
央
集
権
体
制
の
も
と
国
家
総
動
員
で
近
代
化
を
目
指
し
た
時
代
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
の
敗
戦
に
よ

り
廃
墟
か
ら
の
経
済
復
興
を
目
指
し
た
時
代
、
そ
の
時
々
の
要
請
と
し
て
官
僚
主
導
型
の
中
央
集
権
体
制
が
成
果
を
あ

げ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
高
度
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
、
み
ご
と
に
経
済
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
こ
と
が
出
来

た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
を
追
い
求
め
て
来
た
体
制
は
、
い
つ
し
か
大
き
な
歪
を
生
む
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
経
済
と
そ
の
崩
壊
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
破
綻
、
教
育
制
度
の
疲
弊
な
ど
多
く
の
課
題

を
出
現
さ
せ
て
い
た
。
折
か
ら
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
税
の
大
幅
な
減
収
に
よ
る
国
・
地
方
自
治
体
の
財
政
悪
化
、

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
や
東
京
佐
川
急
便
か
ら
の
五
億
円
ヤ
ミ
献
金
事
件
な
ど
に
よ
る
政
治
不
信
も
高
ま
っ
て
い
た
。

　

政
府
は
こ
の
よ
う
な
事
態
の
打
開
を
図
る
た
め
に
は
、
機
能
不
全
に
陥
っ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
大
転
換
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、
中
央
集
権
体
制
か
ら
地
方
分
権
へ
の
本
格
的
な
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
た
。

　

精
力
的
に
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
政
府
の
行
革
推
進
本
部
が
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
答
申
を
ま
と
め
た
の
は
、
平

成
六
年
の
十
一
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
答
申
を
受
け
て
、
十
二
月
に
閣
議
決
定
と
な
っ
た
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
大

綱
方
針
は
、
①
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、 
②
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
、
③
地
方
分
権
の
た
め
の
法
律
の

制
定
と
推
進
委
員
会
の
設
置
な
ど
、
貝
原
知
事
が
参
画
し
た
本
部
専
門
委
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

そ
の
貝
原
知
事
が
、
災
害
対
応
の
責
任
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
地
方
分
権
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
こ

と
に
な
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
の
一
カ
月
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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大
試
練
の
始
ま
り

　

平
成
七
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
、
と
き
お
り
小
雪
の
舞
い
散
る
寒
い
日
の
未
明
、
神
戸
阪
神
地
域
一
帯

を
激
震
が
襲
っ
た
。

　

貝
原
知
事
は
前
日
の
十
六
日
は
宝
塚
市
内
で
の
身
内
の
通
夜
に
参
列
し
、
遅
く
に
知
事
公
舎
（
神
戸
市
中
央
区
中
島

通
）
に
帰
っ
た
。

　

知
事
公
舎
と
い
う
と
豪
勢
な
邸
宅
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
だ
が
、
県
政
の
ト
ッ
プ
が
居
住
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
の
狭
隘
な
公
舎
で
あ
っ
た
。
新
神
戸
駅
か
ら
東
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
少
し
高
台
に
あ
る
住
宅
密
集
地
の
な
か
の

木
造
二
階
建
て
で
あ
る
。
県
庁
の
近
く
に
あ
っ
た
前
知
事
の
公
舎
は
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
、
部
長
時
代
か
ら
の

公
舎
に
引
き
続
き
居
住
し
て
い
た
。
周
囲
か
ら
の
知
事
公
舎
新
築
の
進
言
も
、
財
政
状
況
が
思
わ
し
く
な
い
な
か
で
優

先
課
題
で
は
な
い
と
言
い
、
今
の
状
況
の
方
が
県
民
の
目
線
を
失
わ
ず
に
済
む
と
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。
長
男
、
次
男

は
結
婚
し
て
独
立
し
、
夫
人
と
の
二
人
住
ま
い
で
あ
る
。

　

夫
人
と
と
も
に
二
階
で
熟
睡
し
て
い
た
。
い
き
な
り
ド
ー
ン
と
突
き
上
げ
ら
れ
目
が
覚
め
た
。
激
震
が
続
く
な
か
、

布
団
の
中
で
身
を
守
る
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
揺
れ
が
一
段
落
し
て
か
ら
、
真
っ
暗
な
中
を
手
探
り
で
一
階
ま
で
下

り
、
探
し
出
し
た
懐
中
電
灯
で
家
の
中
の
状
態
を
調
べ
た
。
家
具
は
散
乱
し
、
食
器
棚
の
食
器
な
ど
が
す
べ
て
飛
び
出

し
散
乱
し
て
い
た
。
家
自
体
は
そ
れ
程
破
壊
さ
れ
て
い
な
い
。
雨
戸
を
開
け
て
戸
外
の
様
子
を
探
る
。
外
は
ま
だ
真
っ

暗
で
あ
る
。
目
を
凝
ら
し
て
見
渡
し
た
が
、
隣
近
所
も
異
常
は
無
い
と
思
わ
れ
た
。

　

余
震
が
続
い
た
。
電
話
が
鳴
る
。
安
否
を
気
遣
う
電
話
が
、
三
田
市
と
京
都
市
に
住
ん
で
い
る
息
子
た
ち
か
ら
続
い
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て
掛
か
っ
て
来
た
。
姫
路
市
の
西
に
接
す
る
揖
保
川
町
の
知
人
か
ら
も
電
話
が
入
っ
た
。
激
し
く
揺
れ
た
が
、
何
れ
も

被
害
は
出
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

県
庁
か
ら
は
何
の
連
絡
も
入
ら
な
い
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
か
山
崎
断
層
地
震
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
電
話
で
聞
い
た
状
況
か
ら
す
る
と
、県
西
部
や
北
部
、

京
都
は
大
丈
夫
の
よ
う
だ
、
和
歌
山
、
大
阪
辺
り
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
巡
ら
せ
て

い
た
。

　

三
十
分
ほ
ど
経
つ
と
、
少
し
空
が
明
る
ん
で
き
た
。
戸
外
に
出
て
み
る
と
周
辺
は
被
害
が
大
き
く
な
い
よ
う
だ
が
、

遠
く
で
火
災
ら
し
い
煙
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
目
に
入
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
想
像
以
上
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
ふ
と
不
安
が
過
ぎ
っ
た
。

　

と
に
か
く
登
庁
の
準
備
を
す
る
。
単
独
で
登
庁
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
歩
い
て
登
庁
す
る
と
な
る
と
優
に
四
、
五

十
分
は
か
か
る
だ
ろ
う
、
そ
の
間
、
音
信
不
通
の
ま
ま
所
在
不
明
と
な
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
公
舎
が
一
番
連
絡
を
取

り
易
い
と
考
え
て
、
あ
る
程
度
状
況
の
把
握
が
出
来
る
ま
で
公
舎
で
待
つ
こ
と
に
し
た
。

　

七
時
過
ぎ
、
東
灘
区
の
自
宅
か
ら
近
く
に
住
む
娘
婿
の
車
で
登
庁
し
た
芦
尾
長
司
副
知
事
か
ら
の
電
話
が
入
っ
た
。

　
「
東
灘
区
な
ど
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
の
被
害
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と

に
し
ま
す
」

　

何
回
も
電
話
を
し
た
が
な
か
な
か
繋
が
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　

災
害
対
策
本
部
会
議
の
招
集
と
情
報
収
集
を
指
示
し
て
、
直
ぐ
に
登
庁
す
る
こ
と
に
し
た
。
県
庁
北
側
の
官
舎
に
住

ん
で
い
た
柴
田
高
博
都
市
住
宅
部
長
が
、
出
勤
し
て
い
た
職
員
の
マ
イ
カ
ー
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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秘
書
課
長
の
動
転

　

齋
藤
知
事
公
室
次
長
兼
秘
書
課
長
も
油
断
し
て
い
た
一
人
で
あ
る
。
当
日
の
朝
、
新
幹
線
で
東
京
に
行
く
こ
と
に
し

て
い
た
。
新
神
戸
駅
の
発
車
時
間
は
六
時
四
十
五
分
。
東
灘
区
魚
崎
北
町
の
家
か
ら
新
神
戸
駅
ま
で
は
車
で
二
十
分
。

家
を
六
時
過
ぎ
に
出
発
す
る
予
定
で
五
時
三
十
分
に
起
床
し
た
。

　

そ
の
十
六
分
後
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
ズ
ボ
ン
に
片
足
を
入
れ
た
途
端
、
妻
が
朝
食
の
準
備
の
た
め
台
所
で
ガ
ス
コ

ン
ロ
の
点
火
ス
イ
ッ
チ
を
「
カ
チ
ッ
」
と
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ゴ
ー
と
い
う
地
鳴
り
と
と
も
に
ガ
タ
ガ
タ
と
小

さ
な
揺
れ
。「
地
震
だ
」
と
身
構
え
る
と
、
ド
ー
ン
と
突
き
上
げ
る
よ
う
な
縦
揺
れ
が
来
た
。

　

ド
ド
ド
ー
と
激
し
い
横
揺
れ
が
始
ま
る
ま
で
の
時
間
は
長
く
感
じ
た
。「
火
を
消
せ
！
」
食
器
の
壊
れ
る
音
で
聞
こ

え
な
い
の
か
、
妻
は
そ
の
場
で
し
ゃ
が
み
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
飛
び
込
ん
で
何
と
か
火
を
消
す
。
妻
を
抱
え
込
ん

で
近
く
に
あ
っ
た
食
卓
の
下
に
二
人
で
身
を
縮
め
た
。
食
器
棚
の
食
器
は
空
を
舞
い
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
は
食
卓
の
下
ま

で
容
赦
な
く
襲
っ
て
き
た
。
家
の
中
は
上
下
を
逆
さ
ま
に
し
た
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

　

地
震
が
近
く
来
る
と
い
わ
れ
て
い
た
東
海
地
方
が
震
源
地
で
あ
る
と
思
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
地
震
に
対
す
る
知
識
も
無

く
、
地
震
に
対
す
る
備
え
も
無
か
っ
た
。
大
き
な
地
震
は
東
京
や
静
岡
に
来
る
、
関
西
と
り
わ
け
兵
庫
は
地
震
と
は
無

縁
で
あ
る
と
の
思
い
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
た
。

　

過
去
、
兵
庫
に
大
地
震
は
無
か
っ
た
の
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
古
く
は
貞
観
十
年
（
八
六
八
年
）
の
播
磨
国

地
震
、
二
十
世
紀
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）
北
但
馬
地
震
（
死
者
四
百
二
十
五
人
、
負
傷

者
八
百
六
人
）、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
北
丹
後
地
震
（
死
者
三
人
、
負
傷
者
四
十
九
人
）、
昭
和
二
十
一
年
（
一



78

九
四
六
年
）
南
海
地
震
（
死
者
五
十
人
、負
傷
者
六
十
九
人
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
と
き
が
経
つ
に
つ
れ
て
、人
々

の
地
震
に
対
す
る
警
戒
感
は
徐
々
に
減
少
し
て
行
き
、
ほ
と
ん
ど
の
人
々
の
意
識
の
中
に
は
地
震
災
害
の
こ
と
な
ど
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
の
光
景
を
、
遠
い
国
の
縁
遠
い
出
来
事
だ

と
見
て
い
た
こ
と
が
頭
に
過
ぎ
っ
た
。

　

う
っ
す
ら
と
空
が
明
る
さ
を
増
す
な
か
、
と
も
か
く
、
家
の
中
に
い
る
と
危
な
い
と
思
っ
て
外
に
出
よ
う
と
し
た
。

居
間
の
雨
戸
が
外
れ
て
無
く
な
っ
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
な
い
。
屋
根
瓦
が
、
す
べ
て
落
ち
て
周
辺
に
散
ら
ば
っ
て

い
る
。
二
階
建
て
の
隣
の
家
の
一
階
部
分
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
平
屋
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
普
段
見
慣
れ
て
い
た

街
並
み
が
一
変
し
、
埃
っ
ぽ
い
灰
色
の
光
景
が
目
に
入
る
。
ま
る
で
戦
争
映
画
の
一
シ
ー
ン
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
覚

で
あ
っ
た
。

　

近
所
か
ら
隣
の
公
園
に
ぞ
ろ
ぞ
ろ
人
が
集
ま
り
出
す
。
何
れ
も
寝
間
着
姿
で
着
の
身
着
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

誰
か
が
叫
ん
だ
「
壊
れ
た
家
の
中
に
人
が
い
る
」
植
え
込
み
の
樫
木
を
よ
じ
登
り
、
壊
れ
た
二
階
の
雨
戸
を
数
人
が

か
り
で
こ
じ
開
け
て
救
出
に
あ
た
る
。

　

一
時
間
ほ
ど
経
っ
た
頃
、少
し
落
ち
着
き
、ふ
と
我
に
返
る
と
知
事
の
こ
と
が
気
に
掛
り
始
め
た
。
日
本
一
お
粗
末
、

質
素
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
公
舎
。
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
、
知
事
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
思

う
と
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
な
い
。
勿
論
、
電
話
は
通
じ
な
い
。
こ
こ
は
自
分
で
確
か
め
る
し
か
な
い
。
自
転
車
が

あ
る
。
余
震
が
断
続
的
に
あ
る
中
、
家
族
を
自
宅
に
置
い
た
ま
ま
知
事
公
舎
に
向
か
う
。
住
ん
で
い
た
東
灘
区
か
ら
約

六
キ
ロ
の
道
程
。
普
段
で
あ
れ
ば
自
転
車
で
三
十
分
も
あ
れ
ば
行
け
る
距
離
で
あ
る
が
、
途
中
に
は
火
災
が
多
発
、
道

路
は
壊
れ
た
ビ
ル
や
家
で
ふ
さ
が
れ
真
っ
直
ぐ
に
は
進
め
な
い
状
態
だ
。
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七
時
十
分
頃
、
や
っ
と
の
思
い
で
王
子
動
物
園
の
辺
り
に
到
着
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
街
並
み
に
変
化
が
な
い
。
歩
い

て
い
る
人
も
疎
ら
で
は
あ
る
が
背
広
姿
で
出
勤
途
上
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。「
こ
れ
は
大
丈
夫
だ
」
引
き
返
そ
う
と

の
思
い
が
湧
い
て
来
た
が
思
い
返
し
、
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
か
ら
と
自
転
車
を
進
め
た
。

　

七
時
三
十
分
頃
、
知
事
公
舎
に
着
く
。
日
頃
は
乗
る
こ
と
の
な
い
自
転
車
を
必
死
で
漕
い
で
来
た
か
ら
な
の
か
、
興

奮
を
し
た
の
か
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
。
公
舎
は
外
か
ら
見
る
限
り
で
は
壊
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
る
な

り
「
お
水
を
」
と
悲
痛
な
声
を
出
す
。
家
の
中
は
、
グ
ジ
ャ
グ
ジ
ャ
の
様
子
。
貝
原
知
事
は
元
気
な
姿
。
出
勤
の
準
備

も
終
え
「
先
程
、
連
絡
が
と
れ
た
県
庁
か
ら
迎
え
の
車
が
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」
と
の
こ
と
。

　

一
気
に
安
心
感
が
広
が
り
、
同
時
に
、
置
い
て
き
た
家
族
の
こ
と
が
頭
を
過
ぎ
る
。

　
「
私
の
家
が
大
変
で
す
。
道
中
、
東
灘
、
灘
と
相
当
な
被
害
で
す
。
こ
の
ま
ま
、
家
に
帰
っ
て
良
い
で
す
か
」

　

貝
原
知
事
の
「
そ
う
し
な
さ
い
」
と
の
言
葉
も
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
一
目
散
に
玄
関
を
後
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
時
の
行
動
が
生
涯
の
反
省
と
な
る
と
は
露
と
も
思
わ
な
か
っ
た
。

　

貝
原
知
事
は
そ
の
後
、
八
時
二
十
分
に
は
県
庁
に
到
着
と
な
る
の
だ
が
、
後
日
、
こ
の
出
勤
時
間
が
マ
ス
コ
ミ
等
で

採
り
あ
げ
ら
れ
た
。
何
故
、
発
生
直
後
に
出
勤
し
な
か
っ
た
の
か
、
出
勤
が
二
日
後
で
あ
っ
た
、
温
泉
旅
行
中
で
あ
っ

た
な
ど
あ
り
も
し
な
い
誹
謗
中
傷
で
、
マ
ス
コ
ミ
の
集
中
砲
火
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
貝
原
知
事
は
い
か

な
る
誹
謗
中
傷
に
も
、
何
の
言
訳
も
し
な
か
っ
た
。

　
　

孤
島
と
化
し
た
拠
点

　

県
の
災
害
対
応
の
中
心
拠
点
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
県
庁
舎
は
壊
滅
的
に
破
壊
さ
れ
た
。
対
応
す
べ
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き
職
員
も
被
災
者
と
な
り
、
要
員
の
確
保
も
出
来
な
か
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
日
は
、
三
連
休
明
け
の
火
曜
日
で
あ
っ
た
。

大
地
震
が
襲
っ
た
五
時
四
十
六
分
に
、
兵
庫
県
庁
に
は
わ
ず
か
な
人
数

の
保
安
員
が
在
庁
し
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。 

　

防
災
業
務
を
担
当
し
て
い
る
消
防
交
通
安
全
課
の
野
口
一
行
防
災
係

長
は
、
地
震
発
生
直
後
に
神
戸
市
西
区
の
自
宅
か
ら
マ
イ
カ
ー
で
県
庁

に
向
か
っ
た
。
野
口
係
長
が
県
庁
に
到
着
出
来
た
の
は
六
時
四
十
五
分

で
あ
っ
た
。
部
屋
の
ド
ア
は
壊
れ
て
開
か
ず
、
壁
の
割
れ
目
か
ら
中
に

入
っ
た
。
フ
ァ
ク
ス
、
電
話
、
ワ
ー
プ
ロ
等
が
床
に
散
ら
ば
り
、
倒
れ

た
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
は
書
類
が
散
乱
し
、
机
や
椅
子
も
あ
ち
こ
ち
に
移
動

し
て
お
り
、
机
の
上
に
あ
っ
た
ガ
ラ
ス
板
が
割
れ
て
破
片
が
足
の
踏
み

阪神・淡路大震災での兵庫県庁廊下

場
も
な
い
ほ
ど
散
乱
し
て
い
た
。

　

消
防
交
通
安
全
課
の
職
員
で
当
日
の
午
前
中
に
出
勤
出
来
た
の
は
、
野
口
係
長
を
入
れ
て
わ
ず
か
三
人
で
あ
っ
た
。

　

芦
尾
副
知
事
が
東
灘
区
の
自
宅
か
ら
、
家
族
の
運
転
す
る
自
動
車
で
登
庁
し
た
の
が
六
時
五
十
分
。

　

貝
原
知
事
は
八
時
二
十
分
に
登
庁
し
、
直
ち
に
第
一
回
災
害
対
策
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
本
部
会
議
に
は
ほ
と
ん
ど
の
本
部
員
が
出
席
出
来
な
い
状
況
で
あ
り
、
本
部
員
二
十
一
名
中
知
事
、
芦
尾
副
知

事
と
、
県
庁
近
く
の
官
舎
に
居
住
し
て
い
た
総
務
部
長
、
都
市
住
宅
部
長
、
土
木
部
長
、
商
工
部
長
の
六
名
で
の
本
部

会
議
で
あ
っ
た
。

　

兵
庫
県
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、
県
職
員
は
勤
務
時
間
外
に
県
内
に
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
通
信
の
途
絶
等
に
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よ
り
配
備
体
制
や
職
員
動
員
等
の
伝
達
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
第
三
号
配
備
態
勢
が
出
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、

全
職
員
の
出
勤
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
職
員
自
身
の
被
災
や
道
路
・
鉄
道
等
の
交
通
網
途
絶
の
た
め
、
徒
歩

や
単
車
や
自
転
車
で
出
勤
す
る
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
職
員
は
出
勤
出
来
ず
に
い
た
。
各
部
で
三
人
か

ら
五
人
程
度
、
本
庁
全
体
で
も
、
対
策
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
た
時
点
で
は
四
十
人
程
度
で
あ
っ
た
。
当
日
の
午
後
二

時
に
な
っ
て
も
出
勤
率
は
職
員
全
体
の
二
割
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

地
震
発
生
と
同
時
に
電
気
が
停
止
し
、
自
家
発
電
も
機
能
せ
ず
十
一
時
五
十
分
ま
で
の
間
停
電
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
も
停
止
し
て
お
り
、
職
員
は
階
段
で
移
動
し
た
。

　

通
信
回
線
の
輻
輳
、
通
信
設
備
の
故
障
等
の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
は
極
め
て
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。
一
般

加
入
電
話
は
全
国
か
ら
神
戸
方
面
へ
の
通
話
が
集
中
し
、
通
常
ピ
ー
ク
時
の
五
十
倍
程
に
も
な
り
著
し
い
輻
輳
状
態
が

生
じ
て
い
た
。
消
防
行
政
無
線
は
十
九
時
ま
で
、
ま
た
、
災
害
対
策
用
に
整
備
し
て
い
た
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
は
、
最
上
階
に
置
い
て
い
た
非
常
電
源
へ
の
冷
却
水
の
送
付
パ
イ
プ
に
亀
裂
が
入
り
動
か
ず
十
二
時
五
分
ま
で

停
止
し
て
い
た
。
他
の
通
信
装
置
も
事
務
室
の
機
器
等
散
乱
の
な
か
で
使
え
な
か
っ
た
。
情
報
入
手
は
、
携
帯
ラ
ジ
オ

に
よ
る
間
接
的
・
断
片
的
な
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

ま
さ
に
県
庁
の
災
害
対
応
の
拠
点
は
、
陸
の
孤
島
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

災
害
対
策
本
部
会
議
開
催
用
と
し
て
確
保
し
て
い
た
本
庁
舎
最
上
階
の
十
二
階
の
会
議
室
は
、
破
損
が
激
し
く
使
用

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
災
害
対
策
本
部
会
議
は
本
庁
舎
二
号
館
五
階
の
庁
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
庁
議
室
も
ほ
と
ん
ど
の
窓
ガ
ラ
ス
は
割
れ
て
い
た
。
吹
き
込
む
寒
風
を
防
ぐ
た
め
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
ガ
ム
テ
ー
プ

で
止
め
た
。
真
っ
暗
の
な
か
、
非
常
電
灯
の
薄
明
か
り
の
も
と
で
の
会
議
進
行
で
あ
っ
た
。
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混
乱
の
中
で
の
苦
闘

　

過
酷
な
状
況
の
中
で
、
必
死
の
対
応
が
始
ま
っ
た
。

　

災
害
対
策
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
た
時
点
で
は
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
情
報
ら
し
い
情
報
は
、
六
時
五
十
分

に
入
っ
た
神
戸
海
洋
気
象
台
か
ら
の
地
震
情
報
。
六
時
五
十
五
分
の
県
警
本
部
か
ら
の
「
神
戸
・
阪
神
間
を
中
心
に
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
模
様
、
目
下
状
況
把
握
中
」
と
の
情
報
。
神
戸
市
消
防
局
か
ら
は
、
七
時
五
分
「
市
災
害

対
策
本
部
を
設
置
、
目
下
消
火
及
び
救
助
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
被
害
全
容
は
不
明
」。
八
時
二
十
分
の
県
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
電
話
へ
の
応
答
で「
市
東
部
に
被
害
、長
田
区
に
火
災
発
生
」。
七
時
十
分
か
ら
十
五
分
に
か
け
て
西
宮
市
、

尼
崎
市
、淡
路
広
域
消
防
本
部
か
ら「
相
当
の
被
害
が
出
て
い
る
模
様
だ
が
詳
細
は
不
明
」と
の
情
報
の
み
で
あ
っ
た
。

消
防
、
警
察
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
活
動
を
し
て
い
る
も
の
の
、
被
災
市
町
か
ら
も
ほ
と
ん
ど
情
報
が
入
ら
な
い
状

態
が
続
い
た
。

　

自
衛
隊
と
も
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
て
も
思
う
よ
う
に
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
。

　

野
口
防
災
係
長
が
、
姫
路
に
あ
る
自
衛
隊
第
三
特
科
連
隊
と
初
め
て
連
絡
が
取
れ
た
の
は
八
時
十
分
で
あ
っ
た
。
今

ま
で
通
じ
な
か
っ
た
防
災
無
線
が
た
ま
た
ま
繋
が
っ
た
の
だ
。

　
　

自
衛
隊
「
ど
う
い
う
状
況
か
」

　
　

県
「
現
在
状
況
が
つ
か
め
な
い
。
災
害
対
策
本
部
設
置
中
で
あ
る
。
情
報
が
入
っ
た
ら
教
え
て
く
れ
」

　
　

自
衛
隊
「
警
察
情
報
で
は
死
者
が
数
十
人
。
姫
路
は
大
丈
夫
」

　
　

県
「
現
況
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
や
が
て
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
よ
ろ
し
く
」
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自
衛
隊
「
情
報
の
や
り
と
り
は
し
ま
し
ょ
う
」

　

以
降
、
防
災
無
線
は
利
用
で
き
な
く
な
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
が
繋
が
っ
た
第
二
回
目
の
連
絡
は
十
時
十
分
で
あ
っ
た
。

　
　

県
「
派
遣
を
お
願
い
す
る
」

　
　

自
衛
隊
「
ど
こ
だ
」

　
　

県
「
神
戸
、
淡
路
だ
」

　
　

自
衛
隊
「
遡
っ
て
十
時
に
し
よ
う
」

　
　

県
「
文
書
は
後
で
や
る
か
ら
。
淡
路
に
渡
れ
る
か
」

　
　

自
衛
隊
「
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
ら
渡
れ
る
」

　

野
口
係
長
は
災
害
対
策
本
部
室
の
置
か
れ
た
五
階
の
庁
議
室
に
走
っ
た
。
報
告
を
受
け
た
知
事
は
即
座
に
了
承
し
た
。

こ
れ
が
自
衛
隊
へ
の
派
遣
要
請
の
実
情
で
あ
る
。

　

午
前
十
一
時
頃
に
な
っ
て
、県
警
本
部
か
ら
確
認
死
者
数
等
の
定
期
的
な
情
報
収
集
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

十
一
時
の
時
点
で
災
害
対
策
本
部
が
把
握
し
て
い
た
被
害
情
報
は
「
死
者
九
十
六
名
、
行
方
不
明
百
六
十
三
名
」
だ
け

で
あ
っ
た
。

　

や
る
べ
き
こ
と
に
比
べ
て
対
応
す
る
職
員
が
い
な
い
。

　

ほ
ぼ
全
員
の
職
員
が
参
集
出
来
る
こ
と
を
前
提
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
網
羅
し
て
い
る
地
域
防
災
計
画
を
、
参
集

出
来
た
わ
ず
か
二
割
程
度
の
職
員
で
、
そ
の
ま
ま
実
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
況
で
あ
っ
た
。
災
害
対
策
本
部
長
で

あ
る
貝
原
知
事
は
、
わ
ず
か
な
資
材
を
何
に
投
入
し
、
何
を
優
先
し
て
対
応
す
べ
き
か
の
判
断
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
と
き
貝
原
知
事
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
大
学
時
代
に
学
ん
だ
傾
斜
生
産
方
式
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
我
が
国

の
経
済
復
興
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
限
ら
れ
た
資
源
の
な
か
、
唯
一
、
国
内
で
産
出
す
る
石
炭
を
全
面
的
に
鉄
鋼
生
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産
に
あ
て
、
そ
れ
を
テ
コ
に
少
し
ず
つ
他
産
業
に
も
波
及
効
果
を
及
ぼ
し
て
、
全
体
の
産
業
復
興
を
成
し
遂
げ
る
と
い

う
有
澤
広
巳
先
生
の
発
想
で
あ
る
。

　

ま
ず
最
も
急
が
れ
た
の
が
、
被
害
情
報
の
収
集
と
救
命
活
動
で
あ
っ
た
。

　

被
害
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、
多
数
の
避
難
者
が
予
想
さ
れ
、
厳
冬
期
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
た
緊
急
救

援
対
策
が
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
。
人
命
救
助
と
と
も
に
食
料
・
飲
料
水
、
毛
布
の
確
保
、
生
活
物
資
の
確
保
、
輸
送

の
確
保
、
余
震
対
策
を
最
優
先
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

登
庁
で
き
た
本
部
員
は
知
事
以
外
に
わ
ず
か
五
人
し
か
い
な
い
。
そ
の
本
部
員
で
緊
急
特
別
班
体
制
を
組
み
、
そ
れ

ぞ
れ
に
最
も
急
が
れ
る
対
策
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
情
報
収
集
・
緊
急
救
援
対
策
に
梶
田
信
一
郎
総
務
部
長
、

余
震
対
策
に
柴
田
高
博
都
市
住
宅
部
長
、
救
援
物
資
対
策
に
豊
泉
進
商
工
部
長
を
充
て
た
。

　

断
続
的
に
開
催
し
た
本
部
会
議
で
、
①
食
料
一
日
五
百
万
食
と
飲
料
水
一
リ
ッ
ト
ル
／
人
・
日
の
当
面
の
確
保
、
②

医
療
体
制
の
確
保
（
医
師
の
確
保
・
救
護
班
の
要
請
等
）、
③
物
資
輸
送
ル
ー
ト
の
充
実
と
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
設
置
、 

④
建
築
物
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
等
余
震
対
策
、
⑤
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
体
制
の
確
立
、
⑥
避
難
所
へ
の
仮
設
ト
イ
レ
の

確
保
、
⑦
仮
設
住
宅
の
検
討
等
を
決
め
て
い
っ
た
。

　
　

安
全
へ
の
油
断

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
自
治
体
の
防
災
体
制
の
弱
点
を
露
呈
さ
せ
た
災
害
で
あ
っ
た
。

　

対
策
を
行
う
施
設
、設
備
が
ほ
と
ん
ど
正
常
に
使
え
な
か
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
通
信
シ
ス
テ
ム
が
使
用
不
能
に
な
っ
た
。

災
害
対
応
を
行
う
職
員
自
身
が
被
害
者
と
な
り
、
要
員
の
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
。
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大
震
災
に
遭
遇
す
る
ま
で
二
十
五
年
近
く
兵
庫
県
庁
で
仕
事
を
し
、
県
内
の
地
域
事
情
や
県
行
政
に
精
通
し
て
い
た

貝
原
知
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
何
と
か
指
揮
が
執
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
貝
原
知
事
の
心
に
は
こ
の
と
き
反
省
も
生
ま
れ
て
い
た
。「
神
戸
に
は
大
地
震
は
こ
な
い
」
と
い
う
俗
説

に
惑
わ
さ
れ
て
、
い
つ
し
か
安
全
神
話
が
自
分
の
心
に
生
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
た
め
震
災
対
策
を

怠
る
こ
と
と
な
り
、「
安
全
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
強
い
危
機
感
を
も
っ
て
県
政
に
当
た
っ
て
い
た
と
は
言
え
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
災
害
対
策
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
直
接
に
そ
の
場
で
差
配
を
し
た
者
で
し
か
経
験
し
な
い
強
い
自

責
の
念
に
襲
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
貝
原
知
事
の
思
い
が
、
そ
の
後
の
兵
庫
県
の
防
災
体
制
の
充
実
強
化
へ
と
繋
が
り
、
地
方
自
治
体
の
防
災
体
制

づ
く
り
の
面
で
も
全
国
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
の
で
あ
る
。　

　

災
害
対
策
の
基
本
事
項
を
定
め
て
い
る
災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
住
民
に
一
番
近
い
基
礎
的
な
自
治
体
で
あ
る
市
町

村
長
に
第
一
義
的
な
災
害
対
応
の
責
務
を
負
わ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
調
整
に
必
要
な
権
限
は
不
十
分
で
、
市
町
村
長

を
支
え
る
防
災
の
専
門
家
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
災
害
対
策
の
第
一
線
で
大
き
な
責
務
を
負
う
市
町
村
の

防
災
体
制
は
誠
に
脆
弱
で
あ
っ
た
。
都
道
府
県
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

大
震
災
当
時
、
県
の
防
災
業
務
は
生
活
文
化
部
消
防
交
通
安
全
課
が
担
当
し
て
い
た
。
消
防
業
務
と
防
災
業
務
、
交

通
安
全
業
務
を
担
当
し
、
課
員
二
十
八
人
体
制
で
あ
る
。
防
災
と
直
接
に
関
係
の
な
い
交
通
安
全
関
係
の
職
員
を
除
く

と
十
九
人
。
そ
の
な
か
で
主
と
し
て
防
災
を
担
当
し
て
い
た
の
は
、
係
長
と
係
員
四
人
の
計
五
人
の
防
災
係
で
あ
っ
た
。

限
ら
れ
た
人
員
で
の
日
常
業
務
は
ど
う
し
て
も
限
定
的
に
な
り
、防
災
計
画
の
見
直
し
作
業
や
防
災
訓
練
の
実
施
準
備
、

防
災
ヘ
リ
の
運
行
調
整
な
ど
に
止
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
も
兵
庫
県
だ
け
が
震
災
対
策
に
つ
い
て
特
に
遅
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
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広
島
大
学
の
福
永
弘
樹
、
林
春
男
助
教
授
（
当
時
）
が
、
大
震
災
前
の
平
成
三
年
十
二
月
に
自
治
省
消
防
庁
が
発
行

し
た
「
震
災
対
策
の
現
況
」
を
も
と
に
、
四
十
七
都
道
府
県
の
防
災
対
策
の
分
析
を
行
っ
た
。
①
震
災
対
策
体
制
の
整

備
状
況
、
②
情
報
伝
達
体
制
の
整
備
状
況
、
③
震
災
訓
練
の
実
施
状
況
、
④
震
災
対
策
啓
発
事
業
、
⑤
震
災
対
策
施
設

の
整
備
、
⑥
物
資
の
備
蓄
の
六
つ
の
側
面
か
ら
偏
差
値
を
算
出
す
る
手
法
で
分
析
の
結
果
、
観
測
強
化
地
域
で
あ
る
南

関
東
と
東
海
地
方
の
防
災
対
策
は
最
も
進
ん
で
い
た
も
の
の
、
兵
庫
県
の
防
災
体
制
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
こ

と
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
有
史
以
来
の
危
機
的
な
事
態
に
対
し
て
、
県
庁
の
防
災
体
制
は
全
く
機
能
し
な
い
状
態
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

こ
の
と
き
貝
原
知
事
に
は
、
災
害
に
強
い
国
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
防
災
の
第
一
線
に
立
つ
地
方
自
治
体
の
防
災
体

制
の
強
化
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
の
思
い
が
強
ま
っ
て
い
た
。
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
①
責
任
者
の
明

確
化
、
②
責
任
者
へ
の
必
要
な
権
限
の
付
与
、
③
情
報
共
有
の
仕
組
み
の
構
築
な
ど
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ
た
。
自

治
体
単
独
で
の
専
門
組
織
の
整
備
が
困
難
で
あ
れ
ば
、地
方
自
治
体
の
防
災
対
策
を
支
援
す
る
専
門
の
組
織
と
体
制
を
、

国
か
近
畿
広
域
圏
に
整
備
す
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
と
き
思
い
浮
べ
て
い
た
の
は
、
一
年
前
の
米
国
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
の
対
応
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
、
米

国
の
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

強
化
へ
の
開
眼

　

大
震
災
の
年
の
九
月
十
三
日
、
総
理
府
阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部
等
が
主
催
し
て
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
阪
神
・
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淡
路
地
域
復
興
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
政
研
究
所
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
所
長
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ
メ
ン
（D

avid M
am

m
en

）
博
士
の
、「
阪
神
・

淡
路
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
海
外
か
ら
見
た
期
待
」
と
題
す
る
基
調
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ
メ
ン
所
長
は
、
大
震
災
直
後
か
ら
何
回
と
な
く
調
査
団
を
率
い
て
被
災
地
に
来
訪
し
て
い
た
。
被

災
の
状
況
に
も
明
る
く
、
過
去
に
は
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
研
究
員
と
し
て
日
本
で
過
ご
し
た
経
験
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
米

国
国
内
は
も
と
よ
り
、日
本
、中
国
、ア
ジ
ア
各
国
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
都
市
整
備
、都
市
開
発
に
も
精
通
し
て
い
た
。

　

会
場
に
は
、
主
催
者
の
一
人
と
し
て
貝
原
知
事
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

大
震
災
か
ら
八
カ
月
が
経
過
。
大
震
災
の
被
災
経
験
・
教
訓
を
生
か
し
た
日
本
の
防
災
体
制
の
再
構
築
へ
の
思
い
は
、

貝
原
知
事
の
な
か
で
日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。
関
東
大
震
災（
一
九
二
三
年
）の
際
に
も
、と
き
の
内
務
大
臣（
前

東
京
市
長
）
後
藤
新
平
の
招
聘
で
来
日
し
た
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
所
長
が
復
興
計
画
に
有
益
な
助
言
を
し
た
こ
と
を
知
り
、
今
回

の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ
メ
ン
所
長
の
話
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
だ
。

　

マ
メ
ン
所
長
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
露
呈
し
た
日
本
の
防
災
体
制
の
脆
弱
さ
を
見
抜
い
て
い
た
。

　

基
調
講
演
の
な
か
で
彼
と
と
も
に
大
震
災
の
調
査
に
あ
た
っ
た
韓
国
の
楊
藩
調
査
員
の
指
摘
と
し
て
、

　
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
、
日
本
に
は
信
頼
す
べ
き
危
機
管
理
体
制
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
す
べ

て
の
日
本
人
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
し
て
、
言
葉
を
続
け
た
。

　
「
神
戸
に
参
り
ま
し
た
調
査
団
の
面
々
は
、
日
本
の
中
央
政
府
の
力
は
な
ん
て
強
大
な
ん
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
で
は
中

央
と
地
方
が
同
等
な
責
任
を
持
っ
て
対
応
出
来
な
い
と
感
じ
た
の
で
す
」

　
「
日
本
は
こ
れ
か
ら
、
米
国
に
あ
り
ま
す
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
、
連
邦
緊
急
時
管
理
局
の
よ
う
な
機
関
を
設
立
す
る
こ
と
を
検

討
中
で
あ
る
や
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
米
国
の
互
助
援
助
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
災
害
に
際
し
て
各
政
府
の
機
関
が
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協
力
し
援
助
す
る
シ
ス
テ
ム
に
も
、
興
味
を
お
持
ち
で
あ
る
や
に
聞
い
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
米
国
の
機
関

は
、
そ
の
ま
ま
米
国
と
は
全
く
違
っ
た
政
府
関
係
を
持
っ
た
日
本
の
土
壌
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
日
本
の
強
大
な
中
央
政
府
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
米
国
の
機
関
が
仮
に
も
適
応
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
心

を
過
る
の
で
す
。
と
言
う
の
は
、
米
国
で
そ
れ
ら
の
機
関
が
う
ま
く
作
動
し
て
い
る
陰
に
は
、
地
方
自
治
体
の
力
と
手

腕
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
」

　

貝
原
知
事
は
電
流
が
走
っ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た
。

　

大
震
災
以
前
か
ら
、
中
央
政
府
の
強
大
な
権
限
を
地
方
に
分
散
す
べ
き
で
あ
る
と
奔
走
し
て
き
た
貝
原
知
事
は
、
大

震
災
の
体
験
の
な
か
で
地
方
自
治
体
の
権
限
の
な
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、
マ
メ
ン
所
長
の
言
葉
一
つ
一

つ
が
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
よ
う
な
組
織
を
つ
く
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
地
方
自
治
体
そ
の
も
の
が
も
っ
と
力
を
付
け
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　

ま
ず
は
、
兵
庫
で
出
来
る
こ
と
か
ら
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
こ
う
。
貝
原
知
事
の
決
意
が
明
確
に
な
っ
た
の
は
こ
の

と
き
と
い
え
る
。

　

防
災
専
門
職
の
配
置
、
防
災
対
応
組
織
の
充
実
、
情
報
収
集
・
発
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
防
災
対
応
設
備
の
整
備
な

ど
、
兵
庫
の
防
災
体
制
強
化
へ
の
青
写
真
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

　
　

芽
生
え
る　

　

大
震
災
の
翌
年
の
一
九
九
六
年
四
月
一
日
、
貝
原
知
事
の
強
い
思
い
に
よ
っ
て
兵
庫
県
に
全
国
初
の
防
災
専
門
職
と
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し
て
、
防
災
事
案
の
み
な
ら
ず
す
べ
て
の
危
機
管
理
事
案
を
担
当
す
る
「
防
災
監
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　

初
代
防
災
監
に
就
任
し
た
の
は
、
震
災
時
に
知
事
公
室
次
長
兼
秘
書
課
長
で
、
震
災
の
年
の
四
月
一
日
に
西
播
磨
県

民
局
長
に
就
任
し
て
い
た
齋
藤
富
雄
で
あ
っ
た
。

　

貝
原
知
事
は
、
防
災
監
に
は
従
前
の
防
災
組
織
に
欠
け
て
い
た
「
専
門
性
」、「
継
続
性
」、「
総
合
性
」
を
補
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　

専
門
性
、継
続
性
の
欠
如
を
補
う
意
味
で
長
期
就
任
ポ
ス
ト
と
し
、当
時
五
十
歳
の
齋
藤
県
民
局
長
を
就
任
さ
せ
た
。

ま
た
、
総
合
性
の
欠
如
を
補
う
た
め
、
各
部
長
の
上
位
に
位
置
づ
け
危
機
管
理
事
案
に
関
し
て
県
庁
全
組
織
を
指
揮
で

き
る
権
限
を
与
え
た
。
当
時
か
ら
、
防
災
を
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
一
部
で
は
、
防
災
課
長
や
防
災
局

長
な
ど
の
職
が
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
こ
ま
で
の
位
置
づ
け
で
は
な
か
っ
た
。
実
質
的
な
防
災
、
危
機
管
理
専

門
職
の
誕
生
で
あ
る
。

　

辞
令
交
付
の
と
き
、
貝
原
知
事
は
「
定
年
ま
で
の
十
年
間
、
防
災
監
を
務
め
る
ぐ
ら
い
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
言
葉
を
添
え
た
。
齋
藤
防
災
監
は
兵
庫
の
安
全
を
守
る
と
い
う
未
知
の
重
大
な
使
命
に
、
身
の
震
え
を
感
じ

て
い
た
。

　

防
災
監
の
役
割
に
つ
い
て
の
「
内
規
」
が
定
め
ら
れ
た
。　

　

専
門
的
役
割

　

防
災
や
危
機
管
理
は
極
め
て
専
門
的
な
行
政
分
野
で
あ
る
。
通
常
、
自
治
体
職
員
は
一
つ
の
所
属
に
二
〜
三
年

の
間
の
在
職
で
あ
る
。
ま
た
、
幹
部
職
員
に
な
れ
ば
な
る
程
、
担
当
す
る
行
政
分
野
が
広
ま
り
、
専
門
性
が
少
な

く
な
る
。
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一
方
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
な
ど
の
実
動
部
隊
に
は
、
防
災
な
ど
の
専
門
家
が
養
成
さ
れ
て
い
る
。
行
政
は

ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
実
動
部
隊
を
総
合
的
に
マ
ネ
ー
ジ
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
行
政
側
に
は
専
門
性
を
重
視
す
る
環
境
が
無
か
っ
た
。

　

災
害
の
種
類
、
規
模
、
被
害
の
実
態
、
人
的
・
物
的
資
源
の
状
況
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
分
析
、
分
析
に
基

づ
く
応
急
対
策
の
実
施
を
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
防
災
に
関
す
る
総
合
的
な
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
の

役
割
が
大
き
い
。

　

日
常
活
動
の
役
割

　

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
際
に
、
的
確
な
対
応
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
平
時
よ
り
緊
急
事
態
を
予
測
し
、
こ
れ

に
対
す
る
対
策
や
こ
れ
を
実
施
す
る
体
制
、
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
検
討
、
整
備
を
継
続
し
て
行
う
う
え
で
の
役

割
が
大
き
い
。

　

発
災
時
の
役
割

　

 

災
害
の
発
生
時
に
は
、
迅
速
な
対
応
が
何
よ
り
も
強
く
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体
の
災
害
対
策
本
部
組
織
に
お

い
て
も
、
応
急
対
策
の
各
段
階
で
生
じ
る
諸
課
題
へ
の
対
応
を
、
機
動
的
に
判
断
、
処
理
で
き
る
体
制
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
知
事
（
災
害
対
策
本
部
長
）
に
権
限
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
機
能
を
有
効
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
専
門
性
を
有
し
た
体
制
、
そ
の
機
能
の
一
部
を
分
散
さ
せ
る
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
知
事

を
専
門
性
を
持
っ
て
直
接
補
佐
し
た
り
機
能
の
一
部
を
代
理
す
る
役
割
を
果
た
す
。
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関
係
機
関
と
の
連
携
の
役
割

　

効
果
的
な
災
害
応
急
対
策
を
行
う
た
め
に
は
、
行
政
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
医
療
関
係
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
が
不
可
分
で
あ
る
。

　
 

関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
応
急
対
応
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
平
時
の
連
絡
調
整
が
十
分
で
な
い
こ

と
が
、
協
力
体
制
の
構
築
の
支
障
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　

知
事
な
ど
の
首
長
は
、
災
害
対
策
本
部
長
と
し
て
応
急
対
策
の
た
め
に
、
法
制
度
上
、
関
係
団
体
に
指
示
、
要

請
等
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
日
頃
か
ら
こ
れ
ら
の
機
関
と
応
急
対
策
に
つ
い
て
緊
密
な
連
携
関
係
を
構
築
し

て
お
か
な
け
れ
ば
、
指
示
、
要
請
等
へ
の
対
応
が
円
滑
に
行
わ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
、
首
長
に
代
わ
り
関
係
機
関

と
の
協
力
関
係
構
築
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

住
民
の
安
全
確
保
の
役
割

　

住
民
の
安
全
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
は
、
自
然
災
害
の
み
な
ら
ず
大
規
模
事
故
、
感
染
症
、
重
大
犯
罪
の
連

続
的
発
生
、
暴
動
、
毒
物
散
布
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

　

一
つ
の
事
案
が
及
ぼ
す
影
響
は
、
一
つ
の
行
政
分
野
に
止
ま
ら
ず
、
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
。
そ
の
た
め
、
こ
う

し
た
不
測
の
事
態
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
が
平
時
の
担
当
に
沿
っ
て
個
別
に
対
応
す
る
の
で
は
な

く
、
県
民
生
活
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
各
行
政
分
野
が
統
一
的
に
対
応
し
、
緊
急
処
理
に
あ
た
り
、
被
害
の

拡
大
防
止
や
予
防
に
あ
た
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
り
、
効
果
的
で
あ
る
。
各
部
局
を
統
括
す
る
立
場
で
の
役
割
は

大
き
い
。
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　【
職
務
内
容
】

　

知
事
の
命
を
受
け
、
防
災
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
公
共
の
秩
序
を
維
持
し
、
県
民
及
び
滞
在
者
の
安
全
・
健
康
及
び

福
祉
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
な
事
務
の
う
ち
緊
急
的
対
応
に
関
す
る
事
務
を
統
理
し
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る

職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

　
〈
緊
急
時
〉・
災
害
応
急
対
策
そ
の
他
緊
急
事
態
へ
の
対
応
に
関
す
る
知
事
・
副
知
事
の
補
佐

　
　
　
　
　

・
災
害
対
策
本
部
の
事
務
局
の
統
括

　
　
　
　
　

・
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
各
社
な
ど
防
災
関
係
機
関
と
の
連
絡
・
調
整

　
〈
平　

時
〉・
災
害
そ
の
他
の
緊
急
事
態
の
発
生
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
分
析

　
　
　
　
　

・
災
害
予
防
そ
の
他
の
緊
急
事
態
へ
の
対
応
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
整
・
推
進

　
　
　
　
　

・
自
衛
隊
等
防
災
関
係
機
関
と
の
協
議
組
織
の
設
置
・
主
宰

　【
現
実
の
運
用
】

　

① 

事
態
は
「
災
害
」
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
公
共
の
秩
序
を
維
持
し
、
住
民
等
の
安
全
・
安
心
・
健
康
・
福
祉
の

保
持
の
た
め
に
緊
急
的
対
応
を
要
す
る
事
態
も
含
め
て
運
用
す
る
。

　

② 

緊
急
的
対
応
は
、
県
民
等
の
安
全
・
健
康
・
福
祉
の
保
持
の
た
め
に
必
要
な
対
応
策
の
す
べ
て
を
言
い
、
例
え

ば
、
政
治
的
に
必
要
な
対
応
策
等
を
も
含
む
も
の
と
し
て
運
用
す
る
。

　
　

防
災
監
始
動

　

防
災
監
の
も
と
、
兵
庫
の
防
災
体
制
の
再
構
築
が
始
動
し
た
。
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災
害
対
応
に
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る
備
え
が
必
要
で
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
過
酷
な
経
験
を
し
た
兵
庫
と
し
て
は
、
面
目
に
か
け
て
も
そ
の
教
訓
を
最
大
限
に
生
か
し
た

体
制
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

就
任
し
た
ば
か
り
の
齋
藤
防
災
監
に
は
、
ま
ず
気
掛
か
り
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
職
員
の
意
欲
で
あ
る
。
大
震
災
の
あ

っ
た
年
の
四
月
に
は
防
災
組
織
の
改
編
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
業
務
を
切
り
離
し
消
防
防
災
課
三
十
二
人
体
制
と
な
っ

て
い
た
。

　

急
増
し
た
業
務
に
対
応
す
る
急
場
づ
く
り
の
執
務
室
。
防
災
監
が
部
屋
に
入
っ
て
行
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
は

机
の
上
の
作
業
に
専
念
し
て
い
て
、
目
を
合
わ
せ
な
い
。
疲
れ
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
劣
悪
な
環
境
の
も
と
で
の
激

務
の
連
続
で
、
職
員
の
士
気
は
か
な
り
低
下
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
職
場
に
一
体
感
が
な
い
。
震
災

か
ら
一
年
が
経
過
し
業
務
が
集
中
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
と
は
言
え
、
こ
れ
は
ま
ず
い
。

　

と
き
あ
た
か
も
桜
花
満
開
の
時
期
、
そ
の
日
は
残
業
を
止
め
て
全
員
で
県
庁
の
裏
山
で
缶
ビ
ー
ル
で
の
さ
さ
や
か
な

夜
桜
見
物
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
四
月
の
寒
空
の
な
か
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
参
加
し
て
の
楽
し
い
会
と
な
っ

た
。
職
員
に
と
っ
て
は
、
久
し
振
り
の
息
抜
き
で
あ
る
。
そ
の
頃
か
ら
職
員
の
態
度
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
が
感
じ
ら

れ
た
。

　

次
は
職
場
環
境
の
改
善
で
あ
る
。
四
月
の
県
庁
の
人
事
異
動
、
組
織
改
編
に
合
わ
せ
て
、
県
庁
全
体
の
部
屋
割
り
が

ほ
ぼ
終
わ
り
か
け
て
い
た
。
そ
こ
で
貝
原
知
事
に
直
訴
し
、
県
庁
の
中
心
を
占
め
る
庁
舎
の
一
階
、
二
階
の
一
等
地
を

防
災
部
局
の
部
屋
と
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
県
庁
の
銀
座
通
り
を
防
災
部
局
が
占
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
執
務
環

境
は
格
段
の
改
善
と
な
っ
た
。
職
員
の
士
気
も
当
然
上
が
っ
た
。

　

大
震
災
は
、
情
報
の
収
集
・
発
信
の
面
で
も
大
き
な
課
題
を
残
し
て
い
た
。
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県
下
の
市
町
、
防
災
関
係
機
関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
も
急
が
れ
て
い
た
。
大
震
災
を
経
験
し
た
兵
庫
ら
し
い

情
報
シ
ス
テ
ム
と
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
日
夜
、
検
討
が
重
ね
ら
れ

た
。
暫
定
的
に
整
備
さ
れ
て
い
た
災
害
対
策
本
部
会
議
室
を
、
い
か
な
る
災
害
事

案
に
も
対
応
出
来
る
、
多
機
能
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
備
え
た
防
災
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
再
整
備
す
る
こ
と
も
課
題
で
あ
っ
た
。
初
動
要
員
の
確
保
が
ほ
と
ん
ど

出
来
な
か
っ
た
苦
い
経
験
か
ら
、
初
動
要
員
の
待
機
宿
舎
を
県
庁
近
辺
に
整
備
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
課
題
山
積
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
県
庁
に
隣
接
し
て
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
、
災
害

待
機
宿
舎
も
整
備
さ
れ
た
。
県
民
局
単
位
で
の
備
蓄
倉
庫
を
中
心
に
し
た
防
災
拠

点
の
整
備
も
進
み
、
神
戸
の
後
背
地
の
三
木
市
に
は
、
普
段
は
陸
上
競
技
場
（
観

客
席
の
下
を
備
蓄
倉
庫
と
し
て
活
用
）、
屋
内
テ
ニ
ス
場
、
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー

場
と
し
て
活
用
し
、
災
害
時
に
は
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
防
災
公
園
や
消
防
学
校
、
防
災
訓
練
場
な
ど
が
整
備
さ

れ
た
。

　

地
域
防
災
計
画
の
全
面
的
な
見
直
し
や
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も
必
要
で
あ
っ
た
。

　

防
災
組
織
の
拡
充
は
年
々
図
ら
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
で
は
、
防
災
監
、
副
防
災
監
の
も
と
に
防
災
企
画
局
、
災
害
対

策
局
の
二
局
が
置
か
れ
、
防
災
企
画
課
、
防
災
計
画
室
、
復
興
支
援
課
、
災
害
対
策
課
、
防
災
情
報
室
、
消
防
課
の
四

課
二
室
、
総
勢
七
十
人
体
制
と
な
っ
た
。
震
災
当
時
と
比
較
す
る
と
隔
世
の
感
で
あ
る
。

兵庫県災害対策センター
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試
練
の
中
か
ら

　

防
災
監
の
誕
生
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
し
て
、兵
庫
県
内
で
全
国
初
の
大
き
な
事
件
、事
故
、災
害
が
相
次
い
だ
。

　

危
機
管
理
対
応
に
ま
だ
ま
だ
習
熟
し
て
い
な
い
防
災
監
や
防
災
職
員
に
は
試
練
の
日
々
が
続
く
。
ど
う
し
て
兵
庫
ば

か
り
に
起
き
る
の
か
と
、
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
天
を
仰
ぐ
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
事
案
処

ロシｱタンカー重油流出事故（但馬海岸）

理
を
通
じ
て
組
織
の
専
門
性
は
確
実
に
高
ま
っ
て
行
っ
た
。

　

防
災
監
に
就
任
し
た
翌
年
の
一
九
九
七
年
に
は
、
早
速
大
き
な
試
練
が
訪
れ

た
。
日
本
海
沿
岸
で
起
き
た
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
重
油
流
出
事
故
で
あ
る
。
石
川

県
や
福
井
県
の
状
況
ば
か
り
が
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
な
か
、
延
長
約

九
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
兵
庫
県
の
日
本
海
側
の
海
岸
線
に
も
大
量
の
重

油
が
漂
着
し
、
そ
の
対
応
に
組
織
を
挙
げ
て
立
ち
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
事
案
で
は
、
①
重
油
処
理
の
専
門
知
識
、
②
広
域
災
害
で
の
関
係
機
関
の
連

携
、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
の
た
め
の
情
報
発
信
の
必
要
性
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

そ
れ
以
降
も
毎
年
の
よ
う
に
、
防
災
・
危
機
管
理
事
案
が
発
生
し
た
。

　

神
戸
の
中
心
部
を
流
れ
る
都
市
河
川
の
新
湊
川
の
溢
水
事
故
対
応
で
は
、
①

現
場
の
対
応
、
②
被
災
者
視
点
で
の
対
応
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

二
〇
〇
四
年
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
案
件
で
も
多
く
の
も
の
を



96

学
ん
だ
。
京
都
で
発
生
し
た
事
案
が
す
ぐ
に
兵
庫
に
飛
び
火
す
る
と
は
思
わ

ず
、
当
初
は
京
都
府
の
担
当
者
に
同
情
す
ら
し
て
い
た
が
、
兵
庫
も
そ
の
舞

台
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
京
都
で
発
病
し
た
養
鶏
場
の
本
社
が
兵
庫
県
姫
路

市
内
に
あ
り
、
県
内
に
幾
つ
も
系
列
の
養
鶏
場
を
運
営
し
て
い
た
。
し
か

も
、
京
都
の
養
鶏
場
の
病
鶏
の
食
肉
処
理
を
兵
庫
県
内
の
八
千
代
町
の
食
肉

加
工
場
で
処
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
京
都
の
養
鶏
場
か
ら
運
ば
れ
て
い
る

病
鶏
の
処
分
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
事
案
の
対
応
で
は
京
都
か
ら
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
よ
る
情
報
連
絡
を
見
落
と
し
、
初
動
対
応
に
遅
れ
が
生
じ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
①
重
要
情
報
の
伝
達
確
認
、
②
迅
速
対
応
、
③
風
評
被
害
対
策
、
④

関
係
機
関
の
連
携
の
重
要
性
な
ど
も
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
事
案
で
あ
つ

た
。

　

二
〇
〇
五
年
の
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
脱
線
事
故
で
も
、
①
関
係
機
関
の
連
携
、 

②
近
隣
住
民
の
共
助
を
認
識
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
五
月
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
国
内
初
感
染
者
の
発
生
時
に
は
、
①
風
評
被
害
対
策
、
②
情
報
体
制
、

③
安
心
情
報
の
発
信
、
④
医
療
機
関
、
教
育
機
関
等
と
の
連
携
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
た
。

　

京
都
府
北
部
と
北
但
馬
地
域
を
襲
っ
た
二
〇
〇
四
年
十
月
の
台
風
第
（（
号
で
は
死
者
二
十
六
名
の
被
害
が
出
た
。
二

〇
〇
九
年
八
月
に
記
録
的
な
豪
雨
が
襲
っ
た
佐
用
町
災
害
で
は
死
者
二
十
名
、
行
方
不
明
二
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
対
応
で
は
、
①
豪
雨
災
害
の
対
応
の
在
り
方
や
、
②
第
一
義
的
な
防
災
対
応
の
責
務
を
持
つ
市
町
村
の
防
災

体
制
強
化
の
必
要
性
、
③
過
去
の
災
害
経
験
だ
け
に
と
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
危
険
性
、
④
記
者
会
見
な
ど
の
報
道
対
応

の
重
要
性
、
⑤
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
の
必
要
性
、
⑥
避
難
勧
告
等
の
迅
速
決
定
の
重
要
性
、
⑦
住
民
へ
の
情
報
発
信
の
重

台風第2３号被害（豊岡市）
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要
性
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

防
災
監
が
誕
生
し
て
以
降
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
十
五
年
間
に
、
兵
庫
県
内
で
次
の
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
。

・
一
九
九
六
年
四
月
二
十
九
日　

姫
路
市
で
林
野
火
災

・
一
九
九
六
年
五
月
十
日
〜
十
一
月
十
三
日　

県
内
で
Ｏ
︱
１
５
７
患
者
多
数
発
生

・
一
九
九
七
年
一
月
二
日
〜
四
月
五
日　

ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
「
ナ
ホ
ト
カ
号
」
重
油
流
出
事
故

・
一
九
九
七
年
二
月
十
日
〜
六
月
二
十
八
日　

神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件
発
生
（
死
者
二
、
重
軽
傷
三
名
）

・
一
九
九
七
年
七
月
十
三
日　

梅
雨
前
線
豪
雨
宝
塚
で
が
け
崩
れ
（
死
者
四
名
）

・
一
九
九
八
年
九
月
二
十
二
日　

神
戸
市
内
都
市
河
川
「
新
湊
川
」
水
害

・
一
九
九
八
年
十
月
十
七
日　

台
風
第
（（
号
西
宮
市
高
潮
（
全
壊
半
壊
二
、
床
上
浸
水
十
三
）

・
一
九
九
九
年
五
月
二
日
〜
三
日　

相
生
市
で
林
野
火
災

・
一
九
九
九
年
六
月
二
十
九
日　

神
戸
市
内
都
市
河
川
「
新
湊
川
」
水
害

・
二
〇
〇
〇
年
五
月
八
日　

ス
ク
ラ
ッ
プ
か
ら
の
放
射
線
検
出

・
二
〇
〇
〇
年
八
月
十
三
日
〜
十
四
日　

姫
路
市
で
林
野
火
災

・
二
〇
〇
一
年
七
月
二
十
一
日　

明
石
市
民
夏
祭
り
花
火
大
会
事
故
（
死
者
十
一
名
）

・
二
〇
〇
二
年
三
月
十
九
日
〜
二
十
日　

宝
塚
市
で
林
野
火
災

・
二
〇
〇
二
年
三
月
三
十
一
日
〜
四
月
八
日　

島
根
県
沖
で
ア
イ
ガ
ー
号
沈
没
、
重
油
流
出
事
故

・
二
〇
〇
三
年
五
月
十
六
日
〜
二
十
七
日　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
外
国
人
旅
行
者
県
内
旅
行

・
二
〇
〇
四
年
二
月
二
十
七
日
〜
四
月
十
三
日　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

・
二
〇
〇
四
年
四
月
十
二
日
〜
十
三
日　

宝
塚
市
で
林
野
火
災
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・
二
〇
〇
四
年
八
月
三
十
日
〜
三
十
一
日　

台
風
第
16
号
（
死
者
三
名
）

・
二
〇
〇
四
年
九
月
七
日
〜
八
日　

台
風
第
18
号

・
二
〇
〇
四
年
九
月
二
十
九
日
〜
三
十
日　

台
風
第
21
号　

・
二
〇
〇
四
年
十
月
二
十
日
〜
二
十
一
日　

台
風
第
23
号
（
死
者
二
十
六
名
）

・
二
〇
〇
五
年
四
月
二
十
五
日　

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
列
車
脱
線
事
故
（
死
者
百
七
名
）

・
二
〇
〇
六
年
七
月
五
日　

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

・
二
〇
〇
六
年
十
月
九
日　

北
朝
鮮
の
核
実
験

・
二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
日　

宝
塚
市
で
カ
ラ
オ
ケ
店
火
災
（
死
者
三
名
）

・
二
〇
〇
七
年
五
月
十
四
日
〜
十
五
日　

西
脇
市
で
林
野
火
災

・
二
〇
〇
八
年
一
月
五
日　

中
国
産
冷
凍
餃
子
に
よ
る
健
康
被
害

・
二
〇
〇
八
年
三
月
五
日
〜
二
〇
〇
九
年
九
月
二
十
八
日　

 

明
石
海
峡
船
舶
衝
突
事
故
（
死
者
三
名
、
行
方
不
明

一
名
）

・
二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
八
日　

神
戸
市
都
市
河
川
「
都
賀
川
」
増
水
（
死
者
六
名
）

・
二
〇
〇
九
年
四
月
五
日　

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射

・
二
〇
〇
九
年
四
月
十
一
日
〜
十
四
日　

加
古
川
市
で
林
野
火
災

・
二
〇
〇
九
年
五
月
十
六
日
〜
七
月
二
十
三
日　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
国
内
初
感
染
者
発
生

・
二
〇
〇
九
年
八
月
九
日　

台
風
第
9
号
（
死
者
二
十
名
、
行
方
不
明
二
名
）

・
二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日　

加
古
川
市
で
林
野
火
災

・
二
〇
〇
九
年
十
月
二
十
四
日
〜
二
十
五
日　

南
あ
わ
じ
市
で
林
野
火
災
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心
得
三
十
六
カ
条

　

こ
の
よ
う
な
事
案
処
理
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、
兵
庫
の
防
災
体
制
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
確
実
に
強
化
さ

れ
て
い
っ
た
。
地
方
自
治
体
の
防
災
体
制
と
し
て
は
、
ま
さ
に
全
国
屈
指
の
体
制
が
築
か
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

全
国
各
地
で
発
生
す
る
災
害
や
事
故
対
応
に
対
し
て
の
批
判
が
提
起
さ
れ
る
度
に
、
体
験
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
事
柄

を
少
し
で
も
役
立
た
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
初
代
防
災
監
齋
藤
は
、
そ
の
後
の
副
知
事
と
し
て
の
対

応
経
験
も
合
わ
せ
て
、体
験
し
た
数
多
く
の
事
案
処
理
の
な
か
か
ら
学
ん
だ
「
防
災
・
危
機
管
理
の
心
得
」
を
ま
と
め
、

防
災
研
修
な
ど
を
通
じ
て
自
治
体
職
員
に
教
訓
と
経
験
を
伝
え
て
い
る
。

　

そ
の
心
得
の
一
つ
に
、「
専
門
職
員
を
活
用
す
る
」
が
あ
る
。
自
治
体
組
織
の
中
に
四
六
時
中
、
防
災
・
危
機
管
理

の
こ
と
を
専
門
に
考
え
て
い
る
職
員
が
い
る
こ
と
が
、
自
治
体
の
防
災
力
を
強
化
す
る
近
道
で
あ
る
と
の
強
い
思
い
か

ら
の
心
得
で
あ
る
。

　

そ
の
心
得
の
要
点
は
、 

①
危
機
管
理
事
案
の
対
応
に
は
、
危
機
管
理
に
一
定
の
能
力
・
専
門
知
識
を
備
え
た
責
任
者

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
②
ト
ッ
プ
は
日
常
的
な
業
務
の
処
理
範
囲
が
広
く
、
ま
た
、
多
忙
で
あ
る
た
め
危
機
事
案
の
発

生
の
み
を
注
視
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
危
機
発
生
時
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
な
れ
て
い
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
、
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
③
防
災
監
・
危
機
管
理
監
な
ど
の
危
機
管
理
責
任
者
を
置
く
こ
と
が
有
効

で
あ
る
こ
と
、
④
危
機
管
理
責
任
者
は
、
必
要
な
能
力
を
備
え
、
出
来
る
だ
け
ト
ッ
プ
と
意
思
が
通
じ
や
す
い
者
を
配

置
し
、
危
機
対
応
に
お
け
る
組
織
上
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
て
、
防
災
・
危
機
管
理
業
務
の
処
理
に
つ
い
て
の
強
い

権
限
を
持
た
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
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心
得
の
三
十
六
カ
条
で
あ
る
。

第
一
条　
　
　

対
応
拠
点
設
備
等
を
整
備
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
条　
　
　

平
時
か
ら
の
組
織
体
制
を
整
備
す
る

第
三
条　
　
　

専
門
職
員
を
活
用
す
る

第
四
条　
　
　

非
常
時
に
は
対
応
態
勢
を
迅
速
に
立
ち
上
げ
る

第
五
条　
　
　

対
応
は
、
ト
ッ
プ
が
前
面
に
出
る

第
六
条　
　
　

非
常
時
の
出
務
は
迅
速
に
す
る

第
七
条　
　
　

判
断
指
標
を
活
用
し
迅
速
決
定
す
る

第
八
条　
　
　

支
援
・
受
援
の
体
制
を
整
備
し
て
お
く

第
九
条　
　
　

災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
を
充
実
し
て
お
く

第
十
条　
　
　

自
助
、
共
助
体
制
の
促
進
を
図
る

第
十
一
条　
　

記
者
会
見
の
心
得
を
習
得
し
て
お
く

第
十
二
条　
　

災
害
対
策
本
部
会
議
の
公
開
は
、
二
段
階
方
式
を
と
る

第
十
三
条　
　

兵
站
に
配
慮
す
る

第
十
四
条　
　

地
道
な
積
み
重
ね
を
評
価
す
る

第
十
五
条　
　

防
災
・
危
機
管
理
の
人
材
を
育
て
る

第
十
六
条　
　
「
安
全
神
話
」
を
信
じ
な
い

第
十
七
条　
　

過
去
の
経
験
だ
け
で
判
断
し
な
い

第
十
八
条　
　

最
悪
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
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第
十
九
条　
　

他
の
地
域
、
他
の
機
関
の
対
応
事
案
に
学
ぶ

第
二
十
条　
　

ト
ッ
プ
の
立
場
で
の
対
応
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

第
二
十
一
条　

被
災
者
の
視
点
を
大
切
に
す
る

第
二
十
二
条　

過
剰
対
応
を
無
駄
と
は
思
わ
な
い

第
二
十
三
条　

本
当
の
成
果
は
「
無
被
害
」
で
あ
る

第
二
十
四
条　

常
に
即
応
で
き
る
準
備
を
整
え
て
お
く

第
二
十
五
条　

計
画
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
熟
知
し
て
お
く

第
二
十
六
条　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
本
に
行
動
し
、
臨
機
対
応
力
も
身
に
付
け
て
お
く

第
二
十
七
条　

支
援
を
求
め
る
勇
気
を
持
つ

第
二
十
八
条　

情
報
は
目
的
を
持
っ
て
集
め
る

第
二
十
九
条　

情
報
の
空
白
地
域
が
最
も
被
害
が
出
て
い
る
と
認
識
す
る

第
三
十
条　
　

重
要
情
報
の
伝
達
は
、
必
ず
確
認
す
る

第
三
十
一
条　

被
害
想
定
を
活
用
す
る

第
三
十
二
条　

非
常
時
対
応
設
備
、
シ
ス
テ
ム
は
平
時
か
ら
使
う

第
三
十
三
条　

実
戦
的
訓
練
か
ら
弱
点
を
探
る

第
三
十
四
条　

防
災
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
心
が
け
る

第
三
十
五
条　

記
録
を
採
り
、
残
す

第
三
十
六
条　

教
訓
を
繋
ぐ

　

す
べ
て
が
体
験
か
ら
学
ん
だ
教
訓
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
教
訓
が
防
災
担
当
職
員
等
に
確
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
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こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

 　
　

充
実
の
波
、広
が
る

　

兵
庫
で
始
ま
っ
た
地
方
自
治
体
の
防
災
体
制
の
充
実
の
波
は
、
着
実
に
全
国
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
に
続
い
た
、
鳥
取
県
西
部
地
震
や
新
潟
で
の
地
震
、
各
地
で
続
い
た
豪
雨
災
害
な
ど
大
災

害
を
経
験
し
た
自
治
体
を
中
心
に
、
防
災
責
任
者
の
設
置
や
防
災
組
織
・
設
備
の
充
実
、
防
災
人
材
の
育
成
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

　

消
防
庁
の
調
査
に
よ
る
と
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
現
在
の
全
国
都
道
府
県
に
お
け
る
防
災
・
危
機
管
理
専
門
職
の
配

置
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
特
別
職
相
当
又
は
部
（
局
）
長
よ
り
も
上
席
の
理
事
等　
　

六
都
県
（
一
三
％
）

　
　
　

東
京
都
（
危
機
管
理
監
）、
新
潟
県
（
危
機
管
理
監
）、
三
重
県
（
危
機
管
理
統
括
監
）、

　
　
　

兵
庫
県
（
防
災
監
）、
奈
良
県
（
理
事
兼
危
機
管
理
監
）、
佐
賀
県
（
防
災
監
）

　

・
部
（
局
）
長
級　
　

三
十
四
道
府
県
（
七
二
％
）

北
海
道
（
危
機
管
理
監
）、
青
森
県
（
危
機
管
理
監
）、
秋
田
県
（
危
機
管
理
監
）、
山
形
県
（
危
機
管
理
監
）、

福
島
県
（
直
轄
理
事
兼
安
全
管
理
監
）、
茨
城
県
（
理
事
兼
防
災
危
機
管
理
局
長
）、
栃
木
県
（
危
機
管
理
監
）、

群
馬
県
（
危
機
管
理
監
）、埼
玉
県
（
危
機
管
理
防
災
部
長
）、千
葉
県
（
防
災
危
機
管
理
部
長
）、神
奈
川
県
（
安

全
防
災
局
長
）、富
山
県（
知
事
政
策
局
長
兼
危
機
管
理
監
）、石
川
県（
危
機
管
理
監
）、福
井
県（
危
機
対
策
監
）、

山
梨
県
（
防
災
危
機
管
理
監
）、
長
野
県
（
危
機
管
理
監
兼
危
機
管
理
部
長
）、
岐
阜
県
（
危
機
管
理
統
括
監
）、



103

第 3 章

静
岡
県
（
危
機
管
理
監
兼
危
機
管
理
部
長
）、
愛
知
県
（
防
災
局
長
）、
滋
賀
県
（
防
災
危
機
管
理
監
兼
防
災
危

機
管
理
局
長
）、
京
都
府
（
危
機
管
理
監
）、
大
阪
府
（
危
機
管
理
監
）、
和
歌
山
県
（
危
機
管
理
監
）、
鳥
取
県

（
危
機
管
理
局
長
）、島
根
県
（
防
災
部
長
）、岡
山
県
（
危
機
管
理
監
）、広
島
県
（
危
機
管
理
監
）、徳
島
県
（
危

機
管
理
部
長
）、
香
川
県
（
危
機
管
理
総
局
長
）、
高
知
県
（
危
機
管
理
部
長
）、
長
崎
県
（
危
機
管
理
監
）、
宮

崎
県
（
危
機
管
理
統
括
監
）、
鹿
児
島
県
（
統
括
危
機
管
理
監
兼
危
機
管
理
局
長
）、
沖
縄
県
（
知
事
公
室
長
兼

危
機
管
理
監
）

　

・
部
（
局
）
次
長
級　
　

七
県
（
一
五
％
）

岩
手
県
（
総
合
防
災
室
長
）、
宮
城
県
（
危
機
管
理
監
）、
山
口
県
（
危
機
管
理
監
）、
愛
媛
県
（
防
災
局
長
）、

福
岡
県
（
防
災
危
機
管
理
局
長
）、
熊
本
県
（
危
機
管
理
監
）、
大
分
県
（
危
機
管
理
監
）

　

四
十
七
都
道
府
県
す
べ
て
に
防
災
・
危
機
管
理
の
専
門
ポ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
職
は
、
部

（
局
）
次
長
級
以
上
の
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、防
災
・
危
機
管
理
事
案
に
対
す
る
一
定
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
過
去
に
大
災
害
を
経
験
も
し
く
は
近
い
将
来
大
地
震
が
予
測
さ
れ
る
都
府
県
で
は
、
特
別
職
相
当
の
職
と

し
て
置
き
、
防
災
・
危
機
管
理
に
対
し
て
の
備
え
を
充
実
し
て
い
る
。

　

消
防
庁
の
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
総
合
的
な
危
機
管
理
体
制
の
整
備
に
関
す
る
検
討
会
」
の
二
〇
〇
七
年
度
報

告
書
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
で
の
二
〇
〇
一
年
度
に
お
け
る
危
機
管
理
専
門
幹
部
の
設
置
状
況
は
、
部
長
級
よ
り
上
席

が
兵
庫
県
の
み
の
一
団
体
、
部
長
級
が
九
団
体
、
次
長
級
が
八
団
体
、
設
置
な
し
が
二
十
九
団
体
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

す
る
と
急
速
な
充
実
で
あ
る
。
十
二
年
間
で
す
べ
て
の
団
体
に
危
機
管
理
専
門
幹
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
都
道
府

県
に
お
け
る
危
機
管
理
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
八
五
％
の
団
体
が
部
長
級
ま
た

は
そ
れ
以
上
の
危
機
管
理
専
門
幹
部
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
部
局
へ
の
指
揮
命
令
を
容
易
に
し
た
り
、
全
庁
的
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な
総
合
調
整
力
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
、
機
動
的
な
対
応
を
行
え
る
組
織
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
の
防
災
体
制
は
格
段
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
肝
心
の
市
町
村
防
災
体
制
の
整
備

は
遅
れ
て
い
る
。
災
害
を
経
験
す
る
都
度
に
、
第
一
線
で
の
災
害
対
応
の
責
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
は
あ
る

が
、
そ
の
必
要
性
は
十
分
認
識
は
さ
れ
て
い
て
も
、
財
政
力
も
弱
く
、
職
員
も
少
な
い
市
町
村
で
は
体
制
整
備
に
手
が

回
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
な
の
だ
。

　

二
〇
一
三
年
に
起
き
た
東
京
都
大
島
町
の
事
案
を
み
て
も
、
い
か
に
政
府
や
都
の
体
制
が
整
っ
て
い
て
も
、
市
町
村

の
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
限
り
、
災
害
現
場
で
の
対
応
は
大
混
乱
し
、
対
応
が
遅
れ
守
れ
る
命
も
守
れ
な
く
な
る
の
で

あ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
兵
庫
県
内
の
市
町
の
状
況
を
み
て
も
、
防
災
監
な
ど
の
防
災
専
門
職
幹
部
を

配
置
し
て
い
る
市
町
は
、
三
分
の
一
程
度
の
十
四
市
町
の
み
で
あ
る
。
市
町
の
規
模
に
も
よ
る
が
、
防
災
担
当
職
員
が

五
人
以
下
の
市
町
が
二
十
四
市
町
と
約
六
〇
％
を
占
め
、
し
か
も
、
小
規
模
な
市
町
で
は
専
任
職
員
は
置
か
ず
、
他
業

務
と
の
兼
務
職
員
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
災
害
対
応
の
最
前
線
を
担
う
市
町
村
の
防
災
力
を
充
実

強
化
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
消
防
職
員
の
配
置
や
消
防
車
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
市

町
村
に
対
し
て
消
防
力
の
整
備
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
防
災
力
に
つ
い
て
も
、
人
口
や
面
積
、
災
害
歴
な
ど
を
勘
案

し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
適
切
な
職
員
体
制
や
設
備
な
ど
の
整
備
基
準
を
設
け
、
併
せ
て
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の

補
助
制
度
な
ど
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
町
村
の
防
災
力
が
強
化
さ
れ
て
初
め
て
、
自
治
体
防
災
力
の
充
実
が
成

し
得
る
の
で
あ
る
。
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歩
み
を
確
か
な
も
の
に

　

二
〇
一
一
年
九
月
八
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
て
「
自
治
体
災
害
対
策
全
国

会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
貝
原
俊
民
前
兵
庫
県
知
事
は
、
感
慨
無
量
の
気
持
ち
で
い
た
。

　

会
場
を
埋
め
尽
く
す
全
国
か
ら
参
集
し
た
自
治
体
の
防
災
関
係
者
の
姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
予
て
か
ら
の
思
い

が
実
現
に
向
け
て
確
か
に
歩
み
始
め
た
と
の
実
感
が
あ
っ
た
。

　

全
国
の
自
治
体
が
防
災
課
題
に
対
し
て
連
帯
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
貝
原
前
知
事
に

は
一
つ
の
お
手
本
と
な
る
事
業
が
あ
っ
た
。

　

一
九
二
三
年
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
首
都
東
京
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
東
京
の
復
興
に
際
し
、
欧
米
で

の
都
市
計
画
の
手
法
を
導
入
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
の
事
務
局
を
担
当
し
た
の
が
シ
ン
ク
タ
ン
ク
東
京
市
政
調
査
会
で

あ
っ
た
。
こ
の
調
査
会
を
前
身
と
し
て
そ
の
後
、
全
国
の
都
市
問
題
を
考
え
よ
う
と
組
織
さ
れ
た
の
が
全
国
都
市
問
題

会
議
で
あ
り
、
現
在
も
、
全
国
町
村
会
に
引
き
継
が
れ
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
組
織
が
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
は

勿
論
、
全
国
各
地
の
近
代
的
な
都
市
計
画
づ
く
り
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

　

全
国
自
治
体
同
士
の
取
り
組
み
の
先
駆
け
と
な
り
、
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ
の
組
織
と
同
様
の
組
織
が
、
自
治
体
防

災
力
の
強
化
に
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験
を
通
じ
て
、
分
権
型
の
防
災
体
制
を
充
実
強
化
し
、
名
実
と
も
に
自
治
体
の
災
害
対
応

能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
た
、
貝
原
前
知
事
な
ら
で
は
の
思
い
で
あ
っ
た
。
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災
害
を
体
験
し
た
自
治
体
の
防
災
力
は
確
実
に
向
上
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
団
体
が
大
災
害
を
経
験
す
る

こ
と
は
な
い
し
、ま
た
、大
災
害
を
経
験
し
な
い
限
り
災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
機
会
が
な
い
の
で
は
困
る
の
で
あ
る
。

何
時
、
ど
の
団
体
が
大
災
害
に
襲
わ
れ
る
か
も
分
か
ら
な
い
し
、
災
害
を
経
験
し
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
あ
る
。

　

全
国
の
自
治
体
が
こ
の
問
題
を
共
有
し
、
自
治
体
防
災
専
門
家
同
士
が
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
能
力
を

高
め
、
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
だ
。

　

こ
の
会
議
の
実
行
委
員
長
の
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
も
、
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
た
。
つ
ね
づ
ね
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
教
訓
を
繋
ぎ
生
か
す
た
め
の
機
会
が
あ
れ
ば
と
願
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
開
会
の
挨
拶
で
「
思
い
も
し
な
い
大

災
害
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
ど
う
対
処
し
、
復
旧
・
復
興
を
如
何
に
進
め
る
か
は
、
過
去
の
災
害
の
体
験
・
情
報
・
知
見

を
共
有
し
、
そ
の
上
に
対
策
を
取
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
」
と
、
こ
の
会
議
の
意
義
を
説
い
た
。

　

会
議
の
初
日
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
、
佐
藤
仁
南
三
陸
町
長
の
報
告
で
始
ま
っ
た
。

　

被
災
地
で
指
揮
を
執
っ
た
自
治
体
の
ト
ッ
プ
が
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
得
た
課
題
や
教
訓
を
具
体
的
に
提
起
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
職
員
が
学
ぶ
、
そ
し
て
防
災
を
基
軸
に
強
く
連
携
を
強
め
て
い
く
、
会
場
は
防
災
の
最
前
線
を
担

う
自
治
体
職
員
の
熱
気
が
充
満
し
て
い
た
。

　

自
治
体
防
災
強
化
を
目
指
す
全
国
組
織
の
大
き
な
歩
み
が
始
ま
っ
た
。
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参
考
文
献

務 

台
俊
介
・
総
務
省
消
防
庁
防
災
課
長 

『
米
国
政
府
の
危
機
管
理
の
経
験
と
日
本
へ
の
示
唆
︱
米
国
危
機
管
理
庁
ウ
イ
ッ
ト
前
長
官

の
講
演
か
ら
⑴
・
⑵
』（
二
〇
〇
二
年
、
季
刊 

消
防
科
学
と
情
報
）

FED
ERA

L EM
ERGEN

CY
 M

A
N

A
GEM

EN
T

『
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
あ
れ
か
ら
一
年
』

　
　
　
（
一
九
九
五
年
、AGEN

CY

、西
宮
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク〈
訳
書
〉、
久
米
直
明
訳〈
聖
母
女
学
院
短
期
大
学
〉）

藤 
本
一
美
・
末
次
俊
之 

（
専
修
大
学
法
学
部
教
授
・
助
教
授
）『
東
日
本
大
震
災
後
の
日
米
関
係
と
「
米
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
」』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
二
年
、
専
修
大
学
法
学
研
究
所
）

村
上
夫
・
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授 

「
米
国
・
緊
急
事
態
管
理
庁
の
組
織
再
編
と
そ
の
影
響
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （『
先
端
社
会
研
究
︱
第
5
号
︱
特
集
「
災
害
復
興
制
度
の
研
究
」』、
二
〇
〇
六
年
、

関
西
学
院
大
学
出
版
会
）

ロ 

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
一
周
年
報
告
書
『
地
震
の
直
後
に
︱
準
備
さ
れ
て
い
た
市
の
対
応
︱
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
五
年
、
東
京
都
総
務
局　

監
・
訳
）

「 

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
答
申　

地
方
制
度
調
査
会
」（『
自
治
研
究
第
七
一
巻
第
一
号
』、
一
九
九
五
年
、
良
書
普
及
会
）

岩 

崎
美
紀
子
・
筑
波
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
教
授 

「
地
方
分
権
改
革
の
回
顧
と
展
望　
（
一
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
月
刊
地
方
自
治　

第
七
〇
六
号
』、
二
〇
〇
六
年
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）　

貝
原
俊
民　
『
行
雲
流
水
「
地
方
分
権
推
進
」』（
二
〇
〇
八
年
）

貝
原
俊
民　
『
兵
庫
県
知
事
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
︱
15
年
の
記
録
︱
』（
二
〇
〇
九
年
、
丸
善
）

貝
原
俊
民　
『
大
震
災
1
0
0
日
の
記
録　

兵
庫
県
知
事
の
手
記
』（
一
九
九
五
年
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）

 

福
永
弘
樹
・
広
島
大
学
大
学
院
生
物
圏
科
学
研
究
科
、
林
春
男
・
広
島
大
学
総
合
科
学
科 

　
　
　
　
　
「
我
が
国
の
防
災
体
制
の
定
量
的
評
価
」『
地
域
安
全
学
会
論
文
報
告
集
⑶
』（
一
九
九
三
年
、
地
域
安
全
学
会
）

兵 

庫
県
・
震
災
対
策
国
際
総
合
検
証
会
議
編 

『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
「
震
災
対
策
国
際
総
合
検
証
事
業　

検
証
報
告　

第
六
巻
」』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
〇
年
）

貝
原
俊
民　
『
朝
日
新
聞
「
論
壇
」』（
一
九
九
五
年
二
月
一
七
日
付
）

総
理
府
阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部
編
『
阪
神
・
淡
路
地
域
復
興
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム　

会
議
記
録
集
』（
一
九
九
五
年
）



108

内 

閣
府
（
防
災
担
当
）
資
料
『
発
災
時
に
お
け
る
政
府
の
情
報
収
集
・
集
約
の
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
二
年
七
月
）

消
防
庁
『
都
道
府
県
に
お
け
る
部
次
長
級
以
上
の
防
災
・
危
機
管
理
専
門
職
』（
二
〇
一
三
年
）

自
治
体
災
害
対
策
全
国
会
議
実
行
委
員
会
編
『
第
一
回
「
自
治
体
災
害
対
策
全
国
会
議
」
の
記
録
』（
二
〇
一
一
年
）
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第
四
章

実
践
的
防
災
を
先
導
す
る

　
　
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

河
田 

惠
昭



著
　
者

　
　

河
田　

惠
昭
（
か
わ
た
・
よ
し
あ
き
）　

　
　

関
西
大
学
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
長

　
　

兵
庫
県
立
大
学
特
任
教
授

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
防
災
研
究
所
教
授

　
　

一
九
九
六
年
〜
二
〇
〇
四
年

　
　
　
　
　
　
　

 　

京
都
大
学
防
災
研
究
所
巨
大
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
長

　
　

二
〇
〇
二
年
〜
現
在

　
　
　
　
　
　
　

 　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
長

　
　

二
〇
〇
五
年
〜
二
〇
〇
七
年　

京
都
大
学
防
災
研
究
所
長

　
　

二
〇
〇
九
年　

京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

関
西
大
学
都
市
環
境
工
学
部
教
授

　
　

二
〇
一
〇
年
〜
二
〇
一
二
年　

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
長
・
教
授

　
　

二
〇
一
二
年
〜
関
西
大
学
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
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兵
庫
県
参
与
、セ
ン
タ
ー
長
就
任
と
当
時
の
学
術
研
究
事
情

震
災
直
後
の
学
術
研
究
事
情

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
発
足
し
た
が
、
そ
の
約
二
年
前
の

二
〇
〇
〇
年
度
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
整
備
室
が
設
け
ら
れ
、
開
設
準
備
推
進
委

員
会
委
員
長
と
し
て
、
京
都
大
学
防
災
研
究
所
教
授　

河
田
惠
昭
が
任
命
さ
れ
た
。
兵
庫
県
参
与
の
身
分
で
あ
っ
た
。

当
時
、
五
十
四
歳
だ
っ
た
河
田
惠
昭
は
、
働
き
盛
り
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
指
名
さ
れ
た
の
か
を
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

　

こ
の
震
災
後
、
文
部
省
が
い
ず
れ
も
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
、
突
発
災
害
調
査
、
都
市
地
震
災
害
に
関
す
る
日
米
共

同
研
究
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
適
し
た
地
震
・
津
波
災
害
軽
減
技
術
の
開
発
と
そ
の
体
系
化
に
関
す
る
研
究
（
略

称
：
Ｅ
Ｑ
Ｔ
Ａ
Ｐ
）
と
い
う
大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
次
つ
ぎ
に
採
択
さ
れ
、
合
計
十
年
以
上
継
続
し
た
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
の
か
、そ
の
理
由
は
、ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
。
オ
ー
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
で
研
究
が
推
進
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
定
の
大
学
や
学
会
が
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
た
の
で
は
な

い
。
災
害
研
究
に
熱
心
に
取
り
組
む
意
思
が
あ
れ
ば
、
参
加
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
、東
日
本
大
震
災
の
場
合
と
は
随
分
と
異
な
る
。
震
災
か
ら
三
年
以
上
経
過
し
た
二
〇
一
四
年
現
在
で
も
、

ロ
ー
カ
ル
な
研
究
に
終
始
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
で
あ
る
。

　

㈠ 

東
北
大
学
が
研
究
推
進
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
り
す
ぎ
て
、
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の
共
同
研
究
と
な
ら
な
か
っ

た
。
研
究
開
始
に
当
た
っ
て
企
画
・
計
画
の
段
階
で
、
全
国
レ
ベ
ル
で
も
っ
と
多
く
の
研
究
者
や
学
会
、
大
学
の
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意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、学
内
関
係
者
の
検
討
に
よ
る
推
進
に
終
始
し
た
。
と
く
に
、

規
模
が
大
き
な
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の
発
足
に
当
た
っ
て
、
先
行
す
る
全
国
共
同
利
用
研
究
所
で
あ
る
京
都
大

学
防
災
研
究
所
な
ど
の
意
見
を
求
め
ず
、
組
織
の
あ
り
方
な
ど
を
決
定
し
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
被
災

地
域
の
唯
一
の
国
立
総
合
大
学
の
立
場
を
取
り
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。

　

㈡ 

日
本
学
術
会
議
が
、
国
内
共
同
研
究
の
司
令
塔
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
や
っ
た
こ

と
が
な
く
、
三
十
に
及
ぶ
関
連
学
会
の
寄
せ
集
め
の
よ
う
な
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
行
し
た
こ
と
に
と
ど
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
関
連
学
会
と
い
っ
て
も
、
活
動
に
は
濃
淡
が
あ
り
、
そ
れ
を
無
視
し
た
よ
う
な
運
営
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
失
敗
の
原
因
で
あ
ろ
う
。
災
害
に
関
係
し
て
、
日
本
自
然
災
害
学
会
、
地
域
安
全
学
会
、
日
本
災

害
情
報
学
会
と
い
う
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
、
七
百
〜
八
百
名
を
擁
し
、
か
つ
活
発
な
活
動
実
績
の
あ
る
三
つ
の
学

会
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
運
用
を
任
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
土
木
学
会
な
ど
の
マ
ン
モ
ス
学
会
が
調
査
研

究
遂
行
に
際
し
て
、影
響
力
を
も
つ
の
は
当
然
で
、学
術
会
議
執
行
部
が
継
続
的
な
共
同
研
究
の
推
進
も
含
め
て
、

見
識
を
示
す
よ
う
な
運
営
を
図
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

河
田
惠
昭
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
に
政
府
に
設
置
さ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
」
に
お
い
て
、
こ
の

震
災
に
関
す
る
大
型
の
国
際
学
術
研
究
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
だ
と
の
信
念
か
ら
、
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
の
橋
本
五

郎
委
員
と
と
も
に
、
積
極
的
に
発
言
し
た
が
、
文
部
科
学
省
は
終
始
一
貫
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
原

子
力
事
故
を
文
部
科
学
省
が
中
心
と
な
っ
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
学
術
研
究
ま
で
配
慮
す
る
こ
と
は
遠
慮
し
た

い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
、
研
究
費
だ
け
は
東
北
大
学
に
交
付
す
る
と

い
う
形
で
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
言
え
る
。
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県
参
与
就
任

　

河
田
惠
昭
が
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
て
県
参
与
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
震
災
直
後
か
ら
、
実
践
的
な
震

災
復
興
研
究
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
発
足
二
年
前
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
展
示
・

交
流
検
討
委
員
会
、
人
材
育
成
等
検
討
委
員
会
な
ど
、
各
種
検
討
委
員
会
が
沢
山
平
行
し
て
動
い
て
い
た
時
期
で
あ
っ

た
。
そ
の
多
く
に
関
係
し
て
い
た
河
田
惠
昭
は
、
京
都
の
防
災
研
究
所
に
い
る
時
間
よ
り
、
準
備
の
た
め
に
兵
庫
県
庁

に
い
る
時
間
の
方
が
長
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
の
か
。
切
実
な
反
省
が
あ
っ
た
。
防
災
研
究
者
と
し
て
の
反
省
は
「
こ
れ

ま
で
や
っ
て
き
た
防
災
研
究
の
成
果
は
、
被
害
軽
減
に
役
に
立
っ
て
い
な
い
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
実
は
、
不
惑
を
迎
え

た
四
十
歳
の
と
き
、
こ
れ
か
ら
わ
が
国
で
死
者
千
人
を
超
す
よ
う
な
災
害
は
、
都
市
で
起
こ
る
、
と
判
断
し
た
。
だ
か

ら
、
研
究
の
テ
ー
マ
は
そ
れ
ま
で
の
「
海
岸
・
河
川
災
害
」
か
ら
「
都
市
災
害
」
へ
と
変
更
し
た
。
そ
の
準
備
の
た
め

に
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
上
級
研
究
員
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
三
カ
月
滞
在
し
た
。
土

木
工
学
科
の
篠
塚
正
宣
研
究
室
に
滞
在
中
は
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
研
究
ず
く
め
で
あ
っ
た
。
多
く
の
教
員
と
の
意
見

交
換
や
図
書
館
で
の
文
献
調
査
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
滞
在
中
に
二
度
帰
国
し
、
土
木
学
会
海
岸
工
学
講
演
会
な
ど
の

学
会
に
参
加
し
た
。
ま
だ
、
生
ま
れ
て
四
カ
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
美
波
子
と
三
人
の
高
校
、
中
学
、
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
た
息
子
を
妻
に
託
し
て
、
決
心
し
て
留
学
し
た
の
で
あ
る
。
家
族
に
は
本
当
に
迷
惑
を
か
け
た
が
、
こ
の
留
学
の

実
行
と
体
験
は
、
今
日
ま
で
ぶ
れ
な
い
防
災
・
減
災
研
究
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
に
つ
な
が
る
。
何
し
ろ
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
が
起
こ
っ
た
時
、
都
市
災
害
の
研
究
を
本
格
的
に
実
施
し
て
い
た
の
は
、
世
界
中
で
河
田
惠
昭
一
人
だ
っ
た



114

の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
五
十
四
歳
の
時
に
県
参
与
に
就
任
し
た
時
、
将
来
、
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
す
る
な
ど
と
は
夢

に
も
考
え
な
か
っ
た
。
現
職
の
京
大
教
授
と
し
て
仕
事
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
た
し
、
定
年
ま
で
十
年
あ
る
か
ら
、

セ
ン
タ
ー
が
発
足
す
れ
ば
、
支
援
す
る
研
究
機
関
と
し
て
、
京
都
大
学
防
災
研
究
所
巨
大
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
が
中
心

に
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
。
執
務
室
は
、
現
在
の
兵
庫
県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
の
二
階
に
あ
っ
た
。
防
災
監
の
部

屋
の
一
・
五
倍
の
広
さ
が
あ
り
、
会
議
室
を
兼
ね
て
い
た
（
現
在
は
二
つ
の
部
屋
に
な
っ
て
い
る
）。
こ
の
部
屋
で
よ

く
会
議
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
セ
ン
タ
ー
発
足
に
当
た
っ
て
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

問
題
は
、
現
在
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
東
館
と
西
館
を
一
体
と
し
て
運
用
し
て

い
る
が
、
当
初
、
東
館
は
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
な
ど
を
中
心
と
し
た
別
の
組
織
が
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
二

年
前
の
頃
に
は
一
体
的
に
運
用
す
る
方
向
で
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
当
初
か
ら
導
入

予
定
で
あ
っ
た
展
示
内
容
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
開
館
当
初
か
ら
問
題
と
な
っ
た
『
ブ
ナ
の
森
』
な
ど
の
一
連
の
「
生

命
」
に
関
す
る
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
が
難
し
い
と
い
う
点
は
、
結
局
、
開
館
ま
で
に
解
決
せ
ず
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
見
直

し
で
な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
長
就
任

　

確
か
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
頃
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
貝
原
俊
民
知
事
が
至
急
、
河
田
惠
昭
と
会
っ
て
話
を
し
た

い
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
、
急
い
で
知
事
室
に
出
向
い
た
。
話
の
内
容
は
、
セ
ン
タ
ー
長
就
任
依
頼
で
あ
っ
た
。

政
府
と
相
談
の
結
果
、
現
職
の
研
究
者
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
合
意
し
、
そ
の
結
果
、
河
田
惠
昭
が
最
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適
任
と
な
っ
た
、
と
い
う
主
旨
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
微
塵
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
青
天
の
霹
靂
で

あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
国
立
大
学
の
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
で
き
る
か
ど
う
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
京
都
大
学
本
部
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
駄
目
で
あ
る
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。
取
り
つ
く
島
も
な

か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
一
計
を
案
じ
た
。
文
部
省
に
直
訴
す
る
と
い
う
手
で
あ
る
。
当
時
、
大
学
の
資
源
を
社
会
で
も
っ
と
活
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
流
れ
が
で
き
て
い
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
す
る
こ
と

は
そ
の
具
体
例
で
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
文
に
し
た
た
め
て
届
け
た
。
こ
の
主
張
は
文
部
省
に
認
め
ら
れ
、「
京

都
大
学
が
許
可
す
れ
ば
、
文
部
省
は
許
可
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
京
都
大
学
当
局
を
ど
の
よ
う
に

説
得
す
れ
ば
よ
い
か
を
し
ば
ら
く
考
え
た
。
京
都
大
学
の
執
行
部
の
事
務
当
局
は
東
京
大
学
に
比
べ
て
万
事
、
保
守
的

な
こ
と
は
、
内
部
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
証
拠
に
、
国
立
大
学
の
種
々
の
改
革
の
幾
つ
か
は
、
東
京
大
学
発

で
あ
る
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
あ
ま
り
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
多
い
こ

と
か
ら
、
先
見
的
な
す
ば
ら
し
い
大
学
で
あ
る
と
い
う
嬉
し
い
誤
解
が
通
っ
て
い
る
。

　

京
都
大
学
に
は
総
長
経
験
者
に
よ
る
「
賢
人
会
議
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
偶
然
で
あ
っ
た
。
そ

の
時
の
、
会
長
は
井
村
裕
夫
先
生
で
あ
っ
た
。
ま
っ
た
く
一
面
識
も
な
か
っ
た
が
、
先
生
に
事
情
を
説
明
す
る
手
紙
を

書
い
た
。
そ
う
す
る
と
、
十
一
月
に
返
事
を
い
た
だ
き
、
賢
人
会
議
は
大
学
当
局
に
許
可
す
る
よ
う
に
進
言
す
る
と
あ

っ
た
。
こ
れ
が
あ
っ
て
、
結
局
、
京
都
大
学
も
文
部
省
も
セ
ン
タ
ー
長
就
任
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
文
部

省
の
辞
令
は
、
当
時
、
巨
大
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授　

河
田
惠
昭
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
長
就
任
を
許
可
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
最
後
に
但
し
書
き
が
あ
り
、「
給
与
を
貰
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
兵
庫
県
か
ら
い
た
だ
い
て
い
た
の
は
実
費
の
交
通
費
だ
け
で
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
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も
余
程
の
公
用
で
な
い
か
ぎ
り
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
二
〇
〇
二
年
の
発
足
後
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
に
行
く
と
き
は
、
阪
神
電
車
の
岩
屋
駅
か
ら
徒
歩
で
往
復
し
た
。
で
も
、
そ
の
よ
う
な
扱
い

に
文
句
は
言
わ
な
か
っ
た
。
い
つ
も
、
被
災
者
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
こ
と

に
感
謝
が
あ
っ
た
。

　
　

セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実

　

左
記
に
示
す
事
柄
の
詳
し
い
公
式
的
内
容
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
十
周
年
記
念

誌
」
に
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
中
心
に
記
述
し
た
い
。

展
示
と
資
料
収
集
・
保
存

　

資
料
収
集

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
て
、
そ
れ
以
前
か
ら
兵
庫
県
で
検
討
さ
れ
て
い
た
日
本
版
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
構

想
に
留
ま
っ
て
い
た
一
九
九
五
年
十
月
か
ら
、
震
災
の
資
料
収
集
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
兵
庫
県
の
委
託
事
業
と
し
て

21
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会
が
受
託
し
、
こ
の
事
業
は
名
前
を
変
え
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
が
創
設
さ
れ
る
二
〇
〇
二
年

度
ま
で
継
続
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
十
六
万
点
の
一
次
資
料
の
収
集
が
で
き
た
（
二
〇
一
四
年
三
月
時
点
で
約
十
八
万

七
千
点
）。
こ
の
よ
う
に
早
く
開
始
し
た
の
は
、
広
島
平
和
会
館
原
爆
記
念
陳
列
館
（
現
・
広
島
平
和
記
念
資
料
館
）

の
反
省
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
資
料
館
の
発
足
は
終
戦
か
ら
十
年
経
過
し
た
一
九
五
五
年
で
あ
り
、
収
集
資
料

は
二
万
一
千
点
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
資
料
収
集
の
開
始
が
遅
れ
、
そ
の
間
、
貴
重
な
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
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の
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
こ
の
事
業
を
委
託
し
た
兵
庫
県
と
受
託
し
た
地
方
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
見
識

の
高
さ
が
、
こ
の
よ
う
な
資
料
の
充
実
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
、こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
提
供
者
ら
の
許
可
を
い
た
だ
き
、そ
の
多
く
は
、公
開
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
開
設
以
来
の
資
料
解
析
の
専
門
員
ら
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。

　

防
災
未
来
館
と
ひ
と
未
来
館

　

こ
れ
ら
は
、
現
在
、「
西
館
」（
防
災
未
来
館
）
と
「
東
館
」（
ひ
と
未
来
館
）
と
呼
ん
で
い
る
。
防
災
未
来
館
は
、

展
示
方
法
や
展
示
品
に
つ
い
て
数
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
が
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

と
く
に
、
時
宜
に
合
っ
た
企
画
展
を
随
時
開
催
し
て
き
て
お
り
、
一
定
の
評
価
を
得
て
き
て
い
る
。
問
題
は
、
ひ
と
未

来
館
で
あ
る
。
も
と
も
と
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
が
難
し
か
っ
た
と
い
う
反
省
が
あ
る
。「
癒
や
し
の
空
間
で
体
感
す
る『
い

の
ち
の
尊
さ
』
と
『
共
に
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
』」
と
い
う
内
容
は
、と
く
に
来
場
者
の
多
く
を
占
め
る
幼
児
、

児
童
お
よ
び
生
徒
に
は
難
解
で
あ
っ
た
。
提
供
側
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
思
い
込
み
が
空
回
り
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

多
分
、
来
場
者
に
は
こ
こ
ろ
の
シ
ア
タ
ー
で
上
映
さ
れ
る
「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」
だ
け
が
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
３

Ｄ
映
像
と
し
て
記
憶
に
残
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
開
設
前
の
関
連
委
員
会
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
供
し
た
本
人
の
前
で
変
更
す
る
よ
う
な
意
見
を
正
面
か
ら

述
べ
る
だ
け
の
勇
気
は
な
か
っ
た
。“
蓋
を
開
け
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
〟
と
い
う
状
況
下
で
は
断
定
的
に
は
言

え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
初
目
標
と
し
た
予
想
来
場
者
数
を
五
十
万
人
と
し
た
根
拠
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
二
〇
一
四
年
八
月
五
日
に
六
百
万
人
目
の
来
場
者
を
数
え
た
。
十
二
年
五
カ
月
か
か
っ
た
の
で
、
年

間
平
均
入
場
者
数
は
約
五
十
万
人
で
、
当
初
、
政
府
と
約
束
し
た
数
字
と
ほ
ぼ
合
っ
て
い
る
。
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人
材
育
成

　

上
級
研
究
員
と
専
任
研
究
員
の
採
用

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
六
つ
あ
る
。
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
、
震
災
の

体
験
と
教
訓
を
発
信
す
る
た
め
の
展
示
機
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
詳
し
い
い
き
さ
つ
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
、展
示
機
能
は
開
館
ま
で
に
十
分
議
論
さ
れ
、す
ぐ
に
問
題
が
発
生
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
し
、

そ
の
後
も
、
展
示
内
容
や
方
法
は
そ
の
都
度
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
と
く
に
、
二
〇
〇
四
年
新
潟
県
中

越
地
震
や
二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
で
は
、
特
別
展
を
企
画
し
、
大
変
な
好
評
を
得
て
き
た
。

　

さ
て
、
二
〇
〇
一
年
春
、
専
任
研
究
員
を
公
募
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
と
な
っ
た
。
最
長
任
期
五
年
で
若
手
研

究
者
の
育
成
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
終
身
雇
用
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
応
募
者
が
あ
る

か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関
す
る
大
型
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
大
学
院
博

士
課
程
や
修
士
課
程
に
在
学
中
の
大
学
院
生
も
結
構
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

公
募
で
採
用
し
た
一
期
生
は
七
名
で
あ
る
が
、
現
在
、
彼
ら
は
す
で
に
当
セ
ン
タ
ー
を
去
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
。
越
村
俊
一
は
東
北
大
学
教
授
、
柄
谷
友
香
は
名
城
大
学
准
教
授
、
秦
泰
範
は
山
梨
大
学
准
教
授
、
福

留
邦
洋
は
東
北
学
院
大
学
准
教
授
、越
山
健
二
、菅
磨
志
保
、永
松
伸
吾
の
三
名
は
関
西
大
学
准
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
に
人
材
を
育
て
る
か
と
い
え
ば
、
実
践
的
研
究
を
単
独
で
で
き
る
よ
う
な
人
材
と
し
て
社
会
で
活
躍
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
た
。
決
し
て
、
大
学
の
研
究
者
に
な
る
こ
と
だ
け
を
目
標
と
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

処
遇
も
、
大
学
の
講
師
級
に
相
当
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
期
生
の
平
均
年
齢
は
三
十
代
前
半
で
あ
る
か
ら
、
大
学
で
あ

れ
ば
身
分
的
に
は
助
教
の
場
合
が
多
い
が
、
社
会
的
な
立
場
は
専
任
研
究
員
の
方
が
上
位
に
位
置
す
る
よ
う
に
配
慮
し
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た
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
専
任
研
究
員
に
は
自
治
体
な
ど
か
ら
の
講
演
や
委
員
就
任
依
頼
は
よ
く
あ
る
が
、
大

学
の
助
教
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
よ
う
な
差
に
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。

　

採
用
に
際
し
て
は
、筆
記
試
験
、小
論
文
、面
接
と
い
う
手
順
を
踏
ん
だ
。
こ
れ
は
現
在
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、

一
期
生
採
用
に
際
し
て
は
、
博
士
課
程
で
の
防
災
分
野
で
の
研
究
実
績
が
す
で
に
顕
著
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
筆

記
試
験
を
免
除
し
た
。
優
秀
な
候
補
者
を
早
く
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
こ
の
処
置
は
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
採
用
に
際
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
十
の
支
援
・
研
究
分
野
を
決
め
て
臨
ん
だ
が
、
必
ず

し
も
こ
れ
ら
に
拘
泥
せ
ず
に
柔
軟
に
考
え
て
採
用
し
た
。

　

一
方
、
上
級
研
究
員
の
採
用
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
現
場
の
災
害
対
応
と
研
究
成
果
に
詳
し
い
河
田

惠
昭
の
意
見
を
中
心
と
し
て
、
迅
速
に
決
定
し
た
。
そ
の
支
援
・
研
究
分
野
と
顔
触
れ
（
肩
書
は
当
時
）
は
、
①
災
害

対
策
行
政
対
応
：
中
林
一
樹　

東
京
都
立
大
学
教
授
、
②
応
急
避
難
対
応
：
室
㟢
益
輝　

神
戸
大
学
教
授
、
③
救
命
・

救
急
対
応
：
甲
斐
達
郎　

大
阪
府
千
里
救
急
・
救
命
セ
ン
タ
ー
副
所
長
、
④
二
次
災
害
対
応
：
沖
村
孝　

神
戸
大
学
教

授
、
⑤
資
源
動
員
対
応
：
森
津
秀
夫　

流
通
科
学
大
学
教
授
、
⑥
情
報
対
応
：
廣
井
脩　

東
京
大
学
教
授
、
⑦
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
対
応
：
立
木
茂
雄　

同
志
社
大
学
教
授
、
⑧
イ
ン
フ
ラ
対
応
：
小
林
郁
雄　

ま
ち
づ
く
り
会
社
コ
ー
・
プ
ラ
ン

代
表
、⑨
被
災
者
支
援
対
応
：
林
春
男　

京
都
大
学
教
授
、⑩
地
域
経
済
対
応
：
林
敏
彦　

放
送
大
学
教
授
、で
あ
る
。

　

上
級
研
究
員
の
役
割
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
が
第
一
級
の
研
究
機
関
で
あ
る
こ

と
の
証
拠
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
選
ば
れ
た
上
級
研
究
員
は
、防
災
関
連
学
会
に
お
い
て
活
躍
中
の
研
究
者
で
あ
り
、

専
任
研
究
員
が
彼
ら
の
影
響
を
受
け
て
育
つ
こ
と
を
期
待
し
た
こ
と
が
選
考
に
際
し
て
の
柱
に
な
っ
た
。
人
選
で
は
、

一
件
だ
け
兵
庫
県
庁
の
幹
部
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
。
そ
の
分
野
の
上
級
研
究
員
の
選
考
で
、
震
災
当
時
対
応
し
た

組
織
に
相
談
が
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
河
田
惠
昭
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
そ
の
分
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野
で
も
対
応
に
失
敗
し
た
。
成
功
し
た
の
で
あ
れ
ば
意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る
が
、
失
敗
し
た
の
で
あ
る
か
ら
相
談
す

る
必
要
は
な
い
」
と
返
事
し
て
乗
り
越
え
た
。

　

災
害
対
策
専
門
研
修

　

自
治
体
の
防
災
担
当
職
員
の
研
修
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
の
前
年
度
か
ら
制
度
設
計
を
開
始
し
、
開
設
後
に
具
体
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
六
カ
月
後
の
二
〇
〇
二
年
十
月
か
ら
開
始
し
た
。
研
修
講
師
は
、
河
田
惠
昭
の
ほ
か
に
、

上
級
研
究
員
や
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
・
対
処
し
た
兵
庫
県
庁
の
齋
藤
富
雄
副
知
事
ら
幹
部
職
員
に
も
協
力
を

お
願
い
し
た
。
そ
の
後
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
各
専
門
分
野
の
研
究
者
、
実
務
家
に
講
師
を
依
頼
し
て
き
て
い
る
。

結
局
、
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
の
十
年
間
で
四
千
七
百
五
十
三
名
の
研
修
受
講
生
を
数
え
た
。
そ
れ
以
降
は
、
年
間
七

百
〜
八
百
名
前
後
の
受
講
生
数
で
推
移
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
専
門
研
修
事
業
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
受
講
経
験
者
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
国
に
展
開

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
災
害
時
の
現
地
支
援
の
窓
口
の
設
置
な
ど
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今
や
当
セ
ン
タ
ー
の
財
産
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
際
し

て
、
す
ぐ
に
宮
城
県
庁
と
連
絡
し
、
拠
点
を
設
け
る
と
と
も
に
、
助
言
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
二
〇
〇
四
年
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
に
際
し
て
も
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
て
、
セ
ン
タ
ー
設
立
十
周
年
を
迎
え
て
、
国
の
防
災
対
策
に
さ
ら
に
寄
与
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
中

核
の
事
業
が
、
東
京
の
有
明
の
丘
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
を
活
用
し
た
研
修
事
業
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
東

日
本
大
震
災
後
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
震
と
と
も
に
、
首
都
直
下
地
震
の
発
生
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
前
者
を
対
象
と
し
た
研
修
を
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
九
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都
県
市
を
中
心
と
し
て
防
災
拠
点
で
進
め
る
と
い
う
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
制
度
設
計
は
当
セ
ン
タ
ー
が
内
閣
府

に
協
力
す
る
形
で
進
め
た
。
問
題
は
、
神
戸
の
当
セ
ン
タ
ー
が
首
都
圏
で
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
の
是
非
で
あ
っ
た
。

現
在
の
ス
タ
ッ
フ
で
は
ま
っ
た
く
不
足
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
災
害
対
応
の
基
本
は
、
地
元
の
事
情

を
熟
知
し
て
い
る
組
織
が
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
明
治
大
学
と
そ
こ
に
事
務
局
を
置
く
日
本
自
治
体
危
機
管

理
学
会
と
共
同
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
二
年
秋
の
内
閣
府
の
概
算
要
求
が
認
め
ら

れ
、
公
募
案
件
と
し
て
入
札
に
よ
っ
て
受
託
事
業
者
が
決
ま
る
と
い
う
、
何
と
も
奇
妙
な
形
で
応
札
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
初
め
か
ら
随
意
契
約
で
や
れ
ば
よ
い
も
の
を
、
内
閣
府
の
事
務
方
の
臆
病
さ
が
、
手
間
の
か
か
る
過
程
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
番
札
は
、
入
札
予
定
価
格
の
四
分
の
一
に
も
満
た
な
い
低
価
格
で
某
研
究
所
が
落
札
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の

内
閣
府
と
の
折
衝
で
、
こ
の
よ
う
な
価
格
で
は
実
行
で
き
な
い
と
気
づ
き
、
私
宛
に
協
力
依
頼
の
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
。
も
ち
ろ
ん
峻
拒
し
た
が
、
結
局
、
辞
退
に
つ
な
が
り
、
そ
の
研
究
所
に
対
し
て
三
カ
月
間
入
札
禁
止
の
措
置
が
講

じ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
番
札
の
当
セ
ン
タ
ー
ら
に
よ
る
企
画
・
経
費
案
が
採
用
さ
れ
、
年
間
六
百
人
程
度
の
自

治
体
職
員
の
研
修
事
業
が
二
〇
一
三
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
時
に
全
国
各
地
で
、
九
回
に
及
ぶ
地
方
出

前
研
修
が
二
〇
一
四
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
後
と
も
、
毎
年
、
入
札
を
繰
り
返
す
そ
う
で
あ
る
。

実
践
的
な
防
災
研
究
・
現
地
支
援

　

実
践
的
研
究

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
重
要
な
教
訓
の
一
つ
は
、
実
践
的
研
究
成
果
で
な
け
れ
ば
役
に
立
た
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
震
災
に
よ
っ
て
多
く
の
研
究
対
象
と
な
る
事
象
が
発
生
す
る
。
だ
か
ら
研
究
費
が
交
付
さ
れ
れ
ば
、
砂
糖
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に
群
が
る
蟻
の
よ
う
に
、
急
に
研
究
者
が
増
え
る
。
そ
れ
は
よ
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い

場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
震
災
直
後
に
起
こ
っ
た
交
通
渋
滞
の
研
究
で
あ
る
。
確
か
に
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
、
そ
の

理
由
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
デ
ー
タ
ー
が
蓄
積
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
渋
滞
を
軽
減
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
の
知
恵
は
一
向
に
提
供
さ
れ
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
論
文
を
書
く
た
め
の
研
究
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　

実
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
る
直
前
、
防
災
研
究
分
野
で
理
工
系
と
社
会
科
学
系
の
融
合
研
究
を
実
施
す
る

と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
実
験
な
ど
で
多
く
の
研
究
費
を
要
す
る
理
工
系
は
、
と
く
に
一
九

九
〇
年
以
降
、大
き
な
災
害
が
起
こ
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、研
究
費
不
足
と
い
う
切
実
な
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。

こ
の
事
情
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
先
行
し
て
い
た
。
現
在
で
も
、
同
国
で
は
、
自
然
災
害
研
究
の
推
進
で
は
、
社
会

科
学
系
の
研
究
者
が
主
導
権
を
も
っ
て
お
り
、
全
米
科
学
財
団
の
審
査
制
度
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
理
工
系
の

研
究
は
社
会
科
学
系
の
研
究
に
組
み
込
ま
れ
る
形
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

と
く
に
土
木
、
建
築
と
い
う
構
造
系
の
研
究
予
算
が
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
社
会
科
学
系
分
野
と
の
融
合
研
究
を
や
ら

な
く
て
も
大
丈
夫
で
あ
る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
機
運
を
無
視
し
、
何
と
も
近
視
眼
的
な
意
見
が
通
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
行
う
研
究
は
実
践
的
か
つ
融
合
研
究
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
強
い
信
念
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
防
災
未
来
館
（
西
館
）
の
フ
ロ
ア
の
利
用
に
関
し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
。
建
設
前
の

計
画
で
は
、
専
任
研
究
員
の
個
室
が
六
階
に
設
定
さ
れ
、
五
階
に
は
事
務
部
門
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
河
田
惠
昭
は
、
研
究
・
事
務
機
能
を
す
べ
て
六
階
に
集
約
し
、
個
室
で
は
な
く
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
仕
切
る

こ
と
を
主
張
し
、
実
現
し
た
。
同
じ
フ
ロ
ア
に
す
べ
て
が
結
集
し
、
か
つ
物
理
的
な
壁
を
廃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ
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ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
し
よ
う
と
心
が
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
成
功
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。
と
く
に

災
害
調
査
で
は
、
専
任
研
究
員
だ
け
で
行
え
ず
、
事
務
職
員
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
日
常
的
に
顔
の
見
え
る
関
係
で
な
い
と
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
余
談
で
あ
る
が
、
巷
で
は
当
セ
ン
タ

ー
は
「
ロ
マ
ン
の
館
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
何
し
ろ
、
職
場
結
婚
が
八
組
も
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、

日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
い
う
証
拠
で
あ
ろ
う
）。

　

な
お
、
実
践
的
研
究
を
研
究
成
果
と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ア
の
研
究
者
に
認
め
て
い
た
だ
く
努
力
の
一
環
と
し
て
、
防
災

実
務
者
の
た
め
の
学
術
誌
と
し
て
「
減
災
」
を
二
〇
〇
六
年
四
月
十
日
に
山
海
堂
か
ら
発
刊
し
た
。
Ａ
四
版
百
三
十
九

頁
の
充
実
し
た
内
容
で
あ
り
、
一
般
書
店
で
も
購
入
で
き
る
と
い
う
長
所
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
発
刊
元
の
山
海
堂

が
残
念
な
こ
と
に
Ｖ
ｏ
ｌ
．２
を
発
刊
後
、
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
急
遽
、
新
建
新
聞
社
に
変
更
し
て
二
〇

〇
八
年
五
月
三
十
日
に
Ｖ
ｏ
ｌ
．3
を
発
刊
し
た
が
、
そ
の
後
、
出
版
コ
ス
ト
の
問
題
が
起
こ
り
、
や
む
を
得
ず
休
刊

と
し
た
。
当
時
、
図
書
・
雑
誌
不
況
の
真
っ
た
だ
中
で
、
電
子
版
で
セ
ン
タ
ー
か
ら
継
続
し
て
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

　

現
地
支
援

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
に
現
地
支
援
す
る
と
い
う
の
は
大
変
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
専
任
研
究
員
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
実
施
し
て
、
最
初
に
貢
献
で
き
た
災
害

が
二
〇
〇
四
年
十
月
二
十
三
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
翌
日
二
十
四
日
に
新
潟
県
庁

に
出
張
し
た
河
田
惠
昭
は
泉
田
裕
彦
新
潟
県
知
事
に
対
し
て
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
最
大
限
の
助
言
を
行
う
こ
と
を
述
べ

た
。
そ
の
内
容
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
実
行
し
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
改
善
し
て
提
案
し
た
こ
と
で
あ
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る
。
具
体
的
に
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　

㈠　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用

　

㈡　

仮
設
住
宅
の
入
所
方
法
や
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
採
用

　

㈢　

み
な
し
仮
設
住
宅
制
度
を
採
用

　

㈣　

義
援
金
の
配
分
と
防
災
教
育
基
金
の
創
設

　

㈤　

被
災
者
生
活
支
援
制
度
の
改
定

　

㈥　

新
潟
大
学
災
害
復
興
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
組
協
力
と
研
究
費
交
付

　

㈦　

災
害
復
興
基
金
の
創
設

　

こ
の
よ
う
な
努
力
と
被
災
自
治
体
へ
の
協
力
は
、
二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
ま
で
継
続
し
た
。
そ
し
て
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
を
経
て
、自
治
体
の
災
害
対
応
能
力
は
、こ
の
間
、格
段
に
向
上
し
た
こ
と
が
実
感
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
中
小
災
害
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
巨
大
災
害
で
は
不
安
な
点
が
多
い
。
と
く
に
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
か
ら
、
知
事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
と
く
に
、
災
害
対
応

に
際
し
て
、
有
識
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
周
囲
に
優
秀
な
参
謀
が
い
る
か
ど
う
か
が
鍵
を
握
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
現
地
支
援
で
は
、
巨
大
災
害
時
の
対
応
に
絞
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

共
同
研
究
推
進
の
周
辺
事
情

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
は
研
究
組
織
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
組
織
と
の
共
同
研
究
も
必

須
で
あ
る
。
一
番
進
ん
だ
の
は
、
二
〇
〇
三
年
、
東
館
に
移
設
さ
れ
た
防
災
科
学
技
術
研
究
所
地
震
防
災
フ
ロ
ン
テ
ィ
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ア
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｄ
Ｍ
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
が
で
き
る
以
前
は
、
理
化
学
研
究
所
の
一
組
織
と
し
て
一
九
九

八
年
一
月
に
三
木
市
の
震
災
記
念
公
園
内
に
研
究
棟
が
建
て
ら
れ
、
そ
こ
で
、
各
種
の
共
同
研
究
が
実
施
さ
れ
た
。
そ

こ
で
は
、
将
来
、
当
セ
ン
タ
ー
の
専
任
研
究
員
に
採
用
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
大
学
院
博
士
課
程
の
学
生
も
参
加
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
設
置
目
的
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
研
究
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
二
つ
で
構
成
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
資
源

を
集
中
で
き
る
能
力
で
あ
り
、
研
究
員
を
共
同
研
究
に
よ
っ
て
成
果
を
上
げ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ほ
か

の
一
つ
は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
研
究
能
力
の
高
さ
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ほ
か
の
研
究
者
の
主
張
を
押
さ
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
研
究
者
と
い
う
も
の
は
、
自
分
の
得
意
分
野
で
は
だ
れ
に
も
負
け
な
い
と
い
う
プ
ラ
イ

ド
や
自
負
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
押
さ
え
る
だ
け
の
力
が
セ
ン
タ
ー
長
に
は
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

世
界
最
大
の
実
大
三
次
元
震
動
破
壊
実
験
施
設
（
Ｅ
︱
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
を
有
し
、
研
究
実
績
も
あ
っ
た
組
織
が
、

二
〇
一
一
年
に
廃
止
さ
れ
た
の
は
、
結
局
、
セ
ン
タ
ー
長
交
代
人
事
に
問
題
が
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
任
期
を
迎
え

た
セ
ン
タ
ー
長
は
、
後
任
人
事
に
お
い
て
、
候
補
者
の
研
究
能
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
な
ど
に
つ
い
て
も
っ
と
関
係

者
の
意
見
を
聴
い
て
決
断
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
現
在
、
兵
庫
県
立
大
学
の
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
が
東
館
に
設
置
さ
れ
、

さ
ら
に
防
災
関
係
の
大
学
院
研
究
科
構
想
が
具
体
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｄ
Ｍ
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
痛
恨
の

極
み
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
神
戸
大
学
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
あ
っ
た
が
、
先

方
の
組
織
が
バ
ラ
バ
ラ
で
個
人
的
な
共
同
研
究
に
終
始
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
残
念
で
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

当
初
、
工
学
部
の
付
属
施
設
で
あ
り
、
工
学
部
長
が
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
し
、
そ
こ
に
医
学
や
理
学
、
経
済
学
な
ど
の

異
分
野
の
研
究
者
が
集
ま
っ
た
組
織
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
全
学
的
な
組
織
に
な
っ
た
が
、
余
程
の
努
力
な
し
で
は
、
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セ
ン
タ
ー
と
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
研
究
行
動
が
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
神
戸
大
学
の
内

部
事
情
を
反
映
し
た
ま
ま
、
震
災
以
前
に
そ
の
よ
う
な
組
織
の
構
想
も
ま
っ
た
く
な
く
、
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

そ
れ
だ
け
を
理
由
と
し
て
新
し
い
組
織
を
作
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
問
題
が
あ
ろ
う
。
同
じ
こ
と
が
、
3
・
11
東
日
本
大

震
災
後
に
東
北
大
学
に
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
研
究
組
織
、
災
害
科
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
組
織
設
立
の
必
要
性
が
大
災
害
発
生
だ
け
で
は
困
る
の
で
あ
る
。
災
害
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
将
来
に
向
け

て
研
究
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
に
莫
大
な
研
究
費
が
交
付
さ
れ
て
も
、

そ
の
使
い
方
、
国
内
外
の
共
同
研
究
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
政
府
・
自
治
体
へ
の
研
究
成
果
の
還
元
な
ど
の
問
題
に

対
処
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

内
容
的
に
は
、
国
際
防
災
・
人
道
支
援
協
議
会
、
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
in 

神
戸
と
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
、ぼ
う
さ
い
甲
子
園
、そ
し
て
Ｔ
e
Ｌ
Ｌ

−

Ｎ
e
t（
世
界
災
害
語
り
継
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）を
取
り
上
げ
よ
う
。

　

国
際
防
災
・
人
道
支
援
協
議
会

　

こ
の
協
議
会
は
、「
Ｈ
Ａ
Ｔ
（H

appy A
ctive T

ow
n

）
神
戸
」
と
呼
ば
れ
る
東
部
新
都
心
に
位
置
す
る
防
災
関
係

機
関
が
協
力
し
て
、
二
〇
〇
二
年
十
月
に
発
足
し
た
国
際
防
災
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ
る
。
メ
ン
バ

ー
は
、
二
〇
一
四
年
現
在
、
以
下
の
十
八
機
関
で
あ
る
。

• 

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
球
変
動
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ｐ
Ｎ
）

• 

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ｃ
）
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• 

神
戸
地
方
気
象
台 

• 

国
際
エ
メ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）

• 
神
戸
赤
十
字
病
院

• 
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

• 

国
際
防
災
復
興
協
力
機
構
（
Ｉ
Ｒ
Ｐ
）

• 

国
連
国
際
防
災
戦
略
事
務
局
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
駐
日
兵
庫
事
務
所

• 

国
際
連
合
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
神
戸

• 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
健
康
開
発
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

• 

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
関
西
研
究
セ
ン
タ
ー

• 

日
本
赤
十
字
社
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
）
兵
庫
県
支
部 

• 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｒ
Ｉ
）

• 

兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）

• 

兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
）

• 

兵
庫
県
立
大
学
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）

• 

ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
（
Ｈ
ｅ
ｍ
21
） 

• 

防
災
科
学
技
術
研
究
所 

兵
庫
耐
震
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
︱
Ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
）

　

具
体
的
に
は
、
Ｄ
Ｒ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
き
た
。
当
初
の
会
長
は
こ
の
組
織
を
立
ち
上

げ
た
河
田
惠
昭
が
就
任
し
た
が
、ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
の
理
事
長
が
任
に
当
た
る
方
が
妥
当
で
あ
り
、

現
在
は
、
会
長
は
五
百
旗
頭
真
が
な
り
、
河
田
惠
昭
は
会
長
代
理
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
発
足
当
時
は
、
近
在
の
諸
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機
関
同
士
の
お
付
き
合
い
と
い
う
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
、
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
連
帯
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
現
在

で
は
実
質
的
な
共
同
事
業
の
展
開
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
十
周
年
記
念
事

業
が
各
機
関
の
協
力
の
下
で
、
二
〇
一
五
年
一
月
を
中
心
に
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
組
織

が
実
質
的
に
動
き
出
す
に
は
、
や
は
り
か
な
り
の
時
間
が
必
要
で
、“
継
続
は
力
な
り
〟
を
地
で
行
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
機
関
が
神
戸
に
結
集
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
防
災
情
報
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

間
違
い
な
く
、
神
戸
は
実
践
的
研
究
の
世
界
の
発
信
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
in 

神
戸
と
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
毎
年
一
回
開
催
し
て
き
た
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
。
前
者
の
開
催
趣
旨
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
一
九
九
五
年　

兵
庫
県
南
部
地
域
を
襲
っ
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
を
統
一
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
一
般
市
民
、

被
災
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
関
係
者
、
研
究
者
、
技
術
者
、
企
業
人
等
が
分
野
を
越
え
て
一

堂
に
集
い
、
学
術
面
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
災
害
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
学
ん
だ
こ
と
を
話
し
合
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
お
互
い
に
理
解
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
こ
と
を
目
的
と
し
「
安
全
／
安
心
で
こ
こ
ろ
豊
か
な
社
会

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
十
年
間
、
毎
年
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。」

　

組
織
委
員
長
に
は
新
野
幸
次
郎
、
実
行
委
員
長
に
は
土
岐
憲
三
、
事
務
局
長
に
は
河
田
惠
昭
、
事
務
局
次
長
に
は
林

春
男
が
就
任
し
、
十
年
間
、
十
回
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
が
始
ま
り
、
実
行
委
員
長
に

矢
守
克
也
、
幹
事
長
に
牧
紀
男
が
就
任
し
、
二
〇
一
四
年
ま
で
九
回
継
続
し
た
。
こ
れ
は
震
災
二
十
周
年
を
区
切
り
と

し
て
、
新
た
な
組
織
、
新
た
な
目
標
を
も
っ
て
さ
ら
に
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
十
年
ご
と
に
ほ
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ぼ
自
動
的
に
執
行
部
を
入
れ
替
え
て
、
若
手
を
登
用
す
る
よ
う
に
し
た
の
は
、
積
極
的
に
次
世
代
を
育
て
る
と
い
う
目

標
を
堅
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
完
璧
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
率
先
的
に
実
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
精
神
は
継
続
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

災
害
メ
モ
リ
ア
ル
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
始
ま
り
、「
市
民
の
防
災
力
を
高
め
る
」
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
午
前
中
、
現
在
、
社
会
に
出
て
間
も
な
い
世
代
（
震
災
時
子
ど
も
世
代
）
の
若

者
と
、
彼
ら
が
職
業
を
選
ぶ
際
に
影
響
を
与
え
た
震
災
当
時
の
近
親
者
や
関
係
者
の
二
世
代
に
わ
た
る
経
験
談
、
そ
れ

を
学
校
の
特
別
授
業
で
聞
い
た
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
の
小
中
学
生
の
感
想
文
な
ど
の
発
表
、
午
後
は
音
楽
を
交
え
た

ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ニ
ュ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
毎
回
、
音
楽
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
心
の
癒
や
し
に
つ
な
が

り
、
会
場
の
雰
囲
気
が
柔
ら
か
く
な
る
と
い
う
実
感
が
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ぼ
う
さ
い
甲
子
園
と
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

正
式
名
は
「
１
・
17
防
災
未
来
賞　

ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
と
い
う
。
こ
の
事
業
は
、
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
を
推

進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
一
月
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初
は
、
毎
日
新
聞
社
と
当
セ
ン
タ
ー
が
、
二

年
目
か
ら
は
兵
庫
県
が
加
わ
り
、
三
者
で
運
営
し
て
い
る
。
震
災
二
十
周
年
が
丁
度
十
年
と
な
る
。
応
募
件
数
は
、
最

近
で
は
約
百
件
強
と
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
小
学
校
と
中
学
校
が
多
く
、
高
校
、
大
学
と
続
く
。
二
〇
一
三
年
度
か
ら

は
新
規
に
応
募
す
る
学
校
が
増
加
し
、
十
年
近
く
活
動
し
て
、
や
っ
と
定
着
し
た
と
い
う
感
が
あ
る
。
審
査
を
し
て
い

つ
も
感
じ
る
の
は
、
熱
心
な
教
員
の
存
在
が
大
き
く
、
防
災
教
育
に
お
け
る
教
員
の
重
要
性
が
こ
こ
で
も
浮
か
び
上
が

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
方
で
は
、
自
治
体
の
教
育
委
員
会
の
防
災
教
育
に
対
す
る
関
心
の
少
な
さ
や
当
事
者
意

識
の
欠
如
も
目
立
っ
て
い
る
。
学
校
の
管
理
が
と
て
も
形
式
的
で
、
し
か
も
組
織
的
で
な
く
学
校
任
せ
と
い
う
問
題
点
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を
克
服
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
こ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
兵
庫
県
の
小
、
中
、
高
等
学
校
生
を
対
象
に
、
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
五
百
件
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
二
〇
一
二
年
度
は
何
と
九
百
九
十
九
件
も
応
募
が
あ
っ

た
。
大
量
の
応
募
は
、
た
と
え
ば
、
夏
休
み
中
に
作
品
を
仕
上
げ
、
学
校
を
挙
げ
て
応
募
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
被
災
県
と
し
て
の
心
意
気
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
入
賞
作
品
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
と
県
立
美
術
館
で
展
示
さ
れ
る
の
で
、
保
護
者
に
は
大
変
な
人
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。
毎
日
新
聞
社
に
は
こ
れ
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
広
報
に
役
立
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

Ｔ
ｅ
Ｌ
Ｌ

−

Ｎ
ｅ
ｔ
（
世
界
災
害
語
り
継
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

震
災
経
験
は
否
が
応
で
も
風
化
す
る
。
そ
れ
を
阻
止
す
る
有
効
な
手
立
て
は
見
つ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

何
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
時
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と

い
う
伝
承
が
被
災
地
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
喧
伝
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
作
ら
れ
た
美
談
で
あ
る
。
こ
の
話

は
、
河
田
惠
昭
が
直
接
、
こ
の
震
災
後
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
山
下
文
男
氏
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年

の
市
町
村
津
波
サ
ミ
ッ
ト
に
際
し
て
、
山
下
氏
が
紹
介
さ
れ
た
実
話
で
、
一
九
三
三
年
の
昭
和
三
陸
地
震
津
波
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
二
万
名
を
超
え
る
犠
牲
者
が
出
た
の
は
、
結
局
、
多
く
の
住
民
が
す
ぐ
に
避
難
し

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
避
難
す
る
の
に
理
屈
は
要
ら
な
い
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
不
定
期
に
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
大
き
な
実
績
を
残
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　

㈠ 

世
界
中
に
存
在
す
る
災
害
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、
そ
れ
を
活
性
化
す
る
た
め
に
当
セ
ン
タ
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ー
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
る
。

　

㈡ 

一
九
九
九
年
台
湾
・
集

し
ゅ
う
し
ゅ
う

集
地
震
、
一
九
九
九
年
ト
ル
コ
・
マ
ル
マ
ラ
地
震
、
二
〇
〇
四
年
イ
ン
ド
洋
大
津
波
に
お

け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
、
二
〇
〇
八
年
中
国
・
四
川
大
震
災
を
経
験
し
て
、
被
災
地
で
、
新
た
に

震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
企
画
か
ら
展
示
な
ど
に
当
セ
ン
タ
ー
は
寄
与
し
た
。
ま
た
、
二
〇

〇
五
年
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
災
害
の
後
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
州
立
ル
イ
ジ
ア
ナ
博
物
館
で
の
災
害
展

示
に
貢
献
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
後
に
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
各
県
で
は
独
自
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

構
想
は
も
っ
て
い
な
い
。
政
府
が
す
べ
て
を
支
援
す
る
の
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
い
う
態
度
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
は

構
想
が
た
と
え
あ
っ
て
も
進
む
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
震
災
時
の
貝
原
俊
民
知
事
を
は
じ
め
と
す
る

兵
庫
県
の
関
係
者
の
見
識
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

英
文
表
記
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

英
文
表
記

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
が
、
英
文
名
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
大

問
題
が
起
こ
っ
た
。
河
田
惠
昭
を
中
心
に
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
幹
部
職
員
で
議
論
し
た
。
そ
の
結
果
、『D

isaster Re
duction and H

um
an Renovation Institution

』に
な
っ
た
。Renovation

は
比
較
的
早
く
決
ま
っ
た
。
冒
頭
の「
人
」
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の
意
味
は
、
人
の
こ
こ
ろ
を
健
康
に
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
問
題
はInstitution

と
す
る
かInstitute

の
い
ず

れ
に
す
る
か
で
あ
っ
た
。
我
が
国
の
大
学
の
研
究
所
は
、
す
べ
てInstitute

で
あ
る
。
し
か
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
はthe Sm

ithsonian Institution

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
る
前
か
ら
、

兵
庫
県
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
構
想
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
の
研
究
所
の
よ
う
に
、
単
に
研
究
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
安
全
で
安
心
な
社
会
を
実
現
す
る

と
い
う
哲
学
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
展
示
が
大
き
な
目
標
で
あ
る
が
、
決
し
て
そ
れ
だ
け
の
機
能
で
は

な
い
か
ら
、
美
術
館
（M

useum

）
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
自
体
が
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
か
ら
、
協
会
で
あ
り
博

物
館
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、Institution

の
英
語
名
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

後
年
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
公
益
財
団
法
人 

ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
が
発
足
し
て
、
こ
の
組
織

の
一
員
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の
英
語
名
が
極
め
て
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

セ
ン
タ
ー
発
足
後
の
最
重
要
課
題
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
存

在
意
義
や
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
セ
ン
タ
ー
の
発
足
以
前
に
そ
れ
を
作
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
態
を
反
映
し
な
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
セ
ン

タ
ー
が
発
足
し
て
お
よ
そ
一
年
経
過
後
、
関
係
者
約
八
十
名
が
日
曜
日
に
集
ま
っ
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
作
る
た
め
の
Ｋ

Ｊ
法
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
、
土
岐
憲
三
、
梶
秀
樹
、
端
信
行
、
林
春
男
、
立
木
茂
雄
、
甲

斐
達
郎
、
小
林
郁
雄
、
河
田
惠
昭
、
七
名
の
専
任
研
究
員
ら
で
あ
り
、
事
務
局
か
ら
も
深
澤
良
信
副
セ
ン
タ
ー
長
、
大

原
義
弘
事
務
局
長
、
藤
森
龍
管
理
課
長
、
村
田
昌
彦
事
業
課
長
、
県
庁
か
ら
齋
藤
富
雄
副
知
事
、
青
砥
謙
一
防
災
監
が
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図１　阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センターのミッション

参
加
し
、
ま
さ
に
オ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト

で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
が
図
１
で
あ

る
。
現
在
ま
で
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

　阪神・淡路大震災の経験と教訓、学術的な
知見や蓄積された研究成果に基づき、我が国

の防災上の課題を的確にとらえ、
政府・地方自治体・ｺミュニ

ﾃｨ・企業などの防災政策
や災害対策の立案・推進に
資する実践的な防災研究
を実施する。そして、知の
新たな体系化と、その学術

的価値の確立を先導する。

　被災者・市民・ボﾗンﾃｨｱなど多く
の人々の協力と連携のもと、阪神・淡路
大震災の経験と教訓をわ
かりやすく展示し、特
に子ども達などに効
果的に情報発信する
ことにより、防災の
重要性やいのちの尊
さ、共に生きること
の素晴らしさを伝える。

　阪神・淡路大震災や防
災に関する行政実務者、

研究者、市民、企業など多
様なﾈットワークの形成や、

国内外の連携の場となることを通じて、社会
の防災力向上のための取り組みを促進する。

　大規模災害時に、
災害対応の実践的・
体系的な知識を有す
る人材を災害対策本
部等に派遣し、災害

対応を総括する者に
適切な情報提供や助言

を行い、被災地の被害軽
減と復旧・復興に貢献する。

　阪神・淡路大震災
の記憶を風化させ
ることなく、被災
者の想いと震災の
教訓を次世代へ継
承するため、震災や
防災に関する資料を
継続的に収集・蓄積し、
防災情報を市民にわかり
やすい形で整理し、発信
する。

　阪神・淡路大震災の経
験を具体的に伝えるとと
もに、最新の研究成果を踏
まえ、防災に関する実践的知
識や技術を体系的・総合的に提供すること
により、地方自治体の防災担当職員など災
害対策実務の中核を担う人材を育成する。

実践的な
防災研究と
若手防災

専門家の育成
展示

交流・
ﾈットワーク

災害対応の
現地支援

災 害 対 策
専門職員の育成

資料収集・保存
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害
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へ

小
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修
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小
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兵
庫
県
災
害
医
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セ
ン
タ
ー
名
誉
セ
ン
タ
ー
長

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
心
臓
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長
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〇
九
年
〜
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〇
〇
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県
阪
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災
復
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部
健
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福
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災
害
救
急
医
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整
備
担
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姫
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環
器
病
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〇
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療
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神
戸
赤
十
字
病
院
副
院
長

　
　

二
〇
一
二
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〜

　
　
　
　
　
　
　

 
神
戸
赤
十
字
病
院
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長
・
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
名

誉
セ
ン
タ
ー
長
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災
害
医
療
の
道
へ

　

小
澤
修
一
は
、
一
九
九
四
年
十
二
月
一
日
付
で
神
戸
大
学
医
学
部
付
属
病
院
救
急
部
長
か
ら
兵
庫
県
立
姫
路
循
環
器

病
セ
ン
タ
ー
心
臓
血
管
外
科
部
長
へ
転
任
、
救
急
医
か
ら
心
臓
外
科
医
へ
と
変
身
の
最
中
で
あ
っ
た
。

　

普
段
は
医
師
と
い
う
職
業
柄
、
自
宅
を
不
在
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
五
年
一
月
十
四
日
、
神

戸
市
内
の
兵
庫
県
民
会
館
で
神
戸
市
の
救
急
隊
員
や
救
命
士
ら
に
送
別
会
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
五
・
十
六

日
の
連
休
を
自
宅
で
過
ご
し
、
十
七
日
早
朝
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
遭
遇
し
た
。
自
宅
は
神
戸
、
そ
れ
も
最
も
多
数

の
死
者
（
千
二
百
九
十
二
人
）
を
出
し
た
東
灘
区
に
あ
る
。
姫
路
ま
で
車
で
一
時
間
半
程
度
だ
が
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は

倍
の
時
間
を
要
す
る
の
で
早
朝
六
時
ま
で
に
は
家
を
出
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

　

当
日
も
五
時
三
十
分
に
目
覚
め
て
は
い
た
。
し
か
し
、
寒
い
が
た
め
に
着
替
え
る
決
心
が
つ
き
か
ね
る
状
態
で
あ
っ

た
。
上
半
身
を
起
こ
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
、
ゴ
ー
と
い
う
音
が
迫
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
瞬
ダ
ン
プ
で
も
突
っ
込
ん

で
き
た
の
か
と
い
う
衝
撃
を
感
じ
た
。

　
「
も
う
あ
か
ん
、
こ
の
子
だ
け
で
も
」
と
、
隣
に
寝
て
い
た
五
歳
の
次
女
に
覆
い
被
さ
り
、「
救
急
医
を
辞
め
た
罰
か
」

と
の
思
い
が
一
瞬
頭
を
よ
ぎ
り
、
助
か
り
そ
う
に
は
な
い
こ
と
を
覚
悟
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
激
し
い
横
揺
れ
と
と

も
に
た
ん
す
の
引
き
出
し
が
落
ち
て
き
た
。

　

こ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験
は
、
小
澤
修
一
が
災
害
医
療
の
道
を
歩
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

こ
の
稿
で
は
災
害
対
応
の
原
則
で
あ
る
自
助
、
共
助
、
公
助
に
分
け
て
述
べ
た
い
。
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自　

助

　　

揺
れ
が
収
ま
り
妻
と
十
一
歳
の
長
女
の
名
前
を
呼
ん
だ
。
ど
ち
ら
も
無
事
で
、
長
女
は
し
き
り
に
「
空
が
光
っ
た
」

と
言
っ
て
い
た
。
と
り
あ
え
ず
三
人
は
着
の
身
着
の
ま
ま
で
屋
外
に
脱
出
し
た
。

　

当
時
の
自
宅
は
岡
本
の
坂
の
中
腹
に
あ
る
簡
易
鉄
骨
の
四
戸
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
戸
で
、
北
隣
り
の
大
家
さ
ん

の
自
宅
は
、
谷
崎
潤
一
郎
が
住
ん
で
い
た
鎖
瀾
閣
と
い
う
凝
っ
た
古
い
木
造
二
階
建
て
で
あ
る
。

　

一
階
部
分
は
崩
壊
し
、
二
階
部
分
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。
家
の
前
の
ガ
レ
ー
ジ
で
は
大
き
な
石
灯
篭
が
車
の
上
に
倒

れ
こ
ん
で
車
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
り
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
だ
。
こ
ん
な
有
り
様
だ
っ
た
が
、
大
家
さ
ん

夫
婦
は
無
事
に
脱
出
さ
れ
て
い
た
。

共　

助

　

二
階
に
間
借
り
し
て
い
た
外
国
人
の
男
性
は
、
近
所
の
若
者
た
ち
が
屋
根
を
破
っ
て
救
出
し
た
。

　

ガ
ス
漏
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
近
所
の
人
た
ち
と
本
山
第
2
小
学
校
へ
避
難
し
た
。
こ
の
と
き
の
反
省
は
、
電
気
の
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
お
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
電
気
が
再
開
さ
れ
て
も
こ
の
あ
た
り
は
漏
電
に
よ
る
火
災
が
発

生
し
な
か
っ
た
の
が
、
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

避
難
先
の
本
山
第
2
小
学
校
で
、
顔
見
知
り
の
医
療
関
係
者
と
一
緒
に
救
護
活
動
を
開
始
し
た
。
着
い
た
と
き
は
、

静
穏
期
が
済
み
軽
傷
者
が
殺
到
す
る
時
期
で
あ
る
。
保
健
室
の
消
毒
薬
が
す
ぐ
に
な
く
な
っ
た
た
め
、
校
庭
の
破
裂
し

た
水
道
管
か
ら
大
量
の
水
を
汲
ん
で
き
て
も
ら
い
、
創
部
を
洗
浄
し
た
。
ガ
ー
ゼ
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
は
タ

オ
ル
で
傷
口
を
覆
う
し
か
な
か
っ
た
。
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歩
く
こ
と
の
で
き
な
い
傷
病
者
を
一
番
安
全
と
思
わ
れ
る
教
室
に
集
め
、
処
置
と
し
て
は
外
出
血
に
対
す
る
出
血
部

の
直
接
圧
迫
止
血
処
置
を
行
い
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
代
わ
り
に
戸
板
に
寝
か
し
、
重
傷
と
思
わ
れ
る
順
に
近
医
に
搬
送

し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ＊

」
で
あ
る
。

＊ 
ト
リ
ア
ー
ジ
：
災
害
発
生
時
な
ど
に
多
数
の
傷
病
者
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
に
、
限
ら
れ
た
医
療
機
能
の
な
か
で
、
傷

病
者
の
重
症
度
や
治
療
の
緊
急
度
に
応
じ
て
、
適
切
な
処
置
や
搬
送
を
行
う
た
め
に
、
治
療
優
先
順
位
を
決
定
す
る
こ
と
。

　

搬
送
は
パ
ト
カ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
で
、
ピ
ス
ト
ン
搬
送
の
た
め
近
所
の
病
院
に
送
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
大

阪
は
も
っ
と
ひ
ど
い
と
の
う
わ
さ
が
あ
っ
た
。

　

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で「
周
囲
の
民
家
に
埋
も
れ
て
い
る
傷
病
者
を
治
療
し
て
く
れ
」と
の
こ
と
。
駆
け
つ
け
た
が
、

一
人
は
二
階
で
梁
に
よ
る
圧
死
状
態
、
二
人
目
は
一
階
で
か
す
か
に
声
が
聞
こ
え
た
が
、
到
達
で
き
ず
、
間
も
な
く
そ

の
声
も
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
他
の
一
人
は
、
こ
こ
に
寝
て
い
た
は
ず
だ
と
言
う
家
族
の
言
葉
だ
け
で
、
が
れ
き
の
下

に
は
と
て
も
到
達
で
き
そ
う
に
な
か
っ
た
。

　

何
も
で
き
な
い
無
念
さ
を
、
た
だ
こ
ら
え
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

公　

助�

　　
翌
日
、
当
時
の
勤
務
先
で
あ
る
兵
庫
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
救
護
班
の
医
師
と
し
て
、
本

山
第
3
小
学
校
で
救
護
活
動
を
始
め
た
。

　

す
で
に
新
規
の
外
傷
患
者
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
応
急
手
当
を
さ
れ
た
傷
の
処
置
が
主
で
あ
っ
た
。
大
多
数
は
呼
吸
器

疾
患
、
腹
痛
、
不
眠
等
の
内
科
的
疾
患
で
あ
っ
た
。

　

火
事
が
迫
っ
て
き
た
の
で
、小
学
校
ま
で
及
ぶ
か
ど
う
か
確
か
め
る
た
め
に
ポ
ン
プ
車
に
向
か
い
、隊
長
に
尋
ね
た
。
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隊
長
は
小
澤
が
神
戸
大
学
救
急
部
時
代
に
巡
回
研
修
を
し
て
い
た
時
の
生
徒
で
あ
り
、
顔
の
見
え
る
関
係
で
あ
っ
た
。

彼
か
ら
は
、「
火
事
は
小
学
校
に
は
及
ば
な
い
が
、念
の
た
め
寝
た
き
り
の
人
だ
け
避
難
さ
せ
て
く
れ
」と
依
頼
さ
れ
た
。

奥
ま
っ
た
一
角
に
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
数
名
寝
て
お
ら
れ
た
の
で
、
彼
ら
を
車
に
乗
せ
る
た
め
に
介
助
し
よ
う
と
す

る
と
、
な
ん
と
三
人
は
す
た
す
た
と
歩
く
こ
と
が
で
き
る
で
は
な
い
か
。
思
わ
ず
看
護
師
さ
ん
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
し

ま
っ
た
。
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
本
人
た
ち
も
周
り
も
寝
た
き
り
に
さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
三

人
を
甲
南
大
学
に
避
難
さ
せ
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
こ
で
救
護
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

数
日
後
、
別
の
救
護
班
と
交
代
し
、
兵
庫
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
で
通
常
の
診
療
に
復
帰
し
た
。
心
臓
血
管

外
科
医
で
あ
っ
た
小
澤
に
託
さ
れ
た
の
は
、
外
傷
は
、
胸
部
大
動
脈
損
傷
と
血
胸
を
伴
う
三
尖
弁
閉
鎖
不
全
の
二
例
で

あ
る
。
手
術
は
、
そ
れ
ぞ
れ
脳
分
離
体
外
循
環
下
に
上
行
、
弓
部
、
下
行
大
動
脈
人
工
血
管
置
換
術
と
、
人
工
心
肺
下

に
三
尖
弁
輪
縫
縮
術
を
施
し
た
。

　

い
ず
れ
も
震
災
直
後
に
受
傷
し
、
被
災
地
近
く
の
病
院
に
運
ば
れ
て
入
院
治
療
を
受
け
て
い
た
が
、
心
不
全
の
悪
化

に
よ
り
搬
送
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
後
方
病
院
で
は
通
常
の
治
療
が
可
能
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
命
を
救
う
こ
と
が
で
き

た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
、
環
境
の
悪
化
や
ス
ト
レ
ス
の
増
加
で
心
筋
梗
塞
の
発
症
が
増
加
し
た
。
心
臓
血
管
外
科
領

域
の
疾
病
と
し
て
は
、
細
菌
性
心
内
膜
炎
が
あ
っ
た
。
被
災
者
や
救
助
者
等
が
被
災
地
の
劣
悪
な
環
境
と
過
労
に
よ
り

罹
患
さ
れ
、
手
術
を
行
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
も
お
ら
れ
た
。

　

こ
の
方
は
、
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
て
不
眠
不
休
で
救
出
救
助
活
動
に
取
り
組
み
、
発
熱
等
の
体
の
不
調
が
出
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
仕
事
を
継
続
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
高
度
の
心
不
全
に
陥
っ
て
か
ら
受
診
し
た
。

　

災
害
救
護
に
お
け
る
救
護
者
の
健
康
管
理
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
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兵
庫
県
が
生
か
し
た
教
訓

防
災
行
政�
四
つ
の
教
訓

�　

兵
庫
県
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
災
害
救
護
に
関
し
て
次
の
四
つ
を
防
災
行
政
の
教
訓
と
し

た
。

　

① 

県
庁
、
市
役
所
も
被
災
し
た
た
め
、
災
害
時
の
指
揮
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
も
不

十
分
で
あ
っ
た
。

　

② 

通
信
が
混
乱
し
、
適
切
な
情
報
の
収
集
・
発
信
が
困
難
で
あ
っ
た
。

　

③
交
通
の
渋
滞
・
混
乱
で
、
適
切
な
救
護
・
救
援
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

④
備
蓄
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、災
害
時
に
は
知
事
代
行
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
防
災
監
職
を
設
置
し
、以
下
の
七
つ
の
対
策
を
行
っ
た
。

　

①
県
災
害
対
応
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
防
災
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用

　

②
兵
庫
県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

③
全
県
拠
点
と
な
る
三
木
震
災
記
念
公
園
の
整
備
推
進

　

④
西
播
磨
及
び
但
馬
広
域
防
災
拠
点
の
整
備

　

⑤
市
町
と
の
連
携
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成

　

⑥ 

災
害
救
援
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
救
援
隊
）
の
創
設
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⑦
災
害
対
策
の
人
材
育
成
を
行
う
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

保
健
医
療�

四
つ
の
教
訓

�　

一
方
、
保
健
医
療
面
で
も
防
災
と
ほ
ぼ
同
様
の
四
つ
の
教
訓
が
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち

　

①
需
要
の
膨
大
さ
に
比
し
、
医
療
従
事
者
及
び
そ
の
家
族
が
被
災
し
た
た
め
、
医
療
従
事
者
が
不
足
し
た
。

　

②
通
信
の
混
乱
に
よ
り
、
適
切
な
医
療
機
関
の
選
定
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

③
救
急
搬
送
車
輌
の
絶
対
的
な
不
足
に
加
え
、
交
通
渋
滞
が
あ
り
、
傷
病
者
搬
送
に
支
障
を
き
た
し
た
。

　

④
医
薬
品
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
資
機
材
が
不
足
し
た
。

　

保
健
医
療
面
で
の
対
策
は
、
災
害
医
療
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受
け
た
、
次
の
六
項
目
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
初
め
て

兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
〈H

yogo Em
ergency M

edical Center

〉（
以
下
、「
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
」）
の
整
備
が
提
案

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

①
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

②
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備

③
災
害
拠
点
病
院
の
整
備
及
び
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
選
定

④
搬
送
お
よ
び
医
薬
品
備
蓄
シ
ス
テ
ム
の
整
備

⑤
市
町
に
お
け
る
災
害
医
療
体
制
の
整
備

⑥ 

災
害
医
療
研
究
、
研
修
施
設
の
整
備
等

の
提
言
を
受
け
、
震
災
後
五
年
の
震
災
対
策
総
合
検
証
事
業
の
な
か
で
、
国
内
外
の
専
門
家
に
よ
る
評
価
提
言
に
よ
る
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修
正
が
加
え
ら
れ
、
災
害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
整
備
室
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

災
害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
整
備
室
の
設
置

　

こ
れ
ら
の
教
訓
を
、
現
在
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
研
修
で
行
っ
て
い
る
災
害
対
応
の
原
則
「
指
揮
・

統
制
」「
連
絡
」「
評
価
」「
ト
リ
ア
ー
ジ
」「
応
急
処
置
」「
緊
急
搬
送
」
に
従
っ
て
分
類
す
る
と
、以
下
の
三
つ
に
な
る
。

①
指
揮
・
統
制
：
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
が
不
十
分
。

②
連
絡
：
混
乱
し
、
適
切
な
医
療
配
分
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

③
緊
急
搬
送
：
渋
滞
で
不
十
分
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
利
用
が
少
な
か
っ
た
。

　

対
策
は
以
下
の
三
つ
で
あ
っ
た

①
指
揮
・
統
制
：
災
害
拠
点
病
院
整
備
・
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
指
名
。

②
連
絡
：
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
。

③
指
揮
・
統
制
、
連
絡
、
研
修
、
訓
練
：
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
、
災
害
拠
点
病
院
で
行
う
。

　

対
策
は
震
災
後
、
日
本
医
科
大
学
の
山
本
保
博
教
授
が
国
へ
提
言
し
、
全
国
で
災
害
拠
点
病
院
の
指
定
が
な
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
医
療
研
修
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
兵
庫
県
独
自
の
も
の
で
は
、
健
康
福
祉
部
長
（
当
時
）
の

後
藤
武
を
中
心
に
、
全
国
で
初
め
て
災
害
拠
点
病
院
の
救
急
部
長
、
副
院
長
ク
ラ
ス
を
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
指
名
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
災
害
医
療
の
指
揮
を
と
れ
る
よ
う
に
し
、
拠
点
病
院
に
救
護
班
携
行
用
医

療
資
機
材
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

災
害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
整
備
室
は
、
全
国
的
に
は
東
京
都
に
次
い
で
二
番
目
に
誕
生
し
た
。
所
掌
事
務
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
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①
災
害
拠
点
病
院
の
整
備
（
兵
庫
県
災
害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
整
備
推
進
委
員
会
）

②
地
域
災
害
救
急
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備 

③
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
の
整
備

④
災
害
医
療
研
修
（
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
、
災
害
医
療
従
事
者
研
修
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
研
修
）
の
実
施

⑤
災
害
医
療
資
機
材
の
整
備

災
害
拠
点
病
院
の
整
備

　

災
害
拠
点
病
院
は
、
当
初
十
圏
域
で
指
定
し
た
。
神
戸
大
学
医
学
部
付
属
病
院
が
暫
定
の
基
幹
災
害
拠
点
病
院
、
神

戸
市
立
中
央
市
民
病
院
、
兵
庫
医
科
大
学
付
属
病
院
、
県
立
加
古
川
病
院
、
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
、
姫
路
赤

十
字
病
院
、
赤
穂
市
民
病
院
、
県
立
淡
路
病
院
、
県
立
柏
原
病
院
、
西
脇
市
民
病
院
、
公
立
八
鹿
病
院
、
公
立
豊
岡
病

院
の
十
二
病
院
で
あ
る
。
阪
神
圏
域
が
南
と
北
に
分
か
れ
、
新
た
に
阪
神
北
圏
域
の
、
伊
丹
、
川
西
、
三
田
、
宝
塚
の

四
市
民
病
院
の
う
ち
、
調
整
の
結
果
、
宝
塚
市
民
病
院
を
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
し
た
。

　

二
〇
〇
三
年
八
月
以
降
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
と
神
戸
赤
十
字
病
院
が
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
、
災
害
拠
点
病

院
は
十
五
病
院
と
な
り
、
二
〇
一
三
年
に
国
立
病
院
機
構
姫
路
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
二
〇
一
四
年
に
県
立
西
宮
病
院
が

加
わ
り
、
現
在
十
七
病
院
で
あ
る
。

　

機
能
を
果
た
す
た
め
の
委
員
会
と
し
て
、
兵
庫
県
災
害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
整
備
推
進
委
員
会
で
「
地
域
医
療
情
報

部
会
」「
地
域
医
療
部
会
」「
防
災
搬
送
部
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
、
そ
の
委
員
長
に
は
西
宮
病
院
長
（
当
時
）
の
鵜

飼
卓
が
就
任
し
た
。
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地
域
災
害
救
急
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定 

　

十
圏
域
の
う
ち
、
西
播
磨
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
て
神
戸
大
学
災
害
救
急
医
学
講
座
教
授
（
当
時
）
の
石
井
昇
が
県
災

害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
整
備
推
進
委
員
会
委
員
長
に
、
小
澤
も
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
時
代
に
委
員
と
な
っ
た
。
龍

野
保
健
所
、福
崎
保
健
所
が
中
心
と
な
り
、一
九
九
八
年
、西
播
磨
地
域
災
害
救
急
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
全
圏
域
で
作
成
す
る
指
導
を
行
い
、
二
〇
〇
二
年
に
は
十
圏
域
す
べ
て
に
地
域
災
害
救
急
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

策
定
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
備
え
る
べ
く
地
域
災
害
救
急
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
訂
が
必
要
で
あ
る
と
、小
澤
が
委
員
長
を
し
て
い
る
兵
庫
県
災
害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
運
営
協
議
会
が
提
言
し
た
。

　

そ
こ
で
二
〇
一
三
年
、
兵
庫
県
健
康
福
祉
部
医
務
課
が
地
域
災
害
救
急
医
療
等
に
係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
指
針
を
提
示
し
、

地
域
医
療
情
報
部
会
に
お
い
て
全
圏
域
で
作
成
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
大
橋
秀
隆
部
会
長
の
指
示
で
地
域
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
（
中
核
保
健
所
）
が
中
心
と
な
っ
て
二
〇
一
四
年
に
改
訂
し
た
。

広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

現
在
、
国
内
で
W
e
b
上
に
展
開
さ
れ
る
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
は
、
大
き
く
分
け
て
２
種
類
あ
る
。
一

つ
は
厚
生
労
働
省
が
都
道
府
県
単
位
で
整
備
を
進
め
て
い
る
、「
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
」、
も
う
一
つ
が

各
都
道
府
県
内
で
整
備
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。両
シ
ス
テ
ム
が
連
携
し
て
災
害
情
報
の
共
有
を
実
現
し
て
い
る
。

　

震
災
以
前
は
平
時
の
救
急
だ
け
の
利
用
で
あ
っ
た
が
、
兵
庫
県
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
全
国
に
先
駆

け
て
一
九
九
六
年
に
県
内
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、「
災
害
モ
ー
ド
」
を
高
め
た
。
当
初
は
、
兵
庫
県
医
師
会
館
の
「
広
域

災
害
救
急
医
療
情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
」
に
設
置
さ
れ
た
。
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県
内
の
利
用
組
織
・
機
関
は
、
地
域
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
中
核
保
健
所
）

十
、
健
康
福
祉
事
務
所
二
十
一
、
災
害
拠
点
病
院
十
五
、
そ
の
他
の
広
域
災

害
救
急
医
療
情
報
参
加
病
院
二
百
三
十
四
、
参
加
診
療
所
六
十
四
、
県
医
師

会
・
郡
市
医
師
会
三
十
八
、
県
災
害
対
策
本
部
、
市
町
対
策
本
部
（
二
十
九

市
十
二
町
）
等
の
行
政
機
関
、
消
防
本
部
三
十
八
等
の
搬
送
機
関
で
あ
る
。

こ
れ
に
、
国
（
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
）
と
他
府
県
の
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
が
結
ば
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
一
年
、
明
石
歩
道
橋
事
故
の
後
、
慶
山
充
夫
現
神
戸
新
聞
論
説
委

員
が
何
度
も
県
庁
に
訪
れ
、「
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
緊
急

時
に
役
立
つ
よ
う
に
せ
よ
」
と
提
言
。
二
〇
〇
三
年
六
月
、
情
報
指
令
セ
ン

タ
ー
を
兵
庫
県
医
師
会
館
か
ら
二
十
四
時
間
対
応
が
で
き
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
に
移

設
し
た
。
こ
れ
が
「
兵
庫
県
災
害
救
急
医
療
情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、

「
情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
」）
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
が
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
、
端
末
が
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
へ
、
Q
Q
パ
ル
か
ら
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
へ
、
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
と
し
て
、
専
用
電
話
・
携
帯
電
話
か
ら
I
P
電
話
、
衛
星
電
話
、
消
防
無
線
へ
と
変
更

し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
点
は
、
救
急
隊
が
発
動
で
き
る
「
緊
急
搬
送
要
請
モ
ー
ド
」（
エ
リ
ア
災
害
モ
ー
ド
）
を
日
本
で
初
め

て
追
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
、
平
常
時
か
ら
「
災
害
モ
ー
ド
」
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
に
は
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
。「
そ
こ
ま
で
大
げ
さ
に
考
え
な
く
て
も
」
と
か
「
こ
の
程
度
の
こ
と
で
全
体
に
警
報
を
鳴
ら
す
と
ヒ
ン

兵庫県災害救急医療情報指令センター
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シ
ュ
ク
を
買
う
の
で
は
」
と
い
う
具
合
だ
。

　
「
災
害
モ
ー
ド
」
と
い
う
“
敷
居
の
高
い
〟
モ
ー
ド
に

対
す
る
ス
イ
ッ
チ
の
押
し
に
く
さ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

「
緊
急
搬
送
要
請
モ
ー
ド
」
の
導
入
で
、
緊
急
時
に
ラ
ッ

プ
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
警
報
が
鳴
る
よ
う
に
し
、

同
時
に
複
数
の
医
療
機
関
に
受
け
入
れ
要
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
救
急
隊
も
単
に
近
い
病
院
に
運
ぶ
の
で
は

な
く
、
適
切
な
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
っ
て
過
度
の
集
中
を
避

け
な
が
ら
、
適
切
な
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き

る
効
果
は
大
き
い
。

　

二
〇
〇
七
年
、
姫
路
で
吐
血
患
者
が
姫
路
市
内
で
収
容

で
き
ず
、
赤
穂
市
民
病
院
ま
で
行
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
二
次
救
急
患
者
で
あ
っ
て
も

二
次
医
療
圏
を
超
え
て
搬
送
が
依
頼
で
き
る
「
個
別
搬
送

モ
ー
ド
」
を
二
〇
〇
九
年
に
追
加
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
七
月
現
在
で
、
県
内
の
医
療
機
関
三
百
五

十
三
、
行
政
二
十
八
、
消
防
四
十
九
、
医
師
会
三
十
六
、

社
会
福
祉
事
務
所
三
十
一
な
ど
を
含
め
計
五
百
以
上
の
機

関
・
組
織
が
利
用
し
て
い
る
。

兵庫県災害医療センターの機能

平
　
時

高度救命救急センターとして救命救急医療を提供
ドクターカーの運用
ヘリコプター搬送による患者受け入れ

兵庫県災害救急医療情報指令センターの管理運営
兵庫県災害救急医療情報システムによる救急医療 情報の収集・提供

研修・研究・訓練の実施
災害医療従事者研修
災害医療コーディネーター研修
日本DMAT研修
救急救命士病院研修
海外からの研修員の受け入れ

医療資機材・医薬品等の備蓄

災
害
時

兵庫県災害救急医療情報指令センターの運営
兵庫県災害救急医療情報指令センターの運営
医療機関、搬送機関への救護班派遣・患者搬送の要請

被災地からの患者受け入れ
重症被災患者の受け入れ

救護班の派遣
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最
近
一
年
足
ら
ず
の
間
に
起
こ
っ
た
、
山
陽
電
鉄
の
脱
線
事
故
、
福
知
山
花
火
大
会
で
の
爆
発
事
故
で
も
利
用
さ
れ

た
。
検
証
を
通
じ
て
今
後
も
訓
練
と
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
重
ね
て
い
く
不
断
の
取
り
組
み
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

災
害
医
療
研
修
の
実
施

　

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
、
災
害
医
療
従
事
者
研
修
は
、
神
戸
大
学
救
急
部
に
依
頼
し
て
行
っ
て
い
た
。

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
（
緊
急
連
邦
管
理
庁
）
研
修
は
、
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
〇
年
に
二
日
間
に
わ
た
り
救
急
医
療
財
団
と
兵
庫

県
が
主
催
で
、
米
国
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
専
門
官
三
名
と
退
役
軍
人
省
一
名
の
計
四
名
を
講
師
と
し
て
招
き
、
兵
庫
県
は
行
政

官
、
消
防
、
警
察
、
海
上
保
安
庁
、
自
衛
隊
及
び
医
療
関
係
者
五
十
名
と
近
畿
圏
域
の
医
療
関
係
者
十
名
を
対
象
に
、

緊
急
事
態
管
理
の
概
要
、
協
調
、
応
用
及
び
医
療
支
援
に
つ
い
て
同
時
通
訳
付
き
で
東
京
都
に
引
き
続
き
、
神
戸
で
行

っ
た
。
研
修
内
容
は
テ
ー
プ
起
こ
し
に
よ
り
日
本
語
訳
を
完
成
し
、
関
係
機
関
に
配
布
し
た
。

災
害
医
療
資
機
材
の
整
備

　

兵
庫
県
独
自
で
災
害
拠
点
病
院
に
救
護
班
が
携
行
す
る
医
療
資
機
材
、
医
薬
品
を
配
備
し
て
い
た
が
、
そ
の
管
理
、

更
新
が
難
し
い
た
め
、
資
金
面
の
補
助
に
変
更
し
た
。

　
　
「
国
際
防
災
・
人
道
支
援
協
議
会（
減
災
同
盟
）」発
進

　

二
〇
〇
三
年
八
月
一
日
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
は
後
方
支
援
を
担
う
神
戸
赤
十
字
病
院
と
と
も
に
、
神
戸
市
中
央
区
の
H
A
T
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神
戸
（
東
部
新
都
心
）
に
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

　

建
物
は
免
震
構
造
で
、
地
下
部
分
に
用
水
を
た
め
る
受
水
層
を
持
ち
、
神
戸
赤
十
字
病
院
の
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

有
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
に
面
し
て
「
な
ぎ
さ
公
園
」
が
あ
り
、
防
災
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
船
が
接
岸

ＨＡＴ神戸に立地する救急・災害医療関係機関

で
き
る
桟
橋
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
海
か
ら
の
避
難
も
可
能
で
あ
る
。

　

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
は
、
平
時
に
は
三
十
床
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
県

下
の
重
症
傷
病
者
の
治
療
に
当
た
る
一
方
で
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア

と
し
て
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行
、
医
師
同
乗
の
救
急
ヘ
リ
に
よ
る
患
者

受
け
入
れ
な
ど
、
災
害
に
備
え
て
い
る
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
は
、
二
〇
〇
四
年
度
九
百
三
十
二
件
、
二
〇

〇
五
年
度
六
百
五
十
五
件
で
、
う
ち
収
容
は
そ
れ
ぞ
れ
三
百
八
十
件
、

三
百
六
件
で
あ
っ
た
。そ
の
後
も
五
百
件
程
度
出
動
し
て
い
る
。医
師
・

看
護
師
同
乗
に
よ
る
救
急
ヘ
リ
患
者
搬
入
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
一
件
、

三
十
七
件
で
あ
っ
た
。そ
の
後
も
三
十
〜
五
十
件
程
度
出
動
し
て
い
る
。

　

災
害
時
に
は
情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
、
患
者
受
け
入
れ

は
神
戸
赤
十
字
病
院
と
と
も
に
平
時
の
ほ
ぼ
倍
に
当
た
る
六
百
床
の
病

院
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

海
沿
い
に
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
東
側
に
は
日
赤
兵
庫

県
支
部
、
血
液
セ
ン
タ
ー
、
国
の
合
同
防
災
庁
舎
、
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
、
国
際
協
力
機
構
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
、
世
界
保
健
機
関
等
が

神戸赤十字病院

兵庫県こころのケｱセンター

兵庫県災害医療センター

日本赤十字社兵庫県支部
兵庫県赤十字血液センター
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入
居
し
て
い
る
I
H
D
ビ
ル
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
に
立
地
す
る
防
災
関
係
機
関
が
有
機
的
な
連
携
を
図
る
た
め
、国
際
防
災
・
人
道
支
援
協
議
会
（
減

災
同
盟
）
を
作
っ
て
い
る
。

　

参
加
機
関
は
当
初
十
四
機
関
で
あ
っ
た
が
、現
在
は
、Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
球
変
動
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
、
神
戸
地
方
気
象
台
、
神
戸
赤
十
字
病
院
、
国
際
エ
メ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
、
国
際
協
力
機
構
関

西
国
際
セ
ン
タ
ー
、
国
際
防
災
復
興
協
力
機
構
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
国
連
国
際
防
災
戦
略
事
務
局
駐
日
兵
庫
事

務
所
、
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
神
戸
、
世
界
保
健
機
関
健
康
開
発
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
地
球
環
境
戦
略
研
究
機

関
関
西
研
究
セ
ン
タ
ー
、
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
、
兵
庫
県
立
大
学
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
、
兵
庫
耐
震
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
十
八
機
関
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
一
月
に
神
戸
で
国
連
防
災
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
、
国
際
協
力
機
構
兵
庫
国
際
セ
ン
タ
ー

（
当
時
）、
世
界
保
健
機
関
健
康
開
発
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
国
際
防
災
支
援
協
議
会
三
機
関
と
N
G
O
の
災
害
人
道
医

療
支
援
会
（
Ｈ
ｕ
Ｍ
Ａ
）
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
災
害
医
療
に
お
け
る
国
際
協
力
」
を
主
催
し
た
。

　

ま
さ
に
「
国
際
防
災
・
人
道
支
援
協
議
会
（
減
災
同
盟
）」
の
発
進
と
言
え
よ
う
。
そ
の
中
核
的
役
割
を
担
う
の
が

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
だ
。

行
政
的
役
割
担
う

　

基
本
的
に
は
、災
害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
整
備
室
が
発
展
的
に
解
消
さ
れ
、Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
が
引
き
継
ぎ
、行
政
部
分
は
、

情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
室
長
は
中
山
伸
一
副
セ
ン
タ
ー
長
が
兼
務
し
て
い
る
。
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災
害
時
の
指
揮
命
令
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
兵
庫
県
災
害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
運
営
協
議
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る
。
専
門
部
会
と
し
て
、
地
域
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
部
会
、
防
災
搬
送
部
会
、
地
域
部
会
が
あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
、
台
風
23
号
但
馬
地
方
洪
水
災
害
で
十
災
害
拠
点
病
院
が
救
護
班
を
派
遣
し
た
こ
と
か
ら
、
兵
庫
県
災

害
拠
点
病
院
連
絡
会
を
開
催
し
た
。
翌
二
〇
〇
五
年
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
の
際
は
、
大
阪
を
は
じ
め
近
畿
の
災

害
拠
点
病
院
の
応
援
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
近
畿
地
区
基
幹
災
害
拠
点
病
院
連
絡
会
を
、
さ
ら
に
は
、
引
き
続
い
て

近
畿
地
区
D
M
A
T
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
連
絡
協
議
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
と
災
害
医
療
従
事
者
研
修
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
開
設
後
は
情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
が
行

災害医療ｺーデｨﾈーター研修を見学する
ｱンデス研修員

っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
協
力
機
構
の
委
託
を
受
け
、
海
外
か
ら
の
研
修

生
に
対
す
る
ア
ン
デ
ス
研
修（
中
南
米
災
害
医
療
研
修
）を
行
っ
て
い
る
。

　

一
番
大
き
な
訓
練
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
で
あ
る
。
東
京
の
国
立
病
院
機
構

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
研
修
を
、
一
年
半
後
の
二
〇
〇
六

年
九
月
か
ら
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
で
も
始
め
た
。
一
回
五
十
名
、
四
日
間
の
コ
ー
ス

を
年
十
回
行
っ
て
い
る
。

　
「
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
実
績
が
認
め
ら

れ
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
、
大
学
病
院
以
外
で
は
二
番
目
の
「
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
」
に
指
定
さ
れ
た
。

災
害
へ
の
対
応

　

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
が
対
応
し
た
災
害
は
、
兵
庫
県
内
で
は
人
為
災
害
三
件
、
自
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然
災
害
二
件
で
あ
る
。

　

人
為
災
害
は
、Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
（
二
〇
〇
五
年
四
月
二
十
五
日
）、

中
国
自
動
車
道
交
通
事
故
（
二
〇
〇
六
年
二
月
）、
明
石
海
峡
海
難
事
故
（
二

〇
〇
八
年
三
月
五
日
）
の
三
件
を
経
験
し
た
。
本
稿
で
は
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱

線
事
故
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

九
時
十
八
分
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
塚
口
駅
︱
尼
崎
駅
間
で
発
生
し
た
こ
の
事
故

は
、
当
日
の
夕
刊
記
事
に
「
死
者
が
三
十
七
人
」
と
報
道
さ
れ
た
。
し
か
し
、

実
際
は
百
七
人
に
の
ぼ
っ
た
大
惨
事
で
あ
っ
た
。

　

尼
崎
消
防
局
か
ら
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
出
動
要
請
を
受
け
て
、
最
先
着
救
護
チ

ー
ム
の
小
林
誠
人
医
師
が
現
地
医
療
対
策
本
部
長
と
し
て
指
揮
を
と
り
、
駆
け

つ
け
た
医
療
機
関
が
ト
リ
ア
ー
ジ
と
応
急
処
置
を
行
っ
た
。
情
報
指
令
セ
ン
タ

ー
と
し
て
大
阪
の
災
害
拠
点
病
院
に
収
容
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
航
空
隊
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
送
を
依
頼
し
た
。

　

そ
の
後
、
宮
本
哲
也
医
師
を
隊
長
と
す
る
第
二
陣
を
派
遣
し
て
重
傷
者
四
名
を
ヘ
リ
で
収
容
。
第
三
陣
は
、
中
山
副

セ
ン
タ
ー
長
ら
が
、
が
れ
き
の
下
の
負
傷
者
の
医
療
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
第
三
陣
は
翌
朝
ま
で
活
動
を
継
続
し
た
。

　

一
方
、
尼
崎
消
防
局
か
ら
「
緊
急
搬
送
要
請
」
に
よ
り
、
関
係
者
が
情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
に
参
集
。
セ
ン
タ
ー
へ
の

患
者
受
け
入
れ
や
災
害
拠
点
病
院
へ
の
連
携
を
と
る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

こ
の
事
故
で
、「
フ
ェ
ー
ズ
0
」（
初
動
体
制
の
確
立
：
お
お
む
ね
災
害
発
生
後
二
十
四
時
間
以
内
）
の
初
期
段
階
か

ら
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
現
地
に
駆
け
つ
け
、
各
医
療
チ
ー
ム
と
の
連
携
で
本
格
的
な
医
療
活
動
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

ＪＲ福知山線脱線事故の現場
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佐用町災害対策本部にて

日
本
で
は
初
め
て
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
「
緊
急
搬
送
要
請
モ
ー
ド
」
が
稼
働
し
、
神
戸
・
阪
神
地
域
の
病
院
端
末
の
ア
ラ
ー
ム
が

鳴
り
、
患
者
受
入
可
能
人
数
の
入
力
を
呼
び
掛
け
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
だ
け
で
な
く
、
全
国
に
お
け
る

現
場
医
療
の
充
実
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

国
内
の
主
な
自
然
災
害
は
四
件
で
、
う
ち
二
件
に
救
護
班
を
派
遣
し
た
。
主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

① 

但
馬
地
方
洪
水
災
害
（
二
〇
〇
四
年
十
月
二
十
日
）
：
十
月
二
十
二
日
〜
二
十
六
日
ま
で
但
馬
地
域
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ

を
は
じ
め
と
す
る
十
の
災
害
拠
点
病
院
と
と
も
に
、
救
護
班
（
医
師
二
人
、
看
護
師
四
人
、
薬
剤
師
一
人
他
）
を

派
遣
。
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
和
田
山
か
ら
被
災
患
者
を
受
け
入
れ
た
。

　

② 

佐
用
町
台
風
豪
雨
災
害
（
二
〇
〇
九
年
八
月
九
日
）
：
赤
穂
市
消
防
本

部
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
松
本
守
生
事
業
課
長
が
佐
用
町

災
対
本
部
と
顔
見
知
り
の
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
県
の
災
対
本
部
に
適

切
な
撤
退
時
期
を
具
申
で
き
た
。

　

③ 
新
潟
県
中
越
地
震
（
二
〇
〇
四
年
十
月
二
十
三
日
）
：
国
立
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
の
第
二
陣
と
し
て
十
月
二
十
四
日
〜
二
十
六
日
、
神

戸
大
救
急
部
を
加
え
た
冨
岡
正
雄
救
急
部
長
を
隊
長
と
す
る
チ
ー
ム

（
医
師
二
人
、
看
護
師
二
人
等
）
を
ド
ク
タ
ー
カ
ー
で
派
遣
し
、
神
戸

赤
十
字
病
院
チ
ー
ム
に
引
き
継
い
だ
。
派
遣
に
際
し
て
は
、
国
立
病
院

機
構
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
の
辺
見
弘
院
長
に
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
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④ 

新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
二
〇
〇
七
年
七
月
十
六
日
）
：
医
療
救
護
活
動
並

び
に
現
地
調
査
の
た
め
新
潟
県
柏
崎
市
に
医
療
チ
ー
ム
（
13
人
＝
医
師
二

人
、
看
護
師
二
人
、
調
整
員
三
人
（
救
命
士
二
人
含
む
）、
運
転
員
三
人
）

を
派
遣
し
た
。
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
と
新
潟
刈
羽
総
合
病
院
に
よ
る
災
害
医
療
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
刈
羽
総
合
病
院
に
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
国
立
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー
で
始
ま
っ
た
D
M
A
T
研
修
を
受
け
た
D
M
A
T
が
全
国

か
ら
参
集
し
た
。

　

中
越
地
震
で
派
遣
し
た
医
師
、
看
護
師
ら
は
、
事
前
情
報
の
不
足
や
頻
発
す

る
震
度
5
弱
ク
ラ
ス
の
余
震
、
睡
眠
不
足

な
ど
、
計
り
知
れ
な
い
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら

さ
れ
た
。
救
援
者
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
や
メ
ン
バ
ー
の
離
職
も
あ
り
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
も
危
機
に
陥
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。
災
害
医
療
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
も
中
越
地
震
の

課
題
を
克
服
し
て
充
実
し
た
こ
と
を
追
記
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
世
界
の
様
々
な
国
の
災
害
に
対
し
て
も
、
国
際
緊
急
援
助
隊
（
J
M
T

D
R
）
も
し
く
は
N
G
O
「
H
u
M
A
」
の
一
員
と
し
て
派
遣
し
た
。

　

イ
ラ
ン
バ
ム
地
震
（
二
〇
〇
三
年
四
月
）、
ス
マ
ト
ラ
沖
津
波
で
の
ス
リ
ラ
ン

カ
（
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）、
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
（
二
〇
〇
五
年
十
月
）、
イ
ン
ド

ハイチ地震の医療現場

新潟県中越沖地震で全国から集まった
DMAT
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ネ
シ
ア
中
部
地
震
（
二
〇
〇
六
年
五
月
）、
四
川
大
地
震
（
二
〇
〇
八
年
五
月
）、
ハ
イ
チ
地
震
（
二
〇
一
〇
年
一
月
）、

そ
し
て
最
後
の
海
外
派
遣
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
（
二
〇
一
一
年
二
月
）
で
あ
る
。

　

こ
の
地
震
の
ち
ょ
う
ど
一
カ
月
後
、
歴
史
的
な
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。

　
　

東
日
本
大
震
災

−

H
E
M
C
チ
ー
ム
出
動

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、
未
曾
有
の
大
震
災
に
伴
い
、
D
M
A
T
隊
員
に
待
機
要
請
が
か
か
っ
た
。
発
災
直
後
に

東日本大震災発災直後に立ち上げた災害対策本部

情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
で
幹
部
職
員
全
員
が
集
ま
っ
て
災
害
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
、
D
M
A
T
派
遣
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、

H
E
M
C
救
急
部
長
で
あ
っ
た
冨
岡
医
師
が
高
槻
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
か
ら
飛
ん
で
き
て
く
れ
、
月
曜
の
朝
ま
で
不
眠
不
休
で
諸
準
備
を
助
け
て

く
れ
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　

H
E
M
C
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
中
山
副
セ
ン
タ
ー
長
を
隊
長
に
、
上
田
泰

久
医
師
、津
田
雅
美
看
護
係
長
、大
西
毅
看
護
師
、中
田
正
明
放
射
線
技
師
、

安
部
雅
之
事
業
係
長
で
、出
動
要
請
を
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

自
衛
隊
機
の
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、
セ
ン
タ
ー
出
発
は
午
前
三
時
、
伊
丹

空
港
離
陸
が
午
前
七
時
に
な
っ
た
。

　

到
着
し
た
花
巻
空
港
に
は
全
国
か
ら
参
集
し
た
D
M
A
T
六
十
八
隊
、
三

百
人
を
超
え
る
医
療
者
が
参
集
、S
Ｃ
Ｕ
（
広
域
搬
送
拠
点
臨
時
医
療
施
設
）
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を
立
ち
上
げ
た
。

　

花
巻
空
港
に
運
ば
れ
た
傷
病

者
は
百
三
十
四
人
に
の
ぼ
る
。

中
山
副
セ
ン
タ
ー
長
は
全
体
の

統
括
D
M
A
T
と
し
て
、
中
田

放
射
線
技
師
は
そ
の
右
腕
と
し

て
花
巻
空
港
に
残
り
、
重
症
傷

東日本大震災発災時の「広域災害救急医療情報シスﾃム」

病
者
を
自
衛
隊
機
で
千
歳
、
羽
田
、
秋
田
空
港
に
広
域
搬
送
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

上
田
医
師
、
津
田
看
護
係
長
、
大
西
看
護
師
、
中
田
放
射
線
技
師
、
安
部
事
業
係
長
は
県
立
釜
石
病
院
で
病
院
支
援

花巻空港SＣＵ
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の
任
に
就
い
た
。
H
E
M
C
チ
ー
ム
以
外
に
五
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
上
田
医
師
は
全
体
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
動
し
た
。

　

D
M
A
T
は
四
十
八
時
間
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
撤
収
を
行
う
た
め
の
第
二
班
を
十
三
日
の
日
曜
日
に

派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
松
山
重
成
救
急
部
長
を
リ
ー
ダ
ー
に
、中
山
晴
輝
医
師
、境
加
奈
子
看
護
係
長
、

鎌
本
織
江
看
護
師
、
安
藤
和
佳
子
薬
剤
師
の
五
人
で
あ
る
。
十
三
日
夕
、
大
阪
府
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

二
台
に
、
大
阪
府
立
急
性
期
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
と
一
緒
に
出
発
し
た
。
大
阪
府
立
チ
ー
ム
は
仙
台
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
向
か
い
、
わ
が
H
E
M
C
チ
ー
ム
は
、
二
十
時
間
を
か
け
て
花
巻
空
港
S
C
U
に
到
着
し
た
。

　

今
回
の
災
害
が
想
像
を
絶
す
る
広
範
囲
津
波
災
害
で
、
四
十
八
時
間
を
過
ぎ
て
も
救
出
患
者
が
お
り
、
劣
悪
な
環
境

で
慢
性
疾
患
が
増
悪
し
た
。
新
た
な
疾
病
を
発
症
し
た
患
者
が
広
域
搬
送
を
求
め
て
集
ま
り
、
治
療
を
打
ち
切
る
こ
と

が
で
き
ず
、
撤
収
は
困
難
を
極
め
た
。
D
M
A
T
隊
員
も
疲
労
困
憊
し
き
っ
て
い
た
。
隊
員
の
安
全
も
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
鉄
則
だ
。

　

そ
こ
で
情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
医
務
課
に
大
型
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
も
ら
い
現
地
に
向
か
う
一
方
、
秋

田
空
港
か
ら
の
飛
行
機
と
そ
こ
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
を
必
死
で
確
保
し
た
。
里
心
が
つ
く
よ
う
に
と
留
守
家
族
に
も
電
話

を
し
て
も
ら
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
十
五
日
火
曜
日
に
釜
石
チ
ー
ム
が
帰
還
し
、
中
山
医
師
を
は
じ
め
残
っ
た
メ
ン
バ
ー

で
花
巻
空
港
Ｓ
C
U
を
花
巻
消
防
局
に
移
し
、
医
療
資
機
材
を
は
じ
め
と
す
る
荷
物
を
バ
ス
に
積
み
、
撤
収
が
完
了
し

た
。
全
員
が
無
事
帰
還
し
た
の
は
十
七
日
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
情
報
指
令
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
職
員
は
当
セ
ン
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、
兵
庫
県
、
近
畿
地
区
D
M
A
T
の

後
方
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
落
と
す
こ
と
な
く
、
高
度
医
療
を
提
供
し
続
け
た
。

　

そ
の
後
も
原
淑
恵
脳
神
経
外
科
部
長
が
神
戸
赤
十
字
病
院
救
護
班
第
三
班
の
隊
長
と
し
て
、
釜
石
で
救
護
所
診
療
、
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巡
回
診
療
を
行
い
、
鵜
飼
卓
顧
問
が
理
事
長
を
務
め
る
H
u
M
A
活
動
サ
イ
ト
を
宮
城
県
志
津
川
町
に
決
め
、
甲
斐
聡

一
郎
医
師
が
三
週
間
に
わ
た
り
救
護
活
動
を
行
い
、
イ
ス
ラ
エ
ル
チ
ー
ム
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
を
務
め

た
。
中
山
副
セ
ン
タ
ー
長
は
、
宮
城
県
石
巻
赤
十
字
病
院
、
仙
台
市
役
所
で
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
六
月
十
七
日
、
兵
庫
県
災
害
医
療
従
事
者
研
修
会
（
東
日
本
大
震
災
救
護
班
派
遣
報
告
会
）
を
開
き
、

D
M
A
T
、J
M
A
T
、N
G
O「
H
u
M
A
」、日
赤
、災
害
拠
点
病
院
、県
立
病
院
そ
れ
ぞ
れ
が
成
果
や
課
題
を
報
告
。

そ
の
内
容
を
「
東
日
本
大
震
災　

兵
庫
県
の
D
M
A
T
と
救
護
班
等
の
活
動
報
告

−

2
0
1
1
・
3
・
11
〜
6
・
29

−

」

（
二
〇
一
二
年
一
月
）
と
題
し
て
一
冊
に
ま
と
め
た
。

　

十
月
六
日
、
兵
庫
県
災
害
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
運
営
協
議
会
地
域
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
部
会
で
、
十
医
療
圏
域
で
の

地
域
災
害
救
急
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
が
提
言
さ
れ
た
。

　

防
災
・
搬
送
部
会
で
は
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
航
調
整
会
議
が
開
催
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
の
調
整
も
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ 

本
格
運
用
へ

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
急
搬
送
体
制
検
討
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
た
小
澤
は
、
七
名
の
委
員
と
と
も
に
議
論
を
重
ね
た

経
験
か
ら
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
述
べ
た
い
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
送
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
搬
送
体
制
整
備
の
必
要
性
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
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兵
庫
県
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
神
戸
市
消
防
局
の
ヘ
リ
二
機
と
兵
庫
県
防
災
ヘ
リ
一
機
の
三
機
一
体
運
用
に
よ
り
医

師
と
看
護
師
が
同
乗
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
的
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
救
急
ヘ
リ
患
者
搬
入
は
、
二
〇
〇
四
年
四
十

一
件
、二
〇
〇
五
年
三
十
七
件
で
、そ
の
後
も
三
十
〜
五
十
件
程
度
あ
っ
た
が
、全
県
対
応
と
は
言
い
な
が
ら
県
北
部
、

県
西
部
の
地
域
ま
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
の
J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
で
は
消
防
防
災
ヘ
リ
に
よ
り
十
数
名
の
患
者
搬
送
が
行
わ
れ
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
時
と
比
較
す
る
と
格
段
の
進
歩
が
認
め
ら
れ
た
。
一
方
で
、
消
防
防
災
ヘ
リ
が
救
急
専
用
ヘ
リ
で
は
な
く
救

助
や
消
火
活
動
な
ど
多
目
的
用
途
で
運
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
救
急
医
療
専
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
の
ち
、
全
国
に
多
く
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
配
備
さ
れ
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
軽
減
の
効
果
が
実
証
さ
れ
た
。

　

兵
庫
県
に
は
二
〇
一
〇
年
四
月
に
京
都
府
北
部
、
兵
庫
県
北
部
、
鳥
取
県
北
部
を
運
行
範
囲
と
す
る
豊
岡
病
院
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
が
導
入
さ
れ
た
。
小
林
誠
人
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
自
ら
が
搭
乗
し
、
初
年
度
出
動
件
数
は
八
百
四
十
七
件

と
全
国
最
多
の
出
動
件
数
で
、
そ
の
後
も
一
千
件
程
度
出
動
し
、
全
国
最
多
を
維
持
し
て
い
る
。
翌
二
〇
一
一
年
四
月

に
は
、「
三
府
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
と
し
て
関
西
広
域
連
合
に
事
業
移
管
さ
れ
た
。

　

関
西
七
府
県
（
兵
庫
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
滋
賀
県
、
和
歌
山
県
、
鳥
取
県
、
徳
島
県
）
と
四
政
令
指
定
都
市
（
神

戸
市
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
堺
市
）
で
構
成
す
る
関
西
広
域
連
合
で
は
、
救
急
医
療
の
需
要
が
増
大
し
て
い
る
の
を
受

け
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
徳
島
県
と
大
阪
府
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
二
〇
一
三
年
四

月
に
事
業
移
管
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
県
西
部
の
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
急
搬
送
体
制
検
討
委
員

会
で
、
兵
庫
県
播
磨
地
方
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
基
地
病
院
に
県
立
加
古
川
医
療
セ
ン
タ
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ー
、
準
基
地
病
院
に
製
鉄
記
念
広
畑
病
院
が
決
ま
り
、
給
油
施
設
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ

ン
タ
ー
に
ヘ
リ
離
着
陸
場
が
整
備
さ
れ
、
三
つ
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
、
兵
庫
県
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
と
し
て
運
航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
二
〇
一
四
年
四
月
、
関
西
広
域
連
合
に
事
業
移
管
さ
れ
た
。

　

現
在
で
は
、
関
西
広
域
連
合
管
内
の
和
歌
山
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
も
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
五
機
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
運
航
し
て
い
る
。

　
　

神
戸
赤
十
字
病
院
と
の
連
携

　

神
戸
赤
十
字
病
院
と
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
国
内
外
の
多
く
の
人
々
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
ご
恩
に

報
い
、
新
た
な
災
害
に
備
え
る
た
め
、
兵
庫
県
の
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
開
設
は
、
二
〇
〇

三
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
小
川
恭
一
院
長
は
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
か
ら
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
病
院
」
と
い
う
高
い
理

想
を
掲
げ
た
。
翌
二
〇
〇
四
年
十
月
、
稼
働
病
床
は
許
可
病
床
で
あ
る
三
百
十
床
に
増
床
し
た
。

　

台
風
23
号
但
馬
地
域
洪
水
、
新
潟
県
中
越
地
震
が
相
次
い
で
発
生
し
た
の
も
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
川
は
、
赤

十
字
の
西
日
本
に
お
け
る
災
害
対
応
の
中
心
と
し
て
初
め
て
配
備
さ
れ
た
Ｅ
Ｒ
Ｕ
（
現
地
で
テ
ン
ト
の
救
護
所
が
直
ち

に
開
設
で
き
る
車
）
を
出
動
さ
せ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
の
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
に
も
救
護
班
を
派
遣
し
、
中
等
症
の
患
者
一
名
を
受
け
入
れ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
、
黒
タ
ッ
グ
（
死
亡
）
と
さ
れ
た
遺
族
の
悲
し
み
に
対
処
す
る
た
め
、
村
上
典
子
心
療
内
科
部
長
が
中

心
と
な
っ
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
災
害
死
亡
者
家
族
支
援
チ
ー
ム
）
を
立
ち
上
げ
た
。
し
か
し
経
営
的
に
は
苦
し
く
、
こ

の
間
、
九
十
二
病
院
中
下
か
ら
六
病
院
の
指
定
病
院
（
二
〇
〇
五
年
）
と
な
り
、
臥
薪
嘗
胆
を
強
い
ら
れ
る
。
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二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
付
け
で
、
守
殿
貞
夫
が
院
長
に
着
任
。
守
殿
院
長
は
「
地
域
か
ら
選
ば
れ
る
病
院
、
職
員
が

働
い
て
よ
か
っ
た
病
院
」
を
唱
え
つ
つ
、
一
方
で
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
（
急
性
期
入
院
医
療
に
係
る
診
断
群
分
類
別
包
括
評

価
）
Ⅱ
群
を
目
指
す
と
い
う
厳
し
い
目
標
を
掲
げ
た
。

　

佐
用
町
洪
水
災
害
（
二
〇
〇
九
年
）
に
は
継
続
的
に
救
護
班
を
派
遣
し
た
。
国
際
協
力
に
関
し
て
も
、
ウ
ガ
ン
ダ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ハ
イ
チ
等
に
職
員
を
派
遣
し
た
。
二
〇
一
〇
年
電
子
カ
ル
テ
導
入
、
病
院
機
能
評
価
V
e
r
6
を
取
得

し
、二
〇
一
一
年
に
は
東
日
本
大
震
災
の
救
護
活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
須
磨
診
療
所
を
除
く
本
体
黒
字
を
達
成
し
た
。

　

小
澤
が
副
院
長
と
し
て
全
国
赤
十
字
副
院
長
会
議
に
出
席
し
た
二
〇
〇
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
日
赤
救
護
班

は
日
本
D
M
A
T
と
は
別
に
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
災
害
急
性
期
に
は
日
本
D
M
A
T
の
一
員
と

し
て
派
遣
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
D
M
A
T
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
日
赤
職
員
が
多
く
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
派
遣
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
の
は
実
に
感
慨
深
い
。
さ
ら
に
、
日
赤
D
M
A
T
研
修
と
呼
ば
れ
る
三
日
間
の
救
護
班
研
修
の
一

部
を
、
日
赤
本
社
に
次
い
で
兵
庫
県
支
部
で
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
小
澤
も
院
長
就
任
後
、
特
別
講
師
と
し
て
三
年

連
続
で
参
加
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
四
月
、
小
澤
が
神
戸
赤
十
字
病
院
長
に
な
り
、
こ
の
年
も
全
体
黒
字
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
一
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
、
神
戸
赤
十
字
病
院
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
両
病
院
主
催
、

小
澤
が
会
長
と
な
り
、
第
18
回
日
本
集
団
災
害
医
学
会
を
神
戸
の
地
で
開
催
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
、
大
学
病
院
と
同
程
度
の
高
度
な
診
療
機
能
を
持
つ
と
さ
れ
る
D
P
C
Ⅱ
群
病
院
に
昇
格
し
た
。
こ
れ

は
全
国
で
九
十
九
病
院
、
赤
十
字
九
十
病
院
中
十
四
病
院
で
、
兵
庫
県
で
も
五
病
院
し
か
な
く
、
三
百
床
ク
ラ
ス
の
病

院
で
は
全
国
で
三
病
院
し
か
な
い
。
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Ｈ
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Ｍ
Ｃ
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兵
庫
行
動
枠
組
と

国
際
防
災
分
野
の
発
展

松
岡 

由
季



著
　
者

　
　

松
岡　

由
季
（
ま
つ
お
か
・
ゆ
き
）　

　
　

国
連
国
際
防
災
戦
略
事
務
局（
U
N
I
S
D
R
）駐
日
事
務
所
代
表

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
大
学
院
修
士
号
取
得

　
　

京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
博
士
号
取
得

略
　
歴

　
　

二
〇
〇
二
年
〜　

 

在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
日
本
政
府
代
表
部

（
外
務
省
）
国
際
人
権
分
野
専
門
調
査
員

　
　

二
〇
〇
四
年
〜　

 

U
N
I
S
D
R
本
部　

第
二
回
国
連
防
災
世

界
会
議
特
別
ユ
ニ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー

　
　

二
〇
〇
五
年
四
月
〜　

U
N
I
S
D
R
事
務
局
長
特
別
補
佐
官

　
　

二
〇
〇
八
年
一
月
〜　

 

U
N
I
S
D
R
駐
日
事
務
所
（
在
神
戸
）

着
任

　
　

二
〇
〇
九
年
〜　

 

U
N
I
S
D
R
駐
日
事
務
所
代
表

ⓒ国連広報センター
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国
連
防
災
世
界
会
議
の
兵
庫
開
催

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
〇
年
に
国
連
国
際
防
災
戦
略
事
務
局（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
：The U

nited N
ations secretariat for Internatio-

nal Strategy for D
isaster Reduction

）
が
設
立
さ
れ
た
頃
、
防
災
分
野
の
重
要
性
は
国
際
的
に
は
ま
だ
強
く
認
識

さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
際
的
な
議
論
の
潮
流
の
中
で
優
先
分
野
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
国
連
シ
ス
テ
ム
の
中
で
は
比
較
的
新
し
い
組
織
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
設
立
前
に
は
国
連
と
し

て
「
国
際
防
災
の
十
年
（
Ｉ
Ｄ
Ｎ
Ｄ
Ｒ: International D

ecade for N
atural D

isaster Reduction

）」
と
い
う
期

間
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
そ
の
十
年
が
終
了
す
る
際
に
防
災
と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
国
連
と
し
て
長
期
的
に
推

進
し
て
い
く
べ
き
と
の
認
識
か
ら
、
十
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
承
す
る
組
織
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
設
立
さ
れ
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
持
続
可
能
な
開
発
に
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
の
防
災
の
重
要
性
を
高
め
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
・

損
失
の
減
少
、
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
と
災
害
に
強
い
国
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
目
指
し
、
防
災
政
策
・
技
術
の
促

進
、
防
災
に
関
す
る
国
際
協
力
の
調
整
、
防
災
文
化
構
築
と
防
災
意
識
高
揚
を
任
務
と
し
て
い
る
機
関
で
あ
る
。

　

本
部
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
構
え
る
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
国
連
の
防
災
担
当
部
局
と
し
て
、
国
際
防
災
協
力
の
枠
組
み
構
築
、

調
整
の
た
め
の
触
媒
的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
各
国
政
府
の
防
災
政
策
実
施
を
支
援
し
、
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
機

関
と
と
も
に
防
災
政
策
の
実
施
推
進
、
進
捗
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
地
震
や
台
風
と
い
っ
た
自

然
現
象
は
止
め
ら
れ
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
自
然
災
害
（natural hazards

）
が
社
会
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
対
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策
を
講
じ
、
人
的
・
社
会
的
・
経
済
的
な
被
害
の
規
模
を
軽
減
す
る
こ
と
が
防
災
政
策
の
目
的
で
あ
る
。
自
然
災
害
に

よ
る
被
害
は
、社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
脆
弱
性
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
防
災
と
は
環
境
、開
発
、教
育
を
は
じ
め
、

様
々
な
分
野
に
関
わ
る
分
野
横
断
的
な
課
題
で
あ
り
、
各
国
政
府
及
び
世
界
中
の
様
々
な
機
関
の
取
り
組
み
に
防
災
の

視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
国
連
シ
ス
テ
ム
内
に
お
い
て
も
、
触
媒
的
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
国
連
の
各
機
関
は
開
発
、
環
境
、
教
育
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の
活
動
の
中
に
防
災
の
視
点
や
取
り
組
み
を
主
流
化
す
る
と
い
う
の
も
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

大
き
な
転
換
期
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
六
日
に
起
こ
っ
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
と
、
そ
の
数
週

間
後
の
二
〇
〇
五
年
一
月
に
国
連
が
主
催
す
る
会
議
で
、
国
連
総
会
決
議
に
基
づ
き
U
N
I
S
D
R
が
開
催
事
務
局
を

務
め
兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
し
た
第
二
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
あ
る
。

国
連
防
災
世
界
会
議
直
前
に
起
き
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震

　
「
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
大
き
な
地
震
と
津
波
が
あ
っ
た
。
プ
レ
ス
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
準
備
が
必
要
だ
。
三
週
間
後
の

世
界
会
議
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
調
整
が
必
要
だ
」。
二
〇
〇
四
年
も
年
末
が
近
づ
き
、
U
N
I
S
D
R
本
部

の
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
中
の
同
僚
も
多
く
い
る
中
、
世
界
会
議
に
向
け
て
の
準
備
プ
ロ
セ
ス
は
最

終
段
階
に
入
っ
て
い
た
。
十
二
月
二
十
六
日
朝
、
サ
ル
バ
ノ
・
ブ
リ
セ
ー
ニ
ョ
U
N
I
S
D
R
事
務
局
長
、
ジ
ョ
ン
・

ホ
レ
ケ
ン
ス
国
連
防
災
世
界
会
議
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
主
な
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
、
情
報
収
集
と
世
界

会
議
に
向
け
て
の
調
整
に
つ
い
て
緊
急
に
話
し
合
い
が
も
た
れ
て
い
た
。

　

同
日
中
に
U
N
I
S
D
R
が
発
出
し
た
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
イ
ン
ド
洋
で
の
津
波
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
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の
重
要
性
、
ま
た
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
が
世
界
会
議
に
お
い
て
重
要
な
議
論
項
目
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
の
言
及
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
世
界
会
議
で
は
イ
ン
ド
洋
津
波
警
報
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
議
論
を
促
進

す
る
た
め
の
特
別
会
合
も
開
催
さ
れ
た
。

　

松
岡
は
国
連
防
災
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
る
約
一
年
前
の
二
〇
〇
四
年
か
ら
国
連
職
員
と
し
て
U
N
I
S
D
R
の
本

部
に
勤
務
し
て
い
た
。
U
N
I
S
D
R
で
の
最
初
の
ポ
ス
ト
は
二
〇
〇
五
年
開
催
予
定
の
国
連
防
災
世
界
会
議
に
む
け

て
の
プ
ロ
セ
ス
を
担
当
す
る
特
別
ユ
ニ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
で
あ
り
、
世
界
会
議
プ
ロ
セ
ス
に
中
心
的
に

関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
議
が
行
わ
れ
る
数
週
間
前
の
二
〇
〇
四
年
十
二
月
に
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
が
起
こ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
防
災
分
野
に
対
す
る
国
際
社
会
の
対
応
が
注
目
さ
れ
、
政
治
的
関
心
が
高
ま
っ
た
。

　

当
初
予
定
し
て
い
た
規
模
よ
り
も
は
る
か
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
大
規
模
な
会
議
と
な
り
、
成
果
文
書
で
あ
る
兵
庫
行
動

枠
組
（
ＨＰ

一
七
三
参
照

Ｆ
Ａ
）
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
も
と
、
非
常
に
包
括
的
な
内
容
が
採
択
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

当
初
は
防
災
を
担
当
し
て
い
る
各
国
省
庁
の
高
級
事
務
レ
ベ
ル
の
会
議
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
結
果
的

に
は
百
六
十
八
カ
国
の
政
府
代
表
、
七
十
八
の
国
際
機
関
、
百
六
十
一
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
、
ま
た
五
十
名
以
上
の
大
臣
が

参
加
し
た
。
ま
た
、
一
般
の
人
々
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
延
べ
四
万
人
以
上

の
市
民
な
ど
が
足
を
運
ん
だ
。

　

世
界
会
議
は
二
〇
〇
五
年
一
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
の
五
日
間
開
催
さ
れ
、
会
議
の
成
果
と
し
て
は
、
一
九
九
四

年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
国
連
防
災
世
界
会
議
（
横
浜
）
に
て
策
定
さ
れ
た
「
横
浜
戦
略
」
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、「
兵

庫
行
動
枠
組
」
と
「
兵
庫
宣
言
」
の
二
つ
の
成
果
文
書
が
採
択
さ
れ
た
。「
兵
庫
行
動
枠
組
2
0
0
5

−

2
0
1
5
：

災
害
に
強
い
国
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
」（
H
F
A
）は
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る
包
括
的
行
動
指
針
で
あ
り
、
現
在
、

各
国
の
防
災
政
策
を
推
進
す
る
う
え
で
取
り
組
み
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
国
連
の
連
携
を
推
進
す
る
力
を
利
用
し
て
、
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各
国
政
府
及
び
国
際
機
関
や
地
域
機
関
と
い
っ
た
支
援
機
関
が
同
じ
枠
組
を
通
し
て
、

実
施
ま
た
は
連
携
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
・
連
携
・
調
整
が
可
能
と
な

る
と
い
う
意
味
で
、
H
F
A
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

U
N
I
S
D
R
は
防
災
政
策
の
推
進
を
こ
の
枠
組
を
中
心
に
行
う
と
と
も
に
、

H
F
A
の
実
施
進
捗
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
。
H
F
A
は
二
〇
一
五
年
ま
で

の
十
年
間
の
行
動
枠
組
で
あ
り
、
防
災
は
長
期
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
H
F
A
の
実
施
状
況
や
成
果
、
新
た

な
課
題
を
認
識
し
た
上
で
、
二
〇
一
五
年
以
降
も
継
続
し
て
国
際
的
な
枠
組
と
防
災
協

力
の
体
制
を
強
化
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　

開
催
三
週
間
前
に
イ
ン
ド
洋
大
津
波
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
が
起
き
た
こ
と
も
あ

り
、
世
界
会
議
開
催
直
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
U
N
I

S
D
R
内
の
世
界
会
議
プ
ロ
セ
ス
の
特
別
ユ
ニ
ッ
ト
は
少
人
数
だ
っ
た
た
め
、
充
実
し

て
い
た
が
非
常
に
忙
し
く
、
松
岡
自
身
も
最
後
の
数
カ
月
で
睡
眠
時
間
も
食
べ
る
時
間

も
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め
、
約
七
キ
ロ
痩
せ
た
。
大
変
な
仕
事
で
は
あ
っ
た
が
、
結
果

と
し
て
と
て
も
成
果
が
大
き
い
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
二
〇
〇
五
年
を
境
に
防

災
分
野
の
重
要
性
が
世
界
的
に
非
常
に
高
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

各
国
政
府
の
政
治
的
な
認
識
が
強
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
防
災

は
限
ら
れ
た
専
門
家
た
ち
が
扱
っ
て
い
る
分
野
で
あ
り
、
優
先
課
題
に
な
り
に
く
い
と

第 2 回国連防災世界会議（2005年 1 月　兵庫県神戸市）
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い
う
現
実
が
あ
っ
た
が
、各
国
で
の
政
治
的
重
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
と
、様
々
な
分
野
を
担
当
し
て
い
る
政
府
機
関
、

国
際
機
関
、
多
く
の
異
な
る
ア
ク
タ
ー
の
レ
ベ
ル
で
防
災
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
り
、
ま
た
連
携
し
て
活
動
し
て
い
く

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
H
F
A
が
採
択
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
二
〇
〇
五
年
は
大
き
な
転
換
期
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

採
択
後
、
H
F
A
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
い
、
世
界
の
防
災
分
野
の
進
捗
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
松
岡
個
人
と

し
て
も
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
国
連
職
員
と
し
て
従
事
し
た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
ま
た
母
国
で
あ
る
日

本
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
熱
意
と
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
の
も
と
世

界
会
議
の
開
会
式
が
行
わ
れ
、
政
府
間
全
体
会
合
で
は
小
泉
純
一
郎
総
理
（
当
時
）
が
開
催
国
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
行

う
な
ど
、
国
際
的
な
防
災
分
野
の
発
展
に
向
け
た
日
本
の
積
極
的
な
取
り
組
み
や
貢
献
へ
の
決
意
が
大
き
く
示
さ
れ
た

場
で
あ
っ
た
。
松
岡
が
個
人
的
に
も
っ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
場
面
の
一
つ
は
、
世
界
会
議
の
際
に
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
と
ヤ
ン
・
エ
グ
ラ
ン
ド
国
連
事
務
次
長
な
ど
国
連
幹
部
と
の
間
の
会
談
で
通
訳
を
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

二
〇
〇
五
年
以
降
の
国
際
防
災
分
野
の
発
展

兵
庫
行
動
枠
組
と
U
N
I
S
D
R
の
役
割
拡
大

　
「
U
N
I
S
D
R
は
弱
小
機
関
だ
」。
国
連
防
災
世
界
会
議
開
催
や
H
F
A
の
採
択
前
に
は
、
よ
く
聞
か
れ
た
U
N
I

S
D
R
に
対
す
る
批
評
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
五
年
の
国
連
防
災
世
界
会
議
及
び
H
F
A
採
択
後
、
U
N
I
S

D
R
に
よ
る
成
果
や
役
割
へ
の
認
識
も
高
ま
り
、
ま
た
国
連
総
会
決
議
に
よ
る
U
N
I
S
D
R
の
マ
ン
デ
ー
ト
の
拡
大
、

職
員
の
増
員
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
強
化
さ
れ
、
こ
こ
数
年
で
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
め
っ
き
り
無
く
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な
っ
た
。
U
N
I
S
D
R
の
前
身
で
あ
る
I
D
N
D
R
時
代
か
ら
勤
務
し
て
い
る
古
株
の
同
僚
が
、「
二
〇
〇
五
年
以

前
は
『
U
N
I
S
D
R
っ
て
何
？　

ど
こ
に
あ
る
の
？　

N
G
O
？
』
と
い
う
言
葉
を
会
議
に
出
る
た
び
に
聞
い
て
い

た
が
、
二
〇
〇
五
年
以
降
は
、
多
く
の
会
議
に
参
加
す
る
中
で
、『
あ
の
U
N
I
S
D
R
で
働
い
て
い
る
の
か
？
』
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
を
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
深
い
。

　

U
N
I
S
D
R
は
H
F
A
の
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
進
捗
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五

年
以
降
、
進
捗
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
含
め
、
実
施
推
進
の
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し
て
き
た
。
そ
の
重
要
な
要
素
が

以
下
で
あ
る
。

　

・ 

防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
：
二
〇
〇
五
年
以
降
、
二
年
毎
に
本
部
の
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
し
て

い
る
防
災
に
関
す
る
国
際
会
議
。
国
連
加
盟
国
政
府
だ
け
で
な
く
、
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
加
を
推

進
し
開
催
し
て
い
る
。

　

・ 

国
連
加
盟
国
に
よ
る
H
F
A
国
内
進
捗
報
告
書
の
提
出
：
二
年
サ
イ
ク
ル
で
、
U
N
I
S
D
R
が
提
供
す
る
ガ
イ

ダ
ン
ス
と
所
定
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
基
づ
き
、
各
国
連
加
盟
国
政
府
が
国
内
実
施
自
己
評
価
を
目
的
と
し
て
提
出
す

る
報
告
書
。

　

・ 

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
：
地
域
ご
と
の
防
災
に
関
す
る
課
題
や
協
力
に
関
し
て
議
論
す
る
た
め
に
防
災
に
関
す

る
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
U
N
I
S
D
R
の
地
域
事
務
所
が
中
心
と
な
っ
て
二
年
毎
に
開
催
し
、
地
域
ご
と

の
H
F
A
実
施
推
進
、
課
題
の
議
論
、
協
力
の
推
進
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

・ 

国
連
世
界
防
災
白
書
（Global A

ssessm
ent Report on D

isaster Risk Reduction

）
の
発
行
：
二
年
毎
に

Ｈ
Ｆ
Ａ
国
内
実
施
報
告
書
や
地
域
別
・
テ
ー
マ
別
の
議
論
・
課
題
を
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と
の
協
力
の
も
と

分
析
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
発
行
し
て
い
る
報
告
書
。
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U
N
I
S
D
R
は
、
教
育
、
環
境
、
開
発
な
ど
様
々
な
分
野
に
防
災
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
防
災
の
主

流
化
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
U
N
I
S
D
R
と
し
て
単
独
で
何
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る
と
い
う
よ
り
、
他

の
機
関
が
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
防
災
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
で
主
流
化
し
、
よ
り
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
U
N
I
S
D
R
は
正
規
の
職
員
は
百
人
程
度
し
か
い
な
い
小
さ
い
機
関

だ
が
、
他
の
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ー
チ
を
広
げ
て
お
り
、
各
国
政
府
、
国
際
機
関
、
地
域
機
関
だ
け
で

は
な
く
、
N
G
O
や
学
術
研
究
機
関
と
の
連
携
が
進
展
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
学
術
研
究
機
関
で
は
研
究
結
果
を
よ

り
政
策
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
研
究
成
果
を
役
立
て
た
い
、
ま
た
研
究
成
果
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

つ
な
げ
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　

一
方
、
政
策
や
対
策
を
講
じ
る
上
で
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
成
果
は
政
策
決
定
の
た
め
の
有
用
な
情
報
と
な
る
。
学
術

研
究
に
携
わ
る
人
々
と
、
実
際
に
政
策
に
携
わ
る
人
々
と
の
間
に
距
離
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
と
デ
マ
ン
ド
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
意
味
で
も
、
世
界
の
防
災
能
力
向
上
を
目
的
と
し
た
国
連
の
調
整
及
び
推
進
力

と
い
う
の
は
意
義
が
あ
る
。
U
N
I
S
D
R
が
二
年
に
一
度
発
行
し
て
い
る
国
連
世
界
防
災
白
書
は
、
多
く
の
研
究
機

関
と
も
協
力
し
て
作
成
し
、
政
策
意
思
決
定
者
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
多
く

の
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と
協
力
、
連
携
し
て
防
災
へ
の
対
策
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
U
N
I
S
D
R
の
目
的
で
あ
る
。

　

防
災
・
減
災
に
対
す
る
意
識
は
国
ご
と
に
か
な
り
レ
ベ
ル
が
異
な
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
日
本
の
よ
う
に
歴

史
的
に
数
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
防
災
意
識
が
比
較
的
高
い
国
も
あ
る
が
、
意
識
が
高
い
と
は
言
え
な
い
国
も
多

く
あ
る
。
さ
ら
に
地
域
ご
と
に
災
害
の
傾
向
に
は
類
似
性
が
あ
る
。
例
え
ば
ア
フ
リ
カ
で
は
深
刻
な
干
ば
つ
の
問
題
が

あ
る
が
、
他
の
地
域
で
は
あ
ま
り
深
刻
で
は
な
い
。
ま
た
、
規
模
の
大
き
な
災
害
は
一
カ
国
だ
け
で
な
く
、
隣
接
す
る
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複
数
の
国
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
地
域
ご
と
に
災
害
対
策
を
推
進
す
る
た
め

に
各
地
域
機
関
と
連
携
し
、
そ
の
地
域
の
国
々
の
防
災

対
策
を
支
援
す
る
と
い
う
の
は
重
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

な
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
U
N
I
S
D
R
で

は
地
域
ご
と
に
課
題
を
議
論
し
、
防
災
協
力
の
調
整
や

連
携
の
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）
の
構
築
と
強
化
を
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に

促
進
し
て
い
る
。

兵
庫
行
動
枠
組
が
果
た
し
た
役
割

　

Ｈ
Ｆ
Ａ
は
、
国
際
的
な
指
針
で
あ
り
、
共
通
の
指
針

を
ベ
ー
ス
に
国
際
的
な
防
災
協
力
を
発
展
さ
せ
る
ツ
ー

ル
と
し
て
こ
の
枠
組
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

今
や
日
本
語
で
も
カ
タ
カ
ナ
で
使
用
さ
れ
始
め
て
い

る
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
既
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
発
行
し
た
防
災
・
減

災
に
関
す
る
用
語
集
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
で
は

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」を
以
下
の
通
り
定
義
し
て
い
る
。「
ハ

兵庫行動枠組の概要

期待される成果
本行動枠組の実施により今後十年で期待される成果は、災害による人的
被害、社会・経済・環境資源の損失が実質的に削減されること
三つの戦略目標
　　持続可能な開発のための政策などに防災の観点を取り入れる
　　 すべてのレベル、特にコミュニティレベルでの防災体制を整備し、

能力を向上する

　　 緊急対応や復旧・復興段階においてリスク軽減の手法を体系的に取
り入れる

五つの優先行動
　　防災対策の実施のための制度的基盤を確保する
　　災害リスクを特定、評価、観測し、早期警報の精度を改善する
　　知識、技術、教育を活用した防災文化を構築する
　　潜在的なリスク要因を軽減する
　　効果的な緊急対応を行うために事前準備を強化する
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ザ
ー
ド
に
曝
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
社
会
が
、
基
本
的
な
機
構
及
び
機
能
を
保
持
・
回
復
す

る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
ハ
ザ
ー
ド
か
ら
の
悪
影
響
に
対
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
効
果
的
な
方
法
で
抵
抗
し
、

そ
れ
を
吸
収
・
受
容
し
、
ま
た
そ
こ
か
ら
復
興
す
る
能
力
」。

　
「H

yogo Fram
ew

ork for A
ction 2005-2015: Building the Resilience of N

ations and Com
m

unities

」

と
い
う
の
が
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
正
式
名
称
で
あ
る
。
こ
こ
で
含
ま
れ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（Resilience

）
は
、
包
括
的
な
防
災

能
力
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
構
築
す
る
た
め
に
、
Ｈ
Ｆ
Ａ
は
三
つ
の
戦
略
目
標
と
五
つ
の
優
先
行
動

防災グローバルプﾗットフォーム
（201３年 5 月　スイス・ジュﾈーブ）

を
掲
げ
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
の
充
実
を
提
言
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｈ
Ｆ
Ａ
は
二
〇
〇
五
年
の
国
連
総
会
で
も
全
国
連
加
盟
国

に
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
連
の
全
加
盟
国
が

H
F
A
を
国
内
で
実
施
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

H
F
A
は
、
各
国
政
府
が
災
害
リ
ス
ク
軽
減
の
効
果
的
な
対
策
を
講
じ

る
第
一
義
的
な
責
任
を
負
う
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
世
界
規
模
の
相

互
依
存
が
増
大
す
る
中
、
国
際
協
力
や
多
く
の
ア
ク
タ
ー
の
重
要
性
も

強
調
し
て
い
る
。

　

そ
の
観
点
か
ら
、
防
災
能
力
の
向
上
に
は
中
央
政
府
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
ア
ク
タ
ー
が
関
わ
る
必
要
性
を
踏
ま
え
、
H
F
A
の
実
施
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
加
を
推
進
し
て
お
り
、

防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

は
じ
め
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
世
界
中
で
防
災
ア
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ク
タ
ー
の
増
加
や
防
災
・
減
災
に
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
従
事
す
る
ア
ク
タ
ー
の
増
加
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
国
連
加
盟
国
政
府
を
は
じ
め
、
地
方
自
治
体
、
国
会
議
員
、
民
間
企
業
、

学
術
研
究
機
関
、
女
性
、
若
者
、
子
ど
も
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
N
G
O
及
び
市
民
社
会
組
織
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

な
ど
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

U
N
I
S
D
R
駐
日
事
務
所
の
開
設

　

U
N
I
S
D
R
本
部
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
り
、
各
地
域
機
関
や
国
際
機
関
と
連
携
し
て
、
防
災
政
策
支
援
を
各
国
政

府
に
対
し
て
行
う
た
め
、
ア
フ
リ
カ
地
域
事
務
所
（
ナ
イ
ロ
ビ
）、
北
ア
フ
リ
カ
・
西
ア
ジ
ア
を
管
轄
す
る
サ
ブ
地
域

事
務
所
（
カ
イ
ロ
）、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
事
務
所
（
パ
ナ
マ
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
事
務
所
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）、

そ
し
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
非
常
に
広
範
囲
な
の
で
、
バ
ン
コ
ク
の
地
域
事
務
所
に
加
え
て
、
中
央
ア
ジ
ア
を
管

轄
す
る
事
務
所
が
ア
ル
マ
テ
ィ
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）、
大
洋
州
地
域
を
管
轄
す
る
ス
ヴ
ァ
（
フ
ィ
ジ
ー
）
事
務
所
、
兵

庫
県
神
戸
市
に
駐
日
事
務
所
が
あ
る
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
務
所
が

そ
の
地
域
の
各
地
域
機
関
、
国
際
機
関
と
連
携
・
協
力
し
、
そ
の
地
域
ま
た
は
国
々
の
防
災
政
策
の
推
進
を
支
援
し
て

い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
一
月
に
U
N
I
S
D
R
が
事
務
局
を
務
め
第
二
回
国
連
防
災
世
界
会
議
を
開
催
し
た
際
に
は
、
U
N
I

S
D
R
は
日
本
に
オ
フ
ィ
ス
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
U
N
I
S
D
R
は
そ
の
マ
ン
デ
ー
ト
か
ら
、
本
部
以
外
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
は
、
地
域
・
サ
ブ
地
域
事
務
所
と
し
て
世
界
に
約
十
一
カ
所
で
あ
り
、
基
本
的
に
U
N
I
S
D
R
自
体
は
国
レ

ベ
ル
で
の
事
務
所
を
持
た
ず
、
国
連
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
チ
ー
ム
と
連
携
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
事
務
所
か
ら
カ
バ
ー
し
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て
い
る
。

　
「
U
N
I
S
D
R
の
オ
フ
ィ
ス
を
神
戸
に
開
設
す
る
方
向
で
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
」。
二
〇
〇
五
年
の
世
界
会
議

後
、
松
岡
が
事
務
局
長
特
別
補
佐
官
と
な
っ
て
二
年
が
経
つ
頃
、
ブ
リ
セ
ー
ニ
ョ
事
務
局
長
と
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
打
ち
合
わ
せ
の
中
で
の
議
論
に
、
そ
の
項
目
は
上
が
っ
て
い
た
。
結
果
と
し
て
、
自
ら
が
の
ち
に
代
表
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
る
と
は
予
想
せ
ず
、
そ
の
開
設
準
備
を
本
部
に
て
担
当
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
十
月
、
国
際
防
災
の
日

の
機
会
を
捉
え
て
、
U
N
I
S
D
R
駐
日
事
務
所
（
兵
庫
事
務
所
）
開
設
セ
レ
モ
ニ
ー
及
び
開
設
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ

2007年10月ＵＮＩＳＤＲ駐日事務所の開設
セレモニー

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
松
岡
は
二
〇
〇
八
年
一
月
に
着
任
し
、
二
〇

〇
九
年
に
駐
日
事
務
所
代
表
に
就
任
し
た
。

　

U
N
I
S
D
R
の
駐
日
事
務
所
と
し
て
神
戸
の
オ
フ
ィ
ス
に
は
主

に
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
一
つ
は
大
き
な
ア
ジ
ア
地
域
内
に

位
置
す
る
事
務
所
と
い
う
こ
と
で
、
U
N
I
S
D
R
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
事
務
所
で
あ
る
バ
ン
コ
ク
オ
フ
ィ
ス
と
と
も
に
多
く
の
パ
ー
ト

ナ
ー
機
関
と
協
力
し
て
、
ア
ジ
ア
地
域
の
H
F
A
及
び
防
災
協
力
推

進
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と
い
う
側
面
と
、
も
う
一
つ

は
U
N
I
S
D
R
に
よ
る
活
動
を
さ
ら
に
強
化
・
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
特
に
日
本
政
府
や
日
本
を
拠
点
と
す
る
多
く
の
防
災
関
連
機
関

と
の
防
災
協
力
推
進
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
の
た
め
の
リ
エ
ゾ

ン
的
な
機
能
を
果
た
す
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
日
本
は
地
理
的
に
多

く
の
自
然
災
害
を
経
験
し
て
き
た
国
で
あ
り
、
そ
の
経
験
を
通
し
て
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防
災
政
策
に
関
わ
る
組
織
、
制
度
や
法
整
備
、
技
術
を
改
善
・
進
展
さ
せ
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
関
東
大
震
災
、
伊
勢
湾
台
風
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
か
ら
の
経
験
と
教
訓
を
生
か
し
な
が
ら
、
日
本

の
防
災
対
策
は
進
展
し
て
き
た
。
ま
た
、
防
災
教
育
、
防
災
分
野
で
の
研
究
や
技
術
開
発
、
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
な
ど

も
多
く
の
国
と
比
較
し
て
も
高
い
水
準
に
あ
る
と
言
え
る
。
日
本
の
防
災
教
育
に
関
す
る
事
例
は
国
際
的
に
も
頻
繁
に

優
良
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
家
レ
ベ
ル
で
は
多
く
の
関
係
省
庁
が
携
わ
り
防
災
政
策
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
が
、
国
に
よ
っ
て
は
分
野
横
断
的
な
防
災
の
課
題
に
取
り
組
む
防
災
政
策
を
担
当
す
る
組
織
そ
の
も
の
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
国
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
々
に
対
し
て
は
他
の
国
の
事
例
も
紹
介
し
つ
つ
政
策
支
援
を
行
う

が
、
防
災
に
関
す
る
国
内
組
織
を
整
備
す
る
例
と
し
て
、
日
本
の
内
閣
府
と
中
央
防
災
会
議
の
よ
う
な
組
織
を
事
例
と

し
て
挙
げ
る
こ
と
も
あ
る
。
駐
日
事
務
所
と
し
て
も
、日
本
の
経
験
、技
術
、研
究
成
果
、知
見
、教
訓
を
よ
り
国
際
的

な
防
災
協
力
に
結
び
つ
け
、そ
れ
ら
を
世
界
の
防
災
政
策
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め
に
、
日
本
の
防
災
関
連
機
関
と
の

連
携
を
強
化
す
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

　
　

兵
庫
行
動
枠
組
の
実
施
推
進

兵
庫
行
動
枠
組
実
施
進
捗
に
関
す
る
分
析

　

U
N
I
S
D
R
が
二
年
ご
と
に
発
行
し
て
い
る
国
連
世
界
防
災
白
書
で
は
、
同
じ
く
二
年
サ
イ
ク
ル
で
各
国
政
府
か

ら
提
出
さ
れ
て
い
る
H
F
A
国
内
実
施
報
告
書
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
表
に
示
さ
れ
る
通
り
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二

〇
一
三
年
の
進
捗
状
況
を
見
る
と
、
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
（
優
先
行
動
１
）
や
災
害
応
急
対
応
体
制
の
強
化
（
優
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先
行
動
５
）
は
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
U
N
I
S

D
R
が
国
内
で
の
防
災
政
策
実
施
を
推
進
す
る
た
め

の
重
要
な
国
内
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
提
唱
し
て
い
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
国
内
委
員
会
）

の
設
立
に
関
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

持
っ
て
い
る
国
は
、
二
〇
〇
五
年
以
前
は
二
十
カ
国

以
下
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
以
降
、
H
F
A
の

優
先
行
動
１
に
お
い
て
そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
実
施
の
進
捗
と
と
も
に
増
加
し
、
二
〇

一
四
年
現
在
で
は
八
十
五
以
上
の
国
が
国
内
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
正
式
に
設
立
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
連
世
界
防
災
白
書
二
〇
一
三
年
版
で
報

告
し
て
い
る
通
り
、
百
二
十
一
カ
国
が
災
害
リ
ス
ク

軽
減
の
た
め
の
政
策
や
法
的
枠
組
み
を
設
定
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
的
・
法
的
シ
ス
テ
ム
は
、

H
F
A
で
要
請
さ
れ
て
い
る
包
括
的
な
も
の
よ
り

も
、
災
害
対
応
と
備
え
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
ま
ま

の
例
が
多
い
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

　

リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
大
き
く
進
捗
す
る
一

（国連世界防災白書2013より）

■2007-2009　■2009-2011　■2011-201３

進
捗

の
平

均
値

2.リスクの特定
　・早期警報

3.防災知識
・教育

4. 潜在的なリス
ク要因の軽減

5.備えの強化1.ガバナンス
（制度・組織的基盤）

３.5

３.4

３.３

３.2

３.1

３

2.9

-

兵庫行動枠組（HFA）優先行動分野に対する2007年から201３年の進捗

ＨＦＡ優先行動分野
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方
で
、
五
つ
の
優
先
行
動
の
中
で
も
、
優
先
行
動
３
（
防
災
知
識
と
教
育
）
と
優
先
行
動
４
（
潜
在
的
リ
ス
ク
軽
減
）

の
達
成
度
が
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
各
国
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
投
資
（
優
先
行
動
４
）
の
達
成
度
が
低
い
こ

と
が
わ
か
る
。
国
連
世
界
防
災
白
書
二
〇
一
三
年
版
で
は
、
政
策
や
制
度
的
枠
組
の
発
展
と
、
実
際
の
そ
れ
ら
の
実
施

に
お
い
て
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
五
月
開
催
の
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
発
行

し
た
Ｈ
Ｆ
Ａ
実
施
状
況
に
関
す
る
報
告
書
に
は
、
二
〇
〇
五
年
以
降
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
が
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
社
会
の
脆
弱
性
（vulnerability

）
増
大
に
加
え
て
、
都
市
化
の
進
展
や
気
候
変
動
に
よ
り
人
口
や

財
産
の
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
曝
露
（exposure

）
の
増
大
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進
展
に
よ
り
災
害
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ

る
企
業
活
動
の
拡
大
、
地
方
自
治
体
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
災
害
対
応
や
予
防
活
動
に
お
け

る
能
力
向
上
の
必
要
性
、
災
害
リ
ス
ク
の
特
定
や
周
知
に
、
科
学
技
術
の
進
展
を
活
用
す
る
必
要
性
な
ど
で
あ
る
。

防
災
は
未
来
へ
の
投
資

　
「
明
日
の
食
糧
の
心
配
を
し
て
い
る
最
貧
国
の
人
が
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
の
た
め
に
、
防
災
に
取
り

組
む
よ
う
説
得
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」。
そ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
そ
う
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
最
貧
国
の
災
害
常
襲
地
で
は
、
貧
困
の
ス
パ
イ
ラ
ル
（
悪
循
環
）
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
に
立
ち
は
だ
か
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
開
発
努
力
や
成
果
が
災
害
に
よ
り
毎
年
被
害

に
あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
悪
循
環
を
断
つ
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

防
災
で
あ
り
、
H
F
A
実
施
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
り
、
開
発
に
防
災
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

防
災
と
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
。
前
述
の
国
連
世
界
防
災
白
書
の
主
要
な
目
的
は
、
防
災
が
コ
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ス
ト
で
は
な
く
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
の
説
得
材
料
と
し
て
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
例
え

ば
、
二
〇
一
一
年
版
は
、「
災
害
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
し
、
開
発
を
再
定
義
す
る
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
、
防
災
へ

の
公
共
投
資
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
版
は
、「
リ
ス
ク
の
共
有
か
ら
価
値
の
共
有
へ
：
災
害
リ
ス
ク
軽

減
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ケ
ー
ス
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、
民
間
投
資
に
焦
点
を
当
て
発
行
さ
れ
た
。

　
「
二
〇
一
五
年
の
第
三
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
の
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
防
災
に
積
極
的
な
投
資
を
行
う
こ
と

は
、
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
訴
え
る
こ
と
で
あ
る
。
各
国
か
ら
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
の
事
例
を
集
め
、
成
果

に
つ
い
て
は
祝
う
べ
き
だ
」
と
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表
（
防
災
担
当
）
は
、
二
〇

一
四
年
二
月
の
来
日
中
に
開
催
さ
れ
た
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
の
記
者
会
見
に
お
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

　

第
三
回
国
連
防
災
世
界
会
議
の
目
的
は
、
二
〇
〇
五
年
の
第
二
回
会
議
で
採
択
さ
れ
た
H
F
A
の
総
括
を
行
い
、
そ

の
後
継
と
な
る
枠
組
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
H
F
A
は
現
在
、
各
国
政
府
や
国
際
機
関
だ
け
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
な
ど
の
地
域
機
関
に
も
広
く
採
用
さ
れ
、
世
界
で
共
有
さ
れ
る
防
災
の
指
針
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
実
施
進
捗
状
況
に
は
国
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
、
そ

の
国
内
実
施
を
含
め
た
多
様
な
努
力
の
結
果
、
自
然
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
が
格
段
に
減
少
し
て
い
る
国
々
が
あ
る
。

一
方
で
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
に
、
よ
う
や
く
取
り
組
み
始
め
た
ば
か
り
の
国
々
が
多
い
地
域
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
鑑
み
る
と
、
第
三
回
会
議
で
国
連
加
盟
国
に
よ
り
採
択
さ
れ
る
後
継
枠
組
は
、
H
F
A
の
包
括
的
な
内
容
を
ベ
ー
ス

に
し
な
が
ら
も
、
前
述
の
二
〇
〇
五
年
以
降
の
H
F
A
の
実
施
進
捗
状
況
や
課
題
を
考
慮
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
五
年
以

降
新
た
に
見
え
て
き
た
課
題
を
補
足
す
る
形
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

後
継
の
枠
組
を
議
論
す
る
際
、
重
要
に
な
る
要
素
の
一
つ
に
、
防
災
に
取
り
組
む
ア
ク
タ
ー
の
拡
大
が
あ
る
。

H
F
A
で
は
、
子
ど
も
や
女
性
、
障
害
者
を
ぜ
い
弱
な
立
場
の
人
々
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
女
性
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
防
災
対
策
な
ど
も
多
く
あ
る
。
枠
組
採
択
以
降
、
こ
の
よ
う
な
認

識
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
は
こ
う
し
た
人
々
を
「
ア
ク
タ
ー
」
と
し
て
さ
ら
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
必
要
だ
。
ま

た
、
防
災
で
は
民
間
企
業
や
地
方
自
治
体
の
果
た
す
役
割
も
大
き
い
。
第
三
回
会
議
に
は
彼
ら
の
参
加
も
広
く
呼
び
掛

け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

か
つ
て
災
害
対
策
と
言
え
ば
災
害
直
後
の
緊
急
対
応
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
Ｈ
Ｆ
Ａ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
通
り
、
防

災
・
減
災
の
視
点
を
多
様
な
分
野
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
例
え
ば
、
開
発
セ
ク
タ
ー
と
連
携
し
、
開
発
分
野

で
の
防
災
の
主
流
化
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（M

D
Gs

）
の
目
標
年
で
あ
る
二
〇

一
五
年
を
来
年
に
控
え
、
ポ
ス
トM

D
Gs

策
定
に
向
け
た
議
論
も
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
指
標
の
中
に
「
防
災
」
の

観
点
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
自
然
災
害
の
多
い
地
域
で
は
、
災
害
に
よ
り
開
発
成
果
が
一
瞬

で
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
二
〇
一
二
年
の
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
（
リ
オ
＋
20
）」
で
は
、
極
度
の
貧
困
の

終
焉
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
開
発
の
主
要
目
的
の
実
現
は
、
効
果
的
な
リ
ス
ク
管
理
な
し
に
は
達
成
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
強
調
さ
れ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
し
て
も
、
今
後
も
「
防
災
は
人
々
の
命
を
守
る
と
同
時
に
、
将
来
の
損
失
を

軽
減
す
る
未
来
の
た
め
の
投
資
だ
」
と
粘
り
強
く
訴
え
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
方
自
治
体
の
防
災
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
重
要
性

　

二
〇
〇
五
年
以
降
、
防
災
・
減
災
へ
の
意
識
高
揚
の
観
点
か
ら
、
U
N
I
S
D
R
で
は
特
定
の
テ
ー
マ
に
焦
点
を
当

て
た
世
界
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
き
た
。
二
〇
〇
六
︱
二
〇
〇
七
年
は
学
校
防
災
、
二
〇
〇
八
︱
二
〇
〇
九

年
は
病
院
防
災
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、災
害
に
強
い
都
市
の
構
築
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
各
国
が
H
F
A
実
施
を
進
捗
さ
せ
る
中
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
で
あ
る
、
地
方
自
治
体
の
防
災
能
力
の
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（左）ワルストロム特別代表から井戸知事
へ防災チャンピオンの盾贈呈（2012年 7
月）

（上）松岡による井戸知事へのインタビ
ュー（2012年 ３ 月）

向
上
に
焦
点
を
当
て
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
当
初
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
同
様
に
二
年
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
テ
ー
マ
の
重
要
性
と
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
な
ど
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
H
F
A
が
期
限
を
迎
え
る
二
〇
一
五
年
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
二

〇
一
四
年
八
月
現
在
で
二
千
以
上
の
地
方
自
治
体
が
世
界
中
か
ら
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
の
模
範
と
な

る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
地
方
自
治
体
を
選
定
し
て
お
り
、
ま
た
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
防
災
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
も
認
定
し
て
い
る
。
兵
庫

県
は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
井
戸
知
事
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
一
人
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。
U
N
I
S
D
R
の
ト
ッ
プ
で
あ
る

ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別
代
表
は
、
井
戸
知
事
を
防
災
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
一

人
と
し
て
認
定
す
る
理
由
と
し
て
、「
よ
り
安
全
な
明
日
の
構
築
に
向

け
て
、
過
去
の
災
害
か
ら
の
知
識
・
教
訓
を
他
の
国
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
共
有
す
る
努
力
を
認
識
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
日
本
国
内
だ
け
を
見
て
も
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
都
市
の
直
下
で
、

新
潟
中
越
地
震
は
山
間
部
で
発
生
し
た
地
震
で
あ
り
、
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
は
津
波
被
害
で
あ
る
な
ど
、
災
害
の
様
態
は
様
々
。
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
災
害
に
対
応
し
た
被
災
地
同
士
が
交
流
し
、
そ
の
経
験
や
教
訓
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を
交
換
・
蓄
積
し
、
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
だ
け
で
な

く
世
界
に
と
っ
て
大
変
に
有
益
と
認
識
し
て
い
る
」
と
井
戸
知
事
が
発
言
す
る
通

り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
二
〇
一
一
年
に
U
N
I
S
D
R
が
行
っ
た
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
方
自
治
体
の
長
を
中
心
と
し
た
研
修
の
一
団
が
兵
庫
県
を
訪
問

し
た
際
に
も
兵
庫
県
は
協
力
し
、
地
方
政
府
間
で
学
び
あ
う
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
も
認
識
が
高
い
。

　
　

二
〇
一
五
年
国
連
防
災
世
界
会
議
に
向
け
て

第
三
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
期
待
さ
れ
る
成
果

　

二
〇
一
二
年
国
連
総
会
決
議
（
6
7
/
2
0
9
）
に
お
い
て
第
三
回
国
連
防
災

世
界
会
議
が
二
〇
一
五
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
ま
た
U
N
I

S
D
R
が
国
連
防
災
世
界
会
議
の
事
務
局
を
務
め
、
二
〇
一
五
年
以
降
の
防
災
に

関
す
る
枠
組
策
定
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
を
担
当
す
る
こ
と
が
同
決
議
に
よ
り
決
定

し
た
。
二
〇
一
三
年
国
連
総
会
決
議
（
6
8
/
2
1
1
）
に
お
い
て
、
開
催
地
を

宮
城
県
仙
台
市
と
し
、
開
催
日
程
を
二
〇
一
五
年
三
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
と
す

る
こ
と
が
決
定
す
る
と
と
も
に
、
期
待
さ
れ
る
会
議
の
成
果
に
つ
い
て
以
下
の
通

り
言
及
さ
れ
た
。
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・
十
年
間
の
Ｈ
Ｆ
Ａ
実
施
状
況
を
評
価
す
る

　

・
地
域
・
国
レ
ベ
ル
で
得
ら
れ
た
経
験
を
検
討
・
考
慮
す
る

　

・
二
〇
一
五
年
以
降
の
防
災
枠
組
を
採
択
す
る

　

・
採
択
さ
れ
る
枠
組
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
基
づ
く
協
力
の
あ
り
方
を
特
定
す
る

　

・
採
択
さ
れ
る
枠
組
の
定
期
レ
ビ
ュ
ー
の
あ
り
方
を
決
定
す
る

　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
二
〇
一
三
年
十
二
月
に
発
表
し
た「
二
〇
一
五
年
以
降
の
防
災
枠
組
検
討
の
た
め
の
要
素
の
提
案
」

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
様
々
な
議
論
を
踏
ま
え
、
二

〇
一
五
年
以
降
の
枠
組
策
定
に
向
け
た
考
慮
事
項
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
点
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
二
〇
一
五
年
以

降
の
防
災
枠
組
の
重
要
な
要
素
と
し
て
、
誘
導
原
則
（guiding principles

）
及
び
期
待
さ
れ
る
成
果
・
戦
略
目
標
・

優
先
行
動
の
再
定
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　

・ 

多
く
の
国
で
五
つ
の
優
先
行
動
に
つ
い
て
進
展
が
見
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
多
く
の
低
中
所
得
国
に
お
け
る
経
済
成

長
や
、
早
期
警
戒
・
災
害
予
防
・
応
急
対
応
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
早
期
警
戒
が
可
能
な
、
気
象
に

関
す
る
ハ
ザ
ー
ド
に
対
し
て
は
死
亡
リ
ス
ク
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

・ 

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
に
関
連
し
た
経
済
的
損
失
や
損
害
は
増
え
続
け
て
い
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
成
長

を
も
た
ら
し
た
一
方
で
、
都
市
等
の
危
険
地
域
に
集
中
し
た
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
曝
露
（exposure

）
の
程

度
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
た
。

　

・ 

集
中
リ
ス
ク
（intensive risk:

：
発
生
頻
度
は
低
い
が
、
発
生
し
た
場
合
に
は
非
常
に
大
き
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
る
リ
ス
ク
）
は
曝
露
の
程
度
の
高
い
地
域
で
上
昇
し
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。

　

・ 

広
範
リ
ス
ク
（extensive risk

：
被
害
の
程
度
は
大
き
く
な
い
が
頻
繁
に
発
生
す
る
災
害
）
に
伴
う
損
失
や
損
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害
が
、
計
画
や
管
理
が
不
十
分
な
都
市
開
発
や
環
境
の
劣
化
、
貧
困
、
不
平
等
、
脆
弱
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
背

景
と
し
て
、
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

・ 
気
候
変
動
へ
の
対
応
の
観
点
も
含
め
、
災
害
リ
ス
ク
管
理
は
、
社
会
・
経
済
を
外
的
事
象
か
ら
保
護
す
る
こ
と
か

ら
、
リ
ス
ク
を
管
理
し
、
持
続
的
に
機
会
を
捉
え
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
強
化
し
、
持
続
可
能
な
開
発
を
確
保
す
る

と
い
う
方
向
へ
と
移
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

・ 

リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
民
間
投
資
や
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
進
す
る
政
策
を
明
確
に
位
置
付

け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

・ 

よ
り
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
人
間
社
会
と
環
境
を
創
出
す
る
に
は
、
国
際
的
お
よ
び
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
強
力
な
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
、
ま
た
、
現
行
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
、
形
態
を
変
革
す
る
意
思
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
政
策
は
、
既

存
の
リ
ス
ク
軽
減
を
超
え
て
、
新
た
な
リ
ス
ク
の
蓄
積
の
防
止
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

・ 

ポ
ス
ト
二
〇
一
五
年
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
及
び
気
候
変
動
枠
組
と
相
互
に
支
え
あ
う
よ
う
な
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

・ 

H
F
A
進
捗
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
よ
り
強
化
す
る
。

　

・ 

リ
ス
ク
管
理
を
効
果
的
に
行
う
に
は
、
地
方
自
治
体
、
国
、
地
域
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、
公
共
、
民
間
と
様
々
な
主
体

に
よ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
法
律
や
政
策
的
枠
組
み
だ
け
で
は
十
分
で
無
く
、
様
々
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
自
主
的
か
つ
明
確
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
を
通
し
て
二
回
の
政
府
間
準
備
会
合
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
（
七
月
及
び
十
一
月
）、
二
〇
一
五

年
三
月
の
第
三
回
国
連
防
災
世
界
会
議
に
向
け
て
の
議
論
が
進
展
す
る
。
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日
本
の
防
災
分
野
へ
の
貢
献
と
期
待

　

日
本
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
災
害
を
通
し
て
制
度
・
法
律
的
に
も
段
階
的
に
災
害
対
策
を
向
上
さ
せ
て
き
た
国
で

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
防
災
政
策
に
お
い
て
模
範
的
な
国
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
国
際
的
に
も
こ
れ
ま
で
日
本
の

事
例
は
多
く
紹
介
さ
れ
て
き
た
し
、
い
ろ
い
ろ
な
国
が
日
本
の
対
策
を
モ
デ
ル
に
し
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
が
起
き
た
こ
と
か
ら
、
震
災
後
に
、
あ
る
外
国
の
メ
デ
ィ

ア
か
ら
「
日
本
で
は
、
あ
れ
だ
け
防
災
に
対
し
て
投
資
を
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
被
害
が
出
た
と

い
う
こ
と
は
、
防
災
対
策
に
巨
額
の
投
資
を
す
る
の
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
質
問
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
正
し
く
な
い
。
東
日
本
大
震
災
で
の
死
亡
者
数
と
行
方
不
明
者
数
を
併

せ
る
と
約
一
万
五
千
人
以
上
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
は
誠
に
哀
し
い
事
実
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
十
二
月
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖

地
震
で
は
二
十
六
万
人
以
上
の
方
々
が
亡
く
な
っ
た
。
U
N
I
S
D
R
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別
代
表

は
、
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。「
日
本
で
、
も
し
も
防
波
堤
な
ど
防
災
対
策
へ
の
投
資

が
な
け
れ
ば
、
ま
た
学
校
な
ど
で
防
災
教
育
や
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
被
害
は
さ
ら
に
大
き

な
数
字
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
」。
実
際
に
防
災
教
育
の
お
か
げ
で
釜
石
市
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
多
く

が
高
台
に
逃
げ
て
助
か
っ
た
な
ど
、
防
災
教
育
が
活
き
た
事
例
は
多
く
あ
る
が
、
あ
ま
り
日
本
国
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

国
際
的
な
議
論
の
中
で
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
た
災
害
対
策
、
防
災
教
育
な
ど
の
重
要
な
優
良
事
例
、

教
訓
、
課
題
な
ど
、
日
本
の
今
回
の
経
験
を
世
界
に
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
常
に
起

こ
る
可
能
性
の
あ
る
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
国
際
社
会
が
日
本
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
で
も
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あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
U
N
I
S
D
R
と
し
て
も
、
日
本
の
経
験
を
世
界
に
共
有
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
約
二
カ
月
後
、
二
〇
一
一
年
五
月
八
日
か
ら
十
三
日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
U
N
I
S
D
R

が
二
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
日
本
政
府
か
ら
は
防
災
副
大
臣
が
参
加

し
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
発
表
し
た
。
国
際
的
な
関
心
が
高
い
中
で
、
直
接
日
本
の
副
大
臣
か
ら
国
際
社
会
に
日

本
の
経
験
を
発
信
す
る
機
会
と
な
り
、
ま
た
日
本
が
今
後
と
も
国
際
的
な
防
災
協
力
へ
コ
ミ
ッ
ト
し
て
ゆ
く
と
い
う
姿

勢
が
示
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
も
、
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

お
い
て
、
H
F
A
の
十
年
が
終
了
す
る
二
〇
一
五
年
を
目
処
に
第
三
回
国
連
防
災
世
界
会
議
を
招
致
す
る
意
向
を
日
本

政
府
が
表
明
し
た
こ
と
は
、
そ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
具
体
的
な
形
で
示
さ
れ
た
例
で
あ
っ
た
。

ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別
代
表
の
東
北
訪
問

　
「
被
災
者
と
直
接
言
葉
を
交
わ
し
、
彼
ら
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
機
会
が
欲
し
い
」。
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別
代
表
か
ら

の
直
接
の
要
望
を
叶
え
る
べ
く
、
松
岡
は
東
北
の
子
ど
も
、
女
性
た
ち
、
高
齢
者
、
障
害
者
と
の
対
話
の
機
会
を
継
続

し
て
調
整
し
て
き
た
。
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別
代
表
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
以
降
の
三
年
間
で
六
回
来

日
し
、
東
北
の
被
災
地
を
訪
問
し
て
お
り
、
国
連
の
高
官
の
中
で
も
っ
と
も
頻
繁
に
東
北
の
被
災
地
に
足
を
運
ん
で
い

る
人
物
で
あ
る
。
訪
問
地
は
、
宮
城
県
仙
台
市
、
南
三
陸
町
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
福
島
県
福
島
市
、
二
本
松
市
な

ど
で
あ
る
。

　

ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別
代
表
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
来
日
中
に
開
催
さ
れ
た
記
者
会
見
に
お
い
て
も
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
こ
の
三
年
間
、
何
度
も
被
災
地
の
東
北
は
訪
問
し
て
お
り
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
地
方
自
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治
体
の
方
々
な
ど
と
も
対
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
復
興

の
プ
ロ
セ
ス
で
何
が
起
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
理
解
す
る
た
め

で
あ
り
、
同
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
実
際
何
が
起
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
掌
握
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
二
〇
一
五
年
に
は
仙
台
で
第
三
回
の
国
連
防

災
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
る
が
、
ま
さ
に
こ
う
い
っ
た
被
災
者
の
方
々
の
辿

っ
て
き
た
道
の
り
、
こ
の
四
年
間
学
ん
で
き
た
教
訓
と
い
う
も
の
が
会
議
の

参
加
者
が
も
っ
と
も
関
心
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」。

　

ま
た
、
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別
代
表
は
同
じ
記
者
会
見
に
お
い
て
、
復
興
過

程
で
の
課
題
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
世
界
各
国
の
被
災

地
で
関
係
者
か
ら
話
を
聞
く
中
で
の
共
通
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
に
被

ワルストロム特別代表東北訪問

東北の子どもたちとの対話
（2012年 7 月　仙台市にて）

災
直
後
、
被
災
者
は
、
あ
た
か
も
見
捨
て
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
が
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
犠
牲
を
払

っ
た
の
で
、
感
情
的
に
は
当
然
の
反
応
か
も
し

れ
な
い
。
実
際
に
は
見
捨
て
ら
れ
て
い
な
く
て

も
、
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。
第
二
に
、
実
際
に
復
旧

復
興
の
時
期
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
困
難
な
時

期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
被
災
直
後
は
連
帯

福島の女性たちとの対話
（201３年 2 月　福島県にて）

障害者との対話
（201３年10月　陸前高田市にて）
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感
が
あ
り
、
被
害
も
は
っ
き
り
と
目
に
見
え
る
形
で
存
在
す
る
。
し
か
し
次
第
に
生
活
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
被
災

者
の
間
で
も
状
況
に
関
し
て
、
違
っ
た
受
け
止
め
方
が
出
て
く
る
。
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
今
後
の
方
向
性
と
い
う
こ
と
を
決
定
す
る
上
で
い
ろ
い
ろ
な
協
議
が
行
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
沿
岸
か
ら
高
台
へ
と
集
落
を
移
転
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
非
常
に
時
間
が
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
意
思
決
定
に
お
い
て
き
ち
ん
と
協
議
を
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
遅
れ

が
生
じ
な
い
よ
う
に
な
る
べ
く
速
や
か
に
行
動
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
が
非
常
に
難
し

い
。
早
く
進
め
よ
う
と
し
て
協
議
の
プ
ロ
セ
ス
を
割
愛
す
る
と
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
両
者

の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
難
し
い
」。

継
続
的
に
過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性

　
「
日
本
は
、
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
歴
史
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
が
他
の
国
に
対
し
て
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
、
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
大
き
な
災
害
が
起
き
た
後
に
常
に
定
期
的
な
自
己
評
価
を
行
い
、

法
整
備
、
災
害
対
策
な
ど
の
改
善
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
各
災
害
か
ら
の
経

験
や
教
訓
を
学
び
続
け
、
ど
う
す
れ
ば
防
災
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
国
際
社
会
は
学
び

た
い
と
考
え
て
い
る
」。
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別
代
表
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
来
日
中
に
開
催
さ
れ
た
記
者
会
見
に
お

い
て
、こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
共
に
、兵
庫
県
の
例
に
言
及
し
、災
害
遺
構
の
保
存
、災
害
遺
訓
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

日
本
は
過
去
の
災
害
か
ら
の
教
訓
・
学
び
の
風
化
を
課
題
に
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
学
び
を
法
整
備
や
制
度
の
改
善
に

役
立
て
る
努
力
を
し
て
き
た
。
同
時
に
、
常
に
次
の
世
代
に
学
び
を
共
有
す
る
と
い
う
努
力
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
努

力
は
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
の
兵
庫
県
の
取
り
組
み
を
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通
し
て
も
具
体
的
に
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
日
本
の
経
験
や
改
善
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
世
界
に
発

信
し
、
具
体
的
な
世
界
の
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
国
際
防
災
協
力
に
お
い
て
日
本
が
貢
献
で
き
る
も
っ

と
も
重
要
な
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
第
三
回
国
連
防
災
世
界
会
議
も
こ
の
観
点
か
ら
日
本
に
と
っ
て
も
、

ま
た
国
際
社
会
に
と
っ
て
も
重
要
な
機
会
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

お
わ
り
に

　

松
岡
は
十
年
以
上
に
わ
た
り
国
連
職
員
と
い
う
立
場
で
国
際
的
な
防
災
分
野
に
携
わ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
防
災
分
野

は
日
本
が
国
際
的
に
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
し
、貢
献
し
て
い
け
る
分
野
だ
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
き
た
。阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
の
災
害
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
は
防
災
分
野
で
国
際
的
に
も
さ
ら
に
貢
献
し
て

ゆ
く
べ
き
と
考
え
る
。
一
般
的
に
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
国
は
、
ま
ず
国
内
の
対
応
や
復
旧
・
復
興
に
多
く
の
労
力

や
リ
ソ
ー
ス
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
国
外
に
教
訓
や
事
例
を
発
信
し
、
国
際
協
力
に
貢
献
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
連
と
し
て
も
、
日
本
が
引
き
続
き
国
際
協
力
の
場
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

震
災
後
、
開
発
途
上
国
も
含
め
て
多
く
の
国
々
か
ら
日
本
へ
の
支
援
が
差
し
伸
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本

が
多
く
の
国
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
集
め
て
い
る
国
だ
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
日
本
人
が
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
日
本
が
O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
な
ど
を
通
し
て
、
世
界
中
の
国
々
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
支
援
し
て
き
た
か
ら

こ
そ
得
ら
れ
た
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
の
表
れ
が
支
援
に
繋
が
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
も
国
際

協
力
、
特
に
多
く
の
経
験
と
知
見
を
有
す
る
防
災
分
野
に
お
け
る
日
本
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。
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災
害
時
の
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
へ
の
対
応

　
　
　
　

︱
阪
神
・
淡
路
か
ら
東
日
本
大
震
災
ま
で
の
対
応
の
展
開
と
今
後
の
見
通
し
︱

立
木 

茂
雄



著
　
者

　
　

立
木　

茂
雄
（
た
つ
き
・
し
げ
お
）　

　
　

同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
助
教
授

　
　

一
九
九
七
年 

〜　

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

被
災
者
復
興
支
援
会
議
メ
ン
バ
ー

　
　

二
〇
〇
一
年
〜　

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授

　
　

二
〇
〇
六
年
〜　

同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授

　
　

二
〇
一
四
年
〜　

地
域
安
全
学
会
会
長
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
置
か
れ
た
社
会
的
状
況

　
　
　
　
　
　
　

︱「
災
害
弱
者
」モ
デ
ル
と
そ
の
批
判
的
検
討
︱

　

高
齢
者
や
障
害
者
は
災
害
時
に
被
害
が
集
中
す
る
と
い
う
事
実
は
、
古
く
か
ら
災
害
対
策
上
の
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
て
き
た
（e.g., Friedsam

. 

一
九
六
〇
／T

ierney et al., 

一
九
八
八
）。
管
（
二
〇
〇
〇
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は

一
九
八
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
続
い
た
福
祉
施
設
の
火
災
で
、
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
が
多
数

犠
牲
と
な
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
災
害
対
策
上
特
別
な
配
慮
が
必
要
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
「
災
害
弱
者
」
問
題

と
し
て
概
念
化
さ
れ
た
と
い
う
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ま
で
の
「
災
害
弱
者
」
と
は
、
こ
の
よ
う
に
緊
急
対
応
の
観
点

か
ら
、
避
難
行
動
上
の｢

特
別
な
ニ
ー
ズ｣

（
林
，
一
九
九
六
）
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
概
念
が
初
め
て

採
用
さ
れ
た
一
九
九
一
年
度
版
の
防
災
白
書
で
は
、「
災
害
弱
者
」
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
。

①
自
分
の
身
に
危
険
が
差
し
迫
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
察
知
す
る
能
力
が
無
い
、
ま
た
は
困
難
な
者

② 

自
分
の
身
に
危
険
が
差
し
迫
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
察
知
し
て
も
適
切
な
行
動
を
取
る
事
が
で
き
な
い
、
ま
た
は

困
難
な
者

③
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
受
け
取
る
事
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
困
難
な
者

④ 

危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
受
け
取
る
事
が
で
き
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
適
切
な
行
動
を
と
る
事
が
で
き
な
い
、

ま
た
は
困
難
な
者

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
、
多
く
の
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
表
1
は
、
神
戸
新
聞
が
ま
と
め
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
犠
牲
者
の
年
齢
別
死
者
数
の
集
計
で
あ
る
。
六
十
代
以
上
の
死
者
は
全
死
亡
者
の
半
数
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
や
障

害
者
の
保
護
の
重
要
性
は
改
め
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
緊
急
対
応
期
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、避
難
所
（
上
田
， 

二
〇
一
二
）
や
仮
住
ま
い
、

そ
し
て
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
期
に
あ
っ
て
も
対
策
が

求
め
ら
れ
る
対
象
（
林
， 

一
九
九
六
）
と
し
て
人
口

に
膾か

い
し
ゃ炙

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
管
，
二
〇
〇
〇
／

田
中
・
標
葉
・
丸
山
，
二
〇
一
二
）。

出典：神戸新聞2004年 5 月14日

注：阪神・淡路大震災の死者数に
ついては消防庁が2006年5月19日
発表した6434名、不明3名が確定
の死者・行方不明者数である。

（http://web.pref.hyogo.jp/pa20/
pa20_000000015.html）

表１　阪神・淡路大震災犠牲者の
　　　年齢区分別分布

高
齢
が
理
由
で
被
害
が
集
中
し
た
の
か
？

　
「
高
齢
者
や
障
害
者
は
災
害
弱
者
と
な
る
」、「
そ
の
た
め
に
特
別
の
配
慮
や
対
応
が
必
要
で
あ
る
」、
と
い
っ
た
言
説

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
自
明
の
こ
と
と
な
り
、
社
会
的
な
通
念
と
し
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、「
な

ぜ
高
齢
者
や
障
害
者
に
被
害
が
集
中
す
る
の
か
」、「
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
の
か
」、「
そ
も
そ
も
被

害
は
高
齢
者
や
障
害
者
だ
け
に
集
中
し
た
の
か
」、
と
い
っ
た
問
い
は
、
広
く
社
会
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
本
質
的
な
問
い
を
発
し
た
研
究
は
存
在
し
て
い
る
（
呂
ら
， 

一
九
九
九
／
林
・
村
上
，
二

〇
〇
三
／
松
本
・
立
木
，
二
〇
〇
九
）。

　

呂
ら
（
一
九
九
九
）
は
、
死
亡
者
の
年
齢
分
布
が
信
頼
性
工
学
に
お
い
て
材
料
の
破
壊
や
機
械
の
故
障
の
発
生
な
ど

を
説
明
す
る
際
に
用
い
る
ワ
イ
ブ
ル
（
故
障
分
布
）
関
数
に
当
て
は
ま
る
と
い
う
事
実
を
も
と
に
、
西
宮
市
で
の
震
災

直
接
死
者
九
百
八
十
一
名
の
年
齢
別
分
布
と
、
震
災
前
年
度
の
日
本
の
総
死
亡
者
の
年
齢
別
分
布
に
ワ
イ
ブ
ル
関
数
を

年齢 死者数
10歳未満 25３
10代 ３14
20代 479
３0代 264
40代 484
50代 872
60代 1219
70代 128３
80代 1080
90歳以上 176
身元不明 9

64３３
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当
て
は
め
て
、
両
者
を
比
較
し
た
（
図
１
参
照
）。

　

そ
の
結
果
、
ど
ち
ら
の
死
亡
年
齢
分
布
（
点
線
）
も
ワ
イ
ブ
ル
関

数
（
直
線
）
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
が
、
そ
の
形
状
は

両
者
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
震
災
前
年
度
の
日
本
全
国
の
総
死

亡
者
の
年
齢
分
布
で
は
、
十
五
歳
ま
で
は
成
長
す
る
ほ
ど
死
亡
率
が

下
が
る
初
期
故
障
型
、
十
五
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
は
死
亡
率
が
一

定
の
偶
発
故
障
型
、
四
十
五
歳
以
降
は
自
然
老
化
に
伴
い
死
亡
率
が

急
増
す
る
摩
耗
故
障
型
と
な
り
、
総
死
亡
分
布
が
ワ
イ
ブ
ル
分
布
に

当
て
は
ま
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
西
宮
市
の
死
亡
分

布
に
ワ
イ
ブ
ル
関
数
を
当
て
は
め
た
時
、
二
つ
の
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

第
一
に
、
一
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
死
亡
率
は
前
年
度
の
日
本

全
国
の
死
亡
率
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
高
か
っ
た
。「
普
通
に
人
間

が
死
ん
で
い
く
と
い
う
現
象
と
し
て
今
回
の
震
災
を
と
ら
え
た
ら
、

図１　
死亡年齢分布のワイブル関数あてはめによる分析結果

や
は
り
た
く
さ
ん
の
若
い
人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
」（
林
・
村
上
，
二
〇
〇
三
，
p
．一
〇
六
）
が
見
え
て

き
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
西
宮
の
死
亡
分
布
で
は
初
期
故
障
型
の
形
状
が
存
在
せ
ず
、
一
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
死

亡
率
が
一
定
の
偶
発
故
障
型
の
分
布
形
状
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、死
因
が
個
人
の
年
齢
に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、

「
ど
ん
な
家
に
住
ん
で
い
た
か
で
、
五
歳
の
子
ど
も
も
十
五
歳
の
子
ど
も
も
二
十
歳
の
若
者
も
、
三
十
歳
、
四
十
歳
の

人
も
、
ほ
ぼ
一
様
に
偶
発
的
に
亡
く
な
っ
て
」（
林
・
村
上
，
二
〇
〇
三
，
p
．一
〇
六
）
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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松
本
・
立
木
（
二
〇
〇
九
）
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
神
戸
市
に
お
け
る
直
接
死
者
三
千
八
百
九
十
五
名
を
対
象

に
、
死
者
が
多
数
発
生
し
た
神
戸
市
内
七
区
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
町
通
り
単
位
で
の
死
亡
率
を
説
明
す
る
構
造
方

程
式
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。
モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
れ
た
の
は
、
町
通
り
単
位
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
震
度
・
高
齢
者
比
率
・

二
十
〜
二
十
四
歳
比
率
・
年
収
二
百
万
円
世
帯
指
数
・
年
収
一
千
万
円
世
帯
指
数
・
住
宅
全
壊
率
・
死
亡
率
な
ど
で
あ
る
。

　

図
（
は
長
田
区
の
死
亡
率
の
推
定
式
を
パ
ス
図
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
田
区
で
は
住
宅
の
全
壊
と
火
損
が
死

亡
率
を
直
接
に
規
定
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ど
ち
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
震
度
の
影
響
を
受
け
て
い
た

図2　 長田区における死亡率推定の構造方程式
モデル（火災・低所得層全壊型）

が
、
住
宅
全
壊
率
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
地
域
の
脆

弱
性
の
影
響
も
等
し
く
受
け
て
い
た
。
長
田
区
の
住

宅
全
壊
に
関
与
し
た
脆
弱
性
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

人
口
率
・
二
百
万
未
満
世
帯
指
数
・
民
営
借
家
率
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
や
損
失
は
、
災
害
誘
因
と
し
て

の
地
震
動
と
い
う
ハ
ザ
ー
ド
お
よ
び
そ
の
暴
露
、
そ

し
て
脆
弱
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
（W

isner et 
al., 

二
〇
〇
三
）。
長
田
区
の
場
合
、
町
通
り
で
高
齢

者
が
多
い
こ
と
は
脆
弱
性
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た

が
、
こ
れ
は
低
所
得
層
や
民
営
借
家
が
多
い
と
こ
ろ

ほ
ど
高
齢
の
居
住
者
の
住
宅
は
老
朽
化
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
耐
震
性
能
が
低
か
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
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あ
る
。

　

図
３
は
長
田
区
同
様
に
火
災
の
大
規
模
な
延
焼
が

発
生
し
た
灘
区
の
死
亡
率
を
推
定
す
る
パ
ス
図
で
あ

る
。
灘
区
で
も
住
宅
全
壊
と
火
損
が
死
亡
率
を
直
接

に
規
定
し
て
お
り
、
住
宅
全
壊
率
は
ア
ン
ケ
ー
ト
震

度
と
地
域
の
脆
弱
性
と
い
う
二
つ
の
規
定
因
に
左
右

さ
れ
る
と
い
う
全
体
の
構
図
は
長
田
区
と
似
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
脆
弱
性
の
中
身
は
長
田
区
と
は

大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
灘
区
で
は
年
収
二
百
万
未

満
世
帯
指
数
と
二
十
〜
二
十
四
歳
比
率
が
脆
弱
性
を

反
映
す
る
正
の
指
標
、
そ
し
て
六
十
五
歳
以
上
人
口

率
は
脆
弱
性
の
負
の
指
標
と
な
っ
て
い
た
。
灘
区
で

は
、
老
朽
化
し
た
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
を
余
儀
な

図３　 灘区における死亡率推定の構造方程式
モデル（若年・低所得層全壊型）

く
さ
れ
て
い
た
大
学
生
を
中
心
と
し
た
二
十
代
前
半
の
低
所
得
層
が
、
地
震
動
に
よ
る
住
宅
倒
壊
の
結
果
と
し
て
死
亡

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
灘
区
で
高
齢
者
率
の
高
い
地
域
は
、住
宅
の
耐
震
性
能
が
む
し
ろ
高
か
っ
た（
す

な
わ
ち
脆
弱
性
が
低
い
）
こ
と
も
併
せ
て
示
唆
さ
れ
た
。

　

最
後
の
図
４
は
東
灘
区
の
死
亡
率
を
推
定
す
る
パ
ス
図
で
あ
る
。
東
灘
区
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
震
度
と
世
帯
収
入
指

数
が
住
宅
全
壊
率
を
規
定
し
、
こ
れ
が
死
亡
率
を
決
定
し
て
い
た
。
世
帯
収
入
に
つ
い
て
は
二
百
万
未
満
世
帯
の
率
が

高
い
地
域
は
住
宅
全
壊
率
に
対
し
て
正
の
効
果
が
、
ま
た
一
千
万
以
上
世
帯
の
率
が
高
い
地
域
は
住
宅
全
壊
率
を
抑
止

す
る
負
の
直
接
効
果
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
時
に
一
千
万
以
上
世
帯
率
は
、
死
亡
率
に
対
し
て
は
正
の
直
接
効
果
も
認
め
ら
れ
た
。
東
灘
区
の
北
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は
阪
急
電
鉄
か
ら
南
は
J
R
ま
で
の
住
宅
地
で
は
、
一
千
万
以
上

世
帯
で
も
住
宅
の
築
年
が
古
く
、
耐
震
性
能
が
低
か
っ
た
た
め
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
東
灘
区
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
率

や
若
年
層
率
は
脆
弱
性
の
指
標
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
長
田
区
、
灘
区
、
東
灘
区
の
死
亡
率
を
推
定
す

る
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
を
検
討
し
た
が
、
耐
震
性
能
の
低
い
（
老

朽
化
し
た
脆
弱
性
の
高
い
）
住
宅
が
地
震
動
と
い
う
ハ
ザ
ー
ド
に

曝
さ
れ
た
結
果
と
し
て
死
者
は
発
生
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
地

域
に
よ
っ
て
脆
弱
性
の
特
徴
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。

長
田
区
で
は
、
低
所
得
層
や
民
営
借
家
が
多
い
と
こ
ろ
ほ
ど
高
齢

の
居
住
者
の
住
宅
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
長
田
地
域
の

脆
弱
性
を
構
成
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
灘
区
で
は
低
所
得

層
や
若
年
層
が
多
く
居
住
す
る
地
域
の
住
宅
の
老
朽
度
が
一
番
の

脆
弱
性
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
灘
区
に
あ
っ
て
は
高
齢
者

図4　 東灘区における死亡率推定の構造方程式
モデル（低所得層・高所得層全壊型）

の
多
く
居
住
す
る
地
域
の
住
宅
性
能
は
む
し
ろ
高
く
、
脆
弱
性
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
示
唆
し
た
。
東

灘
区
で
は
、
全
般
的
に
世
帯
の
収
入
の
低
さ
が
脆
弱
性
の
要
因
と
な
っ
て
い
た
が
、
立
地
に
よ
っ
て
は
高
所
得
世
帯
で

も
死
亡
率
が
高
く
な
る
地
域
が
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
死
者
数
に
関
す
る
実
証
的
な
研
究
を
二
つ
紹
介
し
た
が
、
そ
の
ど
ち
ら
も
高
齢
で
あ
る
こ
と

が
死
亡
の
直
接
の
要
因
で
は
な
く
、
住
宅
性
能
の
低
さ
を
も
た
ら
す
脆
弱
性
が
、
地
震
動
と
い
う
ハ
ザ
ー
ド
に
暴
露
さ

れ
る
結
果
と
し
て
死
者
は
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
科
学
的
な
検
討
と
議
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
「
高
齢
者
・
障
害
者
＝
災
害
弱
者
」
と
い
う
言
説
は
説
得
力
を
も
っ
て
一
般
に
流
布
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
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は
「
災
害
弱
者
」
言
説
の
源
流
に
あ
る
「
障
害
の
個
人
モ
デ
ル
」
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

障
害
の
個
人
モ
デ
ル
か
ら
社
会
モ
デ
ル
へ

　

こ
こ
で
、
冒
頭
に
あ
げ
た
一
九
九
一
年
度
版
の
防
災
白
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
災
害
弱
者
」
の
定
義
①
か
ら
④
に
再

び
注
目
し
て
み
よ
う
。
①
は
「
危
険
を
察
知
す
る
能
力
が
無
い
、
ま
た
は
困
難
な
者
」、
②
は
「
危
険
を
察
知
し
て
も

適
切
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
困
難
な
者
」、
③
は
「
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
受
け
取
る
事
が
で

き
な
い
、
ま
た
は
困
難
な
者
」、
そ
し
て
④
は
「
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
受
け
取
る
事
が
で
き
て
も
適
切
な
行
動
を

取
る
事
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
困
難
な
者
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
身
体
的
・
知
的
・
精
神
的
な
機
能
の
不
全
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
個
人
に
内
在
す
る
属
性
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
危
険
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、災
害
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、

行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
等
々
か
ら
災
害
時
に
不
利
益
が
生
ま
れ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考

え
方
の
枠
組
み
で
は
、問
題
の
対
処
策
は
身
体
的
・
知
的
・
精
神
的
な
恒
久
的
欠
損（
イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
）を「
治
療
」し
、

少
し
で
も
そ
の
機
能
を
高
め
る
か
、
そ
れ
が
難
し
い
場
合
に
は
、
機
能
を
補
う
た
め
の
技
法
や
振
る
舞
い
を
当
事
者
本

人
が
身
に
つ
け
る
か
（
星
加
，
二
〇
〇
七
）、
あ
る
い
は
善
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
機
能
不
全
者
の
機
能
を
代
替

す
る
（O

liver, 

一
九
九
〇=

二
〇
〇
六
）
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
医
学
的
な
認
識
枠
組
み
は
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
が
一
九
八
〇
年
に
示
し
た
国
際
障
害
分
類
（International Classification of Im

pairm
ents, D

is
abilities and H

andicaps, ICID
H

）で
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、い
わ
ば
当
時
の
正
統
な
障
害
の
と
ら
え
方
で
あ
っ
た
。

　
「
災
害
弱
者
」
概
念
が
提
唱
さ
れ
た
一
九
九
一
年
、
そ
し
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
つ
な
が
る
一
九
九
〇
年
代
の
時

点
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、「
当
事
者
個
人
に
内
在
す
る
身
体
的
・
知
的
・
精
神
的
な
恒
久
的
欠
損（
イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
）
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が
原
因
と
な
っ
て
、
正
常
と
考
え
ら
れ
る
方
法
や
範
囲
で
行
為
を
遂
行
す
る
能
力
に
何
ら
か
の
制
約
・
欠
如
が
生
じ
、

そ
の
結
果
と
し
て
不
利
益
（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
）
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
医
学
的
な
認
識
枠
組
み
は
、
世
界
的
に
み

て
も
主
流
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
当
事
者
の
不
利
益
を
当
事
者
個
人
の
属
性
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
認
識
枠
組
み
の
故
に
、「
高

齢
者
や
障
害
者
は
災
害
弱
者
と
な
る
」と
い
っ
た
言
説
は
自
明
視
さ
れ
、社
会
的
な
通
念
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
認
識
枠
組
み
の
故
に
、「
な
ぜ
高
齢
者
や
障
害
者
に
被
害
が
集
中
す
る
の
か
」、「
そ
れ
は
ど
の
よ

う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
の
か
」、「
そ
も
そ
も
被
害
は
高
齢
者
や
障
害
者
だ
け
に
集
中
し
た
の
か
」、
と
い
っ
た
当
事

者
と
自
然
環
境
、
構
造
物
や
社
会
環
境
と
の
相
互
作
用
に
関
わ
る
本
質
的
な
問
い
は
、
広
く
社
会
の
注
目
を
集
め
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
異
を
唱
え
る
動
き
が
欧
米
で
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
（O

liver, 

一
九
九
〇=

二
〇
〇
六
）、
日
本
で

も
二
〇
〇
〇
年
代
前
後
か
ら
（
長
瀬
，
一
九
九
八
／
倉
本
，
二
〇
〇
二
／
星
加
，
二
〇
〇
七
）
本
格
化
し
た
。
そ
れ
が

障
害
の「
社
会
モ
デ
ル
」で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
で
は
、「
障
害
の
問
題
と
は
ま
ず
障
害
者
が
経
験
す
る
社
会
的
不
利（
益
）

の
こ
と
な
の
で
あ
り
そ
の
原
因
は
社
会
に
あ
る
」（
星
加
，
二
〇
〇
七
，
ｐ
．三
七
）
と
す
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
「
障

害
の
社
会
モ
デ
ル
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｈ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
障
害
の
身
体
的
・
知
的
・
精
神
的
機
能
不
全
の
位
相

が
こ
と
さ
ら
に
取
り
出
さ
れ
、
そ
の
克
服
が
障
害
者
個
人
に
帰
責
さ
れ
」（
星
加
，
二
〇
〇
七
，
ｐ
．三
七
）
る
か
、
あ

る
い
は
社
会
の
善
意
に
そ
の
解
決
策
を
求
め
る
（T

w
igg et al., 

二
〇
一
一
）
認
識
枠
組
み
を
障
害
者
の
無
力
化
（dis

ablem
ent

）
に
つ
な
が
る
「
障
害
の
個
人
モ
デ
ル
」
で
あ
る
と
批
判
し
、
障
害
者
解
放
の
た
め
の
理
論
的
枠
組
み
の
大

き
な
転
換
と
し
て
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
（O

liver, 

一
九
九
〇=
二
〇
〇
六
）。

　
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
の
提
唱
者
と
な
っ
た
オ
リ
バ
ー
は
、
障
害
者
の
不
利
益
の
原
因
帰
属
を
巡
る
転
換
に
つ
い
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て
、
一
九
八
〇
年
代
に
英
国
の
国
勢
調
査
局
で
用
い
ら
れ
て
い
た
障
害
者
調
査
の
項
目
を
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
立
場
か

ら
言
い
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
例
示
し
て
い
る
（
星
加
，
二
〇
〇
七
，
p
p
．四
七-

四
八
）。

質
問
一

・
個
人
モ
デ
ル
「
あ
な
た
の
具
合
が
悪
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
」

・
社
会
モ
デ
ル
「
社
会
の
具
合
が
悪
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
」

質
問
二

・ 

個
人
モ
デ
ル
「
あ
な
た
が
物
を
持
っ
た
り
握
っ
た
り
ひ
ね
っ
た
り
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
の
は
、
ど

ん
な
病
状
で
す
か
？
」

・ 

社
会
モ
デ
ル「
あ
な
た
が
物
を
持
っ
た
り
握
っ
た
り
ひ
ね
っ
た
り
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
の
は
、瓶
・

や
か
ん
・
缶
等
の
日
用
品
の
ど
ん
な
欠
陥
で
す
か
？
」

質
問
三

・ 

個
人
モ
デ
ル
「
あ
な
た
は
、
主
に
聴
覚
に
問
題
が
あ
る
こ
と
で
、
人
々
の
言
葉
を
理
解
す
る
の
が
困
難
で
す

か
？
」

・
社 

会
モ
デ
ル
「
あ
な
た
は
、
人
々
が
あ
な
た
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
、

人
々
の
言
葉
を
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
か
？
」

質
問
四

・ 

個
人
モ
デ
ル
「
あ
な
た
に
は
日
常
生
活
を
制
約
す
る
よ
う
な
損
傷
・
欠
損
・
欠
陥
が
あ
り
ま
す
か
？
」

・ 

社
会
モ
デ
ル
「
損
傷
・
欠
損
・
欠
陥
に
対
す
る
人
々
の
反
応
が
、
あ
な
た
の
日
常
生
活
を
制
約
し
て
い
ま
す

か
？
」
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「
社
会
モ
デ
ル
」
に
準
拠
し
て
、
一
九
九
一
年
度
版
防
災
白
書
の
「
災
害
弱
者
」
の
定
義
を
言
い
換
え
れ
ば
次
の
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

①　

危
険
の
察
知

・ （
災
害
弱
者
モ
デ
ル
）
自
分
の
身
に
危
険
が
差
し
迫
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
察
知
す
る
能
力
が
無
い
、
ま
た
は

困
難
な
者

・ （
社
会
モ
デ
ル
）
自
分
の
身
に
危
険
が
差
し
迫
っ
た
場
合
、
周
囲
が
そ
の
危
険
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
に
お
か
れ
た
者

②　

危
険
時
の
行
動

　

・ （
災
害
弱
者
モ
デ
ル
）
自
分
の
身
に
危
険
が
差
し
迫
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
察
知
し
て
も
適
切
な
行
動
を
取
る

事
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
困
難
な
者

　

・ （
社
会
モ
デ
ル
）
自
分
の
身
に
危
険
が
差
し
迫
っ
た
場
合
、
周
囲
が
そ
れ
を
察
知
し
、
周
囲
か
ら
の
適
切
な

支
援
行
動
と
結
び
つ
か
な
い
状
況
に
お
か
れ
た
者

③　

災
害
情
報
の
受
け
取
り

　

・ （
災
害
弱
者
モ
デ
ル
）
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
受
け
取
る
事
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
困
難
な
者

　

・ （
社
会
モ
デ
ル
）
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
周
囲
が
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
災
害
情
報
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
お
か
れ
た
者

④　

災
害
情
報
受
け
取
り
後
の
行
動

　

・ （
災
害
弱
者
モ
デ
ル
）
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
受
け
取
る
事
が
で
き
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
適
切
な
行
動

を
と
る
事
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
困
難
な
者
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・ （
社
会
モ
デ
ル
）
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
て
も
、
周
囲
か
ら
の
適
切
な
支
援
行
動
と
結
び
つ

か
な
い
状
況
に
お
か
れ
た
者

　

以
上
の
よ
う
な
不
利
益
の
原
因
帰
属
を
「
社
会
モ
デ
ル
」
に
よ
り
変
換
し
た
後
で
立
ち
現
れ
る
も
の
こ
そ
、
二
〇
〇

五
年
三
月
に
提
唱
さ
れ
る
「
災
害
時
要
援
護
者
」
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
次
章
で
は
、「
災
害

弱
者
」モ
デ
ル
に
代
わ
る
新
し
い
モ
デ
ル
と
し
て
の「
災
害
時
要
援
護
者
」概
念
が
ど
の
よ
う
に
社
会
的
に
構
築
さ
れ
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
社
会
に
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
の
と
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　

︱「
災
害
時
要
援
護
者
」モ
デ
ル
の
出
現
︱

　
「
災
害
時
要
援
護
者
」
や
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
と
い
っ
た
用
語
が
社
会
に
発
せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇

四
年
七
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
水
害
時
に
被
害
が
高
齢
者
に
集
中
し
た
事
態
を
受
け
て
「
集
中
豪
雨
時
等
に
お
け
る
情

報
伝
達
及
び
高
齢
者
等
の
避
難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
」
が
二
〇
〇
四
年
十
月
に
発
足
し
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
「
災

害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
が
内
閣
府
よ
り
公
開
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

と
す
る
。
以
下
に
そ
の
間
の
経
緯
を
簡
単
に
追
っ
て
み
よ
う
。

二
〇
〇
四
年
七
月
新
潟
豪
雨
水
害

　

新
潟
県
で
は
、
水
害
被
害
者
十
五
名
中
六
十
五
歳
以
上
が
十
二
名
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
う
ち
九
名
が
七
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
事
態
を
受
け
て
発
足
し
た
「
集
中
豪
雨
時
等
に
お
け
る
情
報
伝
達
及
び
高
齢
者
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等
の
避
難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
」
の
第
一
回
目
の
検
討
会
議
事
概
要
（
内
閣
府 

二
〇
〇
四
）
に
よ
る
と
、
廣
井
脩

東
大
教
授
（
当
時
）
に
よ
る
座
長
挨
拶
の
中
で
「
災
害
時
要
援
護
者
」
が
初
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
高
齢
者
等
の

避
難
支
援
関
係
」
と
い
う
当
初
に
事
務
局
が
設
定
し
た
議
事
に
関
す
る
検
討
内
容
の
第
一
番
目
に
「
災
害
時
要
援
護
者

に
つ
い
て
、
障
害
の
程
度
や
生
活
状
況
等
に
応
じ
て
、
情
報
面
で
の
支
援
や
行
動
面
で
の
支
援
を
決
め
て
お
く
な
ど
、

よ
り
き
め
細
か
く
対
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
事
概
要
か
ら
は
、「
災
害
時

要
援
護
者
」
が
事
務
局
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
廣
井
座
長
の
挨
拶
お
よ
び
そ
の
後
の

議
論
の
中
で
概
念
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
議
論
の
基
に
な
っ
た
の
が
七
月
豪
雨
災
害

に
関
わ
る
現
地
調
査
か
ら
の
知
見
で
あ
っ
た
。

　

林
・
立
木
（
二
〇
〇
四
）
は
、
文
部
科
学
省
の
突
発
災
害
調
査
に
よ
る
「
平
成
（（
年
（
月
新
潟
・
福
島
、
福
井
豪
雨

災
害
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
中
間
報
告
会
で
、
新
潟
水
害
に
お
け
る
中
之
島
町
（
当
時
）
の
三
名
、
三
条
市
の
九
名

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
被
害
が
発
生
し
た
の
か
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
報
告
し
、
被
害
が
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
一
グ
ル
ー
プ
は
中
之
島
町
（
当
時
）
の
三
名
で
、
全
員
が
健
康
な
七
十
五
歳
以
上
高
齢
者
で
あ
っ
た
。
三
名
の
住

宅
は
刈
谷
田
川
左
岸
の
破
堤
点
の
近
傍
に
あ
り
、
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
浸
水
深
を
記
録
し
て
い
た
。
破
堤
直
後
の
速
い

流
速
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
流
体
力
に
よ
る
家
屋
倒
壊
が
直
接
の
死
因
で
あ
っ
た
。
第
二
グ
ル
ー
プ
は
三
条
市
の
五
十

嵐
川
の
破
堤
点
付
近
で
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
五
名
で
、
全
員
が
六
十
五
歳
以
下
の
若
年
層
で
あ
り
、
逃
げ
場
の
な
い
屋

外
に
い
て
破
堤
直
後
の
水
流
に
巻
き
込
ま
れ
被
災
し
て
い
た
。
第
三
グ
ル
ー
プ
は
三
条
市
の
市
街
地
で
あ
る
嵐
南
地
区

の
四
名
で
、歩
行
困
難
、要
介
護
認
定
を
受
け
た
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、全
員
が
屋
内
で
死
亡
し
て
い
た
。

こ
の
四
名
の
直
接
の
死
因
は
、
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
時
、
避
難
移
動
を
支
援
す
る
人
が
ま
わ
り
に
存
在
し
て
い
な
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か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

以
上
と
同
様
の
結
論
は
、
検
討
会
座
長
の
廣
井
脩
や
同
会
委
員
の
田
中
淳
東
洋
大
教
授
（
当
時
）
に
よ
る
内
閣
府
の

検
討
会
の
現
地
調
査
で
も
得
ら
れ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
第
一
回
目
の
検
討
会
は
三
条
市
の
第
三
グ
ル
ー
プ
の
事
例
に
焦

点
を
当
て
た
。
三
条
市
の
嵐
南
地
区
で
は
従
前
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
時
間
的
な
余

裕
が
な
か
っ
た
た
め
、
近
隣
に
よ
る
共
助
が
十
分
機
能
せ
ず
、
多
く
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
災
害
時

に
備
え
て
行
政
内
部
で
関
係
す
る
防
災
部
局
と
福
祉
部
局
が
連
携
し
、
自
治
体
等
の
支
援
を
必
要
と
す
る
災
害
時
要
援

護
者
の
状
況
を
十
分
把
握
し
て
お
く
よ
う
な
対
策
を
事
前
に
と
る
こ
と
が
不
可
欠
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

二
〇
〇
四
年
十
月
に
発
足
し
た
「
集
中
豪
雨
時
等
に
お
け
る
情
報
伝
達
及
び
高
齢
者
等
の
避
難
支
援
に
関
す
る
検
討

会
」
は
、
検
討
期
間
中
に
さ
ら
に
発
生
し
た
同
年
十
月
の
台
風
23
号
水
害
や
新
潟
中
越
地
震
時
の
実
情
な
ど
も
参
考
に

し
て
二
〇
〇
五
年
三
月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
た
。
こ
の
二
〇
〇
四
年
度
版
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
主
眼
は
、
災
害

情
報
の
発
令
に
当
た
っ
て
、
従
来
か
ら
の
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
の
発
信
の
前
段
階
と
し
て
、
高
齢
者
等
の
災
害
時
の

避
難
に
支
援
を
要
す
る
者
に
向
け
て
避
難
を
促
す
「
避
難
準
備
（
要
援
護
者
避
難
）
情
報
」
を
新
た
に
設
け
た
こ
と
、

避
難
行
動
に
支
援
を
必
要
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
基
礎
自
治
体
が
対
象
者
の
状
況
を
事
前
に
把
握
し
、
避
難
支
援
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
な
ど
の
対
策
を
取
る
よ
う
求
め
た
点
に
あ
る
（
集
中
豪
雨
時
等
に
お
け
る
情
報
伝
達
及
び
高
齢
者
等
の

避
難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
，
二
〇
〇
五
）。

　

翌
二
〇
〇
五
年
度
は
、
関
係
機
関
等
の
間
で
の
連
携
を
中
心
と
し
た
避
難
支
援
方
策
や
避
難
行
動
後
の
避
難
所
で
の

生
活
支
援
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
た
め
、「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
対
策
に
関
す
る
検
討
会
」
を
新
た
に
設
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置
し
、
そ
の
検
討
成
果
に
基
づ
き
二
〇
〇
六
年
三
月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
を
行
い
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
。
二

〇
〇
五
年
度
版
改
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
「
災
害
時
要
援
護
者
」
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
は
、
必
要
な
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把
握
し
、
災
害
か
ら
自
ら
を
守
る

た
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
な
ど
の
災
害
時
の
一
連
の
行
動
を
と
る
の
に
支
援
を
要
す
る
人
々
を
い
い
、
一

般
的
に
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人
、
乳
幼
児
、
妊
婦
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

要
援
護
者
は
新
し
い
環
境
へ
の
適
応
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
災
害
に
よ
る
住
環
境
の
変
化
へ
の
対
応

や
、
避
難
行
動
、
避
難
所
で
の
生
活
に
困
難
を
来
す
が
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
支
援
が
適
切
に
受
け
ら
れ
れ
ば

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

な
お
、
要
援
護
者
情
報
の
収
集
・
共
有
に
と
り
組
ん
で
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
の
市
町
村
の
取
組
状
況
に

関
す
る
次
の
①
〜
③
の
例
な
ど
を
参
考
に
、
対
象
者
の
考
え
方
（
範
囲
）
を
明
ら
か
に
し
、
重
点
的
・
優
先
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

〈
例
〉

① 　

介
護
保
険
の
要
介
護
：
要
介
護
３
（
重
度
の
介
護
を
要
す
る
状
態
：
立
ち
上
が
り
や
歩
行
な
ど
が
自
力
で
で

き
な
い
等
）
以
上
の
居
宅
で
生
活
す
る
者
を
対
象
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。 

② 　

障
害
程
度
：
身
体
障
害
（
１
・
２
級
）
及
び
知
的
障
害
（
療
育
手
帳
Ａ
等
）
の
者
を
対
象
と
し
て
い
る
場
合

が
多
い
。 

③　

そ
の
他
：
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

改
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
初
め
て
設
け
ら
れ
た
「
災
害
時
要
援
護
者
」
の
定
義
の
最
初
の
二
段
落
は
、
一
九
九
一
年
度

版
防
災
白
書
の
「
災
害
弱
者
」
の
定
義
と
比
較
す
る
と
、「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
の
認
識
枠
組
み
の
援
用
は
明
ら
か
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で
あ
る
。
一
方
、
続
く
三
段
落
目
以
降
で
示
さ
れ
た
〈
例
〉
は
、
当
事
者
個
人
の
属
性
（
要
介
護
度
、
障
害
程
度
な
ど
）

に
よ
っ
て
対
象
者
を
類
型
化
す
る
記
述
も
共
存
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
障
害
者
の
不
利
益
の
す
べ
て
を
社
会
に
帰
責

す
る
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
全
面
的
な
採
用
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
改
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
初
め
て
記
載
さ

れ
た
避
難
生
活
時
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
一
般
の
指
定
避
難
所
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
社
会
包
摂
的
（
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
）
な
視
点
で
は
な
く
、
福
祉
避
難
所
の
設
置
・
活
用
を
促
す
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
。

　

前
章
で
紹
介
し
た
オ
リ
バ
ー
に
よ
る
障
害
者
調
査
の
項
目
の
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
立
場
か
ら
の
言
い
換
え
例
の
五
番

目
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

質
問
五

・ 

個
人
モ
デ
ル
「
あ
な
た
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
健
康
上
の
問
題
や
障
害
の
た
め
に
、
特
殊
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
か
？
」

・ 

社
会
モ
デ
ル
「
あ
な
た
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
健
康
上
の
問
題
や
障
害
の
あ
る
人
は
特
殊
学
校
に
通
う
の
が

望
ま
し
い
と
い
う
地
方
教
育
局
の
方
針
の
た
め
に
、
特
殊
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
か
？
」

　
「
福
祉
避
難
所
の
設
置
・
活
用
の
促
進
」
は
、
当
事
者
の
意
思
や
希
望
か
ら
で
は
な
く
、
当
局
の
方
針
と
し
て
提
唱

さ
れ
て
い
る
点
で
、
オ
リ
バ
ー
の
質
問
五
と
同
形
の
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
対
策
の
前
提
が
「
個
人
モ
デ
ル
」
に
立
脚

し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
二
〇
〇
五
年
三
月
に
公
開
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
社
会
モ
デ
ル
」
に
由
来
す
る
理
念
は
盛
り

込
ま
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
具
体
の
手
順
に
関
す
る
記
述
で
は
対
象
者
の
同
定
の
た
め
の
身
体
構
造
や
機
能
に
関
す

る
分
類
も
共
存
し
て
い
た
。
さ
ら
に
当
事
者
を
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
社
会
的
に
包
摂
す
る
「
一
般
制

度
的
」
対
応
を
志
向
す
る
の
で
は
な
く
、
要
援
護
者
に
は
一
般
指
定
避
難
所
で
は
な
く
福
祉
避
難
所
を
別
に
用
意
す
る
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と
い
う
「
残
余
的
」
な
対
策
（T

itm
uss, 

一
九
七
四=

一
九
九
九
）
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
の
立
場
か
ら
見
る
な
ら
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
二
〇
〇
五
年
三
月
版
お
よ
び
二
〇
〇
六
年

三
月
改
訂
版
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
開
に
よ
り
、
全
体
計
画
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
、
個
別
計
画
な
ど
の
策
定
な
ど

が
全
国
の
自
治
体
で
一
斉
に
広
が
っ
た
。
二
〇
一
一
年
度
に
総
務
省
消
防
庁
が
実
施
し
た
市
区
町
村
の
と
り
組
み
に
関

す
る
実
態
調
査
で
は
、
同
年
度
末
ま
で
に
調
査
団
体
の
九
八
%
が
全
体
計
画
を
策
定
済
み
か
、
策
定
を
予
定
す
る
ま
で

に
な
っ
て
い
た
。

国
際
生
活
機
能
分
類
（
I
C
F
）
の
影
響

　

災
害
時
に
高
齢
者
や
障
害
者
に
被
害
が
集
中
す
る
原
因
を
、
当
事
者
個
人
の
属
性
に
帰
責
す
る
一
九
九
一
年
度
版
防

災
白
書
の
「
災
害
弱
者
」
モ
デ
ル
が
、
当
時
主
流
で
あ
っ
た
「
障
害
の
医
学
モ
デ
ル
」
に
立
脚
し
て
お
り
、
こ
の
認
識

枠
組
み
の
源
流
が
一
九
八
〇
年
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
際
障
害
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｈ
）
に
あ
る
と
述
べ
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
二
〇
〇
一
年
の
総
会
で
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｈ
の
改
訂
を
採
択
す
る
。
二
〇
〇
一
年
の
改
訂
版
が
国
際
生
活
機
能
分

類
（International Classification of Functioning, D

isability and H
ealth, ICF

）
で
あ
る
。
こ
の
改
訂
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｈ
が
障
害
者
の
不
利
益
の
根
本
的
な
原
因
を
生
理
学
的
レ
ベ
ル
に
帰
責
す
る
「
障
害
の
医
学
モ
デ
ル
」
に
立
脚

し
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
か
ら
の
反
論
を
う
け
、
こ
の
二
つ
の
対
立
す
る
モ
デ
ル
の
弁
証
法

的
な
統
合
を
め
ざ
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
，
二
〇
〇
一
／
厚
生
労
働
省
，
二
〇
〇
二
）。

　

Ｉ
Ｃ
Ｆ
は
、健
康
状
況
と
健
康
関
連
状
況
に
注
目
し
、そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
心
身
機
能
・
身
体
構
造
」、「
活
動
」、

「
参
加
」
領
域
に
お
け
る
「
生
活
機
能
（functioning

）」
と
、
そ
の
背
景
因
子
と
し
て
の
環
境
因
子
と
個
人
因
子
と

の
相
互
作
用
を
も
含
め
て
記
述
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
障
害
（disability

）」
は
「
生
活
機
能
」
の
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各
領
域
で
の
否
定
的
側
面
（「
心
身
の
機
能
障
害
・
身
体
構
造
の
恒
久
的
損
傷
（im

pairm
ent

）」、「
活
動
の
制
限
」、

「
参
加
の
制
約
」）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
環
境
因
子
を
含
む
背
景
因
子
と
の
相
互
作
用
か
ら
認
識
さ
れ
る
も
の
と
な

っ
た
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
，
二
〇
〇
一
／
厚
生
労
働
省
，
二
〇
〇
二
）。

　
「
災
害
時
要
援
護
者
」
概
念
は
、
二
〇
〇
四
年
十
月
の
「
集
中
豪
雨
時
等
に
お
け
る
情
報
伝
達
及
び
高
齢
者
等
の
避

難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
」
第
一
回
会
合
の
座
長
挨
拶
や
議
論
に
端
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
議
論
は
「
障
害
の
社
会
モ

デ
ル
」
に
基
づ
く
不
利
益
発
生
の
認
識
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
二
〇
〇
〇

年
前
後
か
ら
日
本
で
も
盛
ん
に
な
る
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
に
関
す
る
言
説
（
長
瀬 

一
九
九
八
，
倉
本 

二
〇
〇
二
）

に
加
え
て
、
W
H
O
に
よ
る
障
害
観
の
大
転
換
と
I
C
F
（
W
H
O
，
二
〇
〇
一
／
厚
生
労
働
省
，
二
〇
〇
二
）
の
公

表
と
い
っ
た
思
想
的
潮
流
の
影
響
が
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
二
〇
〇
六
年
三
月
改
訂
版
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
提
示
し
た
災
害
時
要
援
護
者
の
定
義
は
、「
心
身
機
能
・

身
体
構
造
」、「
活
動
」、「
参
加
」
お
よ
び
「
環
境
因
子
」
の
全
側
面
か
ら
当
事
者
の
生
活
機
能
を
と
ら
え
、
要
援
護
状

態
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
に
だ
け
与
す
る
の
で
は
な

く
、「
心
身
機
能
・
身
体
構
造
」
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
も
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
て
い
る
I
C
F
の
枠
組
み
に
、
む
し
ろ
準

拠
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
の
議
論
は
、
災
害
時
要
援
護
者
の
要
援
護
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
議
論
（
越
智
・
立
木
，
二
〇
〇
七
／
コ
マ
フ

ァ
イ
他
，
二
〇
〇
九
）
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ
を
活
用
し
て
個
々
人
と
そ
の
環
境
と
の
相
互
作
用
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
可
能

性
を
切
り
開
く
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
は
本
稿
の
主
題
と
は
外
れ
る
た
め
に
、
稿
を
改

め
て
別
途
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
（T

atsuki, 

二
〇
一
四
）。
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宮
城
県
石
巻
市
で
の
と
り
組
み

　

二
〇
〇
五
年
三
月
に
公
開
さ
れ
た
「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
初
版
）
に
は
、
具
体
的
な

と
り
組
み
の
手
順
に
加
え
て
、
日
本
各
地
に
お
け
る
先
進
的
・
積
極
的
な
と
り
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

ト
ッ
プ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
宮
城
県
石
巻
市
の
事
例
で
あ
る
。
石
巻
市
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
公
表
の
二
〇
〇
四

年
度
の
時
点
で
市
内
の
五
つ
の
町
内
会
で
、
町
内
会
長
、
民
生
委
員
等
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
安
否
確
認

や
避
難
誘
導
等
を
行
う
支
援
体
制
（
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
設
立
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
と
り
組
み
が
二
〇
一
一

年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
記
述
と
、
東
日
本
大
震
災
発
災
時
の
石
巻
市
八
幡
町
で
の
事
例
を
も
と
に
振
り
返
る
こ
と
に
す
る
。

　

石
巻
市
は
、
二
〇
〇
二
年
七
月
に
台
風
６
号
が
通
過
し
た
際
、
旧
北
上
川
の
増
水
に
伴
い
、
石
巻
市
で
は
初
め
て
の

避
難
勧
告
を
発
令
し
た
。
し
か
し
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
は
知
り
な
が
ら
、
一
人
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、

結
局
避
難
で
き
な
か
っ
た
住
民
が
存
在
す
る
こ
と
が
後
に
判
明
す
る
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
情
報
の
整

備
と
必
要
な
支
援
の
把
握
が
課
題
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
市
内
三
百
六
十
九
名
の
民
生
委
員
の
協
力
に
よ
り
、「
①
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
の
み

の
世
帯
等
で
、
寝
た
き
り
等
に
よ
り
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
、
在
宅
高

齢
者
」
や
「
②
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
、
在
宅
の

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
及
び
難
病
者
」
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
二
年
十
月
時

点
で
、避
難
行
動
に
支
援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
十
八
歳
以
上
の
者
は
、市
内
全
域
で
千
七
百
八
十
人
と
概
算
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
を
目
的
と
す
る
「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
結
成
を
市
内
の
緑
町
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と
住
吉
町
に
働
き
か
け
、
と
り
組
み
を
協
働
で
進
め
る
こ
と
と
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
二
〇
〇
三
年
七
月
に
こ
れ
ら
二
地
区
で
「
防
災
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
各
種
説
明
会
を
地
域
各
所
で
開

催
し
、「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
理
解
促
進
に
努
め
た
結
果
、

二
〇
〇
五
年
一
月
現
在
、
五
地
区
に
お
い
て
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
設
立
に
至
っ
た
（
集
中
豪
雨
時
等
に
お
け
る
情
報
伝
達
及
び
高

齢
者
等
の
避
難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
，
二
〇
〇
五
）。

　

二
〇
〇
五
年
四
月
に
石
巻
市
は
周
辺
の
六
町
と
合
併
し
新
し
い

石
巻
市
と
な
る
が
、
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
モ

デ
ル
地
区
で
の
と
り
組
み
を
新
石
巻
市
の
二
百
四
十
五
（
二
〇
一

二
年
度
以
降
は
二
百
四
十
八
）
の
全
町
内
会
で
展
開
さ
せ
る
。
図

5
は
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
二
〇
一
二
年
度
ま
で
の
、
災
害
時
要

援
護
者
台
帳
へ
の
登
録
者
数
（
棒
グ
ラ
フ
）
と
市
内
全
町
内
会
に

お
け
る
「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
結
成
率
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
）

の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
市
内
全
町
内
会

で
の
「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
結
成
率
は
制
度
開
始
時
の
二
〇
〇

七
年
度
に
は
三
七
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
翌
年
度
に
は
六
二
%
へ

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

登録者数 支援体制
構築率

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

37％

2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

62％ 64％ 69％ 65％ 69％

本庁登録者数 支援体制構築地区/全地区■

図5　
宮城県石巻市における災害時要援護者登録者数と支援体制構築済み地区率の推移
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と
、そ
し
て
東
日
本
大
震
災
発
災
時
の
二
〇
一
〇
年
度
に
は
六
九
%
に
ま
で
拡
充
さ
れ
て
い
た（
石
巻
市
，二
〇
一
三
）。

　

石
巻
市
内
旧
北
上
川
左
岸
に
位
置
す
る
八
幡
町
は
一
九
六
〇
年
の
チ
リ
津
波
災
害
時
の
被
災
の
記
憶
が
住
民
の
間
で

共
有
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
二
〇
〇
五
年
五
月
よ
り
「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
結
成
し
、
対
象
と
な
る
要
援
護
者
の

リ
ス
ト
作
り
や
避
難
支
援
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
と
り
組
み
始
め
た
。
結
成
当
初
、
石
巻
市
は
八
幡
町
の
「
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
に
九
名
の
要
援
護
者
の
情
報
を
提
供
し
た
。
さ
ら
に
民
生
委
員
や
町
会
長
の
判
断
で
支
援
が
必
要
と
さ
れ

る
と
判
断
さ
れ
た
八
名
の
住
民
を
独
自
に
加
え
、
合
計
十
七
名
か
ら
な
る
要
援
護
者
台
帳
を
作
成
し
、
要
援
護
者
一
名

に
二
名
の
支
援
者
を
結
び
つ
け
る
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

　

八
幡
町
で
の
と
り
組
み
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
た
二
〇
〇
五
年
の
時
点
で
、
先
進
的
な
と
り
組
み
で
あ
っ

た
た
め
に
、
N
H
K
の
教
育
テ
レ
ビ
の
取
材
陣
に
よ
っ
て
取
材

が
行
わ
れ
、
翌
二
〇
〇
六
年
一
月
十
七
日
に
「
要
援
護
者
を
ど

う
守
る
の
か
」
と
題
し
て
教
育
テ
レ
ビ
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
番
組
と
し
て
放
映
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
と
り
組
み
を
進
め
て
き
た
な
か
で
二
〇
一
一
年

三
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
こ
の
震
災
に
よ
り
二
〇

一
一
年
二
月
時
点
で
の
人
口
が
十
六
万
二
千
八
百
二
十
二
人
で

あ
っ
た
石
巻
市
で
は
、
直
接
死
者
三
千
二
百
七
十
三
人
、
行
方

不
明
者
四
百
三
十
二
人
の
激
甚
な
被
害
が
発
生
し
た（
石
巻
市
，

二
〇
一
四
）。
八
幡
町
で
も
約
九
百
人
の
住
民
の
う
ち
三
八
名

が
亡
く
な
っ
た
。「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
リ
ス
ト
に
載
っ

ネットワークに
よる援護

家族の自助

制度による公助

不明

Ｎ＝15世帯
　　（17名）

隣人（共助）
による援護

図6　 東日本大震災時の宮城県石巻市八
幡町防災ﾈットワークの対応
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て
い
た
十
七
名
に
つ
い
て
、対
応
の
状
況
を
ま
と
め
た
の
が
図
6
で
あ
る
。
リ
ス
ト
に
載
っ
た
十
七
名
の
ほ
ぼ
半
数
が
、

こ
の
よ
う
な
地
域
の
「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
ハ
ー
ト
ネ

ッ
ト
T
V
，
二
〇
一
二
年
九
月
十
一
日
放
送
）。
八
幡
町
の
実
績
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
以
来
、
日
本
各
地
で
進
め
ら

れ
て
き
た
地
域
住
民
主
体
の
個
別
避
難
支
援
計
画
づ
く
り
が
決
し
て
間
違
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
好
例
と
な

っ
て
い
る
。

　
　

東
日
本
大
震
災
時
の
実
相
と
今
後
の
課
題

　

日
本
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者
対
策
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

初
版
が
公
開
さ
れ
て
以
来
、
ほ
ぼ
五
〜
六
年
の
う
ち
に
千
六
百
を
越
え
る
基
礎
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
で
全
体
計
画
が
策

定
さ
れ
、
約
半
数
で
は
名
簿
が
整
備
さ
れ
、
二
割
を
越
え
る
自
治
体
で
は
個
別
避
難
支
援
計
画
が
策
定
さ
れ
る
ま
で
に

至
っ
た
（
総
務
省
消
防
庁
，
二
〇
一
一
）。
こ
の
よ
う
な
準
備
態
勢
が
進
め
ら
れ
て
き
た
な
か
で
東
日
本
大
震
災
は
発

生
し
た
。

　

本
章
で
は
、
県
別
な
ら
び
に
市
町
村
別
の
各
種
統
計
資
料
を
用
い
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
被
害
が
な
ぜ
集
中
し

た
の
か
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
マ
ク
ロ
な
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
検
討
を
行
い
た
い
（T

atsuki, 

二
〇
一
三
／
立
木
，

二
〇
一
三
）。
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図7　 岩手・宮城・福島県の人口ピﾗミッドと性別・年齢別の死者割合

出典：警察庁2012年3月6日
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高
齢
者
の
被
害
率
に
は
性
差
や
地
域
差
が
あ
っ
た

　

図
（
は
、
被
災
東
北
三
県
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

年
齢
別
の
死
者
割
合
（
グ
レ
ー
の
棒
）
と
同
年
齢
の

人
口
構
成
割
合
（
透
明
の
棒
）
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
（
警
察
庁
，
二
〇
一
二
）。
各
県
と
も
、
六
十
歳

代
ま
で
は
人
口
構
成
割
合
に
比
べ
て
死
者
の
割
合
は

低
く
、
六
十
歳
代
以
上
に
な
る
と
死
者
割
合
が
人
口

構
成
割
合
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
高
齢
者
ほ
ど
全
人
口
に
占
め
る
同
年

代
の
割
合
を
超
え
る
方
々
が
震
災
の
犠
牲
と
な
っ
て

い
た
。

　

図
（
は
、
十
歳
き
ざ
み
の
年
齢
階
級
ご
と
の
人
口

割
合（
図
7
透
明
の
棒
）に
対
す
る
死
者
の
割
合（
同

グ
レ
ー
の
棒
）
の
比
（
グ
ラ
フ
縦
軸
）
を
年
齢
別
、

男
女
別
、
お
よ
び
県
別
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
図
（
で
読
み
取
れ
た
よ
う
に
、

六
十
代
未
満
で
は
人
口
構
成
割
合
に
対
す
る
死
者
割

合
の
比
は
一
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
六
十
代

 

 

２　避　　難　　135
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図8　 県および性別の年齢別人口構成割合に対する死者構成割合の比
（対年齢別人口構成割合）
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を
越
え
る
と
急
に
一
を
越
え
、
七
十
代
で
は
人
口
構
成
割
合
よ
り
も
約
二
倍
か

ら
三
倍
、
八
十
代
で
は
約
二
・
五
倍
か
ら
三
・
五
倍
の
高
齢
者
が
亡
く
な
っ
て

い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
性
別
で
比
較
す
る
と
、
高
齢
の
男
性
の
方

が
女
性
よ
り
も
、
人
口
構
成
割
合
に
比
べ
て
よ
り
多
く
亡
く
な
っ
て
い
た
。
最

後
に
、人
口
割
合
に
比
べ
た
死
者
割
合
の
比
は
、東
北
三
県
で
違
い
が
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
高
齢
者
の
被
害
の
割
合
は
、
宮
城
で
最
も
高
く
、
続
い
て
福
島
、

そ
し
て
岩
手
の
順
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
県
別
の
順
位
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
で
同

様
で
あ
っ
た
。
人
口
構
成
比
上
、
何
故
、
高
齢
男
性
の
方
が
高
齢
女
性
よ
り
も

被
害
の
割
合
が
高
い
の
か
、
さ
ら
に
何
故
、
被
害
の
割
合
に
三
県
で
違
い
が
あ

る
の
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
社
会
的
要
因
が
関
与
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
解
く
手
が
か
り
を
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

　

表
２
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
時
点
で
の
岩
手
・
宮
城
・
福
島
三
県
に
お
け
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
老
人
向
け
施
設
に
入
所
し

て
い
た
高
齢
者
の
数
を
、
便
宜
的
に
七
十
歳
以
上
の
各
県
の
高
齢
者
数
で
割
る

こ
と
で
求
め
た
高
齢
者
向
け
施
設
入
所
者
の
割
合
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
表
の
最
右
列
に
は
、
河
北
新
報
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
十
三
日
）
が
独

自
に
ま
と
め
た
被
災
三
県
の
高
齢
者
入
所
施
設
で
被
災
し
死
亡
・
不
明
と
な
ら

れ
た
方
々
の
数
を
各
県
の
施
設
入
所
者
数
で
割
る
こ
と
で
求
め
た
高
齢
者
向
け

施
設
入
所
者
の
被
害
率
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
県
で
比
べ
る
と
宮
城
県
の
被
害
率

表2  被災東北３県の70歳以上高齢者数と老人向け各種施設入所者割合

出典：平成（（年国勢調査(http://www.e-stat.go.jp/SG（/estat/List.do?bid=（（（（（（（（（（（（&cycode=（)
　　　平成（（年度介護サービス施設・事業所調査(http://www.e-stat.go.jp/SG（/estat/List.do?lid=（（
　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（（（（（（（)
　　　平成（（年度社会福祉施設等調査(http://www.e-stat.go.jp/SG（/estat/List.do?lid=（（（（（（（（（（（（)
　　　河北新報「焦点／被災（県（（ヵ所、津波被害／高齢者施設（（（人死亡・不明」（（（（年（（月（（日

老人向け施設

県 70歳 以 上 高
齢者数

老人向け施設
入所者割合

介護老人福祉
施設入所者数

養護老人
ホーム

軽費老人
ホーム

高齢者向け
施設入所者
の被害率

岩手県 275,976 2.6% 2.1% 0.３% 0.2% 2.1%
宮城県 ３86,8３4 2.0% 1.6% 0.1% 0.2% 5.2%
福島県 ３84,956 2.5% 2.1% 0.2% 0.2% 0.4%
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が
群
を
抜
い
て
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
宮
城
で
は
、
施
設
が
海
辺
の
景
観
の
良
い
場
所
に
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
こ

れ
に
対
し
て
岩
手
で
は
高
台
に
、
福
島
で
は
内
陸
部
に
施
設
が
多
く
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
被
害
に
差
が
で

た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
施
設
入
所
者
は
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
二
十
四
時
間
体
制
で
見
守
ら
れ
て
い
る
。
立
地
さ
え
安
全
で

あ
れ
ば
、
入
所
施
設
の
方
が
緊
急
時
の
対
応
で
は
職
員
か
ら
の
支
援
が
受
け
ら
れ
や
す
い
面
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
表
２
を
再
び
な
が
め
る
と
、
高
齢
者
向
け
施
設
入
所
者
の
割
合
が
宮
城
で
は
岩
手
・
福
島
と
比
べ
て
若
干
低
い

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、宮
城
で
は
在
宅
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
割
合
が
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

津
波
に
よ
る
影
響
が
よ
り
多
く
出
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
高
齢
者
の
死
亡
率
の
性
差
も
、
男
性
で
は
高
齢
で
も
在
宅
で
妻
や
家
族
と
暮
ら
す

傾
向
が
強
い
の
に
対
し
、
男
性
よ
り
も
平
均
寿
命
が
長
い
女
性
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
介
護
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
可

能
性
が
よ
り
低
く
、
結
果
と
し
て
施
設
入
所
の
割
合
が
高
く
、（
立
地
さ
え
安
全
で
あ
れ
ば
）
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り

緊
急
時
の
対
応
が
取
ら
れ
て
い
た
、
と
い
っ
た
理
由
で
人
口
構
成
比
上
の
女
性
の
死
亡
者
の
割
合
の
低
さ
が
説
明
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
確
定
的
な
結
論
を
下
す
た
め
に
は
、
県
別
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
な
統
計
資
料

で
は
な
く
、
よ
り
個
別
の
状
況
が
分
か
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

障
害
者
の
死
亡
率
は
全
体
の
死
亡
率
の
二
倍
だ
っ
た
か
？

　

東
日
本
大
震
災
で
死
亡
し
た
障
害
者
（
障
害
者
手
帳
所
持
者
）
の
死
亡
率
が
全
住
民
の
死
亡
率
と
比
べ
て
二
倍
近
く

あ
っ
た
、
と
い
う
報
道
は
、
毎
日
新
聞
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
二
十
四
日
）、
N
H
K
（
二
〇
一
二
年
三
月
六
日
、
二

〇
一
二
年
六
月
十
日
、
二
〇
一
二
年
九
月
十
一
日
）、
共
同
通
信
（
二
〇
一
二
年
七
月
三
十
日
）、
河
北
新
報
（
二
〇
一
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二
年
九
月
二
十
四
日
）
な
ど
が
行
っ
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
報
道
各
社
が
用
い
た
の
が
、
被
災
し
た
市
町
に
対
す
る
独

自
取
材
に
よ
る
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
犠
牲
者
の
調
査
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
独
自
調
査
資
料
の
う
ち
、
N
H
K

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
現
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
T
V
）
取
材
班
の
資
料
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
か
ら
被
災
市
町
に
三
カ
月
間

の
間
隔
で
三
回
の
問
い
合
わ
せ
を
行
い
死
者
数
の
検
討
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
点
で
、
も
っ
と
も
精
度
の
高
い
も
の
で

あ
る
。
繰
り
返
し
調
査
の
理
由
は
、
当
初
の
市
町
村
の
回
答
に
は
障
害
者
死
者
数
と
し
て
直
接
死
だ
け
で
な
く
間
接
死

も
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
数
字
の
訂
正
が
多
く
の
自
治
体
で
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
資
料
を
も
と
に
す
る
と
、
東
北
三
県
全
体
の
障
害
者
死
亡
率
は
、
全
住
民
の
死
亡
率
の
ほ
ぼ
倍
近
い
も
の
と
な

っ
て
い
た
と
、
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
二
〇
一
二
年
三
月
六
日
放
送
）
や
、
N
H
K
ハ
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
一
二
年
六
月
十
日
実
施
）、
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
T
V
（
二
〇

一
二
年
九
月
十
一
日
放
送
）
で
言
及
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
番
組
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
に
協
力
し
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
取

材
班
が
調
べ
た
全
三
十
一
市
町
村
の
結
果
（
表
３
参
照
）
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
表
３
は
東
日
本
大
震
災
で
十
名
以

上
の
死
者
が
発
生
し
た
三
十
一
の
自
治
体
の
全
住
民
の
死
亡
率
と
障
害
者
手
帳
所
持
者
の
死
亡
率
が
比
較
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
表
３
の
最
下
行
を
見
る
と
、
直
接
死
者
が
十
名
以
上
を
記
録
し
た
三
十
一
自
治
体
の
全
住
民
数
（
百

六
十
七
万
四
千
百
八
十
五
人
）
と
死
者
数
（
一
万
八
千
八
百
二
十
九
人
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
す
る
と

全
体
の
死
亡
率
は
一
・
一
%
と
な
る
。
ま
た
障
害
者
手
帳
交
付
者
数
（
八
万
六
千
五
百
三
人
）
と
障
害
者
死
者
数
（
千

六
百
五
十
八
人
）
よ
り
障
害
者
（
障
害
者
手
帳
所
持
者
）
の
死
亡
率
が
一
・
九
%
と
な
り
、
全
体
死
亡
率
の
ほ
ぼ
倍
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
数
字
が
番
組
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

表
３
に
は
東
北
三
県
の
被
災
三
十
一
市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
障
害
者
と
全
体
の
死
亡
率
が
記
載
さ
れ
て
い
る
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表３　東日本大震災で10名以上の死者を記録した３1市町村の全体死亡率と障害者死亡率

県 市町
全体 障害者手帳交付者

被災地人口 死者 死亡率 被災地人口 死者 死亡率
岩手 宮古市 59,442 517 0.9% ３,３71 ３6 1.1%

大船渡市 40,7３8 417 1.0% 2,268 47 2.1%
陸前高田市 2３,３02 1,760 7.6% 1,３68 12３ 9.0%
釜石市 ３9,578 958 2.4% 2,569 64 2.5%
大槌町 15,277 1,229 8.0% 1,012 95 9.4%
山田町 18,625 775 4.2% 1,114 59 5.３%
田野畑村 ３,84３ ３9 1.0% 20３ ３ 1.5%
野田村 4,6３2 27 0.6% 27３ 2 0.7%
岩手小計 205,4３7 5,722 2.8% 12,178 429 ３.5%

宮城 仙台市* ３18,1３３ 7３4 0.2% 1３,4３2 5３ 0.4%
石巻市 160,704 ３,569 2.2% 7,89３ ３97 5.0%
塩竃市 56,490 46 0.1% 2,997 0 0.0%
気仙沼市 7３,494 1,2３4 1.7% ３,508 1３5 ３.8%
名取市 7３,140 911 1.2% ３,749 76 2.0%
多賀城市 62,979 125 0.2% 2,３18 17 0.7%
岩沼市 44,198 150 0.３% 1,770 14 0.8%
東松島市 42,908 1,024 2.4% 1,920 114 5.9%
亘理町 ３4,846 ３06 0.9% 1,３84 2３ 1.7%
山元町 16,711 616 ３.7% 9３３ 54 5.8%
松島町 15,089 16 0.1% 709 2 0.３%
七ヶ浜町 20,419 9３ 0.5% 882 8 0.9%
女川町 10,051 820 8.2% 605 81 1３.4%
南三陸町 17,4３1 79３ 4.5% 995 125 12.6%
宮城小計 946,59３ 10,4３7 1.1% 4３,095 1,099 2.6%

福島 いわき市 ３42,198 4３0 0.1% 21,004 ３5 0.2%
相馬市 ３7,796 469 1.2% 1,90３ 2３ 1.2%
南相馬市 70,895 951 1.３% 4,３98 16 0.4%
楢葉町 7,701 69 0.9% 512 11 2.1%
富岡町 15,996 1３4 0.8% 861 ３ 0.３%
大熊町 11,511 49 0.4% 565 0 0.0%
双葉町 6,9３2 94 1.4% ３77 2 0.5%
浪江町 20,908 ３58 1.7% 1,155 2３ 2.0%
新地町 8,218 116 1.4% 455 17 ３.7%
福島小計 522,155 2,670 0.5% ３1,2３0 1３0 0.4%

総計 1,674,185 18,829 1.1% 86,50３ 1,658 1.9%

出典：NHK　ETV「福祉ネットワーク」および「ハートネットTV」取材班の調べ、2012年9月5日現在
*仙台市の死者のほとんどが若林区と宮城野区に集中していたため、両区の人口の合計を用いた。
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大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
総

計
の
数
値
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
細
か
な

検
討
を
行
う
た
め
に
、
三
十
一
市
町
村
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
全
体
死
亡
率
と
障
害

者
死
亡
率
の
関
係
を
散
布
図
に
し
、
そ
れ

ら
の
関
係
を
県
別
に
分
け
て
回
帰
直
線
を

当
て
は
め
た
の
が
図
（
で
あ
る
。

　

三
本
の
回
帰
直
線
は
、そ
れ
ぞ
れ
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
各
県
内
市
町
村
ご
と
の
全

体
死
亡
率
と
障
害
者
死
亡
率
の
関
係
を
要

約
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

通
常
の
回
帰
と
は
異
な
り
、
全
体
死
亡
率

が
〇ゼ

ロ

の
時
に
は
障
害
者
死
亡
率
も
〇
と
な

る
こ
と
か
ら
、
切
片
が
〇
で
原
点
を
通
る

回
帰
式
（
障
害
者
死
亡
率
＝
回
帰
係
数
×

全
体
死
亡
率
）
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
回

帰
式
を
用
い
る
と
、
障
害
者
死
亡
率
は
全

体
死
亡
率
の
何
倍
と
な
る
の
か
、
い
わ
ば

全
体
死
亡
率
に
対
す
る
障
害
者
死
亡
率
の

図9 東北被災３県別の障害者死亡率に対する全体死亡率の単回帰結果
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格
差
を
表
す
指
標
と
し
て
回
帰
係
数
が
解
釈
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
こ
で
図
（
を
再
度
な
が
め
る
と
、
障
害
者
の
死
亡
格
差
は
宮
城
県
で
倍
近
く
と
大
き
く
（
一
・
九
二
倍
）、
そ
の

一
方
で
岩
手
（
一
・
一
九
倍
）
と
福
島
（
一
・
一
六
倍
）
で
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
死
亡
率
を
全
体
と
し

て
合
算
し
た
場
合
に
は
、
全
体
人
口
や
障
害
者
人
口
で
過
半
を
占
め
る
宮
城
県
の
傾
向
（
障
害
者
の
死
亡
率
は
全
体
の

死
亡
率
の
倍
近
く
で
あ
っ
た
）
が
過
大
に
反
映
さ
れ
て
い
た
が
、
県
別
に
よ
る
市
町
村
単
位
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ

り
各
県
の
個
別
の
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

障
害
者
施
設
入
所
率
の
違
い
が
障
害
者
死
亡
率
の
県
別
格
差
を
説
明
し
た�

　

災
害
に
よ
る
被
害
は
、
ハ
ザ
ー
ド
（
外
力
）
と
暴
露
お
よ
び
脆
弱
性
の
三
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
（W

isner 
et al., 

二
〇
〇
三
）。
東
日
本
大
震
災
の
人
的
被
害
（
直
接
死
）
に
関
す
る
市
町
村
単
位
で
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
要
因
や

社
会
的
脆
弱
性
の
影
響
に
関
し
て
は
、
市
町
村
単
位
で
の
被
災
各
地
の
津
波
高
な
ど
の
各
種
実
測
値
と
死
者
・
不
明
者

数
に
つ
い
て
の
報
告
が
震
災
半
年
後
に
は
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
・
林
，
二
〇
一
一
）。
さ
ら
に
震
災
翌
年
に

な
る
と
、
震
源
か
ら
の
距
離
、
浸
水
面
積
率
、
地
形
、
高
齢
化
率
や
農
業
・
漁
業
従
事
者
率
（
上
田
，
二
〇
一
二
）、

津
波
到
達
時
間
、
地
域
防
災
計
画
で
想
定
し
た
津
波
高
と
実
際
の
津
波
高
の
比
（
松
本
・
立
木
，
二
〇
一
二
）
が
、
全

体
死
亡
率
や
障
害
者
死
亡
率
を
説
明
で
き
る
と
し
た
研
究
が
専
門
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
。

　

最
後
に
述
べ
た
松
本
・
立
木
（
二
〇
一
二
）
の
研
究
で
は
、
全
体
死
亡
率
を
従
属
変
数
と
し
た
回
帰
で
は
県
ご
と
に

差
異
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
障
害
者
死
亡
率
を
従
属
変
数
と
し
た
場
合
に
は
県
ご
と
の
差
異
が
統
計
的
に
有
意
と
な

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
前
節
の
図
9
で
示
し
た
よ
う
に
、
宮
城
県
で
は
岩
手
県
や
福
島
県
と
比
較
し
て
よ
り
多
く
の

障
害
者
に
被
害
が
出
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
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東
日
本
大
震
災
の
現
場
で
障
害
者
支
援
に
あ
た
っ
た
当
事
者
団
体
や
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
学
会
と
は
離
れ
た

場
で
、
障
害
者
被
害
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と
し
て
東
北
地
方
に
お
け
る
施
設
入
所
率
の
高
さ
を
指
摘
し
て
い
た
。

左
記
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ゆ
め
風
基
金
理
事
の
八
幡
隆
司
氏
が
二
〇
一
一
年
十
月
二
日
に
行
っ
た
「
東
日
本
大

震
災
か
ら
み
る
障
害
者
市
民
支
援
活
動
と
今
後
の
課
題
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
の
一
部
で
あ
る
。

…
障
害
者
支
援
に
限
っ
て
い
え
ば
、
岩
手
も
宮
城
も
入
所
施
設
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
浅
野
さ
ん
が
県
知

事
時
代
に
コ
ロ
ニ
ー
解
体
と
い
う
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
浅
野
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
ら
コ
ロ
ニ
ー
の

看
板
は
復
活
し
て
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。“
被
災
地
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
〟
の

代
表
の
今
川
さ
ん
は
31
歳
の
若
い
女
性
で
す
。
今
回
の
被
災
地
の
大
船
渡
に
生
ま
れ
て
、
家
の
近
く
に
施
設
が
な

い
の
で
盛
岡
ま
で
行
っ
て
寮
生
活
を
し
な
が
ら
小
・
中
・
高
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
地
域
で
す
か
ら
、

こ
の
地
域
の
人
た
ち
は
卒
業
後
も
そ
の
ま
ま
入
所
施
設
に
入
る
こ
と
に
抵
抗
は
少
な
く
、
自
宅
に
帰
る
な
ら
、
介

護
の
必
要
な
場
合
は
親
が
介
護
を
が
ん
ば
る
し
か
な
い
わ
け
で
す
。
ヘ
ル
パ
ー
を
使
っ
て
生
活
を
す
る
と
か
、
移

動
支
援
を
使
っ
て
買
い
物
に
出
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
の
で
す
（
八
幡
，
二
〇
一
二 

p
．一
三
）。

　

八
幡
氏
と
同
様
の
指
摘
は
、
南
相
馬
市
で
障
害
者
の
生
活
介
護
や
生
活
訓
練
、
自
立
支
援
事
業
を
行
う
特
定
非
営
利

活
動
法
人
さ
ぽ
ー
と
セ
ン
タ
ー
ぴ
あ
代
表
の
青
田
由
幸
氏
も
述
べ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
一
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
第

六
回
全
国
校
区
・
小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト 

in 
K
O
B
E
・
ひ
ょ
う
ご
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
災
害
時
ひ
と
り
の

命
も
見
逃
さ
な
い
」
の
席
上
で
、
南
相
馬
市
で
は
、
全
体
死
亡
率
一
・
三
%
に
対
し
て
障
害
者
死
亡
率
は
む
し
ろ
そ
れ

よ
り
も
大
幅
に
低
い
〇
・
四
%
で
あ
っ
た
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
、
青
田
氏
は
「
福
島
で
は
重
度
の

障
害
者
は
地
域
で
暮
ら
せ
な
い
か
ら
」
と
応
え
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
障
害
者
支
援
の
関
係
者
か
ら
の
発
言
に
触
発
さ
れ
て
、
被
災
東
北
三
県
に
つ
い
て
震
災
一
年
前
に
あ
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た
る
二
〇
一
〇
年
三
月
時
点
で
の
各
種
障
害
者
手
帳
交
付
者
数
と
障
害
者
福
祉

施
設
入
所
者
数
を
調
べ
、
そ
れ
を
も
と
に
施
設
入
所
者
割
合
を
ま
と
め
た
の
が

表
４
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
障
害
者
支
援
施
設
お
よ
び
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
に

つ
い
て
は
、
宮
城
の
入
所
者
割
合
が
大
幅
に
低
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
宮
城

で
は
、
障
害
者
向
け
施
設
の
解
体
と
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
表
明

し
て
知
事
選
に
立
っ
た
浅
野
史
郎
前
知
事
の
県
政
の
も
と
、
身
体
障
害
者
に
つ

い
て
は
施
設
入
所
率
が
低
か
っ
た
（
す
な
わ
ち
地
域
で
在
宅
の
生
活
を
送
る
人

の
割
合
が
高
か
っ
た
）。
し
か
し
な
が
ら
、
逆
に
そ
の
結
果
と
し
て
、
地
域
で

津
波
被
害
に
遭
う
可
能
性
が
宮
城
で
は
よ
り
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
仮
説
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
仮
説
を
検
討
す
る
た
め
に
、
障
害
者
死
亡
率
に
関
係
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
き
た
要
因
と
し
て
全
体
死
亡
率
、
ハ
ザ
ー
ド
要
因
（
震
源
ま
で
の

距
離
、
浸
水
面
積
率
、
地
形
区
分
、
津
波
到
達
時
間
）
と
脆
弱
性
要
因
（
高
齢

化
率
と
農
業
・
漁
業
従
事
者
率
の
合
成
変
数
、
最
大
津
波
高
と
想
定
津
波
高
の

比
、
身
体
障
害
者
施
設
入
所
率
）
を
被
災
三
十
一
市
町
村
ご
と
に
ま
と
め
（
施

設
入
所
率
は
表
４
の
県
ご
と
の
も
の
を
用
い
た
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
関
関
係
行

列
を
用
い
て
、
障
害
者
死
亡
率
を
従
属
変
数
と
す
る
ス
テ
ッ
プ
ワ
イ
ズ
重
回
帰

分
析
を
行
っ
た
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
図
（（
で
あ
る
。

表4　被災東北３県の各種障害者手帳交付者数と福祉施設等入所者割合

注1）数値は2010年3月現在
注2）身体障害者施設入所率は障害者支援施設入所者割合と身体障害者更正援護施設入所者割合を合算したものである
出典：平成21年度福祉行政報告例(http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001068770)
　　　平成21年度衛生行政報告例(http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001068836)
　　　平成21年度社会福祉施設等調査(http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001068770)

手帳交付台帳登載数（2009年度） 福祉施設等入所者割合 （2009年度）

県
身体障害
者手帳交
付者数

療育手帳
交付者数

精神障害
者保健福
祉手帳交
付者数

身体障害
者施設入
所率

障害者支
援施設入
所者割合

身体障害
者更生援
護施設入
所者割合

知的障害
者援護施
設入所者
割合

精神障害
者社会復
帰施設入
所者割合

岩手県 46,0３9 10,141 5.505 ３.1% 2.３% 0.8% 9.2% 1.0%
宮城県 50,476 9,285 9,３３5 0.7% 0.３% 0.4% 17.7% 0.8%
福島県 6３,985 14,6３6 6,620 1.３% 0.9% 0.4% 10.4% 1.0%
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障
害
者
死
亡
率
の
重
回
帰
分
析
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
死
亡
率
が
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
、

津
波
に
よ
る
浸
水
面
積
が
大
き
い
と
こ
ろ
ほ
ど
、
高
齢
者
や
農

業
・
漁
業
従
事
者
が
多
い
と
こ
ろ
ほ
ど
、
津
波
が
よ
り
早
く
到
達

し
た
と
こ
ろ
ほ
ど
、
そ
し
て
障
害
者
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
が

少
な
い
（
在
宅
で
暮
ら
す
障
害
者
が
多
い
）
と
こ
ろ
ほ
ど
、
障
害

者
の
死
亡
率
は
高
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
五
つ
の
変
数
に
よ

っ
て
障
害
者
死
亡
率
の
分
散
の
九
六
・
八
%
ま
で
が
説
明
で
き
、

大
変
に
精
度
の
高
い
予
測
式
と
な
っ
て
い
た
。

　

図
10
に
示
し
た
偏
回
帰
係
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
が
障
害
者

死
亡
率
に
与
え
る
影
響
の
度
合
い
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
今
回

の
回
帰
式
に
投
入
し
た
説
明
変
数
は
津
波
到
達
時
間
を
除
く
と
す

べ
て
割
合
と
し
て
標
準
化
さ
れ
、
さ
ら
に
原
点
を
通
る
回
帰
式
を

採
用
し
て
い
る
の
で
、
偏
回
帰
係
数
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

津
波
到
達
時
間
以
外
に
つ
い
て
は
ど
の
要
因
が
障
害
者
死
亡
率
に

対
し
て
何
倍
の
影
響
が
あ
っ
た
か
を
比
較
で
き
る
。

　

そ
の
結
果
、
障
害
者
死
亡
率
へ
の
影
響
が
一
番
強
か
っ
た
の

は
、
全
体
死
亡
率
（
回
帰
係
数
一
・
一
二
九
）
で
あ
っ
た
。
全
体

の
人
的
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
障
害
者
の
被
害
も
大

図10　障害者死亡率を説明する重回帰式

全体死亡率

浸水面積率

高齢化と農業・
漁業従事者率 障害者死亡率

身体障害者の
施設入所率

津波到達時間
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き
か
っ
た
。
し
か
し
、
全
体
の
死
亡
率
と
障
害
者
死
亡
率
の
格
差
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
て
き
た
よ
う
な
二
倍
で
は

な
く
、
約
一
・
一
倍
で
あ
っ
た
。
二
倍
と
報
道
さ
れ
た
の
は
、
他
の
要
因
の
影
響
ま
で
含
め
て
い
た
こ
と
と
、
人
口
で

過
半
を
し
め
る
宮
城
県
の
傾
向
が
過
大
に
反
映
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

次
い
で
影
響
力
の
高
か
っ
た
要
因
（
回
帰
係
数　

マ
イ
ナ
ス
〇
・
九
八
三
）
は
身
体
障
害
者
施
設
入
所
率
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
障
害
者
入
所
率
が
一
%
高
く
な
る
と
障
害
者
死
亡
率
を
約
一
%
下
げ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
入
所
率
は
宮
城
で
群
を
抜
い
て
低
い
（
在
宅
で
の
生
活
者
が
群
を
抜
い
て
高
い
）
こ
と
が
、
宮
城
県
の
障

害
者
死
亡
率
を
岩
手
・
福
島
よ
り
も
ほ
ぼ
倍
近
く
高
め
た
大
き
な
原
因
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

障
害
者
死
亡
率
に
影
響
を
与
え
る
三
番
目
の
要
因
は
高
齢
化
と
農
業
・
漁
業
従
事
者
割
合
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
高
齢

に
な
る
ほ
ど
身
体
の
不
自
由
の
度
合
い
が
増
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
者
が
多
く
な
る
こ
と
、
生
業
が

漁
業
で
あ
る
と
沿
岸
部
ぞ
い
に
居
住
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
漁
業
に
し
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
、

こ
れ
ら
の
要
因
が
関
連
し
あ
っ
て
障
害
者
死
亡
率
を
高
め
て
い
た
。

高
齢
者
施
設
の
立
地
、地
域
福
祉
・
医
療
の
進
歩
が
被
害
を
大
き
く
し
て
い
た

　

本
章
で
は
、
県
別
や
市
町
村
別
の
統
計
資
料
を
用
い
て
マ
ク
ロ
な
観
点
か
ら
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
高
齢
者
や
障

害
者
の
避
難
の
実
態
と
課
題
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
齢
で
あ
る
ほ
ど
被
害
率
が
高
く
な
る
と
い
う
福
祉
防
災
学

に
お
け
る
古
典
的
な
命
題
（Friedsam

, 

一
九
六
〇
）
が
今
回
の
震
災
で
も
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に

宮
城
の
高
齢
者
の
死
亡
率
が
岩
手
や
福
島
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
原
因
と
し
て

は
、
第
一
に
宮
城
県
内
の
高
齢
者
向
け
施
設
で
は
景
観
の
よ
い
海
辺
に
立
地
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
津

波
被
害
に
遭
い
、
結
果
と
し
て
高
齢
者
向
け
施
設
入
所
者
の
被
害
率
が
群
を
抜
い
て
高
く
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
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さ
ら
に
第
二
の
理
由
と
し
て
、
宮
城
県
に
お
け
る
在
宅
高
齢
者
の
割
合
が
他
の
二
県
よ
り
も
若
干
高
く
な
っ
て
い
た
為

に
、
災
害
脆
弱
性
が
施
設
（
安
全
な
立
地
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
）
入
所
者
よ
り
も
高
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
た
。
そ
し
て
、施
設
へ
の
入
所
の
割
合
の
男
女
差（
平
均
寿
命
の
長
さ
の
ゆ
え
に
女
性
の
方
が
そ
の
割
合
が
高
い
）が
、

高
齢
者
の
死
亡
率
の
男
女
差（
男
性
の
方
が
高
か
っ
た
）を
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
。

　

以
上
の
結
果
を
も
と
に
し
て
、「
高
齢
者
は
安
全
な
立
地
の
施
設
に
入
所
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
考
え
に
筆
者

は
与
し
な
い
。
む
し
ろ
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
は
、
隔
離
さ
れ
た
施
設
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
高
齢
者
を
守

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
高
齢
者
を
包
摂
す
る
こ
と
に
よ
り
命
や
生
活
を
支

え
る
と
り
く
み
を
、
在
宅
福
祉
・
地
域
福
祉
の
一
般
施
策
と
し
て
も
っ
と
積
極
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考

え
る
。
前
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
震
災
に
先
立
つ
二
〇
〇
五
年
五
月
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
と
り
組
み
を
進
め
て
き
た
宮

城
県
石
巻
市
八
幡
町
で
は
、
地
域
の
要
援
護
者
リ
ス
ト
に
載
っ
た
十
七
名
の
ほ
ぼ
半
数
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
八
幡
町
の
実
績
は
、
現
在
、
わ
が
国
の
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い

る
地
域
住
民
主
体
の
個
別
避
難
支
援
計
画
づ
く
り
が
決
し
て
間
違
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
好
例
と
な
っ
て
い

る
。

　

障
害
者
へ
の
と
り
組
み
で
も
結
論
は
同
じ
で
あ
る
。
市
町
村
単
位
の
障
害
者
死
亡
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
重
回

帰
分
析
か
ら
、
津
波
浸
水
面
積
や
到
達
時
間
と
い
っ
た
ハ
ザ
ー
ド
要
因
の
影
響
と
は
別
に
、
障
害
者
死
亡
率
は
全
体
死

亡
率
の
一
・
一
倍
で
あ
っ
た
こ
と
、
施
設
入
所
率
が
一
%
高
い
と
障
害
者
死
亡
率
が
一
%
下
が
る
こ
と
、
高
齢
化
率
と

農
業
・
漁
業
従
事
者
率
が
高
い
と
障
害
者
死
亡
率
が
高
く
な
る
こ
と
、
な
ど
の
社
会
的
脆
弱
性
に
関
す
る
要
因
の
影
響

を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
死
亡
率
も
宮
城
で
高
く
（
全
体
死
亡
率
の
約
二
倍
）、
岩
手
・
福
島
で
低
い
（
全
体
死
亡
率
の
約
一
・
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二
倍
）
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
県
別
の
違
い
は
、
障
害
者
施
設
へ
の
入
所
率
の
違
い
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
こ
と
を
示

し
た
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
向
け
施
設
の
場
合
と
同
様
に
、
立
地
が
安
全
で
あ
れ
ば
、
施
設
入
所
者
の
方
が
在
宅
で
暮
ら

す
よ
り
も
災
害
脆
弱
性
が
低
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

障
害
者
に
つ
い
て
も
、
以
上
の
結
果
か
ら
「
障
害
者
は
施
設
収
容
す
る
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
に
筆
者
が
与
し
て
い

る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
前
述
の
ゆ
め
風
基
金
理
事
の
八
幡
氏
の
発
言
に
も
あ
る
よ
う
に
宮
城
県
の
知
的
障
害
者
の

入
所
率
の
高
さ
は
、
浅
野
史
郎
前
知
事
の
提
唱
し
た
コ
ロ
ニ
ー
解
体
宣
言
に
対
す
る
、
そ
の
後
の
揺
れ
戻
し
（
撤
回
）

に
よ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、「
地
域
で
の
受
け
皿
づ
く
り
が
準
備
で
き
て
い
な
い
時
に
施

設
だ
け
解
体
す
れ
ば
大
変
な
混
乱
が
起
こ
る
」
と
い
う
論
法
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
た
し
か
に
今
回
の
震
災
で
は
、
施
設

入
所
者
の
方
が
在
宅
の
障
害
者
よ
り
も
震
災
の
被
害
は
小
さ
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
地
球
規
模
で
拡
大
し
て
い
る
理
念
で
あ
り
、
当
事
者
を
社
会
的
に
包

摂
し
て
ゆ
く
こ
と
は
大
き
な
時
代
の
流
れ
で
あ
る
。
地
域
で
の
受
け
皿
づ
く
り
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
は
障
害
者
を
隔

離
し
て
お
く
こ
と
を
正
当
化
す
る
理
由
と
は
な
ら
ず
、
だ
か
ら
こ
そ
な
お
の
こ
と
障
害
者
が
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

包
ま
れ
て
暮
ら
せ
る
し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

隔
離
さ
れ
た
施
設
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
に
当
事
者
を
包
み

込
む
し
な
や
か
な
強
さ
を
持
つ
こ
と
。
こ
れ
が
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
守
る
大
き
な
ち
か
ら
と
な
る
こ
と
を
、
私
た
ち

は
教
訓
と
し
て
学
び
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
、
と
思
う
。
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は
じ
め
に

　

二
十
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
一
年
間
に
延
べ
約
百
四
十
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
被
災
地
に
駆
け
付

け
て
、
被
災
者
の
援
護
や
支
援
の
活
動
に
従
事
し
た
。
そ
こ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

災
害
の
救
援
や
復
旧
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
社
会
に
印
象
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

そ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
展
開
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
一
方
で
、
非
常
時
に
お
け
る
被
災
者
支
援
文
化

と
し
て
引
き
継
が
れ
、
他
方
で
、
日
常
時
の
市
民
活
動
文
化
と
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
全
国
レ
ベ
ル

に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
成
立
、
兵
庫
県
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
開
設
な
ど
に
つ
な
が
り
、
今
日
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
協
働
参
画
社
会
の
基
礎
を
つ
く
る
う
え
で
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
二
十
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
兵
庫
県
を
中
心
に
振
り
返
り
、

そ
の
進
化
の
過
程
と
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
教
訓
を
明
ら
か
に
し
て
、
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
市
民
社
会
形

成
の
一
助
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

ま
ず
簡
単
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
大
都
市
の
直
下
を
襲
っ
た
地
震
と
し
て
戦
後
最
大
規
模
の
も
の
で
、
僅
か
十
秒
ほ
ど
の
瞬

間
的
な
震
動
に
よ
っ
て
、
全
半
壊
家
屋
が
約
二
十
五
万
棟
、
死
者
が
約
六
千
人
と
い
う
、
悲
し
い
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
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た
。
こ
の
被
害
を
、
被
災
者
支
援
と
い
う
面
で
見
る
と
、
家
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
被
災
者
が
約
五
万
、
避
難
所
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災
者
が
約
三
十
万
、
住
宅
再
建
を
強
い
ら
れ
た
被
災
世
帯
が
約
十
万
な
ど
、
膨
大
な
救
援
ニ
ー

ズ
が
発
生
し
て
い
る
。
震
災
直
後
で
は
、
消
火
や
救
助
さ
ら
に
は
応
急
救
護
な
ど
の
支
援
が
、
数
日
後
か
ら
は
、
水
汲

み
や
炊
き
出
し
、
さ
ら
に
は
物
資
運
搬
な
ど
の
支
援
が
、
一
週
間
後
か
ら
は
、
避
難
所
運
営
や
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

支
援
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
多
様
で
大
量
の
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
行
政
だ
け
で
は
そ
れ
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
そ
れ
を
補
完
す
る
支
援
の
担
い
手
と
し
て
、
必
然
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

最
初
の
一
カ
月
の
間
だ
け
で
、
約
六
十
二
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
駆
け
付
け
て
い
る
。
一
日
平
均
二
万

人
以
上
と
い
う
、か
つ
て
な
い
膨
大
な
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
第
一
に
膨
大
な
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
駆
け
付
け
た
こ
と
、

第
二
に
経
験
の
な
い
一
般
の
人
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
、
第
三
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
政
を
補
完

す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
被
災
者
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
、
国
民
す
べ
て
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と
が
、
元
年
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

さ
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
徴
を
見
て
お
こ
う
。
そ
の
第
一
は
、
兵
庫
県
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
約
六
割
と
多
い
こ
と
、
第
二
は
特
技
を
持
た
ず
組
織
に
属
さ
な
い
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
約
七
割
と
多
い
こ

と
、
第
三
に
高
校
生
や
大
学
生
と
い
っ
た
学
生
が
こ
れ
ま
た
約
六
割
と
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
被
災
地
の
被
害
状
況

が
メ
デ
ィ
ア
等
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
被
災
地
や
被
災
者
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
の
な
い
人
も
含
め
て
多
く
の
人
が
近
隣
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
大
阪
方
面
か
ら
、
高
校

生
や
中
学
生
な
ど
の
若
者
が
歩
い
て
被
災
地
支
援
に
向
か
う
姿
を
、
私
は
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
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そ
の
一
方
で
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
日
本
赤
十
字
社
な
ど
の
従
来
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
自
主
防
災
会
や
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
な
ど
の
被
災
地
内
に
あ
っ
た
市
民
組
織
、
医
師
や
弁
護
士
等
の
知
識
や
技
能
を
持
っ
た
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

活
躍
し
て
い
る
。
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
こ
と
で
は
、
被
災
直
後
の
医
療
活
動
で
は
、
医
師
に
加
え
て
看
護
師
、

薬
剤
師
、
衛
生
検
査
技
師
と
い
っ
た
医
療
関
係
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
し
て
い
る
。
建
築
士
や
土
地
家
屋
調
査
士
や

不
動
産
鑑
定
士
と
い
っ
た
建
築
関
係
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
家
屋
の
危
険
度
判
定
や
被
災
度
判
定
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
心
理
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

多
様
な
領
域
で
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
個
人
を
含
む
大
量
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
駆
け
つ
け
は
、
被
災
地
の
救
援
に
と
て
も
大
き
な
力
と
な

っ
た
。
被
災
者
に
希
望
や
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
初
体
験
の
組
織
さ
れ
な
い
一
般
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
大
量
に
駆
け
つ
け
た
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
場
活
動
に
お
い
て
も
受
け
入
れ
面
に
お
い
て
も
、
混

乱
と
戸
惑
い
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
経
験
の
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
食
糧
も
寝
袋
も

持
た
ず
軽
装
で
や
っ
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
避
難
者
の
心
を
逆
な
で
す
る
振
る
舞
い
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

不
慣
れ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
初
期
の
段
階
で
は
起
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
や
事
前
の
説
明
の
実
施
と
い
っ
た
改
善
が
、
順
次
は
か
ら
れ
て
い
る
。

　

大
量
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
殺
到
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
当
初
は
自
治
体
の
災
害
対
策
本
部
や
総
務
部
門
な
ど
で
受

け
入
れ
た
が
、
態
勢
が
整
わ
ず
に
受
け
入
れ
で
き
な
い
状
況
が
生
ま
れ
た
。
行
政
の
窓
口
を
断
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
避
難
所
に
個
別
に
殺
到
し
、
混
乱
す
る
状
況
も
起
き
た
。
こ
の
受
け
入
れ
の
当
初
の
混
乱
は
、
県
や
市
の
社
会
福
祉

協
議
会
さ
ら
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
自
身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
そ
こ
で
受
け
入
れ
や
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
解
消
さ
れ
て
い
る
。
西
宮
市
や
長
田
区
、
兵
庫
区
な
ど
で
は
、
役
所
に
集
ま



238

っ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
、
支
援
者
の
受

け
入
れ
や
被
災
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
効
率
よ
く
進
め
て
い
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
軸
に
し
て
、
あ
る
い
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
連
携
し
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
と
い
う
今
日
の
原
型
が
、
当
初
の
混
乱
の

解
消
を
は
か
る
な
か
で
生
ま
れ
て
い
る
。

　
　

救
援
か
ら
復
興
を
通
し
て
の
市
民
活
動
の
芽
生
え

　

大
震
災
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
緊
急
期
か
ら
復
旧
期
さ
ら
に
は
復
興
期
に
移
行
し
て
い
く
中
で
、
避
難

所
や
仮
設
住
宅
の
生
活
支
援
や
見
守
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
や
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
、
子
育
て
支
援
や
心

の
ケ
ア
と
い
っ
た
形
で
、
多
様
化
し
て
い
く
。
災
害
支
援
か
ら
生
活
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
担
い
手
も
、
県
外
支
援
者
か
ら
県
内
支
援
者
へ
、
災
害
救
援
の
中
で
生

ま
れ
た
市
民
組
織
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
と
、
移
行
し
て
い
っ
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
や
生
活
協
同
組
合
さ
ら
に
自
治
会
や
婦
人

会
な
ど
の
地
域
団
体
も
、
災
害
支
援
を
契
機
に
し
て
社
会
的
活
動
の
幅
を
広
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
民
セ
ク
タ
ー
の

活
動
の
広
が
り
、
新
し
い
市
民
社
会
の
構
築
が
、
復
興
に
至
る
過
程
で
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

震
災
直
後
の
九
五
年
の
十
二
月
、
災
害
救
援
の
担
い
手
で
あ
っ
た
市
民
活
動
の
関
係
者
は
、「
市
民
と
N
G
O
の『
防

災
』
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
い
て
、救
援
か
ら
復
興
へ
の
未
来
を
展
望
し
た
。
そ
の
時
に
採
択
さ
れ
た
「
神
戸
宣
言
」

に
は
、「
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
創
造
し
て
い
く
力
を
養
っ
て
、
復
興
の
道
を
切
り
開
く
」
と
い
う
市
民
の
決
意
が

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
宣
言
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
震
災
後
し
ば
ら
く
し
て
、
復
興
の
推
進
と
社
会
の
創
造
を

表
裏
一
体
の
関
係
で
捉
え
る
形
で
の
、
市
民
活
動
が
活
性
化
す
る
。
こ
の
中
か
ら
、
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
働
セ
ン
タ
ー
、
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
、
神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
、
し
み
ん
基
金
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
、
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
神
戸
、
ま
ち
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
生
ま
れ
、
今
日
の
多
様
な
市
民
活
動
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
大
震
災
の
経
験
が
、
新
た
な
市
民
社
会
を
目
指
す
運
動
の
原
動
力
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
震
災
後
の
被
災
者
支
援
や
生
活
再
建
を
は
か
る
た
め
の
協
議
の
場
や
組
織
が
、
様
々
な
形
で
作
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
「
大
震
災
復
興
支
援
館
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
）」（
一
九
九
六
〜
二
〇

〇
二
）
が
三
宮
駅
前
に
建
設
さ
れ
、
被
災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
交
換
や
関
係
づ
く
り
が
は
か
ら
れ
た
。
ま
た
、

官
民
協
働
の
場
と
し
て
、「
被
災
者
復
興
支
援
会
議
」（
一
九
九
五
〜
二
〇
〇
五
）、「
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
」（
一
九

九
六
〜
二
〇
〇
五
）、「
N
P
O
と
行
政
の
生
活
復
興
会
議
」（
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
一
）
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
生
活
再

建
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
る
組
織
間
の
協
働
が
は
か
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
市
民
連
携
の
場
と
し
て
、「
ひ
ょ
う

ご
市
民
活
動
協
議
会
（
H
Y
O
G
O
N
）」（
二
〇
〇
二
・
二
〜
）
が
設
置
さ
れ
、
市
民
活
動
基
盤
の
整
備
と
強
化
が
は

か
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
場
を
通
し
て
、
被
災
者
の
生
活
再
建
を
は
か
る
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
、
市
民
活
動
の
活
性
化
や
新
し
い

社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
は
か
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
中
間
支
援
組
織
と
し
て

の
「
被
災
者
復
興
支
援
会
議
」
で
あ
る
。
こ
の
支
援
会
議
は
、
当
時
の
貝
原
俊
民
知
事
の
「
被
災
者
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
存
在
」
が
必
要
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
使
命
は
、
被
災
者
と
行
政
の
間
に
立
つ

第
三
者
機
関
と
し
て
、
被
災
者
の
生
活
実
態
、
意
見
、
要
望
を
把
握
し
、
そ
こ
か
ら
生
活
復
興
を
支
援
す
る
た
め
課
題

や
支
援
策
を
抽
出
し
て
、
被
災
者
と
行
政
の
双
方
に
提
言
す
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
復
興
を
包
括
的
に
捉
え
る
と
い
う

こ
と
で
、
福
祉
、
保
健
、
雇
用
、
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、
女
性
な
ど
各
分
野
を
網
羅
す
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
が
、
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特
筆
す
べ
き
は
、
市
民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
市
民

の
目
線
で
、
復
興
や
社
会
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
支
援
会
議
は
、
二
百
五
十
回
を
超
え
る
「
移
動
い
ど
ば
た
会
議
」
を
現
場
で
開
催
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
被
災

者
の
声
を
踏
ま
え
て
、
被
災
者
の
見
守
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
、
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
二
十
五
回

に
わ
た
っ
て
、
市
民
目
線
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
現
場
主
義
）
と
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
政
策
提

言
）
を
基
本
と
す
る
会
議
の
運
営
の
あ
り
方
は
、
新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を
先
取
り
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
そ
れ

に
加
え
、
会
議
の
議
論
や
現
場
の
調
査
に
行
政
の
課
長
級
の
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
、
官
民
が
協
働
し
て
施
策
の
決
定
と

実
施
に
あ
た
っ
た
こ
と
も
、
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の
芽
生
え
と
し
て
評
価
で
き
る
。

　
　

市
民
活
動
の
広
が
り
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
開
設

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
震
災
後
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
高
ま
り
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
活
動
へ

の
関
心
を
高
め
、
そ
の
必
要
性
を
強
く
社
会
に
認
識
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
震
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
高
ま
り
を
受
け
て
、
国
レ
ベ
ル
で
は
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
N
P
O
法
）」
が
一
九
九
八
年
三
月
に
制
定
さ

れ
、
そ
れ
を
受
け
た
形
で
「
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
条
例
」
が
同
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
法
制
度
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
量
的
に
も
質
的
に
も
広
が
り
を
見
せ
る
こ
と
に

な
る
。
量
的
に
見
る
と
、
兵
庫
県
内
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
も
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
証
を
受
け
た

N
P
O
の
数
も
、
震
災
後
十
年
ほ
ど
の
間
に
飛
躍
的
に
増
え
て
い
る
。
兵
庫
県
の
認
証
N
P
O
の
数
は
二
〇
〇
〇
年
当

時
百
程
度
で
あ
っ
た
の
が
二
〇
〇
五
年
に
は
千
近
く
ま
で
増
え
て
い
る
。
質
的
に
見
る
と
、
担
い
手
は
、
日
本
赤
十
字
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社
や
社
会
福
祉
協
議
会
に
留
ま
ら
ず
、
生
活
協
同
組
合
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
は
地
域
団
体
、
市
民
団

体
、
学
生
組
織
、
企
業
組
織
へ
と
広
が
り
、
活
動
領
域
は
、
災
害
救
援
や
復
興
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
福
祉
、
看
護
、
教

育
、
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
支
援
な
ど
の
多
様
な
分
野
に
広
が
っ
て
い
く
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
活
動
の
広
が
り
を
受
け
て
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
場
や
仕
組
み
の
必
要
性
が
強
く

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
人
材
育
成
、
支
援
拠
点
、
活
動
資
金
、
協
働
シ
ス
テ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ

の
側
面
で
、
県
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
さ
ら
に
は
企
業
や
民
間
団
体
な
ど
が
、
様
々
な
形
で

支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。
人
材
育
成
で
は
「
N
P
O
大
学
」、
支
援
拠
点
で
は
「
生
活
復
興
N
P
O
情
報
プ

ラ
ザ
」、
活
動
資
金
で
は
「
復
興
基
金
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
」、
協
働
シ
ス
テ
ム
で
は
「
N
P
O
と
行
政
の

生
活
復
興
会
議
」
と
い
っ
た
仕
組
み
が
、
震
災
後
相
次
い
で
作
ら
れ
て
い
る
。
震
災
に
よ
る
市
民
力
の
高
揚
に
よ
り
、

民
間
ベ
ー
ス
で
の
仕
組
み
づ
く
り
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
活
動
資
金
面
で
は
、「
阪
神
・
淡
路
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
フ

ァ
ン
ド
」「
阪
神
・
淡
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
」「
し
み
ん
基
金
K
O
B
E
」
な
ど
が
、
協
働
シ
ス
テ
ム
で
は
、「
西
宮

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
震
災
復
興
市
民
検
証
研
究
会
」
な
ど
が
、
民
間
ベ
ー
ス
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
支
援
の
個
々
の
取
り
組
み
は
、
総
合
的
な
活
動
支
援
拠
点
の
構
築
を
め
ざ
す
取
り
組

み
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
震
災
直
後
に
策
定
さ
れ
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
計
画
」
に
お
い
て
、い
ち
早
く
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
構
想
が
提
起
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
一
九
九
九
年
の
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
拠
点
整
備
の
動
き
が
本
格
化

す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
の
六
月
に
「
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
」（
以
下
プ
ラ
ザ
と
呼
称
）

が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

　

狭
い
意
味
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
留
ま
ら
ず
、
幅
広
く
市
民
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
交
流
や
協
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働
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
い
う
呼
称
で
は
な
く
、「
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
プ
ラ
ザ
」
と
い
う
呼
称
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
市
民
や
民
間
の
発
意
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ

の
運
営
を
民
間
に
ゆ
だ
ね
る
「
公
設
民
営
方
式
」
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
運
営
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
実
績
の

あ
る
と
い
う
こ
と
で
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、「
プ
ラ
ザ
の
自
主
的
な
運
営
を
尊
重
し
、
社
協

は
プ
ラ
ザ
を
後
ろ
か
ら
支
え
る
」
と
い
う
関
係
性
が
、
当
初
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ラ
ザ
の
性
格
や
機
能
で
留
意
す
べ
き
点
は
、
災
害
や
救
援
に
特
化
し
た
支
援
機
関
と
せ
ず
に
、
市
民
活
動
や

地
域
活
動
の
全
体
を
対
象
と
す
る
支
援
機
関
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ラ
ザ
が
掲
げ
る
「
市
民
自
律
社
会
を

支
え
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
主
体
的
・
能
動
的
市
民
参
加
）」
と
、「
N
P
O
・
企
業
・
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
促
進
」と
い
う
基
本
方
針
に
も
、明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
自
律
す
る
市
民
」を
育
て「
協
働
す
る
社
会
」

を
築
く
使
命
を
プ
ラ
ザ
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
軽
視
し
て
い
る
と
見
ら
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
母
な
る
大
地
」
と
し
て
日
常

時
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
位
置
づ
け
、
日
常
時
の
市
民
力
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
力
の
強
化
が
、
災
害
時
の
市
民
力
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
力
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
な
ど
に
お
け
る
兵
庫
か
ら
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
を
見
る
と
、プ
ラ
ザ
な
ど
で
日
常
時
に
育
ん
で
き
た
市
民
力
が
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
源
泉
と
な
っ
て
お
り
、

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
方
針
の
確
か
さ
が
確
認
で
き
る
。

　
　

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
を
中
心
と
し
た
市
民
活
動
の
広
が
り

　

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
二
〇
〇
二
年
の
開
設
後
、
そ
れ
ま
で
の
社
協
時
代
か
ら
の
「
N
P
O
大
学
」
や
「
ボ
ラ
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ン
タ
リ
ー
・
ス
ク
ェ
ア
」
等
の
先
行
事
業
を
受
け
継
ぐ
形
で
、
さ
ら
に
時
代
の
流
れ
と
地
域
社
会
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
形
で
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
活
動
の
柱
は
、「
交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
情
報
の
提

供
・
相
談
」「
活
動
資
金
支
援
」「
人
材
養
成
」「
調
査
研
究
」
の
五
つ
で
、
幅
広
く
総
合
的
に
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
優
れ
た
特
質
が
あ
る
。

　
「
交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
で
は
、
市
民
団
体
や
N
P
O
さ
ら
に
は
企
業
等
が
、
交
流
し
連
携
し
情
報
交
換

す
る
場
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
第
一
に
、
地
域
で
活
動
す
る
多
様
な
団
体
の
連
携
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
で
、

N
P
O
、
企
業
、
社
協
、
行
政
機
関
等
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
を
深
め
る
「
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
第
二
に
、
N
P
O
と
行
政
の
協
働
を
促
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
震
災
後
に
つ
く
ら
れ

た
「
N
P
O
と
行
政
の
生
活
復
興
会
議
」
を
継
承
す
る
形
で
「
N
P
O
と
行
政
の
協
働
会
議
」
を
設
置
し
て
、
行
政
と

N
P
O
が
協
働
し
て
地
域
課
題
の
解
決
を
は
か
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。
な
お
、
生
活
復
興
会
議
を
協
働
会
議

に
名
称
変
更
し
た
の
は
、
協
働
は
被
災
地
の
復
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
地
域
の
す
べ
て
の
活
動
に
必
要
と
い
う

こ
と
で
、
全
県
的
な
取
り
組
み
に
拡
張
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
第
三
は
、
社
協
、
生
協
、
青
年
会
議
所
な
ど
の
諸
団
体

と
の
連
携
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
相
互
の
情
報
交
換
に
努
め
る
だ
け
で
な
く
、
協
定
等
を
結
ん
で
福
祉
や
防
災
に

協
働
し
て
取
り
組
む
た
め
の
態
勢
づ
く
り
に
心
が
け
て
い
る
。
社
協
や
生
協
と
は
「
市
民
福
祉
社
会
へ
の
協
働
憲
章
」

を
結
び
、
青
年
会
議
所
と
は
「
災
害
時
相
互
協
力
協
定
」
を
結
ん
で
、
連
携
に
努
め
て
い
る
。

　
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
に
対
す
る
資
金
援
助
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
そ
の
も
の
の
支
援
に
加
え
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
の
立
ち
上
げ
や
運
営
に
対
し
て
も
、
基
金
等
を
活
用
し
た
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
兵
庫
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
財
政
支
援
は
、
大
震
災
の
直
後
か
ら
復
興
基
金
を
活
用
す
る
形
で
、
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

「
市
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
」
は
そ
の
代
表
例
で
、
被
災
者
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
、
年
間
三
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万
〜
十
五
万
円
の
活
動
費
の
援
助
を
行
っ
た
。
毎
年
千
五
百
を
超
え
る
団
体
が
、
こ
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。
少
額
で

は
あ
る
が
数
多
く
の
団
体
を
支
援
す
る
も
の
で
、
被
災
者
支
援
の
す
そ
野
を
広
げ
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

と
評
価
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
プ
ラ
ザ
の
設
立
の
経
緯
で
触
れ
た
よ
う
に
、
幅
広
く
市
民
活
動
の
育
成
を
は
か
る
、
活
動
支
援
を
被
災

地
や
防
災
に
限
定
し
な
い
、
活
動
の
継
続
性
や
自
主
性
を
高
め
る
こ
と
を
、
プ
ラ
ザ
の
活
動
支
援
の
基
本
方
針
に
お
い

た
こ
と
も
あ
り
、
支
援
財
源
の
規
模
拡
大
と
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
が
、
発
足
に
伴
い
行
わ
れ
て
い
る
。
財
源
に

つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
、
友
愛
基
金
、
地
域
福
祉
基
金
を
運
営
し
て
い
た
「
ひ
ょ
う
ご
地
域
福
祉
財
団
」
か

ら
、
そ
の
財
産
を
譲
り
受
け
る
か
た
ち
で
、
基
本
財
産
約
百
億
円
の
「
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
基
金
」
が
創
設
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
年
間
総
額
一
億
か
ら
二
億
円
程
度
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
毎
年
、「
先
進
部
分
を

よ
り
強
く
、
底
辺
部
分
を
よ
り
広
く
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
市
民
活
動
を
率
先
的
に
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
公
益
法
人
の
約
五
十
事
業
、
小
規
模
な
が
ら
地
域
に
密
着
し
て
活
動
す
る
地
域
グ
ル
ー
プ
の
三
千
〜
三
千
五

百
団
体
が
、
こ
れ
に
よ
り
財
政
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

支
援
対
象
は
、
公
募
と
公
開
に
よ
る
選
考
で
決
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
選
考
結
果
や
選
考
基
準
を
見
る
と
、
兵
庫
県
の

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
育
成
へ
の
目
標
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
ず
、
す
そ
野
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
法
人
格
を
持
た

な
い
多
様
な
団
体
に
支
援
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
、
環
境
、
教
育
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
様
な
領
域
に
支
援
を
は

か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立
ち
上
げ
や
自
立
に
対
す
る
支
援
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
を
、
評
価
し
た
い
。
ま
た
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
促
す
と
い
う
こ
と
で
は
、
先
進
的
あ
る
い
は
先
導
的
な
事
業
を

優
先
し
て
支
援
し
て
い
る
こ
と
、
行
政
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
と
の
連
携
を
は
か
る
事
業
を
優
先
し
て
支
援
し
て
い
る

こ
と
を
、
指
摘
し
た
い
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
社
会
創
造
と
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
視
点
を
、
垣
間
見
る
こ
と
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が
で
き
る
。

　

こ
の
財
政
支
援
で
は
、「
中
間
支
援
活
動
助
成
」
と
い
う
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中

間
に
あ
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
の
支
援
を
は
か
る
役
割
を
担
う
「
支
援
者
を
支
援
す

る
N
P
O
」
と
の
連
携
を
、
財
政
支
援
を
通
し
て
進
め
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
定
着
の
推
進
力
と
し
て
、
中
間

支
援
組
織
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
中
間
支
援
組
織
と
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
か
ら
活
躍
し
て
い
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
」「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」「
宝
塚
N
P
O
セ
ン
タ
ー
」「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
神
戸
」

な
ど
、
二
十
を
超
え
る
N
P
O
が
活
躍
し
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
空
白
地
域
を
な
く
す
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

団
体
の
運
営
の
安
定
化
を
は
か
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
の
研
修
を
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
で
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　
「
情
報
の
提
供
・
相
談
」
で
は
、
交
流
拠
点
と
し
て
震
災
後
に
設
け
ら
れ
た
「
生
活
復
興
N
P
O
情
報
プ
ラ
ザ
」
の

活
動
を
引
き
継
い
で
、
プ
ラ
ザ
に
は
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
印
刷
コ
ー
ナ
ー
、
会
議
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設

置
し
た
「
交
流
サ
ロ
ン
」
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
団
体
に
交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
「
コ
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
開
設
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
に
関

す
る
団
体
情
報
や
地
域
情
報
の
交
流
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ラ
ザ
の
開
設
や
活
動
が
刺
激
に
な
っ
て
、
兵
庫
県
全
体
で
の
市
民
活
動
が
活
性
化
し
て
い
る
。
特
定
非
営
利

の
認
証
団
体
は
二
〇
一
四
年
現
在
で
約
二
千
団
体
と
、
プ
ラ
ザ
開
設
期
に
比
べ
て
約
十
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
認
証

団
体
を
含
め
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
行
う
団
体
の
数
は
約
九
千
と
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
す
そ
野
は
大
き
く
広
が
っ

て
い
る
。
こ
の
広
が
り
に
は
、
県
や
プ
ラ
ザ
だ
け
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
市
町
の
自
治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り

組
み
も
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
市
町
レ
ベ
ル
で
の
支
援
拠
点
を
見
る
と
、
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神
戸
市
が
「
協
働
と
参
画
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」、
川
西
市
が
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」、
西
宮
市
が
「
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
」
を
二
〇
〇
二
年
に
開
設
し
て
お
り
、
こ
の
年
は
兵
庫
県
に
と
っ
て
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
支
援
元
年
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
こ
の
市
町
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
被
災
地
外
で
も
豊
岡
市
が
「
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
」
を
二
〇

〇
四
年
に
開
設
す
る
な
ど
、
県
下
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
四
年
現
在
で
十
四
市
町
に
、
十
七
の

活
動
支
援
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

市
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
全
て
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
の
情
報

支
援
、
学
習
支
援
、
運
営
支
援
、
財
政
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
災
害
に
備
え
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
研
修
や
災
害
救
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
町
の
社
協
が
被
災
地
で
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
の
責
任
を
負
う
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
市
町
の
社
協
が
中
心
に
な
っ
て
そ
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
プ
ラ
ザ
と
社
協
、
行
政
、
中
間
支
援
組
織
が
連
携
し
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
支
援
に
取
り
組
む
体
制
が
、

震
災
後
二
十
年
に
し
て
整
備
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
災
害
支
援
活
動
の
発
展

　

さ
て
、
兵
庫
県
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
、
大
震
災
後
に
大
き
く
発
展
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、

大
震
災
後
十
年
ほ
ど
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
状
況
を
見
て
お
こ
う
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
一
九
九
七
年
の
ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流
出
災
害
、
二
〇
〇
〇
年
の
有
珠
山
噴
火
災
害
、
三
宅
島
噴

火
災
害
、
東
海
豪
雨
災
害
、
鳥
取
県
西
部
地
震
、
さ
ら
に
は
二
〇
〇
三
年
の
宮
城
県
北
部
地
震
、
二
〇
〇
四
年
の
新
潟

中
越
地
震
、
二
〇
〇
七
年
の
能
登
半
島
地
震
や
新
潟
中
越
沖
地
震
な
ど
の
活
動
経
験
を
踏
ま
え
て
、
十
数
年
の
間
に
大
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き
く
前
進
し
て
い
る
。
そ
の
前
進
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
環
境
の
改
善
」、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
内
容
の

向
上
」、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
形
態
の
進
化
」
の
三
つ
の
側
面
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

環
境
の
改
善
で
は
、
第
一
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
運
営
の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
い
。
大
震
災
の
苦
い
経
験
を
踏
ま
え
、
社
協
を
中
心
に
迅
速
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
態
勢
が

整
備
さ
れ
た
。
そ
の
運
営
の
中
心
に
す
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
も
進
ん
だ
。
第
二
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
後
方
支
援
の
体
制
の
整
備
が
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
支
援
活
動
に
必
要
な
資
材
や

装
備
の
備
蓄
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
な
ど
に
よ
る
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
民
間
企
業
な
ど
と
の
連
携
体
制
の
構
築
な

ど
が
進
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
促
す
う
え
で
の
「
生
命
線
」

と
で
も
い
う
べ
き
重
要
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
で
も
大
き
な
進
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、
災
害
救
援
だ
け
で
は
な
く
復
旧
復
興

に
、
さ
ら
に
は
予
防
減
災
に
ま
で
そ
の
活
動
領
域
が
広
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
住
宅
再
建
や

復
興
ま
ち
づ
く
り
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
た
が
、
そ
の
経
験
が
継
承
さ
れ
る
形
で
、
そ
の
後
の
災
害
で
も
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
耐
震
補
強
等
の
事
前
の
防
災
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
が
、
そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
の
減
災
の
取
り
組
み
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
家
具
の
転
倒
防
止
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
防
災
教
育
や
防
災
訓
練
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増

え
て
い
る
。
防
災
教
育
や
防
災
伝
承
と
い
う
こ
と
で
は
、「
震
災
語
り
部
」
や
「
防
災
教
育
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
な
ど
の
活
動
が

大
き
く
発
展
し
て
い
る
。
神
戸
に
本
拠
を
構
え
る
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
と
い
う
N
P
O
が
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

膨
大
な
教
訓
を
拾
い
集
め
整
理
し
て
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
楽
し
ん
で
学
べ
る
ゲ
ー
ム
に
仕
立
て
上
げ
、
子
供
を

含
む
多
く
の
人
々
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
。
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活
動
内
容
の
進
化
の
第
二
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の
支
援
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
、
海
外
で
も
一
九
九
八
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
地
震
、
一
九
九
九
年
の
ト
ル
コ
大
地
震
や
台
湾
大
地
震
な
ど
が

相
次
い
だ
。
そ
の
海
外
の
大
震
災
の
被
災
者
支
援
に
、「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
」「
支
援
の
お
返
し
」
と
い
う
思
い

か
ら
、市
民
団
体
が
海
を
越
え
て
支
援
に
駆
け
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」が
、

そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
神
戸
か
ら
も
、「
災
害
看
護
支
援
機
構
」
や
「
Ｈ
ｕ
Ｍ
Ａ
」
と
い
っ
た
医
療
や
看
護
の
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
海
外
支
援
と
い
う
こ
と
で
、「
海
外
災
害
援
助
市
民
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
）」
の
活
動
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直
後
に
起
き
た
サ
ハ
リ
ン
大
震
災
か

ら
二
〇
一
三
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
の
支
援
ま
で
、
こ
の
二
十
年
間
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
地
震
、
ト
ル
コ
地
震
、
四
川

地
震
、
ハ
イ
チ
地
震
な
ど
、
五
十
を
超
え
る
災
害
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
被
災
地
の
人
々
が
自
ら
暮
ら
し
を
立
て
直

す
た
め
の
「
内
発
性
を
育
む
」
こ
と
を
目
標
に
復
興
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
復
興
支
援
の

経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

形
態
の
進
化
は
、
専
門
化
、
全
国
化
、
協
働
化
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
専
門
化

と
い
う
の
は
、
災
害
支
援
に
特
化
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
兵
庫
で
は
、「
被
災
地
Ｎ
Ｇ

Ｏ
恊
働
セ
ン
タ
ー
」、「
阪
神
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、「
神
戸
復
興
塾
」
な
ど
が
震
災
後
か
ら
活
躍
し

て
い
る
。
全
国
化
と
い
う
の
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
国
組
織
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

「
震
災
を
つ
な
ぐ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」や「
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

全
国
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
者
が
課
題
を
持
ち
よ
っ
て
議
論
す
る
場
と
し
て
の
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
検

討
会
」
も
作
ら
れ
て
い
る
。
最
後
の
協
働
化
と
い
う
の
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
企
業
等

と
の
連
携
が
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
に
つ
く
ら
れ
た
「
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
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ト
」
や
中
越
地
震
の
後
で
つ
く
ら
れ
た
「
中
越
復
興
市
民
会
議
」
な
ど
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
企
業
が
協
定
を
結

ぶ
例
な
ど
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
　

兵
庫
県
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開

　

そ
こ
で
、兵
庫
県
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
進
展
に
つ
い
て
、触
れ
て
お
こ
う
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、

有
珠
山
噴
火
災
害
（
二
〇
〇
〇
）、
鳥
取
県
西
部
地
震
（
二
〇
〇
〇
）、
新
潟
県
中
越
地
震
（
二
〇
〇
四
）、
能
登
半
島

地
震
（
二
〇
〇
七
）、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
二
〇
〇
七
）
な
ど
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
都
度
、
県
や
市
町
の
職
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
駆
け
つ
け
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
も
、
被
災
地
の
調
査
や
行
政
対
応
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
支
援
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
支
援
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
県
外
の
被
災
地
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
被
災
地
の
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
は
、
兵
庫
か
ら
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

姿
を
、
い
た
る
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。「
素
早
く
被
災
地
に
赴
き
、
細
や
か
に
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
継
続
的
に

自
立
と
再
建
を
促
す
」
と
い
う
兵
庫
な
ら
で
は
の
支
援
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
中
で
育
ま
れ
て
い
く
。

　

さ
て
、
兵
庫
県
内
の
災
害
に
対
す
る
支
援
活
動
に
つ
い
て
も
、
見
て
お
き
た
い
。
兵
庫
県
内
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
降
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
や
福
知
山
線
列
車
事
故
の
発
生
も
含
ん
で
、
様
々
な
災
害
や
事
故
が
次
々
と

発
生
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
重
油
流
出
事
故
（
一
九
九
七
）、
台
風
23
号
水
害
（
二
〇
〇
四
）、

台
風
9
号
水
害
（
二
〇
〇
九
）
で
は
、
県
内
の
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
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ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
の
重
油
流
出
事
故
は
、
日
本
海
を
航
行
中
の
タ
ン
カ
ー
が
座
礁
し
、
約
六
千
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
重

油
が
流
出
し
、島
根
県
か
ら
秋
田
県
に
か
け
て
の
海
岸
に
漂
着
し
た
。
福
井
県
や
石
川
県
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
が
、

兵
庫
県
に
も
但
馬
海
岸
に
重
油
が
漂
着
し
被
害
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
重
油
の
回
収
活
動
に
、
延
べ
三
十
万
人
と
も
い

わ
れ
る
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
福
井
県
を
中
心
に
駆
け
つ
け
て
い
る
。
兵
庫
県
か
ら
も
福
井
県
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
多
数
駆
け
つ
け
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す
と
い
う
こ
と
で
、
福
井
県
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
の
立
ち
上
げ
に
、
兵
庫
県
や
神
戸
市
の
社
協
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
生
ま
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一
方
、
兵
庫
県
内
に
お
い
て
も
、
竹
野
町
社
協
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
竹
野
町
や
香
住
町
な
ど
に
は
千
人
規
模
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
、
県
や
市
町
と

連
携
し
て
、「
但
馬
海
岸
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
大
作
戦
」
と
呼
ば
れ
る
海
岸
清
掃
活
動
を
展
開
し
た
。

　

兵
庫
県
で
、
本
格
的
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ
れ
た
の
は
、
豊
岡
市
や
淡
路
島
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
台
風
23
号
の
時
で
あ
っ
た
。
死
者
二
十
六
名
、
全
半
壊
家
屋
約
八
千
棟
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
豊
岡
市
を
は
じ
め
、
西
脇
市
、
洲
本
市
、
出
石
町
、
津
名
町
、
一
宮
町
な
ど
、
県
内
の
五
市
八
町
で
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
延
べ
約
三
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
の
支
援

に
駆
け
つ
け
て
い
る
。
ま
た
、
約
五
百
人
の
県
社
協
や
市
町
社
協
の
職
員
が
支
援
に
入
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
あ
げ
て
の

支
援
態
勢
が
組
ま
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
が
開
設
さ
れ
て
初
め
て
の
大
規
模
災
害
で
、
県
社
協

と
プ
ラ
ザ
が
連
携
し
た
形
で
の
支
援
が
精
力
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、先
遣
隊
や
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
調
整
、
活
動
資
機
材
の
確
保
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
な
ど
が
、
プ
ラ
ザ
を
中
心
に

行
わ
れ
た
。
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
県
の
対
策
本
部
が
全
体
を
統
括
し
、
市
町
と
市
町
社
協
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
と
運
営
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
が
支
援
の
窓
口
と
後
方
支
援
、
県
社
協
が
県
外
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
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応
援
要
請
を
行
う
と
い
う
、
今
日
の
災
害
支
援
の
原
型
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
プ
ラ
ザ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
は
六
日
間
で
延
べ
三
十
三
台
が
運
行
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
約
千
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
災
害
支
援
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
モ
デ
ル
と
な
る
災
害
支
援
の
基
本
的
枠
組
み
が
つ
く
ら
れ
、
災

害
支
援
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
役
割
が
明
確
に
な
る
な
ど
、
評
価
す
べ
き
教
訓
が
数
多
く
得
ら
れ
た
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
、
初
め
て
の
体
験
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
課
題
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
課
題
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
未
整
備
で

あ
っ
た
こ
と
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
す
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
欠
け
て
い
た
こ
と
、
専

門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
弱
か
っ
た
こ
と
、
災
害
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
生
協
な
ど
と
の
連
携
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
、
被
災
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
う
ま
く
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
の
23
号
の
教
訓
を
生
か
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、
二
〇
〇
九
年
の
台
風
9
号
に
よ
る
災
害
で
あ
る
。
佐
用
町
を
中

心
に
豪
雨
被
害
を
受
け
、
死
者
行
方
不
明
二
十
二
名
、
全
半
壊
家
屋
約
千
棟
と
い
う
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
佐
用
町
、

宍
粟
市
、
朝
来
市
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
延
べ
約
二
万
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
佐
用
町
を
中
心
に
駆
け
付
け
た
。
プ
ラ
ザ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
に
よ
る
派
遣
は
約
四
百
名
で
、
五
日
間

で
延
べ
十
三
台
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
派
遣
職
員
に
つ
い
て
み
る
と
、
台
風
23
号
の
教
訓
を
生
か
す
形
で
、
今

回
は
被
災
地
外
か
ら
経
験
あ
る
社
協
の
ス
タ
ッ
フ
が
セ
ン
タ
ー
要
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
社
協
な
ど
か

ら
の
支
援
職
員
数
は
23
号
の
時
よ
り
も
多
く
、
延
べ
約
七
百
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

23
号
の
経
験
を
生
か
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
佐
用
町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
事
前
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
協
定
が
自
治
体
と
社
協
の
間
で
結
ば
れ
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン



252

タ
ー
の
立
ち
上
げ
は
ス
ム
ー
ス
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
で
は
、
全
国
社
協
等
が
設
置
し
て
い

た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
か
ら
経
験
豊
か
な
災
害
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ
れ
、

そ
の
豊
か
な
経
験
と
指
導
力
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
自
治
会
長
さ
ん
と
連
携
し
た

細
や
か
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
23
号
の
時
に
課
題
と
な
っ
た
こ
と
の
多
く
が
、
こ
こ
で
は
改
善
さ

れ
て
い
る
。
現
地
の
社
協
が
、
被
災
地
外
の
社
協
や
災
害
関
連
の
N
P
O
と
協
働
し
て
運
営
す
る
と
い
う
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
進
化
を
こ
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
23
号
だ
け
で
な
く
、
全
国
レ
ベ
ル
の
中
越
地
震
等
の
経
験
が

生
か
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
経
験
は
、
二
〇
一
四
年
の
丹
波
市
豪
雨
災
害
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
　

東
日
本
大
震
災
後
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
進
化

　

二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
兵
庫
県
に
お
け
る
市
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
広
が
り

と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
深
ま
り
の
真
価
を
問
い
、
さ
ら
な
る
発
展
を
促
す
も
の
と
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、
兵
庫
県
、
市
町
、
社
協
、
プ
ラ
ザ
、
市
民
団
体
は
、
震
災
直
後
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
、
被
災
地
と
被

災
者
に
対
す
る
支
援
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
実
績
を
見
る
限
り
に
お
い
て
、
被
災
三
県
を
除
く

他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
、「
よ
り
早
く
、
よ
り
多
く
、
よ
り
長
く
、
よ
り
深
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
支
援
が
で
き

て
い
る
。

　

素
早
い
支
援
と
い
う
こ
と
で
は
、
震
災
直
後
の
三
月
十
八
日
に
、
社
協
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
先
遣
隊
を
、
被
災
地
に
向
け
出
発
さ
せ
て
い
る
。
プ
ラ
ザ
の
先
遣
隊
は
、
知
事
を
含
む
、
医

師
や
看
護
師
、
N
P
O
の
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
四
台
の
バ
ス
で
七
十
七
名
が
被
災
地
に
入
っ
た
。
そ
の
先
遣
隊
を
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受
け
て
、
翌
週
の
二
十
三
日
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
本
格
的
に
開
始
し
て
い
る
。
炊
き
出
し
や
泥
だ
し
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
三
月
だ
け
で
、
百
名
以
上
派
遣
し
た
。

　

大
量
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
が
実
施
す
る
一
般
公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
四
年
の
八
月
ま
で
に
二
十
六
回
に
わ
た
っ
て
約
千
三
百
名
を
バ
ス
で
派
遣
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
プ
ラ
ザ
が

大
学
や
高
校
な
ど
と
共
同
で
派
遣
す
る
「
協
働
バ
ス
」
で
百
三
十
四
回
の
約
四
千
五
百
名
、
N
P
O
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
バ
ス
代
な
ど
を
資
金
援
助
す
る
「
派
遣
助
成
」
で
百
一
回
の
約
二
千
八
百
名
を
派
遣
し
て
い
る
。
プ

ラ
ザ
が
関
わ
っ
た
も
の
だ
け
で
、
三
年
半
で
約
九
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
入
っ
た
と
い
う
計
算
に
な
る
。

こ
れ
は
氷
山
の
一
角
で
、
市
町
社
協
や
そ
の
他
の
団
体
、
大
学
、
企
業
な
ど
が
独
自
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
お

り
、
そ
の
ほ
か
個
人
的
に
被
災
地
に
駆
け
付
け
た
人
も
数
多
く
い
る
。

　

長
期
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
は
、
泥
だ
し
や
清
掃
活
動
か
ら
仮
設
交
流
会
や
イ
ベ
ン
ト
支
援
、
さ
ら
に
は
復
興
ま
ち

づ
く
り
へ
と
、
支
援
の
内
容
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。
支
援
を
打
ち
切
っ

た
自
治
体
や
社
協
が
多
い
中
で
、
三
年
半
を
経
過
し
た
段
階
に
お
い
て
も
、
兵
庫
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
が
積

極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
の
夏
休
み
に
は
、
高
校
生
や
大
学
生
が
、
プ
ラ
ザ
が
援
助
す
る
「
協
働
バ
ス
」

で
約
八
百
名
も
が
被
災
地
に
駆
け
つ
け
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
「
特
定
の
地
域
を
特
定
の
地
域
が
支
援
す
る
」
と

い
う
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
継
続
し
て
同
じ
被
災
地
を
支
援
し
て
い
る
団
体
や
学

校
が
少
な
く
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
支
援
で
は
、
今
ま
で
の
支
援
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
、「
ま
ち
づ
く
り
専
門
家
派
遣
制
度
」
な
ど
を
使
っ
て
の
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積
極
的
な
派
遣
で
あ
る
。
震

災
直
後
か
ら
、
被
災
者
の
救
護
、
心
の
ケ
ア
、
仮
設
住
宅
の
サ
ポ
ー
ト
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
課
題
ご
と
に
、
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専
門
性
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
も
う
一
つ
が
、
情
報
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
あ
る
。
兵
庫
県
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
東
北
自
動
車
道
の
泉
パ
ー
キ
ン
グ
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
対
す
る
、
現
地
で
の
総
合
的
な
案
内
が
必
要
と
判
断
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
約
一
カ
月
開
設
さ
れ
た
が
、
約
二

千
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
は
、
兵
庫
県
内
の
N
P
O
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

支
援
ネ
ッ
ト
、
し
ゃ
ら
く
、
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
兵
庫
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
、
コ
ム
サ
ロ
ン
21

に
加
え
て
、
東
北
大
学
な
ど
被
災
地
の
N
P
O
も
参
加
し
て
い
る
。
被
災
地
内
外
の
市
民
協
働
が
実
現
し
た
こ
と
を
評

価
し
た
い
。

　
　

市
民
活
動
の
成
熟
が
も
た
ら
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化

　

と
こ
ろ
で
、
東
日
本
大
震
災
で
の
兵
庫
か
ら
の
支
援
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
背
景
に
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
の
支
援
の
お
返
し
」
と
い
う
兵
庫
県
民
の
熱
い
思
い
も
あ
る
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
兵
庫
県
で
の
市
民
活
動

の
成
熟
が
あ
る
。
大
震
災
後
の
市
民
活
動
の
高
揚
の
中
で
生
ま
れ
た
N
P
O
が
、
東
北
の
被
災
地
支
援
に
積
極
的
に
参

加
し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
そ
れ
は
示
さ
れ
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
市
民
活
動
の
拡
大
を
生
み
、
そ
の
市
民
活
動
の
発
展
が
東
日
本
大
震
災
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活

力
を
生
む
と
い
う
、
日
常
と
非
日
常
の
良
き
連
関
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
市
民
力
や
市
民
活
動
と
い
う
視
点
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
後
の
兵
庫
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
見
て
お
く
こ
と

も
欠
か
せ
な
い
。
東
日
本
大
震
災
後
に
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
二
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。
そ
の
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一
つ
が
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
N
P
O
法
）」
の
改
正
で
、も
う
一
つ
が
「
新
し
い
公
共
支
援
事
業
」
で
あ
る
。

N
P
O
法
の
改
正
で
は
、N
P
O
の
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
が
は
か
ら
れ
、寄
付
金
税
制
の
拡
充
な
ど
が
は
か
ら
れ
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
N
P
O
活
動
が
よ
り
普
遍
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
N
P
O
関
連
の
事
務
を
地
方
自
治
体
が
一
元
的
に

行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
自
治
体
と
N
P
O
の
協
働
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

後
者
の
新
し
い
公
共
支
援
事
業
で
は
、
そ
の
N
P
O
活
動
の
活
動
基
盤
を
整
備
し
、
そ
の
自
立
を
促
す
た
め
の
財
政

支
援
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
N
P
O
活
動
が
よ
り
活
性
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り

を
後
押
し
す
る
財
政
支
援
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
は
、
新
た
な
領
域
で
の
N
P
O
活
動
の
展
開
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
で
は
、
新
し
い
公
共
支
援
事
業
と
し
て
七
十
七
の
事
業
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
N
P
O
の
活

動
基
盤
や
活
動
環
境
を
強
化
す
る
事
業
、
中
間
支
援
組
織
が
地
域
活
動
の
核
と
な
る
事
業
、
官
民
の
協
働
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
を
は
か
る
先
進
的
事
業
な
ど
が
、
そ
れ
に
よ
り
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
の
創
設
」

な
ど
N
P
O
の
財
政
的
な
基
盤
強
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
、「
淡
路
島
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
地
域

活
性
化
を
は
か
る
取
り
組
み
、「
N
P
O
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
事
業
」
な
ど
支
援
組
織
の
ス
キ
ル
向
上
を
は
か

る
取
り
組
み
な
ど
、
市
民
活
動
の
未
来
に
つ
な
が
る
成
果
が
、
数
多
く
生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
、
東
日
本
大
震
災
後
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
特
徴
と

し
て
、
第
一
に
、
市
民
活
動
の
す
そ
野
が
大
き
く
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
活
動
領
域
も
活
動
地
域
も
活

動
の
担
い
手
も
拡
が
っ
て
い
る
。
被
災
地
や
都
市
部
だ
け
の
運
動
で
は
な
く
、
農
村
部
や
山
間
地
に
も
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

活
動
が
根
付
き
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
や
企
業
組
織
な
ど
も
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
に
参

画
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
は
、
自
治
体
、
企
業
、
N
P
O
な
ど
の
多
様
な
組
織
間
の
協
働
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
プ
ラ
ザ
が
主
催
す
る
「
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
に
は
民
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間
企
業
も
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
と
N
P
O
の
地
域
づ
く
り
活
動
と
の
融

合
化
が
、
こ
れ
か
ら
は
期
待
さ
れ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
の
兵
庫
県
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開
を
概
観
し
た
。
大
震
災
が
、
新
し
い
社

会
構
築
を
促
し
、
市
民
活
動
の
成
熟
を
促
し
て
き
た
過
程
を
、
そ
こ
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
市
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
が
車
の
両
輪
で
あ
る
こ
と
、
信
頼
と
連
携
を
基
礎
に
し
た
協
働
関
係
の
構
築
が

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
、
活
動
基
盤
の
整
備
と
活
動
主
体
の
自
立
が
と
も
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
支
援

者
を
支
援
す
る
文
化
の
確
立
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
な
ど
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
十
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
教

訓
と
課
題
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。
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被
災
者
の
生
活
復
興

清
原 

桂
子



著
　
者

　
　

清
原　

桂
子
（
き
よ
は
ら
・
け
い
こ
）　

　
　

 

神
戸
学
院
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授

　
　

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
参
与

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　

一
九
九
六
年
〜
二
〇
一
二
年

　
　
　
　
　
　
　

 

兵
庫
県
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
本
部
総
括
部
生
活
復
興
局
長
、

同
総
括
部
長
、労
働
部
長
、県
民
生
活
部
長
、理
事

　
　

二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
四
年

　
　
　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
副
理
事
長
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今
を
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
た
め
に

今
「
す
る
こ
と
」
が
あ
る
こ
と

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
）
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
、
兵
庫
県
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興

本
部
を
十
年
間
設
置
し
（
一
九
九
五
年
三
月
十
五
日
〜
二
〇
〇
五
年
三
月
三
十
一
日
）、
専
任
の
組
織
と
し
て
の
復
興

本
部
総
括
部
と
、
復
興
本
部
の
兼
務
を
か
け
た
庁
内
各
部
が
一
体
と
な
っ
て
全
庁
で
取
り
組
む
体
制
を
整
え
た
。
総
括

部
の
中
に
は
、
住
ま
い
復
興
局
に
加
え
て
、
震
災
翌
年
一
九
九
六
年
七
月
生
活
復
興
局
が
新
設
さ
れ
、
住
ま
い
や
ま
ち

づ
く
り
、
産
業
・
雇
用
な
ど
と
と
も
に
、
生
活
の
復
興
が
目
標
と
し
て
大
き
く
掲
げ
ら
れ
た
。

　

生
活
復
興
局
長
と
し
て
、そ
の
後
総
括
部
長
と
し
て
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
六
年
後
の
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
、

こ
の
専
任
組
織
と
し
て
の
復
興
本
部
総
括
部
で
復
興
を
担
当
し
た
清
原
桂
子
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
半
後
の
二

〇
一
三
年
の
夏
か
ら
秋
、
福
島
・
宮
城
・
岩
手
の
東
北
三
県
で
被
災
者
と
の
話
し
合
い
（「
復
興
円
卓
会
議
」）
を
重
ね

て
い
た
（
公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
「
東
日
本
大
震
災
生
活
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
注
）」）。

　
「
様
々
な
支
援
を
受
け
る
ば
か
り
な
の
が
つ
ら
い
。『
あ
り
が
と
う
』
と
ば
か
り
言
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
人
か
ら
『
あ

り
が
と
う
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
人
の
役
に
た
ち
た
い
。
私
は
七
十
代
だ
が
、
次
の
世
代
の
た
め
に
、
こ
の
よ

う
に
な
っ
た
福
島
の
私
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。」「
何
の
目
標
も
な
く
毎
日
た
だ
寝
て
、起
き
て
、

食
べ
る
だ
け
と
い
う
生
活
は
つ
ら
い
。」「
弁
当
を
つ
め
て
、
傘
を
持
っ
て
前
の
家
の
あ
た
り
に
行
っ
て
、
一
日
を
過
ご

し
て
い
る
。」「
何
も
す
る
こ
と
が
な
く
、
仮
設
住
宅
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
の
で
、
家
族
の
関
係
も
悪
く
な
っ
て
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き
て
い
る
。」

　

車
座
に
な
っ
て
ひ
ざ
を
交
え
つ
つ
、
そ
こ
で
話
さ
れ
る
多
く
の
被
災
者
の
声
を
き
き
な
が
ら
、
清
原
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
あ
と
、生
活
復
興
局
長
と
し
て
被
災
者
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
が
よ
み
が
え
っ
て
い
た
。「
毎
日
の
よ
う
に
、

行
政
の
相
談
員
の
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
き
て
く
れ
て
、
困
っ
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
と
き
い
て
く

れ
る
。
あ
り
が
た
い
。
あ
り
が
た
い
け
ど
、
私
ら
は
何
で
も
か
ん
で
も
人
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
な
ん
て
思
っ
て
な
い

ん
や
で
。
む
し
ろ
、
な
ん
か
し
た
い
ん
や
。
明
日
も
あ
さ
っ
て
も
、
そ
の
次
も
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
何
の
予
定
も
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
が
つ
ら
い
ん
や
。」

　

福
島
県
い
わ
き
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ザ
・
ピ
ー
プ
ル
は
、
農
業
を
し
て
い
た
被
災
者
を
先
生
に
綿
を
有
機
栽
培
で
育
て
、

収
穫
さ
れ
る
コ
ッ
ト
ン
を
製
品
化
す
る
「
ふ
く
し
ま
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
。
理
事

長
吉
田
恵
美
子
は
、「
避
難
し
て
き
た
地
で
、
た
だ
仲
良
く
や
り
ま
し
ょ
う
で
は
な
く
、
何
か
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
く
。『
小
さ
な
や
り
が
い
』
が
大
事
だ
。」
と
言
う
。
岩
手
県
で
は
、
寄
付
金
で
つ

く
っ
た
仮
設
の
駄
菓
子
屋
を
、
近
く
の
仮
設
住
宅
に
住
む
高
齢
女
性
が
、「
店
舗
が
流
さ
れ
、
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、

店
番
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
訪
ね
て
こ
ら
れ
、
今
は
生
き
生
き
と
子
ど
も
た
ち
の
相
手
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う

報
告
も
あ
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
被
災
地
と
同
じ
だ
っ
た
。
何
を
も
っ
て
復
興
が
で
き
た
と
い
う
の
か
。
災
害
復
興
公
営
住

宅
に
入
居
で
き
た
日
な
の
か
、
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
再
建
で
き
た
日
な
の
か
、
仮
設
で
な
い
本
設
の
店
舗
で
店
が
再

開
で
き
た
日
な
の
か
、そ
の
日
ま
で
は
、苦
し
く
て
も
つ
ら
く
て
も
今
は
が
ま
ん
す
る
べ
き
な
の
か
。
そ
う
で
は
な
く
、

復
興
と
は
、
何
よ
り
も
復
興
に
取
り
組
む
今
を
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
今

「
す
る
こ
と
」
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
今
「
す
る
こ
と
」
を
通
し
て
得
ら
れ
る
仲
間
が
い
る
こ
と
。
当
時
、
奔
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走
す
る
日
々
の
中
で
、
生
活
復
興
局
職
員
の
皆
が
自
ら
に
問
い
続
け
た
そ
の
こ

と
を
、
清
原
は
東
北
の
被
災
地
で
あ
ら
た
め
て
痛
感
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

生
き
が
い
づ
く
り
と
役
割

　

大
き
な
災
害
に
な
る
ほ
ど
復
興
の
全
体
的
進
捗
状
況
が
見
え
ず
、
先
の
見
通

し
が
わ
か
ら
な
く
て
、ス
ト
レ
ス
や
不
安
が
高
ま
る
。
災
害
に
よ
っ
て
、突
然
、

今
「
す
る
こ
と
」
が
な
い
、
自
分
が
す
る
役
割
が
な
い
状
況
に
追
い
や
ら
れ
れ

ば
な
お
さ
ら
だ
。
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
や
個
別
相
談
、
住
宅
や
仕
事
の
復

興
、被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
復
興
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）

へ
の
参
画
、
そ
し
て
、「
今
」
の
生
き
が
い
を
ど
う
す
る
の
か
。

　

生
活
復
興
局
は
、
閉
じ
こ
も
っ
て
い
く
被
災
者
を
前
に
し
て
、
前
例
の
な
い

事
業
で
は
あ
っ
た
が
、「
生
き
が
い
づ
く
り
３
事
業
」
と
言
わ
れ
る
、
い
き
い

き
仕
事
塾
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
リ
レ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
高
齢
者
語
り
部
・
昔
の

遊
び
伝
承
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

い
き
い
き
仕
事
塾
は
、
手
芸
・
小
物
づ
く
り
、
園
芸
、
健
康
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
の
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、週
一
回
十
二
回
連
続
で
学
ぶ
講
座
で
あ
る
。

連
続
講
座
と
し
た
こ
と
で
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
受
講
生
同
士
や
職
員
た
ち
と

の
つ
き
合
い
も
深
ま
り
、
受
付
や
会
場
設
営
な
ど
も
受
講
生
で
や
る
よ
う
に
な

っ
た
。
一
九
九
六
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
一
九
九
九
年
度
ま
で
の
四
年
間
は
、

いきいき仕事塾
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離
れ
た
仮
設
住
宅
か
ら
も
こ
ら
れ
る
よ
う
、
外
出
機
会
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
に
、
交
通
費
分
に
あ
た
る
受
講
手

当
が
支
給
さ
れ
た
。

　

初
年
度
六
百
五
十
人
の
参
加
で
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、
一
九
九
九
年
度
末
の
応
急
仮
設
住
宅
の
解
消
後
も
、
受
講

手
当
は
な
く
し
た
も
の
の
今
日
ま
で
継
続
さ
れ
、
す
で
に
一
万
五
千
人
を
超
え
る
修
了
生
を
出
し
て
い
る
。
修
了
生
た

ち
か
ら
な
る
「
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
、
毎
年
の
一

月
十
七
日
の
つ
ど
い
に
は
、
ブ
ー
ス
を
だ
し
て
炊
き
出
し
や
小
物
の
販
売
等
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
い
き
い
き
仕
事
塾
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
や
、
被
災
地
各
地
の
仮
設
住
宅
等
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
手
芸
品
・
小
物

を
販
売
す
る
た
め
に
、
同
じ
く
一
九
九
六
年
度
か
ら
九
九
年
度
ま
で
展
開
さ
れ
た
の
が
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
リ
レ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
八
十
三
回
行
わ
れ
、
千
五
百
グ
ル
ー
プ
が
出
店
し
た
が
、
被
災
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
が
な
け
れ

ば
で
き
な
か
っ
た
事
業
で
あ
っ
た
。

　

高
齢
者
語
り
部
・
昔
の
遊
び
伝
承
事
業
も
、
同
じ
く
一
九
九
六
年
度
か
ら
九
九
年
度
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

高
齢
者
に
よ
る
、
地
域
の
被
災
前
の
姿
の
話
や
、
お
手
玉
・
あ
や
と
り
・
こ
ま
ま
わ
し
・
凧
あ
げ
等
の
昔
遊
び
の
伝
承

は
、
当
初
は
受
け
入
れ
先
の
開
拓
に
苦
労
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が
と
も
に
過
ご
す
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

の
豊
か
さ
は
、口
コ
ミ
で
評
判
に
な
り
、あ
ち
こ
ち
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
急
増
し
た
。
四
年
間
で
四
百
十
七
回
の
派
遣
、

二
千
六
百
七
十
人
の
高
齢
者
に
よ
る
二
万
六
千
六
百
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
承
活
動
が
行
わ
れ
た
。「
毎
晩
の

お
手
玉
づ
く
り
で
大
変
」と
言
い
な
が
ら
、訪
れ
た
小
学
校
児
童
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
あ
る
高
齢
者
は
、

「
長
い
間
忘
れ
て
い
た
け
ど
、
頼
り
に
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
し
ん
ど
い
け
ど
い
い
も
の
で
す
ね
。」
と
満
面
の
笑
み
で

語
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
承
と
い
う
役
割
が
実
感
で
き
た
こ
と
、
少
し
で
あ
る
が
有
償
で
あ
っ
た
こ
と
、
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ま
た
、
必
ず
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
被
災
を
語
り
合
え
る
友
達
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、
参
加

し
た
高
齢
者
に
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
周
囲
が
復
興
に
追
わ
れ
て
大
変
な
中
に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
目

を
輝
か
せ
て
活
動
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
と
い
う
、
親
や
教
師
か
ら
の
感
謝
の
声
も
多
く
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
地
域
の
子
育
て
の
場
と
し
て
兵
庫
県
内
全
域
二
千
カ
所
以
上
に
広
が
っ
て
い
く
「
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
の

先
駆
け
と
な
っ
た
。

生
き
が
い
し
ご
と

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
年
後
の
一
九
九
七
年
に
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン
タ
ー
（
村
井
雅
清
理
事
長
）
に
よ
っ

て
、
救
援
物
資
の
タ
オ
ル
を
使
っ
て
始
め
ら
れ
た
「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
づ
く
り
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
や
東
日
本
大
震

災
な
ど
に
も
ひ
き
つ
が
れ
、
作
り
手
と
購
入
す
る
支
援
者
の
交
流
を
広
げ
て
い

る
。
皆
で
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
手
を
動
か
す
こ
と
も
、
購
入
者
か

ら
の
声
や
交
流
も
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一
頭
四
百
円
の
う
ち
、

つ
く
り
手
さ
ん
に
百
円
、
残
り
を
材
料
費
、
輸
送
費
、
事
務
通
信
費
、
支
援
活

動
の
た
め
の
積
立
基
金
と
す
る
仕
組
み
を
い
ち
早
く
つ
く
り
、
継
続
す
る
活
動

を
可
能
に
し
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。

　

地
域
で
役
に
立
つ
し
ご
と
を
し
、
生
き
が
い
を
得
な
が
ら
、
な
お
、
経
済
的

に
も
回
っ
て
い
く
。
一
九
九
八
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
施
行
後
の
被
災
地
で
は
、
幾
つ

も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
へ
向
け
て
模

索
し
て
い
た
。
兵
庫
県
は
、
一
九
九
九
年
度
か
ら
そ
う
し
た
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

まけないぞう
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三
百
万
円
の
立
ち
上
が
り
助
成
を
す
る
「
被
災
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
離
陸
応
援
事
業
」
を
開
始
、
翌
二
〇
〇
〇

年
度
か
ら
は
、
県
立
神
戸
商
科
大
学
（
現
兵
庫
県
立
大
学
）
と
組
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
入

門
相
談
・
情
報
提
供
事
業
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
、
ま
た
、
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
支
援
と
と
も
に
、
そ
う
し
た

新
し
い
し
ご
と
を
し
た
い
人
と
働
く
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
う
「
生
き
が
い
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
等

を
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
生
き
が
い
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
後
、
被
災
地
外
一
カ
所
も
含
め
て
六
カ
所
に
増
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
っ
て
（
県
か
ら
は
補
助

金
）、
多
様
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
地
域
的
広
が
り
を
持
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
民
間
・
行
政
協
働

に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
の
支
援
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
い
て
は
、
震
災
後
早
い
段
階
で
、
岩
手
県
「
さ
ん

り
く
未
来
産
業
起
業
促
進
事
業
」、
宮
城
県
「
み
や
ぎ
震
災
復
興
起
業
支
援
事
業
」、
福
島
県
「
被
災
地
復
興
創
業
支
援

事
業
」
と
し
て
、
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
は
、
こ
う
し
た
領
域
へ
の
参
入
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活
動
の
継
続
を
求
め
て
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
①
企

業
サ
イ
ド
か
ら
の
参
入
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
発
展
を
踏
ま
え
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
多
く
の
人
か
ら
少
額
の
寄
付
を
集
め
る
）
に
よ
る
事
業
指
定
型
寄
付
の
広
が
り
、
③

Ｉ
Ｔ
に
通
じ
た
若
手
の
東
北
外
か
ら
を
含
め
た
参
画
、
が
特
徴
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
仮
設
住
宅
の
集
会
所
な
ど
で
つ
く
ら
れ
、
多
く
の
被
災
者
の
生
き
が
い
に
も
な
っ
て
き
た
手
作
り
品
が
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
半
た
っ
て
売
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
み
や
ぎ
生
協
に
よ
る
「
手
作

り
商
品
カ
タ
ロ
グ
」な
ど
の
支
援
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、「
生
き
が
い
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
東『
ワ
ラ
ビ
ー
』」

も
運
営
す
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
理
事
長
の
中
村
順
子
は
、
今
後
、
材
料
の
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共
同
仕
入
れ
や
共
同
受
発
注
、売
れ
る
商
品
へ
の
工
夫
、運
営
に
つ
い
て
の
相
談
や
研
修
、共
同
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
、

全
国
発
信
な
ど
を
仕
組
み
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

し
ご
と
が
あ
る
生
き
方

　

福
島
県
浪
江
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｉ
Ｎ
は
、
町
外
の
仮
設
住
宅
に
住
む
高
齢
者
が
浪
江
町
や
南
相
馬
市
で
農
作
業
に

参
加
す
る
試
み
を
続
け
て
い
る
。「
昔
か
ら
農
業
だ
か
ら
、
草
む
し
り
や
畑
仕
事
は
わ
く
わ
く
し
て
楽
し
い
。」
と
、
参

加
し
た
高
齢
被
災
者
は
言
う
。
代
表
の
川
村
博
は
、「
農
業
で
生
活
し
て
き
た
人
に
、
避
難
し
て
き
た
か
ら
ほ
か
の
こ

と
を
し
ま
し
ょ
と
い
っ
て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
農
作
業
が
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
。」
と
す
る
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
に
、
雇
用
者
と
そ
の
退
職
者
が
多
か
っ
た
地
域
と
は
異
な
る
こ
と
を
、

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

　

岩
手
県
釜
石
市
唐
丹
町
花
露
辺
町
内
会
長
の
下
村
恵
寿
は
、
わ
か
め
の
二
次
加
工
、
三
次
加
工
す
る
場
の
復
興
に
こ

だ
わ
っ
た
。「
海
で
採
っ
て
き
た
も
の
を
一
次
製
品
だ
け
で
出
す
と
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
終
わ
り
だ
。
二
次
、
三
次

を
す
る
と
、
高
齢
者
の
居
場
所
、
仕
事
が
あ
る
。」
岩
手
県
大
槌
町
で
開
催
さ
れ
た
復
興
円
卓
会
議
で
は
、「
三
陸
で
、

漁
業
の
仕
事
を
し
な
が
ら
孫
の
運
動
会
に
出
る
、
年
を
と
っ
て
も
ア
ワ
ビ
と
ウ
ニ
だ
け
は
出
来
高
賃
金
で
と
る
、
と
い

っ
た
働
き
方
が
で
き
て
い
た
の
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
価
値
観
と
は
あ
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
豊
か
な
生
き
方

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
価
値
観
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｌ
Ｃ
）
は
、
震
災
前
か
ら
「
だ
れ
も
が
地
域
で

普
通
に
」
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
活
動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
震
災
後
、
石
巻
市
で
、
福
祉
仮
設
住
宅
・
地

域
交
流
拠
点
と
し
て
「
石
巻
・
開
成
の
よ
り
処
『
あ
が
ら
い
ん
』」
を
運
営
す
る
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
移
動
販
売
、
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ラ
ジ
オ
体
操
（
朝
食
お
に
ぎ
り
付
き
）
な
ど
の
事
業
と
と
も
に
、
農
園
や
地
域
食
堂
・
八
百
屋
・
駄
菓
子
屋
な
ど
の
手

伝
い
を
、
積
極
的
に
仮
設
住
宅
の
高
齢
者
に
呼
び
か
け
る
。「『
あ
が
ら
い
ん
』
に
く
る
と
仕
事
が
あ
る
か
ら
ね
。」
と

い
う
参
加
者
の
声
が
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
だ
。

　

今
、
国
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以
上
と
な
る
二
〇
二
五
年
を
目
途
に
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
尊
厳
を
も
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
」
が
概
ね
中

学
校
区
を
単
位
と
し
て
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
被
災
地
で

の
先
導
的
実
践
に
取
り
組
む
Ｃ
Ｌ
Ｃ
理
事
長
の
池
田
昌
弘
は
、
専
ら
「
提
供
す
る
」
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
は
な
く
、
一
人

ひ
と
り
の
で
き
る
こ
と
を
応
援
し
た
り
、
住
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
支
え
る
側
に
も
回
れ
る
体
系
と
し
て
、
住
民
同

士
の
支
え
合
い
や
つ
な
が
り
を
基
盤
に
お
い
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
整
備
し
て
い
く
必
要
を
強
調
す
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
っ
た
一
九
九
五
年
は
、
そ
の
前
年
に
高
齢
化
率
（
六
十
五
歳
以
上
人
口
の
総
人
口
に
占

め
る
割
合
）が
一
四
・
一
％
と
な
っ
て
一
四
％
を
超
え
、わ
が
国
が
本
格
的
高
齢
社
会
に
入
っ
た
ば
か
り
の
年
で
あ
る
。

当
時
、
兵
庫
県
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
平
均
を
下
回
る
一
二
・
九
％
で
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
前
年
の
二
〇
一
〇

年
国
勢
調
査
で
は
、そ
の
兵
庫
県
の
高
齢
化
率
も
全
国
平
均
と
同
じ
二
三
・
一
％
ま
で
上
が
り
、岩
手
県
二
七
・
二
％
、

福
島
県
二
五
・
〇
％
、宮
城
県
二
二
・
三
％
で
あ
っ
た
。
総
人
口
も
今
世
紀
半
ば
に
は
、三
割
減
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
、
こ
う
し
た
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
下
で
取
り
組
む
復
興
で
あ
る
。
今
後
ま
す
ま

す
こ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
く
中
で
、
防
災
・
減
災
、
復
興
へ
の
備
え
は
、
全
国
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
、
池
田
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、「
住
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
支
え
る
側
に
も
回
れ
る
」
も
の
と
し
て
仕
組
み
化
さ
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
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個
別
相
談
・
見
守
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
両
輪
で

訪
問
相
談
員

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
四
万
八
千
三
百
戸
の
応
急
仮
設
住
宅
（
一
九
九
五
年
八
月
全
戸
完
成
〜
二
〇
〇
〇
年
三

月
解
体
撤
去
完
了
）
に
、
各
戸
を
戸
別
訪
問
し
て
生
活
相
談
を
行
う
「
生
活
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
百
四
十
九
人
が
置

か
れ
た
。
四
万
二
千
九
百
十
一
戸
整
備
さ
れ
た
災
害
復
興
公
営
住
宅
な
ど
に
は
、
同
じ
役
割
を
果
た
す
「
生
活
復
興
相

談
員
」
百
六
十
五
人
が
配
置
さ
れ
た
。
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
看
護
師
百
二
十
六
人
）
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
（「
ふ

れ
あ
い
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
と
し
て
、
通
常
は
行
わ
な
い
戸
別
訪
問
を
し
、
被
災
者
の
求
職
希
望
に
あ
わ
せ
た
求
人
開
拓

を
す
る
事
業
を
実
施
）、
住
宅
担
当
自
治
体
職
員
な
ど
多
く
の
訪
問
相
談
が
行
わ
れ
た
が
、
生
活
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
生
活
復
興
相
談
員
は
、
ま
ず
入
口
の
相
談
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
専
門
相
談
に
つ
な
ぐ
役
割
も
果
た
し
た
。

　

高
齢
者
等
向
け
の
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
災
害
復
興
公
営
住
宅
で
は
Ｌ
Ｓ
Ａ
（
生
活
援
助
員
）
百
二
十
五
人
が
支

援
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
災
害
復
興
公
営
住
宅
で
も
高
齢
化
が
す
す
み
、
兵
庫
県
は
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
Ｓ
Ｃ
Ｓ

（
高
齢
世
帯
生
活
援
助
員
）
百
二
人
を
新
た
に
配
置
し
た
。

　

多
様
な
相
談
員
が
戸
別
訪
問
に
よ
る
相
談
・
支
援
を
行
っ
た
が
、
い
ろ
ん
な
人
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
来
る
だ

け
と
受
け
と
め
ら
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
総
合
的
な
対
処
が
必
要
な
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
の
た
め
に
も
、
そ
し
て
、

相
談
員
・
支
援
者
た
ち
自
身
が
被
災
者
の
つ
ら
い
現
実
と
日
々
向
き
合
う
中
で
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、職
種
横
断
の
、ま
た
職
種
内
で
の
定
期
的
な
情
報
交
換
会
や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
重
要
で
あ
っ
た
。
阪
神
・
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淡
路
大
震
災
後
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
局
長
な
ど
保
健
福
祉
領
域
で
の
復
興
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
加
古
川
市
代
表
監
査

委
員
中
西
一
人
は
、
宮
城
復
興
局
と
協
議
し
、
震
災
か
ら
三
年
が
た
つ
宮
城
県
で
、
兵
庫
県
の
三
人
の
Ｏ
Ｂ
職
員
と
と

も
に
、
県
及
び
市
町
村
職
員
を
対
象
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
が
、
そ
う
し
た
横
断
的
な
関
係
の
必
要
性
を
当
時

痛
感
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

震
災
後
、
兵
庫
県
保
健
師
と
し
て
、
市
町
保
健
師
を
支
援
し
つ
つ
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
現
兵
庫
県
看
護
協
会
会

長
中
野
則
子
も
ま
た
、
被
災
者
の
直
面
す
る
課
題
は
幅
広
く
、
相
談
に
の
る
看
護
師
や
保
健
師
た
ち
自
身
が
そ
う
し
た

横
断
的
な
研
修
で
、
他
部
局
の
生
活
復
興
メ
ニ
ュ
ー
を
知
っ
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
大
規
模
な

災
害
に
な
る
ほ
ど
、
同
じ
看
護
職
同
士
で
も
な
か
な
か
情
報
が
共
有
さ
れ
ず
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
悩
み
つ
つ
目
前
の

業
務
に
追
わ
れ
る
状
態
が
続
き
が
ち
に
な
る
こ
と
か
ら
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
に
兵
庫
県
が
加
わ
っ
た
、
四
県

看
護
協
会
の
合
同
研
修
・
意
見
交
換
会
を
、
被
災
か
ら
三
年
を
目
前
に
し
た
二
〇
一

四
年
二
月
に
、
百
人
以
上
を
集
め
て
東
京
で
開
催
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
配
置
さ
れ
た
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
事
業
は
、
二
〇
〇
一

年
か
ら
、
住
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
各
地
へ
出
前
で
健
康
相
談
、
子
育
て
相

談
を
行
う
「
ま
ち
の
保
健
室
」
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
兵
庫
県
看
護

協
会
と
県
・
市
町
の
行
政
保
健
師
、
そ
し
て
定
期
的
評
価
・
検
証
で
実
践
を
支
え
る

県
内
の
看
護
系
大
学
の
三
者
に
よ
る
協
働
の
仕
組
み
で
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の

人
件
費
分
や
場
所
代
な
ど
基
盤
部
分
を
県
が
補
助
を
だ
し
、
個
々
の
看
護
師
た
ち
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
え
ら
れ
る
こ
の
事
業
は
、
今
で
は
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
集

会
室
は
も
と
よ
り
、
駅
、
公
民
館
、
郵
便
局
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
被

兵庫県看護協会「まちの保健室」
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災
地
外
を
含
む
県
内
六
百
八
カ
所
で
展
開
さ
れ
て
い
る
（
登
録
看
護
職
は
千
九
百
九

十
五
人
、
八
割
が
現
職
）。
東
日
本
大
震
災
後
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
看
護

協
会
で
も
実
施
さ
れ
、
住
民
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

宮
城
県
石
巻
市
イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻
な
ど
で
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
展
開
す
る
宮

城
県
看
護
協
会
会
長
佃
祥
子
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
く
る
中
で
相
談
表
を
継
続

的
に
使
え
る
も
の
に
工
夫
し
、
自
分
の
健
康
状
態
を
以
前
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

来
所
者
が
知
り
合
い
を
連
れ
て
く
る
な
ど
口
コ
ミ
に
よ
る
広
が
り
も
増
加
し
て
お
り
、

「
来
所
者
同
士
が
待
っ
て
い
る
間
に
知
り
合
い
に
な
っ
て
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
良

い
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
言
う
。

宮城県看護協会「まちの保健室」

　

Ｓ
Ｃ
Ｓ
（
高
齢
世
帯
生
活
援
助
員
）
は
、
同
じ
意
味
で
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
「
高
齢
者
自
立
支
援
ひ
ろ
ば
」（
五
十

六
カ
所
）
と
し
て
、
一
対
一
の
訪
問
相
談
か
ら
、
ひ
ろ
ば
に
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
見
守
り
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
行
う
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
集
会
施
設

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
後
の
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
も
そ
う
だ

が
、
最
初
か
ら
事
業
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
こ
の
訪
問
相
談
員
の
事
業
と
、
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
の
ふ
れ
あ

い
・
交
流
の
集
会
施
設
で
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
応
急
仮
設
住
宅
に
二
百
三
十
二
カ
所
の
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」（
仮
設
）、
災
害
復
興
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公
営
住
宅
な
ど
恒
久
住
宅
地
に
二
百
二
十
一
カ
所
（
災
害
復
興

公
営
住
宅
五
十
六
カ
所
、
被
災
地
域
・
民
間
集
合
住
宅
百
六
十

五
カ
所
）
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」
が
整
備
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
集
会
施
設
は
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶
や
食
事
会
、
健
康

体
操
・
絵
手
紙
な
ど
の
講
座
、
手
芸
・
小
物
づ
く
り
の
作
業
場
、

子
育
て
ひ
ろ
ば
や
ま
ち
の
保
健
室
の
会
場
、
復
興
に
向
け
た
話

し
合
い
の
場
な
ど
多
彩
に
活
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、

各
種
相
談
員
や
支
援
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
待
機
・
引
き
継
ぎ

場
所
、
行
政
に
よ
る
説
明
・
手
続
き
・
相
談
会
な
ど
に
も
使
わ

れ
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」
に
対
し
て
は
、兵
庫
県
は
、

一
カ
所
に
つ
い
て
百
万
円
を
三
年
間
、
運
営
に
手
を
挙
げ
た
自

治
会
・
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
補
助
金
を
だ
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
集
会
施
設
に
つ
い
て
は
、
運
営
が
む
ず
か

し
い
状
況
に
直
面
す
る
段
階
が
出
て
く
る
こ
と
も
確
か
で
あ

る
。
応
急
仮
設
住
宅
の
集
会
施
設
の
場
合
は
、
櫛
の
歯
が
抜
け

る
よ
う
に
住
民
が
恒
久
住
宅
に
移
転
し
て
い
く
中
で
、
空
き
室

が
増
え
、
困
難
な
状
況
を
か
か
え
た
世
帯
が
残
っ
て
い
き
、
自

治
会
役
員
の
引
き
受
け
手
も
い
な
く
な
っ
て
い
く
段
階
、
恒
久

住
宅
の
集
会
施
設
の
場
合
は
、
年
月
が
た
っ
て
高
齢
化
が
進
ん

兵庫県災害復興公営住宅の高齢化率、単身高齢世帯率の推移
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で
い
き
、
集
会
施
設
の
鍵
が
か
か
っ
た
ま
ま
に
な
っ
た
り
す
る
段
階
で
あ
る
。
兵
庫
県
の
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
高
齢

化
率
は
、
二
〇
〇
一
年
時
点
で
、
一
般
県
営
住
宅
が
一
五
・
四
％
だ
っ
た
の
に
対
し
四
〇
・
五
％
、
震
災
か
ら
十
八
年

経
っ
た
二
〇
一
三
年
に
は
、
一
般
県
営
住
宅
の
二
八
・
六
％
に
対
し
、
五
割
近
い
四
九
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

入
居
の
段
階
で
は
、こ
れ
ら
の
集
会
施
設
の
運
営
が
、住
民
自
身
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
が
、

こ
う
し
た
段
階
に
な
る
と
、
住
民
自
身
の
力
を
生
か
し
つ
つ
も
、
民
生
児
童
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
周
辺
自
治
会
な
ど
外
部
の
支
援
と
ど
う
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か
が
課
題
に
な
る
。

　

土
地
の
確
保
が
む
ず
か
し
く
、
三
十
戸
か
ら
五
十
戸
の
小
規
模
な
災
害
復
興
公
営
住
宅
が
多
く
な
っ
た
兵
庫
県
宝
塚

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
佐
藤
寿
一
は
、「
復
興
住
宅
住
民
の
個
別
見
守
り
を
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
が
、
将

来
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
住
民
同
士
を
ヨ
コ
に
つ
な
ぐ
こ
と
、
ま
た
、
復
興
住
宅
周
辺
の
地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
を
も
っ
と

す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。」と
言
う
。
そ
う
し
た
経
験
か
ら
、災
害
復
興
公
営
住
宅
の
集
会
施
設
を
、最
初
か
ら
、

周
辺
地
域
の
住
民
に
も
声
を
か
け
た
合
同
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
使
う
こ
と
を
提
案
す
る
。
外
部
支
援
が
必
要
に
な
っ
て

か
ら
と
い
う
よ
り
、
ふ
だ
ん
か
ら
住
民
と
周
辺
の
外
部
の
力
を
組
み
合
わ
せ
て
個
別
相
談
・
見
守
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
両
輪
で
行
い
、
段
階
に
応
じ
て
住
民
の
力
と
外
部
の
力
の
運
営
の
バ
ラ
ン
ス
が
柔
軟
に
変
わ
る
や
り
方
が
で

き
な
い
か
、
兵
庫
県
か
ら
の
支
援
者
と
も
協
働
し
つ
つ
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
挑
戦
が
続
い
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
の
拠
点
と
な
る
集
会
施
設
に
つ
い
て
は
、
応
急
仮
設
住
宅
や
建
ち
始
め
た
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
集
会
施

設
に
加
え
、
建
築
家
等
に
よ
る
「
釜
石
み
ん
な
の
家
か
だ
っ
て
」（
運
営
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ッ
ト
マ
ー
ク
リ
ア
ス
Ｎ

Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
民
間
の
力
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
復
興
拠
点
も
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
津
波
に
よ
っ

て
多
く
の
施
設
が
失
わ
れ
た
中
で
、
集
ま
る
場
所
が
な
い
と
い
う
声
は
、
今
も
あ
ち
こ
ち
で
き
か
れ
る
。
公
的
施
設
や

民
間
施
設
・
商
店
街
の
一
角
や
、
仮
設
の
プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
、
可
動
式
の
物
な
ど
も
含
め
て
、
早
急
な
工
夫
が
求
め
ら
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れ
て
い
る
。
兵
庫
県
民
の
義
援
金
を
活
用
し
て
、
宮
城
県
亘
理
町
で
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
に
、
二
カ
所
の
公
会
堂
が

完
成
し
た
の
は
、
拠
点
の
必
要
を
痛
感
し
て
き
た
兵
庫
県
の
被
災
地
に
と
っ
て
も
、
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

　
　

民
間
と
行
政
の
協
働

協
働
の
仕
組
み
と
マ
イ
ン
ド
（
意
識
）

　

個
別
相
談
・
見
守
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
こ
の
よ
う
に
両
輪
で
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
と
、
行
政
だ
け
で
も

民
間
だ
け
で
も
、
で
き
な
い
。
民
間
と
行
政
の
緊
密
な
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
一
年
間
で
若
者
を
中
心
に
百
三
十
八
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
た
こ
と
に
背
中
を
押

さ
れ
る
形
で
、
一
九
九
八
年
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
が
施
行
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
が

り
の
時
期
に
あ
っ
て
、
兵
庫
県
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
＝
中
間
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
多
く
活
躍
し
て
い
っ
た
背

景
に
は
、
義
援
金
や
寄
付
金
が
一
巡
し
た
あ
と
、
被
災
地
で
の
活
動
の
継
続
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
身
模
索
が
続
い
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
寄
付
者
に
対
す
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
等
が
得
ら
れ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
も
導
入
さ

れ
、
そ
の
認
定
要
件
の
大
幅
緩
和
を
図
る
改
正
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
、
二
〇
一
二
年
に
施
行
さ
れ
た
。
現
在
、
全
国
で
四
万
九

千
百
七
十
三
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
認
定
・
仮
認
定
・
国
税
庁
認
定
あ
わ
せ
て
、
六
百
九
十
六
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
活
動

し
て
い
る
（
二
〇
一
四
年
七
月
末
）。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
い
ち
早
い
支
援
活
動
を
開
始
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
動
き
も
早
か
っ
た
。
被
災
地
に
お
い
て
も
、
い
わ
て
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
、
み
や
ぎ
連
携
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復
興
セ
ン
タ
ー
、
ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
立
ち
上
が
り
、
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
民
間
と
行
政
と
の
連
絡
会
議
や
協
働
事
業
も
、
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
互
い
へ
の
信
頼

関
係
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
非
常
に
う
ま
く
実
働
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

行
政
に
と
っ
て
、
民
間
へ
の
委
託
や
補
助
が
単
な
る
安
上
が
り
化
の
手
段
だ
っ
た
り
、
人
手
が
な
い
の
で
民
間
に
丸

投
げ
し
て
中
身
も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
り
、
逆
に
少
し
の
情
報
を
だ
す
の
に
も
防
衛
的
だ
っ
た
り
、
と
い
う

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
間
に
と
っ
て
も
、
行
政
と
の
協
働
が
、
単
に
お
金
さ
え
出
し

て
く
れ
た
ら
あ
と
は
口
を
は
さ
ま
な
い
で
ほ
し
い
と
か
、
自
分
た
ち
の
活
動
継
続
の
た
め
の
費
用
充
当
に
あ
て
た
い
と

な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
た
い
。
民
間
と
行
政
の
協
働
が
実
働
す
る
た
め
に
は
、
抽
象
的
に
語
る
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
仕
組
み
と
、
互
い
を
信
頼
し
あ
う
マ
イ
ン
ド
（
意
識
）

が
双
方
に
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
絶
え
ず
率
直
な
議
論
を
重
ね
な

が
ら
現
状
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
プ
ロ
セ
ス（
過
程
）こ
そ
が
、協
働
で
あ
ろ
う
。

被
災
者
復
興
支
援
会
議

　

そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
半
年
後
に
つ
く
ら
れ
た
の

が
、「
被
災
者
復
興
支
援
会
議
」（
一
九
九
五
年
七
月
〜
二
〇
〇
五
年
三
月
）
で
あ
る
。

医
療
、
福
祉
、
雇
用
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
十
二
人
の
専
門
家
メ
ン
バ
ー
と
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
応
す
る
県
本
庁
課
長
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
な
る
同
会
議
は
、

手
分
け
し
て
現
地
に
出
か
け
て
い
く
「
移
動
い
ど
ば
た
会
議
」
を
二
百
五
十
一
回
実

施
し
、
持
ち
帰
っ
た
内
容
を
メ
ン
バ
ー
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
率
直
に
議
論
し

被災者復興支援会議・移動いどばた会議
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て
、
二
十
八
回
の
提
案
を
行
っ
た
。
県
か
ら
は
、
提
案
に
対
し
、
必
ず
回
答
す
る
こ
と
と
し
、
当
初
百
戸
以
上
に
置
く

と
な
っ
て
い
た
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
の
小
規
模
団
地
へ
の
設
置
、
雨
水
が
た
ま
り
湿
気
で
畳
が
浮
く
等
課
題
と
な

っ
て
い
た
応
急
仮
設
住
宅
の
雨
水
排
水
対
策
、
入
居
者
が
道
に
迷
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
駅
や
街
角
へ
の
案
内
標

識
、
大
き
く
て
見
や
す
い
棟
番
号
、
卓
球
台
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
ス
ポ
ー
ツ
遊
具
へ
の
助
成
、
県
外
避
難
者
へ
の
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
設
置
な
ど
、
提
案
内
容
は
多
く
の
施
策
に
反
映
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ら
の
情
報
を
多
く
の
被
災
者
・
支
援
者
・
行
政
職
員
と
共
有
す
る
た
め
に
毎
月
発
行
さ
れ
た
「
復
興
か
わ
ら
ば

ん
」、
被
災
者
・
支
援
者
か
ら
意
見
や
提
案
を
常
時
受
け
付
け
る
窓
口
の
開
設
、
各
時
期
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
た
応
急

仮
設
住
宅
自
治
会
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
冬
場
の
健
康
づ
く
り
対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
も
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト

　

具
体
的
な
活
動
の
実
行
部
隊
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
、
震
災
の
翌
年
組
織
さ
れ

た「
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
」（
一
九
九
六
年
十
月
〜
二
〇
〇
五
年
三
月
）で
あ
る
。

地
域
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、Ｊ
Ａ
や
漁
連
、医
師
会
等
専
門
職
団
体
、経
済
団
体
、労
組
、

生
協
、
兵
庫
県
、
被
災
市
町
な
ど
六
十
団
体
が
集
ま
っ
て
、
引
っ
越
し
手
伝
い
運

動
、
年
末
の
も
ち
つ
き
の
た
め
の
「
愛
の
も
ち
よ
り
運
動
」、
復
興
住
宅
周
辺
マ

ッ
プ
づ
く
り
、
県
外
避
難
者
へ
の
支
援
活
動
（
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
）
な
ど
、
復
興
の
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
、
多
彩
な
支
援
活
動
を
、
被
災
か
ら
十
年

の
間
展
開
し
た
。
コ
ア
と
な
る
二
十
五
団
体
か
ら
「
事
務
局
参
与
」
を
出
し
て
も

ら
い
、
毎
月
二
回
の
会
合
、
ま
た
、
自
由
参
加
も
含
め
て
毎
月
開
催
さ
れ
、
今
必

生活復興県民ﾈット・引っ越し
手伝い運動
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要
な
こ
と
と
ど
う
実
行
す
る
か
を
議
論
し
た
原
案
の
な
い
会
議（「
企
画
委
員
会
」）。
各
団
体
の
強
み
を
活
か
し
た
様
々

な
協
働
の
活
動
と
と
も
に
、
被
災
者
と
支
援
者
、
ま
た
、
被
災
者
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
の
ニ
ー
ズ
と
こ
れ
を

応
援
し
よ
う
と
い
う
人
を
つ
な
ぐ
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
出
会
い
の
広
場
」
や
、
兵
庫
県
連
合
自
治
会
・
兵
庫
県
と
と
も
に

刊
行
し
た
「
自
治
会
を
つ
く
り
た
い
時
に
読
む
本
」（
一
九
九
八
年
五
月
）
の
普
及
な
ど
に
も
取
り
組
ん
だ
。

県
・
市
町
生
活
支
援
委
員
会

　

震
災
か
ら
二
年
半
が
た
つ
と
、
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
期
に
あ
っ
て
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
広
が
る
、
一
人
ひ
と
り

の
復
興
ス
ピ
ー
ド
の
ち
が
い
、
ま
た
制
度
の
画
一
的
な
運
用
で
は
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
制
度
の
谷
間
の
救
済
や
柔
軟
な
運
用
を
、
個
々
の
被
災
者
ご
と
に
検
討
す
る
第
三
者
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

た
の
が
、「
生
活
支
援
委
員
会
」（
一
九
九
七
年
七
月
〜
二
〇
〇
五
年
三
月
）
で
あ
る
。
各
市
町
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
生

活
支
援
委
員
会
で
ま
ず
検
討
し
、
そ
こ
で
解
決
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
県
生
活
支
援
委
員
会
で
検
討
す
る
と

い
う
仕
組
み
で
、
全
被
災
市
町
と
県
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
制
度
で
あ
っ
た
。
県
生
活
支
援
委
員
会
は
、
副
知
事
井

戸
敏
三
を
委
員
長
に
、
県
医
師
会
長
、
弁
護
士
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
、
福
祉
専
門
家
、
該
当
ケ
ー
ス
の
市
町
等
で
構
成
さ
れ
、

個
別
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
対
応
策
を
決
め
る
と
と
も
に
、必
要
な
場
合
は
制
度
そ
の
も
の
の
改
善
に
つ
な
い
で
い
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
生
活
復
興
会
議

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
施
行
前
の
一
九
九
七
年
、
被
災
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
団
体
と
行
政
が
現
場
で
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
を
議
論
す
る
場
と
し
て
仕
組
み
化
さ
れ
た
の
が
、

「
生
活
復
興
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
で
あ
る
。
県
か
ら
は
、「
上
司
に
伝
え
ま
す
」
と
い
う
返
答
で
な
く
、
そ
の
場
で
フ
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ラ
ッ
ト
で
率
直
な
議
論
を
行
う
た
め
に
、
生
活
復
興
局
長
と
住
ま
い
復
興
局
長
が
毎
回
出
席
し
た
。

　

こ
の
生
活
復
興
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
発
展
さ
せ
て
一
九
九
九
年
に
制
度
化
し
た
の
が
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
生
活

復
興
会
議
」
で
あ
る
。
毎
月
の
定
例
会
を
重
ね
る
中
で
、
こ
の
会
議
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
会
計
等
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
制
度
や
低
利
の
貸
付
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
等
活
動
応
援
貸
付
事
業
」（
二
〇
〇
一
年
）
な

ど
も
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
企
画
そ
の
も
の
を
募
集
す
る
形
で
活
用
さ
れ
た「
災
害
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
補
助
」

（
一
九
九
五
年
度
〜
二
〇
〇
四
年
度
、
総
額
十
九
億
円
）
も
、
こ
の
仕
組
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
運
用
を
下
支
え
し
た

と
い
え
よ
う
。

　

二
〇
〇
一
年
か
ら
は
、
被
災
地
の
み
な
ら
ず
、
被
災
地
外
を
含
め
た
全
県
事
業
と
し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
協
働

会
議
」
に
改
組
さ
れ
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
現
在
も
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

基
盤
と
し
て
の
学
び

　

こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
実
働
で
き
た
の
は
、専
任
の
事
務
局（
県
職
員
と
民
間
か
ら
の
嘱
託
職
員
）を
配
置
し
た
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
の
人
件
費
や
活
動
費
を
含
め
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金
か
ら
の
財
源
の
手
当
て
が
あ
っ
た
こ
と

が
大
き
い
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
の
事
務
局
が
置
か
れ
、
土
日
も
含
め
て
毎
日
開
館
し
て
、
五
年
半
で
二
百

九
十
万
人
が
来
館
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
支
援
館
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
）」（
一
九
九
六
年
七
月
〜
二
〇

〇
二
年
三
月
）
の
広
域
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
大
き
か
っ
た
。
交
通
至
便
な
三
ノ
宮
駅
前
の
企
業
の
更
地
を
借
り
て
仮

設
で
整
備
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
連
絡
ボ
ッ
ク
ス
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、
無
料
の
印
刷
コ
ー
ナ
ー
、
多
目
的
ホ
ー
ル

等
を
も
ち
、
頻
繁
に
会
合
が
繰
り
返
さ
れ
て
、
被
災
者
・
支
援
者
・
行
政
職
員
た
ち
が
顔
の
見
え
あ
う
関
係
を
つ
く
っ

て
い
っ
た
。
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挙
げ
た
百
八
十
人
の
推
進
員
が
協
力
員
た
ち
と
と
も
に
、「
○
○
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
実
施
し
た

事
業
は
、年
間
二
千
件
以
上
に
お
よ
び
、毎
年
二
十
万
人
か
ら
三
十
万
人
が
参
画
す
る
手
作
り
の
学
習
が
重
ね
ら
れ
て
、

復
興
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
学
」（
一
九
九
七
年
度
〜
現
在
）、「
女
性
た
ち
の
し
ご
と
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」（
一
九
九
五
年
度
〜
現
在
）、

「
シ
ニ
ア
し
ご
と
創
造
塾
」（
一
九
九
八
年
度
〜
二
〇
〇
二
年
度
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」（
一

九
九
九
年
度
〜
現
在
。
現
在
は
、「
生
き
が
い
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
実
施
）
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学

と
行
政
が
協
働
し
て
実
施
し
た
多
様
な
学
び
の
機
会
は
、
い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
コ
ー
ス
の
拡
大
等

も
行
わ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
も
、
福
島
県
「
生
涯
学
習
に
よ
る
復
興
応
援
事
業
」
や
、
若
者
を
対
象
に
企
業
経
営
者
と
福
島
大

　

そ
れ
と
と
も
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
大
き
な
特
色
は
、
そ
の

基
盤
に
常
に
「
学
び
」
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
復
興
の
制
度
も
前
例
も
な
い

中
で
、
学
び
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
高
か
っ
た
。

　

震
災
半
年
後
に
公
募
を
行
っ
た
の
が
、「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
推
進
員
」（
一
九
九
五

年
度
〜
一
九
九
九
年
度
）で
あ
る
。
小
学
校
区
か
ら
中
学
校
区
を
エ
リ
ア
と
し
て
、

被
災
者
自
身
の
目
線
で
学
習
会
、
相
談
会
、
情
報
紙
づ
く
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

な
ど
を
企
画
実
施
し
て
ほ
し
い
、
場
所
は
集
会
所
、
公
民
館
、
店
舗
の
一
角
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
事
務
所
な
ど
ど
こ
で
も
使
え
る
と
こ
ろ
で
、
フ
ァ
ク
ス
・
パ
ソ
コ
ン
・
掲
示

板
・
情
報
ラ
ッ
ク
を
無
償
貸
与
、
年
間
四
十
六
万
円
の
活
動
費
を
補
助
、
条
件
は

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
協
力
員
」五
人
以
上
が
い
る
こ
と
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
手
を

阪神・淡路大震災復興支援館（フェニ
ックスプﾗザ）（仮設）
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学
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
、
講
義
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
・
視
察
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
「
ふ
く
し
ま
復
興
塾
」
な
ど
、
民
間
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
多

様
な
学
び
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
企
業
や
公
益
財
団
法
人
な
ど
が
、
系
統
的
な
学
習
機
会
に
寄
付
や
助
成
を
行
っ
て

い
る
例
も
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
。

　

先
に
ふ
れ
た
復
興
円
卓
会
議
で
は
、「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
、
学
び
の
拠
点
に
な
り
た
い
」、「
命
の

教
育
を
伝
え
、
発
信
し
て
い
く
の
は
、
私
た
ち
の
役
割
」
と
い
う
多
く
の
東
北
の
被
災
者
の
声
が
き
か
れ
た
。
被
災
地

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
学
び
と
し
て
提
供
す
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ァ
ー
の
開
催（「
い
わ
き
お
て
ん
と
Ｓ
Ｕ
Ｎ
企
業
組
合
」、

福
島
県
い
わ
き
市
）、
被
災
地
で
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
視
察
・
研
修
を
「
備
え
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
企
画
・
実
施

す
る
三
陸
鉄
道
株
式
会
社
（
岩
手
県
宮
古
市
）
の
「
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
研
修
」
な
ど
の
動
き
も
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。

今
後
、
防
災
・
減
災
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
情
報
を
得
て
、
自
ら
判
断
し
、
行
動
す
る
力
を

蓄
え
て
い
く
よ
う
な
学
び
を
、
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
等
に
お
い
て
参
画
型
で
進
め
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
層
の
開
発
と
普
及
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　

男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
お
け
る
、
課
題
の
顕
在
化

　

大
災
害
時
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
、
世
に
問
う
た
の
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
で

あ
る
。
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救
援
物
資
と
し
て
粉
ミ
ル
ク
は
届
い
て
も
、
ほ
乳
び
ん
や
離
乳
食
、
お
む
つ
、
ベ
ビ
ー
バ
ス
は
届
か
な
い
、
そ
の
日

か
ら
入
用
な
生
理
用
品
や
下
着
の
不
足
、
避
難
所
に
間
仕
切
り
は
な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
た
れ
な
い
。
授
乳
や
着

替
え
ス
ペ
ー
ス
も
な
く
、
仮
設
ト
イ
レ
は
男
女
別
で
な
く
、
水
分
を
控
え
る
人
も
で
た
。
こ
う
し
た
救
援
物
資
や
避
難

所
の
環
境
の
問
題
、
不
安
定
雇
用
が
多
か
っ
た
た
め
の
女
性
た
ち
の
解
雇
や
、
震
災
に
よ
っ
て
急
に
震
災
同
居
す
る
こ

と
に
な
っ
た
大
家
族
の
「
嫁
役
割
」
の
悩
み
な
ど
も
、
震
災
後
六
日
目
の
一
九
九
五
年
一
月
二
十
三
日
に
再
開
し
た
兵

庫
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
（
現
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）
の
電
話
相
談
窓
口
に
殺
到
し
た
。
水
も
出
ず
、
ト
イ
レ
も
使

え
ず
、
暖
房
も
な
い
中
で
の
再
開
で
あ
っ
た
が
、
特
に
二
月
末
ま
で
は
、
二
十
四
時
間
体
制
で
休
み
な
く
、
相
談
に
応

じ
続
け
た
。
被
災
者
に
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
相
談
も
多
く
、
同
年
二
月
七
日
か
ら
一
九
九
六
年
一
月
十
二
日
ま
で
、

「
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
室
」
と
し
て
新
聞
連
載
も
行
っ
た
。

　

相
談
の
中
か
ら
圧
倒
的
な
情
報
不
足
を
痛
感
し
た
女
性
セ
ン
タ
ー
所
長
清
原
桂
子
は
、
医
療
、
労
働
、
福
祉
、
住
宅

等
の
分
野
別
に
民
間
情
報
、
行
政
情
報
を
あ
わ
せ
て
掲
載
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
「
情
報
フ
ァ
イ
ル
」
を
、
一
月
二

十
四
日
か
ら
二
月
四
日
ま
で
の
十
二
日
間
は
毎
日
、
以
後
は
週
三
日
、
二
日
、
一
日
の
頻
度
で
、
半
年
間
発
行
し
た
。

県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
が
、県
の
災
害
対
策
本
部（
三
月
か
ら
は
復
興
本
部
）の
情
報
担
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、

ピ
ー
ク
時
千
百
五
十
三
の
避
難
所
に
も
、仮
設
住
宅
に
も
、緊
急
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
等
の
手
で
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
相
談
や
情
報
対
応
が
で
き
た
の
は
、
職
員
た
ち
の
頑
張
り
と
と
も
に
、
女
性
セ
ン
タ
ー
が
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
川
畑
真
理
子
ら
強
靭
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
も
っ
て
い
た
こ
と
の
力
が
大
き
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
女
性
セ
ン
タ

ー
の
日
ご
ろ
か
ら
の
事
業
そ
の
も
の
が
、
子
育
て
、
介
護
、
夫
婦
の
問
題
、
労
働
、
健
康
な
ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
問
題

に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
セ
ク
シ
ョ
ン
の
横
断
的
情
報
の
基
礎
ス
ト
ッ
ク
と
情
報
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
迅
速
な
対
応
を
可
能
に
し
た
。
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交
通
も
ま
だ
寸
断
さ
れ
た
四
月
に
募
集
を
開
始
し
た「
女
性
た
ち
の
し
ご
と
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」に
は
、定
員
の
六
・

三
倍
の
応
募
者
が
殺
到
し
、
参
加
者
百
四
十
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
た
め
に
、
震
災

後
は
じ
め
て
救
援
物
資
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
ふ
た
を
鏡
に
し
て
髪
を
と
き
、
口
紅
を
ひ
い
た
と
き
、
弁
当
と
毛
布
を
配
給

し
て
も
ら
う
だ
け
の
存
在
だ
っ
た
自
分
か
ら
、
も
う
一
度
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。」
と
い
う
避
難
所
や
半
壊
の
家

か
ら
駆
け
付
け
た
女
性
た
ち
の
気
持
ち
が
、
参
加
者
み
ん
な
に
深
く
共
有
さ
れ
て
い
た
。
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、

年
度
後
半
に
、
セ
ミ
ナ
ー
の
コ
ー
ス
は
急
遽
増
や
さ
れ
た
。

　

避
難
所
や
仮
設
住
宅
の
運
営
の
場
で
、
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
や
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
の
場
で
、
こ
う
し
た
女
性

た
ち
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
の
必
要
か
ら
、
震
災
翌
月
の
二
月
に
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
男
女
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
地
域
別
の
出
前
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
リ
レ
ー
開
催
し
た
。
並
行
し
て
、
意
見
募
集

を
行
い
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
集
約
し
て
「
男
女
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
提
言
〜
復
興
の
兵
庫
へ
向
け
て
〜
」
と
し
て
発
表

し
た
の
は
、
震
災
四
カ
月
後
の
五
月
で
あ
っ
た
。
七
月
に
策
定
さ
れ
る
「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
（
ひ
ょ
う
ご
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
）」
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ベ
ビ
ー
バ
ス
や
生
理
用
品
を
集
め
て
避
難
所
に
届
け
た
り
な
ど
、
女
性
セ
ン
タ
ー
登
録
グ
ル
ー
プ
や
「
女
性
問
題
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」
の
修
了
生
、
当
該
年
度
受
講
生
た
ち
の
活
躍
も
大
き
く
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金
を
財
源
と
し
て
「
元
気
ア
ッ
プ
活
動
助
成
」
な
ど
の
企
画
公
募
型
助
成
も
実
施
さ

れ
た
。

東
日
本
大
震
災
後

　

仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
こ
ろ
か
ら
目
立
っ
て
き
た
男
性
た
ち
の
閉
じ
こ
も
り
、
D
V
（
配
偶
者
間
等
暴
力
）、
ア
ル
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コ
ー
ル
依
存
な
ど
も
含
め
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
は
、
大
き
く
発
信
さ
れ
、
そ
の
後
、
防
災
基
本
計

画
の
修
正
（
二
〇
〇
五
年
、二
〇
〇
八
年
）、国
の
「
第
2
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」（
二
〇
〇
五
年
）
へ
の
防
災
（
復

興
）
の
記
述
導
入
、「
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」（
二
〇
一
〇
年
）
で
の
「
第
14
分
野
：
地
域
、
防
災
・
環
境

そ
の
他
の
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
の
新
設
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
（
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
）
で
は
、
救
援
物
資
の
女
性
用
品
や
ベ
ビ
ー
用
品
の
不
足
、

男
女
別
で
な
い
仮
設
ト
イ
レ
、
間
仕
切
り
が
届
い
て
い
る
の
に
設
置
さ
れ
な
い
、
一
部
避
難
所
で
の
女
性
だ
け
の
毎
食

の
食
事
づ
く
り
や
片
づ
け
当
番
（
避
難
所
の
「
嫁
役
割
」）、
避
難
所
・
仮
設
住
宅
・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
リ
ー

ダ
ー
が
ほ
と
ん
ど
男
性
で
女
性
た
ち
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な
い
、
男
性
た
ち
の
Ｄ
Ｖ
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
と
い
っ
た
課

題
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
一
方
で
は
、
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
女
性
た
ち
の
意
見
集
約
、
女
性
た
ち
の
語
り
場
づ
く
り
、

女
性
も
の
洗
濯
代
行
、
買
い
物
代
行
な
ど
の
取
り
組
み
も
広
が
っ
た
。

　

そ
の
後
、
三
度
に
わ
た
る
防
災
基
本
計
画
の
修
正
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
、
二
〇
一
二
年
九
月
、
二
〇
一
四
年
一
月
）

で
は
、「
女
性
専
用
の
物
干
し
場
、
更
衣
室
、
授
乳
室
の
設
置
や
生
理
用
品
・
女
性
用
下
着
の
女
性
に
よ
る
配
布
、
避

難
場
所
に
お
け
る
安
全
性
の
確
保
な
ど
、
女
性
や
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
避
難
場
所
の
運
営
に
努
め
る
も

の
と
す
る
」「
男
女
共
同
参
画
の
観
点
か
ら
、
復
旧
・
復
興
の
あ
ら
ゆ
る
場
・
組
織
に
女
性
の
参
画
を
促
進
す
る
も
の

と
す
る
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
記
述
が
入
れ
ら
れ
た
。
二
〇
一
二
年
六
月
に
は
、
防
災
会
議
委
員
へ
の
女
性
の
参
画
を

促
進
す
る
た
め
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
五
月
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
は
、「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
の
取
組
指
針
」

を
発
表
し
、「
平
常
時
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
が
防
災
・
復
興
の
基
盤
と
な
る
」「『
主
体
的
な
担
い
手
』
と
し

て
女
性
を
位
置
づ
け
る
」「
災
害
か
ら
受
け
る
影
響
の
男
女
の
違
い
に
配
慮
す
る
」「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
や
男
女
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共
同
参
画
部
局
の
役
割
を
位
置
づ
け
る
」
な
ど
七
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
示
し
た
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
や
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
も
で
き
な
い
、
そ
れ
こ
そ
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
で

あ
っ
た
。
防
災
・
減
災
社
会
へ
の
取
り
組
み
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
命
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
災
害
後
の
復
興
へ

の
備
え
と
も
そ
の
ま
ま
重
な
る
も
の
（
事
前
復
興
）
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
か
ら
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
東
日

本
大
震
災
な
ど
の
被
災
地
と
も
連
携
し
つ
つ
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
つ
な
ぎ
、知
恵
と
工
夫
を
結
集
し
て
い
く
た
め
に
、

兵
庫
県
か
ら
力
を
寄
せ
合
い
た
い
と
思
う
。

（
注
）Ｐ

二
五
九　

 

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
「
復
興
円
卓
会
議
」
は
、岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
と
、

県
外
避
難
者
と
の
東
京
で
の
会
を
含
め
て
、四
十
四
回
重
ね
ら
れ
た
。「
生
活
復
興
の
た
め
の
15
章
〜『
東
日
本
大
震
災
生
活

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
報
告
〜
」（
復
興
庁
二
〇
一
三
年
度
委
託
事
業
）　

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研

究
機
構　

二
〇
一
四
年
三
月
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コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
街
の
広
場
に

佐
渡 

裕



著
　
者

　
　

佐
渡　

裕
（
さ
ど
・
ゆ
た
か
）　

　
　

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
芸
術
監
督

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
リ
・
ラ
ム
ル
ー
管
弦
楽
団
首
席
指
揮
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
三
年
〜
二
〇
一
〇
年
）

　
　

二
〇
〇
二
年
〜　

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
芸
術
監
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
エ
ナ
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
首
席
指
揮
者

　
　

二
〇
〇
八
年
〜　
「
題
名
の
な
い
音
楽
会
」
司
会
者

　
　

二
〇
一
一
年　
　

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
客
演

　
　

二
〇
一
五
年
〜　

ト
ー
ン
キ
ュ
ン
ス
ト
ラ
ー
管
弦
楽
団
音
楽
監
督

ⓒYuji Hori
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人
間
に
と
っ
て
音
楽
と
は

　
「
劇
場
を
中
心
に
、
こ
の
街
を
震
災
前
よ
り
も
ず
っ
と
優
し
く
、
ず
っ
と
た
く
ま
し
い
街
に
し
て
ほ
し
い
」

　

兵
庫
県
の
貝
原
俊
民
知
事
か
ら
そ
ん
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
の
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
六
年
ほ
ど
た
っ
た
こ

ろ
だ
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
に
オ
ー
プ
ン
す
る
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
芸
文
セ
ン
タ
ー
）
の
芸
術
監
督

を
や
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
依
頼
だ
っ
た
。
僕
の
音
楽
家
と
し
て
の
人
生
は
そ
こ
か
ら
大
き
く
深
く
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　

あ
の
震
災
が
起
こ
っ
た
時
、
僕
は
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
に
い
た
。
翌
日
の
演
奏
会
で
は
会
場
に
募
金
箱
を
設
置
し
た

が
、
同
時
に
僕
は
音
楽
家
の
無
力
を
痛
感
し
て
い
た
。
一
杯
の
水
、
一
枚
の
毛
布
が
求
め
ら
れ
て
い
た
あ
の
と
き
、
僕

は
結
局
、
何
も
で
き
ず
に
仕
事
で
パ
リ
に
発
ち
、
後
に
は
罪
の
意
識
だ
け
が
残
っ
た
。

　

四
年
後
の
一
九
九
九
年
に
僕
は
結
婚
し
た
。
妻
は
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
神
戸
市
長
田
区
の
出
身
で
、
震
災
で
自

宅
が
全
壊
し
て
い
た
。
幸
い
家
族
に
け
が
人
は
な
か
っ
た
が
、
妻
か
ら
聞
く
避
難
所
生
活
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
と
い

っ
た
当
時
の
現
実
は
僕
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。

　

時
が
経
て
ば
苦
難
を
克
服
し
た
強
さ
や
復
興
の
よ
ろ
こ
び
ば
か
り
強
調
さ
れ
る
が
、
行
き
場
の
な
い
悲
し
み
を
心
の

奥
底
に
し
ま
い
込
ん
で
き
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
僕
た
ち
夫
婦
は
当
時
、
年
間
の
ほ
と
ん
ど
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
過
ご
し
て
い
た
が
、
日
本
で
の
住
ま
い
を
神
戸
に
定
め
た
。

　

兵
庫
県
か
ら
芸
術
監
督
の
打
診
が
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
の
こ
と
だ
。
震
災
が
起
こ
る
ま
で
自
分

の
仕
事
は
極
端
に
い
え
ば
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
程
や
テ
ン
ポ
を
合
わ
せ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
積
み
重
ね
、
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良
い
音
楽
を
作
る
こ
と
を
日
々
目
指
し
て
い
く
の
が
指
揮
者
の
生
業
で
、
そ
れ
で
生
活
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ

が
自
分
の
人
生
だ
と
思
い
定
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
震
災
を
き
っ
か
け
に
「
自
分
に
と
っ
て
音
楽
と
は
何
か
」
で
は
な

く
、「
人
間
に
と
っ
て
音
楽
と
は
何
か
」
と
い
う
根
源
的
な
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

被
災
の
地
と
な
っ
た
こ
の
場
所
で
、
た
だ
単
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
壮
大
な
オ
ペ
ラ
を
演
奏
す
れ
ば
い
い
と
は
思
え

な
か
っ
た
。
多
く
の
犠
牲
者
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
そ
の
う
え
で
新
し
い
扉
を
開
い
て
街
づ
く
り
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

あ
の
と
き
、
テ
レ
ビ
の
映
像
を
見
つ
め
る
だ
け
で
何
も
で
き
な
か
っ
た
自
分
に
、「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
芸

文
セ
ン
タ
ー
が
任
さ
れ
る
。
僕
は
い
わ
ば
「
兵
庫
の
未
来
を
託
さ
れ
た
」
と
い
う
使
命
感
を
胸
に
芸
術
監
督
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

子
ど
も
た
ち
に
感
動
を

　

二
〇
〇
二
年
、
セ
ン
タ
ー
開
館
の
三
年
前
に
芸
術
監
督
に
就
任
し
て
最
初
に
考
え
た
の
は
、「
い
か
に
実
感
を
持
っ

て
舞
台
づ
く
り
を
進
め
る
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
間
に
、
ま
ず
は
舞
台
を
つ
く
る
ス
タ
ッ
フ
に

そ
の
実
感
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
と
き
、
兵
庫
県
明
石
市
の
商
工
会
議
所
か
ら
長
い
手
紙
を
も
ら
っ
た
。
こ
ん
な
内
容
だ
っ
た
。

　

明
石
市
で
は
前
年
夏
に
起
こ
っ
た
花
火
大
会
で
の
歩
道
橋
事
故
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
明
石
市
は
遺
族
に
謝
罪

を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
事
故
を
教
訓
と
し
て
明
石
の
子
ど
も
た
ち
に
残
せ
る
も
の
に

は
な
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
あ
る
未
来
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
明
石
の
子
ど
も
た
ち
に
感
動
を
届
け
て
も
ら
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え
な
い
か
︱
︱
。

　

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
二
カ
月
後
の
二
〇
〇
二
年
九
月
、
僕
た
ち
は
「
佐
渡
裕
の
音
楽
づ
く
り
タ
ネ
明
石
」
と
名
付
け
た

演
奏
会
を
明
石
市
立
市
民
会
館
で
開
い
た
。
演
奏
会
に
は
僕
が
芸
文
セ
ン
タ
ー
で
や
り
た
い
こ
と
を
目
い
っ
ぱ
い
盛
り

込
ん
だ
。
そ
れ
は
ま
ず
、
音
楽
的
に
質
の
高
い
も
の
を
届
け
る
こ
と
、
そ
し
て
開
演
前
か
ら
会
場
が
ワ
ク
ワ
ク
感
と
遊

び
の
要
素
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
主
役
は
地
元
中
高
生
の
吹
奏
楽
部
メ
ン
バ
ー
だ
。
僕
が
舞
台
上
で
彼
ら
を
指
導
す
る
音
づ
く
り
の
プ
ロ

セ
ス
を
お
客
さ
ん
に
見
せ
、
最
後
に
一
度
き
り
の
本
番
を
聴
い
て
も
ら
う
と
い
う
趣
向
だ
っ
た
。

　

開
演
前
に
は
ロ
ビ
ー
で
京
都
市
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
金
管
五
重
奏
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
、
実

際
に
指
揮
者
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
た
。
吹
奏
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
経
て
、
最
後
は
会
場
を
埋
め
た
中
高
生

の
吹
奏
楽
メ
ン
バ
ー
全
員
に
よ
る
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」
の
合
奏
で
盛
大
に
締
め
く
く
っ
た
。
僕
た
ち
が
こ
れ
か
ら

進
む
べ
き
方
向
を
確
認
し
、
そ
の
手
ご
た
え
を
し
っ
か
り
実
感
で
き
た
思
い
出
深
い
演
奏
会
に
な
っ
た
。

　

芸
文
セ
ン
タ
ー
は
交
響
曲
や
オ
ペ
ラ
が
上
演
さ
れ
る
立
派
な
劇
場
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で
何
か
が
生
み
出

さ
れ
る
創
造
の
現
場
に
し
た
か
っ
た
。
当
時
、
僕
は
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
「
佐
渡
裕
ヤ
ン
グ
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
手
が
け
て
い
て
、
そ
の
経
験
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
を
橋
渡
し
す
る
役
割
を
こ
の
劇
場
が
積
極

的
に
担
え
な
い
か
と
考
え
た
。

　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
弦
楽
器
の
演
奏
レ
ベ
ル
は
と
て
も
高
い
。
全
国
か
ら
選
抜
メ
ン
バ
ー
を
集
め
れ
ば
、
す
ご
い

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
ん
な
期
待
か
ら
芸
文
セ
ン
タ
ー
の
先
行
事
業
と
し
て
二
〇
〇
三
年
に
誕

生
し
た
の
が
、
子
ど
も
た
ち
の
弦
楽
合
奏
団
「
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」（
Ｓ
Ｋ
Ｏ
）
だ
。
メ
ン
バ
ー
は

小
学
三
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
。
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メ
ン
バ
ー
に
な
る
に
は
勇
気
を
出
し
て
厳
し
い
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
回
も
三
回
も
落

ち
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
た
と
え
落
ち
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
長
い
人
生
を
送
る
う
え
で
大
き
な
糧
と
な

る
は
ず
だ
。
子
ど
も
た
ち
に
そ
ん
な
経
験
を
す
る
機
会
を
与
え
た
か
っ
た
。

　

第
一
期
メ
ン
バ
ー
は
二
十
一
人
。
土
日
の
け
い
こ
に
加
え
て
、
夏
に
は
合
宿
を
実
施
し
た
。
一
九
九
三
年
か
ら
僕
が

首
席
指
揮
者
を
務
め
て
い
た
パ
リ
の
ラ
ム
ル
ー
管
弦
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
数
人
を
招
待
し
、
彼
ら
と
寝
食
を
共
に
し
な
が

ら
練
習
を
重
ね
た
。

　

そ
の
成
果
を
初
め
て
披
露
し
た
場
所
が
や
は
り
明
石
の
市
民
会
館
だ
っ
た
。
Ｓ
Ｋ
Ｏ
は
そ
の
後
、
僕
が
関
わ
る
「
サ

ン
ト
リ
ー
１
万
人
の
第
九
」
や
「
富
士
山
河
口
湖
音
楽
祭
」、
音
楽
番
組
「
題
名
の
な
い
音
楽
会
」
に
も
参
加
す
る
よ

う
に
な
る
。

　
　
「
自
分
た
ち
の
劇
場
」
に
向
け
て

　

芸
文
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
は
設
計
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
、
現
地
に
は
雑
草
が
生
い
茂
る
更
地
の
と
き
か
ら
何
度
も
訪

れ
た
。

　

公
共
ホ
ー
ル
で
あ
る
こ
の
劇
場
が
芸
術
性
の
高
い
も
の
を
提
供
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
成
功
し
た
と

は
言
え
な
い
。
地
域
の
人
た
ち
に
こ
の
劇
場
は
自
分
た
ち
の
も
の
だ
と
心
か
ら
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
ろ
い
ろ
な
世
代
や
趣
味
を
も
っ
た
人
た
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
集
ま
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
音

響
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ル
座
席
の
座
り
心
地
、
ロ
ビ
ー
の
快
適
さ
、
セ
ン
タ
ー
前
の
植
栽
に
至
る
ま
で
、
ま
ず
ハ

ー
ド
面
で
理
想
的
な
環
境
を
つ
く
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
知
恵
を
出
し
合
っ
た
。
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次
は
ソ
フ
ト
。
劇
場
近
く
の
小
学
校
一
〇
校
で
音
楽
教
室
を
開
き
、
保
護
者
や

先
生
と
座
談
会
を
開
い
た
。
兵
庫
県
吹
奏
楽
連
盟
と
共
催
で
地
元
吹
奏
楽
団
の
指

導
も
し
た
。「
こ
ん
に
ち
は
、
佐
渡
裕
で
す
」
と
い
う
企
画
で
は
、
僕
が
西
宮
の

商
店
街
を
練
り
歩
き
、
地
元
自
治
会
の
人
た
ち
の
案
内
で
街
を
探
索
し
た
。
地
元

の
Ｆ
Ｍ
放
送
局
に
出
演
し
て
自
己
紹
介
の
機
会
も
も
ら
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
が
う
ま
く
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
オ
ー
プ
ン
前
に
地
元

の
商
店
街
で
車
座
集
会
を
開
い
た
と
き
、街
の
人
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
「
佐
渡
さ
ん
、
そ
ん
な
立
派
な
劇
場
を
建
て
る
お
金
が
あ
る
ん
や
っ
た
ら
、
う

ち
の
家
の
ロ
ー
ン
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

震
災
か
ら
月
日
が
経
ち
、
街
自
体
は
立
派
に
復
興
を
遂
げ
て
も
、
家
族
を
失
い

財
産
を
失
っ
た
被
災
者
の
現
実
が
厳
然
と
し
て
あ
っ
た
。

「こんにちは、佐渡裕です」

　

だ
か
ら
新
し
い
劇
場
づ
く
り
に
は
自
分
の
中
で
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
し
、
劇
場
が
あ
る
こ
と
で
以
前
よ

り
も
自
分
た
ち
の
街
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
み
ん
な
に
実
感
し
て
も
ら
う
に
は
時
間
も
か
か
っ
た
。

　
　

楽
し
み
を
持
つ
こ
と
の
よ
ろ
こ
び

　

僕
は
神
戸
で
知
り
合
っ
た
新
し
い
友
人
た
ち
に
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
震
災
体
験
を
少
し
で
も
教
え
て
も
ら
お
う
と

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
多
く
を
語
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

で
も
震
災
か
ら
十
年
を
経
て
少
し
ず
つ
周
り
の
友
人
た
ち
が
口
を
開
き
だ
し
た
。
十
年
を
迎
え
る
前
日
の
夜
、
行
き



290

つ
け
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶
店
で
常
連
の
お
客
た
ち
が
あ
の
時
の
こ
と
を
初
め
て
語
っ
た
。

　

マ
ス
タ
ー
は
震
災
直
後
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
商
店
街
で
道
行
く
人
々
に
無
料
で
コ
ー
ヒ
ー
を
ふ
る
ま
っ
た
と

言
う
。
喫
茶
店
主
た
ち
同
士
が
路
上
で
生
の
演
奏
会
を
企
画
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
人
が
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
ね
。
ふ
だ
ん
当
た
り
前
に
飲
ん
で
い
る
コ
ー
ヒ
ー
も
、
い
つ
も

流
れ
て
い
る
音
楽
も
、
本
当
は
と
て
も
大
事
な
も
の
で
、
楽
し
み
を
持
つ
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
を
あ
ら
た
め
て
知
っ
た
よ
」

　

確
か
に
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
は
、
人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
優
先
順
位
と
し
て
は
低
い
。
音
楽
を
聴
か
な

く
て
も
人
は
生
き
て
い
け
る
。
た
だ
、
安
全
に
生
き
て
い
く
環
境
が
整
っ
た
と
き
、
人
は
出
会
い
や
感
動
を
求
め
る
。

そ
れ
が
あ
る
こ
と
で
僕
ら
は
生
き
る
よ
ろ
こ
び
を
よ
り
深
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

帰
り
の
車
の
中
で
妻
が
「
芸
術
監
督
が
佐
渡
裕
で
良
か
っ
た
と
思
う
」
と
口
に
し
た
。

　
「
芸
文
セ
ン
タ
ー
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
は
、
被
災
者
じ
ゃ
な
い
人
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
思
う
。
も
し
被
災
者
だ

っ
た
ら
、
一
緒
に
肩
を
抱
い
て
泣
い
て
い
る
だ
け
で
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
」

　

そ
の
言
葉
は
僕
の
支
え
と
な
っ
て
胸
に
残
っ
た
。

　

震
災
十
年
を
迎
え
た
早
朝
、
神
戸
の
街
に
静
か
な
雨
が
降
っ
た
。
式
典
で
指
揮
す
る
た
め
に
兵
庫
県
公
館
に
向
か
っ

た
の
は
朝
の
九
時
ご
ろ
だ
っ
た
。
雨
は
や
ん
で
六
甲
山
の
中
腹
低
く
に
大
き
な
虹
が
出
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
の
美
し

い
虹
は
、
こ
の
十
年
を
精
一
杯
生
き
て
き
た
人
た
ち
に
、
そ
し
て
神
戸
に
住
む
僕
た
ち
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点
を
示

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

街
の
人
た
ち
の
貴
重
な
言
葉
の
数
々
を
通
し
て
、
芸
文
セ
ン
タ
ー
の
未
来
像
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
き
た
気
が
し
た
。

そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
い
い
演
奏
を
す
る
こ
と
。
感
動
し
て
も
ら
え
る
本
物
の
音
楽
を
届
け
る
こ
と
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
に
ま
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
音
楽
を
作
り
、
そ
こ
へ
の
敷
居
を
低
く
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
敷
居
を
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ま
た
ぐ
よ
ろ
こ
び
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

　

二
〇
〇
五
年
十
月
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の「
交
響
曲
第
九
番
」を
選
ん
だ
。「
第
九
」

は
「
す
べ
て
の
人
が
一
つ
に
な
る
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
作
品
だ
。

　

戦
争
や
衝
突
が
絶
え
な
い
世
界
で
は
知
ら
な
い
者
同
士
が
手
を
握
り
合
う
な
ん
て
怖
く
て
で
き
な
い
。
で
も
震
災
の

と
き
は
実
際
に
知
ら
な
い
者
同
士
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
今
日
を
生
き
る
こ
と
を
求
め
た
は
ず
だ
。
そ
の
ま
ぎ
れ
も
な

い
真
実
を
こ
の
作
品
を
通
し
て
伝
え
た
か
っ
た
。

　

三
回
の
演
奏
会
は
発
売
と
同
時
に
完
売
し
、
チ
ケ
ッ
ト
が
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
苦
情
が
殺
到
し
て
新
聞
の
社
会
面

が
取
り
上
げ
る
ほ
ど
の
話
題
に
な
っ
た
。
二
回
の
追
加
公
演
も
完
売
状
態
だ
っ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ま
ず
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た
め
に
バ
ッ
ハ
の
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」
を
さ
さ
げ
た
。
そ
し
て
「
第

九
」
の
演
奏
。
そ
れ
は
手
を
合
わ
せ
て
、
多
く
の
犠
牲
者
の
こ
と
を
思
う
と
同
時
に
、
生
き
残
っ
た
自
分
た
ち
が
こ
れ

か
ら
何
を
し
て
い
く
の
か
を
再
度
み
ん
な
で
決
意
す
る
場
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
「
劇
場
が
み
ん
な
の
広
場
に
な
る
」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
テ
ー
マ
を
胸
に
、
僕
た
ち
は
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。

　

未
来
に
向
か
っ
て
進
む
楽
団

　

芸
文
セ
ン
タ
ー
は
大
・
中
・
小
の
三
つ
の
ホ
ー
ル
を
持
ち
、
大
ホ
ー
ル
（
二
千
一
席
）
は
オ
ペ
ラ
、
音
楽
、
バ
レ
エ

な
ど
、
中
ホ
ー
ル
（
八
百
席
）
は
演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
古
典
芸
能
な
ど
、
小
ホ
ー
ル
（
四
百
十
七
席
）
は
リ
サ
イ

タ
ル
、
室
内
楽
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
を
上
演
で
き
る
。
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こ
の
立
派
な
空
間
で
僕
が
目
指
し
た
の
は
、
舞
台
芸
術
の
専
門
家
や
愛
好
家
だ
け
に

評
価
さ
れ
る
劇
場
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
劇
場
と
は
縁
遠
か
っ
た
人
た
ち
に
も
気
軽
に

来
て
も
ら
え
る
劇
場
だ
っ
た
。

　

実
際
、
開
館
時
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
く
の
が
初
め
て
と
い
う
お
客
さ
ん
が
約
七

割
を
占
め
て
い
た
。
演
奏
会
で
は
交
響
曲
の
楽
章
の
終
り
ご
と
に
わ
っ
と
拍
手
が
起
こ

っ
た
り
す
る
。
で
も
そ
れ
は
実
に
温
か
い
拍
手
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
オ
ペ
ラ
を
上
演
し

て
い
る
客
席
で
お
か
き
の
匂
い
が
漂
っ
て
い
る
。
と
思
っ
た
ら
次
の
幕
で
は
あ
ち
こ
ち

か
ら
す
す
り
泣
き
が
聞
こ
え
る
。
そ
ん
な
場
面
に
何
度
も
出
あ
っ
た
。

　

芸
文
セ
ン
タ
ー
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
、
開
館
と
同
時
に
誕
生
し
た
劇
場
専
属
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
重
要
な
鍵
を
握
る
と
僕
は
思
っ
て
い
た
。

　

当
時
、
大
阪
に
四
つ
、
京
都
に
一
つ
、
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
り
、
同
じ
よ
う

な
オ
ケ
を
も
う
一
つ
つ
く
っ
て
も
運
営
の
厳
し
さ
は
目
に
見
え
て
い
た
。
知
事
か
ら
は

「
世
界
に
発
信
で
き
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
」と
求
め
ら
れ
た
が
、予
算
は
限
ら
れ
て
い
る
。

最
高
の
音
楽
を
つ
く
る
と
同
時
に
、
街
の
人
た
ち
か
ら
愛
さ
れ
る
「
自
分
た
ち
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
タ
イ
ル
に
し
た
か
っ
た
。

　

新
し
く
立
ち
上
げ
た
兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
ケ
）
の
メ
ン

バ
ー
は
、
世
界
各
地
で
行
っ
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ん
だ
。
中
心
は
三
十
五
歳
以
下

の
新
進
気
鋭
の
演
奏
家
四
十
八
人
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
メ
ン
バ
ー
が
長
く
て
も
三
年
し
か
在
籍
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
点

大ホール中ホール
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だ
。
楽
団
の
レ
ベ
ル
維
持
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
安
定
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
三
年
任
期

と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
冒
険
的
な
試
み
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
伝
統
的
な
も
の
は
受
け
継
が

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
伝
統
に
勝
て
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
こ
と
だ
。
被

災
地
は
一
度
す
べ
て
を
失
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
伝
統
か
ら
自
由
で
い
ら
れ
る
。
そ
し
て

新
鮮
さ
を
保
つ
こ
と
こ
そ
日
本
の
音
楽
界
、
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
最
も
欠
け
て
い

る
側
面
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

こ
こ
で
腕
を
磨
い
た
メ
ン
バ
ー
は
卒
団
ま
で
に
他
の
楽
団
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑
戦

し
、
新
た
な
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
く
。
彼
ら
が
海
外
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
活
躍
す
れ

小ホール

ば
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
ケ
を
世
界
に
発
信
で
き
る
。
新
鮮
な
響
き
と
未
来
に
向
か
っ
て
進
む
楽
団
は
、
創
造
的
な
復
興
を
め
ざ

す
兵
庫
の
劇
場
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
。
結
果
的
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
ケ
は
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
り
な
が
ら
ア
カ
デ
ミ
ー

の
要
素
を
持
つ
世
界
で
も
珍
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
な
っ
た
。

　

定
期
演
奏
会
は
当
初
二
公
演
の
構
想
だ
っ
た
が
、
三
公
演
に
増
や
し
て
年
九
回
。
県
立
楽
団
で
入
場
料
が
比
較
的
安

い
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
四
年
シ
ー
ズ
ン
の
年
間
通
し
券
は
約
五
千
人
の
方
に
買
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
現
役
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
ケ
を
指
導
す
る
た
め
世
界
中
か
ら
集
ま
る
コ
ー
チ
陣
は
欧
州
、
ア
メ
リ
カ
の
一
流
楽
団
の
首

席
奏
者
が
顔
を
揃
え
、
そ
の
年
輪
を
重
ね
る
ご
と
に
充
実
し
て
い
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
ゲ
ス
ト
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
現

役
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
だ
け
で
な
く
、
団
内
で
行
わ
れ
る
レ
ッ
ス
ン
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
か

な
え
る
た
め
に
受
け
る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
た
め
の
個
人
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
く
れ
る
。
彼
ら

が
若
い
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
る
こ
と
は
実
践
的
で
、
同
じ
舞
台
に
立
つ
音
楽
家
と
し
て
先
輩
か
ら
後
輩
に
伝
え
ら
れ
る
大
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き
な
財
産
と
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

開
館
し
て
す
ぐ
に
始
ま
っ
た
「
わ
く
わ
く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
教
室
」
は
、
県
内
の
中
学
一
年
生
が
Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
ケ
を
聴
く

た
め
に
西
宮
に
や
っ
て
来
る
。
こ
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち
に
本
格
的
な
劇
場
で
本
物
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
く
体
験
を

し
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。
年
間
で
約
三
八
〇
校
、
五
万
人
が
参
加
し
て
い
る
。

　

劇
場
と
楽
団
を
一
緒
に
運
営
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
貴
重
な
事
業
だ
。
最
初
に
参
加
し
た
中
学
一
年
生
も
今

や
成
人
に
な
っ
た
。
彼
ら
が
当
時
の
思
い
出
を
胸
に
、
一
人
の
聴
衆
と
し
て
こ
の
劇
場
に
や
っ
て
く
る
の
も
、
そ
ん
な

に
遠
い
未
来
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
の
展
開

　

夏
の
オ
ペ
ラ
公
演
は
、
こ
の
劇
場
が
主
催
す
る
最
も
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

第
一
作
と
な
る
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
メ
ル
ヘ
ン
、次
の
「
蝶
々
夫
人
」

で
は
悲
劇
、「
魔
笛
」
で
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」
で
は
喜
劇
…
…
次
々
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
仕
掛
け

て
、「
次
は
何
が
来
る
ん
だ
ろ
う
」
と
ワ
ク
ワ
ク
感
を
か
き
た
て
る
。
そ
の
後
も
「
カ
ル
メ
ン
」「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」

「
こ
う
も
り
」「
ト
ス
カ
」「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師
」「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」
と
年
ご
と
に
味
わ
い
の
違
う
オ
ペ

ラ
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。

　

な
か
で
も
開
館
五
周
年
で
上
演
し
た
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」
は
、
僕
の
恩
師
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
作
曲

で
、
い
つ
か
上
演
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
作
品
だ
っ
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
「M

ake O
ur Garden Grow

」
は
「
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
ろ
う
。
畑
を
耕
そ
う
」
と
歌
う
。
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そ
れ
は
僕
た
ち
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
や
こ
こ
に
集

ま
っ
た
お
客
さ
ん
、
街
の
人
々
に
送
ら
れ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
十
作
品
で
入
場
者
は
約
十
九
万
人
。

今
、
同
じ
オ
ペ
ラ
を
同
じ
会
場
で
八
公
演
以
上
提
供

し
て
い
る
の
は
、
国
内
で
は
芸
文
セ
ン
タ
ー
だ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
兵
庫
発
の
オ
ペ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
、し
っ
か
り
と
根
付
い
て
き
た
こ
と
を
感
じ
る
。

キャンデｨードの舞台
　

僕
た
ち
が
目

指
し
た
の
は
、

世
界
の
ど
こ
の

劇
場
に
出
し
て

も
自
慢
で
き
る

世
界
一
の
お
客

さ
ん
を
つ
く
る

こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
は
た
と
え

ば
、
こ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
だ
。

公演実績
年度 名　　称 期　　間 公演数 入場者数
2005 オペラ「ヘンゼルとグレーテル」 2005.12.23～12.25 3 5,944
2006 オペラ「蝶々夫人」 2006.7.15～7.23 8 14,929

2007
オペラ「魔笛」 2007.7.28～8.5 8 15,683

オペラ「ヘンゼルとグレーテル」（再演） 2007.12.21～12.24 4 7,651
オペラ「蝶々夫人」(再演） 2008.3.27～4.1 7 9,820

2008 喜歌劇「メリー・ウィドウ」 2008.6.21～7.6 12 20,741

2009
オペラ「カルメン」 2009.6.25～7.26 15 30,618

オペラ「ヘンゼルとグレーテル」（再々演） 2009.12.19～12.23 4 7,037
2010 オペラ「キャンディード」 2010.7.24～8.8 10 16,348
2011 喜歌劇「こうもり」 2011.7.16～7.24 8 15,021
2012 オペラ「トスカ」 2012.7.19～7.28 8 15,817

2013 オペラ「セビリャの理髪師」西宮公演
県内公演

2013.7.12～7.21
2013.7.24～7.28

8
4

15,520
3,916

2014 オペラ「コジ･ファン･トゥッテ」 2014.7.18～7.27 8 14,010
（これまで10作品13回上演） 計 107 193,055
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劇
場
で
一
度
演
奏
を
聴
い
た
経
験
が
二
度
目
の
来
場
に
つ
な
が
り
、
そ
の
経
験
が
ま
た
三
度
目
に
つ
な
が
っ
て
、
劇

場
に
行
く
こ
と
が
生
活
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。
劇
場
空
間
で
は
自
分
た
ち
も
つ
く
り
手
と
一
緒
に
音
楽
づ
く
り
に

参
加
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
聴
い
て
い
る
。
そ
し
て
日
常
に
戻
っ
た
と
き
も
、「
自
分
で
も
コ
ー
ラ
ス
を
や
っ
て
み
よ

う
か
な
」「
昔
聴
い
た
バ
ッ
ハ
を
聴
い
て
み
よ
う
」
と
自
分
で
音
楽
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
︱
︱
。

　

例
え
ば
夏
の
オ
ペ
ラ
公
演
な
ら
ば
鑑
賞
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
数
カ
月
前
か
ら
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
や
演
出
家
の

レ
ク
チ
ャ
ー
ト
ー
ク
を
企
画
す
る
。
公
演
が
近
づ
く
と
、
駅
か
ら
劇
場
ま
で
の
舗
道
に
オ
ペ
ラ
の
デ
ザ
イ
ン
旗
が
飾
ら

れ
、
お
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
る
。
前
日
に
は
劇
場
前
の
広
場
で
前
夜
祭
が
行
わ
れ
る
の
が
恒
例
で
、
そ
の
年
の
演
目

に
ち
な
ん
だ
出
し
物
や
出
店
が
並
び
、
地
域
の
盆
踊
り
大
会
の
よ
う
な
活
気
を
見
せ
る
。

　

ロ
ビ
ー
で
の
過
ご
し
方
や
公
演
後
に
立
ち
寄
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
提
案
ま
で
を
含
め
、
公
演
以
外
も
一
つ
の
演
奏
会
と

考
え
て
つ
く
っ
て
い
く
。
芸
文
セ
ン
タ
ー
と
他
の
劇
場
の
最
も
大
き
な
違
い
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。

　

親
し
み
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
入
場
料
を
二
千
円
程
度
に
設
定
し
た
「
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
･
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
、
五
百
円
に
設
定
し
た
「
ワ
ン
コ
イ
ン
・

コ
ン
サ
ー
ト
」「
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ジ
ャ
ズ
」
な
ど
気
軽
に
足
を
運
べ
る
企
画

も
や
っ
た
。

　

さ
ら
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ

ィ
ル
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
・
バ
レ
エ
、
ロ
イ
ヤ
ル
バ
レ
エ

な
ど
世
界
の
名
門
オ
ケ
、
ト
ッ
プ
劇
団
の
公
演
も
提
供
し
た
。

　

開
館
か
ら
八
年
経
っ
た
二
〇
一
三
年
九
月
、
総
入
場
者
数
四
百
万
人
を
達

成
し
た
。
公
演
入
場
者
は
年
間
約
五
十
万
人
。
先
行
予
約
が
で
き
る
無
料
会

総入場者数400万人を達成
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員
は
約
六
万
人
。
年
間
主
催
公
演
三
百
余
り
。
主
催
公
演
の
入
場
率
は
約
九
割
︱
︱
。
構
想
し
て
い
た
演
奏
会
の
数
も
、

夏
の
オ
ペ
ラ
公
演
回
数
も
、
僕
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
反
響
を
得
た
。

　

こ
の
実
績
は
全
国
の
地
域
劇
場
関
係
者
の
間
で
は
「
兵
庫
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
三
つ
の
ホ
ー
ル
で
上
演

し
た
舞
台
芸
術
の
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
街
ぐ
る
み
で
展
開
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。

　

大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
中
心
が
、
地
元
商
店
街
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
「
西
北
活
性
化
協
議
会
」
だ
。
芸

術
監
督
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
「
前
夜
祭
」、
L
A
L
A
L
A
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン

ト
（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
年
間
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

震
災
で
傷
つ
い
た
人
た
ち
が
足
を
運
び
、
日
常
の
生
活
か
ら
少
し
離
れ
て
音
楽
や
演
劇
に
触
れ
、
明
日
へ
の
元
気
を

も
ら
う
。
そ
ん
な
劇
場
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
思
い
は
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
災
害
に
遭
っ
た
ほ
か
の
被
災
地
に
も
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
も
っ
と
も
大
き
な
出
来
事
が
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
だ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
で
演
奏
し
た
「
第
九
」

　

そ
れ
は
ま
ず
、
僕
個
人
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。
兵
庫
で
の
町
づ
く
り
を
通
じ
て
、
自
分
な
り
に
災
害
や
復
興
に
向
き
合
っ

て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
被
災
者
に
と
っ
て
音
楽
が
い
か
に
必
要
か
を
自
分
な
り
に
理
解
し
て
い
た
気
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
の
す
さ
ま
じ
さ
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
し
ま
っ
た
僕
は
、
再
び
音
楽
の
力
を
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

あ
の
日
、
僕
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
日
し
た
B
B
C
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
井
伸
行
さ
ん
と
と
も
に
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横
浜
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
い
た
。
日
本
ツ
ア
ー
の
演
奏
会
は
中
断
と
な
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
に
は
本
国

へ
の
帰
国
命
令
が
下
っ
て
、
残
り
五
公
演
を
残
し
た
ま
ま
別
れ
を
惜
し
む
間
も
な
く
彼
ら
は
日
本
を
発
っ
た
。

　

何
か
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
無
力
感
と
戸
惑
い
に
襲
わ
れ
て

い
た
さ
な
か
の
三
月
十
四
日
。
ド
イ
ツ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら「
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
第
九
の
指
揮
を
し
て
ほ
し
い
」

と
の
打
診
が
あ
っ
た
。
三
月
二
十
六
日
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
交
響
楽
団
と
ケ
ル
ン
放
送
交
響
楽
団
と
い
う
ド
イ
ツ
の

名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
日
本
の
た
め
に
合
同
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
と
い
う
。

　

す
ぐ
に
は
返
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
と
き
、
音
楽
家
に
い
っ
た
い
何
が
で
き
る
の
か
。
し
か
も
指
揮
を
し
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
曲
が
「
第
九
」
だ
っ
た
。
日
本
が
こ
う
い
う
状
態
の
と
き
に
「
歓
喜
の
歌
」
を
演
奏
し
て
も
い
い

の
だ
ろ
う
か
。

　

だ
が
一
八
二
四
年
初
演
の
「
第
九
」
は
、
二
百
年
の
歴
史
の
中
で
災
害
や
戦
争
と
い
っ
た
人
類
の
悲
劇
を
見
据
え
な

が
ら
演
奏
さ
れ
て
き
た
。「
今
だ
か
ら
こ
そ
『
全
世
界
が
兄
弟
に
な
っ
て
手
を
つ
な
ご
う
』
と
歌
う
第
九
を
高
ら
か
に

奏
で
よ
う
」。
日
本
と
は
遠
く
離
れ
た
ド
イ
ツ
か
ら
あ
っ
た
申
し
入
れ
は
、
何
も
で
き
ず
に
へ
こ
ん
で
い
た
僕
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
。

　
「
歓
喜
の
歌
」は
、人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
一
つ
に
な
る
こ
と
は
大
き
な
よ
ろ
こ
び
だ
と
歌
っ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、

う
ち
ひ
し
が
れ
た
日
本
に
必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
は
な
い
か
。
知
り
尽
く
し
て
い
る
は
ず
の
「
第
九
」
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
僕
の
心
に
響
い
て
き
た
。

　

百
五
十
回
以
上
「
第
九
」
を
指
揮
し
て
き
た
僕
が
、
ド
イ
ツ
で
「
第
九
」
を
指
揮
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
二
百

五
十
人
近
い
出
演
者
た
ち
と
、
わ
ず
か
二
時
間
だ
け
の
練
習
を
経
て
臨
ん
だ
演
奏
会
。
こ
れ
ま
で
自
分
が
背
負
っ
て
き

た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
は
ま
っ
た
く
違
う
使
命
感
を
持
っ
て
指
揮
台
に
上
が
っ
た
。
懸
命
に
振
っ
て
い
る
と
、
日
本
へ
の
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祈
り
を
捧
げ
た
い
と
い
う
演
奏
者
た
ち
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

生
き
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
、
人
類
愛
へ
の
賛
歌
だ
け
で
は
な
く
、
感
謝
、
哀
し
み
、
苦
し
み
、
痛
み
、
怒
り
、
憎
し

み
…
…
こ
ん
な
に
多
く
の
感
情
が
自
分
の
中
で
交
錯
し
た
「
第
九
」
は
初
め
て
だ
っ
た
。

　

演
奏
を
終
え
て
、
拍
手
の
代
わ
り
に
二
千
人
の
聴
衆
が
黙
祷
を
捧
げ
た
。「
人
が
人
の
こ
と
を
思
う
と
は
、
こ
う
い

う
こ
と
な
ん
だ
」
と
実
感
し
た
。

　

知
ら
な
い
人
同
士
が
隣
あ
っ
て
祈
り
、
音
楽
を
通
し
て
こ
の
時
代
に
一
緒
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
合
う
。
そ

れ
は
こ
の
交
響
曲
の
究
極
の
味
わ
い
方
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
い
い
音
を
つ
く
り
、
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
こ
ろ
に
感
動
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
音
楽
の
醍

醐
味
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
今
、
音
楽
と
は
人
と
人
が
一
緒
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
る
証
で
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
人
は
本
能
的
に
音
楽
を
求
め
る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
で
演
奏
し
た
「
第
九
」
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
大
き

な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
　

鎮
魂
の
東
北
公
演

　

被
災
地
で
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
い
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
震
災
三
カ
月
後
の
六
月
、
岩
手
県
釜
石

市
の
大
槌
湾
に
面
し
た
旅
館
「
宝
来
館
」
の
女
将
、
岩
崎
昭
子
さ
ん
か
ら
「
地
元
の
子
ど
も
ら
と
交
流
し
な
が
ら
鎮
魂

と
慰
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
い
う
手
紙
を
頂
い
た
。

　

壊
滅
状
態
と
な
っ
た
旅
館
前
の
砂
浜
に
は
ハ
マ
ナ
ス
の
花
が
何
輪
か
奇
跡
の
よ
う
に
咲
い
た
と
い
う
。
手
紙
に
は
こ
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の
砂
浜
に
花
を
植
え
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
を
供
養
し
な
が
ら

「
寂
し
い
ふ
る
さ
と
で
は
な
く
、
海
か
ら
見
て
も
暖
か
く
愛
お

し
い
浜
づ
く
り
を
し
た
い
」
と
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。

　

女
将
さ
ん
の
言
葉
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
八
月

初
め
、
僕
は
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
Ｓ
Ｋ
Ｏ
）

の
子
ど
も
た
ち
三
十
二
人
と
東
北
の
被
災
地
を
訪
ね
た
。

　

辺
り
に
は
ま
だ
瓦
礫
が
積
み
上
が
り
、
津
波
の
傷
跡
が
生
々

し
く
残
っ
て
い
た
。
僕
自
身
、
衝
撃
を
受
け
た
が
、
子
ど
も
た

根浜海岸での演奏

ち
を
見
る
と
や
は
り
真
っ
青
な
顔
を
し
て
い
た
。

　

近
く
の
根
浜
海
岸
の
白
浜
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
松
林
は
宝
来
館
の
前
だ
け
に
わ
ず
か
ば
か
り
残
っ
て
い
た
。
松
林

の
中
で
僕
は
子
ど
も
た
ち
と
海
に
向
か
っ
て
、
バ
ッ
ハ
の
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」「
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
第
一
番
プ
レ

リ
ュ
ー
ド
」
な
ど
四
曲
を
演
奏
し
た
。
演
奏
後
は
全
員
で
海
に
向
か
っ
て
、
津
波
で
犠
牲
に
な
っ
た
多
く
の
人
に
黙
祷

を
捧
げ
、
手
を
合
わ
せ
た
。

　

僕
は
「
ふ
る
さ
と
」
の
指
揮
を
岩
崎
さ
ん
に
お
願
い
し
、「
復
興
に
向
け
て
女
将
さ
ん
が
タ
ク
ト
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
演
奏
会
で
使
っ
た
指
揮
棒
を
手
渡
し
た
。

　
　

津
波
で
楽
器
を
流
さ
れ
た

　

そ
の
後
に
近
く
の
大
槌
町
の
吉
祥
寺
本
堂
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
。
大
槌
町
は
岩
手
県
内
で
最
も
大
き
な
被
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害
を
受
け
た
町
の
ひ
と
つ
だ
。
行
方
不
明
者
数
も
群
を
抜
い
て
多
か
っ
た
。
吉
祥
寺
の
本
堂
は
震
災
時
、
住
民
二
百
五

十
人
の
避
難
所
に
も
な
り
、
位
牌
堂
に
は
犠
牲
者
の
位
牌
が
並
ん
で
い
た
。

　

僕
た
ち
の
訪
問
を
知
っ
て
、
釜
石
市
の
市
民
吹
奏
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
が
二
十
人
ほ
ど
集
ま
っ
て
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
を
演
奏
し
て
く
れ
た
。
三
分
の
一
の
メ
ン
バ
ー
が
津
波
で
楽
器
を
流
さ
れ
て
、
何
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
で
も

そ
ん
な
彼
ら
は
手
拍
子
で
演
奏
に
参
加
し
、
あ
る
だ
け
の
楽
器
で
旋
律
を
奏
で
て
く
れ
た
。

　

被
災
し
た
人
た
ち
は
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
り
財
産
を
す
べ
て
失
っ
た
り
す
る
中
で
、
自
分
よ
り
も
大
変
な
人
が
い

る
と
い
う
思
い
を
抱
え
て
泣
く
こ
と
す
ら
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　

震
災
以
降
、
音
楽
な
ん
て
聴
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
、
歌
う
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
人
た
ち
が
演
奏
を
聴
い
て
涙

を
流
し
て
い
た
。

　
「
や
っ
ぱ
り
音
楽
は
美
し
い
」「
や
っ
と
涙
が
出
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

そ
れ
は
僕
の
音
楽
人
生
の
中
で
最
も
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
体
験
の
一
つ
だ
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
涙
を
流
し
な
が
ら
楽
器
を
弾
い
て
い
た
。
音
楽
を
通
し
て
、
演
奏
す
る
も
の
と
聴
く
者
が
一
体
に
な

る
特
別
の
時
間
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
や
は
り
尊
い
音
の
よ
ろ
こ
び
が
あ
る
。

　

僕
に
と
っ
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
音
楽
の
高
み
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
も
、被
災
の
地
で
音
楽
を
分
か
ち
合
う
こ
と
も
、

自
分
の
中
で
は
同
じ
音
楽
の
よ
ろ
こ
び
だ
。
音
程
を
そ
ろ
え
て
美
し
い
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
を
つ
く
る
こ
と
は
大
事
だ
が
、

被
災
地
で
音
楽
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
音
楽
の
持
つ
最
も
大
事
な
は
た
ら
き
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

そ
れ
を
知
っ
た
こ
と
が
音
楽
の
高
み
を
目
指
す
う
え
で
自
分
の
中
で
揺
る
ぎ
な
い
自
信
に
な
っ
た
。
同
時
に
子
ど
も

た
ち
に
音
の
極
み
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
心
か
ら
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

あ
る
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
と
き
の
こ
と
を
作
文
に
し
た
。
そ
の
文
章
を
こ
う
結
ん
だ
。
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「
被
災
地
に
、
出
来
上
が
り
も
、
完
成
も
な
い
よ
う
に
思
う
。
で
も
そ
れ
は
音
楽
と
同
じ
だ
。
再
生
、
消
え
て
な
く

な
る
一
音
の
次
の
音
を
奏
で
る
よ
う
に
、
生
き
続
け
る
こ
と
、
前
を
す
す
み
続
け
る
こ
と
、
被
災
地
が
そ
の
よ
う
な
姿

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」

　
　

み
ん
な
が
集
ま
っ
て
歌
う
こ
と

　

Ｓ
Ｋ
Ｏ
の
東
北
ツ
ア
ー
は
毎
年
夏
、
根
浜
海
岸
で
の
鎮
魂
と
慰
め
の
演
奏
を
は
じ
め
、
福
島
、
宮
城
、
岩
手
沿
岸
の

町
々
を
二
泊
三
日
で
巡
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

東
北
で
の
活
動
を
進
め
る
な
か
で
、
い
く
つ
か
の
地
域
に
縁
が
で
き
た
。
と
く
に
大
き
な
動
き
を
見
せ
た
の
は
、
震

災
の
年
に
吉
祥
寺
本
堂
で
演
奏
会
を
し
た
大
槌
町
だ
っ
た
。

　

僕
は
知
り
合
い
の
音
楽
家
に
声
を
か
け
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
十
挺
を
吉
祥
寺
に
届
け
た
。
そ
こ
か
ら
釜
石
市
や
大
槌

町
で
子
ど
も
楽
団
「
海
音
（
う
み
の
お
と
）」
が
誕
生
し
た
。

　

大
切
な
人
、
大
事
な
財
産
を
失
っ
て
、
先
行
き
の
不
安
や
再
建
へ
の
絶
望
感
を
抱
え
た
人
々
が
お
お
ぜ
い
い
た
。
大

人
た
ち
は
仮
設
住
宅
に
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
探
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。

　

Ｓ
Ｋ
Ｏ
東
北
ツ
ア
ー
の
三
回
目
と
な
る
二
〇
一
三
年
八
月
。
大
槌
公
演
に
向
け
て
、
吉
祥
寺
の
高
橋
住
職
が
「
音
楽

を
通
し
て
町
民
の
心
を
一
つ
に
し
た
い
」
と
町
の
み
ん
な
に
呼
び
か
け
て
、「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
企
画

し
て
く
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
、
大
人
た
ち
も
笑
顔
を
取
り
戻
す
よ
う
に
。

　

そ
れ
は
た
だ
、
僕
た
ち
の
演
奏
を
み
ん
な
が
聴
く
と
い
う
だ
け
の
受
け
身
の
演
奏
会
で
は
な
く
、
町
の
人
々
が
自
ら

参
加
し
て
つ
く
っ
た
手
作
り
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
る
よ
う
、
会
場
は
吉
祥
寺
本
堂
か
ら
大
槌
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町
内
の
体
育
館
に
変
わ
り
、
千
人
近
い
人
た
ち
が
僕
た
ち
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

　

司
会
は
町
の
子
ど
も
た
ち
。
Ｓ
Ｋ
Ｏ
の
演
奏
後
、
大
槌
町
内
の
小
中
高
五
校
の
吹
奏
楽
部
員
、
く
ら
ぶ
海
音
、
合
唱

団
が
僕
の
指
揮
で
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」「
翼
を
く
だ
さ
い
」「
ふ
る
さ
と
」
を
演
奏
し
た
。
小
学
生
た
ち
が

曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
、
手
話
サ
ー
ク
ル
が
手
話
で
歌
詞
を
伝
え
た
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
絶
た
れ
た
町
で
、
町
の
人
々
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
暮
ら
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

み
ん
な
で
集
ま
る
と
い
う
機
会
す
ら
奪
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
て
一
つ
の
場
所
に
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で
歌
を
歌
う

こ
と
自
体
が
心
震
わ
せ
る
体
験
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
私
た
ち
大
槌
の
町
民
を
大
切
に
思
い
続
け
、
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
て
、
音
楽
を
通
し
て
、
あ
り
が

と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」

　

そ
う
言
っ
て
町
の
人
た
ち
は
み
ん
な
で
涙
な
が
ら
に
「
花
は
咲
く
」
を
歌
い
、
拍
手
を
送
っ
て
く
れ
た
。

　

東
北
に
行
っ
て
小
さ
な
演
奏
会
を
開
く
と
、
涙
を
流
し
て
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
た
り
、
元
気
を
も
ら
っ
た
と
言
っ
て
く

れ
た
り
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
芸
文
セ
ン
タ
ー
の
お
客
さ
ん
は
オ
ペ
ラ
や
交
響
曲

に
拍
手
を
送
っ
て
い
る
。
で
も
彼
ら
は
亡
く
し
た
家
族
や
友
だ
ち
の
こ
と
を
記
憶
か
ら
消
し
去
っ
て
笑
っ
た
り
感
動
し

た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

人
は
打
ち
の
め
さ
れ
て
も
必
ず
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
音
楽
は
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

こ
と
を
僕
は
被
災
の
地
か
ら
教
わ
っ
た
。
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「
心
の
広
場
」
と
な
る
劇
場

　

音
楽
の
力
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
兵
庫
で
芸
術
監
督
を
し
た
こ
と
、
震
災
復
興
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
、
僕
の
音
楽

人
生
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
転
換
点
に
な
っ
た
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
を
考
え
た
と
き
、
現
実
的
に
必
要
な
の
は
新
し
い
建
物
の
建
設
で
あ
り
、
そ
れ
に
要
す
る
資
金
だ

ろ
う
。
芸
術
や
文
化
に
何
が
で
き
る
の
か
は
僕
だ
け
で
は
な
く
、
芸
術
・
文
化
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
が
直
面
し

た
課
題
だ
っ
た
と
思
う
。

　

し
か
し
、
芸
術
は
被
災
者
だ
け
で
は
な
く
、
大
事
な
人
、
大
好
き
な
人
を
亡
く
し
た
人
の
心
の
痛
み
を
癒
す
。
人
々

の
心
に
復
興
を
あ
き
ら
め
な
い
力
、
元
気
に
な
ろ
う
と
思
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
る
。
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
も

慰
め
ら
れ
励
ま
さ
れ
る
。

　

兵
庫
の
劇
場
で
の
仕
事
を
通
じ
、僕
は
音
楽
の
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
憶
に
残
る
演
奏
会
を
何
度
も
重
ね
、

共
に
泣
き
、
喜
ぶ
こ
と
は
音
楽
の
大
切
な
は
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

う
れ
し
い
と
き
も
落
ち
込
ん
だ
と
き
も
足
が
向
か
う
「
行
き
つ
け
の
喫
茶
店
」
の
よ
う
に
、「
行
き
つ
け
の
劇
場
」

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
価
値
に
な
る
。
僕
が
兵
庫
で
実
現
し
た

か
っ
た
の
は
、
そ
ん
な
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
「
心
の
広
場
」
と
な
る
よ
う
な
劇
場
だ
。

　

震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
誕
生
し
た
芸
文
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
一
五
年
十
月
に
十
周
年
を
迎
え
る
。

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
ケ
の
卒
業
メ
ン
バ
ー
は
、
兵
庫
で
過
ご
し
た
三
年
間
を
糧
に
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ソ
ロ
で
活
躍

し
て
い
る
。
卒
業
生
の
輪
は
こ
れ
か
ら
も
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
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Ｓ
Ｋ
Ｏ
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
百
人
を
超
え
た
。
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
音
楽
大
学
に
進
み
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

勝
し
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
り
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
と
音
楽
を
つ
く
る
よ
ろ
こ
び
に
加
え
、
卒
業
生
た
ち

が
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
未
来
を
歩
ん
で
い
く
の
か
楽
し
み
だ
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
た
だ
人
気
の
あ
る
劇
場
か
ら
、
真
に
街
の
誇
り
と
な
る
劇
場
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
も

東
京
発
で
は
な
く
関
西
発
、
兵
庫
県
の
阪
神
間
と
い
う
地
域
性
を
大
事
に
し
た
い
。
そ
し
て
復
興
の
街
の
ひ
と
つ
の
歴

史
と
な
っ
て
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。
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第
十
一
章防

災
士
を
育
て
る

宮
川 

知
雄



著
　
者

　
　

宮
川　

知
雄
（
み
や
が
わ
・
と
も
お
）　

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
顧
問

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
建
設
顧
問
、
住
友
生
命
顧
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
四
年
〜
一
九
九
七
年
）

　
　

二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
一
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
理
事
長

　
　

二
〇
一
四
年
〜　

現
職
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は
じ
め
に

　

防
災
士
は
、“
自
助
〟“
共
助
〟“
協
働
〟
を
原
則
と
し
て
、
社
会
の
様
々
な
場
で
防
災
力
を
高
め
る
活
動
が
期
待
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
そ
の
た
め
の
十
分
な
意
識
と
、
基
本
的
な
知
識
と
技
能
を
修
得
し
た
こ
と
を
、
日
本
防
災

士
機
構
が
認
証
し
た
資
格
者
で
あ
る
。

　

防
災
士
を
志
ざ
す
人
は
、
そ
の
た
め
、
日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
し
た
研
修
機
関
に
お
い
て
同
機
構
が
定
め
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
一
定
の
研
修
を
受
け
、
そ
の
上
で
機
構
が
実
施
す
る
試
験
に
合
格
し
、
さ
ら
に
消
防
機
関
等
が
実

施
す
る
救
急
救
命
講
習
を
受
講
し
修
了
証
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

防
災
士
は
、
主
と
し
て
地
震
、
風
水
害
、
土
砂
災
害
、
火
山
の
噴
火
等
自
然
災
害
に
つ
い
て
、
家
庭
、
職
場
な
ど
様
々

の
場
面
で
、
公
的
機
関
あ
る
い
は
隣
人
等
と
力
を
合
わ
せ
て
、
自
己
の
能
力
の
及
ぶ
範
囲
で

　

① 　

平
時
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
防
災
に
関
す
る
知
識
を
生
か
し
て
周
辺
の
人
々
の
啓
発
に
当
た
り
、
災
害
に
備
え
て

自
治
体
や
町
内
会
や
消
防
等
の
呼
び
か
け
に
よ
り
行
う
自
助
、
共
助
の
訓
練
や
災
害
対
応
の
技
術
の
練
磨
に
取
り

組
む
。

　

② 　

災
害
時
に
は
、
自
助
の
精
神
の
も
と
防
災
士
と
し
て
培
っ
た
知
識
を
生
か
し
、
公
的
救
助
機
関
が
到
着
す
る
ま

で
自
分
の
家
族
や
隣
人
に
及
ぼ
す
被
害
の
拡
大
の
防
止
と
軽
減
に
努
め
る
。

　

③ 　

災
害
発
生
時
に
設
け
ら
れ
る
避
難
所
の
運
営
や
被
災
地
復
興
支
援
活
動
等
に
、
自
治
体
や
地
域
の
社
会
福
祉
協

議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
と
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

防
災
士
の
資
格
は
民
間
の
資
格
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
自
発
的
意
思
で
防
災
士
に
な
っ
た
人
、
な
ろ
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う
と
す
る
一
部
の
人
々
の
間
か
ら
自
然
に
公
的
の
資
格
と
な
る
事
を
待
望
す
る
気
運
が
生
じ
た
。

　

私
も
ま
た
、
機
構
運
営
の
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
、
機
構
発
足
か
ら
し
ば
ら
く
の
期
間
は
同
様
の
気
持
を
持
っ
た
。

　

し
か
し
、
実
際
問
題
と
し
て
、
民
間
が
始
め
た
事
業
を
そ
の
ま
ま
の
型
で
公
の
事
業
に
転
換
す
る
こ
と
は
当
然
新
た

な
公
費
の
支
出
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、
関
係
省
庁
の
腰
も
引
け
、
道
は
遠
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
、
特
に
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
の
は
、
こ
の
事
業
が
発
展
し
て
軌
道
に
乗
り
防
災
士
の
数
も
大

幅
に
増
加
し
社
会
の
評
価
も
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
関
係
者
は
こ
の
民
間
の
資
格
に
大
き
な
期
待
と
確
信
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
自
治
体
や
企
業
が
防
災
士
を
活
用
す
る
道
も
拡
充
す
る
に
つ
れ
て
、
公
の
資
格
待
望
論
は
次
第
に
沈
静
化
し
た

こ
と
で
あ
る
。
防
災
士
は
法
律
に
基
づ
く
国
家
資
格
で
は
な
い
も
の
の
、
昨
今
で
は
防
災
士
の
養
成
に
当
た
っ
て
公
的

予
算
の
投
入
、
防
災
士
の
活
用
に
か
か
る
行
政
の
防
災
計
画
へ
の
位
置
づ
け
な
ど
に
よ
り
、
実
質
的
に
は
「
公
的
な
資

格
」
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　

防
災
士
養
成
制
度
発
足
の
原
点

　

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
、
早
朝
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3
の
大
都
市
直
下
地
震
が
兵
庫
県
南
部
を
中
心
に
襲
い

甚
大
な
被
害
を
生
じ
、
死
者
六
千
四
百
余
名
、
負
傷
者
四
万
四
千
名
、
全
半
壊
家
屋
は
、
約
二
十
五
万
戸
に
及
び
、
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
は
三
十
万
名
以
上
と
、
当
時
、
戦
後
最
大
最
悪
の
災
害
と
な
っ
た
。

　

震
災
発
災
後
、
直
ち
に
、
周
辺
自
治
体
、
消
防
、
警
察
は
も
と
よ
り
自
衛
隊
が
大
挙
し
て
、
救
援
活
動
に
入
っ
た
が
、

当
時
は
冬
の
早
朝
で
真
の
闇
と
い
っ
て
よ
く
（
当
時
の
兵
庫
県
知
事
、
後
に
初
代
の
日
本
防
災
士
機
構
の
貝
原
俊
民
会

長
の
話
で
は
、
停
電
で
す
べ
て
手
探
り
の
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
）
救
助
作
業
は
、
情
報
の
極
端
な
不
足
か
ら
困
難
を
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極
め
た
。

　

交
通
の
途
絶
、
渋
滞
に
よ
り
救
援
隊
が
現
地
に
到
達
す
る
の
に
多
く
の
時
間
を
要
し
、
ま
た
、
地
域
の
消
防
を
は
じ

め
と
す
る
救
援
組
織
自
体
も
多
く
被
災
し
、
消
防
配
備
を
は
る
か
に
超
え
た
火
災
の
多
数
発
生
に
よ
り
初
期
の
活
動
は

ほ
と
ん
ど
無
い
に
等
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
家
屋
の
倒
壊
に
よ
り
多
く
の
人
々
が
そ
の
下
敷
き
と
な
っ
た
が
、
こ
う
し

た
な
か
で
特
筆
す
べ
き
は
、
災
害
救
援
の
素
人
と
も
い
え
る
人
々
に
よ
る
隣
近
所
の
助
け
合
い
の
活
動
で
あ
っ
た
。
建

物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
被
災
者
を
、
地
域
住
民
が
力
を
合
せ
、
そ
の
人
達
の
手
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
人
々
は
被
災
地

全
域
に
お
い
て
全
救
出
者
の
う
ち
の
八
割
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
教
訓
か
ら
、
こ
の
震
災
以
降
、
地
域
の
防
災
活
動
を
担
い
地
域
の
防
災
力
を
下
支
え
す
る
も
の
と
し
て
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
活
動
が
全
国
各
地
で
様
々
な
形
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
発
災
時
に
内
閣
官
房
副
長
官
と
し
て
、
大
震
災
の
対
応
の
指
揮
を
執
っ
た
石
原
信
雄
氏
が
会
長
を
務
め

る
防
災
情
報
機
構
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
下
、「
防
災
情
報
機
構
」）
は
、
特
に
一
定
程
度
の
専
門
的
な
知
識
を
持

ち
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
互
い
に
助
け
合
う
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
人
々
を
組
織
的
に
養
成
す
る
必
要
を
痛
感
し
、
社
会
に

広
く
働
き
掛
け
る
こ
と
を
考
え
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
住
民
が
防
災
に
日
常
的
に
関
心
を
持
ち
、
公
共
に
過
剰
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
わ
が
こ

と
と
し
て
自
分
の
命
と
家
族
の
命
は
自
分
で
守
る
、
さ
ら
に
、
地
域
の
安
全
は
自
分
達
で
守
る
、
こ
の
考
え
を
基
に
、

常
日
頃
か
ら
自
分
達
の
住
む
地
域
や
職
場
に
ど
の
よ
う
な
危
険
あ
る
い
は
問
題
が
あ
る
か
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の
為
に

相
応
の
知
識
と
経
験
を
持
つ
努
力
を
す
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
推
し
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
で
あ
り
、
防
災
士
運
動
の
原
点
で
あ
る
。

　

私
見
で
は
あ
る
が
、
先
の
大
戦
以
降
七
十
年
、
国
内
的
な
平
和
と
繁
栄
が
続
い
た
が
、
波
瀾
万
丈
の
世
界
で
こ
の
安
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全
は
自
分
自
身
で
か
ち
取
っ
た
も
の
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
自
分
の
力
で
自
分
を
守
る
こ
と
が
何
処
か
に
置
き
忘

れ
ら
れ
、
な
ん
で
も
「
お
上か

み

頼
み
」
で
国
や
自
治
体
に
依
存
す
る
風
潮
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
こ
と
が
自
然
災

害
に
対
す
る
心
構
え
の
中
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
災
害
列
島
と
も
言
わ
れ
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
そ
ん
な
事
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
人
間
の

持
つ
自
己
防
衛
本
能
を
可
能
な
限
り
引
き
出
す
必
要
が
あ
る
。

　

い
ま
、
こ
こ
で
事
例
を
挙
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

事
例　

鹿
沼
の
件

　

こ
の
事
例
は
、
集
中
豪
雨
で
冠
水
し
た
鹿
沼
市
の
市
道
で
軽
乗
用
車
が
水
没
し
、
運
転
し
て
い
た
中
年
の
女
性
が
水

死
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
二
〇
〇
八
年
八
月
、
こ
の
年
は
夏
季
に
全
国
的
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
わ
れ
る
集

中
的
な
降
雨
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
が
多
発
し
た
。
当
日
、
本
人
か
ら
の
携
帯
電
話
に
よ
る
救
助
要
請
が
市
消
防
本
部

に
あ
っ
た
が
、
多
数
の
出
動
要
請
と
場
所
が
特
定
で
き
な
い
な
ど
の
事
情
が
重
な
り
、
救
出
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。
私
が
問
題
と
し
た
い
の
は
、
消
防
機
関
の
側
に
若
干
の
不
手
際
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
何
故
本
人
が
車
か
ら

逃
げ
出
さ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

冠
水
地
点
は
、
市
道
が
高
速
道
路
を
潜
る
、
い
わ
ゆ
る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
車
が
こ
こ
に

侵
入
し
た
時
、
水
嵩
は
約
三
十
セ
ン
チ
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
軽
自
動
車
の
排
気
筒
は
地
上
約
三
十
セ
ン
チ
で
、
こ
こ

が
水
に
漬
か
る
と
エ
ン
ジ
ン
は
直
ち
に
止
ま
り
動
か
な
く
な
る
。
こ
の
車
が
動
か
な
く
な
っ
た
時
点
で
運
転
者
が
直
ち

に
外
へ
出
て
い
れ
ば
問
題
な
く
確
実
に
助
か
っ
た
と
い
え
る
。
車
の
ド
ア
の
最
も
下
の
縁
は
地
上
か
ら
三
十
セ
ン
チ
、

消
防
機
関
の
後
の
実
験
で
は
そ
れ
よ
り
更
に
三
十
セ
ン
チ
上
、
つ
ま
り
水
嵩
が
六
十
セ
ン
チ
ま
で
は
、
ド
ア
は
女
性
で
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も
自
力
で
開
け
ら
れ
る
。
そ
れ
以
上
水
嵩
が
増
す
と
自
力
で
の
脱
出
は
水
圧
の
内
外
差
が
あ
り
困
難
で
あ
る
と
の
こ

と
、
水
嵩
が
増
す
中
で
唯
々
携
帯
電
話
の
み
に
頼
り
何
故
車
内
に
滞
留
し
た
の
か
。
水
は
徐
々
に
増
し
て
く
る
が
、
い

わ
ゆ
る
濁
流
で
は
な
い
、
車
の
外
へ
出
て
も
膝
頭
程
度
の
水
で
脱
出
に
何
等
危
険
は
な
い
、
恐
ら
く
非
常
な
パ
ニ
ッ
ク

に
陥
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
残
念
と
し
か
い
い
様
が
な
い
。
普
段
か
ら
出
水
時
な
ど
の
運
転
に
当
た
っ
て

の
簡
単
な
安
全
知
識
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
意
識
が
十
分
で
は
な
く
、
困
っ
た
時
は
い
つ
で
も
救
急
隊
が
助
け
に

来
て
く
れ
る
も
の
と
漫
然
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
事
例
で
、
安
全
教
育
の
必
要
性
を
訴
え
た
つ
も
り
だ
が
、
防
災
士
の
養
成
も
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
も
の
を
し

っ
か
り
踏
ま
え
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
基
本
が
身
に
付
い
て
い
な
け
れ
ば
誰
に
で
も
十
分
起
こ
り
得
る
こ
と

だ
と
い
い
た
い
。

　
　

防
災
士
制
度
研
究
会
の
発
足

　

防
災
情
報
機
構
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
一
定
の
知
識
を
持
つ
民
間
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
広
く

全
国
的
に
養
成
す
る
実
践
的
仕
組
み
を
推
進
す
る
目
的
で
、
防
災
士
制
度
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
。

　

こ
れ
よ
り
先
、
防
災
情
報
機
構
は
、
防
災
関
係
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
有
識
者
お
よ
そ
百
名
を
講
師
陣
に

お
願
い
し
て
、
消
防
庁
、
国
土
庁
な
ど
の
後
援
を
得
て
日
本
防
災
学
院
総
合
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
春
秋
二
回
、
三
年
間
に

亘
り
開
講
し
防
災
研
修
の
成
果
を
挙
げ
て
い
た
が
、
そ
の
成
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
必
要
を
痛
感
し
、
前
記
研
究
会

に
検
討
を
委
ね
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
静
岡
県
で
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
五
年
計
画
で
開
講
し
て
き
た
「
静
岡
大
学
防
災
総
合
講
座
」
の
修
了
者
に
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県
知
事
よ
り
「
静
岡
県
防
災
士
」
の
名
称
を
付
与
し
て
き
た
が
、
県
と
し
て
の
事
業
は
終
了
し
、
今
後
と
も
事
業
を
再

開
す
る
予
定
が
な
い
と
い
う
事
で
、
防
災
情
報
機
構
の
代
表
者
と
県
首
脳
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、
防
災
情
報
機
構
の

計
画
す
る
全
国
統
一
の
「
防
災
士
」
を
静
岡
県
が
了
承
、
す
で
に
県
知
事
が
付
与
し
た
静
岡
県
防
災
士
を
防
災
情
報
機

構
が
展
開
す
る
「
日
本
防
災
士
」
に
統
一
す
る
こ
と
と
な
り
（
こ
の
後
、
日
本
防
災
士
機
構
発
足
時
に
は
）
静
岡
県
防

災
士
の
希
望
者
は
全
員
日
本
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、
合
流
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
防
災
士
制
度
研
究
会
は
前
後
三
回
の
検
討
会
議
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
一
月
に
研
究
項
目
に
つ
い
て
結

果
を
取
り
纏
め
た
。

　

制
度
研
究
会
の
委
員
は
成
瀬
宣
孝
氏
を
座
長
と
す
る
六
名
で
構
成
し
、
そ
の
研
究
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
委
員
の
氏
名
】　

井
野
盛
夫
（
静
岡
県
総
合
防
災
機
構
防
災
研
究
所
長
）

木
村
拓
郎
（
社
会
安
全
研
究
所
長
）

塩
谷
晋
策
（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
次
長
）

成
瀬
宣
孝
（
元
自
治
省
消
防
庁
次
長
）

宮
川
知
雄
（
元
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局
長
）

玉
田
三
郎
（
防
災
情
報
機
構
理
事
長
）

【
研
究
項
目
】

　

・ 

地
震
等
自
然
災
害
を
始
め
と
す
る
各
種
災
害
対
策
や
災
害
時
の
危
機
管
理
に
関
す
る
一
定
の
専
門
知
識
に
つ

い
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
し
、
防
災
士
認
証
機
関
の
認
定
を
受
け
た
者
を
防
災
士
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
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・ 

一
定
基
準
の
職
域
に
、
防
災
士
制
度
の
認
定
者
を
配
置
す
る
こ
と
の
制
度
化
に
つ
い
て　

　

・ 

防
災
士
認
証
委
員
会
を
設
置
し
て
認
証
基
準
を
定
め
、
審
査
・
認
証
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

・ 

防
災
士
研
修
に
、
救
急
・
救
命
実
技
を
盛
り
込
む
こ
と
に
つ
い
て

　

・ 
大
学
防
災
関
係
課
程
（
防
災
学
部
等
）
修
了
者
に
対
し
て
特
例
措
置
を
も
っ
て
防
災
士
の
認
証
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て

　

・ 

自
治
体
及
び
企
業
団
体
等
に
お
い
て
、
永
年
防
災
業
務
に
従
事
し
相
当
の
知
識
と
技
能
を
有
す
る
者
に
対
し

て
、
特
例
措
置
を
も
っ
て
防
災
士
の
認
証
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

　

・ 

防
災
士
資
格
取
得
者
の
活
動
分
野
な
ら
び
に
利
点
に
つ
い
て

　

・ 

防
災
士
認
証
者
の
拡
充
策
及
び
関
係
省
庁
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

・ 

防
災
士
研
修
に
あ
た
り
、
先
端
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
導
入
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
化
と
、
会
場
へ
の
集
合
研
修
の
比
較

と
そ
の
適
否
に
つ
い
て

　

研
究
会
で
は
、
以
上
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
防
災
士
制
度
に
つ
い
て
の
具
体
化
を
図
る
必
要
性
か
ら
、
研
究
会
を

拡
大
し
て
、
更
な
る
高
度
の
制
度
検
討
の
た
め
の
新
し
い
組
織
と
し
て
「
防
災
士
制
度
検
討
委
員
会
」
設
置
を
求
め
る

意
見
を
取
り
纏
め
た
。

　
　

防
災
士
制
度
に
関
す
る
検
討
委
員
会
の
発
足

　

防
災
士
制
度
研
究
会
で
の
検
討
経
過
か
ら
防
災
士
制
度
に
つ
い
て
の
具
体
像
の
鮮
明
化
を
進
め
る
こ
と
が
強
く
望
ま

れ
た
事
を
受
け
、
防
災
情
報
機
構
で
は
、
廣
井
脩
東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
所
長
を
委
員
長
と
す
る
十
七
名
の
委
員
を
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委
嘱
し
、「
防
災
士
制
度
に
関
す
る
検
討
」
委
員
会
の
設
置
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。（
二
〇
〇
一
年
四
月
）

　

検
討
委
員
会
は
同
年
四
月
か
ら
十
二
月
の
答
申
書
の
決
定
ま
で
、
前
後
八
回
の
会
合
を
開
き
十
二
月
十
二
日
に
防
災

士
制
度
に
関
す
る
答
申
書
を
防
災
情
報
機
構
石
原
信
雄
会
長
に
提
出
し
た
。
答
申
の
内
容
及
び
関
与
し
た
委
員
名
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
答
申
書
の
内
容
（
要
旨
）】

第
一　

防
災
士
に
期
待
さ
れ
る
機
能

　

防
災
士
は
、
地
域
あ
る
い
は
職
域
の
防
災
組
織
の
中
に
あ
っ
て
、
計
画
の
策
定
等
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が
期
待
さ
れ

る
ほ
か
、
公
的
機
関
の
求
め
に
応
じ
、
情
報
の
収
集
、
伝
達
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
等
想
定
さ
れ
る
防
災
活
動
の

中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が
望
ま
れ
、
早
急
に
防
災
士
制
度
を
確
立
す
べ
き
こ
と
。

　

な
お
、
自
然
災
害
が
主
た
る
対
象
と
な
る
が
、
原
子
力
災
害
等
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

第
二　

防
災
士
の
資
格
と
認
定
及
び
そ
の
た
め
の
機
構
（
組
織
の
組
み
立
て
）

　

防
災
士
に
関
す
る
知
識
経
験
の
レ
ベ
ル
の
検
証
認
定
を
行
う
単
一
の
公
的
ま
た
は
専
門
家
に
よ
る
組
織
が
望
ま
し

く
、
防
災
士
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や
活
動
内
容
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
綱
、
試
験
制
度
、
認
定
の
進
め
方
な
ど
制
度
の

確
立
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
為
、
当
面
は
、
有
力
企
業
団
体
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
関
係
者
が
中
心
と

な
っ
て
「
日
本
防
災
士
機
構
」
を
創
設
し
、
民
間
主
導
型
で
制
度
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
。
な
お
、
日
本
防
災
士
機
構
は

す
べ
て
の
防
災
関
係
省
庁
を
は
じ
め
全
国
の
自
治
体
等
全
方
位
か
ら
の
協
力
を
受
け
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
。

第
三　

教
育
、
研
修
及
び
そ
の
担
当
機
関
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防
災
士
の
教
育
研
修
に
当
た
っ
て
は
、
一
定
期
ご
と
に
知
識
の
刷
新
向
上
を
図
る
仕
組
の
導
入
を
工
夫
す
る
必
要
が

あ
り
、
基
本
方
針
を
前
記
機
構
が
示
す
必
要
が
あ
る
。
当
面
は
、
同
機
構
が
定
め
る
一
定
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対

し
同
機
構
が
防
災
士
の
称
号
を
付
与
す
る
こ
と
。

第
四　

資
格
取
得
経
費
の
負
担

　

教
育
研
修
に
要
す
る
費
用
は
、
原
則
と
し
て
防
災
士
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
負
担
と
す
る
が
、
多
数
の
奉
仕
的
人
材

を
求
め
る
社
会
の
要
請
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
組
織
や
自
治
体
等
の
助
成
も
期
待
し
た
い
し
、
そ
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
国
、
地
方
自
治
体
の
積
極
的
参
与
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
五　

将
来
の
展
望

　

将
来
的
に
は
、
よ
り
高
度
の
能
力
を
持
つ
防
災
士
と
防
災
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
は
、
上
級
あ
る
い
は
専
門

化
し
た
防
災
士
の
養
成
も
必
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、防
災
士
の
認
知
が
進
め
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
又
は
組
織
に
お
い
て
、

自
主
防
災
組
織
等
に
お
い
て
一
定
数
の
防
災
士
を
配
置
す
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
、
防
災
士
相
互
の
連
絡
を
図
る
広
域
的

な
組
織
も
必
要
と
な
る
こ
と
。

　

な
お
、
制
度
と
組
織
を
一
層
強
く
、
更
に
具
現
化
す
る
為
、
防
災
関
係
者
を
網
羅
し
た
推
進
機
関
を
設
置
す
る
こ
と

も
附
言
さ
れ
た
。

　

検
討
委
員
会
の
構
成
員
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
【
防
災
士
制
度
検
討
委
員
会
委
員
】

　

委　

員　

長　

廣
井　

脩
（
東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
所
長
）

　

作
業
部
会
座
長　

宮
川
知
雄
（
元
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局
長
）

　

委　
　
　
　

員　

伊
藤
和
明
（
前
文
教
大
学
教
授
）
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委　
　
　
　

員　

成
瀬
宣
孝
（
全
国
都
道
府
県
議
長
会
事
務
総
長
）

　

委　
　
　
　

員　

藤
吉
洋
一
郎
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）

　

委　
　
　
　

員　

鐘
ヶ
江
管
一
（
前
島
原
市
長
）

　

委　
　
　
　

員　

鈴
木
敏
正
（
日
本
総
合
研
究
所
理
事
）

　

委　
　
　
　

員　

澤
野
次
郎
（
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
事
務
局
長
）

　

委　
　
　
　

員　

白
谷
裕
二
（
東
京
消
防
庁
次
長
）

　

委　
　
　
　

員　

友
井
国
勝
（
神
奈
川
県
防
災
局
長
）

　

委　
　
　
　

員　

田
邉
義
博
（
静
岡
県
防
災
局
長
）

　

委　
　
　
　

員　

中
瀬
憲
一
（
兵
庫
県
防
災
局
長
）

　

委　
　
　
　

員　

木
村
拓
郎
（
社
会
安
全
研
究
所
所
長
）

　

委　
　
　
　

員　

矢
澤
久
司
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
運
営
部
長
）

　

委　
　
　
　

員　

井
野
盛
夫
（
富
士
常
葉
大
学
環
境
防
災
学
部
長
）

　

委　
　
　
　

員　

瀬
尾
征
男
（
東
京
海
上
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
社
長
）

　

委　
　
　
　

員　

玉
田
三
郎
（
防
災
情
報
機
構
理
事
長
）

　
　

防
災
士
制
度
推
進
委
員
会
の
発
足

　

前
記
検
討
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
防
災
情
報
機
構
は
、
防
災
士
の
養
成
制
度
を
推
進
す
る
た
め
内
閣
府
等
中
央

十
二
省
庁
の
協
力
と
多
く
の
防
災
関
係
機
関
の
参
加
を
得
て
、
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会
を
設
置
（
二
〇
〇
一
年
十
二
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月
）
し
、
具
体
的
な
制
度
発
足
の
た
め
の
準
備
活
動
に
着
手
し
た
。

　
【
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会
委
員
】

　

会　
　

長　

貝
原
俊
民
（
前
兵
庫
県
知
事
）

　

副
会
長　

廣
井　

脩
（
東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
所
長
）

　

副
会
長　

鈴
木
雅
近
（
静
岡
県
副
知
事
）

　

副
会
長　

林　
　

正
（
日
本
経
団
連
産
業
本
部
長
）

　

事
務
総
長　

玉
田
三
郎
（
防
災
情
報
機
構
理
事
長
）

　

幹
事
長　

宮
川
知
雄
（
元
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局
長
）

　

最
高
顧
問　

石
原
信
雄
（
前
内
閣
官
房
副
長
官
）

　

常
任
顧
問　

関
根
則
之
（
元
消
防
庁
長
官
）

　

常
任
顧
問　

河
田
惠
昭
（
京
都
大
学
防
災
研
究
所
教
授
）

　

常
任
顧
問　

齋
藤
富
雄
（
兵
庫
県
副
知
事
）　

　

常
任
顧
問　

高
橋
信
雄
（
関
経
連
）

　
　

日
本
防
災
士
機
構
の
誕
生

　

こ
の
よ
う
な
推
移
の
な
か
で
、
準
備
段
階
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
防
災
情
報
機
構
は
、
防
災
士
養
成
事
業

の
公
共
性
を
高
め
る
た
め
に
、
こ
の
事
業
に
特
化
し
た
新
し
い
独
立
し
た
組
織
の
設
立
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し

た
。
そ
の
提
唱
に
基
き
、
幅
広
い
分
野
の
人
々
を
一
気
に
結
集
し
、
防
災
士
制
度
全
般
を
掌
握
、
主
管
す
る
日
本
防
災
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士
機
構
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
七
月
、
内
閣
府
か
ら
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
認
証
さ
れ
、
こ
こ
に
初
め

て
、
現
在
の
日
本
防
災
士
機
構
が
誕
生
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
防
災
士
制
度
に
係
る
す
べ
て
の
機
能
は
、
こ
れ
ま
で
に
関
与
し
て
き
た
す
べ
て
の
関
係
者
の
合
意
の

も
と
に
防
災
情
報
機
構
か
ら
、
日
本
防
災
士
機
構
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
防
災
士
」は
民
間
資
格
で
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、防
災
士
の
名
誉
と
誇
り
を
将
来
に
わ
た
っ
て
担
保
し
、

類
似
名
称
の
発
生
を
防
止
す
る
目
的
か
ら
、
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会
の
助
言
に
基
き
ま
た
、
静
岡
県
に
も
通
知
し
知

事
の
了
解
も
得
た
上
で
「
防
災
士
」
を
商
標
登
録
す
る
こ
と
と
し
、
様
々
な
困
難
を
克
服
し
て
、
特
許
庁
か
ら
登
録
許

可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

内
閣
府
の
認
証
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
同
年
十
月
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
等
、

我
が
国
社
会
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
約
四
十
団
体
の
長
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
日
本
防
災
士
機
構
評
議
員
会
が

設
置
さ
れ
、
議
長
に
日
本
民
間
放
送
連
盟
会
長
の
氏
家
齊
一
郎
氏
が
就
任
し
、
強
力
に
防
災
士
機
構
の
活
動
を
支
援
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
正
式
活
動
開
始
に
当
た
っ
て
新
法
人
の
会
長
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
現
地
に
お

け
る
指
揮
者
で
あ
っ
た
前
兵
庫
県
知
事
の
貝
原
俊
民
氏
が
、
ま
た
理
事
長
に
は
防
災
士
制
度
検
討
委
員
会
の
作
業
部
会

座
長
と
し
て
答
申
案
の
取
り
纏
め
に
取
り
組
ん
だ
、
私
、
宮
川
知
雄
が
、
ま
た
、
実
務
推
進
に
当
た
る
専
務
理
事
に
つ

い
て
は
制
度
検
討
当
初
か
ら
準
備
の
中
核
者
と
し
て
、
関
係
者
と
の
折
衝
に
当
た
っ
た
防
災
情
報
機
構
理
事
長
の
玉
田

三
郎
氏
が
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会
の
満
場
一
致
の
賛
同
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

　

前
記
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会
は
、
そ
の
発
足
後
一
年
余
の
時
間
を
か
け
て
、
二
〇
〇
三
年
三
月
の
総
会
で
防
災
士

制
度
設
定
に
か
か
る
総
纏
め
を
行
い
、
設
立
間
も
な
い
日
本
防
災
士
機
構
の
第
一
回
通
常
総
会
（
二
〇
〇
三
年
四
月
）

に
、
次
の
通
り
の
報
告
書
を
発
表
提
示
し
た
。
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防
災
士
制
度
運
用
に
か
か
る
検
討
結
果
報
告
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
防
災
士
の
資
格
取
得

・
防
災
士
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
日
本
防
災
士
機
構
の
定
め
る
所
定
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
）
を
修
了
し
、
か
つ
、
機
構
が
実
施
す
る
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
試
験
は
、
機
構
の
管
理
の
下
、
原
則
、
択
一
式
問
題
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
試
験
は
多
数
の
問
題
を
用

意
し
た
中
か
ら
試
験
委
員
が
選
択
し
て
問
題
を
編
成
す
る
。

・
防
災
士
教
育
の
内
容
が
社
会
的
に
高
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
試
験
の
質
の
高
さ
、
厳
格
さ
で
資
格
の
権
威
付
け
を

図
る
。

②
日
本
防
災
士
機
構
の
役
割

　

防
災
士
制
度
の
確
立
と
普
及
、社
会
的
活
用
の
推
進
、教
育
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
の
提
供
、

教
材
の
開
発
普
及
化
、
教
育
・
訓
練
機
会
の
創
造
開
拓
、
講
師
養
成
の
た
め
の
講
習
機
会
の
提
供
、
防
災
士
へ

の
情
報
提
供
、
会
員
組
織
の
維
持
、
防
災
士
資
格
取
得
へ
向
け
た
企
業
・
個
人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
策

の
開
発
実
現
化
を
図
る
。

③
教
育
・
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

・ 

防
災
士
の
役
割
は
次
第
に
発
展
進
化
す
る
の
で
社
会
の
要
請
を
正
し
く
受
け
止
め
、教
育
内
容
に
反
映
さ
せ
る
。

教
本
は
、
統
計
的
に
箇
条
書
き
等
に
よ
る
要
点
記
載
を
基
本
と
し
、
図
表
、
絵
等
を
駆
使
し
理
解
を
高
め
る
も

の
と
す
る
。

・ 

防
災
士
資
格
取
得
者
に
対
し
、
定
期
的
に
講
習
機
会
を
提
供
し
、
ス
キ
ル
の
維
持
向
上
を
図
る
。

等
々
。
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日
本
防
災
士
会
の
発
足

　

防
災
士
第
一
号
が
誕
生
し
て
約
一
年
後
の
二
〇
〇
四
年
十
月
十
二
日
、
防
災
士
有
志
に
よ
っ
て
当
初
任
意
団
体
と
し

て
「
日
本
防
災
士
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　

防
災
士
と
し
て
活
動
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
で
は
そ
の
働
き
に
限
界
が
あ
る
が
、
防
災
士

相
互
の
協
力
関
係
を
強
く
す
る
こ
と
で
、
地
方
公
共
団
体
や
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。

　

防
災
士
制
度
の
推
進
に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
や
、
い
ち
早
く
防
災
士
資
格
を
取
得
し
た
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
な
ど
が

発
起
人
と
な
っ
て
、
代
表
幹
事
に
小
宮
多
喜
次
氏
（
元
東
京
消
防
庁
消
防
総
監
）、
浦
野
修
氏
（
当
時
・
東
京
地
方
郵

便
局
長
会
会
長
）
の
二
名
が
就
任
し
た
。
初
年
度
、
約
二
千
名
で
あ
っ
た
会
員
は
平
成
二
十
六
年
八
月
に
は
約
六
千
五

百
名
に
増
加
し
た
。

①　

日
本
防
災
士
会
で
は
、
地
域
ご
と
に
会
員
が
集
ま
っ
て
支
部
を
設
立
し
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
た

が
、
防
災
の
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
、
当
初
は
防
災
士
の
認
知
度
も
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
防
災
士
は
何
を
す
べ

き
か
」「
日
本
防
災
士
会
は
何
を
め
ざ
す
の
か
、力
点
を
お
く
活
動
は
何
か
」と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
日
本
防
災
士
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
な
意
識
と
方
向
性
を
も
っ
て
活
動
す
べ
き
か
、
ま
た

日
ご
ろ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
実
を
も
っ
た
知
識
・
技
能
の
向
上
を
図
る
べ
き
か
、
を
明
示
す
る
た
め
に
二
〇
一
〇

年
三
月
に
「
日
本
防
災
士
会
会
員
の
活
動
理
念
」
を
以
下
の
通
り
定
め
、
活
動
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

・ 

日
本
防
災
士
会
会
員
（
以
下
「
会
員
」
と
い
う
）
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
、
防
災
協
働
社
会
の
実
現
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に
寄
与
す
る
こ
と
を
活
動
の
基
本
理
念
と
す
る
。

　

・ 

会
員
は
、
地
域
の
防
災
活
動
に
参
画
し
、
災
害
の
事
前
対
策
、
応
急
対
策
（
復
旧
・
復
興
活
動
を
含
む
）
等
地

域
の
防
災
活
動
計
画
の
策
定
・
実
施
に
関
し
、
指
導
的
役
割
を
果
た
す
も
の
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
事

項
に
積
極
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

　
　

会
員
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
協
力
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
。

　
　

地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
防
災
知
識
・
技
能
の
研
さ
ん
に
努
め
る
こ
と
。

　
　

全
国
の
自
治
体
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
こ
と
。

②　

こ
の
活
動
理
念
は
、
会
員
が
防
災
士
と
し
て
活
動
す
る
場
合
の
拠
っ
て
立
つ
基
本
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
い

わ
ば
会
員
の
憲
法
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
活
動
プ
ロ
セ
ス
や
活
動
骨
子
と
し

て
は
、
次
の
通
り
と
し
た
。

・ 

発
災
直
後
か
ら
消
防
、
警
察
等
公
の
機
関
の
救
援
・
救
助
活
動
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
被
害
の
拡
大
を
軽
減

す
る
た
め
、
地
域
住
民
等
に
よ
る
初
期
消
火
、
被
災
者
の
救
出
・
救
護
、
避
難
誘
導
、
避
難
所
の
開
設
等
の
応
急

活
動
。

・ 

地
域
住
民
等
の
防
災
・
減
災
の
た
め
の
事
前
の
備
え
、
す
な
わ
ち
、
家
庭
等
に
お
け
る
地
震
の
際
の
初
期
対
応
、

備
蓄
品
・
防
災
器
具
等
の
確
保
、
家
具
の
固
定
、
耐
震
補
強
、
要
援
護
者
対
策
等
の
事
前
対
策
活
動
。

・
災
害
後
の
地
域
住
民
等
に
よ
る
復
旧
・
復
興
支
援
活
動
。

③　

地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
防
災
知
識
・
技
能

会
員
が
防
災
士
と
し
て
最
低
限
修
得
す
べ
き
防
災
知
識
・
技
能
は
、
お
お
む
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
事
前
対
策
に
必
要
な
知
識
・
技
能
〉
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・
地
域
に
お
け
る
災
害
リ
ス
ク
の
把
握

・
家
具
転
倒
防
止
策
の
理
解
と
指
導
要
領

・
備
蓄
品
、
防
災
器
具
等
の
理
解
と
指
導
要
領

・
簡
易
耐
震
診
断
の
説
明
と
実
施
要
領

・
耐
震
補
強
法
の
理
解
と
実
施
要
領

・
各
種
防
災
訓
練
の
企
画
・
立
案
・
指
導
要
領

・
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
災
害
図
上
演
習
）
の
理
解
と
指
導
要
領

・
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
活
動
計
画
の
策
定
の
手
順

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
手
順

〈
応
急
対
策
に
必
要
な
知
識
・
技
能
〉

・
安
否
確
認
の
方
法
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
・
災
害
用
伝
言
板
の
使
用
要
領

・
災
害
時
の
情
報
収
集
・
通
報
要
領

・
初
期
消
火
活
動
要
領

・
負
傷
者
の
救
急
・
救
護
（
応
急
手
当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
）
要
領

・
被
災
者
の
避
難
誘
導
要
領

・
要
援
護
者
の
救
出
、
搬
送
要
領

・
非
常
食
の
炊
出
し
要
領

・
避
難
所
の
開
設
・
運
営
要
領

　

以
上
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
防
災
士
会
で
は
、
地
域
に
根
を
下
ろ
し
た
存
在
と
し
て
、
住
民
に
対
し
て
幅
広
い
防
災
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啓
発
活
動
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
は
率
先
し
て
二
次
災
害
の
防
止
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
旨

と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
活
動
理
念
の
策
定
と
並
行
し
て
、
法
人
化
の
検
討
も
進
め
ら
れ
、
会
の
趣
旨
に
合
致
す
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
と
し
て
東
京
都
に
申
請
を
行
い
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
二
十
五
日
に
認
証
さ
れ
た
。

　
　

防
災
士
の
活
動

　

防
災
士
は
、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
な
が
ら
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
特
に
、
日
本
防
災
士

会
は
そ
の
活
動
が
組
織
だ
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
防
災
士
会
の
活
動
を
通
じ
て
防
災
士
活
動
の
一
端
を
み
て
み
た
い
。

　

日
本
防
災
士
会
で
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
や
兵
庫
県
佐
用
町
水
害
等
に
際
し
て
被
災
地
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
た

が
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
際
し
て
は
、
日
本
防
災
士
機
構
と
合
同
対
策
本
部
を
設
置
し
、
支

援
活
動
に
着
手
し
た
。

　

四
月
十
六
、
十
七
日
に
七
名
の
先
遣
隊
を
派
遣
し
、
福
島
県
と
宮
城
県
の
被
災
状
況
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

活
動
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
駆
け
つ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
非
常
に

多
い
た
め
、
セ
ン
タ
ー
が
ど
こ
も
そ
の
対
応
に
長
時
間
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ト
イ
レ
な
ど
の
課
題
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
れ
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
翌
週
に
予
定

し
た
第
一
陣
に
つ
い
て
は
、
地
元
防
災
士
の
知
人
宅
を
中
継
地
と
し
て
そ
の
周
辺
を
直
接
訪
問
し
て
支
援
活
動
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　

組
織
的
な
被
災
地
支
援
活
動
の
派
遣
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
合
同
対
策
本
部
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
二
十
三
名
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の
防
災
士
の
表
情
に
も
緊
張
感
が
浮
か
ん
で
い
た
。
合
同
対
策
本
部
幹
部
の
見
送
り
を
受
け
て
、四
月
二
十
三
日
（
金
）

夜
十
時
半
、
貸
切
バ
ス
に
乗
っ
て
東
京
都
庁
前
を
出
発
し
、
翌
朝
、
宮
城
県
亘
理
町
に
到
着
。
現
地
防
災
士
の
案
内
誘

導
に
よ
り
、
小
雨
の
な
か
、
四
軒
の
家
屋
・
庭
・
畑
の
が
れ
き
撤
去
、
清
掃
を
実
施
し
た
。「
ま
た
、
こ
こ
に
住
む
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
希
望
が
持
て
ま
し
た
」
と
い
う
感
謝
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
以
降
、
合
同
対
策
本
部
が
派
遣
し
た
九
次
ま
で
の
活
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
対
象
地
域
と
し
て
は
、
宮
城

県
山
元
町
、
多
賀
城
市
、
七
ヶ
浜
町
、
石
巻
市
、
仕
事
と
し
て
は
、
瓦
礫
の
除
去
、
清
掃
、
側
溝
の
ヘ
ド
ロ
除
去
、
海

岸
の
清
掃
、い
ち
ご
ハ
ウ
ス
の
再
建
、畑
の
掘
り
起
し
等
で
、郵
便
局
長
主
体
の
総
計
三
百
八
十
六
名
が
参
加
し
た
が
、

事
前
の
調
査
、
打
ち
合
わ
せ
等
が
綿
密
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
効
果
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

　

合
同
対
策
本
部
が
、
直
接
募
集
し
派
遣
し
た
支
援
隊
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
日
本
防
災
士
会
の
支
部
や
会
員
個
人
、

ま
た
そ
の
他
の
防
災
士
は
東
北
三
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
（
避
難
所
）
等
に
お
い
て
も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
支
援
活
動

を
実
施
し
、
一
部
は
今
も
続
行
中
で
あ
る
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
全
国
各
地
で
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
根
本
か
ら
見
直
さ
れ
て
い
る
。
文
部

科
学
省
で
は
二
〇
一
二
年
度
か
ら
実
践
的
防
災
教
育
総
合
支
援
事
業
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
主
要
な
活
動
の
一
つ
が

「
学
校
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
派
遣
だ
。

　

こ
れ
は
都
道
府
県
教
育
委
員
会
、
教
育
長
が
地
域
に
お
け
る
防
災
知
見
者
を
学
校
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
し
、

公
立
学
校
に
派
遣
し
て
防
災
計
画
の
見
直
し
や
点
検
、
学
校
施
設
の
安
全
確
認
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
避
難
訓
練
指
導

等
に
あ
た
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
に
お
け
る
防
災
知
見
者
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

日
本
防
災
士
会
の
支
部
に
依
頼
を
行
う
事
例
が
増
え
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
度
、
二
〇
一
三
年
度
に
お
い
て
は
神
奈
川

県
、
富
山
県
、
大
阪
府
、
香
川
県
、
高
知
県
、
山
口
県
、
長
崎
県
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
防
災
士
会
会
員
が
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学
校
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

　

な
か
で
も
山
口
県
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
度
に
山
口
県
の
全
公
立
学
校
約
六
百
校
に
日
本
防
災
士
会
山
口
県
支

部
の
メ
ン
バ
ー
が
派
遣
さ
れ
た
。
県
支
部
の
事
務
局
長
は
一
人
で
約
百
二
十
校
を
回
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
活
動
の
他
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
防
災
講
演
会
の
講
師
を
務
め
た
り
、
防
災
士
資
格
を
有
す
る
教
諭
が
学

校
の
防
災
計
画
や
防
災
訓
練
の
見
直
し
を
す
す
め
る
な
ど
、学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
に
貢
献
し
て
い
る
事
例
は
多
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
多
く
の
自
主
防
災
組
織
が
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
、
避
難
所
の
開
設
と
運
営

な
ど
に
懸
命
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
自
主
防
災
組
織
役
員
の
呼
び
か
け
や
、
避
難
誘
導
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
津
波

か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
例
も
多
い
。

　

こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
改
め
て
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
防

災
士
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
例
え
ば
、
埼
玉
県
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
（
二
〇
一
三
年
度
十
会
場
、
二
〇

一
四
年
度
二
十
会
場
）
に
お
い
て
は
、
二
年
続
け
て
日
本
防
災
士
会
が
担
当
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
住
民
へ
の
防
災
啓
発
活
動
で
要
請
が
多
い
の
が
「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
災
害
図
上
訓
練
）」
と
「
避
難
所
開
設

運
営
訓
練
」
の
指
導
だ
。
日
本
防
災
士
会
で
は
各
地
で
、
こ
の
訓
練
指
導
の
要
請
を
受
け
る
こ
と
か
ら
指
導
者
を
増
や

す
べ
く
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
・
避
難
所
開
設
指
導
者
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
地
区
住
民
等
に
よ
る
自
発
的
な
防
災
活

動
に
関
す
る
「
地
区
防
災
計
画
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
制
度
は
、
会
員

の
活
動
理
念
に
お
い
て
「
地
域
の
防
災
活
動
計
画
の
策
定
・
実
施
に
関
し
、
指
導
的
役
割
を
果
た
す
も
の
と
す
る
」
と

定
め
て
き
た
日
本
防
災
士
会
に
と
っ
て
、
双
手
を
あ
げ
て
賛
同
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
二
〇
一
四
年
度
事
業
計
画
に
取

り
上
げ
、
地
区
防
災
計
画
の
作
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
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日
本
防
災
士
会
は
、
今
年
（
二
〇
一
四
年
）
で
設
立
十
周
年
を
迎
え
る
。
初
期
に
は
試
行
錯
誤
も
あ
り
、
地
方
公
共

団
体
と
の
連
携
が
進
ま
な
い
面
も
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
地
域
に
お
い
て
は
防
災
講
演
、
訓
練
指
導
、
各
種
防
災
計
画
の

作
成
等
々
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
日
本
防
災
士
会
の
助
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
広
ま
っ
て
い
る
。
日
本

防
災
士
会
で
は
十
周
年
を
機
に
、「
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
さ
ら
に
地
域
に
貢
献
し
て
い
こ
う
」
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。

　
　

日
本
防
災
士
機
構
の
主
た
る
業
務

　

現
在
の
防
災
士
機
構
の
業
務
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
要
約
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

① 　

防
災
士
養
成
講
座
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
と
防
災
士
教
本
の
編
さ
ん
発
行
（
毎
年
改
編
）

　

② 　

防
災
士
養
成
研
修
実
施
機
関
の
認
証
及
び
そ
の
管
理
・
指
導

　

③　

防
災
士
資
格
取
得
試
験
の
実
施
、
管
理
運
営

　

④ 　

防
災
士
の
認
証
及
び
そ
の
登
録
、
防
災
士
基
本
台
帳
の
管
理
保
全

　

以
上
の
業
務
は
日
本
防
災
士
機
構
と
し
て
一
つ
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
資
格
取

得
の
為
の
研
修
講
座
を
担
当
す
る
実
施
機
関
を
募
り
、
高
品
位
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
優
秀
な
講
師
に
よ
る
会
場
研
修

を
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
は
制
度
が
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
の
鍵
を
握
る
も
の
で
あ
る
。

　

機
構
は
防
災
士
を
全
国
的
に
養
成
す
る
と
い
う
大
目
的
の
た
め
、
地
方
自
治
体
を
は
じ
め
、
全
国
の
国
立
大
学
等
に

積
極
的
に
働
き
か
け
防
災
士
の
養
成
を
要
請
す
る
一
方
、
何
よ
り
も
ま
ず
現
実
に
研
修
機
関
を
足
元
で
立
ち
上
げ
る
必

要
に
迫
ら
れ
、
も
と
も
と
防
災
士
制
度
に
携
わ
っ
て
き
た
有
志
を
核
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
一
月
に
株
式
会
社
防
災
士
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研
修
セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
た
。

　

防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー
は
全
国
特
定
郵
便
局
長
会

の
防
災
士
資
格
取
得
事
業
に
連
動
し
て
、
防
災
士
研

修
事
業
の
推
進
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
同
年
九
月
に
東
京
の
特
定
郵

便
局
長
二
百
余
名
を
集
め
て
最
初
の
防
災
士
研
修
講

座
を
開
催
し
、
そ
の
履
修
者
を
受
け
て
日
本
防
災
士

機
構
は
、
翌
十
月
に
防
災
士
資
格
取
得
試
験
を
実
施

し
、
初
の
防
災
士
認
証
者
二
百
十
六
名
を
世
に
送
り

出
し
た
。

　

こ
こ
で
特
に
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
全
国
特
定

郵
便
局
長
会
の
協
力
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
郵
便
局

長
方
は
、
安
全
・
安
心
を
全
国
津
々
浦
々
隈
な
く
拡

げ
た
い
と
い
う
日
本
防
災
士
機
構
の
方
針
に
対
し
、

こ
れ
こ
そ
郵
便
局
長
も
同
じ
志
を
持
つ
も
の
と
し
て

認証者数年度別経過

年　　度 認証者数
（人）

累　計
（人）

（（（（年度（（（（（年（（月～（（（（年 （ 月・ （ カ月間） 1,581 1,581

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 3,427 5,008

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 5,612 10,620

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 6,335 16,955

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 6,028 22,983

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 7,662 30,645

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 8,559 39,204

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 4,744 43,948

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 6,325 50,273

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 13,269 63,542

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・（（カ月間） 14,090 77,632

（（（（年度（（（（（年 （ 月～（（（（年 （ 月・ （ カ月間） 1,531 791,63

共
鳴
し
、
機
関
決
定
を
も
っ
て
組
織
的
に
防
災
士
資
格
取
得
事
業
を
推
進
し
て
頂
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
防
災
士
養
成
の

歯
車
が
着
実
に
回
転
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
以
来
六
年
間
と
い
う
期
間
、
毎
年
約
二
千
名
の
郵
便
局
長
に
防
災
士
の
資

格
を
取
得
し
て
頂
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
無
け
れ
ば
機
構
の
防
災
士
養
成
事
業
は
ス
タ
ー
ト
出
来
な
か
っ
た
。
別

項
に
、
年
度
ご
と
の
認
証
者
数
及
び
そ
の
出
身
母
体
を
記
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
の
数
年
間
、
郵
便
局
長
の
資
格
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取
得
者
が
突
出
し
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
て
欲

し
い
。
な
お
、
表
示
で

は
民
間
研
修
機
関
養
成

者
と
表
示
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
防
災
士
研
修

講
座
の
基
本
型
に
つ
い

て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　

一
部
の
大
学
あ
る
い

は
地
方
自
治
体
に
よ
っ

て
は
長
期
に
わ
た
る
研

修
を
実
施
す
る
と
こ
ろ

も
み
ら
れ
る
が
、
一
般

的
に
は
受
講
者
が
本
業

本
務
を
抱
え
て
い
る
関

係
も
あ
っ
て
、
二
〜
三

会場研修　防災士研修講座　基本プログラム（例）
1日目 2日目 3日目

1 時限目
10：00～11：00 防災士の役割 土砂災害と対策 都市災害

2 時限目
11：15～12：15 行政の対応 身近でできる防災 耐震補強

3 時限目
13：15～14：15 地震の仕組み 災害ボランティア活動 災害情報

4 時限目
14：30～15：30 近年の自然災害 演習

避難所 被害者支援

5 時限目
15：45～16：45 気象災害 演習

避難所 防災士資格取得試験

　（注）昼休み時間中は、防災ビデオ上映

認証防災士の年度別内訳
2009年度
（12カ月）

2010年度
（12カ月）

2011年度
（12カ月）

2012年度
（12カ月）

2013年度
（12カ月）

2014年度
（3カ月）

総　計
（129カ月）

比率
（％）

7,712 4,272 5,515 11,619 11,800 1,239 70,305 89
847 472 810 1,650 2,290 292 8,858 11

8,559 4,744 6,325 13,269 14,090 1,531 79,163

2,514 1,911 2,866 6,049 5,932 362 26,417 34
2,895 1,616 2,721 5,528 6,377 838 39,796 50
3,150 1,217 738 1,692 1,781 331 12,950 16
8,559 4,744 6,325 13,269 14,090 1,531 79,163

1,018 979 680 1,500 1,665 247 9,267 12
1,797 79 12 7 12 3 2,596 3
1,427 202 40 137 26 3 12,337 16
4,317 3,484 5,593 11,625 12,387 1,278 54,963 69
8,559 4,744 6,325 13,269 14,090 1,531 79,163
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日
間
の
会
場
研
修
（
講
師
に
よ
る
直
接
指
導
）
が
基
本
と
な
っ

て
い
る
。
講
師
陣
に
は
、
理
学
、
工
学
、
社
会
学
、
情
報
、
市

民
防
災
等
各
分
野
の
第
一
線
で
現
在
活
躍
中
の
専
門
家
を
委
嘱

し
、
最
新
の
防
災
に
関
す
る
知
見
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
展
望

　

防
災
士
は
、
間
も
な
く
十
万
名
の
大
台
に
乗
る
。

　

私
ど
も
は
、
当
初
、
地
域
に
職
場
に
防
災
士
を
隙
間
な
く
配

置
し
た
い
と
考
え
た
。
し
か
し
、
諸
事
限
り
の
あ
る
中
で
、
広

く
配
置
し
よ
う
と
す
れ
ば
中
身
は
必
然
的
に
薄
く
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
防
災
士
に
な
る
為
の
研
修
に
つ
い
て
も
当
初
は
一
週

間
程
度
の
対
面
講
義
を
考
え
た
が
、
経
費
的
に
も
職
業
あ
る
い

は
学
業
等
と
の
関
係
か
ら
も
そ
れ
は
と
て
も
無
理
、
理
想
に
過

ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
、
妥
協
し
て
二
〜
三
日
間
に
落
ち
着
い
た

経
緯
が
あ
る
。
会
場
研
修
の
講
義
と
試
験
の
仕
組
み
で
も
、

人
々
の
意
識
を
防
災
に
向
け
る
と
い
う
こ
と
で
は
画
期
的
な
効

果
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
が
進
ん
で
み
る
と
、
熱
心
な
人
々
が

増
え
、
防
災
士
に
求
め
ら
れ
る
水
準
は
よ
り
高
度
の
も
の
と
な

認証防災士の年度別内訳

認証者内訳 2003年度
（6カ月）

2004年度
（12カ月）

2005年度
（12カ月）

2006年度
（12カ月）

2007年度
（12カ月）

2008年度
（12カ月）

男性防災士 1,499 3,277 5,213 5,778 5,468 6,913
女性防災士 82 150 399 557 560 749

合計 1,581 3,427 5,612 6,335 6,028 7,662

自治体主催研修養成者 258 138 826 1,644 1,968 1,949
民間研修機関養成者 1,320 3,030 3,867 4,325 3,647 3,632
特例認証者 3 259 919 366 413 2,081

防災士認証合計 1,581 3,427 5,612 6,335 6,028 7,662

消防職員 6 192 933 521 425 1,101
警察職員 0 2 3 8 2 671
郵便局長 1,223 1,969 1,793 1,899 1,790 1,828
その他 352 1,264 2,883 3,907 3,811 4,062

防災士認証合計 1,581 3,427 5,612 6,335 6,028 7,662
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っ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
日
本
防
災
士
会
が
資
格
取
得
後
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
お
り
当
機
構
と
し
て
も
こ
れ
を
支
援
す
る
態

勢
に
あ
る
が
、
今
後
は
こ
れ
を
質
量
と
も
に
強
化
し
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
①
実
践
力
の
附
与　

②
知
識
の
高
度
化　

③
防
災
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築　

④
原
子
力
、
テ
ロ

等
の
特
殊
災
害
へ
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
原
子
力
や
テ
ロ
等
は
ひ
と
た
び
起
き
れ
ば
大
型
の
自
然
災
害
と
同
様

の
衝
撃
を
社
会
に
与
え
る
の
で
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
知
識
の
高
度
化
の
点
で
は
、
防
災
士

の
中
か
ら
講
師
に
な
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
る
必
要
も
あ
る
。

　

特
に
今
後
と
も
肝
要
な
事
は
、
地
方
自
治
体
と
の
連
携
の
強
化
で
あ
る
。
自
然
災
害
対
策
は
地
域
住
民
に
直
接
責
任

の
あ
る
自
治
体
の
最
大
の
務
め
の
一
つ
で
あ
り
、
個
々
の
自
治
体
に
よ
っ
て
濃
淡
は
あ
る
も
の
の
最
近
は
関
心
が
特
に

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
為
条
例
規
則
等
の
中
で
民
間
の
力
を
引
き
出
す
工
夫
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
防
災
士
の
活
用
を
位
置
付
け
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
治
体
の
動
き
に
積
極
的
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
各
国
と
の
協
力
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
既
に
台
湾
・
韓
国
等
は
当
機
構
の
防
災
士
養
成
制
度
に
関

心
を
持
ち
、
民
間
の
自
主
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
承
知
し
た
上
で
政
府
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
当
機
構
と

意
見
交
換
を
し
、
防
災
士
教
本
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
語
に
翻
訳
す
る
な
ど
民
間
外
交
と
し
て
も
意
義
の
あ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

防
災
士
の
絶
対
数
を
増
や
す
と
い
う
基
本
線
を
し
っ
か
り
推
進
す
る
中
で
、
更
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
是
非

や
り
た
い
こ
と
は
山
積
し
て
い
る
。
正
に
日
暮
れ
て
途
遠
し
の
感
が
あ
る
が
、
社
会
の
防
災
力
強
化
の
為
に
こ
れ
か
ら

も
努
力
す
る
考
え
で
あ
る
。
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第
十
二
章ヒ

ュ
ー
マ
ン
ケ
ア

　
　
　
　

︱
人
間
回
復
に
む
け
て
︱

野
尻 

武
敏



著
　
者

　
　

野
尻　

武
敏
（
の
じ
り
・
た
け
と
し
）　

　
　

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
顧
問

　
　

神
戸
大
学
名
誉
教
授

　
　

大
阪
学
院
大
学
名
誉
教
授

　
　

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
協
同
学
苑
学
苑
長

　
　

経
済
学
博
士

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
兵
庫
県
長
寿
社
会
研
究
機
構
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授

　
　

二
〇
〇
一
年
〜
二
〇
〇
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
理
事
長

　
　

二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
〇
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
21
世
紀
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
理
事
長

　
　

二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
〇
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
会
長
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は
じ
め
に

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
す
で
に
二
十
年
に
な
る
が
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
」
と
は
、
震
災
後
の
い
わ
ゆ
る
「
創
造

的
復
興
」
の
中
で
口
に
さ
れ
始
め
、
や
が
て
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
旗
印
と
も
さ
れ
て
き
た
表
現
で
あ
り
、
当
時
、

兵
庫
県
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
だ
っ
た
「
長
寿
社
会
研
究
機
構
」
も
他
と
統
合
さ
れ
て
「
（（
世
紀
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機

構
」
と
改
称
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
兵
庫
県
で
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
は
、
実
質
的
に
は
、
わ
が
国
の
戦
後
思
潮
に
反
省

が
始
ま
る
一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
か
ら
、
そ
の
県
民
運
動
の
な
か
に
も
示
さ
れ
て
い
た
運
動
の
方
位
で
も
あ
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
先
の
研
究
機
構
の
理
事
長
を
承
り
県
民
運
動
で
も
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

私
の
想
い
も
こ
め
て
概
説
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

も
っ
と
も
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
」
に
は
定
ま
っ
た
訳
語
も
定
義
も
な
い
。
大
震
災
の
後
、
こ
の
表
現
が
出
始
め
て

ほ
ど
な
く
貝
原
俊
民
前
知
事
の
も
と
で
有
識
者
十
五
名
か
ら
な
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
懇
話
会
」
が
も
た
れ
た
が
、
統

一
的
な
定
義
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
私
は
米
国
人
の
あ
る
言
語
学
者
に
質
し
て
み
て
「
人
間
へ
の
心
ば
せ
」
と
い

う
こ
と
に
し
、
今
も
そ
う
し
て
い
る
。

　
　

大
震
災
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア

大
震
災
の
教
訓

　

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
未
明
の
あ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
・
（
、
規
模
で
は
太
平
洋
岸
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で
は
珍
し
く
も
な
い
地
震
だ
っ
た
に
し
て
も
、
成
熟
化
し
長
寿
化
す
る
近
代
大
都
市
を
襲
っ
た
都
市
直
下
型
の
激
震
と

し
て
は
、
史
上
未
曽
有
の
大
震
災
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
だ
け
に
ま
た
、
様
々
の
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
わ
が
国

の
戦
後
思
潮
に
根
本
的
な
反
省
を
迫
る
も
の
と
も
な
っ
て
き
た
。

　

深
く
思
い
知
ら
さ
れ
た
そ
の
一
は
、
近
代
都
市
と
都
市
生
活
の
脆
弱
さ
、
そ
し
て
近
代
科
学
技
術
や
近
代
文
明
の
限

界
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
よ
く
貝
原
知
事
が
口
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
崩
れ
落
ち
て
岩
肌
を
見
せ
る
高
台
、

横
転
し
て
山
を
な
す
架
線
や
近
代
ビ
ル
、
国
際
的
に
も
堅
牢
と
い
わ
れ
て
い
な
が
ら
大
き
く
捩
れ
て
横
た
わ
る
高
架
自

動
車
道
、
そ
れ
に
早
朝
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
瞬
に
奪
わ
れ
た
五
千
五
百
人
余
の
命
、
死
者
は
そ
の
後
も
増
え

続
け
て
六
千
四
百
人
余
と
な
る
震
災
犠
牲
者
、
そ
れ
ら
を
見
聞
き
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
っ
た
く
同
感
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
そ
の
二
と
し
て
、
さ
ら
に
三
つ
の
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
目
に
は
見
え
な
い
自
然
あ
る
い
は
目
に
見
え
な
い
世
界
に
襟
を
正
す
心
の
大
切
さ
で
あ
る
。
か
つ
て
哲
学
者

が
目
に
見
え
るnatura naturata
（
所
産
的
自
然
）
に
対
し
て
目
に
は
見
え
な
いnatura naturans

（
能
産
的
自
然
）

と
称
し
た
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
な
し
に
は
倫
理
も
成
立
し
な
い
は
ず
だ
が
、
近
代
人
は
こ
れ
を
も
原
始
宗
教
と
し
て
棄

て
去
っ
て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
大
震
災
の
な
か
で
、
そ
れ
が
近
代
人
の
驕
り
だ
っ
た
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
被
災
し
て
人
生
観
が
変
わ
っ
た
と
い
う
人
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。

　

次
に
、
心
の
通
い
合
う
人
間
関
係
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
）
の
も
つ
危
機
管
理
機
能
や

福
祉
機
能
も
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

当
時
の
実
態
調
査
に
よ
っ
て
も
、
震
災
犠
牲
者
に
は
高
齢
者
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
割
合
は
地
域
的
に
異
な
っ
て
お

り
、
そ
の
主
因
の
一
つ
は
家
族
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
濃
淡
に
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
あ
の
時
、
全
壊
し
た
家
の
前
に
立
っ
て
「
震
災
で
な
に
も
か
も
失
な
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
間
に
一
番
大
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切
な
も
の
を
手
に
入
れ
ま
し
た
」
と
漏
ら
す
人
も
、
一
、
二
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
昨
日
ま
で
ロ
ク
に
挨
拶
も
し
な

か
っ
た
隣
の
人
と
、
と
も
に
被
災
し
、
手
を
と
り
肩
を
寄
せ
て
慰
め
合
い
励
ま
し
合
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
あ
の
寒
い
一
月
中
旬
、
そ
こ
に
の
み
、
人
間
的
な
温
も
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
あ
の
震
災
は
、
わ
が
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
可
能
性
と
潜
在
力
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
九
九
五
年

一
月
か
ら
十
月
ま
で
の
十
カ
月
間
で
、
若
者
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
人
々
は
、
延
べ
で
は
あ
る
が

百
三
十
万
人
に
達
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
一
九
九
五
年
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ほ
ど
な
く

N
P
O
法
の
制
定
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

大
震
災
で
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
教
訓
は
、
わ
が
国
の
戦
後
思
潮
に
変
換
を
迫
る
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
そ
し

て
わ
れ
わ
れ
の
掲
げ
た「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
」は
、そ
の
変
換
の
方
位
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
思
潮
の
光
と
影

　

戦
後
の
わ
が
国
は
米
国
占
領
軍
に
よ
る
日
本
改
造
に
始
ま
り
、
戦
前
の
共
同
体
主
義
と
精
神
主
義
と
は
逆
に
個
人
主

義
と
物
質
主
義
が
支
配
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
個
人
主
義
は
個
中
心
の
思
想
を
生
み
、
物
質
主
義
は
、
経

済
第
一
主
義
と
と
も
に
、
目
に
見
え
る
形
で
立
証
で
き
る
科
学
的
真
理
の
外
は
真
理
と
認
め
な
い
科
学
主
義
の
風
潮
も

拡
げ
て
き
た
。
明
治
維
新
に
次
ぐ
第
二
の
近
代
化
と
も
い
え
る
こ
の
新
し
い
戦
後
思
潮
は
、
わ
が
国
に
各
種
の
光
を
も

た
ら
す
と
と
も
に
様
々
の
影
を
落
と
し
て
く
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

光
の
第
一
は
、
何
と
い
っ
て
も
人
権
思
想
の
普
及
だ
ろ
う
。
人
権
の
理
念
は
、
わ
が
国
に
も
こ
う
し
て
深
く
根
を
下

し
て
き
た
。
光
の
そ
の
二
は
、敗
戦
下
で
も
残
さ
れ
て
い
た
わ
が
国
の
高
い
技
術
水
準
、戦
後
の
米
国
と
の
友
好
関
係
、

そ
れ
に
自
由
無
差
別
原
則
に
立
っ
た
戦
後
の
世
界
貿
易（
G
A
T
T
体
制
）な
ど
に
も
助
け
ら
れ
て
実
現
さ
れ
て
き
た
、
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高
度
の
経
済
成
長
と
生
活
水
準
の
急
上
昇
だ
ろ
う
。
一
九
六
〇
年
代
末
の
六
八
年
に
は
世
界
第
二
の
経
済
大
国
に
浮
上

す
る
ほ
ど
の
勢
い
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
は
こ
う
し
て
、
二
十
年
余
り
で
人
権
思
想
が
普
及
し
モ
ノ
の
満
ち
溢
れ
る
「
豊

か
な
社
会
」（
J
・
K
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
）
に
仲
間
入
り
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
戦
後
思
潮
の
落
と
し
て
き
た
影
も
浅
く
は
な
い
。

　

ま
ず
、
人
権
の
主
張
が
個
人
主
義
と
結
ぶ
と
た
だ
権
利
だ
け
の
唯
権
利
主
義
と
な
り
、
民
主
主
義
は
も
っ
ぱ
ら
権
利

と
そ
の
保
障
を
要
求
す
る
「
要
求
民
主
主
義
」（
A
・
ウ
ッ
ツ
）
と
な
る
。
そ
し
て
民
主
制
の
も
と
で
は
、
そ
う
し
た

要
求
を
煽
る
も
の
は
い
て
も
敢
え
て
抑
え
る
も
の
は
な
く
な
っ
て
く
る
か
ら
、
社
会
の
全
体
が
「
パ
イ
の
分
奪
り
あ
い

社
会
」（
難
波
田
春
夫
）
と
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
ま
た
、
企
業
も
国
も
分
か
つ
べ
き
パ
イ
の
不
断
の
拡
大
に
追
い
込

ま
れ
、
高
度
経
済
成
長
の
社
会
力
学
が
形
成
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
だ
が
企
業
で
は
や
が
て
不
断
の
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
で
生
産
の
た
め
の
消
費
、
そ
れ
も
し
ば
し
ば
浪
費
と
い
っ
た
「
経
済
の
論
理
の
逆
転
」（
難
波
田
）
も
生
じ

て
く
る
。
そ
れ
に
、
経
済
成
長
率
は
成
長
の
率
だ
か
ら
、
分
母
と
な
る
G
D
P
が
急
増
し
て
ゆ
け
ば
い
ず
れ
は
低
下
を

免
れ
え
な
く
な
る
。
そ
し
て
そ
う
な
る
と
、
要
求
民
主
主
義
の
も
と
で
は
、
国
は
財
政
の
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
て
く
る

こ
と
に
も
な
る
。

　

個
人
主
義
は
ま
た
心
の
通
い
合
う
家
族
や
地
域
の
共
同
体
を
切
り
崩
し
て
い
く
。
そ
れ
に
、
こ
れ
と
も
結
ん
で
も
う

一
つ
、
重
要
な
影
が
つ
き
ま
と
う
。
人
間
の
倫
理
の
弛
緩
で
あ
る
。
個
人
主
義
は
価
値
観
の
多
様
化
を
伴
う
。
善
し
悪

し
は
時
と
処
と
人
に
よ
っ
て
も
異
な
り
う
る
か
ら
、
多
様
化
自
体
は
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
も
、
注
意
す

べ
き
は
多
様
化
は
相
対
化
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
対
化
は
価
値
基
準
に
ま
で
及
び
価
値
相
対
主
義
に

陥
る
危
険
も
内
に
も
つ
。
そ
し
て
こ
う
な
る
と
、
人
格
た
る
人
間
に
欠
か
せ
な
い
倫
理
は
崩
れ
、
人
心
の
退
廃
が
広
が

る
こ
と
に
も
な
る
。
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こ
う
し
て
わ
が
国
で
は
、
戦
後
、
人
権
意
識
の
高
揚
と
も
結
ん
で
「
奇
跡
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
高
度
の
経
済
成
長
も

一
九
六
〇
年
代
で
終
わ
り
、『
日
本
列
島
改
造
論
』（
田
中
角
栄
通
産
大
臣
）
や
『
日
本
沈
没
』（
小
松
左
京
）
で
大
き

く
揺
れ
始
め
る
な
か
で
、識
者
の
間
で
は
す
で
に
わ
が
国
の
「
危
機
」
が
口
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、予
想
さ
れ
る
「
財

政
の
破
綻
」「
人
心
の
退
廃
」「
人
口
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
」
そ
れ
に
「
自
然
環
境
の
破
壊
」
な
ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
八
〇
年
代
に
は
、
モ
ノ
の
満
ち
溢
れ
る
豊
か
さ
の
な
か
で
「
真
の
豊
か
さ
」
が
問
わ
れ
、「
ゆ
と
り
」
や
「
心

豊
か
さ
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
戦
後
思
潮
へ
の
反
省
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
だ
が
、
予
想
さ
れ
た
先
の
よ
う
な
わ
が
国
の
危
機
的
状
況
は
今
も
改
善
さ
れ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
現
実
問
題

と
も
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
超
克
し
て
い
く
に
は
、
わ
が
国
の
戦
後
思
潮
を
特
徴
づ
け
て
き
た
個
人
主
義
と
物
質

主
義
を
超
え
て
い
く
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

戦
後
思
潮
の
超
克
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア

　

参
画
と
協
働
の
県
民
運
動
を
進
め
て
き
た
兵
庫
県
の
歩
み
は
、
こ
う
し
た
点
か
ら
し
て
も
評
価
さ
れ
て
よ
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
、坂
井
時
忠
元
知
事
の
「
生
活
の
文
化
化
」、貝
原
前
知
事
の
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
兵
庫
づ
く
り
」、

そ
し
て
井
戸
敏
三
現
知
事
の
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い
兵
庫
づ
く
り
」
と
続
く
兵
庫
県
政
の
動
き
は
実
質
的
に
人
間
の

回
復
を
目
ざ
す
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
推
進
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
も
と
に
展
開
さ
れ
て
き
た
「
参
画
と

協
働
」
の
県
民
運
動
と
と
も
に
、
個
人
主
義
と
物
質
主
義
の
戦
後
思
潮
を
超
え
て
い
く
運
動
で
も
あ
っ
た
、
と
見
る
こ

と
も
で
き
る
。
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と
は
い
え
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
と
い
う
表
現
と
と
も
に
こ
の
運
動
が
い
っ
そ
う
自
覚
的
に
展
開
さ
れ
て
く
る
の
は
、

や
は
り
一
九
九
五
年
の
あ
の
大
震
災
の
教
訓
と
震
災
後
の
「
創
造
的
復
興
」
の
歩
み
の
な
か
か
ら
で
あ
っ
た
。
基
本
的

に
重
要
と
思
わ
れ
る
関
連
の
歩
み
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
震
災
直
後
か
ら
「
兵
庫
県
県
民
生
活
審
議
会
」（
会
長
：
三
木
信
一
神
戸
商
科
大
学
教
授
）
が
開
か
れ
、
翌

一
九
九
六
年
三
月
に
は
向
か
う
べ
き
「
真
の
成
熟
社
会
に
む
け
て
」
答
申
書
が
提
出
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
次
の
五
つ

の
要
件
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
①
一
人
ひ
と
り
の
豊
か
さ
の
実
現
、
②
主
体
的
・
能
動
的
な
市
民
参
加
、
③
文
化
的
価

値
の
洗
練
、
④
地
球
意
識
の
醸
成
、
⑤
安
全
・
安
心
へ
の
配
慮
。
そ
し
て
、
最
後
の
安
全
・
安
心
社
会
の
実
現
に
は
自

助
・
共
助
・
公
助
の
有
機
的
な
連
携
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
答
申
が
出
さ
れ
る
の
が
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア

が
言
わ
れ
始
め
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
も
、
記
憶
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
真
の
成
熟
社
会
」
に
向

け
た
答
申
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
当
時
の
具
体
的
な
展
開
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

続
い
て
、そ
の
翌
年
の
一
九
九
七
年
春
か
ら
は
参
画
と
協
働
の
県
民
運
動
に
再
検
討
が
始
ま
り
、翌
九
八
年
に
は
「
県

民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
条
例
」、
さ
ら
に
四
年
後
の
二
〇
〇
二
年
に
は
「
県
民
の
参
画
と
協
働
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
N
P
O
法
の
施
行
細
則
も
含
ん
で
い
た
が
、
こ
う

し
て
兵
庫
県
で
は
、
参
画
と
協
働
の
県
民
運
動
が
い
わ
ば
制
度
化
さ
れ
促
進
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

兵
庫
県
の
こ
う
し
た
歩
み
の
も
つ
思
想
史
的
意
義
は
、
小
さ
く
は
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
権
利
と
そ
の
保
障
を
要
求
す
る

「
要
求
民
主
主
義
」
か
ら
権
利
だ
け
で
な
く
共
同
の
責
任
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
ゆ
く
「
参
加
民
主
主
義
」
へ
の
転
換

を
進
め
る
歩
み
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
震
災
後
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
推
進
に
関
連
し
、
わ
れ
わ
れ
も
深
く
か
か
わ
っ
た
兵
庫
県
の
歩
み
を
、
も

う
二
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。
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一
つ
は
、
地
域
お
こ
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
か
か
わ
る
。
兵
庫
県
は
県
民
運
動
と
と

も
に
生
涯
学
習
に
つ
い
て
も
先
進
県
の
一
つ
で
あ
る
。
独
自
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
学
舎
を
も
つ
本
格
的
な
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
と
し
て
高
齢
者
向
け
の
「
い
な
み
野
学
園
」
が
創
設
さ
れ
た
の
も
一
九
六
九
年
に
遡
る
が
、
こ
の
学
園
に
「
地
域

活
動
指
導
者
養
成
講
座
」
が
開
か
れ
た
の
は
一
九
八
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
大
震
災
の
翌
年
に
は
、
性
別
は
も

ち
ろ
ん
年
齢
も
職
歴
も
問
わ
な
い
本
格
的
な
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
ざ
す
「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾
」
が
開
設
さ
れ

た
。
定
員
三
十
名
、研
修
期
間
二
年
、各
グ
ル
ー
プ
で
実
地
研
修
も
行
っ
て
地
域
活
動
に
関
す
る
卒
塾
論
文
を
作
成
し
、

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
た
修
了
者
に
は
「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
称
号
が
与
え
ら
れ
る
。
全
国

で
も
初
め
て
の
試
み
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
は
青
少
年
の
育
成
に
か
か
わ
る
倫
理
綱
領
の
選
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
震
災
直
後
の
県
内
の
悲
惨
な
少
年
殺

人
事
件
が
直
接
の
背
景
だ
っ
た
が
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
を
憂
慮
す
る
県
下
諸
団
体
の
代
表
が
会
し
て
県
民

大
会
を
も
ち
、
何
度
に
も
わ
た
る
起
草
委
員
会
を
通
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
世
紀
の
転
換
を
前
に
し
て
、
新
た
に

次
の
六
ヵ
条
か
ら
な
る
「
ひ
ょ
う
ご
青
少
年
憲
章
」
が
制
定
さ
れ
た
。

　
　

一
．
自
分
を
大
切
に
し
、
自
ら
を
律
し
、
行
い
に
責
任
を
も
っ
て
生
き
て
い
こ
う
。

　
　

二
．
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
正
義
感
を
も
ち
、
社
会
を
担
う
一
人
と
し
て
生
き
て
い
こ
う
。

　
　

三
．
人
の
痛
み
や
喜
び
を
感
じ
あ
え
る
心
を
も
っ
て
生
き
て
い
こ
う
。

　
　

四
．
多
様
な
人
々
の
存
在
を
受
け
入
れ
、
と
も
に
支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
こ
う
。

　
　

五
．
自
然
を
愛
し
、
生
命
を
尊
び
、
み
え
な
い
世
界
に
も
襟
を
正
し
て
生
き
て
い
こ
う
。

　
　

六
．
先
人
に
学
び
、
明
日
に
夢
を
え
が
き
、
勇
気
を
も
っ
て
未
来
を
拓
い
て
い
こ
う
。

　

全
般
に
そ
う
だ
が
、こ
と
に
第
一
・
第
三
・
第
五
条
に
は
、大
震
災
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
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県
民
運
動
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
表
現
が
生
ま
れ
る
の
は
大
震
災
の
後
だ
が
、
震
災
を
契
機
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
活
動
が
始
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
兵
庫
県
の
県
政
と
県
民
運
動
で
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
そ
の
方
向
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先

に
見
た
通
り
で
あ
る
。
県
民
運
動
を
中
心
に
、
ま
ず
そ
の
歩
み
を
概
説
し
て
お
こ
う
。

兵
庫
県
の
県
民
運
動
と
時
代
状
況
の
変
化

　

兵
庫
県
は
県
民
運
動
も
早
く
、
そ
の
体
系
的
な
展
開
に
し
て
も
戦
後
間
も
な
い
一
九
五
〇
年
代
に
遡
る
。
当
時
「
奇

跡
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
る
な
か
で
、
国
の
「
新
生
活
運
動
」
の
提
唱
に
応
え
て
県
内

諸
団
体
の
代
表
か
ら
な
る
「
新
生
活
運
動
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
各
種
の
県
民
運
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
一
九
五
六

年
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
高
度
経
済
成
長
の
時
代
は
一
九
六
〇
年
代
で
終
わ
り
、
七
〇
年
代
に
は
こ
れ
に
と
ど
め
を
さ
す
よ
う
な
事
件

が
相
次
い
で
き
た
。
早
々
に
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
、
次
い
で
両
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
、
さ
ら
に
資
源
・
環
境

面
か
ら
人
類
の
危
機
の
到
来
を
予
測
し
た
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
報
告
書
『
成
長
の
限
界
』
の
公
刊
、
こ
れ
ら
が
す
で
に
自

然
破
壊
や
学
園
紛
争
の
深
刻
化
し
て
い
た
わ
が
国
を
直
撃
し
、既
述
の
よ
う
に
田
中
通
産
大
臣
の
『
日
本
列
島
改
造
論
』

や
小
松
左
京
の
『
日
本
沈
没
』
で
国
全
体
が
大
き
く
揺
れ
始
め
る
こ
と
に
も
な
っ
て
き
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
は
、
そ
う
し
た
大
波
も
漸
く
収
ま
り
、「
飽
食
の
時
代
」
や
「
成
熟
社
会
化
」
が
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
同
時
に
高
齢
者
問
題
や
青
少
年
問
題
も
加
わ
っ
て
く
る
な
か
で
、「
真
の
豊
か
さ
」
や
「
生
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活
の
質
」
が
問
わ
れ
、「
ゆ
と
り
」
や
「
心
豊
か
さ
」
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
個
人
主
義
と
経
済
主
義
の

支
配
し
て
き
た
戦
後
思
潮
へ
の
反
省
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
る
歩
み
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た

経
済
は
、
八
〇
年
代
末
の
バ
ブ
ル
を
最
後
に
、「
空
白
の
20
年
」
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

県
民
運
動
の
新
展
開

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
時
代
状
況
の
こ
う
し
た
推
移
の
な
か
で
、
兵
庫
県
の
こ
と
に
県
民
運
動
は
ど
う
展

開
さ
れ
て
き
た
か
。

　

ま
ず
、
七
〇
年
代
に
入
っ
て
程
な
く
、
兵
庫
県
で
は
す
で
に
「
21
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、
新
し

い
世
紀
に
向
け
て
準
備
が
始
め
ら
れ
た
。
一
九
七
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
八
四
年
に
は
、
増
加
す
る
高

齢
者
問
題
や
青
少
年
問
題
を
前
に
、
同
協
会
内
に
「
家
庭
問
題
研
究
所
」
が
設
置
さ
れ
た
。
県
民
運
動
で
は
、
そ
れ
よ

り
先
、一
九
八
〇
年
に
、先
の
協
議
会
が「
生
活
文
化
県
民
運
動
推
進
協
議
会
」に
衣
替
え
し
て
い
た
。「
生
活
の
文
化
化
」

と
そ
の
多
様
化
に
注
目
さ
れ
て
い
た
坂
井
時
忠
元
知
事
の
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
一
九
八
七
年
、
貝
原
俊
民
前
知
事
の
も
と
で
、
こ
の
多
面
化
す
る
県
民
運
動
が
さ
ら
に
体
系
化
さ
れ
て
く

る
。
人
間
生
活
を
、「
人
と
人
」「
人
と
社
会
」「
人
と
自
然
」
の
三
つ
の
基
本
関
係
で
捉
え
て
、
そ
れ
ら
三
つ
の
角
度

か
ら
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
」「
す
こ
や
か
な
社
会
づ
く
り
」「
さ
わ
や
か
な
県
土
づ
く
り
」
を
進
め
る
三
様
の
県

政
と
県
民
運
動
が
提
唱
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
二
年
後
の
一
九
八
九
年
か
ら
、
そ
う
し
た
県
民
運
動
が
「
こ
こ
ろ
豊

か
な
兵
庫
を
目
ざ
す
県
民
運
動
」
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
協
力
す
る
民
間
諸
団
体
の
代
表
か
ら
な
る
推

進
組
織
も
一
九
九
一
年
か
ら
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
兵
庫
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
へ
と
改
称
さ
れ
て
き
た
。
国
の
方
で
「
生

活
大
国
五
ヵ
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
前
年
の
こ
と
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
体
系
化
さ
れ
て
き
た
県
民
運
動
は
、
一
九
九
五
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
の
復
興
過
程
で
一
段

と
自
覚
的
に
展
開
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
世
紀
の
変
わ
っ
た
二
〇
〇
一
年
の
夏
、
知
事
は
井
戸
敏
三
現

知
事
に
代
わ
る
が
、
県
政
で
は
同
年
に
「
21
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」、
翌
年
に
は
「
県
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
、
心
の
通
い
合
う
「
美
し
い
兵
庫
」
の
実
現
が
目
ざ
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
て
二
〇

〇
三
年
に
は
、「
県
民
生
活
の
再
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
を
進
言
し
た
県
民
生
活
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
県
民
運
動

の
協
議
会
も
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い
兵
庫
推
進
会
議
」
と
三
た
び
装
い
を
新
た
に
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
方
位

　

兵
庫
県
の
参
画
と
協
働
の
県
民
運
動
の
歩
み
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
わ
け
て
も
二
つ
の
こ
と
に
注
意

し
た
い
。

　

一
つ
は
県
政
に
「
生
活
の
文
化
化
」
が
掲
げ
ら
れ
た
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
歩
み
で
あ
る
。
力
点
は
推
移
し
て
く
る

が
基
本
線
に
は
一
貫
し
た
も
の
が
あ
る
。
運
動
の
体
系
化
が
進
め
ら
れ
た
貝
原
県
政
の
時
期
に
す
で
に
明
示
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
、「
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
」
だ
け
で
な
く
「
時
間
」「
空
間
」「
人
間
関
係
」
そ
し
て
「
人
間
」
そ
の
も
の
の
豊

か
さ
も
実
感
で
き
る
「
生
活
の
創
造
」
が
目
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
注
意
し
た
よ
う
に
、
物
の
満
ち
溢

れ
る
な
か
で
「
真
の
豊
か
さ
」
が
問
わ
れ
て
き
て
い
た
時
代
状
況
に
対
応
す
る
。
そ
し
て
こ
の
動
き
は
人
間
へ
の
回
帰

の
歩
み
で
あ
り
、
事
実
上
、
ほ
か
で
も
な
い
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
推
進
運
動
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

注
意
し
た
い
そ
の
二
は
、
こ
う
し
た
県
民
運
動
が
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
自
覚
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
も
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
戦
後
日
本
の
高
度
成
長
期
が
終
わ
り
戦
後
思
潮
が
大
き
く
揺
れ
始
め
る
一
九
七
〇
年

代
、
兵
庫
県
で
は
早
々
に
「
21
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、
三
年
後
の
一
九
七
五
年
に
は
県
の
総
合
計
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画
と
し
て
「
21
世
紀
へ
の
生
活
文
化
社
会
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
に
始
ま
る
「
生
活
文
化
県
民
運

動
」
も
、
こ
の
総
合
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
五
年
後
の
八
五
年
に
は
、
県
と
県
民
代
表
の
協
議
会
で

「
兵
庫
2
0
0
1
年
計
画
」（
計
画
期
間
：
一
九
八
六
年
〜
二
〇
〇
一
年
）
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
実
質
上
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
展
開
と
な
っ
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
兵
庫
県
の
県
民
運
動
は
、
戦
後
わ

が
国
の
高
度
経
済
成
長
を
推
進
し
た
戦
後
思
潮
の
超
克
運
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
自
覚
的
な

社
会
運
動
で
も
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
　

長
寿
社
会
研
究
か
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
へ

　

こ
う
し
て
県
民
運
動
が
21
世
紀
に
向
け
て
新
た
な
展
開
を
し
て
く
る
な
か
で
、県
の
研
究
体
制
も
整
備
さ
れ
て
く
る
。

（
財
）兵
庫
県
長
寿
社
会
研
究
機
構

　

既
述
の
よ
う
に
、
一
九
八
四
年
、
高
齢
者
や
青
少
年
の
諸
問
題
が
目
立
っ
て
く
る
な
か
で
、「
21
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創

造
協
会
」
内
に
「
兵
庫
県
家
庭
問
題
研
究
所
」
が
創
設
さ
れ
て
い
た
が
、
八
九
年
に
は
新
た
に
「
兵
庫
県
長
寿
社
会
研

究
所
」
を
も
つ
「
兵
庫
県
長
寿
社
会
研
究
機
構
」
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
三
年
後
の
一
九
九
二
年
に
、
家
庭
問
題
研
究

所
を
取
り
込
み
、
こ
れ
ら
二
つ
の
研
究
所
か
ら
な
る
長
寿
社
会
研
究
機
構
（
以
下
「
長
寿
研
」）
へ
と
発
展
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
貝
原
前
知
事
の
も
と
で
体
系
化
さ
れ
て
き
た
既
述
の
三
様
の
県
政
と
県
民
運
動
の
う
ち
、
わ
け

て
も
「
す
こ
や
か
な
社
会
づ
く
り
」
に
か
か
わ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
歩
み
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
長
寿
研
」
の
研
究
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
問
題
や
高
齢
化
問
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題
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
長
寿
化
の
進
む
社
会
で
の
経
済
・
社
会
問
題
か
ら
そ
の
社
会
に
生
き
る
人
間
の
人

生
問
題
ま
で
の
全
般
に
わ
た
る
こ
と
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
前
後
か
ら
県
民
運
動
と
と
も
に
こ
の
研
究
機
構
の
運
営
に

も
加
わ
っ
て
き
た
一
人
と
し
て
、
関
連
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
二
〜
三
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、「
長
寿
化
」
や
「
長
寿
社
会
」
と
い
う
表
現
自
体
、当
時
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。「
高
齢
化
」
や
「
高

齢
社
会
」
が
普
通
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
「
長
寿
研
」
の
設
立
準
備
委
員
会
も
「
高
齢
社
会
研
究
機
構
設
立
検
討
委
員

会
」で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、最
終
的
に
は
、も
っ
と
明
る
く「
長
寿
社
会
」に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
英
文
名
も
、
当
初
はA

ging Society

だ
っ
た
が
、
ほ
ど
な
くA

geless Society

に
代
え
ら
れ
、
こ

の
表
現
は
、
訪
問
外
国
人
に
も
何
度
か
注
目
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

も
う
一
つ
、
創
設
ま
も
な
い
頃
、
貝
原
知
事
か
ら
「
最
近
、
ア
メ
リ
カ
でproductive aging

と
い
う
こ
と
が
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
研
究
し
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
の
提
案
を
受
け
、
関
心
あ
り
と
思
わ
れ
る
学
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
数
人
と
何
度
か
集
ま
り
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
す
ぐ
分
か
っ
た
が
、

こ
の
標
語
を
日
本
語
に
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
随
分
と
も
め
た
。
そ
し
て
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
が
「
生
涯
現
役
・
生
涯
青

春
」
だ
っ
た
。
こ
の
表
現
も
、
今
で
は
商
品
名
な
ど
で
も
お
目
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
あ
の
時
の
ヒ
ン
ト
は
、

「
年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い
な
い
。
理
想
を
失
う
と
き
に
老
い
が
く
る
」
と
い
う
サ
ミ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」

の
詩
の
一
節
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
し
て
も
、「
長
寿
研
」の
目
ざ
し
た
研
究
対
象
が
、長
寿
化
す
る
社
会
の
社
会
・
経
済
動
向
だ
け
で
な
く
、

そ
の
な
か
で
生
き
る
人
間
の
生
き
方
（
人
生
論
）
に
も
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
知
ら
れ
よ
う
。
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大
震
災
と
長
寿
研

　

そ
れ
か
ら
程
な
く
の
一
九
九
五
年
一
月
、
あ
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
で
あ
る
。
こ
の
大
震
災
は
、
前
に
も
触
れ

た
よ
う
に
、
規
模
こ
そ
Ｍ
7
・
3
だ
っ
た
が
、
長
寿
化
の
進
む
近
代
都
市
を
襲
っ
た
大
都
市
直
下
型
の
大
震
災
と
し
て

は
史
上
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
わ
が
国
の
戦
後
思
潮
へ
は
痛
打
と
な
り
、
被
災
後
に
目
ざ
さ
れ
た
復

興
も
、
単
な
る
復
旧
で
は
な
く
「
創
造
的
復
興
」
と
な
っ
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
「
長
寿
研
」
は
、
ま
ず
震
災
直
後
の
実
態
調
査
を
担
当
し
、
調
査
を
通
し
て
人
の
命
の
重
さ
と
と

も
に
家
族
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
も
つ
危
機
管
理
機
能
や
福
祉
機
能
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
ほ
ど

な
く
、
人
の
生
と
死
、
人
間
の
タ
テ
・
ヨ
コ
の
共
同
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
関
す
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

県
内
各
地
で
の
学
習
会
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
か
か
わ
る
研
究
と
研
究
成
果
の
公
刊
な
ど
に
力
を
注
い
で
き
た
。

　

も
う
一
つ
、
震
災
直
後
か
ら
、
医
療
・
保
健
関
係
に
属
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
活
動
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
各
地
の

保
健
所
に
精
神
科
の
救
援
所
が
開
設
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
春
、「
長
寿
研
」
の
な
か
に
も
「
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
研
究
所
」
が
開
設
さ
れ
た
。
当
時
、国
の
方
で
も
企
画
庁
の
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
採
り
上
げ
ら
れ
、

日
本
学
術
会
議
で
も
検
討
が
始
ま
っ
て
い
た
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
研
究
所
」
の
設
置
に
先
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
被
災

者
の
受
け
た
「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）
や
「
P
T
S
D
」（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
だ
け
で
な
く
、
長
寿
化

す
る
社
会
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も
か
か
わ
る
研
究
・
教
育
の
場
が
、
こ
う
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
世

紀
の
終
わ
る
二
〇
〇
〇
年
の
四
月
、
世
界
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
長
寿
研
」
は
こ
う
し
て
「
家
庭
問
題
」「
長
寿
社
会
」「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
と
三
つ
の
研
究
所
を
も
つ
研
究
機
構
と

な
っ
て
き
た
。
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ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
へ

　
「
長
寿
研
」
は
、し
か
し
、世
紀
の
改
ま
っ
た
二
〇
〇
一
年
春
か
ら
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
」
と
改
称
さ
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
歩
み
は
二
つ
の
段
階
を
踏
ん
だ
。
ま
ず
、
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
「
長
寿
研
」
が
「
兵
庫
県
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ケ
ア
研
究
機
構
」
と
な
り
、
所
在
地
も
そ
れ
ま
で
の
県
民
会
館
か
ら
H
A
T
神
戸
内
に
完
成
し
た
「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
・
ひ
と
未
来
館
」
に
移
転
す
る
。
が
、
二
年
後
の
二
〇
〇
三
年
に
は
、
同
様
に
同
館
に
移
っ
て
い
た
「
21
世
紀

ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会
」
に
併
合
さ
れ
る
形
で
「
21
世
紀
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
」（
以
下
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
研
」）
と

な
っ
た
。
三
十
年
前
、
坂
井
元
知
事
の
も
と
で
創
設
さ
れ
た
「
21
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会
」
の
歩
み
が
、
こ
の
よ
う

な
形
で
結
実
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
」
は
装
い
を
新
た
に
し
て
き
た
が
、「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
研
究
所
」
を
加
え

た
ほ
か
は
、
研
究
・
講
演
会
・
出
版
な
ど
、「
長
寿
研
」
時
代
と
大
差
の
な
い
事
業
展
開
を
続
け
て
き
た
。

　

た
だ
、
新
た
に
掲
げ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
」
に
関
し
て
は
、
機
構
内
の
懇
話
会
や
研
究
会
が
よ
く
持
た
れ
、
議
論

は
し
ば
し
ば
文
明
論
に
及
び
、
二
十
一
世
紀
に
望
ま
れ
る
そ
の
方
位
が
話
題
と
な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
全
人
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
も
と
に
伝
統
医
学
や
医
療
・
福
祉
関
係
の
各
種
の
ケ
ア
を
見
直
す
公
開
講
座

（「
ひ
ょ
う
ご
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」）
も
開
設
さ
れ
た
。

　

そ
の
背
景
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
研
」
に
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
研
究
所
」
が
加
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
が
、
事
情
は

程
な
く
変
わ
っ
て
く
る
。
県
の
方
で
か
ね
て
建
設
中
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
関
係
の
「
セ
ン
タ
ー
」
の
建
物
が
同
じ

H
A
T
神
戸
内
に
完
成
し
た
二
〇
〇
四
年
四
月
、「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
研
究
所
」
も
新
た
に
「
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
発
足
し
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
研
」
が
同
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
を
県
か
ら
委
託
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
。
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と
も
あ
れ
、
世
紀
の
転
換
の
頃
に
は
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
」
と
い
う
表
現
は
、
そ
れ
が
研
究
機
構
名
に
掲
げ
ら
れ

る
ま
で
に
一
般
化
し
て
き
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
連
す
る
意
見
の
総
括
と
し
て
、
も
う
一
つ
触
れ
て
お
き

た
い
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九
五
年
の
あ
の
大
震
災
の
翌
年
か
ら
、
震
災
復
興
特
定
事
業
の
一
つ
と
し
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ

ー
ク
の
構
想
が
検
討
さ
れ
て
く
る
が
、
そ
の
な
か
で
使
用
さ
れ
て
き
た
の
が
こ
の
表
現
の
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
る
。
ヘ

ル
ス
ケ
ア
よ
り
も
も
っ
と
広
く
深
い
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ケ
ア
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
っ
て
著
名
な
識
者
も
交
じ
え
て
何
度
か
検
討
会
が
も
た
れ
た
の
ち
、
出
さ
れ
た
意
見
が
次

の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
「
近
年
、
社
会
や
経
済
構
造
の
変
化
が
人
々
の
生
命
や
生
活
に
関
し
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
家
族
観
や
価
値
観

に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
生
命

の
は
か
な
さ
や
近
代
科
学
の
限
界
が
認
識
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
兵
庫
県
で
は
、
す
べ
て
の
県
民
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
か
ら
だ
け
で
な
く
、
芸
術
や
哲
学
、
宗
教
、
倫
理
、

文
化
な
ど
の
幅
広
い
分
野
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
人
々
の
心
身
を
癒
し
、
い
の
ち
の
尊
さ
へ
の
認
識
を
深
め
、
生
き
る

意
慾
を
高
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
は
た
ら
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
か
け
を

〈
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
〉
と
名
づ
け
る（

注
）」。

戦
後
日
本
の
思
潮
や
近
代
文
明
に
対
す
る
批
判
的
な
ト
ー
ン
の
な
か
で
、
創
造

的
復
興
と
新
し
い
世
紀
に
期
待
さ
れ
る
人
間
回
復
の
方
位
も
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
研
の
変
容

　

だ
が
、こ
う
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
を
掲
げ
て
再
出
発
し
た
研
究
機
構
も
、五
年
が
経
過
し
、ふ
た
た
び
変
容
す
る
。

二
〇
〇
六
年
四
月
、「
21
世
紀
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
」
は
、
震
災
後
（
一
九
九
七
年
）
に
設
立
さ
れ
「
ひ
と
未
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来
館
」
の
管
理
者
で
も
あ
っ
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
」

に
統
合
さ
れ
て
、「
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
」（
以

下
「
21
世
紀
研
」）
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

む
ろ
ん
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
研
」
が
実
質
的
に
も

消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
し
い
「
21
世
紀
研
」
も
、「
21
世
紀

文
明
の
創
造
」
を
掲
げ
て
、「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
共

生
社
会
の
実
現
」
を
目
ざ
し
、
研
究
調
査
本
部
に
は
発
足
当
初
、

「
安
全
安
心
社
会
研
究
所
」「
地
域
政
策
研
究
所
」
と
と
も
に
「
長

寿
社
会
政
策
研
究
所
」
と
「
少
子
・
家
庭
政
策
研
究
所
」
が
置
か

れ
た
。
ま
た
、
事
業
セ
ン
タ
ー
と
し
て
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
」
と
と
も
に
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
配
さ
れ
、
後
者

で
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
と
結
ぶ
公
開
講
座
「
ひ
ょ
う
ご
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ケ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」は
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
実
質
的
に
は「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
研
」
の
発
展
的
解
消
と
も
い
え
よ
う
。

　

事
実
、「
21
世
紀
研
」
も
研
究
の
基
本
理
念
と
し
て
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ケ
ア
を
掲
げ
て
お
り
、
定
款
の
第
三
条
に
は
、
こ
の
研
究
機
構

の
「
目
的
」
と
し
て
こ
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
法
人
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
得
た
21
世

紀
の
成
熟
社
会
の
基
本
課
題
で
あ
る
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、

ひょうご震災記念21世紀研究機構への歩み

年・月 ㈶阪神・淡路大震災記念協会 ㈶21世紀ひょうご創造協会 ㈶兵庫県長寿社会研究機構
1972.11
（Ｓ47）

設立　㈶21世紀ひょうご
　　 創造協会

1989.10
（H1）

設立　㈶兵庫県長寿社会
　　 研究機構

1997.12
（H9）

設立　㈶阪神・淡路大震災
　　 記念協会

2001.4
（H1３）

改組　㈶兵庫県ヒューマン
　　 ケｱ研究機構

200３.4
（H15）

統合　㈶21世紀ヒューマン
　　 ケｱ研究機構

2006.4
（H18）

統合　㈶ひょうご震災記念
　　 21世紀研究機構

2010.4
（H22）

公益財団法人移行
（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構
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共
生
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
命
の
尊
厳
と
生
き
る
歓
び
を
高
め
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
理
念
に
基
づ
き
、
総
合
的

な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
諸
課
題
に
つ
い
て
政
策
提
言
等
を
行
い
、
も
っ
て
21
世
紀

文
明
の
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

　
「
21
世
紀
研
」
も
、
そ
の
精
神
に
お
い
て
、
な
に
よ
り
も
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
な
の
で
あ
る
。

　
　

二
十
一
世
紀
文
明
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア

　

最
後
に
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
研
」
の
時
代
に
二
十
一
世
紀
文
明
の
創
造
に
当
た
り
、
近
代
文
明
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
の

抱
い
て
い
た
見
方
を
概
括
し
て
、
結
び
に
代
え
た
い
。

日
本
の
近
代
化
と
二
十
一
世
紀
へ
の
期
待

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
初
め
に
注
意
し
た
よ
う
に
、
近
代
都
市
と
都
市
生
活
の
脆
弱
性
を
明
ら
か
に
し
近
代
文
明

の
限
界
を
告
げ
る
大
災
害
で
も
あ
っ
た
。そ
し
て
、そ
の
十
六
年
後
に
は
、こ
ん
ど
は
激
震
に
大
津
波
と
原
発
事
故
も
伴

っ
て
日
本
列
島
東
北
部
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震
災
で
、わ
れ
わ
れ
は
再
び
近
代
文
明
の
限
界
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
角
度
か
ら
す
る
と
、
一
九
九
五
年
の
あ
の
大
震
災
の
後
、
世
紀
の
転
換
を
目
前
に
し
て
わ
れ
わ
れ
の
間
で
進
め

ら
れ
た
「
創
造
的
復
興
」
の
努
力
と
掲
げ
ら
れ
て
き
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
」
の
旗
印
は
、
わ
が
国
の
戦
後
思
潮
だ
け

で
な
く
同
時
に
近
代
文
明
そ
の
も
の
を
超
え
て
い
く
運
動
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

わ
が
国
の
近
代
化
の
始
ま
り
は
明
治
維
新
に
ま
で
遡
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
一
九
四
五
年
の
敗
戦
そ
し
て
米
国
占
領

軍
の
日
本
改
造
と
続
く
な
か
で
、戦
前
の
わ
が
国
に
は
「
前
近
代
的
」「
封
建
的
」
と
い
っ
た
烙
印
が
押
さ
れ
て
き
た
。
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そ
し
て
「
近
代
化
」
の
名
の
も
と
に
、
既
述
の
よ
う
に
個
人
主
義
と
物
質
主
義
（
経
済
主
義
、
科
学
主
義
）
が
支
配
し

性
善
説
的
な
人
間
観
と
と
も
に
自
由
主
義
的
な
風
潮
も
広
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
近
代
化
の
先
頭
を
切
っ

た
西
欧
諸
国
で
、
絶
対
王
制
の
も
と
で
国
民
国
家
の
形
成
が
進
め
ら
れ
た
の
ち
、
十
七
世
紀
末
か
ら
の
「
改
革
と
革
命
」

の
時
代
、
文
化
史
的
に
は
い
わ
ゆ
る
啓
蒙
期
を
通
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
第
二
の
近
代
化
で
あ
り
、
米
国
自
体
そ
の
中

で
生
ま
れ
て
き
た
国
で
あ
っ
た
。
と
な
る
と
、
戦
後
の
わ
が
国
は
、
啓
蒙
期
い
ら
い
の
欧
米
二
百
年
の
歩
み
を
い
わ
ば

二
十
年
で
疾
走
し
た
こ
と
に
な
り
、
近
代
文
明
の
明
暗
も
そ
れ
だ
け
顕
著
に
示
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

わ
が
国
の
戦
後
思
潮
と
し
て
前
に
触
れ
て
き
た
と
こ
ろ
を
総
括
す
れ
ば
、
戦
後
、
近
代
化
の
名
の
も
と
に
人
権
理
念

と
と
も
に
自
由
民
主
主
義
が
一
挙
に
広
が
り
、
経
済
成
長
と
生
活
水
準
の
向
上
が
「
奇
跡
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
勢
い
で

進
み
、
戦
後
二
十
年
足
ら
ず
で
欧
米
先
進
諸
国
と
並
ぶ
ま
で
に
な
っ
て
き
た
。

　

だ
が
、
こ
の
高
度
成
長
も
「
東
京
五
輪
」（
一
九
六
四
年
）
と
「
大
阪
万
博
」（
一
九
七
〇
年
）
で
も
っ
て
終
わ
る
。

そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
内
で
は
す
で
に
六
〇
年
代
か
ら
激
化
し
て
い
た
学
園
紛
争
が
、
大
学
か
ら
高
校
・
中
学

に
ま
で
広
が
る
な
か
で
、
世
界
的
に
も
、
ま
ず
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
、
さ
ら
に
両
度
の
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
と
続
き
、
戦

後
わ
が
国
を
有
利
に
し
て
き
た
国
際
環
境
も
一
変
す
る
。
次
い
で
八
〇
年
代
に
は
、
溢
れ
る
豊
か
さ
の
な
か
で
「
真
の

豊
か
さ
」
が
問
わ
れ
始
め
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち
九
〇
年
代
に
は
近
代
都
市
直
下
型
の
大
震
災
で
近
代
文
明
の
限
界
を

思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

と
な
る
と
、
震
災
後
の
復
興
活
動
の
な
か
で
来
た
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
期
待
さ
れ
た
方
位
が
近
代
文
明
の
超
克
と

な
る
べ
き
こ
と
は
、
自
然
の
勢
い
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
昔
に
帰
る
こ
と
で
は
な
い
。
わ
が
国
の
第
二
の
近
代
化
の
そ

の
光
は
伸
ば
し
そ
の
影
は
抑
え
て
高
次
化
し
て
ゆ
く
、
い
わ
ゆ
る
「
止
揚
」（
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
）
の
方
向
で
な
く
て

は
な
る
ま
い
。
わ
れ
わ
れ
の
掲
げ
て
き
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
に
は
、
そ
う
し
た
想
い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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近
代
文
明
の
光
と
影

　

近
代
文
明
の
基
本
性
格
に
つ
い
て
は
、広
く
知
ら
れ
る
諸
規
定
が
存
在
す
る
。「
合
理
主
義
」（
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
）、

「
理
性
信
仰
」（
E
・
ハ
イ
マ
ン
）、「
経
済
主
義
」（
W
・
ゾ
ム
バ
ル
ト
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
い
ま
一
つ
「
個
中

心
思
想
」を
加
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
で
思
想
史
的
に
重
要
な
動
き
と
し
て
、西
欧
中
世
末
期
の
ス
コ
ラ
の
間
の「
普

遍
論
争
」
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
普
遍
的
な
る
も
の
の
実
在
性
に
か
か
わ
る
論
争
だ
っ
た
が
、
実
在
す
る
の

は
あ
れ
こ
れ
の
個
体
だ
け
と
い
う
議
論
が
当
時
す
で
に
力
を
占
め
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

政
治
・
社
会
問
題
で
は
個
中
心
は
個
人
に
も
個
集
団
に
も
生
じ
て
く
る
が
、
近
代
化
の
先
頭
を
切
っ
た
西
欧
で
ま
ず

支
配
し
て
き
た
の
は
後
者
だ
っ
た
。
中
世
の
普
遍
主
義
的
・
宗
教
的
統
一
を
破
っ
て
国
民
国
家
の
形
成
が
相
次
ぎ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
富
国
強
兵
を
競
い
合
う
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
近
代
化
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
十
五
〜
十
六
世
紀
か
ら
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
担
っ
た
の
は
絶
対
王
制
と
そ
の
も
と
で
の
重
商
主
義
の
統
制
経
済
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
一
部
は
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
十
七
世
紀
末
か
ら
の
「
改
革
と
革
命
」
の
時
代
、
文
化
史
的
に
は
い
わ
ゆ

る
「
啓
蒙
期
」
を
通
し
て
、こ
の
政
治
・
経
済
体
制
は
崩
れ
、個
人
中
心
の
人
権
思
想
に
立
つ
自
由
民
主
制
と
レ
ッ
セ
・

フ
ェ
ー
ル
の
自
由
市
場
経
済
が
一
般
化
し
て
く
る
。

　

そ
し
て
こ
の
間
、
生
活
・
文
化
面
で
も
個
中
心
が
広
が
っ
て
く
る
、
宗
教
で
は
す
で
に
啓
蒙
期
に
も
先
立
っ
て
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
が
生
ま
れ
、
啓
蒙
期
の
知
識
人
に
は
広
く
「
理
神
論
」
が
支
配
し
、
や
が
て
無
神
論
も
登
場
し
て
く

る
。
そ
し
て
、
自
然
・
人
文
い
ず
れ
の
分
野
で
も
近
代
的
な
科
学
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
化
し
進
歩
し
て
く
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
と
結
ん
で
技
術
革
新
も
進
み
、
十
八
世
紀
末
か
ら
は
産
業
革
命
の
波
も
高
ま
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
、

生
活
・
文
化
の
諸
領
域
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
開
放
さ
れ
お
の
お
の
に
自
己
展
開
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
、
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個
中
心
の
近
代
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
て
十
九
世
紀
に
は
、
欧
米
で
は
「
百
年
に
も
満
た
な
い
う
ち
」
に
「
過
去
の
世
代
の
す
べ
て
を
合
計
し
た
よ

り
も
大
量
の
」
物
質
生
産
力
の
上
昇
（
K
・
マ
ル
ク
ス
、
F
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
）
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
十
九
世
紀
百
年
で

人
口
は
三
倍
増
す
る
な
か
で
、
人
は
初
め
て
日
々
の
「
飢
え
と
病
か
ら
の
解
放
」（
E
・
ハ
イ
マ
ン
）
を
経
験
し
始
め

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

む
ろ
ん
、
新
た
な
問
題
が
生
じ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
と
に
、
経
済
が
重
商
主
義
の
「
前
期
資
本
主
義
」
か

ら
自
由
主
義
の
「
高
度
資
本
主
義
」（
W
・
ゾ
ム
バ
ル
ト
）
に
進
む
な
か
で
民
衆
の
間
の
分
配
の
不
平
等
は
深
ま
り
、

労
働
者
た
ち
の
個
集
団
的
な
階
級
闘
争
も
激
化
し
て
き
た
。
が
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
た
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
で
さ

え
、
未
来
に
「
各
人
の
自
由
の
発
展
が
万
人
の
自
由
の
発
展
の
条
件
と
な
る
」
社
会
の
到
来
を
約
束
し
て
い
る
。

　

十
九
世
紀
に
は
、
広
く
自
然
の
「
進
化
論
」
と
と
も
に
人
間
社
会
の
「
歴
史
必
然
発
展
法
則
」
の
理
念
が
支
配
し
て

き
て
い
た
の
で
あ
る
。「
神
は
死
ん
だ
」（
F
・
ニ
ー
チ
ェ
）、
神
な
き
時
代
の
「
代
用
宗
教
」（
G
・
ヴ
ァ
イ
サ
ー
）
と

し
て
「
進
歩
の
宗
教
」（
C
h
・
ド
ー
ソ
ン
）
が
広
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
続
く
二
十
世
紀
は
そ
れ
ほ
ど
明
る
い
世
紀
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
、
近
代
文
明
の
先
頭
を
切
っ
て
き
た
西
欧
の
位
置
が
揺
ら
い
で
き
た
。
O
・
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
『
西
洋
の
没

落
』
が
世
に
出
た
の
は
一
九
一
八
年
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
一
九
三
四
年
か
ら
は
A
・
J
・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
『
歴
史
の
研

究
』
十
巻
が
続
刊
さ
れ
始
め
、
西
欧
中
心
の
歴
史
観
も
改
訂
さ
れ
て
き
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
中
心
が
西
欧
こ
と
に
英
国
か
ら
米
国
へ
（
パ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ー
ニ
カ
か
ら
パ
ッ
ク
ス
・
ア

メ
リ
カ
ー
ナ
に
）
移
り
、
近
代
化
が
日
本
を
先
頭
に
欧
米
外
に
も
拡
大
し
て
き
た
地
政
学
的
な
変
化
も
あ
り
、
近
代
文

明
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
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近
代
文
明
を
特
徴
づ
け
て
き
た
科
学
技
術
の
進
歩
と
物
質
生
産
力
の
増
強
は
、
二
十
世
紀
に
は
む
し
ろ
加
速
し
て
き

た
。
そ
れ
に
、
人
権
思
想
と
結
ぶ
民
主
制
や
民
族
の
自
決
は
広
が
り
、
各
種
の
国
際
機
構
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
二
十
世
紀
は
、
両
度
の
世
界
大
戦
と
両
度
の
共
産
主
義
革
命
で
未
曽
有
の
大
量
殺
戮
の
世
紀
と
も
な
っ
て
き
た
。
そ

れ
に
、
経
済
成
長
を
加
速
す
る
市
場
競
争
の
な
か
で
や
が
て
不
断
の
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
に
よ
る
生
産
拡
大
と
い
っ
た

「
ム
ダ
の
制
度
化
」
も
日
常
化
さ
せ
な
が
ら
、
人
類
は
そ
れ
だ
け
急
速
に
資
源
や
環
境
の
自
然
の
限
界
に
突
き
当
た
り

「
持
続
可
能
な
開
発
」
を
模
索
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
た
。

　

文
明
状
況
に
関
連
し
て
も
う
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
二
十
世
紀
で
最
も
進
ん
だ
研
究
領
域
の
一
つ

は
物
理
学
だ
が
、
こ
れ
は
核
開
発
技
術
を
生
み
、
そ
の
落
と
し
子
の
核
戦
力
は
、
今
で
は
、
現
有
量
だ
け
で
人
類
絶
滅

の
危
険
を
孕
む
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
一
世
紀
に
進
歩
の
最
も
期
待
さ
れ
る
研
究
領
域
の
一
つ
に
生
命
科

学
が
あ
り
、
今
日
す
で
に
再
生
医
学
の
実
用
化
も
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
分
野
で
有
り
う
る
最
も
危
険
な
歩
み
は
、
ク

ロ
ー
ン
人
間
の
作
成
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
人
間
の
自
殺
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

あ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
が
、
今
に
し
て
想
い
出
さ
れ
る
。「
人
は
、
心
に
お
い
て
正
し
け
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

生
き
物
の
な
か
で
最
高
の
存
在
で
あ
る
が
、
心
に
お
い
て
正
し
く
な
け
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
の
な
か
で
最
も
愚
か

な
も
の
と
な
る
」。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
と
近
代
の
超
克

　

近
代
文
明
の
以
上
の
よ
う
な
歩
み
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
三
つ
の
点
に
注
意
し
た
い
。

　

近
代
は
神
よ
り
も
人
間
の
知
性
に
信
を
お
く
「
理
性
信
仰
」
が
広
が
り
、
加
速
し
て
く
る
技
術
進
歩
と
経
済
発
展
の

な
か
で
十
九
世
紀
に
は
「
歴
史
必
然
発
展
法
則
」
と
い
っ
た
「
代
用
宗
教
」
も
生
ま
れ
て
き
た
。
だ
が
今
日
、
当
時
よ
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り
も
は
る
か
に
「
豊
か
な
社
会
」（
Ｊ
・
K
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
）
に
い
な
が
ら
、
少
な
か
ら
ぬ
人
々
が
人
間
の
終
末
を

さ
え
危
惧
す
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

富
や
力
は
人
間
生
活
に
欠
か
せ
な
い
手
段
で
あ
り
、
科
学
や
技
術
は
そ
れ
ら
の
増
強
に
大
き
く
貢
献
す
る
。
だ
が
、

科
学
や
技
術
は
必
然
進
歩
の
法
則
に
従
う
が
、
そ
の
成
果
を
用
い
る
人
間
の
心
、
そ
の
倫
理
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
こ

の
た
め
、
科
学
・
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
生
じ
う
る
危
険
も
ま
た
増
大
す
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
も
う
一
つ
、
価
値
観
の
多
様
化
と
結
ぶ
個
人
主
義
的
な
自
由
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
先
に
わ
が

国
の
戦
後
思
潮
の
展
開
に
関
連
し
て
、
価
値
観
の
多
様
化
は
自
然
の
こ
と
だ
が
、
個
人
主
義
的
な
多
様
化
は
価
値
相
対

主
義
に
導
か
れ
て
い
く
危
険
を
有
す
る
こ
と
に
注
意
し
た
。
こ
れ
は
自
由
の
考
え
方
と
不
可
分
に
結
び
合
う
。
自
由
に

は
「
〜
か
ら
の
自
由
」
と
「
〜
へ
の
自
由
」
が
あ
る
が
、
個
人
主
義
的
な
自
由
は
前
者
、
つ
ま
り
「
拘
束
か
ら
の
自
由
」

と
な
り
、
つ
い
に
は
倫
理
的
拘
束
か
ら
の
解
放
に
ま
で
進
む
こ
と
に
も
な
る
。
そ
し
て
そ
う
な
る
と
、
す
で
に
十
九
世

紀
初
頭
に
あ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
が
予
言
し
て
い
た
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
は
「
欲
望
の
体
系
」
と
な
り
「
人

倫
の
喪
失
態
」
と
な
る
。

　

近
代
文
明
の
光
の
面
で
あ
る
科
学
技
術
と
物
質
生
産
力
の
飛
躍
的
な
上
昇
は
、
わ
が
国
は
、
明
治
維
新
（
一
八
六
八

年
）
以
降
だ
か
ら
、欧
米
に
百
年
遅
れ
な
が
ら
、二
十
世
紀
初
頭
に
は
欧
米
列
強
を
追
う
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
戦
後
、

二
十
世
紀
中
葉
以
降
の
第
二
の
近
代
化
で
新
た
に
加
え
て
き
た
光
の
面
は
、
な
に
よ
り
も
人
権
理
念
に
立
っ
た
民
主
主

義
の
普
及
だ
ろ
う
。
だ
が
、
現
実
の
生
活
に
は
ま
だ
深
く
キ
リ
ス
ト
教
の
地
下
水
が
流
れ
各
種
の
共
同
体
も
存
続
す
る

欧
米
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
敗
戦
と
米
国
占
領
軍
の
日
本
改
造
に
始
ま
っ
た
わ
が
国
の
戦
後
は
、
伝
統
的
な
倫
理
も

共
同
体
も
切
り
崩
さ
れ
、
近
代
の
個
人
主
義
と
物
質
主
義
が
モ
ロ
に
支
配
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
人

権
理
念
は
唯
権
利
主
義
の
人
権
主
張
と
な
り
、
そ
の
民
主
主
義
は
典
型
的
な
「
要
求
民
主
主
義
」
と
な
っ
て
き
た
。
そ
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し
て
こ
れ
は
、
高
度
経
済
成
長
の
社
会
力
学
を
形
成
は
し
た
が
、
つ
い
に
は
財
政
の
破
綻
を
残
し
人
心
の
退
廃
も
招
い

て
き
た
。
で
は
、
今
、
何
が
欠
か
せ
な
い
か
。
理
念
上
重
要
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
点
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

人
間
は
単
独
で
は
生
き
て
い
け
な
い
共
生
動
物
だ
か
ら
、
個
人
主
義
的
な
唯
権
利
主
義
な
ど
、
人
間
存
在
の
こ
の
基

本
事
実
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
個
人
の
権
利
の
主
張
と
と
も
に
共
同
の
責
任
へ
の
参
加
も
欠
か
せ
な
く
な
る

は
ず
で
あ
る
。
要
求
民
主
主
義
か
ら
参
加
民
主
主
義
へ
の
転
換
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
兵
庫
県
の
「
参
画
と

協
働
」
の
県
政
と
県
民
運
動
は
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
「
市
民
奉
仕
」（Zivildienst

）
の
制
度
化
な
ど
と
と
も
に
評
価
さ

れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
民
主
主
義
を
支
え
る
人
権
の
理
念
の
生
成
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
よ
く
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
は
、
そ
の
表
現
と
と

も
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
ま
で
遡
る
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
、
紀
元
前
五
世
紀
の
あ
の
ア
テ
ナ
イ
の
民
主
制
に
し
て
も
当
時

の
実
践
学
に
お
い
て
も
、
民
主
主
義
は
集
団
の
意
思
決
定
の
方
式
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
評
価
基
準
も
適
・
不
適
の

範
囲
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
だ
奴
隷
制
が
支
配
し
て
い
た
当
時
の
ポ
リ
ス
は
、
普
遍
的
な
人
権
の
理
念
な
ど

と
は
無
縁
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
史
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
神
の
姿
を
宿
す
」

人
格
で
あ
る
と
説
き
人
間
の
命
の
尊
厳
を
教
え
に
キ
リ
ス
ト
教
の
出
現
を
ま
つ
ほ
か
は
な
い
。
と
な
る
と
、
キ
リ
ス
ト

教
に
生
い
立
ち
を
も
つ
近
代
の
人
権
理
念
が
、
総
じ
て
宗
教
に
は
背
を
向
け
た
啓
蒙
期
の
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
展
開

さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、人
権
の
理
念
が
人
お
の
お
の
の
命
の
尊
厳
性
の
自
覚
と
結
ぶ
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、こ
の
場
合
、

注
意
す
べ
き
こ
と
が
も
う
一
つ
あ
る
。「
人
の
命
」
の
尊
厳
性
に
い
う
人
は
、「
個
人
」（individual

）
で
は
な
く
「
人

格
」（person

）
と
し
て
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
は
人
間
だ
け
に
言
わ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
。
猫
一
匹
、
魚
一
匹
、
石
こ
ろ
一
つ
で
も
、
形
あ
る
個
々
の
も
の
は
全
て
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
で
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あ
る
。
だ
が
、
パ
ー
ソ
ン
は
、
こ
の
世
界
で
は
、
人
間
個
々
に
つ
い
て
し
か
言
わ
れ
な
い
。
と
す
る
と
、「
個
人
」
と

し
て
の
人
間
の
尊
厳
と
い
っ
た
こ
と
は
表
現
矛
盾
と
な
り
、
正
し
く
は
「
人
格
」
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
パ
ー
ソ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
神
に
つ
い
て
も
言
わ
れ
る
。
た
だ
キ
リ

ス
ト
教
の
神
は
三
位
一
体
の
神
だ
か
ら
複
数
型
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
は
「
神
格
」
と
も
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
人
間
は
、
そ
し
て
こ
の
世
界
で
は
人
間
の
み
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
人
格
と
し
て
、
神
の
神
格
を
映

し
絶
対
の
価
値
に
連
な
る
存
在
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
な
し
に
は
、
人
間
の
尊
厳
性
は
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
わ
が
国
で
も
、
古
語
で
は

「
ひ
と
」
は
「
霊
留
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
の
貝
原
益
軒
も
、
そ
の
『
養
生
訓
』
の
冒
頭
、「
身
命
（
人
の
命
）
は

至
り
て
貴
と
く
お
も
く
し
て
、
天
下
四
海
に
も
か
へ
が
た
き
物
に
あ
ら
ず
や
」
と
強
調
し
、
人
は
自
分
の
命
と
い
う
が

「
わ
が
私
の
物
に
あ
ら
ず
」（
つ
ま
り
、
私
物
化
さ
れ
て
は
な
ら
ず
）
生
涯
を
か
け
て
そ
の
生
を
養
い
育
て
て
い
く
責
務

を
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
昔
は
命
が
軽
か
っ
た
な
ど
、
本
当
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
人
格
た
る
人
間
の
特
質
は
何
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
古
今
東
西
に
共
通
し
た
認
識
の
あ
る
こ
と
も
、
忘
れ
ら

れ
て
は
な
ら
な
い
。
自
律
と
思
い
や
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
自
律
、
つ
ま
り
自
ら
を
律
す
る
倫
理
の
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
倫
理
の
第
一
原
理
は
、
古
来
、「
善
は
為
し
悪

は
避
く
べ
し
」（
仏
教
で
は
「
諸し

ょ
あ
く
ま
く
さ

悪
莫
作
、
衆し

ゅ
ぜ
ん
ぶ
ぎ
ょ
う

善
奉
行
」）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
が
善
か
悪
か
は
、
時
に
よ
り
処

に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
人
に
よ
っ
て
も
異
な
り
う
る
。
だ
が
、
見
ら
れ
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
善
は
為
し
悪
は
避
け

よ
う
と
す
る
心
が
な
け
れ
ば
、
倫
理
は
成
立
し
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
為
に
は
ま
た
、
目
に
見
え
な
い
世
界
に
も
襟
を
正

す
心
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
く
る
。

　

人
格
た
る
人
間
を
特
徴
づ
け
る
い
ま
一
つ
の
「
思
い
や
り
」
に
つ
い
て
も
、
時
と
処
を
超
え
て
意
見
の
一
致
が
存
在
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す
る
。
わ
が
国
で
は
昔
か
ら
、
ど
ん
な
に
頭
が
冴
え
ど
の
よ
う
に
仕
事
が
で
き
て
も
、「
思
い
や
り
」
が
な
け
れ
ば
「
人

で
な
し
」
つ
ま
り
「
人
間
で
な
い
」
と
言
っ
て
き
た
し
、
現
に
言
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
「
愛
」
も
仏
教
の
「
慈

悲
」
も
、
そ
し
て
儒
教
の
「
恕
」
も
、
こ
の
点
で
は
同
様
で
あ
る
。
あ
の
『
論
語
』
の
な
か
で
「
終
身
行
う
べ
き
こ
と

を
一
言
で
教
え
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
い
う
子
貢
の
質
問
に
対
し
、
孔
子
は
「
そ
れ
恕
か
」
と
答
え
、
そ
の
恕
を
説
明

し
て
「
己
れ
の
欲
せ
ざ
る
所
を
人
に
施
す
勿
か
れ
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
人
間
生
活
の
黄
金

律
と
さ
れ
る
「
自
分
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
を
、
他ひ

人と

に
も
し
な
さ
い
」
と
い
う
の
と
同
じ
こ
と
だ
ろ
う
。

「
思
い
や
り
」
の
ウ
ラ
・
オ
モ
テ
の
表
現
の
違
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
だ
と
す
る
と
、
物
質
文
明
に
未
曽
有
の
成
果
を
残
し
な
が
ら
自
滅
の
危
険
さ
え
深
め
て
き
た
人
間
に
と

っ
て
、
二
十
一
世
紀
に
期
待
さ
れ
る
べ
き
方
位
も
明
ら
か
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
人
格
た
る

人
間
に
立
ち
帰
っ
て
い
く
こ
と
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
近
代
の
個
人
主
義
か
ら
人
格
主
義
へ
の
変
換
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
世
紀
の
転
換
を
挟
ん
で
わ
が
国
を
襲
っ
た
両
度
の
大
災
害
は
、
わ
れ
わ
れ
に
そ
の
可
能
性
も
教
え
て
く
れ

た
は
ず
で
あ
る
。い
ま
一
度
繰
り
返
せ
ば
、①
目
の
見
え
な
い
世
界
に
も
襟
を
正
す
心
の
大
切
さ
、②
心
の
通
い
合
う
思

い
や
り
、社
会
学
的
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
）の
も
つ
福
祉
機
能
や
危
機
管
理
機
能
、③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
可
能
性
と
潜
在
力
、
等
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
人
格
た
る
人
間
の
回
復
と
結
び
合
う
は
ず
で
あ
る
。

　

二
十
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
、
近
代
文
明
の
限
界
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
復
興
過
程
で
新

し
い
世
紀
に
向
け
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
」
を
掲
げ
た
と
き
、
こ
の
旗
印
に
は
、
個
中
心
の
近
代
を
超
え
て
こ
の
よ
う

な
人
格
た
る
人
間
の
回
復
を
目
ざ
す
想
い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
注
）　 

後
藤
武
・
兵
庫
県
病
院
事
業
管
理
者
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災　

医
師
と
し
て
何
が
で
き
た
か
︱
医
療
救
護
・
復
旧
・

復
興
10
年
の
道
の
り
」
三
一
七
ペ
ー
ジ
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
五
日
、
じ
ほ
う
）

付
記
： 

こ
の
稿
を
草
す
る
に
当
た
っ
て
は
「
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
」
の
内
田
貞
雄
副
理
事
長

よ
り
貴
重
な
ご
意
見
の
数
々
を
い
た
だ
い
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
十
三
章こ

こ
ろ
の
ケ
ア
の
始
ま
り
と

そ
の
後
の
発
展

加
藤 

寛



著
　
者

　
　

加
藤　

寛
（
か
と
う
・
ひ
ろ
し
）　

　
　

兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
立
墨
東
病
院
医
員
（
一
九
九
〇
年
〜
一
九
九
五
年
）

　
　

一
九
九
五
年
〜
二
〇
〇
〇
年

　
　
　
　
　
　
　

 

兵
庫
県
精
神
保
健
協
会
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
業
務
課
長

　
　

二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
〇
三
年

　
　
　
　
　
　
　

 

財
団
法
人
兵
庫
県
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機
構
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
研

究
所
研
究
部
長

　
　

二
〇
〇
四
年
〜
二
〇
〇
七
年

　
　
　
　
　
　
　

 
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
研
究
部
長
兼
附
属
診
療
所
所
長

　
　

二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一
二
年　

同
副
セ
ン
タ
ー
長

　
　

二
〇
一
二
年
〜　

現
職
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こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
誕
生

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
（T

he O
xford English D

ictionary

）
に
よ
れ
ば
、care

と
い
う
言
葉
は
、
も

と
も
と
は
名
詞
と
し
て
悲
し
み
、
悲
嘆
、
悼
み
、
心
配
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、take care

な
ど
の
よ
う
に

動
詞
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
他
人
の
世
話
を
す
る
こ
と
、
人
に
関
わ
る
こ
と
、
配
慮
す
る
こ
と
な
ど
の
意
味
と
し
て
用

途
が
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
語
の
「
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
は
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
な
ど
の
分
野
で
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
フ
ッ

ト
ケ
ア
、
褥
瘡
ケ
ア
、
ス
ト
マ
ケ
ア
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
の
よ
う
に
、
身
体
部
分
の
名
称
や
病
名
と
結
び
つ
い
て
、
取
り

上
げ
ら
れ
る
内
容
が
、医
療
と
り
わ
け
看
護
の
分
野
に
限
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、緩
和
ケ
ア
、プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、

在
宅
ケ
ア
な
ど
の
よ
う
に
、
患
者
な
い
し
利
用
者
の
状
態
や
状
況
か
ら
、
関
連
す
る
分
野
を
包
括
的
に
取
り
上
げ
る
た

め
の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ヘ
ア
ケ
ア
、
ネ
イ
ル
ケ
ア
、
ス
キ
ン
ケ
ア
な
ど
の
よ
う
に
、
よ
り

商
業
的
色
彩
が
強
く
付
与
さ
れ
た
言
葉
も
あ
れ
ば
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
な
ど
の
よ
う
に
、
哲

学
的
あ
る
い
は
宗
教
的
な
思
索
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
た
他
者
あ
る
い
は
身
体
の
一
部
に
、
気
を
配
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
と

い
う
意
味
で
多
く
の
場
合
使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
に
「
こ
こ
ろ
」
が
結
び
つ
い
た
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
、
最
初
に
使
わ
れ

た
の
は
一
九
九
二
年
で
、
あ
る
精
神
医
学
関
連
の
商
業
誌
で
特
集
が
組
ま
れ
た
。
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
タ
イ
ト
ル
を
見

る
と
、「
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」「
子
ど
も
の
障
害
の
診
断
告
知
と
家
族
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」「
神
経
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難
病
患
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
な
ど
が
並
ん
で
お
り
、
身
体
疾
患
を
持
つ
患
者
を
心
理
学
的
、
精
神
医
学
的
に
ど
の
よ

う
に
支
援
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
こ
う
し
た
内
容
は
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
・
リ
エ
ゾ
ン
精
神
医
学
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
緩
和
ケ
ア
と
い
う
分
野
に
、
そ
の
後
は
特
化
し
て
い
く
の
で
、「
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
も
し
ば
ら
く
の
間
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
。「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
が
表
舞
台
に
再
登
場
す
る

の
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
で
あ
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
前
も
、
被
災
者
の
心
理
的
支
援
を
し
よ
う
と
し
た
取
り
組
み
は
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九

九
一
年
の
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
で
は
、
地
元
の
保
健
師
と
長
崎
大
学
の
精
神
科
医
が
長
期
に
わ
た
っ
て
地
域
保
健
活

動
の
一
環
と
し
て
、
精
神
的
問
題
の
把
握
と
啓
発
に
努
め
た
。
ま
た
、
一
九
九
三
年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
は
、
心

理
学
者
た
ち
が
主
に
子
ど
も
の
支
援
を
教
育
関
係
者
た
ち
と
取
り
組
ん
だ
。
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
先
駆
的
な
活

動
は
、
心
理
学
や
精
神
医
学
の
分
野
で
も
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
状
況
が
一
変
し
た
。

　
　
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」の
再
登
場
と
意
味
の
付
与

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
が
大
き
な
注
目
を
集
め
た
の
は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
理
由
は
、

こ
の
震
災
で
は
被
害
の
状
況
と
被
災
者
の
苦
悩
が
、
余
す
こ
と
な
く
メ
デ
ィ
ア
で
伝
え
ら
れ
、
強
い
共
感
を
多
く
の

人
々
が
持
っ
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
と
い
う
医
学
用
語
が
作
ら
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
た
め
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
報
道
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
あ
ま
り
制
限
を
受
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け
ず
に
従
軍
し
、
生
々
し
い
情
報
を
伝
え
た
戦
争
だ
っ
た
。
残
酷
な
映
像
が
茶
の
間
に
流
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
如

何
に
正
当
化
し
よ
う
と
も
戦
争
が
殺
戮
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
が
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
こ
の
戦
争
はtelevised w

ar

（
適
切
な
邦
訳
は
な
い
が
、「
テ
レ
ビ
化
さ
れ
た
戦
争
」
と
で
も
い
え
る
だ
ろ

う
か
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
倣
う
な
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
ま
さ
にtelevised disaster

で
あ
っ
た
。
生
々
し
い
報
道
を
と
お
し

て
、
被
災
者
に
対
す
る
支
援
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
必
要
な
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
新
た
な
枠
組
み
で
の
支
援
が
試
み
ら

れ
た
。
た
と
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
必
要
性
が
本
格
的
に
認
識
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
災
害
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
、
被
災
者
が
経
験
し
た
恐
怖
体
験
、
家
族
を
喪
っ
た
悲
嘆
と
絶
望
、
避
難
所
で
過
ご
す
こ
と

の
辛
苦
な
ど
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
災
者
の
心
理
的
苦
悩
を
軽
減
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
そ
れ
に
触
発
さ

れ
て
多
く
の
精
神
科
医
や
心
理
学
の
専
門
職
が
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
神
戸
大
学
医
学
部
精
神
科
の

教
授
だ
っ
た
中
井
久
夫
は
、
当
時
の
状
況
を
「
被
災
地
を
精
神
科
医
で
埋
め
尽
く
す
よ
う
な
状
況
」
で
あ
っ
た
と
述
懐

し
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
行
わ
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
あ
る
い
は
チ
ー

ム
で
多
く
の
専
門
職
が
被
災
地
で
活
動
し
よ
う
と
し
た
。

　

ま
た
、
精
神
科
医
な
ど
の
専
門
職
で
な
く
と
も
、
多
く
の
支
援
者
は
被
災
者
の
苦
悩
を
受
け
止
め
、
支
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
、
表
舞

台
に
再
登
場
す
る
こ
と
と
な
り
、
精
神
科
医
が
行
う
医
療
的
活
動
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
心
を
込
め
て
被
災
者
に
寄

り
添
う
行
動
ま
で
を
、
カ
バ
ー
す
る
用
語
と
な
っ
た
。
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精
神
科
医
療
活
動
と
し
て
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動

　

災
害
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
は
多
く
の
活
動
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
に
は
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
と
は
、
被
災
者
の
声

に
耳
を
傾
け
、
そ
っ
と
寄
り
添
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
災
害
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
ま
ず
問

題
に
な
る
の
は
、
地
域
内
で
の
精
神
科
医
療
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
域
内
の
多
く
の
精
神
科
診
療
所
が
被
災
し
、
通
院
中
の
患
者
た
ち
に
継

続
的
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
障
害
は
慢
性
疾

患
で
あ
り
、
服
薬
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
症
状
の
安
定
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
地
域
内
の
保
健

所
が
診
療
機
能
を
担
い
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
精
神
科
医
療
関
係
者
が
診
療
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
は
精
神
科
救
護
所

と
呼
ば
れ
、
そ
の
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
活
動
を
続
け
、
約
二
千
件
の
診
療
を
行
っ
た
。
約
四
カ
月
間
に
全

国
か
ら
数
多
く
の
医
療
関
係
者
が
支
援
に
訪
れ
た
。

　
　

ト
ラ
ウ
マ
、死
別
を
め
ぐ
っ
て

　

も
ち
ろ
ん
、
精
神
科
医
療
の
ニ
ー
ズ
だ
け
が
、
災
害
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
対
象
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
被
災
体
験

が
も
た
ら
す
特
徴
的
な
心
理
的
影
響
こ
そ
が
、
社
会
が
求
め
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
対
象
で
あ
ろ
う
。
被
災
体
験
が
も
た

ら
す
心
理
的
反
応
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。

　

も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
直
接
的
な
恐
怖
体
験
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
反
応
で
あ
る
。
ト
ラ
ウ
マ
と
い
う
言
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葉
の
本
来
の
意
味
は
「
生
命
の
危
険
を
伴
い
絶
望
的
で
悲
惨
な
状
況
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
る
心
の
傷
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
恐
怖
体
験
の
記
憶
が
脳
に
刻
み
込
ま
れ
た
結
果
、
そ
の
記
憶
が
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
思
い
出
さ
れ
た
と
き

に
、
記
憶
の
内
容
だ
け
で
な
く
強
い
恐
怖
感
や
無
力
感
ま
で
も
蘇
る
と
い
う
の
が
、
ト
ラ
ウ
マ
反
応
の
本
質
で
あ
る
。

恐
怖
記
憶
が
蘇
る
の
が
辛
い
の
で
、
き
っ
か
け
（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）
に
な
る
状
況
を
避
け
て
し
ま
い
、
社
会
生
活
や
人

間
関
係
に
大
き
な
影
響
を
出
し
て
し
ま
う
と
P
T
S
D
と
呼
ば
れ
る
精
神
障
害
と
診
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
被
災
体
験

か
ら
P
T
S
D
に
ま
で
発
展
す
る
人
の
割
合
は
一
割
程
度
で
あ
る
こ
と
が
、
多
く
の
研
究
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

　

換
言
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
被
災
者
は
一
時
的
に
は
ト
ラ
ウ
マ
反
応
を
呈
し
た
と
し
て
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

自
然
に
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
然
回
復
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
安
全
と
安
心
が
確
保
さ
れ
、
必
要
十
分

な
現
実
的
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
点
を
、
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
規
模
災
害
で
は
、
多
く
の
人
が
死
別
を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
り
、
死
別
の
も
た
ら
す
心
理
的
影
響
に
つ
い
て
も
注

目
さ
れ
る
。
親
し
い
人
の
死
を
経
験
す
る
と
、
当
然
の
反
応
と
し
て
悲
嘆
（grief

）
の
感
情
が
生
じ
る
。
激
し
い
悲

嘆
を
表
出
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
社
会
も
あ
れ
ば
、
じ
っ
と
耐
え
る
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
る
文
化
も
あ
る
だ
ろ
う
。
直

後
に
経
験
す
る
悲
嘆
は
、
多
く
の
場
合
、
時
間
の
経
過
や
喪
の
儀
式
を
行
う
こ
と
を
と
お
し
て
次
第
に
背
景
に
退
い
て

い
き
、
故
人
を
思
い
出
せ
ば
悲
し
い
け
れ
ど
、
常
時
悲
し
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
、

正
常
な
悲
嘆
の
プ
ロ
セ
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
死
別
直
後
の
激
し
い
悲
し
さ
、
怒
り
、
あ
る
い
は
死
に
関
す
る
自
責
の
念
な
ど
が
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も

減
弱
せ
ず
、
持
続
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
反
応
は
、
単
純
な
悲
嘆
反
応
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、

複
雑
性
悲
嘆
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
特
に
、
災
害
や
事
故
、
あ
る
い
は
犯
罪
な
ど
で
突
然
に
、
そ
れ
も
悲
惨
な
状
況
で
の

喪
失
は
、
こ
う
し
た
影
響
が
残
る
こ
と
が
ま
れ
で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
治
療
が
必
要
に
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な
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ト
ラ
ウ
マ
反
応
も
悲
嘆
反
応
も
、
当
然
、「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
の
対
象
と
す
べ
き
状
態
で
あ
る
。
多
く
の
援
助
者
た

ち
は
、
被
災
者
の
こ
れ
ら
の
苦
悩
を
和
ら
げ
る
た
め
の
活
動
を
し
た
い
と
い
う
熱
意
を
持
っ
て
、
被
災
地
に
入
る
。
し

か
し
、
被
災
者
の
多
く
は
、「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
を
受
け
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
被
災
者
が

求
め
て
い
る
の
は
安
全
と
救
済
で
あ
り
、
自
ら
の
苦
悩
を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
が
、
被
災
者
に
と
っ
て

曖
昧
で
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
被
災
体
験
を
話
す
こ
と
は
、
恐
怖
の
記
憶
を
蘇
ら
せ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
を
回
避
し
た
い
と
い
う
心
理
も
働
く
。
被
災
に
よ
っ
て
た
と
え
多
く
の
物
を
失
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は
必
要
だ
ろ
う
が
、私
で
は
な
い
。
私
は
大
丈
夫
。」と
い
う
自
尊
心
も
大
き
な
抵
抗
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

災
害
後
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
と
い
う
と
、
特
別
な
技
法
を
用
い
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
す
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
基
本
と
な
る
こ
と
は
実
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
最
も
重
要
な
の
は
、
被
災
者
に
害
を
与
え
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
に
含
ま
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
り
、
医
療
倫
理
の
基
本
で
あ
る
。

し
か
し
、
災
害
時
の
支
援
で
は
、
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
、
貢
献
し
た
い
と
い
う
高
揚
感
か
ら
押
し
つ
け

が
ま
し
い
態
度
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
ど
ん
な
領
域
の
活
動
で
も
起
こ
り
が
ち
で
あ
ろ
う
。

　

大
原
則
は
、
現
実
的
な
支
援
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
被
災
者
が
必
要
と
し
て
い
る
支
援
、

望
ん
で
い
る
援
助
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
被
災
直
後
な
ら
、
暖
を
取
る
た
め
の
毛
布
を
一
枚
渡
し
た
り
、
安
全

な
場
所
に
連
れ
て
行
く
こ
と
の
方
が
、
ど
ん
な
に
心
を
込
め
た
言
葉
を
か
け
る
よ
り
感
謝
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
被
災
後
の

暮
ら
し
は
、
ど
の
時
期
に
お
い
て
も
ス
ト
レ
ス
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
苦
境
の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
の
現
実
的
な
支

援
を
し
、
そ
こ
に
き
め
細
か
な
配
慮
を
す
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
真
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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生
活
復
興
と
心
の
回
復

　
　
　
　
︱
二
次
的
ス
ト
レ
ス
が
引
き
起
こ
す
問
題
︱

　

災
害
に
よ
っ
て
被
災
者
の
生
活
は
激
変
す
る
。
生
活
再
建
過
程
に
お
け
る
経
済
的
負
担
や
環
境
の
変
化
が
も
た
ら
す

心
理
的
ス
ト
レ
ス
が
、
被
災
者
の
心
身
の
健
康
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
ス
ト
レ
ス
に
満
ち
た
生

活
か
ら
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
行
動
と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
乱

用
を
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
慢
性
疾
患
の
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
悪
化
さ

せ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
生
じ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
、
メ
デ
ィ
ア
が
も
っ
と
も
注
目
し
た
事
態
に
「
孤
独
死
」
が
あ
る
。
都
市
部
で
は
災
害
が

な
く
と
も
、
人
知
れ
ず
医
療
に
か
か
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
最
期
の
時
を
迎
え
、
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
発
見

さ
れ
る
死
は
日
常
的
に
存
在
す
る
。
数
だ
け
で
言
え
ば
、
震
災
前
後
で
孤
独
死
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
仮
設
住

宅
、
復
興
住
宅
に
集
約
さ
れ
た
が
た
め
に
、
大
き
な
社
会
的
問
題
と
し
て
衆
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

　

孤
独
死
を
医
療
者
と
し
て
見
つ
め
続
け
た
神
戸
み
ど
り
病
院
院
長
、
額
田
勲
は
、
亡
く
な
っ
て
い
く
人
た
ち
の
特
徴

と
し
て
、
一
人
暮
ら
し
の
無
職
の
男
性
で
、
慢
性
の
身
体
疾
患
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
問
題
を
抱
え
、
経
済
的
に
は
年

収
百
万
円
以
下
の
低
所
得
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
都
市
の
底
辺
で
貧
困
の
中
で
か
ろ
う
じ
て
生

活
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
震
災
に
よ
っ
て
生
活
の
基
盤
と
将
来
へ
の
希
望
を
失
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
溺
れ
、
医
療
を
受

け
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
額
田
は
神
戸
市
西
区
で
仮
設
診
療
所
を
開
設
し
、
被
災
者
の

身
近
に
い
て
介
入
の
糸
口
を
探
し
た
。
そ
し
て
得
た
結
論
は「
本
質
的
な
救
済
が
あ
り
う
る
と
し
た
ら
、地
域
の
福
祉
、

医
療
の
担
い
手
が
、
そ
の
人
た
ち
の
も
と
に
誠
実
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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毎
日
の
生
活
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
に
晒
さ
れ
て
い
る
被
災
者
を
支
援
す
る
方
法
は
、
ス
ト
レ
ス
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、個
人
の
生
活
再
建
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、

就
労
な
ど
の
役
割
の
回
復
な
ど
が
、
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
基
盤
に
な
る
の
で
あ
る
。
大
災
害
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
要

素
が
整
わ
ず
、
心
理
的
回
復
も
遅
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
復
興
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
進
展
し
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
、
被
災
者
の
心
の
回
復
に
最
も
寄
与
す
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

専
従
組
織「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
設
置

　

大
災
害
後
に
は
、
復
興
期
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
の
担
い
手
と
し
て
、
専
従
組
織
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
後
に
五
年
間
の
期
間
限
定
で
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
（
一
九
九
五
年
六
月
〜
二
〇
〇

〇
年
三
月
）
さ
れ
た
の
を
嚆
矢
と
し
て
、
新
潟
県
中
越
・
中
越
沖
地
震
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
で
も
同
様
の
機
関
が

活
動
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、
県
保
健
所
や
市
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
連
携
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
何
の
準
備
も
な
い

新
参
組
織
が
象
徴
的
に「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」を
標
榜
し
た
と
し
て
も
、被
災
者
が
自
発
的
に
利
用
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
認
知
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

被
災
者
の
生
活
復
興
を
後
押
し
し
、
健
康
を
維
持
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
場
合
に
は
心

理
的
支
援
の
専
門
的
知
識
を
提
供
す
る
、
あ
る
い
は
支
援
者
を
支
え
る
な
ど
の
地
道
な
活
動
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
以

下
に
、
先
駆
け
と
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
、
説

明
す
る
。
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開
設
の
経
緯

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
設
置
さ
れ
た
専
従
機
関
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
は
、
公
的
財
源
（
阪
神
・
淡
路
大
震

災
復
興
基
金
）
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
で
初
め
て
組
織
的
に
提
供
さ
れ
た
災
害
後
の
精
神
保
健
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
急
性

期
の
精
神
科
救
護
所
を
引
き
継
ぐ
仕
組
み
と
し
て
、
関
係
者
の
多
く
は
保
健
所
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
増
や
す
こ
と
を
望
ん

だ
。
し
か
し
、
財
源
と
な
っ
た
復
興
基
金
の
規
定
で
、
民
間
事
業
の
み
に
使
途
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
精
神
保
健

セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
な
ど
の
公
的
機
関
が
資
金
を
得
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

苦
肉
の
策
と
し
て
精
神
科
医
療
に
関
係
す
る
民
間
団
体
に
委
託
し
て
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
が
、
受
け

入
れ
ら
れ
ず
、結
局
、兵
庫
県
精
神
保
健
協
会
（
現
在
の
兵
庫
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
）
が
受
託
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
組
織
は
、
各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
通
常
は
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
発
行
や
講
演
会
開
催
な
ど
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
実
務
を
担
当
し
て
お
り
、
兵
庫
県
も
例
外
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
任
意
団
体
に
、
年
間
三
億
円
も
の
事
業
が
突
然
舞
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
準
備
期
間
は
わ
ず
か
一
カ

月
し
か
な
く
、
組
織
の
構
成
も
全
く
の
白
紙
だ
っ
た
。
急
遽
、
兵
庫
県
の
精
神
保
健
担
当
課
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
Ｐ
Ｓ
Ｗ

（
精
神
保
健
福
祉
士
）
が
出
向
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
関
係
機
関
を
招
集
し
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
本

部
の
他
に
広
域
の
被
災
地
に
十
二
カ
所
の
出
先
機
関
（
地
域
セ
ン
タ
ー
）
を
置
く
こ
と
、
当
初
は
各
地
域
の
保
健
所
が

兼
務
で
地
域
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
行
う
こ
と
、
ス
タ
ッ
フ
は
公
募
す
る
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
保
健
所
の
一
角
を
間
借
り
し
、
保
健
所
所
長
が
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
所
長
、
実
務
に
関
し
て
は
保
健
師

や
P
S
W
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
各
地
域
に
配
属
さ
れ
た
二
名
か
ら
四
名
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
業
務
を
始
め
た
。

ほ
と
ん
ど
の
地
域
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
は
、
行
政
機
関
に
属
し
た
経
験
が
な
く
、
地
域
保
健
活
動
の
方
法
も
全
く
知
ら
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な
か
っ
た
た
め
、
保
健
所
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
保
健
所
職
員
が
兼
務
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
疑
問
の
声
が
労
働
組
合
な
ど
か
ら
上
が
っ
た
。
そ
の
た
め
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
記
念
切
手
の
収
益
の
一
部

を
使
っ
て
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
は
プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
に
移
動
、
保
健
所
職
員
の
兼
務
も
外
さ
れ
、
保
健
所
か
ら
は
独
立

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
は
い
っ
て
も
、実
際
の
活
動
で
は
い
か
に
保
健
所
と
密
な
連
携
を
保
つ
か
が
重
要
で
あ
っ
た
。

　

全
体
の
運
営
で
困
難
だ
っ
た
の
は
、
県
と
政
令
指
定
都
市
、
あ
る
い
は
保
健
所
と
中
核
市
と
の
関
係
だ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
細
部
の
運
用
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
た
め
、
指
示
や
決
裁
プ
ロ
セ
ス
が
複
雑
に
な
る
な
ど
の
問
題
に
直
面
す
る
こ

と
が
多
く
、
県
と
市
の
担
当
者
間
で
繰
り
返
し
協
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

基
本
的
方
針

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
被
災
地
域
が
広
く
、
し
か
も
人
口
の
密
集
し
た
都
市
部
を
襲
っ
た
災
害
で
あ
っ
た
。
被
災
者

数
は
膨
大
で
、
支
援
活
動
を
提
供
す
る
上
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
自
宅
を
失
い
、
自
力
で
の

再
建
が
難
し
く
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
多
く
、
低
所
得
者
が
多
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
仮
設
住
宅
は
、
も
っ
と
も
優
先

す
べ
き
対
象
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
多
く
は
、
大
規
模
な
仮
設
住
宅
の
近
く
あ
る
い
は
中
に

設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
災
者
が
自
発
的
に
相
談
に
訪
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
訪
問
や
健
康
相
談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
と
お
し
て
積
極
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

　

被
災
程
度
が
軽
微
だ
っ
た
神
戸
市
西
区
お
よ
び
北
区
に
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
は
当
初
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
多
数
の
仮
設
住
宅
が
作
ら
れ
た
た
め
、
計
画
を
変
更
し
一
年
後
に
、
保
健
所
内
に
地
域
セ
ン
タ
ー
を
置
い
た
。
ま

た
、
被
災
地
で
は
な
い
加
古
川
市
や
姫
路
市
に
も
仮
設
住
宅
は
建
設
さ
れ
た
た
め
、
本
部
が
こ
れ
ら
を
担
当
し
、
定
期

的
に
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
た
。
さ
ら
に
、
大
阪
市
淀
川
区
や
大
阪
府
八
尾
市
、
泉
佐
野
市
に
は
大
阪
府
民
向
け
の
仮
設
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住
宅
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
入
居
者
は
兵
庫
県
民
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
は
、
兵
庫
県
の
行
政
組
織
は
関

与
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
地
元
の
保
健
所
や
大
阪
府
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
こ
こ
ろ
の
健

康
総
合
セ
ン
タ
ー
）
と
協
力
し
、
専
従
の
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
災
者
の
動
向
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
に
活
動
地
域
や
規
模
を
変
更
す
る
こ
と
を
、
重
要
な
方
針
と
し

た
。
純
粋
に
行
政
組
織
の
中
で
の
活
動
で
あ
っ
た
な
ら
、
こ
う
し
た
圏
域
を
超
え
た
サ
ー
ビ
ス
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
、
民
間
団
体
が
受
託
し
た
こ
と
の
一
つ
の
利
点
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

地
域
の
医
療
・
保
健
関
係
者
と
の
連
携
も
重
要
で
あ
っ
た
。
保
健
所
と
の
関
係
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
独
立
し
た
あ

と
も
戸
別
訪
問
や
仮
設
住
宅
内
で
の
相
談
会
な
ど
で
は
保
健
所
と
共
催
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
住
民
に
と
っ
て
は
保

健
所
、
特
に
保
健
師
は
も
っ
と
も
受
け
入
れ
や
す
い
支
援
者
で
あ
り
、
彼
ら
と
と
も
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次

第
に
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
。
保
健
所
長
な
ど
の
兼
務
が
外
さ
れ
て
か
ら
は
、
地
域
内
の
精

神
科
病
院
や
精
神
科
診
療
所
の
医
師
に
セ
ン
タ
ー
長
や
顧
問
に
就
任
し
て
も
ら
い
、
定
期
的
に
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
年
間
予
算
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
約
一
億
円
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
施
設
の
整
備
に
充
て
ら
れ
た
。

震
災
以
前
の
こ
の
地
域
は
、
作
業
所
な
ど
の
社
会
復
帰
資
源
が
乏
し
か
っ
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
底
上
げ
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
十
三
カ
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
九
カ
所
の
小
規
模
作
業
所
が
作
ら
れ
、
そ
の
運
営

は
地
域
内
の
医
療
機
関
に
委
託
し
、
五
年
間
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
が
終
了
し
た
あ
と
も
、
す
べ
て
の
施
設

で
運
営
は
継
承
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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活
動
の
問
題
点

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
こ
の
活
動
が
直
面
し
た
問
題
点
と
し
て
、
五
年
間
ず
っ
と
組
織
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を

し
て
い
た
藤
田
昌
子
は
最
終
報
告
書
で
、
二
つ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
関
係
機
関
と
の
調
整
の
難
し
さ
に
つ
い
て
、「
新
た
な
組
織
で
、
し
か
も
行
政
の
ル
ー
ル
に
馴
染
ん
で
い
な

い
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
の
我
々
と
の
間
に
は
様
々
な
行
き
違
い
が
生
じ
た
。
公
平
・
平
等
を
旨
と
す
る
行
政
と
、
行
政
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
隙
間
を
埋
め
、
問
題
発
見
か
つ
早
期
実
行
を
旨
と
す
る
我
々
と
の
間
に
は
起
こ
っ
て
然
る
べ
き
こ
と

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。」
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

復
興
期
に
入
り
、保
健
所
な
ど
の
既
存
組
織
が
日
常
体
制
に
戻
り
、被
災
者
支
援
の
取
り
組
み
も
始
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
ら
と
の
連
携
は
重
要
だ
っ
た
が
、「
我
々
が
頑
張
る
と
『
五
年
間
し
か
な
い
の
に
、
そ
の
後
が
困
る
か
ら
そ
ん
な

に
関
わ
ら
な
い
で
よ
』
と
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
、
逆
に
要
望
通
り
に
関
わ
ら
な
い
と
、『
せ
っ
か
く
作
っ
た
新
し
い
機

関
の
く
せ
に
何
も
や
ら
な
い
つ
も
り
か
』
と
お
叱
り
を
受
け
る
。」
と
藤
田
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
軋
轢
と

葛
藤
の
中
で
の
事
業
展
開
で
あ
っ
た
。

　

第
二
の
問
題
は
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
で
あ
っ
た
。
当
初
こ
そ
、
メ
デ
ィ
ア
で
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
関
西
一
円
か

ら
沢
山
の
専
門
職
が
応
募
し
て
き
た
が
、
上
述
し
た
よ
う
な
葛
藤
状
況
に
直
面
し
た
り
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
手
法
に
馴

染
め
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
待
遇
面
で
の
不
満
か
ら
、
途
中
で
退
職
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
な
お
、
東
日
本
大
震
災

後
に
東
北
三
県
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
「
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
待
遇
面
は
改
善
さ
れ
経
験
に
応
じ
た
給
与
体
系

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
の
活
動

　

こ
れ
ま
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
る
上
で
、
起
点
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
後
の
災
害
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
た
の
か
、
兵
庫
県
内
の
事
案
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

　

わ
が
国
は
、毎
年
の
よ
う
に
台
風
な
ど
の
風
水
害
に
襲
わ
れ
る
。
治
山
治
水
の
進
展
と
予
報
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
、

被
害
は
局
地
的
に
な
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
衛
生
状
態
の
悪
化
、
浸
水
し
た
家
屋
の
片
付
け
、
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ

宅
地
や
農
地
の
回
復
な
ど
、
長
期
に
わ
た
っ
て
生
活
再
建
上
の
困
難
な
課
題
に
、
被
災
者
は
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
復
旧
・
復
興
の
過
程
で
は
、
被
災
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
に
な
る
。

　

二
〇
〇
四
年
に
兵
庫
県
を
縦
断
し
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
台
風
23
号
で
は
、
死
者
は
全
国
で
百
名
近
く
に
上
っ

た
。
同
じ
年
に
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
た
の
で
、
社
会
的
関
心
は
あ
ま
り
高
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
兵
庫
県
豊
岡
市

で
は
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
冠
水
す
る
な
ど
の
深
刻
な
被
害
を
出
し
、
仮
設
住
宅
が
約
二
百
戸
建
設
さ
れ
、
復
興

に
は
長
期
間
が
必
要
だ
っ
た
。
風
水
害
で
は
、
感
染
症
対
策
な
ど
が
重
要
と
な
る
た
め
、
被
災
地
の
市
町
村
と
都
道
府

県
保
健
所
の
保
健
師
が
被
災
直
後
か
ら
活
発
な
保
健
衛
生
活
動
を
行
う
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
の
風
水
害
で
は
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
保
健
活
動
の
中
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
台
風
23
号
の
際
に
は
、
被
害
が

大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
地
域
か
ら
の
応
援
も
得
て
、
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
は

台
風
の
通
り
道
に
な
っ
た
兵
庫
県
南
北
の
二
地
域
、
淡
路
島
と
日
本
海
側
の
豊
岡
市
周
辺
で
あ
っ
た
。

　

前
者
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
迅
速
な
対
応
を
し
た
。
洲
本
市
で
は
、
洲
本
健

康
福
祉
事
務
所
（
洲
本
保
健
所
）
が
翌
二
十
一
日
か
ら
被
災
世
帯
の
健
康
調
査
と
訪
問
相
談
を
行
っ
た
。
調
査
は
、
県
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内
他
保
健
所
か
ら
の
応
援
保
健
師
を
得
て
、
九
日
間
で
二
千
二
百
三
十
一
世
帯
を
対
象
と
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
被
災

者
の
健
康
全
般
に
わ
た
る
も
の
で
、
慢
性
疾
患
の
管
理
、
要
介
護
の
確
認
、
お
よ
び
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
項
目

が
含
ま
れ
て
い
た
。
六
日
後
に
は
、
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
精
神
科
医
お
よ
び
精
神
保
健
福
祉
士
が
派

遣
さ
れ
、
避
難
所
や
自
宅
で
の
ケ
ー
ス
対
応
、
今
後
の
精
神
保
健
活
動
に
関
す
る
企
画
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

な
ど
に
助
言
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
精
神
科
病
院
医
師
、
お
よ
び
臨
床
心
理
士
会
を
交
え
て
定
期
的
に
支
援
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。
個
別
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
要
フ
ォ
ロ
ー
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
の
中
で
、
保
健
師
が
定
期
的
に
訪
問
し
た
。
ま
た
、
被
災
地
域
ご
と
に
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
座
談
会
」
と
銘
打
っ
た

住
民
向
け
の
講
演
会
を
計
八
回
開
催
し
、
啓
発
を
行
っ
た
。

　

一
方
、
兵
庫
県
北
部
の
豊
岡
市
と
そ
の
周
辺
地
域
で
は
、
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
（
豊
岡
保
健
所
）
お
よ
び
被
災
の

激
し
か
っ
た
豊
岡
市
、
出
石
町
、
但
東
町
の
保
健
師
が
、
直
後
か
ら
健
康
調
査
を
行
い
、
精
神
保
健
上
の
ニ
ー
ズ
を
抽

出
し
た
。
ま
た
、
各
避
難
所
に
は
市
町
職
員
が
張
り
付
き
、
必
要
な
場
合
に
は
保
健
師
が
ケ
ア
す
る
体
制
が
当
初
よ
り

取
ら
れ
た
。
一
週
後
か
ら
は
、
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
精
神
科
医

と
P
S
W
が
、
三
回
に
わ
た
り
現
地
入
り
し
、
必
要
な
助
言
と
ケ
ー
ス
対
応
を
行
っ
た
。
ま
た
、
住
民
向
け
お
よ
び
担

当
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
早
い
段
階
で
配
布
し
、
避
難
所
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
た
。

　

兵
庫
県
の
西
端
、
佐
用
町
と
宍
粟
市
を
二
〇
〇
九
年
八
月
九
日
、
十
日
に
襲
っ
た
台
風
9
号
で
は
、
県
内
の
死
者
二

十
名
、
行
方
不
明
二
名
、
お
よ
び
全
壊
百
六
十
三
棟
、
床
上
浸
水
三
百
三
十
七
棟
な
ど
の
住
宅
被
害
、
二
十
億
円
以
上

の
農
地
・
農
業
用
施
設
被
害
を
出
し
た
。
全
国
で
の
死
者
は
二
十
五
名
に
上
っ
て
お
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
、

風
水
害
と
し
て
は
三
指
に
入
る
被
害
と
な
っ
た
。

　

被
害
の
集
中
し
た
佐
用
町
で
は
、
町
役
場
も
浸
水
し
た
た
め
に
、
被
害
や
必
要
な
支
援
に
関
す
る
情
報
が
外
部
に
伝
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わ
り
に
く
か
っ
た
。
こ
の
地
域
に
は
精
神
科
医
療
機
関
が
皆
無
で
あ
る
た
め
に
、
精
神
保
健
に
関
す
る
情
報
も
な
か
な

か
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
町
の
嘱
託
医
で
あ
っ
た
隣
接
地
域
の
精
神
科
病
院
医
師
が
二
日
目
か
ら
現
地
に
入
り
、
被

害
の
深
刻
さ
と
現
地
の
混
乱
を
県
の
関
係
者
に
伝
達
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
支
援
体
制
が
急
い
で
整
備
さ
れ
た
。

八
月
十
四
日
に
は
、
県
の
関
係
者
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
精
神
科
医
師
が
現
地
を
訪
れ
、
地
元
担
当
者
と
協
議
し
た
。

も
と
も
と
欠
如
し
て
い
た
精
神
科
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
八
月
中
は
精
神
科
救
護
所
を
佐
用
町
に
設
置
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
大
学
病
院
、
県
立
病
院
、
お
よ
び
精
神
科
病
院
協
会
か
ら
の
支
援
を
得
て
、
精
神
科
医
を
含
む
医
療
チ

ー
ム
が
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
先
だ
っ
て
佐
用
町
で
は
、
防
疫
・
健
康
調
査
を
八
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
の
期
間
に
実
施
し
、
要
支
援
者
を

抽
出
し
た
結
果
、
精
神
面
で
の
要
フ
ォ
ロ
ー
者
は
七
十
三
名
あ
る
こ
と
が
、
報
告
さ
れ
た
。
以
上
の
情
報
を
集
約
し
、

長
期
的
な
支
援
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
八
月
二
十
六
日
に
連
絡
協
議
会
が
被
災
地
で
招
集
さ
れ
、
九
月
以
降
も
週

一
、
二
回
の
頻
度
で
医
療
チ
ー
ム
が
継
続
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
十
二
月
ま
で
継
続
さ
れ
、

百
八
十
七
名
の
相
談
に
応
じ
、
訪
問
回
数
は
約
二
百
五
十
回
に
上
っ
た
。
そ
の
後
も
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
精
神
科
医
が
毎
月
定
期
的
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
た
ほ
か
、
被
災
者
を

対
象
と
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
、
お
よ
び
町
職
員
を
対
象
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
調
査
が
、
以
後
、
三
年
間
に

わ
た
っ
て
継
続
実
施
さ
れ
た
。

　

兵
庫
県
内
だ
け
で
な
く
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
の
自
然
災
害
で
は
、
精
神
保
健
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
着
実

に
増
え
て
お
り
、
最
近
の
災
害
で
は
外
部
の
専
門
家
を
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
保
健
所
と
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
の
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、
早
期
か
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
精
神
的
問

題
に
関
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
次
第
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
よ
り
効
率
的
な
活
動
の
展
開
が
指
向
さ
れ
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て
い
る
。
兵
庫
県
の
場
合
に
は
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
、
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
。
次
節
で
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
そ
の
後
の
活
動
に
つ
い
て
、
概
略
す
る
。

　
　

兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
設
立
さ
れ
た
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
旧
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）
は
前

述
の
よ
う
に
、
兵
庫
県
精
神
保
健
協
会
に
よ
っ
て
五
年
間
の
期
限
で
運
営
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
末
日
で
実
質
的

な
被
災
者
支
援
活
動
を
終
了
し
、
一
年
間
の
残
務
処
理
を
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
二
〇
〇
一
年

は
、
大
事
故
、
大
事
件
が
連
続
し
て
発
生
し
た
一
年
だ
っ
た
。
二
月
に
は
、
ハ
ワ
イ
沖
で
愛
媛
県
の
水
産
高
校
実
習
船

え
ひ
め
丸
が
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
急
浮
上
し
た
米
軍
原
子
力
潜
水
艦
に
激
突
さ
れ
瞬
時
に
沈
没
し
た
。

愛
媛
県
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
旧
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
に
所
属
し
て
い
た
医
師
と
臨
床
心
理
士
が
、
生
存

し
た
船
員
達
の
ケ
ア
と
米
軍
と
の
補
償
交
渉
に
提
出
す
る
鑑
定
意
見
書
の
作
成
を
引
き
受
け
た
。

　

そ
の
年
の
六
月
に
は
、
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校
で
、
児
童
八
人
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
忌
ま
わ
し
い
事
件
が

発
生
し
た
。
国
立
大
学
の
附
属
で
あ
る
池
田
小
の
校
区
は
、
伊
丹
、
宝
塚
、
川
西
な
ど
の
北
阪
神
地
区
に
も
跨
が
っ
て

い
た
た
め
、
児
童
達
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
に
は
、
兵
庫
県
内
の
関
係
者
も
多
数
加
わ
っ
た
。
保
健
所
で
は
土
日
も
含

め
て
電
話
相
談
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
児
童
宅
へ
の
家
庭
訪
問
チ
ー
ム
に
は
、
旧
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
っ
た
。

　

こ
の
事
件
後
の
活
動
に
追
わ
れ
て
い
た
同
年
七
月
二
十
一
日
、
今
度
は
明
石
市
の
夏
祭
り
会
場
で
、
順
路
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
た
J
R
朝
霧
駅
南
側
の
歩
道
橋
に
数
千
人
の
見
物
客
が
押
し
込
め
ら
れ
、
大
規
模
な
群
衆
雪
崩
（
将
棋
倒
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し
）
が
発
生
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
一
人
（
そ
の
う
ち
九
人
は
子
ど
も
）
が
死
亡
し
、
多
数
の
負
傷
者
が
出
た
。
こ
の

事
故
で
は
、主
催
者
で
あ
る
明
石
市
、警
備
を
担
当
し
た
民
間
警
備
会
社
と
兵
庫
県
警
の
三
者
が
、責
任
を
問
わ
れ
た
。

同
時
に
、
明
石
市
と
兵
庫
県
は
、
被
害
者
へ
の
支
援
活
動
を
提
供
す
る
立
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
担
当
し

た
の
は
、
明
石
市
保
健
セ
ン
タ
ー
と
兵
庫
県
明
石
保
健
所
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う

か
に
つ
い
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
た
。

　

そ
の
協
議
に
、
旧
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
っ
た
。
し
か
し
、
加
害
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
が
広
域
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
支
援
を
提
供
す
る
上
で
は
大
き
な
限
界

が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
遺
族
の
も
と
に
は
明
石
市
の
幹
部
が
訪
問
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
関
係

を
構
築
す
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
は
、
後
述
す
る
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
後
の
支
援
活
動

で
、
再
び
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
が
一
段
落
し
た
時
期
に
、
立
て
続
け
に
発
生
し
た

事
故
や
事
件
に
よ
っ
て
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
重
要
性
は
、
再
び
社
会
的
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
児

童
虐
待
に
関
し
て
、
養
護
施
設
に
保
護
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
を
家
庭
に
戻
す
際
に
死
亡
事
件
が
起
き
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
、
国
と
し
て
犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
D
V
）
防
止
に
関
す
る
新
た
な
法

制
度
が
作
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
、
後
押
し
と
な
っ
て
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
提
供
す
る
恒
久
的
な
組
織
を
整
備
す
る
べ
き

だ
と
の
機
運
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
得
て
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
現
在
の
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。

　

設
立
に
あ
た
っ
て
、
当
初
は
研
究
と
研
修
の
二
つ
を
主
な
業
務
と
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
が
、
災
害
や
事
故
だ
け

で
な
く
、
犯
罪
被
害
、
児
童
虐
待
、
そ
し
て
D
V
な
ど
を
含
む
ト
ラ
ウ
マ
に
関
す
る
支
援
活
動
に
関
与
す
る
以
上
、
相
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談
と
診
療
機
能
が
な
け
れ
ば
、
実
効
的
な
支
援
は
提
供
で
き
な
い
と
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、
相
談
室
と
附
属
診
療
所
を

整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

設
立
後
の
活
動

　

兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
現
セ
ン
タ
ー
）
は
、
当
初
か
ら
多
く
の
災
害
や
事
故
後
の
支
援
活
動
に

関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
年
度
の
二
〇
〇
四
年
に
は
、
国
内
外
で
自
然
災
害
が
相
次
い
だ
。
十
月
二
十
日
か
ら
日

本
を
縦
断
し
た
台
風
23
号
で
は
、
全
国
で
九
十
八
名
、
兵
庫
県
内
で
二
十
六
名
の
死
者
が
出
た
。
そ
の
後
の
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
触
れ
た
が
、
そ
の
活
動
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
十
月
二
十
三
日
に
は
、
最
大

震
度
7
を
記
録
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
た
。
二
つ
の
災
害
が
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
て
い
た
た
め
対
応
が
難
し
か

っ
た
が
、
台
風
23
号
で
は
地
元
の
保
健
師
活
動
を
強
化
す
る
中
に
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
も
含
め
る
こ
と
と
し
、
現
セ

ン
タ
ー
も
健
康
調
査
の
助
言
な
ど
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
っ
た
。
一
方
、
中
越
地
震
で
は
、
外
部
か
ら
多
数
の

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
た
。
兵
庫
県
も
、
県
内
の
精
神
科
医
療
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
小
千
谷
市
を
拠

点
と
し
た
活
動
を
二
カ
月
間
行
い
、
現
セ
ン
タ
ー
は
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
っ
た
。

　

こ
の
年
の
暮
れ
に
は
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
・
津
波
が
発
生
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
日
本

か
ら
も
行
わ
れ
た
が
、
政
府
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
約
二
百
五
十
億
円
の
円
借
款
を
中
心
と
す
る
復
興
支
援
事
業
を
提
供

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
ハ
ー
ド
面
の
復
興
支
援
だ
け
で
な
く
、
人
材
育
成
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
支
援

が
重
要
視
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
一
項
目
と
し
て
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
事
業
計
画
を
提
案
す
る
た

め
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に
現
セ
ン
タ
ー
の
医
師
二
名
と
臨
床
心
理
士
一
名
が
、
ス
マ
ト
ラ
島
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
に
派
遣
さ
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れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
り
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
被
災
国
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
専
門
家
を
日
本
に
招
き
、
災
害
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
事
業
を
J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）
か
ら
受

託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
四
月
二
十
五
日
に
は
、
J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
が
発
生
し
た
。
百
六
名
の
乗
客
と
乗
務
員
一
名
が
亡

く
な
っ
た
こ
の
事
故
で
は
、
被
害
者
は
沿
線
を
中
心
と
し
た
、
少
な
く
と
も
九
市
以
上
に
分
散
し
て
い
た
の
で
、
県
保

健
所
（
伊
丹
、
宝
塚
、
川
西
、
三
田
、
芦
屋
、
柏
原
）、
政
令
市
保
健
所
（
尼
崎
、
西
宮
、
神
戸
）、
お
よ
び
兵
庫
県
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
現
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
し
て
、
休
日
を
含
む
九
時
か
ら
十
七
時
の
間
、
電
話
、
来
所

お
よ
び
訪
問
に
よ
る
相
談
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
相
談
体
制
に
は
明
ら
か
な
限
界
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
相
談
活
動
は
主
に
電
話
で
あ
り
、
訪
問
な
ど
の

よ
り
積
極
的
な
関
与
は
、
本
人
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
は
、
自
然
災
害
と
異
な

り
行
政
機
関
が
被
害
者
の
情
報
を
入
手
で
き
る
根
拠
の
な
い
こ
と
、
事
故
直
前
に
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
い

た
た
め
に
、
加
害
企
業
あ
る
い
は
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
大
き
く
影
響
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
活
動
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。
訪
問
な
ど
を
行
う
た
め
に
は
、
負
傷
者
お
よ
び
遺
族

の
個
人
情
報
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
入
手
方
法
が
模
索
さ
れ
、
J
R
西
日
本
に
対
し
て
情
報
提
供
の
申
し
入
れ
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
五
月
末
に
県
担
当
者
が
口
頭
で
申
し
入
れ
た
が
、
応
じ
ら
れ
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
総
務
省

か
ら
「
名
簿
提
出
は
最
終
的
に
は
J
R
の
判
断
で
あ
る
が
、
提
出
し
て
も
し
な
く
て
も
違
法
で
は
な
い
」
と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
た
め
、七
月
十
九
日
付
け
で
兵
庫
県
知
事
名
の
依
頼
文
書
が
送
付
さ
れ
た
。
こ
れ
に
J
R
西
日
本
が
応
じ
、

負
傷
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
の
情
報
を
県
が
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
で
よ
う
や
く
、
負
傷
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者
全
員
へ
県
か
ら
電
話
し
健
康
状
態
を
調
査
し
、
希
望
に
応
じ
て
訪
問
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

遺
族
に
関
し
て
は
、
は
じ
め
に
遺
族
会
に
接
触
を
試
み
た
。
遺
族
か
ら
は
、
関
係
を
構
築
し
信
頼
関
係
を
得
な
け
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
支
援
も
受
け
入
れ
が
た
い
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
遺
族
会
で
は
、
当
初
か
ら
過
去
の
交
通
災
害

遺
族
や
N
P
O
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
支
援
を
受
け
て
、
自
助
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
ま
ず
遺
族
会
に
現
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
十
一
月
よ
り
参
加
し
始
め
、
活
動
の
紹
介
、
講
演
、
啓
発
資
料
の
配
付
な
ど
を
行
い
、
治
療
が
必

要
な
場
合
の
受
け
入
れ
な
ど
長
期
的
関
与
を
続
け
た
。

　

そ
の
後
、
国
内
の
自
然
災
害
で
は
、
二
〇
〇
七
年
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
上
述
し
た
二
〇
〇
九
年
の
台
風
9
号
に

お
い
て
、
被
災
地
域
に
対
し
て
精
神
保
健
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
た
。
ま
た
、
国
際
協
力
と
し
て
は
、
先
に
述
べ
た

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
・
津
波
以
外
に
、
二
〇
〇
八
年
に
相
次
い
で
発
生
し
た
、
中
国
四
川
大
地
震
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ

イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
後
に
、
J
I
C
A
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
被
災
国
の
精
神
保
健
従
事
者
に
対
す
る
教
育
を
行
っ

た
。
特
に
、
四
川
地
震
後
は
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、
被
災
地
で
年
二
回
、
日
本
で
一
回
の
研
修
機
会
を
提
供
し
た
。

　
　

東
日
本
大
震
災

急
性
期
の
精
神
保
健
活
動

　

東
日
本
大
震
災
は
、
過
去
の
事
例
と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
規
模
災
害
で
あ
り
、
様
々
な
分
野
で
の
支
援
活
動

は
、こ
れ
ま
で
に
な
い
困
難
に
直
面
し
た
。
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
関
し
て
、厚
生
労
働
省
は
必
要
性
を
早
く
か
ら
認
識
し
、

発
災
か
ら
二
日
目
に
は
各
都
道
府
県
に
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
要
請
を
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
被
災
県
以
外
の
ほ
と
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ん
ど
の
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
か
ら
支
援
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
た
ほ
か
、
精
神
科
を
持
つ
全
国
の
大
学
病
院
や
自

治
体
病
院
、
関
連
学
会
、
精
神
科
病
院
協
会
な
ど
の
職
能
団
体
、
あ
る
い
は
国
際
的
な
N
P
O
か
ら
も
、
続
々
と
支
援

チ
ー
ム
が
現
地
入
り
し
た
。

　

兵
庫
県
は
、
関
西
広
域
連
合
で
の
協
議
を
踏
ま
え
て
、
宮
城
県
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム

は
、
仙
台
市
宮
城
野
区
で
活
動
し
た
。
そ
の
際
、
神
戸
大
学
、
県
立
光
風
病
院
、
い
く
つ
か
の
民
間
精
神
科
病
院
の
協

力
を
得
て
、
一
チ
ー
ム
あ
た
り
一
週
間
の
派
遣
と
し
、
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
、
県
庁
と
現
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
。

　

外
部
か
ら
の
支
援
チ
ー
ム
は
、
原
発
事
故
へ
の
懸
念
か
ら
福
島
県
以
外
に
入
っ
て
お
り
、
岩
手
県
三
十
チ
ー
ム
、
宮

城
県
で
は
三
十
三
チ
ー
ム
に
上
っ
た
。
福
島
県
で
は
、
沿
岸
部
の
支
援
者
は
絶
対
的
に
不
足
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
個
人
的
つ
な
が
り
か
ら
被
災
地
入
り
し
た
医
師
な
ど
の
、
献
身
的
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
秋
に
な
り
、

福
島
県
か
ら
の
依
頼
が
非
公
式
に
あ
り
、
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
現
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
構
成

し
た
チ
ー
ム
を
、
四
週
間
に
わ
た
っ
て
、
相
馬
市
お
よ
び
南
相
馬
市
に
派
遣
し
た
。

「
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
設
立

　

復
興
期
の
精
神
保
健
活
動
を
行
う
方
法
と
し
て
、
今
回
の
震
災
で
も
専
従
組
織
が
各
県
に
設
置
さ
れ
た
。
財
源
は
、

国
が
創
設
し
た
復
興
基
金
で
あ
る
が
、
取
り
崩
し
型
基
金
で
各
県
が
直
営
で
事
業
の
運
営
に
あ
た
る
点
が
、
基
金
が
運

用
型
で
、
行
政
組
織
と
は
別
に
財
団
を
設
立
し
て
運
営
に
あ
た
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
中
越
地
震
と
は
異
な
る
点

で
あ
る
。
直
営
型
で
あ
る
の
で
、
心
の
ケ
ア
事
業
と
し
て
、
保
健
所
な
ど
へ
の
増
員
も
可
能
で
あ
っ
た
筈
だ
が
、
結
果

的
に
各
県
と
も
に
民
間
組
織
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
過
去
の
大
災
害
を
モ
デ
ル
と
し
た

こ
と
が
大
き
い
が
、
そ
も
そ
も
被
災
地
内
の
保
健
所
や
市
町
村
の
保
健
部
署
の
多
く
が
被
災
し
て
お
り
、
新
た
な
大
事



386

業
を
展
開
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
宮
城
県
、
福
島
県
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
と
同
様
に
精
神
保
健
福
祉
協
会
が
受
託
し
、
岩
手
県
で
は
自
殺
対
策
な
ど
の
精
神
保
健
施
策
を
県
と
と
も
に
推
進
し

て
き
た
岩
手
医
科
大
学
が
運
営
主
体
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
十
二
月
に
宮
城
県
が
基
幹
セ
ン
タ
ー
を
仙
台
に
開
設
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
各
県
と
も
に
被
災
地
に
地

域
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。設
立
の
際
、過
去
の
災
害
と
異
な
る
試
み
と
し
て
次
の
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
東
北
地
方
は
も
と
も
と
精
神
保
健
に
関
わ
る
専
門
職
が
少
な
く
、
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
に
困
難
が
予
想
さ
れ
た

た
め
、
厚
生
労
働
省
が
各
職
能
団
体
に
依
頼
し
全
国
か
ら
広
く
募
集
し
た
。
待
遇
面
で
も
経
験
に
応
じ
た
給
与
水
準
に

す
る
な
ど
、
応
募
し
や
す
い
環
境
を
整
え
た
。
ま
た
、
県
保
健
所
の
中
に
地
域
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
密
接
な
連
携
を
取

っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
被
災
市
町
に
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
を
派
遣
し
通
常
業
務
を
支

援
す
る
な
ど
、
行
政
組
織
と
の
関
係
が
強
い
。

　

そ
し
て
、
事
業
の
方
向
性
と
し
て
復
興
を
支
え
る
行
政
職
員
な
ど
の
支
援
者
の
支
援
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
や
、
自

殺
予
防
な
ど
の
被
災
前
か
ら
地
域
が
抱
え
る
精
神
保
健
の
課
題
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
も
、
特
徴
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
各
県
の
大
学
医
学
部
に
寄
付
講
座
を
設
置
し
、
研
究
や
ス
タ
ッ
フ
教
育
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る

の
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
方
法
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
だ
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
既
存
の
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
浸
透
し
軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
、時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、今
後
の
活
動
の
充
実
に
期
待
し
た
い
。

　
　

お
わ
り
に

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
と
い
う
二
つ
の
巨
大
災
害
の
経
験
か
ら
、
日
本
社
会
は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
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で
き
た
。
被
災
者
に
対
す
る
心
理
的
支
援
の
必
要
性
に
関
し
て
は
、「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
様
々
な
試
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

国
は
、
将
来
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
る
大
災
害
に
備
え
て
、
D
P
A
T
（
災
害
時
精
神
科
医
療
チ
ー
ム
）
と
称
す
る
支

援
体
制
を
整
備
す
る
よ
う
都
道
府
県
に
指
示
し
、
現
在
そ
の
シ
ス
テ
ム
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
と
は
、
ト
ラ
ウ
マ
を
受
け
た
人
々
へ
の
人
道
的
な
支
援
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
、
自
然
災
害
だ

け
で
な
く
、
大
事
故
、
犯
罪
、
児
童
虐
待
、
D
V
の
被
害
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
意
義
も
大
き
い
。
そ
う
し
た
象
徴
的
な
意
義
を
持
つ
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
は
、
実
際
は
地
道
で
現
実
的
な
支
援
を
行

う
活
動
で
あ
る
。
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
を
、
地
に
足
の
つ
い
た
活
動
に
昇
華
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
▽「
特
集 

災
害
復
興
に
お
け
る
医
療
・
福
祉
の
展
開
『
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
』」
災
害
復
興
学

会
誌
「
復
興
」
第
10
号
▽「
中
長
期
の
災
害
精
神
保
健
シ
ス
テ
ム
：
現
状
と
課
題
」　

平
成
24
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補

助
金
（
障
害
者
対
策
総
合
研
究
事
業
〈
精
神
障
害
分
野
〉） 

被
災
地
に
お
け
る
精
神
障
害
等
の
情
報
把
握
と
介
入
効
果
の
検

証
及
び
介
入
手
法
の
向
上
に
資
す
る
研
究（
研
究
代
表
者
＝
金
吉
晴
）報
告
書
を
再
構
成
し
、大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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阪
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淡
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大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
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兵
庫
県
立
舞
子
高
等
学
校
教
諭

　
　

二
〇
〇
二
年
〜
二
〇
一
四
年

　
　
　
　
　
　
　

 

兵
庫
県
立
舞
子
高
等
学
校
教
諭　

環
境
防
災
科
長

　
　

二
〇
一
四
年
〜　

現
職
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全
国
的
な
広
が
り

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
「
新
た
な
防
災
教
育
」

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
こ
ろ
か
ら
、
防
災
教
育
に
関
す
る
と
り
く
み
が
全
国
で
広
が
り
始
め
た
。

背
景
と
し
て
ま
ず
、
震
災
十
年
後
あ
た
り
か
ら
、
新
潟
県
中
越
地
震
（
二
〇
〇
四
年
）、
石
川
県
能
登
半
島
地
震
（
二

〇
〇
七
年
）、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
二
〇
〇
七
年
）、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
（
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
の
地
震
災
害
、

台
風
23
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
（
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
の
水
害
、
三
宅
島
の
噴
火
と
全
島
避
難
（
二
〇
〇
〇
年
以
降
）
な

ど
の
火
山
災
害
、
海
外
で
も
イ
ン
ド
洋
大
津
波
（
二
〇
〇
四
年
）
や
四
川
大
地
震
（
二
〇
〇
八
年
）、
ハ
イ
チ
地
震
（
二

〇
一
〇
年
）
な
ど
数
万
数
十
万
人
規
模
の
死
者
を
出
す
巨
大
災
害
が
発
生
し
、
人
々
の
関
心
を
強
く
引
き
つ
け
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

人
々
は
災
害
を
他
人
事
で
は
な
く
、
い
つ
自
分
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
身
近
な
存
在
と
し
て
受
け
止

め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
防
災
教
育
に
前
向
き
に
と
り
く
む
学
校
が
増
え
、
実
践
の
積
み
上

げ
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
と
、
そ
れ
ら
の
と
り
く
み
を
支
援
す
る
防
災
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
活
動
を
始
め
、
徐
々

に
充
実
し
て
い
き
、
さ
ら
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
実
践
が
使
い
や
す
い
形
で
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
（
例
え

ば
、
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
な
ど
が
、
防
災
教
育
を
広
げ
て
い
っ
た
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　

防
災
教
育
の
中
心
に
は
常
に
「
新
た
な
防
災
教
育
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
神
戸
市
教
育
委

員
会
が
進
め
て
き
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
タ
イ
プ
の
防
災
教
育
で
あ
り
、
命
の
大
切
さ
や
災
害
時
の
助
け
合
い
や
思
い
や
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り
の
素
晴
ら
し
さ
を
中
心
に
置
き
、
自
然
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
災
害
へ
の
備
え
、
災
害
時
の
対
応
な
ど
を
子
ど
も
た

ち
に
教
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
戦
後
災
害
史
を
見
る
と
、
日
本
が
地
震
に
対
し
て
い
か
に
無
防
備
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
が
、
一
方
で
私
た

ち
は
、
な
ぜ
か
自
分
だ
け
は
災
害
に
遭
わ
な
い
と
思
い
込
む
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
根
拠
の
な
い
安
心
感
を
打
ち
破
っ
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
謙
虚
に
学
び
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
ま
い
と
、
教
職
員
は
不
断
の
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
が
示
す
様
々
な
反
応
、
心
の
変
化
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
専
門
家
と
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

心
の
ケ
ア
に
邁
進
し
て
い
っ
た
。
兵
庫
の
実
践
は
、
国
内
で
は
新
潟
県
中
越
地
震
や
東
日
本
大
震
災
、
海
外
で
は
イ
ン

ド
洋
大
津
波
、
四
川
大
地
震
の
被
災
地
な
ど
、
そ
の
後
の
被
災
地
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

臨
機
応
変
の
力
を
つ
け
る
防
災
教
育

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
境
に
、
日
本
の
防
災
教
育
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
震
災
前
は
、「
火
災
避
難
訓
練
」
と
「
理

科
の
単
元
で
の
学
習
」
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。
だ
が
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
多
く
が
、
地
震
発
生

直
後
に
命
を
落
と
し
た
と
い
う
事
実
は
、
避
難
訓
練
だ
け
で
は
立
ち
向
か
え
な
い
災
害
も
あ
る
こ
と
を
教
え
た
。

　

そ
こ
で
生
ま
れ
て
き
た
の
が
、「
備
え
を
重
視
す
る
防
災
教
育
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
災
を
体
験
し
て
い
な
い
地

域
（
筆
者
は
、
東
洋
医
学
の
未
病
を
も
じ
っ
て
「
未
災
地
」
と
呼
ん
で
い
る
。
災
害
が
起
こ
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
災

害
の
一
歩
手
前
に
い
る
の
で
あ
る
）
で
は
、
防
災
の
関
心
が
高
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
学
習
者
の
関
心
を
引
く
た
め
の

工
夫
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
学
習
者
の
得
意
な
こ
と
、
好
き
な
こ
と
と
防
災
を
関
連
付
け
て
学
習
さ
せ
る
手
法

で
あ
る
。「
防
災
＋
α
の
防
災
教
育
」
と
呼
ん
で
い
い
。
そ
し
て
先
に
述
べ
た
「
新
た
な
防
災
教
育
」
は
、
災
害
後
の

子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
と
互
い
に
作
用
し
合
い
な
が
ら
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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日
本
の
中
で
、
こ
れ
ら
五
種
類
の
防
災
教
育
が
進
め
ら
れ
、
ま
す
ま
す
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
中
で
、
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ
れ
ら
の
防
災
教
育
が
有
効
に
機
能
し
た
場
面
も
あ
る
が
、
人
々
の
命
を

救
い
き
れ
な
か
っ
た
事
実
も
あ
っ
た
。
今
後
は
、
釜
石
市
の
実
践
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
防

災
教
育
、
率
先
避
難
で
き
る
子
ど
も
、
臨
機
応
変
に
判
断
・
行
動
す
る
な
ど
そ
の
場
で
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る

子
ど
も
を
育
て
る
防
災
教
育
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
防
災
教
育
は
災
害
を
受
け
る
た
び
に
そ
の
教
訓
を
取
り
込
ん
で
、

発
展
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

舞
子
高
校
環
境
防
災
科

設
置
の
背
景
と
準
備

　

兵
庫
県
立
舞
子
高
等
学
校
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
全
国
で
初
め
て
の
防
災
専
門
学
科
「
環
境
防
災
科
」
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
兵
庫
県
が
震
災
か
ら
十
年
間
、
全
力
を
挙
げ
て
と
り
く
ん
で
き
た
「
新
た
な
防
災
教
育
」
の
高
校

レ
ベ
ル
で
の
体
現
化
で
あ
り
、
当
時
、
教
育
委
員
会
が
進
め
て
い
た
高
校
多
様
化
路
線
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
構

想
自
体
は
、兵
庫
県
教
育
委
員
会
、特
に
教
育
企
画
室
（
当
時
）
が
、専
門
家
の
協
力
の
も
と
発
想
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

環
境
防
災
科
の
設
置
構
想
は
、
舞
子
高
校
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
教
職
員
に
と
っ
て
は
青
天
の
霹
靂
で
は
あ
っ
た
が
、

よ
り
よ
い
学
科
と
す
る
た
め
に
、
教
職
員
が
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

準
備
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
期
間
は
二
年
間
で
あ
っ
た
が
、
中
学
校
に
教
育
内
容
を
示
し
て
中
学
生
を
勧
誘
す
る
期

間
を
考
え
る
と
、
実
質
一
年
の
準
備
期
間
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
い
。
短
い
準
備
期
間
で
、
担
当
教
員
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は
い
く
つ
か
の
仕
事
に
集
中
し
た
。

　

ま
ず
、
防
災
と
い
う
考
え
方
の
理
解
。
普
通
科
高
校
の
教
職
員
が
、
防
災
に
精
通
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
全

く
の
素
人
で
あ
る
。
年
に
一
、
二
回
の
防
災
教
育
な
ら
、
外
部
講
師
を
招
い
て
の
講
演
で
何
と
か
ご
ま
か
せ
る
が
、
三

年
間
で
二
十
五
単
位
以
上
、
単
純
に
計
算
し
て
も
、
一
単
位
は
年
間
に
三
十
五
時
間
、
実
質
三
十
時
間
と
見
積
も
っ
て

も
、
三
年
間
で
七
百
五
十
時
間
以
上
の
防
災
の
授
業
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
防
災
の
概
念
が
わ
か
ら
な
い
教

員
に
は
務
ま
ら
な
い
仕
事
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
始
め
た
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
防
災
の
学
習
で
あ
る
。
神
戸
市
が
開
く
市
民
向
け
防
災
研
修

会
へ
の
参
加
、
防
災
関
連
書
籍
の
講
読
、
学
習
指
導
要
領
の
読
み
込
み
と
防
災
学
習
に
関
連
す
る
項
目
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
・
整
理
、防
災
専
門
家
を
研
究
室
に
尋
ね
て
指
導
を
受
け
る
こ
と
な
ど
、考
え
得
る
あ
ら
ゆ
る
と
り
く
み
を
行
っ
た
。

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
入
学
を
実
施
し
、
中
学
生
が
防
災
教
育
の
ど
の
よ
う
な
活
動
に
関
心
を
示
す
か
を
調
査

し
た
。
外
部
講
師
、
校
外
学
習
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
授
業
な
ど
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
後
の

教
育
活
動
の
決
定
に
有
効
で
あ
っ
た
。

　

防
災
教
育
を
学
校
の
核
に
置
く
と
り
く
み
も
開
始
し
た
。
避
難
訓
練
の
工
夫
や
一
年
生
の
科
目
で
あ
る「
現
代
社
会
」

で
の
防
災
教
育
の
先
行
実
施
は
、
学
科
ス
タ
ー
ト
時
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
防
災
教

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
に
役
立
っ
た
。

　

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
忘
れ
な
い
〜
二
十
一
世
紀
を
担
う
私
た
ち
の
使
命
〜
」
を
開
始
し

た
の
は
、学
科
設
置
が
決
ま
っ
た
二
〇
〇
一
年
一
月
十
七
日
で
あ
る（
二
〇
〇
〇
年
度
）。
全
体
会
と
分
科
会
か
ら
な
り
、

舞
子
高
校
の
生
徒
、
教
職
員
、
地
域
住
民
、
教
育
関
係
者
な
ど
、
千
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
学
科
ス
タ
ー
ト
後
も
継
続
し
、
二
〇
一
四
年
一
月
で
十
四
回
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
第
一
回
目
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で
は
分
科
会
の
講
師
候
補
を
二
十
三
組
（
個
人
・
団
体
）
に
依
頼
し
た
。
震
災
に
関
わ
る
方
々
が
、
一
月
十
七
日
に
高

校
に
出
向
い
て
講
演
を
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
お
そ
ら
く
半
数
の
方
々
に
は
断
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
の
こ
と
だ
が
、
予
想
に
反
し
て
、
全
員
が
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

こ
の
時
、
一
つ
、
大
切
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
震
災
に
つ
い
て
語
り
た
い
方
は
た
く
さ
ん
い
て
、
語

る
べ
き
内
容
も
豊
富
な
の
だ
が
、
語
る
場
が
な
い
の
で
あ
る
。
学
校
が
門
戸
を
開
け
ば
、
多
く
の
方
々
が
貴
重
な
体
験

を
語
っ
て
く
だ
さ
る
は
ず
だ
。
震
災
体
験
の
継
承
は
、
語
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
決
め
手
で
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
発
見
は
、環
境
防
災
科
の
教
育
活
動
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
外
部
講
師
の
活
用
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

準
備
期
間
の
一
年
目
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
二
年
目
に
は
、
出
来
上
が
っ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
も
っ
て
で
き
る
限
り
の
中
学
校
を
訪
問
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

検
討
は
、
校
内
の
担
当
者
が
考
え
、
校
内
の
委
員
会
に
か
け
、
教
育
委
員
会
と
や
り
取
り
を
す
る
形
で
行
わ
れ
た
が
、

何
度
も
作
り
直
し
た
。
今
か
ら
考
え
る
と
、
防
災
を
理
解
し
て
い
な
い
者
が
集
ま
っ
て
、
進
学
先
だ
け
を
念
頭
に
置
い

て
、
必
修
科
目
、
選
択
科
目
の
単
位
の
数
字
合
わ
せ
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
ほ
ど
、

試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
理
念
と
し
て
は
、
災
害
を
引
き
起
こ
す
自
然
現
象
と
そ
れ
を
受
け
る
社
会
の
防

災
力
に
か
か
わ
る
勉
強
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
で
あ
る
命
の
大
切
さ
、
助
け
合
い
・

思
い
や
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
継
承
・
発
信
す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
然
環
境
と
社

会
環
境
、
そ
し
て
震
災
の
教
訓
と
い
う
三
つ
の
領
域
を
う
ま
く
ミ
ッ
ク
ス
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

教
科
・
科
目
は
す
べ
て
、
学
校
設
定
科
目
と
し
た
。
正
確
に
言
え
ば
、
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
学
習
指
導
要
領
に

は
、
当
然
の
よ
う
に
防
災
専
門
学
科
の
記
述
が
な
く
、
数
あ
る
選
択
教
科
・
科
目
の
中
に
も
、
防
災
を
専
門
と
す
る
も
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の
は
一
つ
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
基
本
的
な
理
念
に
沿
っ
て
「
環
境
と
科
学
」「
自
然
環
境
と
防
災
」「
災
害
と
人

間
」「
社
会
環
境
と
防
災
」
な
ど
の
学
校
設
定
科
目
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。

　

試
行
錯
誤
の
結
果
出
来
上
が
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
っ
て
、
数
多
く
の
中
学
校
を
訪
問
し
て
、
説
明
を
し
た
。
防

災
を
専
門
に
学
ば
せ
る
学
科
が
で
き
る
と
い
う
う
わ
さ
は
聞
い
て
い
た
が
、
具
体
的
に
は
何
を
教
え
る
の
か
ま
っ
た
く

想
像
で
き
な
い
と
い
う
声
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
入
口
（
入
試
方
法
）
と
出
口
（
進
路
保
障
）
に
質
問
が
集
中
し
た
。

中
学
生
を
送
っ
た
以
上
、
き
ち
ん
と
教
育
し
て
、
そ
の
先
の
進
路
を
保
障
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
中
学
側
の
要
求
で

あ
り
、
さ
ら
に
防
災
で
何
が
で
き
る
の
か
を
分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
納

得
し
て
も
ら
え
る
答
え
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

震
災
体
験
と
向
き
合
う
こ
と

　

二
〇
〇
二
年
四
月
、
一
期
生
四
十
人
が
入
学
し
て
き
た
。
生
徒
の
出
身
中
学
は
、
西
宮
市
か
ら
神
戸
市
、
明
石
市
と

広
範
囲
で
あ
っ
た
が
、
舞
子
高
校
の
普
通
科
に
は
あ
ま
り
進
学
し
て
こ
な
い
長
田
区
の
生
徒
が
や
や
多
か
っ
た
。
詳
し

く
調
べ
る
と
、
垂
水
区
、
西
区
な
ど
に
住
ん
で
い
る
が
、
震
災
当
時
は
長
田
区
に
い
た
と
い
う
生
徒
も
お
り
、
震
災
体

験
が
進
学
の
動
機
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
震
災
で
肉
親
を
失
っ
た
生
徒
、家
を
無
く
し
た
生
徒
、

長
く
避
難
所
生
活
を
し
て
い
た
生
徒
、
火
災
や
倒
壊
家
屋
を
目
撃
し
、
困
難
な
環
境
で
生
活
し
て
き
た
生
徒
た
ち
が
い

た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
教
員
よ
り
も
辛
い
震
災
体
験
を
持
っ
て
い
る
生
徒
が
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
、
生
徒
た

ち
に
知
識
だ
け
を
与
え
る
教
育
で
は
だ
め
だ
と
確
信
で
き
た
。
生
徒
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
震
災
体
験
と
向
き
合
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
体
験
の
意
味
を
考
え
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
後
の
十
二
年
間
の
実
践
を
経
て
、

こ
の
考
え
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
直
観
的
な
印
象
で
あ
っ
た
。
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一
期
生
の
授
業
は
、
自
然
環
境
は
「
環
境
と
科
学
」
と
い
う
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
科
目
か
ら
始
ま
り
、
社
会

環
境
で
は
「
災
害
と
人
間
」
と
い
う
科
目
で
、
震
災
体
験
者
を
招
い
て
の
授
業
が
中
心
だ
っ
た
。
特
に
、
外
部
講
師
の

授
業
は
、
震
災
体
験
の
継
承
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
っ
た
が
、
講
師
は
、
担
当
教
員
が
話
を
聞
い
て
み
た
い
方
を
中

心
に
選
ん
で
い
っ
た
。
授
業
の
枠
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
が
、
内
容
は
、
ま
さ
し
く
自
転
車
操
業
で
進
め
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
外
部
講
師
の
授
業
は
、
生
徒
、
教
職
員
に
、
震
災
の
事
実
と
そ
の
後
の
人
間
の
知
恵
を
伝
え
て
く
れ
た
。
人

は
災
害
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
力
を
合
わ
せ
て
立
ち
上
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
、

あ
る
意
味
自
明
の
こ
と
を
、
貴
重
な
体
験
と
そ
の
後
の
活
動
紹
介
を
通
し
て
明
確
に
伝
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
つ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
出
会
い
が
あ
る
。

　

一
期
生
の
あ
る
女
子
生
徒
は
、
震
災
で
母
を
失
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
入
学
時
点
で
分
か
っ
て
い
た
こ
と
は
そ
れ

だ
け
で
あ
り
、
母
親
が
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
亡
く
な
ら
れ
た
の
か
を
、
私
た
ち
は
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
。
彼

女
は
、
入
学
し
て
ず
っ
と
、
高
校
を
や
め
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
毎
日
、
母
を
殺
し
た
地
震
の
話
ば
か
り
聞
か

さ
れ
続
け
て
、辛
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
日
、外
部
講
師
と
し
て
、消
防
署
の
副
署
長
が
来
ら
れ
た
。

震
災
当
時
の
神
戸
市
消
防
の
消
火
、
救
助
・
救
出
活
動
を
紹
介
し
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
き
た
か
を
、

む
し
ろ
淡
々
と
講
義
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
瞬
間
、
彼
は
号
泣
し
、
嗚
咽
を
漏
ら
し
な
が
ら
、
語
り
始
め
た
。

　
「
私
は
、
西
市
民
病
院
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
長
を
し
て
い
た
。
ど
う
し
て
も
一
人
だ
け
、
生
き
て
助
け
出
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。」

　

そ
の
亡
く
な
っ
た
一
人
と
は
、
女
子
生
徒
の
母
親
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
こ
の
話
を
石
の
よ
う
に
固
ま
っ
て
聞
い
て
い

た
。
そ
し
て
、
そ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
、
学
校
を
や
め
よ
う
と
い
う
考
え
を
、
や
め
た
。
母
を
助
け
る
た
め
に
、
多
く

の
人
が
一
生
懸
命
努
力
し
、
今
で
も
涙
を
流
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
も
う
少
し
、
震
災
と
向
き
合
っ
て
み
よ
う
と
思
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っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
か
ら
彼
女
は
、
防
災
の
授
業
を
一
生
懸
命
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
二
年
生
の
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
で
は
、
自

分
の
震
災
体
験
を
全
校
生
の
前
で
語
っ
た
。
父
と
何
度
も
話
し
合
い
、
原
稿
を
書
い
て
は
消
し
な
が
ら
、
当
日
を
迎
え

た
。
震
災
当
時
の
長
田
の
様
子
を
緻
密
に
説
明
し
、
自
分
の
家
の
被
災
状
況
を
詳
細
に
話
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
母
に
つ

い
て
は
、「
私
は
震
災
で
母
を
亡
く
し
ま
し
た
」
と
い
う
一
言
だ
け
だ
っ
た
。
被
災
状
況
の
精
密
さ
と
比
べ
る
と
あ
っ

け
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
初
め
て
公
の
場
で
母
の
死
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
そ
れ
か
ら
、
機
会
を
与
え
ら
れ

れ
ば
、
可
能
な
範
囲
で
、
人
前
で
震
災
を
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。
思
い
が
募
っ
て
辛
く
な
っ
た
時
は
、
断
っ
た
。
そ
う

し
な
が
ら
、
彼
女
は
、
自
分
の
震
災
体
験
と
向
き
合
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

舞
子
高
校
環
境
防
災
科
は
、
震
災
体
験
の
継
承
・
発
信
を
使
命
の
一
つ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
教
職
員
が
す
べ
き
こ

と
は
、
体
験
を
持
ち
、
語
り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
々
と
生
徒
た
ち
と
を
引
き
合
わ
せ
る
場
づ
く
り
で
あ
る
。
そ
こ
で

の
出
会
い
が
、
生
徒
た
ち
を
成
長
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

外
部
講
師
の
授
業
は
、
環
境
防
災
科
発
足
当
時
は
消
防
、
自
衛
隊
、
警
察
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
気
、
建
築
家
な
ど
、

震
災
の
体
験
と
教
訓
と
そ
の
後
の
改
善
策
を
教
え
て
く
れ
る
講
師
や
、
防
災
の
考
え
方
を
教
え
て
く
れ
る
大
学
教
授
が

中
心
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

　

年
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
専
門
的
な
知
見
や
最
先
端
の
研
究
成
果
を
教
え
て
く
れ
る
大
学
教
授
、
弁
護
士
な
ど
の
専

門
家
、
被
災
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
を
続
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
、
災
害
救
助
犬
の
育
成

団
体
、
避
難
所
開
設
と
運
営
に
か
か
わ
る
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
多
様
に
な
っ
て
き
た
。
環
境
防
災
科
で
は
、
生
徒

た
ち
が
、
で
き
る
だ
け
多
様
な
分
野
に
出
会
う
場
を
保
障
し
て
い
る
。

　

高
校
段
階
で
は
、
深
く
学
ぶ
必
要
は
な
い
。
広
く
、
浅
く
出
会
い
、
そ
の
中
か
ら
自
分
が
将
来
か
か
わ
っ
て
い
き
た



399

第14章

い
分
野
を
探
せ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
動
的
な
学
び

　

環
境
防
災
科
ス
タ
ー
ト
一
年
目
か
ら
、
校
外
で
の
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。

　

県
内
に
は
、
震
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
博
物
館
が
あ
り
、
校
外
学
習
で
訪
れ
て
い
る
。
環
境
防
災
科
と
同
じ
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
〇
二
年
四
月
に
防
災
未
来
館
が
開
館
さ

れ
て
い
る
）」で
は
、震
災
の
映
像
と
生
き
た
証
拠
の
見
学
、語
り
部
や
研
究
者
に
よ
る
特
別
授
業
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

「
北
淡
町
震
災
記
念
公
園　

野
島
断
層
保
存
館
」
で
は
、
断
層
を
見
学
し
、
語
り
部
の
講
話
を
聴
い
て
い
る
。「
兵
庫
県

立
人
と
自
然
の
博
物
館
」
は
災
害
の
研
究
、
展
示
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
見
学
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
員
が
舞
子
高

校
で
外
部
講
師
と
し
て
授
業
を
受
け
持
つ
こ
と
も
あ
る
。

　

活
動
型
の
校
外
学
習
も
い
く
つ
か
あ
る
。
神
戸
市
消
防
局
に
は
、
環
境
防
災
科
発
足
当
初
か
ら
、
強
力
な
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
い
た
だ
い
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
消
防
学
校
へ
の
体
験
入
校
は
、
消
防
を
希
望
す
る
生
徒
が
多
い
環
境
防

災
科
に
と
っ
て
は
、
進
路
適
性
を
見
極
め
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
最
大
の
目
的
は
、「
本
気
の
消
防
士
」

に
出
会
う
こ
と
で
あ
る
。
震
災
時
、
神
戸
市
内
は
火
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。
消
防
士
た
ち
は
、
不
眠
不
休

で
消
火
活
動
に
当
た
っ
た
が
、
被
災
地
域
が
広
域
す
ぎ
、
し
か
も
断
水
に
よ
る
消
防
水
利
の
低
下
で
、
消
防
士
が
す
べ

て
の
火
災
現
場
に
同
時
展
開
し
、
消
火
活
動
を
行
う
こ
と
は
物
理
的
に
無
理
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
防
災
力
を
高
め
た
い
と
い
う
消
防
士
た
ち
の
熱
意
を
、
体
験
入
校
か
ら
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。

一
年
生
は
一
日
、
二
年
生
は
、
発
足
当
初
は
一
泊
二
日
、
現
在
は
日
帰
り
で
二
日
を
か
け
て
行
っ
て
い
る
。

　

一
年
生
に
は
、
六
甲
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
授
業
が
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
阪
神
大
水
害
は
地
元
で
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発
生
し
た
大
災
害
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
災
害
を
自
然
環
境
（
科
目
「
環
境
と
科
学
」）
と
社
会
環
境
（
科
目
「
災
害

と
人
間
」）
か
ら
学
ば
せ
る
。「
環
境
と
科
学
」
で
地
球
の
構
造
や
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
学
ば
せ
、「
災
害

と
人
間
」
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験
を
も
と
に
教
訓
を
考
え
さ
せ
る
。「
環
境
と
科
学
」
で
気
象
や
風
化
花
崗
岩

の
生
成
に
つ
い
て
学
ば
せ
、「
災
害
と
人
間
」
で
は
阪
神
大
水
害
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
、
壁
新
聞
で
発
表
さ
せ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
複
数
の
科
目
が
同
じ
テ
ー
マ
で
授
業
を
進
め
る
の
で
あ
る
。
六
甲
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
そ
の
集
大
成

で
あ
る
。
六
甲
山
は
、
地
震
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
山
で
あ
り
、
断
層
が
露
頭
し
て
い
る
。
風
化
花
崗
岩
が
山
肌
を
覆

い
、
砂
防
ダ
ム
が
随
所
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
樹
木
が
な
い
禿
山
だ
っ
た
が
、
人
の
手
で
植

林
し
て
、
今
の
緑
に
覆
わ
れ
る
山
を
つ
く
り
上
げ
た
。
つ
ま
り
、
六
甲
山
は
環
境
防
災
科
に
と
っ
て
は
学
習
の
宝
庫
な

の
で
あ
る
。

　

二
年
生
は
、
長
田
の
ま
ち
歩
き
と
い
う
校
外
学
習
に
と
り
く
む
。
は
じ
め
に
、
長
田
の
歴
史
や
震
災
の
被
害
状
況
、

そ
の
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
と
り
く
み
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
や
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
か
ら
学
ぶ
。
当
日
の
ま
ち
歩
き
に
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関
係
者
が
同
行
し
、
よ
り
効
果
的
に
震
災
体
験
や
復
興
の
過
程
を
教
え
て
く
れ
る
。
最
後
に
、
ま
ち
歩
き
の

様
子
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
。

　

校
外
学
習
は
事
前
学
習
、
当
日
の
学
習
、
事
後
学
習
が
一
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
学
習
方
法
で
あ
る
。

「
学
力
の
樹
」の
イ
メ
ー
ジ
と
課
題
解
決
型
の
防
災
学
習

　

日
本
で
は
、
学
校
教
育
は
知
識
の
伝
達
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
強
い
。
特
に
普
通
科
高
校
で
は
、
教
育
目
標
は
進
路

保
障
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
大
学
入
試
を
突
破
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
進
路
保
障
の
大
切
さ
は
否
定
し
な
い
が
、
防
災
の
学
習
は
、
知
識
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
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学
力
の
樹
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
（「
学
力
を
育
て
る
」
岩
波
新
書　

志
水
宏
吉
大
阪
大
学
人
間
科
学
部
教
授
）。

葉
は
子
ど
も
が
学
び
取
る
知
識
や
技
能
で
、
総
体
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
が
、
秋
に
葉
が
落
ち
る
よ
う
に
、
身
に
つ
け

た
知
識
も
剥
落
し
て
い
く
。
そ
し
て
、春
に
芽
吹
く
よ
う
に
新
た
な
知
識
を
獲
得
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
す
。

つ
ま
り
、
絶
え
ず
更
新
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
幹
は
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
で
、
葉
の
知
識
や
技
能
を
日
常
生
活

で
使
い
な
が
ら
、
成
功
体
験
や
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
身
に
つ
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
根
は
意
欲
や
関
心
、
態
度

を
表
現
し
て
い
る
。

　

環
境
防
災
科
で
は
、
防
災
の
学
習
を
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
当
て
は
め
て
い
る
。
災
害
と
い
う
未
知
の
怪
物
と
戦
う
に
は

災
害
を
引
き
起
こ
す
ハ
ザ
ー
ド
や
災
害
対
応
の
知
識
と
技
能
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
学
習
し
た
既
知
の
部
分
を
使
っ

て
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
す
る
た
め
に
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
理
解
し
、
思
考
し
、
他
者
と
相
談
し
て

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
行
動
と
い
う
形
で
表
現
し
て
い
く
。
何
よ
り
、
防
災
を
学
ぼ
う
と
い
う

意
欲
と
関
心
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
防

災
の
学
習
は
学
力
の
樹
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
重
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
考
え
方
を
体
現
す
る
た
め
に
、
環
境
防
災
科
で
は
、
課
題
解
決
型
の
学
習
、
グ
ル
ー
プ
学
習
、
討
論
、
発
表
な

ど
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

具
体
例
を
挙
げ
よ
う
。
夏
休
み
に
は
石
川
県
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
あ
る
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
と
の
交
流

（
二
〇
〇
七
年
度
、
二
〇
〇
八
年
度
）、
新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
五
年
た
っ
た
中
間
山
地
に
あ
る
村
落
で
の
交
流
（
二
〇

〇
九
年
度
）、
台
風
9
号
の
被
災
地
佐
用
町
の
小
学
校
と
の
交
流
（
二
〇
一
〇
年
度
）
な
ど
、
被
災
地
を
訪
れ
て
の
交

流
を
行
っ
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
後
は
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
学
校
交
流
、
仮
設
住
宅
で
の
交
流
な

ど
も
行
っ
て
い
る
（
二
〇
一
一
年
度
〜
二
〇
一
四
年
度
）。
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三
年
生
の
「
人
と
社
会
」
と
い
う
科
目
は
被
災
地
支
援
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
が
、
一
学
期
に
被
災
地
支
援
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
よ
る
授
業
を
受
け
、
支
援
に
関
す
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
読
む
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
夏
休
み
の
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
提
案
す
る
。
い
く
つ
か
の
提
案
は
、
実
際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
く
。
現
地
で
実

際
に
様
々
な
活
動
を
し
た
生
徒
た
ち
は
、
二
学
期
に
そ
の
活
動
を
評
価
し
、
新
た
な
提
案
を
行
う
。
生
徒
た
ち
は
、
こ

う
い
っ
た
一
連
の
流
れ
の
中
で
支
援
の
在
り
方
を
学
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　
「
架
空
の
ま
ち
の
防
災
体
制
」と
い
う
授
業
で
は
、自
然
環
境
と
社
会
環
境
に
関
す
る
知
識
を
総
合
的
に
使
い
な
が
ら
、

自
分
で
架
空
の
ま
ち
を
設
定
し
、
そ
の
ま
ち
で
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
を
考
え
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
。
ま
ち
の
設
定
と
災
害
の
想
定
に
は
、
総
合
的
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
夢
と
防
災
」
と
い
う
授
業
で
は
、
将
来
の
夢
（
具
体
的
な
職
種
）
と
そ
の
職
業
と
防
災
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
、

発
表
す
る
。
ど
ん
な
職
業
も
社
会
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
社
会
に
無
関
係
な
災
害
は
な
い
。
つ
ま
り
、
ど
ん
な
職
業
も

災
害
あ
る
い
は
防
災
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
世
界
に
防
災
を
持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、

将
来
あ
る
職
業
に
就
い
た
時
に
市
民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防
災
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
授
業
で
は
、
総
合
的
な
知
識
を
使
っ
て
物
事
を
考
え
（
思
考
力
）、
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
決
め
（
判

断
力
）、
そ
れ
を
全
員
の
前
で
発
表
す
る
（
表
現
力
）。
も
ち
ろ
ん
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
。

防
災
教
育
を
通
し
て
海
外
の
被
災
地
と
つ
な
が
る

　

ネ
パ
ー
ル
と
の
交
流
は
環
境
防
災
科
発
足
の
一
年
前
に
始
ま
っ
た
。
目
的
は
、日
本
の
災
害
と
防
災
を
伝
え
る
こ
と
、
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ネ
パ
ー
ル
の
災
害
と
防
災
を
学
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
文
化
交
流
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
地
元
の
学
生

と
一
緒
に
防
災
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
こ
と
が
多
い
。
三
日
程
度
の
合
宿
防
災
セ
ミ
ナ
ー
で
、
生
徒
た
ち
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
と
舞
子
高
校
の
防
災
教
育
を
英
語
で
発
信
す
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
と
防
災
を
テ
ー

マ
に
話
し
合
う
。
現
地
で
地
震
防
災
を
進
め
る
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
︱

Ｎ
ｅ
ｐ
ａ
ｌ
（
地
震
防
災
を
進
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、N

ational 
Society for Earthquake T

echnology in N
epal

）
の
案
内
で
地
震
に
強
い
学
校
づ
く
り
に
と
り
く
む
学
校
を
訪
れ

て
交
流
し
、
実
際
の
耐
震
補
強
工
事
を
見
学
す
る
。
こ
う
い
っ
た
発
信
と
学
び
に
加
え
て
、
村
の
家
に
一
泊
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
、
ネ
パ
ー
ル
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
と
の
交
流
は
毎
年
夏
休
み
に
行
い
、
十
人
程
度

の
生
徒
が
希
望
し
て
参
加
す
る
。

　

四
川
大
地
震
（
二
〇
〇
八
年
）
の
被
災
地
に
は
三
年
連
続
で
訪
れ
た
。
災
害
発
生
の
半
年
後
の
十
月
に
は
、
す
で
に

支
援
を
行
っ
て
い
た
日
本
心
理
臨
床
学
会
の
メ
ン
バ
ー
や
神
戸
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
海
外
災
害
援
助
市
民
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を

受
け
て
、
神
戸
学
院
大
学
学
際
教
育
機
構
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ
ト
の
学
生
、
教
職
員
と
と
も
に
被
災
地
を
訪
れ
、

現
地
の
生
徒
た
ち
と
の
交
流
、
被
災
し
た
村
落
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
被
災

地
の
視
察
、
防
災
教
育
や
心
の
ケ
ア
の
講
演
な
ど
を
実
施
し
た
。
こ
の
活
動
は
二
〇
〇
九
年
十
月
、
二
〇
一
一
年
三
月

に
も
行
い
、
舞
子
高
校
生
徒
の
被
災
体
験
の
発
表
、
村
祭
り
へ
の
参
加
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
が
加
わ
り
、
よ
り
友
好

的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

特
に
、
尖
閣
列
島
問
題
で
日
中
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
た
二
〇
一
〇
年
十
月
は
現
地
の
要
請
に
よ
り
延
期
し
、

二
〇
一
一
年
三
月
、
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
に
実
施
し
た
。
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
学
校
で
の
交
流
の
際
、
中
国

の
学
生
が
日
本
の
状
況
を
心
配
し
、
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
く
寄
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
国
レ
ベ
ル
で
は
課

題
を
抱
え
て
は
い
た
が
、
市
民
レ
ベ
ル
、
特
に
被
災
を
体
験
し
た
者
同
士
、
過
去
二
年
間
交
流
を
し
て
き
た
者
同
士
で
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通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
洋
大
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
被
災
地
へ
も
、
二
〇
〇
六
年
の
一
度
だ
け
、
卒
業
生
、

在
校
生
と
と
も
に
訪
れ
た
。
イ
ン
ド
洋
大
津
波
が
発
生
し
た
時
、
生
徒
た
ち
は
募
金
活
動
を
行
っ
て
集
ま
っ
た
お
金
を

被
災
地
に
送
っ
て
い
た
が
、
そ
の
お
金
は
津
波
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
の
奨
学
金
と
し
て
使
わ
れ
た
。
そ
の
子
ど
も

た
ち
に
会
う
こ
と
が
訪
問
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
社
の
招
き
で
神
戸
を
訪
れ
、
舞
子
高
校
で
も

交
流
し
た
こ
と
の
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
生
徒
を
学
校
に
訪
れ
て
の
交
流
、
神
戸
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
支
援
を
続
け
る
地
域
で
の
交

流
な
ど
が
目
的
で
あ
っ
た
。
折
し
も
、
兵
庫
県
の
副
知
事
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
激
励
な
ど
の
目
的
で

ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
れ
て
お
り
、
奨
学
金
を
受
給
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
会
に
も
参
加
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と

そ
の
支
援
者
た
ち
を
激
励
す
る
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
い
っ
た
海
外
で
の
体
験
は
、帰
国
後
、授
業
で
活
動
報
告
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
発
表
会
な
ど
、

様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
報
告
し
て
い
る
。
被
災
地
を
学
生
目
線
で
見
て
き
た
報
告
と
し
て
、
評
価
さ
れ
て
い
る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
結
果
的
に
教
え
る
こ
と

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、
地
元
の
駅
頭
で
募
金
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
の
活
動
は
、
生
徒
か
ら
「
何
か
し
た

い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
始
ま
る
。
環
境
防
災
科
と
生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
生
徒
を
集
め
、
街
頭
に
立
っ
て
声
を

張
り
上
げ
る
。
活
動
は
基
本
的
に
は
、
地
元
の
垂
水
駅
と
神
戸
の
中
心
で
あ
る
三
ノ
宮
駅
の
二
カ
所
に
分
か
れ
、
土
曜

日
と
日
曜
日
の
二
日
間
、
二
週
に
わ
た
っ
て
行
う
。
神
戸
市
内
で
は
、
こ
の
活
動
で
百
万
円
近
い
募
金
が
集
ま
る
。
額

の
多
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、も
う
一
つ
、特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、募
金
に
応
じ
る
大
人
の
多
く
が
、「
あ

の
時
の
お
礼
だ
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
届
け
て
ね
」
と
い
う
言
葉
を
生
徒
に
か
け
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
震
災
の
こ
と
を
市
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民
レ
ベ
ル
で
次
世
代
に
伝
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
根
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

学
校
の
授
業
や
被
災
地
へ
の
距
離
、
資
金
な
ど
の
条
件
が
ク
リ
ア
で
き
る
場
合
は
、
実
際
に
被
災
地
を
訪
れ
て
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
。
環
境
防
災
科
の
最
初
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
二
〇
〇
四
年
十
月
二
十
日
に
発
生
し

た
台
風
23
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
の
被
災
地
で
の
泥
か
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
環
境
防
災
科
が
初
め
て
三
学
年
そ
ろ
っ

た
年
で
あ
る
。
中
間
考
査
の
中
日
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、
考
査
明
け
の
土
曜
日
、
日
曜
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
環
境

防
災
科
だ
け
で
は
な
く
普
通
科
の
生
徒
も
参
加
し
、
豊
岡
市
、
洲
本
市
で
作
業
し
た
。
児
童
館
を
清
掃
し
た
時
、
館
長

か
ら
「
人
生
で
一
番
つ
ら
い
体
験
だ
っ
た
。
で
も
み
な
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
、
人
生
で
一
番
う
れ
し
い
日
と
な
っ
た
」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
地
道
に
支
援
活
動
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
思
い
で
あ
る
。

　

石
川
県
能
登
半
島
地
震
で
は
、
現
地
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
（
兵
庫
県
の
公
立
学
校
の
教
職
員
で
組

織
す
る
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
。Em

ergency and Rescue T
eam

 by school staff in H
yogo

）
員
を
通
じ
て

依
頼
が
あ
っ
た
。
現
地
で
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
担
当
し
た
。
数
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
戸
別
訪
問
を
行
い
、
被
災

者
の
ニ
ー
ズ
を
探
っ
て
、
そ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
報
告
す
る
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

心
配
だ
と
い
わ
れ
る
高
校
生
た
ち
が
、被
災
者
と
ス
ム
ー
ズ
に
話
が
で
き
る
か
大
い
に
心
配
し
た
が
、杞
憂
で
あ
っ
た
。

あ
る
女
子
生
徒
は
、「
何
か
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
尋
ね
た
と
き
に
、「
見
た
ら
わ
か
る
だ
ろ
う
。
屋
根
が

浮
き
、
柱
が
曲
が
り
、
壁
が
落
ち
て
い
る
。
君
た
ち
に
何
が
で
き
る
と
い
う
ん
だ
」
と
叱
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
そ
の
被

災
者
を
直
視
し
、「
私
た
ち
に
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
あ
な
た
の
話
を
一
生
懸
命
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
す
」
と
答

え
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
、
感
心
し
た
被
災
者
か
ら
そ
の
家
の
被
災
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
教
え
て
も
ら
い
、
話
を
聞
い
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
感
謝
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
い
っ
た
対
話
を
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
こ
と
は
、
環
境
防
災
科
の
目
指

す
べ
き
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
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兵
庫
県
西
・
北
部
豪
雨
災
害
は
、
二
〇
〇
九
年
八
月
九
日
に
発
生
し
た
。
夏
休
み
中
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
何
か

し
た
い
と
い
う
生
徒
の
声
に
押
さ
れ
、
情
報
収
集
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
、
バ
ス
の
手
配
、
生
徒
集
め

な
ど
を
行
っ
た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
本
務
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
雑
巾
を
集
め
る
な
ど
、
事
前
の

準
備
を
行
い
、
八
月
十
三
日
、
十
四
日
、
十
八
日
、
二
十
日
に
被
災
地
を
訪
れ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
指
示
で
佐
用
町
立
幕
山
小
学
校
の
近
く
の
地
域
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の

地
域
は
、
町
営
住
宅
に
住
む
三
家
族
が
避
難
途
中
の
用
水
路
で
流
さ
れ
、
八
人
が
死
亡
、
一
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た

所
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
が
町
営
住
宅
周
辺
の
フ
ェ
ン
ス
の
ご
み
を
取
り
除
い
て
い
た
時
に
、
小
学
生
の
女
の
子
が
近
づ

い
て
き
た
と
い
う
。
声
を
か
け
て
も
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
打
ち
解
け
て
、
一
緒
に
活
動
し
た
よ
う

だ
。
昼
の
休
憩
時
間
が
来
て
、
そ
の
話
を
報
告
し
て
く
れ
た
生
徒
た
ち
に
、
昼
か
ら
の
作
業
は
せ
ず
に
子
ど
も
と
遊
ぶ

よ
う
に
促
し
た
。
そ
し
て
高
校
生
と
小
学
生
が
楽
し
そ
う
に
畦
道
を
歩
き
遊
ん
で
い
る
様
子
を
、
地
域
の
人
々
や
小
学

校
の
校
長
が
目
撃
し
、
子
ど
も
の
笑
顔
に
心
を
癒
や
さ
れ
た
と
い
う
。

　

最
後
に
子
ど
も
を
家
ま
で
送
り
届
け
た
と
き
、
そ
の
父
親
は
、「
私
は
、
こ
の
土
地
を
出
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
産

業
も
衰
退
し
、
水
害
も
起
こ
る
。
都
会
に
出
て
や
り
直
そ
う
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、
子
ど
も
の
笑
顔
を
見
て
、
考
え

直
し
た
。
も
う
一
度
こ
の
町
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
高
校
生
が
子
ど
も
と
遊
ぶ
と
い
う
日
常

に
あ
る
普
通
の
風
景
が
、
人
々
の
災
害
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
心
を
癒
や
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

幕
山
小
学
校
と
は
、
そ
の
後
交
流
を
続
け
て
い
る
。
八
月
二
十
八
日
に
校
長
先
生
の
好
意
で
初
め
て
学
校
を
訪
れ
、

た
だ
一
緒
に
遊
ぶ
と
い
う
交
流
を
行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
走
り
回
り
、
先
生
方
が
そ
れ
を
見
守
っ
た
。
こ
う

い
っ
た
支
援
が
あ
っ
て
も
い
い
。
そ
の
年
の
十
一
月
、
翌
年
と
翌
々
年
の
夏
休
み
に
も
小
学
校
を
訪
れ
、
高
校
生
が
勉

強
の
面
倒
を
見
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
す
る
交
流
を
続
け
た
。
舞
子
高
校
の
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
に
も
、
子
ど
も
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た
ち
を
招
い
て
、
防
災
の
勉
強
を
一
緒
に
行
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
指
示
さ
れ
た
作
業
に
愚
直
に
と
り
く
む
だ
け
で
い
い
が
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
関
係
を
大

切
に
し
て
、
そ
の
後
の
交
流
を
続
け
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
と
か
か
わ
り
続
け
る
こ
と

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
被
災
地
で
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し
て
い

る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
も
宿
泊
場
所
と
ト
イ
レ
に
不
自
由
す
る
、
津
波
災
害
の
特
殊
性
か
ら
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
災
害
直
後
に
活
動
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
っ
た
報
道
が
流
れ
て
い
た
。
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た

生
徒
た
ち
は
、そ
の
報
道
に
触
れ
、ま
ず
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
考
え
、募
金
活
動
を
企
画
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
二
カ
所
で
の
募
金
と
違
い
、
地
元
の
垂
水
駅
東
口
一
カ
所
に
絞
り
、
一
日
三
時
間
の
募
金
活
動
を
三
週
間

続
け
る
こ
と
に
し
た
。
環
境
防
災
科
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
部
活
帰
り
の
生
徒
た
ち
、
他
校
の
生
徒
も
参
加
し
、
連
日

三
十
人
か
ら
五
十
人
位
の
生
徒
が
募
金
を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
集
ま
っ
た
お
金
は
八
百
万
円
を
超
え
た
が
、
額

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
募
金
す
る
人
々
が
、
震
災
当
時
に
は
ま
だ
ゼ
ロ
歳
児
だ
っ
た
高
校
生
た
ち
、
生
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
高
校
生
た
ち
に
、「
あ
の
時
の
お
返
し
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
続
け
て
く
れ
た
こ
と
が
、
高
校
生
に
と
っ
て
も
大

き
な
励
み
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

三
月
下
旬
に
な
っ
て
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
要
請
で
、
兵
庫
県
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
活
動
予
定
は
四
月
六
日
か
ら
八
日
、
場
所
は
宮
城
県
石
巻
市
内
だ
と
い
う
。
多
く
の
生
徒
が
行

き
た
が
っ
た
が
、
十
八
人
を
選
び
、
引
率
教
員
二
人
と
合
わ
せ
て
合
計
二
十
人
が
バ
ス
で
石
巻
市
へ
向
か
っ
た
。
活
動

は
石
巻
市
立
貞
山
小
学
校
と
山
下
中
学
校
の
校
内
清
掃
で
あ
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
は
、
学
校
が
子
ど
も
た
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ち
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、
災
害
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
学
校
を
再
開
す

る
こ
と
を
教
育
復
興
の
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
て
、
他
の
大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
交
じ
っ
て
、
教
室
清
掃
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
側
溝
の
泥
だ
し
、
体
育
館
の
清
掃
に
汗
を
流
し
た
。
校
庭
の
隅
に
堆
積
し

て
い
る
ご
み
の
中
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
プ
リ
ン
ト
や
学
用
品
も
交
じ
っ
て
い
た
。
こ
の
子
は
大
丈
夫
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
と
心
配
す
る
生
徒
も
い
た
。
被
災
地
で
、
作
業
を
行
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
生
活
が
あ
っ
た
こ
と
に
心
を
寄
せ
る
こ

と
の
で
き
る
生
徒
が
育
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

七
日
、
最
初
の
活
動
を
終
え
て
仙
台
市
内
の
秋
保
温
泉
の
宿
舎
で
自
炊
の
夕
食
を
と
り
、
眠
り
に
つ
い
た
と
き
、
石

巻
地
方
を
震
度
六
強
の
最
大
余
震
が
襲
っ
た
。
少
し
離
れ
た
秋
保
温
泉
で
も
揺
れ
は
激
し
か
っ
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て

経
験
す
る
強
烈
な
揺
れ
に
、
泣
き
出
す
生
徒
も
い
た
。
翌
朝
、
受
け
入
れ
予
定
の
学
校
の
混
乱
、
子
ど
も
た
ち
の
安
否

確
認
な
ど
を
考
慮
し
て
、
作
業
を
中
止
し
て
、
帰
途
に
就
い
た
。
生
徒
た
ち
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
否
確
認
を
最
優

先
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
、
納
得
さ
せ
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前
に
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
兵
庫
県
の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
被
災
地
に
派
遣

す
る
た
め
の
準
備
を
行
う
よ
う
、
要
請
が
あ
っ
た
。
舞
子
高
校
が
独
自
に
宿
泊
場
所
と
活
動
地
域
を
探
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
た
め
、
防
災
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
教
授
ら
に
メ
ー
ル
を
送
り
、
情
報
を
収
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
松
島

町
の
副
町
長
が
支
援
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
副
町
長
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
カ
ト
リ
ッ
ク
鷹
取
教
会

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
神
戸
の
高
校
生
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
に
感
銘
し
、
ぜ
ひ

支
援
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
松
島
町
の
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
の
体
育
館
が
避
難
所
仕
様
に
整
備
さ
れ
て
い
た

が
、
避
難
し
た
被
災
者
が
少
な
い
た
め
に
教
室
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
体
育
館
を
四
週
間
無
償
で
借
り
る
こ
と

に
な
り
、
活
動
場
所
は
松
島
町
と
石
巻
市
に
挟
ま
れ
た
東
松
島
市
に
決
め
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
生
ま
れ
た
絆
が
、
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東
日
本
大
震
災
で
新
た
な
絆
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

環
境
防
災
科
の
三
年
生
を
第
一
週
、
二
年
生
を
第
二
週
、
三
年
生
を
第
三
週
、
普
通
科
の
選
抜
チ
ー
ム
を
第
四
週
に

派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、
準
備
を
進
め
た
。
現
地
で
は
、
食
事
は
す
べ
て
自
炊
の
た
め
、
調
理
器
具
や
食
材
、
レ
ト
ル

ト
食
品
を
持
ち
込
む
必
要
が
あ
る
。
体
育
館
で
の
寝
泊
ま
り
は
毛
布
、
寝
袋
な
ど
を
持
参
、
活
動
中
の
服
装
は
作
業
服

と
し
、
そ
の
う
え
か
ら
不
織
布
で
で
き
た
ツ
ナ
ギ
を
着
る
こ
と
に
し
た
。
軍
手
や
マ
ス
ク
、
ス
コ
ッ
プ
、
土
嚢
袋
、
バ

ー
ル
、
ほ
う
き
な
ど
、
思
い
つ
く
あ
ら
ゆ
る
物
を
買
い
込
ん
だ
。
そ
れ
ら
の
物
を
す
べ
て
バ
ス
に
積
み
込
み
、
生
徒
四

十
人
、
引
率
教
員
二
人
が
宮
城
県
ま
で
十
二
時
間
を
か
け
て
移
動
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
家
の
泥
か
き
、
畑
や
庭
の
泥
だ
し
、
道
路
や
側
溝
、
公
園
の
掃
除
な
ど
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。
担
当

し
た
地
域
は
、
遠
く
に
石
巻
港
を
望
み
、
陸
に
上
が
っ
た
大
き
な
船
が
見
え
、
近
く
の
田
ん
ぼ
は
泥
で
埋
ま
り
、
あ
ち

こ
ち
に
破
壊
さ
れ
た
車
が
散
乱
し
て
い
た
。

　

被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
被
災
者
と
多
く
の
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
年
配
の
方
が
多
く
、
生
徒

た
ち
が
孫
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
話
の
内
容
は
被
災
体
験
で
あ
る
。
友
人
や
知
人
の

死
、避
難
所
と
な
っ
た
体
育
館
を
襲
っ
た
津
波
、家
の
前
を
流
れ
て
い
く
車
と
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
助
け
を
呼
ぶ
声
、

そ
う
い
っ
た
生
々
し
い
体
験
を
生
徒
た
ち
は
聞
き
続
け
、
一
緒
に
涙
を
流
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後
、
毎
晩
、
宿
泊
場
所
の
体
育
館
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
涙
を
流
す
生
徒
た
ち
と
被
災
の

意
味
を
考
え
、
辛
い
体
験
を
聞
い
た
と
き
の
二
次
受
傷
を
避
け
る
方
法
を
教
え
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
生

徒
が
遺
体
を
発
見
し
た
と
き
は
、死
と
家
族
、喪
の
作
業
の
意
味
を
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
対
応
を
可
能
に
し
た
の
は
、

兵
庫
の
防
災
教
育
が
積
み
上
げ
て
き
た
心
の
ケ
ア
の
知
見
を
環
境
防
災
科
が
受
け
継
い
で
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

被
災
地
と
の
交
流
は
そ
の
後
も
続
い
た
。「
君
た
ち
が
帰
っ
て
し
ま
う
と
、
寂
し
く
な
る
ね
」
と
い
う
被
災
者
の
声
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に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。
環
境
防
災
科
は
、
夏
休
み
に
被
災
地
を
訪
れ
て
交
流
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
も
、
岩
手
県
宮
古
市
、
釜
石
市
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
な
ど
、
他
の
地
域
の
学
校
を
訪
れ
交
流
し
た
後
、

五
月
に
家
の
片
づ
け
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
家
々
を
、
東
松
島
市
に
再
訪
し
た
。
被
災
者
た
ち
は
、
故
郷
に
帰
っ

て
く
る
孫
た
ち
を
出
迎
え
る
よ
う
に
、
お
菓
子
や
食
事
で
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
き
れ
い
に
な
っ
た
家
を
見
せ
る
こ
と

で
、
も
て
な
し
た
。
中
に
は
生
徒
を
連
れ
て
街
中
を
歩
き
、
神
戸
の
孫
だ
と
紹
介
し
て
く
れ
た
被
災
者
も
い
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
継
続
性
の
大
切
さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
。

　

被
災
地
に
生
徒
を
連
れ
て
行
く
に
は
お
金
が
必
要
で
あ
る
。
兵
庫
県
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
や
教
育
委
員
会
だ
け
で

は
な
く
、
海
外
の
防
災
支
援
を
多
く
手
が
け
東
日
本
大
震
災
で
も
支
援
活
動
を
し
て
い
る
神
戸
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
Ｓ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｓ
︱

Ａ
ｓ
ｉ
ａ
も
資
金
を
出
し
て
く
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
と
の
交
流
は
、
学
校
レ
ベ
ル
、
個
人
レ
ベ

ル
で
続
い
て
い
る
。
卒
業
し
た
生
徒
が
、
被
災
地
の
高
齢
者
に
暑
中
見
舞
い
や
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
送
り
、
折
に
触

れ
て
電
話
を
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
校
交
流
で
出
会
っ
た
被
災
地
の
若
者
た
ち
と
今
で
も
交
流
を
続
け
て
い
る
こ
と

が
、
何
よ
り
う
れ
し
い
。

防
災
を
他
校
や
地
域
、
社
会
に
広
く
伝
え
て
い
く
活
動

　

舞
子
高
校
環
境
防
災
科
が
準
備
期
間
の
二
年
間
と
実
際
に
活
動
し
て
き
た
十
二
年
間
、
合
計
十
四
年
間
に
積
み
上
げ

て
き
た
成
果
は
、
環
境
防
災
科
だ
け
の
努
力
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の
理
解
者
、
支
援
者
に
支
え
ら

れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、す
べ
て
の
関
係
者
と
共
有
す
べ
き
財
産
と
い
っ
て
い
い
。
そ
の
具
体
化
と
し
て
、

舞
子
高
校
は
、
い
く
つ
か
の
と
り
く
み
を
進
め
て
い
る
。

　

高
校
生
が
地
域
に
防
災
を
広
げ
る
活
動
は
、
発
足
当
初
か
ら
と
り
く
ん
で
い
る
。
学
校
周
辺
の
四
地
域
で
、
神
戸
市



411

第14章

が
震
災
後
に
提
唱
し
た
「
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
単
位
で
の
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
が
、
今
で
は
訓
練

の
計
画
を
任
さ
れ
、
地
域
の
祭
り
や
子
ど
も
対
象
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
、
日
常
時
の
行
事
に
参
加
す
る
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。

　

障
が
い
者
が
災
害
時
に
弱
い
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
東
日
本
大
震
災
で
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
県
内
の
特
別
支
援
学
校
で
も
、
災
害
時
の
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
る
状
況
を
不
安
視
し
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
考
え
て
防
災
教
育
に
と
り
く
む
学
校
が
増
え
て
き
た
。
環
境
防
災
科
は
、
兵
庫
県
立
神
戸
聴
覚
特
別
支
援
学

校
、
兵
庫
県
立
視
覚
特
別
支
援
学
校
、
兵
庫
県
立
こ
ば
と
聴
覚
特
別
支
援
学
校
、
兵
庫
県
立
芦
屋
特
別
支
援
学
校
と
防

災
教
育
交
流
を
進
め
て
い
る
が
、
合
わ
せ
て
生
徒
た
ち
が
障
が
い
を
理
解
す
る
授
業
や
交
流
に
も
と
り
く
ん
で
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
県
内
の
多
く
の
高
校
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と
り
く
ん
で
き
た
。
災
害
が
発
生
し
た
二

〇
一
一
年
度
は
五
十
七
校
、
九
百
四
十
三
人
の
生
徒
と
百
二
十
二
人
の
教
職
員
、
二
〇
一
二
年
度
は
三
十
六
校
、
六
百

九
十
四
人
の
生
徒
と
八
十
四
人
の
教
職
員
、
二
〇
一
三
年
度
は
三
十
二
校
、
四
百
八
十
五
人
の
生
徒
と
六
十
九
人
の
教

職
員
が
学
校
単
位
の
活
動
と
し
て
被
災
地
を
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
募
金
活
動
に
も
活
発
に
と
り
く
ん
で
お
り
、
二
〇

一
一
年
度
百
三
十
二
校
、
二
〇
一
二
年
度
七
十
四
校
、
二
〇
一
三
年
度
四
十
一
校
が
実
施
し
て
い
る
（
兵
庫
県
教
育
委

員
会
調
べ
）。

　

舞
子
高
校
の
十
年
以
上
の
活
動
と
東
日
本
大
震
災
の
支
援
活
動
の
結
果
、
多
く
の
学
校
が
得
た
も
の
を
高
校
レ
ベ
ル

で
の
「
兵
庫
県
の
防
災
教
育
」
の
中
心
に
置
き
、
持
続
し
て
い
く
た
め
に
、
舞
子
高
校
が
中
心
と
な
っ
て
、
新
た
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
兵
庫
県
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
の
と
り
く
み
で
あ
る
。
第
一
回
目
は
二
〇
一
二
年
七
月
、

廃
校
と
な
っ
た
兵
庫
県
立
淡
路
高
校
一
宮
校
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
た
。
一
宮
校
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
受
け
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入
れ
の
た
め
に
避
難
所
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
訓
練
に
適
し
て
い
た
。
県
内
の
高
校
生
を
中
心
に
、
県
外
か

ら
も
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
防
災
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
心
の
ケ
ア
の
講
義
と
被
災
地
支
援
に
出
来
る
こ
と
を
話
し
合

い
発
表
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
と
り
く
ん
だ
。
こ
の
講
座
は
、
第
二
回
（
二
〇
一
三
年
七
月
、
国
立
淡
路
青
少
年
交

流
の
家
）、
第
三
回
（
二
〇
一
四
年
七
月
、
同
会
場
）
と
継
続
し
て
い
る
。

　

防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
に
参
加
し
た
学
校
、
参
加
者
は
、
そ
の
後
、
夏
休
み
に
宮
城
県
を
訪
れ
、
舞
子

高
校
の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
と
合
同
で
、
地
域
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
宮
城
県
石
巻
西
高
校
、

気
仙
沼
市
立
大
谷
中
学
校
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
被
災
地
の
学
校
と
の
交
流
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
若
者
の
交
流
は
、
被
災
地
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
次
の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
自
分
た
ち
の
体
験
を
語

り
継
ぐ
機
会
で
あ
り
、
災
害
体
験
と
向
き
合
い
整
理
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
分
が
社
会
に
役
立
っ
て

い
る
と
い
う
自
己
肯
定
感
や
有
用
感
を
実
感
す
る
機
会
で
も
あ
り
、被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、

未
災
地
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災
教
育
を
進
め
る
き
っ
か
け
で
あ
り
、
強
い
動
機
と
な

る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
と
り
く
み
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
学
校
と

こ
れ
か
ら
被
災
が
予
想
さ
れ
る
関
東
、
中
部
、
西
日
本
の
学
校
が
集
ま
り
、
被
災
体
験
の
意
味
を
考
え
、
防
災
を
学
ぶ

機
会
で
あ
る
。
第
一
回（
兵
庫
県
、国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
）、第
二
回（
宮
城
県
、国
立
花
山
青
少
年
自
然
の
家
）、

第
三
回
（
東
京
都
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）
と
開
い
た
が
、
高
校
生
、
中
学
生
た
ち
は
、
自
分

の
被
災
体
験
を
伝
え
、
こ
れ
か
ら
遭
遇
す
る
災
害
を
考
え
、
被
災
体
験
や
支
援
の
意
味
を
考
え
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
提
言
し
た
。
第
三
回
目
に
は
舞
子
高
校
が
交
流
を
続
け
て
き
た
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
（
二
〇
〇

四
年
十
二
月
二
十
六
日
、
イ
ン
ド
洋
大
津
波
）、
中
国
四
川
省
（
二
〇
〇
八
年
五
月
十
二
日
、
四
川
大
地
震
）
の
高
校
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生
も
参
加
し
、
被
災
体
験
を
伝
え
、
防
災
の
実
践
を
紹
介
し
た
。

　

参
加
者
は
、学
校
に
戻
っ
て
、学
ん
だ
こ
と
を
他
の
生
徒
に
伝
え
る
な
ど
、新
た
な
と
り
く
み
を
始
め
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
若
者
が
防
災
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
継
続
的
開
催
が
、兵
庫
が
と
り
く
む
べ
き
最
大
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
　

兵
庫
県
内
の
防
災
教
育
の
と
り
く
み

震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
の
活
動

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
兵
庫
県
は
全
国
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
た
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会
と
兵
庫
県
教
職
員

組
合
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
教
育
再
開
へ
の
支
援
に
応
え
る
た
め
に
、
他
府
県
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

要
請
に
基
づ
い
て
被
災
地
の
教
育
復
興
を
支
援
す
る
組
織
の
設
立
を
構
想
し
、
震
災
か
ら
五
年
を
経
た
二
〇
〇
〇
年
度
、

震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）
を
設
立
し
た
。「
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）
運
営
委
員
会
」

が
活
動
を
計
画
、
評
価
し
、
事
務
局
は
教
育
委
員
会
に
置
い
て
い
る
。

　

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
事
務
職

員
な
ど
の
学
校
関
係
者
、
大
学
教
授
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
発
足
当
初
は
、「
避
難
所

運
営
班
」「
心
の
ケ
ア
班
」「
学
校
教
育
班
」「
学
校
給
食
班
」
の
四
班
体
制
だ
っ
た
が
、
後
に
「
研
究
・
企
画
班
」
を

加
え
、
現
在
は
五
班
体
制
で
活
動
し
て
い
る
。 

　

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
は
、
災
害
時
に
は
被
災
地
の
学
校
の
再
開
支
援
及
び
学
校
避
難
所
運
営
支
援
に
あ
た
り
、
平
常
時
に

は
防
災
教
育
研
修
会
で
の
講
演
や
指
導
、
助
言
を
通
し
て
各
地
域
の
防
災
体
制
の
整
備
を
支
援
し
、
あ
わ
せ
て
県
内
各



414

学
校
の
「
兵
庫
の
防
災
教
育
」
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

　

日
本
国
内
の
災
害
で
は
、
北
海
道
有
珠
山
噴
火
に
係
る
支
援
派
遣
（
二
〇
〇
〇
年
）、
鳥
取
県
西
部
地
震
に
係
る
被

災
校
へ
の
支
援
派
遣
（
二
〇
〇
〇
年
）、
宮
城
県
北
部
地
震
に
係
る
事
前
調
査
（
二
〇
〇
三
年
）、
台
風
23
号
に
よ
る
水

害
に
係
る
支
援
活
動
（
二
〇
〇
四
年
）、
新
潟
県
中
越
地
震
に
係
る
支
援
活
動
（
二
〇
〇
四
年
）、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

に
係
る
調
査
（
二
〇
〇
七
年
）、
台
風
９
号
に
伴
う
水
害
の
被
災
地
支
援
（
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
に
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
を

派
遣
し
、
避
難
所
開
設
と
運
営
、
児
童
・
生
徒
・
教
職
員
の
心
の
ケ
ア
な
ど
に
直
接
従
事
し
た
り
、
現
地
の
教
育
関
係

者
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
た
り
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
（
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
発
生
）
で
は
、
直
後
の
三
月
十
五
日
に
は
宮
城
県
の
教
育
庁
と
南
三
陸

町
に
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
を
派
遣
し
、
避
難
所
運
営
や
児
童
・
生
徒
、
教
職
員
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
緊
急
助
言
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
東
松
島
市
、
気
仙
沼
市
、
岩
沼
市
、
石
巻
市
、
南
三
陸
町
に
E
A
R
T
H
員
を
派
遣
し
た
。
特
に
夏
休
み
に

は
、
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
を
三
班
に
分
け
、
各
班
二
十
人
ず
つ
が
現
地
の
学
校
を
訪
れ
、
教
職
員
対
象
の
心
の
ケ
ア
研
修
や

相
談
活
動
を
行
い
、子
ど
も
た
ち
に
勉
強
を
教
え
、一
緒
に
遊
ぶ
な
ど
、日
常
に
つ
な
が
る
心
の
ケ
ア
活
動
を
展
開
し
た
。

　

災
害
発
生
年
度
だ
け
で
も
、
述
べ
七
十
六
人
の
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
が
四
次
に
わ
た
っ
て
被
災
地
で
の
支
援
活
動
を
行
っ

た
が
、
そ
の
後
も
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
に
よ
る
夏
休
み
の
支
援
活
動
、
教
育
委
員
会
職
員
や
養
護
教
員
な
ど
の
長
期
滞
在
支

援
、
宮
城
県
教
育
庁
職
員
の
長
期
受
け
入
れ
な
ど
、
息
の
長
い
支
援
を
続
け
て
い
る
。

　

海
外
の
災
害
に
も
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
六
日
に
発
生
し
た
ス
マ
ト

ラ
沖
地
震
と
イ
ン
ド
洋
大
津
波
の
支
援
活
動
と
し
て
、
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
が
派
遣
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
五
月
か
ら
七
月
に

か
け
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
で
教
職
員
を
対
象
と
し
た
心
の
ケ
ア
の
研
修
を
行
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
五
月
十
二
日
に
発
生
し
た
四
川
大
地
震
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
「
四
川
大
地
震
復
興
支
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援
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
心
の
ケ
ア
と
防
災
教
育
の
経
験
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
き
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
医
療
の
専
門
家
育
成
、
社
区
（
地
域
）
レ
ベ
ル
の
支
援
者
育
成
と

教
育
の
支
援
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
は
、
教
育
分
野
で
の
現
地
研
修
、
本
邦
研
修
を
中
心
に
受
け
持

ち
、
体
験
と
知
見
を
伝
え
た
。
中
国
で
の
活
動
は
、
そ
の
後
、
四
川
省
雅が

安あ
ん

市
で
発
生
し
た
芦ろ

山ざ
ん

地
震
（
二
〇
一
三
年

四
月
二
十
日
）
の
被
災
地
で
学
校
建
設
と
防
災
教
育
を
進
め
る
中
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
壹ワ

ン

基
金
の
要
請
を
受
け
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

北
京
事
務
所
の
協
力
の
下
、
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
員
が
被
災
地
の
学
校
で
の
モ
デ
ル
授
業
、
教
職
員
研
修
な
ど
を
行
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
が
生
み
出
し
た
「
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
他
府
県
か
ら
の
講
読
希
望
も
強
く
、「
学
校

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
震
災
を
超
え
て
」
な
ど
の
冊
子
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
可
能
で
あ
る
。

　

国
内
外
で
災
害
が
多
発
し
て
い
る
現
在
、
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
の
存
在
価
値
は
大
き
い
。
発
足
当
初
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
支
援
へ
の
感
謝
を
持
っ
て
、
教
育
復
興
へ
の
支
援
活
動
を
行
い
、
兵
庫
の
「
新
た
な
防
災
教
育
」（
後
に
「
兵
庫

の
防
災
教
育
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
）
を
伝
え
て
き
た
。
そ
の
後
の
支
援
経
験
を
経
て
、
備
え
を
中
心
と
し
た
防
災

教
育
や
命
の
教
育
と
融
合
し
た
防
災
教
育
の
推
進
を
進
め
て
き
た
が
、
今
後
は
、
心
の
ケ
ア
と
防
災
教
育
を
融
合
さ
せ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
提
案
な
ど
、
新
た
な
領
域
に
も
と
り
く
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

大
学
で
の
防
災
教
育

　

県
内
の
大
学
は
、 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
学
び
、
そ
の
成
果
を
継
承
・
発
信
す
る
た
め
の
と
り
く
み
を
進
め
て
き

た
。
神
戸
大
学
は
、「
余
り
に
も
多
く
の
尊
い
犠
牲
を
払
っ
て
、
都
市
の
脆
弱
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
都
市
の
安
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全
確
保
の
た
め
に
総
合
的
な
研
究
の
展
開
と
遂
行
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
」
こ
と
か
ら
、「
真
に
安

全
・
安
心
な
都
市
の
創
出
を
め
ざ
し
て
、
都
市
ゆ
え
に
生
じ
る
多
種
多
様
な
災
害
に
つ
い
て
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
学
際
的
か
つ
総
合
的
に
研
究
す
る
た
め
」
に
、
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
（
一
九
九
六
年
五
月
十
一

日
）、
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
広
く
発
信
し
て
い
る
。
学
生
に
対
し
て
は
、
総
合
教
養
科
目
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」

を
開
設
し
、
震
災
体
験
の
継
承
・
発
信
に
努
め
て
き
た
。

　

神
戸
女
子
大
学
、
関
西
国
際
大
学
を
始
め
他
の
大
学
も
、
選
択
科
目
に
災
害
か
ら
学
ぶ
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
科
目
を

設
置
し
、
若
者
へ
の
震
災
体
験
の
継
承
と
、
彼
ら
の
側
か
ら
の
被
災
地
支
援
や
体
験
の
発
信
を
後
押
し
し
て
い
る
。
兵

庫
県
立
大
学
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
等
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
経
験
と
教
訓
を
踏
ま
え
、兵
庫
県
が
蓄
積
し
て
い
る
、

防
災
に
関
す
る
情
報
や
対
応
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
世
代
お
よ
び
他
地
域
に
伝
え
る
た
め
」
に
「
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
（
二
〇
一
一
年
）、「『
防
災
マ
イ
ン
ド
』（
防
災
へ
の
優
れ
た
知
と
行
動
す
る
心
）
を
有
し
、
地
域
や
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
防
災
教
育
を
推
進
」
し
て
い
る
。
学
生
は
、
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
東
日
本
大

震
災
の
支
援
な
ど
の
活
動
を
生
み
出
す
な
ど
、
受
動
的
に
学
び
能
動
的
に
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
「
防
災
教
育
セ
ン
タ

ー
」
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
兵
庫
県
の
県
立
大
学
と
し
て
、
新
た
に
研
究
機
能
も
加
え
て
「
防
災
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
組
を
予
定
（
二
〇
一
五
年
）
し
て
お
り
、ま
す
ま
す
そ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

多
く
の
大
学
が
、
研
究
室
や
専
門
科
目
の
単
位
を
越
え
て
、
学
際
的
に
防
災
を
研
究
し
、
総
合
的
に
防
災
に
と
り
く

む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
学
生
を
学
習
者
と
捉
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
へ
の
貢
献
者
と
位
置
づ
け
て
、
そ
の
活
動

を
支
援
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
神
戸
学
院
大
学
学
際
教
育
機
構
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ
ト
（
以
下
、
ユ
ニ
ッ
ト
）
の
活
動
は
特
筆

す
べ
き
存
在
で
あ
る
。
大
学
の
機
能
は
研
究
と
教
育
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
ユ
ニ
ッ
ト
は
、「
学
生
を
主
体
と
し
た
実
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学
教
育
」
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
大
学
だ
け
で
は
な
く
、
連
携
講
座
と
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を

通
し
て
、
社
会
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

　

防
災
教
育
面
で
は
、
学
生
に
よ
る
教
材
開
発
（
防
災
教
育
キ
ッ
ト
／
防
災
紙
芝
居
）
が
高
く
評
価
さ
れ
、
兵
庫
県
が

主
催
す
る
防
災
未
来
賞
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
（
二
〇
〇
八
年
）
し
、
第
四
回
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
で
大
賞
に
輝
い
た
（
二
〇
〇
七
年
）。
県
内
で
発
生
し
た
兵
庫
県
西
・
北
部
豪
雨
災
害
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
実
施
し
、
佐
用
町
と
連
携
し
た
復
興
支
援
活
動
や
若
者
を
被
災
地
に
派
遣
し
て
被
災
者
と
一
緒
に
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
開
催
に
つ
な
げ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
い
ち
早
く
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、
復
興

過
程
に
入
っ
た
現
在
も
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
支
援
な
ど
に
継
続
的
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
ま
た
、
県
内
の
小
中
学
校

で
実
施
し
て
い
る
防
災
教
育
は
、
全
国
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
活
動
は
、
他
大
学
の
防
災
ユ
ニ

ッ
ト
発
足
や
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
二
〇
一
四
年
に
開
設
さ
れ
た
現
代
社
会
学
部
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

県
内
の
多
く
の
大
学
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
、
そ
の
教
訓
を
継
承
・
発
信
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
教
育
の
支
援
、
他
の
被
災
地
の
支
援
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
防

災
教
育
分
野
で
の
大
学
間
の
連
携
、
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携
な
ど

を
通
し
て
、
大
学
の
専
門
性
を
社
会
に
還
元
す
る
と
り
く
み
が
、
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

1
・
17
防
災
未
来
賞
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」

　

毎
日
新
聞
社
は
、
防
災
の
取
材
を
進
め
る
中
で
、
防
災
教
育
の
優
れ
た
と
り
く
み
が
全
国
に
存
在
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
発
展
を
図
る
た
め
に
、
二
〇
〇
四
年
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
「
子
ど
も
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
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を
始
め
た
。
翌
年
に
は
、
兵
庫
県
が
「
1
・
17
防
災
未
来
賞
」
を
創
設
し
、
二
つ
の
事
業
が
一
体
と
な
っ
て
、
現
在
は

『
1
・
17
防
災
未
来
賞
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」』
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
被
災
地
支
援
や
防
災
教
育
に
先
駆
的
な
活

躍
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
さ
く
ら
ネ
ッ
ト
が
事
務
局
を
担
当
し
、
防
災
の
専
門
家
や
毎
日
新
聞
社
、
兵
庫
県
、
人

と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
実
行
委
員
会
を
形
成
し
て
運
営
し
て
い
る
。

　

優
れ
た
防
災
の
と
り
く
み
を
防
災
大
賞
や
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
び
、
地
域
の
防
犯
や
被
災
地
支
援
、
継
続
的
な
応
募
に

も
奨
励
の
意
味
を
込
め
た
賞
を
出
す
な
ど
、
防
災
教
育
、
安
全
教
育
の
全
国
規
模
の
進
展
に
貢
献
し
て
い
る
。
兵
庫
県

か
ら
は
、
兵
庫
県
立
淡
路
高
校
、
兵
庫
県
立
舞
子
高
校
、
神
戸
学
院
大
学
学
際
教
育
機
構
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ
ト

が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
、「
ア
ト
リ
エ
太
陽
の
子
」
が
継
続
的
な
応
募
と
被
災
地
で
の
多
く
の
支
援
活
動
を
評
価
さ

れ
る
な
ど
、
多
く
の
小
・
中
・
高
校
、
特
別
支
援
学
校
、
大
学
、
団
体
が
応
募
、
受
賞
し
て
い
る
。

　

ぼ
う
さ
い
甲
子
園
は
も
う
一
つ
の
機
能
を
は
た
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
防
災
教
育
に
か
か
わ
る
学
校
や
団
体
を
つ
な

ぐ
役
割
で
あ
る
。
ア
ト
リ
エ
太
陽
の
子
は
、
防
災
教
育
で
出
合
っ
た
団
体
に
招
か
れ
、
佐
用
町
の
小
学
校
や
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
の
学
校
で
、
絵
画
を
通
し
た
支
援
を
続
け
て
い
る
。
神
戸
学
院
大
学
や
舞
子
高
校
も
、
ぼ
う
さ
い
甲
子

園
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
、
防
災
教
育
に
か
か
わ
る
全
国
レ
ベ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
活
動
は
、
毎
日
新
聞
社
や
さ
く
ら
ネ
ッ
ト
が
舞
子
高
校
と
一
緒
に
、
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
の
表
彰
式
に
合
わ
せ
て
、
参

加
校
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
継
続
的
に
開
い
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

優
れ
た
実
践
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
防
災
教
育
の
発
展
を
後
押
し
し
、
交
流
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
防
災
教
育

の
広
が
り
が
図
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
的
な
枠
組
み
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
体
験
し
、
様
々

な
被
災
地
の
支
援
を
先
頭
に
立
っ
て
続
け
て
き
た
兵
庫
県
が
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
震
災

を
体
験
し
、
被
災
地
支
援
を
継
続
し
、
防
災
教
育
を
進
め
て
き
た
兵
庫
県
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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第
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五
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心
を
つ
な
ぎ
、と
も
に
生
き
る

安
藤 

忠
雄



著
　
者

　
　

安
藤　

忠
雄
（
あ
ん
ど
う
・
た
だ
お
）　

　
　

建
築
家

略
　
歴

　
　

一
九
九
五
年　

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
支
援
10
年
委
員
会
実
行
委
員
長

　
　

一
九
九
六
年　
「
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
発
足

　
　

一
九
九
七
年　

東
京
大
学
工
学
部
教
授

　
　

二
〇
〇
二
年　

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
客
員
教
授

　
　

二
〇
〇
三
年　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　
　

二
〇
〇
五
年　

安
藤
忠
雄
文
化
財
団
設
立

　
　

二
〇
〇
六
年　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
理
事（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）

　
　

二
〇
〇
八
年　

大
阪
府
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
水
都
・
都
市
景
観
分
野
）

　
　

二
〇
一
〇
年　

文
化
勲
章
受
章

　
　

二
〇
一
一
年　

東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
議
長
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
「
桃
・
柿
育
英
会
」
東
日
本
大
震
災
遺
児
育
英
資
金
設
立

　
　

二
〇
一
三
年　

フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化
勲
章
（
コ
マ
ン
ド
ー
ル
）
叙
勲

photo by 林景澤



421

第（（章

　
　

震
災
の
衝
撃

　

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
た
そ
の
日
、
私
は
海
外
に
い
て
Ｃ
Ｎ
Ｎ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
震
災
を
知
り
、神
戸
が
壊
滅
的
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
翌
日
か
ら
の
予
定
を
す
べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、

急
き
ょ
大
阪
に
戻
っ
た
。
道
路
も
鉄
道
も
分
断
さ
れ
て
い
た
た
め
、
大
阪
・
天
保
山
か
ら
船
で
神
戸
港
に
入
り
、
被
災

地
を
見
て
回
っ
た
。

　

壮
絶
な
光
景
を
目
の
前
に
「
復
旧
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
絶
望
に
う
ち
ひ
し
が
れ
た
。
震
災
後
の
数
カ
月
間

は
事
務
所
の
仕
事
を
中
断
し
、
被
災
状
況
を
目
に
焼
き
付
け
る
た
め
、
被
災
地
を
歩
い
た
。
長
期
に
わ
た
る
困
難
な
復

興
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

し
か
し
被
災
地
は
そ
の
後
、
世
界
の
災
害
史
上
例
の
な
い
速
度
と
質
で
復
興
を
な
し
遂
げ
た
。
貝
原
俊
民
兵
庫
県
知

事
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
神
戸
市
、
芦
屋
市
、
西
宮
市
な
ど
行
政
の
人
々
が
垣
根
を
越
え
て
連
携
し
、

民
間
と
手
を
取
り
合
っ
て
復
興
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
。

　

貝
原
さ
ん
は
三
カ
月
間
も
県
庁
に
泊
ま
り
込
み
、
国
へ
の
報
告
、
陳
情
に
日
々
追
わ
れ
な
が
ら
も
強
い
信
念
を
も
っ

て
復
旧
復
興
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
。
時
折
、
県
庁
で
姿
を
見
か
け
た
が
、
声
を
か
け
る
の
も
は
ば
か
ら
れ
た
。
そ
の

復
興
に
か
け
る
熱
意
は
、国
を
動
か
し
、市
民
を
動
か
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
命
を
張
っ
て
こ
そ
と
、そ
の
姿
に
思
っ
た
。

　

絶
望
的
な
状
況
に
置
か
れ
て
も
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が

ら
苦
境
に
立
ち
向
か
っ
た
神
戸
の
人
々
の
頑
張
り
も
す
ご
か
っ
た
。
被
災
地
で
は
略
奪
も
暴
力
ざ
た
も
一
切
起
き
な
か

っ
た
。
美
し
い
神
戸
を
次
の
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
彼
ら
の
思
い
や
、
街
へ
の
愛
情
が
復
興
へ
の
大
き
な
力
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と
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
の
思
い
は
全
国
に
伝
わ
り
、
各
地
か
ら
中
高
生
や
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
た
。
彼
ら
は
大
阪
か
ら
三

十
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
い
て
被
災
地
に
入
り
、
毎
日
の
よ
う
に
復
旧
を
手
伝
っ
た
。
震
災
の
起
き
た
九
五
年
は
後
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

　
　

ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

三
月
に
な
り
、
被
災
し
た
街
の
あ
ち
こ
ち
に
コ
ブ
シ
や
モ
ク
レ
ン
な
ど
の
白
い
花
が
咲
き
だ
し
た
。
そ
の
花
を
眺
め

て
老
女
が
、「
春
が
く
る
た
び
に
咲
く
こ
の
花
の
よ
う
に
、
お
じ
い
さ
ん
も
帰
っ
て
き
た
ら
い
い
な
」
と
涙
ぐ
み
つ
ぶ

や
く
姿
を
み
て
、
亡
く
な
っ
た
人
の
鎮
魂
と
、
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
た
め
に

も
、
被
災
地
に
白
い
花
の
咲
く
木
を
植
え
た
い
と
考
え
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
支
援
10
年
委
員
会
と
と
も
に
、一
本
五
千
円
の
モ
ク
レ

ン
や
コ
ブ
シ
の
苗
木
を
、十
二
万
五
千
戸
の
復
興
住
宅
の
二
倍
、
二
十
五
万
本
植
え

る
こ
と
を
目
標
に
植
樹
活
動「
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
設
立
し
、達

成
し
た
。
被
災
地
の
小
中
学
校
や
大
学
に
も
植
樹
し
た
。
神
戸
大
学
や
関
西
学
院

大
学
で
は
震
災
で
亡
く
な
っ
た
学
生
や
教
職
員
の
人
数
分
の
モ
ク
レ
ン
を
植
え
た
。

　

毎
年
咲
く
白
い
花
が
、
人
の
心
を
つ
な
ぎ
、
と
も
に
生
き
て
い
く
地
域
を
つ
く

り
、
被
災
地
を
希
望
の
持
て
る
街
と
し
て
復
活
さ
せ
る
た
め
の
力
に
な
っ
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

被災地に植えられたモクレン
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ま
ち
も
自
分
た
ち
で
育
て
て
い
く
も
の
だ
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
ま
ち
の
美
し
さ
も
ひ
と
つ
の
生
活
の
基
準
と
な
る
。

ま
た
、
美
し
い
ま
ち
を
そ
の
地
域
で
生
活
す
る
皆
で
育
て
た
と
い
う
事
実
が
、
地
域
住
民
の
誇
り
と
な
る
。

　

改
め
て
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
の
あ
の
惨
状
を
思
う
と
、
神
戸
の
ま
ち
は
本
当
に
よ

く
立
ち
直
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。

　

日
本
人
は
独
創
性
に
欠
け
、
個
性
が
無
い
と
国
際
的
に
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
。
経
済
の
低
迷
に
よ
り
国
際
競
争
力
を

失
っ
て
、
ま
す
ま
す
世
界
中
で
評
価
を
落
と
し
て
い
る
日
本
人
だ
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
忍
耐
力
や
協
調
心
、
目
的
を

定
め
た
時
の
強
さ
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
本
来
日
本
人
は
、
美
し
い
自
然
の
中
で
培
わ
れ
た
細
や
か
な
感

性
と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
勇
気
を
兼
ね
備
え
た
民
度
の
高
い
国
民
だ
と
信
じ
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を

も
っ
と
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

復
興
に
向
か
う
被
災
地
の
人
々
の
姿
は
、
日
本
人
が
忘
れ
て
い
た
美
し
さ
や
力
強
さ
と
い
っ
た
も
の
を
思
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
他
人
を
思
い
や
る
こ
と
が
強
い
原
動
力
と
な
り
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
を
見
て
強
い

感
銘
を
受
け
、「
と
も
に
生
き
る
こ
と
」
の
尊
さ
を
改
め
て
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　
　

東
日
本
大
震
災

−

鎮
魂
の
森
づ
く
り

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
十
六
年
後
、
新
た
な
災
害
が
日
本
に
悲
劇
を
も
た
ら
し
た
。
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、

東
日
本
大
震
災
で
あ
る
。

　

巨
大
地
震
と
津
波
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
被
災
地
を
訪
れ
た
私
は
、
あ
ま
り
の
厳
し
い
現
実
に
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
以
上
の
衝
撃
を
受
け
た
。
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被
災
地
で
、
子
ど
も
が
津
波
に
さ
ら
わ
れ
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
母
親
に
出
会
っ
た
。「
息
子
は
必
ず
生

き
て
い
る
。」
と
語
り
な
が
ら
、
毎
日
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
我
が
子
を
探
す
そ
の
姿
に
、
私
は
か
け
る
言
葉
を
失
っ
た
。

　

東
日
本
の
広
域
を
容
赦
な
く
破
壊
し
つ
く
し
た
あ
の
大
震
災
か
ら
さ
ら
に
三
年
経
っ
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
の
抱
え
て

い
た
諸
々
の
厳
し
い
問
題
点
が
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
一
気
に
噴
出
し
た
か
の
よ
う
な
三
年
間
だ
っ
た
。
戦
後
の
復
興

か
ら
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、物
質
的
豊
か
さ
を
ひ
た
す
ら
追
い
求
め
、バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
と
い
う
絶
頂
期
を
最
後
に
、

以
降
混
迷
を
続
け
て
き
た
日
本
社
会
に
、
災
害
は
更
な
る
打
撃
を
与
え
た
。

　

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
話
題
に
さ
れ
て
き
た
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
の
問
題
は
突
然
具
体
性
を
帯
び
は
じ
め
、

人
々
は
こ
の
避
け
て
は
通
ら
れ
な
い
問
題
と
対
峙
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
日
本
は
一
体
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
か
。
国
民
の
不
安
は
膨
ら
む
一
方
だ
っ
た
。

　

私
は
復
興
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
被
災
地
の
人
々
の
心
を
束
ね
る
「
鎮
魂
の
森
」
づ
く
り
を
提
唱
し
て
い
る
。
安
全

な
高
台
や
、
瓦
礫
の
山
に
草
花
の
種
を
ま
き
、
苗
を
育
て
、
各
地
の
植
生
に
適
し
た
木
を
植
え
る
。
亡
く
な
っ
た
人
々

の
魂
を
鎮
め
る
た
め
に
、
地
元
の
人
々
と
共
に
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
を
育
て
て
い
く
計
画
だ
。

　

三
陸
地
域
で
伝
わ
る
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
︱
津
波
の
際
は
、
肉
親
に
構
わ
ず
、
て
ん
で
ん

ば
ら
ば
ら
で
良
い
の
で
と
に
か
く
高
台
に
逃
げ
ろ
︱
先
人
た
ち
は
、
先
の
災
害
の
教
訓
を
、
言
葉
に
し
て
後
世
に
託
し

た
。
こ
の
津
波
の
脅
威
を
、
今
回
は
「
鎮
魂
の
森
」
と
い
う
形
で
伝
承
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。
植
え
ら
れ
た

木
々
は
、
人
々
の
心
の
森
と
し
て
成
長
し
な
が
ら
、
悲
惨
な
災
害
の
経
験
を
、
二
度
と
く
り
か
え
さ
な
い
た
め
に
、
次

の
世
代
、
ま
た
そ
の
次
の
世
代
へ
と
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

　

ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
で
得
た
経
験
か
ら
、
復
興
に
あ
た
っ
て
、
再
び
緑
の
力
を
借
り
よ

う
と
考
え
た
の
だ
。
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桃
・
柿
育
英
会

　

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
、
神
戸
を
は
じ
め
兵
庫
県
の
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

経
験
し
た
私
た
ち
は
、“
桃
・
柿
育
英
会
〟
と
い
う
名
の
遺
児
育
英
資
金
を
有
志
の
方
々
と
立
ち
上
げ
、
震
災
で
親
を

亡
く
し
、
学
業
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
育
英
資
金
を
広
く
募
っ
た
。
十
年
に
わ
た
る
活
動
を

経
て
、
多
く
の
企
業
や
個
人
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
、
総
額
四
億
九
千
万
円
を
超
え
る
育
英
資
金
を
、
兵
庫
県
の
教

育
委
員
会
を
通
し
て
遺
児
た
ち
に
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
、
被
災
地
で
出
会
っ
た
一
人
の
母
親
の
姿
か
ら
、
親
子
の
繋
が
り
の
尊
さ
が
今
更
な
が
ら

心
に
深
く
刻
ま
れ
た
。
逆
に
、
保
護
者
た
る
べ
き
親
を
一
瞬
に
し
て
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
は
今
、
ど
ん
な
気
持
ち
で

過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
そ
の
子
た
ち
の
力
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
考
え
た
私
は
、「
桃
・
柿
育

英
会
」
を
数
名
の
文
化
人
、
学
者
、
財
界
人
た
ち
と
再
び
立
ち
上
げ
た
。
参
加
者
に
は
、
一
年
一
万
円
の
募
金
を
十
年

間
続
け
て
頂
く
。
少
な
く
と
も
十
年
は
、
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
届
け
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
。

　

事
務
局
は
私
の
設
計
事
務
所
に
置
い
た
。
頂
い
た
寄
付
金
は
ほ
ぼ
全
額
を
遺
児
・
孤
児
に
手
渡
す
た
め
、
必
要
経
費

も
ス
タ
ッ
フ
も
、
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応
し
て
い
る
。
反
響
は
大
き
く
、
発
足
を
発
表
し
て
以
来
、
連
日
電

話
が
鳴
り
や
ま
な
か
っ
た
。
多
い
時
で
日
に
三
百
件
も
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
現
在
で
も
、
日
に
二
十
件
以
上
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
。

　

申
し
込
み
の
大
半
は
女
性
で
、
し
か
も
六
十
歳
を
超
え
た
ご
高
齢
の
方
が
多
い
。
電
話
で
、「
十
年
間
、
生
き
て
い

ら
れ
る
か
解
ら
な
い
が
最
後
ま
で
頑
張
り
た
い
。」
と
つ
ぶ
や
く
八
十
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
も
い
た
。
や
は
り
今
の
日
本
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を
支
え
て
い
る
の
は
、
女
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
痛
感
す
る
。

　
「
桃
・
柿
育
英
会
」
は
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
反
響
を
呼
び
、
こ
れ
ま
で
で
二
万
五
千
人
の
参
加
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
々
が
、
被
災
地
の
力
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
か
が
良
く
解
っ
た
。
日
本
人
も
ま
だ

ま
だ
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
う
ま
く
紡
い
で
い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
復
興
に

向
け
て
の
大
き
な
力
と
な
る
。

　

お
金
で
出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
く
の
は
、
地
域
社
会
を
は
じ
め
と
し
た

人
の
絆
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
遺
児
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
自
分
た
ち
の
力
で
、
そ
の
先
の
希
望
を
見
出
し
て
欲
し
い

と
願
う
。
私
た
ち
は
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
が
、
日
本
が

元
気
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
復
興
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
思
う
。

　
　

夢
と
勇
気
を
も
っ
て

　

景
気
が
多
少
好
転
し
て
い
る
と
は
い
え
、
日
本
の
社
会
は
相
変
わ
ら
ず
先
行
き
の
見
え
な
い
不
安
な
状
態
が
続
い
て

い
る
。
し
か
し
私
た
ち
は
常
に
、
絶
望
の
中
一
筋
の
光
を
求
め
て
進
ん
で
い
っ
た
被
災
地
の
人
々
の
勇
気
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夢
が
無
け
れ
ば
前
に
進
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
新
し
い
時

代
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
に
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
心
に
ど
う
い
う
夢
を
つ
く
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
を
迎
え
た
今
、
復
興
に
臨
ん
だ
あ
の
時
の
ひ
た
む
き
さ
や
、
人
の
つ
な
が
り
、
思

い
や
り
の
温
か
さ
を
も
う
一
度
思
い
返
し
、
し
っ
か
り
と
自
覚
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
こ
の
国
の
未
来
に
、
す
こ
し

で
も
光
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。



展 
望
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第
十
六
章近

代
日
本
の
三
大
震
災

︱
復
旧
と
創
造
的
復
興
の
相
剋
を
中
心
に
︱

五
百
旗
頭 

真



著
　
者

　
　

五
百
旗
頭　

真
（
い
お
き
べ
・
ま
こ
と
）　

　
　

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
理
事
長

　
　

公
立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学
理
事
長

　
　

法
学
博
士
（
京
都
大
学
）

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
戸
大
学
法
学
部
教
授

　
　

一
九
九
八
年
〜　

日
本
政
治
学
会
理
事
長

　
　

一
九
九
九
年
〜　

 

小
渕
内
閣「
21
世
紀
日
本
の
構
想
」懇
談
会
・
第
一
分
科
会
座
長

　
　

二
〇
〇
〇
年
〜　

神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

　
　

二
〇
〇
二
年
〜　

米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員

　
　

二
〇
〇
四
年
〜　

小
泉
内
閣
「
安
全
保
障
と
防
衛
力
に
関
す
る
懇
談
会
」
委
員

　
　

二
〇
〇
六
年
〜　

財 

団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
副
理
事
長
兼

研
究
調
査
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
衛
大
学
校
長

　
　

二
〇
〇
七
年
〜　

福
田
内
閣
「
外
交
政
策
研
究
会
」
座
長　

　
　

二
〇
一
一
年
〜　

内
閣
府
復
興
構
想
会
議
議
長　
　

　
　

二
〇
一
二
年
〜　

復
興
庁
復
興
推
進
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
理
事
長

（
〜
現
在
）
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は
じ
め
に

　

地
球
の
表
面
は
、
十
〜
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
の
十
数
個
の
プ
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

は
年
に
何
セ
ン
チ
か
ず
つ
か
動
き
、
互
い
に
押
し
合
っ
た
り
潜
り
込
ん
だ
り
の
運
動
を
続
け
て
い
る
。
日
本
列
島
周
辺

は
、
地
球
上
の
プ
レ
ー
ト
接
触
面
の
中
で
も
、
例
外
的
な
ま
で
に
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
。
な
ん
と
四
つ
の
プ
レ
ー

ト
が
切
り
結
ぶ
地
な
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
陸
上
か
ら
い
え
ば
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
か
ら
東
側
は
北
米
プ
レ
ー
ト
、
西
側
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
、
日

本
列
島
自
体
が
二
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
海
洋
か
ら
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
年
速
十
セ
ン

チ
と
い
う
“
猛
ス
ピ
ー
ド
〟
で
日
本
列
島
に
迫
り
、
も
ぐ
り
込
む
。
そ
の
接
触
面
が
最
深
八
千
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
深

い
切
れ
込
み
の
日
本
海
溝
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
南
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
プ
レ
ー
ト
が
、
琉
球
海
溝
、
南
海
ト
ラ
フ
に
お

い
て
年
速
五
セ
ン
チ
程
の
ス
ピ
ー
ド
で
も
ぐ
り
込
み
、
南
西
日
本
を
押
し
上
げ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
プ
レ
ー
ト
の
先

端
は
、
伊
豆
半
島
か
ら
富
士
山
に
及
び
、
相
模
ト
ラ
フ
か
ら
関
東
平
野
の
下
に
浅
く
も
ぐ
り
込
む
（
海
溝
の
う
ち
、
七

千
メ
ー
ト
ル
よ
り
浅
く
、
傾
斜
の
ゆ
る
や
か
な
船
底
型
の
谷
は
ト
ラ
フ
と
呼
ば
れ
て
い
る
）。

　

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
地
下
プ
レ
ー
ト
の
交
錯
の
上
で
繰
り
拡
げ
ら
れ
る
大
災
害
の
ド
ラ
マ
を
、
主
と
し
て
近
代
日
本

に
お
け
る
人
間
社
会
側
か
ら
の
対
処
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
た
い
。
関
東
大
震
災
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
そ
し
て
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
復
興
の
あ
り
方
を
比
較
し
、
た
ん
な
る
復
旧
方
針
と
創
造
的
復
興
と
の
歴
史
的
対
立
・
相
剋
を

跡
づ
け
つ
つ
、
復
興
の
あ
り
方
の
現
時
点
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。
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関
東
大
震
災

　
　
　
　

−

一
九
二
三
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
発
災

−

国
難
に
対
す
る
危
機
管
理
と
応
急
対
応

　

大
震
災
は
、
日
本
政
治
が
変
調
を
来
た
し
て
い
る
瞬
間
を
ね
ら
い
討
ち
す
る
性
癖
が
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
関
東

大
震
災
は
と
り
わ
け
そ
う
で
あ
り
、
そ
の
時
、
日
本
政
府
に
首
相
は
い
な
か
っ
た
。

　

全
権
を
つ
と
め
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
か
ら
帰
国
後
、
一
九
二
二
年
六
月
に
首
相
と
な
っ
た
加
藤
友
三
郎
は
、
海
軍
軍

縮
の
実
施
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
二
三
年
八
月
二
十
四
日
、
腸
ガ
ン
に
よ
り
死
去
し
た
。

　

翌
日
、
内
田
康
哉
外
相
が
、
臨
時
に
首
相
を
兼
任
し
内
閣
の
辞
表
を
取
り
ま
と
め
て
摂
政
宮
に
提
出
し
た
。
二
十
八

日
、
組
閣
の
大
命
は
海
軍
の
大
御
所
、
山
本
権
兵
衛
に
下
っ
た
。
し
か
し
、「
挙
国
」
を
名
と
す
る
諸
勢
力
混
合
型
の

山
本
の
組
閣
方
針
に
、
力
を
強
め
て
い
た
二
大
政
党
が
反
発
し
、
権
力
の
空
白
が
八
日
目
を
迎
え
た
九
月
一
日
に
、
大

震
災
が
勃
発
し
た
。
首
相
不
在
の
政
府
が
国
難
に
対
処
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

戦
前
の
日
本
の
首
相
は
、「
同
輩
者
中
の
第
一
人
者
」
に
過
ぎ
ず
、
閣
僚
の
罷
免
権
も
な
い
の
に
閣
議
決
定
は
全
会

一
致
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
全
閣
僚
の
賛
同
を
と
り
つ
け
続
け
ね
ば
政
権
を
維
持
で
き
な
い
気
の
毒
な
ト
ッ
プ
で
あ
っ

た
。
大
正
期
は
、
元
老
勢
力
が
老
化
し
て
政
党
勢
力
に
座
を
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
双
方
の

下
に
あ
っ
て
、
実
質
的
に
政
策
の
形
成
と
実
施
を
担
っ
た
の
が
、
官
僚
機
構
で
あ
っ
た
。
首
相
な
ど
誰
で
も
、
否
い
な

く
て
も
、政
治
は
動
く
、な
ど
と
言
わ
れ
る
程
に
、組
織
化
さ
れ
水
準
の
高
い
行
政
機
構
を
も
つ
近
代
日
本
で
あ
っ
た
。
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大
震
災
の
突
発
を
う
け
て
、首
相
官
邸
の
決
定
と
指
示
を
待
つ
こ
と
な
く
、行
政
各
部
が
そ
れ
ぞ
れ
に
動
き
始
め
る
。

と
り
わ
け
、
戦
前
の
制
度
に
あ
っ
て
、
警
察
と
消
防
の
両
第
一
線
部
隊
を
掌
握
す
る
内
務
省
が
、
危
機
へ
の
対
処
の
中

心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

東
京
の
東
半
分
の
河
川
に
囲
ま
れ
た
地
盤
の
柔
ら
か
い
低
地
が
、
震
度
6
か
ら
7
と
見
ら
れ
る
激
し
い
揺
れ
に
見
舞

わ
れ
、
倒
壊
家
屋
が
多
く
、
午
後
一
時
頃
に
は
、
火
の
手
が
あ
ち
こ
ち
に
上
り
、
そ
れ
は
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
二
時
か

ら
三
時
に
か
け
て
人
々
が
火
に
囲
ま
れ
始
め
た
。
地
震
後
の
一
日
は
、火
と
の
戦
い
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
瞬
間
、

近
代
的
消
防
の
力
量
が
問
わ
れ
た
。

　

当
時
の
東
京
に
は
、
警
視
庁
の
下
に
消
防
部
が
あ
り
、
八
百
二
十
四
名
の
消
防
員
が
ポ
ン
プ
消
防
車
三
十
八
台
を
擁

し
て
い
た
。
そ
れ
は
時
に
起
こ
る
平
時
の
火
事
に
は
有
効
な
近
代
的
消
防
組
織
で
あ
っ
た
。
燃
え
拡
が
る
前
に
、
二
輌

以
上
の
ポ
ン
プ
消
防
車
で
火
を
と
り
囲
め
ば
鎮
火
で
き
る
と
一
般
に
い
わ
れ
る
。
こ
の
日
、
東
京
市
の
百
三
十
四
カ
所

か
ら
火
が
出
た
。
三
十
八
台
の
消
防
車
の
手
に
余
る
事
態
で
あ
る
。
五
十
七
カ
所
で
初
期
消
火
に
成
功
し
た
が
、
残
り

七
十
七
カ
所
の
火
が
燃
え
拡
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
消
防
隊
は
立
ち
向
か
い
、
二
十
二
名
の
殉
職
、
百
二
十
四
名
の
負

傷
と
い
う
犠
牲
を
払
っ
て
、
な
お
火
勢
に
勝
て
な
か
っ
た
。
近
代
的
消
防
組
織
の
不
可
欠
の
イ
ン
フ
ラ
の
一
部
で
あ
る

消
火
栓
の
シ
ス
テ
ム
が
、
地
震
に
よ
り
地
下
で
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
火
災
は
東
京
市
の
四
四
％
を
な
め
つ
く
し
て
、
翌

日
下
火
と
な
っ
た
。
ま
た
横
浜
市
街
地
の
約
八
割
が
灰
燼
に
帰
し
た
。

　

そ
の
間
、午
後
四
時
に
は
、警
視
庁
の
本
庁
舎
が
燃
え
上
が
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、東
京
各
地
で
二
十
五
の
警
察
署
、

二
百
五
十
四
の
派
出
所
・
駐
在
所
が
全
焼
し
た
。
平
時
の
事
件
・
事
故
用
の
組
織
で
し
か
な
い
警
察
は
、
さ
ら
に
拠
点

と
署
員
の
多
く
を
失
っ
て
危
機
対
応
力
を
低
下
さ
せ
た
。
被
災
地
の
治
安
を
保
て
る
だ
ろ
う
か
。
警
察
に
と
っ
て
最
大

の
挑
戦
は
、
世
界
の
被
災
地
で
多
く
見
ら
れ
る
窃
盗
や
掠
奪
・
暴
行
、
暴
利
販
売
な
ど
の
一
般
的
火
事
場
犯
罪
で
は
な
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く
、
武
装
し
た
自
警
団
に
よ
る
朝
鮮
人
虐
殺
と
い
う
特
殊
な
集
団
的
異
常
事
態
で
あ
っ
た
。

　

警
察
庁
が
ま
と
め
た
流
言
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
九
月
一
日
の
う
ち
に
東
京
各
地
で
「
鮮
人
放
火
」「
鮮
人
襲
撃
」
な

ど
の
風
評
が
始
ま
っ
た
。
警
察
が
現
地
を
調
べ
た
限
り
で
は
、
こ
と
ご
と
く
事
実
無
根
で
あ
っ
た
。
他
方
、
横
浜
や
東

京
の
東
北
部
な
ど
に
火
事
場
で
武
器
を
も
っ
て
集
団
略
奪
を
始
め
た
無
法
者
グ
ル
ー
プ
が
現
れ
た
。
そ
れ
が
朝
鮮
人
に

よ
る
暴
行
の
流
言
と
故
な
く
結
び
合
わ
さ
れ
、
人
々
に
と
っ
て
流
言
は
リ
ア
リ
テ
ィ
を
伴
う
も
の
と
な
っ
た
。
二
日
午

後
に
は
、「
不
逞
鮮
人
」
に
よ
る
放
火
略
奪
、
婦
女
殺
害
、
井
戸
へ
の
毒
投
入
な
ど
、
切
迫
し
た
「
事
実
」
の
目
撃
情

報
が
頻
繁
に
各
警
察
署
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

　

一
々
確
認
す
る
ど
こ
ろ
で
な
い
各
署
は
、
情
報
と
し
て
警
視
庁
に
報
告
し
た
。
数
多
く
の
重
複
情
報
を
受
け
た
警
視

庁
は
二
日
夕
五
時
頃
、
各
署
に
対
し
そ
の
事
実
あ
り
と
見
ら
れ
る
と
し
て
「
不
逞
者
に
対
す
る
取
締
り
を
厳
に
」
す
る

よ
う
命
じ
た
。
さ
ら
に
唯
一
健
在
で
あ
っ
た
海
軍
の
船
橋
送
信
所
を
通
じ
て
、
内
務
省
警
保
局
長
名
で
「
震
災
を
利
用

し
、
朝
鮮
人
は
各
地
に
放
火
」
し
て
い
る
の
で
、
全
国
各
地
で
厳
に
取
締
ま
る
よ
う
指
示
す
る
電
報
を
発
信
し
た
。
す

べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
が
機
能
停
止
し
た
異
常
事
態
に
あ
っ
て
、
流
言
風
評
が
飛
び
交
う
の
は
避
け
難
い
が
、
そ
の
中
で
社

会
の
司
令
塔
と
し
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
警
備
当
局
が
認
識
の
面
で
陥
落
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　
「
瞬
間
」
と
言
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
短
か
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
翌
三
日
朝
六
時
に
警
視
庁
は
「
急
告
」
を
発
し
、

朝
鮮
人
に
つ
い
て
の
噂
の
多
く
が
事
実
で
な
く
、「
鮮
人
の
大
部
分
は
順
良
」
と
し
て
、
そ
れ
へ
の
暴
行
を
取
締
ま
る

よ
う
指
示
し
た
。
ま
だ
一
部
は
事
実
で
あ
っ
た
と
の
認
識
で
あ
る
に
せ
よ
、
警
視
庁
は
健
全
な
対
処
へ
と
敏
速
に
舵
を

切
っ
た
。（
中
央
防
災
会
議
「
1
9
2
3
関
東
大
震
災
報
告
書
」
第
1
編
に
多
く
依
る
）

　

し
か
し
、
第
二
の
敗
戦
が
続
い
た
。
怒
り
狂
っ
た
自
警
団
を
抑
え
る
実
力
を
警
察
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。

自
警
団
は
路
上
に
検
問
所
を
設
け
、
日
夜
通
行
人
を
尋
問
し
、
朝
鮮
人
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
疑
わ
れ
る
中
国
人
・
日
本
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人
を
も
殺
害
し
た
。
凶
暴
化
し
た
自
警
団
が
、
警
察
を
威
迫
し
暴
行
す
ら
加
え
て
、
警
察
が
保
護
し
て
い
る
朝
鮮
人
を

奪
い
虐
殺
す
る
事
件
す
ら
い
く
つ
か
起
こ
っ
た
。
日
本
史
上
の
汚
点
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
流
言
は
、
通
常
些
細

な
事
実
が
ふ
く
れ
上
が
っ
て
口
か
ら
口
に
伝
わ
る
も
の
だ
が
、
関
東
大
震
災
で
の
朝
鮮
人
来
襲
説
は
全
く
な
ん
の
事
実

も
な
か
っ
た
と
い
う
特
異
な
性
格
を
も
つ
」（
吉
村
昭
『
関
東
大
震
災
』）

　

消
防
も
警
察
も
対
処
し
き
れ
な
い
程
の
重
大
事
態
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
軍
隊
が
出
動
す
る
他
は
な
い
。
た
だ
軍
隊
の

非
常
時
治
安
出
動
の
た
め
に
は
戒
厳
令
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
政
治
の
意
思
決
定
が
必
要
で
あ
っ
た
。
首
相
不
在

に
始
ま
っ
た
政
治
の
動
き
を
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

復
旧
ｖ
ｓ
創
造
的
復
興
の
政
治
過
程

　

大
地
震
勃
発
後
の
政
治
の
対
応
を
官
邸
を
中
心
に
見
て
お
こ
う
。
内
田
臨
時
首
相
は
、
九
月
一
日
の
午
後
、
閣
僚
全

員
の
集
合
が
不
可
能
な
中
、
官
邸
の
庭
（
揺
れ
が
続
く
中
で
、
よ
り
安
全
で
あ
る
）
に
、
と
り
あ
え
ず
集
ま
れ
る
者
だ

け
で
臨
時
閣
議
を
開
い
た
。

　

閣
議
は
内
務
省
側
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
非
常
徴
発
令
」
と
「
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
」
の
設
立
を
検
討
し
た
。
し
か

し
双
方
と
も
枢
密
院
の
承
認
が
必
要
な
事
項
で
あ
り
、老
顧
問
官
た
ち
の
召
集
は
無
理
で
あ
り
、決
定
は
見
送
ら
れ
た
。

　

戦
前
の
内
務
省
は
、
そ
れ
自
体
で
政
府
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
巨
大
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
水
野
錬
太

郎
内
相
を
災
害
対
応
面
で
支
え
る
事
務
方
の
ト
ッ
プ
は
後
藤
文
夫
警
保
局
長
で
あ
っ
た
。
そ
の
下
で
、
東
京
の
警
察
・

消
防
・
衛
生
を
統
括
す
る
赤
池
濃
警
視
総
監
が
現
場
指
揮
に
あ
た
っ
た
。
発
災
後
た
だ
ち
に
課
員
は
被
災
状
況
の
調
査

に
赴
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
練
り
、
午
後
の
臨
時
閣
議
に
提
案
し
た
。
赤
池
総
監
は
戒
厳
令
の
施
行
を
も
内
相

と
局
長
に
進
言
し
た
。
一
日
の
閣
議
で
そ
の
実
施
は
見
送
ら
れ
た
が
、
猛
火
に
包
ま
れ
た
夜
の
明
け
た
二
日
午
前
の
臨
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時
閣
議
に
お
い
て
、「
非
常
徴
発
令
」
と
「
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
」
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
戒
厳
令
に
つ
い
て
も
、

二
日
に
「
朝
鮮
人
攻
め
来
る
」
の
流
言
蜚
語
が
広
が
る
事
態
を
受
け
て
、
施
行
さ
れ
た
。
火
炎
が
消
火
活
動
を
圧
倒
し

終
え
た
二
日
か
ら
、
全
政
府
と
社
会
の
救
援
と
復
旧
の
活
動
が
始
ま
る
。

　

非
常
事
態
が
政
治
家
た
ち
の
目
を
覚
ま
し
た
。
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
組
閣
工
作
は
、
大
震
災
の

突
発
に
よ
っ
て
息
を
吹
き
返
し
た
。
首
都
東
京
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
国
難
の
中
で
あ
れ
こ
れ
も
め
て
い
る
場
合
で

は
な
い
、
全
力
を
あ
げ
て
結
束
し
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
志
の
高
い
烈
士
で
あ
る
山
本
自
身
が
、
ま
ず
そ

の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

そ
こ
へ
後
藤
新
平
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
山
本
の
組
閣
構
想
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
後
藤
が
、
一
転
し
て
全
面
協
力

を
宣
言
し
た
。
た
と
え
二
人
、
三
人
だ
け
で
も
一
日
も
空
費
せ
ず
政
権
を
つ
く
ろ
う
と
燃
え
立
っ
た
。
後
藤
自
ら
井
上

準
之
助
邸
へ
押
し
か
け
、「
こ
の
惨
状
を
眼
の
前
に
見
て
躊
躇
し
て
居
る
場
合
で
は
な
い
」と
蔵
相
就
任
を
受
諾
さ
せ
た
。

二
日
午
後
七
時
、
赤
坂
離
宮
内
の
萩
の
茶
屋
に
摂
政
宮
殿
下
の
出
御
を
得
て
親
任
式
が
行
わ
れ
、
山
本
内
閣
が
船
出
し

た
。
わ
ず
か
八
人
の
閣
僚
で
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
兼
任
で
間
に
合
わ
せ
た
。
政
友
会
、
憲
政
会
の
二
大
政
党
か
ら
の

入
閣
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
山
本
、
後
藤
、
井
上
の
三
人
の
ほ
か
、
田
健
治
郎
、
犬
養
毅
、
田
中
義
一
ら
大
物
を
そ

ろ
え
た
重
量
内
閣
と
な
っ
た
。

　

組
閣
を
終
え
た
夜
、
後
藤
内
相
は
四
項
目
の
復
興
構
想
を
起
草
し
た
。
①
遷
都
せ
ず
、
②
復
興
費
三
十
億
円
、
③
欧

米
最
新
都
市
計
画
を
採
用
、
④
地
主
へ
の
断
固
た
る
対
処
。
当
時
の
国
家
予
算
は
十
五
億
円
以
下
で
あ
り
、
こ
の
復
興

費
は
そ
の
二
年
分
を
上
回
る
。
今
日
の
約
九
十
兆
円
の
年
間
予
算
に
機
械
的
に
置
き
換
え
れ
ば
、
二
百
兆
円
も
の
超
大

型
復
興
予
算
に
当
た
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
十
兆
円
、
東
日
本
大
震
災
の
二
十
五
兆
円
に
比
し
て
も
法
外
な
巨
額

で
あ
る
。（
鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
』
第
４
巻
、『
伯
爵
山
本
権
兵
衛
伝
』
下
、
後
藤
新
平
研
究
会
『
震
災
復
興　

後
藤
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新
平
の
１
２
０
日
』）。

　

こ
の
後
藤
構
想
は
、
大
震
災
が
勃
発
し
た
後
、
そ
れ
へ
の
復
興
案
と
し
て
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
東
京
市

長
で
あ
っ
た
時
か
ら
、
立
派
な
帝
都
を
築
く
こ
と
が
後
藤
本
来
の
夢
で
あ
っ
た
。
東
京
市
政
調
査
会
な
ど
で
有
志
と
と

も
に
か
ね
て
構
想
し
て
い
た
も
の
を
、こ
の
機
会
に「
復
興
」の
ラ
ベ
ル
を
上
張
り
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

人
は
ど
ん
な
に
暗
い
時
に
も
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
の
よ
う
な
希
望
が
見
え
れ
ば
歩
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

意
味
で
、
後
藤
の
意
気
軒
高
た
る
復
興
構
想
は
被
災
地
に
と
っ
て
救
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
大
構
想
を
政
治
的
に
実
現

す
る
器
量
と
技
術
が
後
藤
に
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　

九
月
六
日
、
後
藤
内
相
は
閣
議
に
「
帝
都
復
興
の
議
」
を
提
案
し
た
。
復
興
の
た
め
独
立
し
た
新
機
関
を
設
け
る
こ

と
、
復
興
財
源
は
国
債
に
よ
る
こ
と
は
了
承
さ
れ
た
。
し
か
し
全
罹
災
地
（
一
千
百
万
坪
の
焼
土
）
を
国
が
買
い
上
げ

る
案
は
人
々
を
驚
か
せ
、
井
上
蔵
相
が
疑
念
を
呈
し
て
決
定
は
留
保
さ
れ
た
。

　

新
機
関
に
つ
い
て
、
後
藤
は
は
じ
め
復
興
の
全
権
限
を
集
中
す
る
「
復
興
省
」
を
提
案
し
た
。
し
か
し
自
ら
の
権
限

を
そ
が
れ
る
各
省
が
反
対
し
た
。
主
要
閣
僚
の
協
議
の
結
果
、「
帝
都
復
興
院
」
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
権
限
は
、
東
京
・
横
浜
の
都
市
計
画
と
そ
の
執
行
に
限
定
さ
れ
た
。
裏
か
ら
い
え
ば
、
既
存
各
省
は
自
ら
の
管
轄
下

の
復
旧
を
そ
れ
ぞ
れ
に
行
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
予
算
約
八
億
円
が
復
興
院
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。

　

九
月
十
二
日
、
帝
都
復
興
の
詔
書
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
伊
東
巳
代
治
枢
密
顧
問
官
の
起
草
に
な
る
名
文
で
あ
る

が
、
内
容
的
に
は
、
後
藤
構
想
の
神
聖
化
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
遷
都
の
否
定
や
新
機
関
の
樹
立
に
加
え
、
積
極
的

復
興
論
を
鮮
や
か
に
打
ち
出
し
た
。「
独
り
旧
態
を
回
復
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
進
ん
で
将
来
の
発
展
を
図
り
、
街
の
面

目
を
新
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」。
昭
和
天
皇
は
当
時
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
後
藤
構
想
の
支
持
者
で
あ
り
、
そ
れ
が

十
全
に
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
惜
し
む
お
言
葉
が
六
十
年
後
に
も
あ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
に
公
表
さ
れ
た
「
昭
和
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天
皇
実
録
」
に
も
、
そ
の
意
向
は
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

復
興
の
最
高
機
関
と
し
て
、
九
月
十
九
日
に
「
帝
都
復
興
審
議
会
」
が
開
設
さ
れ
た
。
首
相
・
内
相
は
じ
め
各
大
臣
、

二
大
政
党
党
首
や
各
界
代
表
を
集
め
た
大
仰
な
会
議
で
あ
っ
た
。
復
興
院
な
ど
で
検
討
さ
れ
た
復
興
原
案
が
、
こ
の
政

治
社
会
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
的
機
関
で
決
定
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
た
。

　

各
省
の
復
興
費
が
切
り
離
さ
れ
た
後
、
復
興
院
の
扱
う
予
算
は
十
一
月
は
じ
め
に
十
億
円
と
さ
れ
、
大
蔵
省
で
は
七

億
円
余
り
と
算
定
し
た
。
十
一
月
二
十
四
日
の
第
二
回
の
帝
都
復
興
審
議
会
に
、
七
億
三
百
万
円
の
予
算
案
が
提
出
さ

れ
た
。

　

こ
こ
で
大
波
乱
が
起
こ
る
。
あ
の
後
藤
構
想
を
神
聖
化
し
た
詔
書
の
起
草
者
本
人
で
あ
る
伊
東
巳
代
治
が
激
烈
な
反

対
演
説
を
敢
行
し
た
。
そ
れ
は
土
地
買
収
費
の
巨
額
を
難
じ
、「
復
興
は
非
な
り
、
復
旧
た
る
べ
し
」
と
地
主
層
の
既

得
権
を
擁
護
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

伊
東
は
、
復
旧
以
上
の
積
極
的
復
興
に
反
対
す
る
中
心
人
物
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
後
藤
は
友
人
で
あ
っ
た
伊
東
の

猛
攻
撃
に
よ
り
窮
地
に
立
っ
た
。
二
大
政
党
の
党
首
も
伊
東
の
批
判
に
連
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
被
災
者
が
浮
か
ば
れ
な

い
と
い
う
渋
沢
栄
一
の
と
り
な
し
に
よ
り
、
特
別
委
員
会
を
つ
く
り
修
正
案
を
早
急
に
ま
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
山

本
首
相
は
伊
東
を
そ
の
委
員
長
に
任
命
し
た
。
も
は
や
後
藤
で
は
な
か
っ
た
。
七
十
一
歳
と
な
っ
た
山
本
に
は
、
か
つ

て
の
持
続
す
る
冴
え
は
失
わ
れ
て
い
た
。

　

後
藤
が
指
導
力
を
失
う
過
程
で
、
決
定
的
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
普
通
選
挙
法
の
実
現
を
か
ら
め
た
新
党
構
想
の

挫
折
で
あ
る
と
、筒
井
清
忠『
帝
都
復
興
の
時
代
』は
指
摘
す
る
。
後
藤
は
帝
都
復
興
に
情
熱
を
傾
け
た
だ
け
で
な
く
、

政
界
再
編
の
野
心
も
抱
い
て
い
た
。
後
藤
は
既
存
の
二
大
政
党
の
未
熟
と
堕
落
を
か
ね
て
指
摘
し
て
い
た
。
当
時
の
メ

デ
ィ
ア
世
論
も
概
し
て
同
じ
よ
う
に
見
て
い
た
。
後
藤
は
、普
選
に
反
対
す
る
圧
倒
的
多
数
党
の
政
友
会
を
し
り
ぞ
け
、
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第
二
党
・
憲
政
会
の
一
部
を
巻
き
込
ん
で
、
入
閣
し
た
犬
養
毅
ら
と
共
に
、
革
新
的
な
中
軸
勢
力
を
形
成
す
る
こ
と
を

策
し
た
。

　

当
然
に
政
友
会
は
猛
反
発
す
る
。
加
藤
高
明
憲
政
会
総
裁
も
自
党
の
分
断
工
作
に
反
撃
す
る
。
二
大
政
党
の
党
首
が

伊
東
の
後
藤
弾
劾
演
説
に
与
し
た
の
に
は
、
そ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
。
十
二
月
十
一
日
、
臨
時
議
会
（
第
四
十
七
帝

国
議
会
）
が
開
会
さ
れ
た
。
そ
れ
に
提
出
さ
れ
た
復
興
予
算
案
は
、
五
億
七
千
五
百
万
円
に
縮
小
さ
れ
て
い
た
。
政
友

会
は
さ
ら
に
一
億
六
百
万
円
の
刈
り
込
み
と
復
興
院
事
務
費
の
全
額
削
除
を
要
求
し
た
。
復
興
院
に
対
す
る
死
刑
宣
告

に
等
し
い
。
屈
辱
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

　

断
固
戦
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
閣
僚
の
う
ち
犬
養
ら
は
解
散
総
選
挙
し
て
戦
う
こ
と
を
主
張
し
た
。
し
か
し
後
藤
は

切
り
刻
ま
れ
た
復
興
案
を
甘
受
し
生
き
延
び
る
こ
と
を
望
み
、
山
本
首
相
も
そ
れ
に
従
っ
た
。
政
党
工
作
に
行
き
詰
ま

っ
て
い
た
後
藤
と
し
て
は
、
総
選
挙
を
し
て
も
勝
て
る
展
望
を
持
て
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
方
で
、
復
興
費
が

刈
り
込
ま
れ
た
と
は
い
え
、
元
来
の
「
大
風
呂
敷
」
が
大
き
過
ぎ
た
の
で
あ
り
、
な
お
国
家
予
算
の
約
三
分
の
一
の
規

模
で
あ
る
。
想
定
内
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
や
れ
る
と
い
う
判
断
で
あ
ろ
う
か
。

　

十
二
月
二
十
七
日
の
虎
ノ
門
事
件
（
摂
政
裕
仁
〈
昭
和
天
皇
〉
暗
殺
未
遂
事
件
）
の
責
を
と
っ
て
、
山
本
内
閣
は
総

辞
職
し
、
後
藤
も
政
治
の
舞
台
を
降
り
た
。

　

山
県
系
の
官
僚
政
治
家
で
あ
る
清
浦
奎
吾
が
大
命
降
下
を
受
け
、
新
年
一
月
七
日
、
貴
族
院
の
研
究
会
を
主
た
る
基

盤
と
す
る
内
閣
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
で
、
加
藤
友
三
郎
、
山
本
、
清
浦
と
三
代
に
わ
た
っ
て
非
政
党
・
権
威
主
義
的
政

権
が
続
き
、
初
め
か
ら
不
人
気
で
あ
っ
た
。
二
大
政
党
の
ふ
が
い
な
さ
に
対
す
る
失
望
は
広
く
存
在
し
た
が
、
官
僚
支

配
へ
の
憂
鬱
は
さ
ら
に
根
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。「
反
憲
政
」
内
閣
へ
の
批
判
の
高
ま
り
に
対
し
、
首
相
は
一
月
末
に

衆
議
院
解
散
を
も
っ
て
応
じ
た
。
五
月
十
日
の
総
選
挙
は
政
権
派
の
惨
敗
、
護
憲
三
派
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
五
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カ
月
で
清
浦
内
閣
は
総
辞
職
し
、
護
憲
三
派
連
立
政
権
た
る
加
藤
高
明
内
閣
の
誕
生
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
間
、
二
月
二
十
三
日
に
帝
都
復
興
院
の
廃
止
が
決
ま
り
、
代
わ
っ
て
内
務
省
の
外
局
と
し
て
復
興
局
が
設
立
さ

れ
て
、
国
の
復
興
実
施
機
関
と
な
っ
た
。
鳴
り
も
の
入
り
で
登
場
し
た
後
藤
構
想
の
策
源
地
は
消
え
去
り
、
内
務
省
の

下
に
あ
る
一
局
に
転
落
し
た
の
で
あ
る
。

東
京
復
興
の
実
体

　

小
さ
く
は
な
っ
た
が
、
誕
生
し
た
復
興
局
の
幹
部
人
事
は
注
目
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
帝
都
復
興
院
か
ら
の
横
す
べ

り
で
あ
る
。
復
興
院
の
技
官
で
あ
っ
た
直
木
倫
太
郎
が
復
興
局
長
官
と
な
っ
た
。
土
地
整
理
局
長
で
あ
っ
た
稲
葉
健
之

助
が
整
地
部
長
に
、
土
木
局
長
で
あ
っ
た
太
田
円
三
が
土
木
部
長
に
、
経
理
局
長
で
あ
っ
た
十
河
信
二
が
経
理
部
長
に

収
ま
っ
た
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
新
し
い
都
市
づ
く
り
に
情
熱
を
持
つ
後
藤
を
中
心
と
す
る
都
市
研
究
会
や
東
京
市

政
調
査
会
に
参
加
し
た
革
新
的
官
僚
た
ち
で
あ
る
。

　
「
後
藤
に
は
友
人
は
い
る
が
、
子
分
は
い
な
い
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
藤
は
各
人
の
人
格
と
理
論
の
独
立
を
尊

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
規
制
力
は
乏
し
い
。
し
か
し
感
化
力
に
は
広
が
り
が
あ
り
、
東
京
市
政
に
も
そ
の
人
脈
が
生
き
て

い
た
。
震
災
時
の
永
田
秀
次
郎
市
長
や
、
東
大
教
授
の
建
築
家
で
あ
り
、
復
興
院
の
建
築
局
長
を
務
め
た
後
、
東
京
市

の
復
興
事
業
に
加
わ
っ
た
佐
野
利
器
ら
で
あ
る
。
後
藤
が
失
脚
し
て
も
、彼
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い
た
専
門
家
が
、

東
京
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　

各
省
の
管
轄
す
る
復
旧
事
業
は
、
八
億
円
余
の
予
算
と
と
も
に
各
省
に
委
ね
ら
れ
、
復
興
局
の
仕
事
は
、
東
京
と
横

浜
の
都
市
計
画
が
ら
み
の
積
極
的
復
興
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
何
を
行
っ
た
の
か
。
①
土
地
区
画
、
②
街
路
、
③
橋
、 

④
公
園
︱
︱
の
四
つ
が
中
心
的
な
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
を
概
観
し
て
お
こ
う
。（「
１
９
２
３　

関
東
大
震
災
報
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告
書
」
第
３
編
、
大
霞
会
「
内
務
省
史
」
第
３
巻
、
副
田
義
也
「
内
務
省
の
社
会
史
」）。

　

狭
い
路
地
に
町
家
や
長
屋
が
密
集
し
た
昔
な
が
ら
の
江
戸
の
街
並
み
を
、
大
小
の
街
路
が
整
然
と
整
備
さ
れ
た
近
代

的
町
並
み
に
つ
く
り
替
え
る
の
が
、
土
地
区
画
整
理
事
業
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
の
都
市
計
画
法
が
そ
の
法
的
根
拠
で

あ
っ
た
が
、
大
震
災
下
で
実
効
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
強
制
力
を
強
化
し
た
特
別
都
市
計
画
法
が
帝
都
復
興
院
の
立
案

に
も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
。

　

土
地
所
有
者
は
、
一
割
の
土
地
を
無
償
で
提
供
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
一
割
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
補
償
を
得
た
。

双
方
を
合
わ
せ
た
平
均
減
歩
率
は
一
五
・
三
％
と
な
っ
た
。
区
画
整
理
に
よ
り
土
地
の
価
値
は
大
き
く
上
が
る
の
で
穏

当
な
措
置
と
思
わ
れ
る
が
、
大
規
模
な
区
画
整
理
は
日
本
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
三
月
に
施
行
地
区
が
告
示
さ
れ

る
と
、
地
主
層
を
中
心
に
減
歩
や
換
地
へ
の
反
対
運
動
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
面
白
い
の
は
、「
反
対
連
合
会
」
の
演
説

会
が
開
か
れ
る
一
方
、
東
京
市
政
調
査
会
を
中
心
に
後
藤
、
直
木
、
佐
野
ら
を
講
師
と
す
る
推
進
派
の
演
説
会
も
十
数

回
に
わ
た
り
開
か
れ
、
夏
ご
ろ
に
反
対
運
動
は
下
火
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

震
災
時
の
大
火
に
よ
る
消
失
面
積
一
千
百
万
坪
の
う
ち
九
百
二
十
万
坪
に
お
い
て
区
画
整
理
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

う
ち
約
二
割
の
百
八
十
万
坪
は
復
興
局
が
行
い
、
八
割
は
東
京
市
が
担
っ
た
。

　

街
路
事
業
が
中
心
的
位
置
を
占
め
る
が
、
幅
二
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幹
線
道
路
五
十
二
線
が
復
興
局
の
仕
事
で
あ

っ
た
。
南
北
に
貫
く
昭
和
通
り
、
東
西
を
貫
く
靖
国
通
り
が
そ
の
時
に
つ
く
ら
れ
た
東
京
の
大
動
脈
で
あ
る
。
二
十
二

メ
ー
ト
ル
以
下
の
補
助
道
路
百
二
十
二
線
を
東
京
市
が
建
設
し
た
。

　

特
色
豊
か
だ
っ
た
の
が
橋
梁
事
業
で
あ
っ
た
。
木
造
の
橋
は
震
災
時
の
大
火
で
焼
け
落
ち
、
多
く
の
人
々
が
河
岸
で

亡
く
な
っ
た
。
太
田
土
木
部
長
は
隅
田
川
の
六
大
橋
を
中
心
に
強
靱
な
鉄
橋
に
変
え
た
。
の
み
な
ら
ず
、
美
し
い
景
観

の
橋
と
す
る
よ
う
芸
術
家
を
含
む
「
意
匠
審
査
会
」
を
設
け
て
、
工
学
と
美
学
の
調
和
を
追
求
し
た
。
国
（
復
興
局
）
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が
九
十
六
橋
、
東
京
市
が
百
八
十
六
橋
を
分
担
し
た
。

　

後
世
の
住
民
へ
の
遺
産
と
な
っ
た
の
が
公
園
事
業
で
あ
る
。
大
震
災
以
前
の
東
京
に
は
、
約
六
十
三
万
坪
、
三
十
の

公
園
が
あ
っ
た
。
復
興
事
業
に
よ
り
、
隅
田
、
浜
町
、
錦
糸
の
三
大
公
園
が
、
復
興
局
に
よ
り
造
園
さ
れ
た
。
さ
ら
に

注
目
す
べ
き
は
、
東
京
市
が
五
十
二
の
小
公
園
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
小
学
校
に
隣
接
し
、
校
庭
の
延

長
と
し
て
の
教
育
目
的
と
と
も
に
、
災
害
時
の
児
童
と
住
民
の
安
全
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
公
園
に
は
火
災
に

強
い
常
緑
広
葉
樹
と
噴
水
な
ど
水
が
配
さ
れ
た
。
美
観
と
安
全
の
融
合
が
都
市
に
潤
い
を
与
え
る
。
百
十
七
校
の
学
校

校
舎
が
鉄
筋
三
階
建
て
で
再
建
さ
れ
た
。
こ
れ
も
東
京
市
の
手
に
な
る
。
上
下
水
道
の
整
備
も
同
様
で
あ
る
。

　

国
の
復
興
事
業
は
後
藤
の
失
脚
に
伴
っ
て
縮
小
し
た
が
、
そ
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
東
京
市
に
よ
っ
て
リ
カ
バ
ー
さ

れ
た
。
後
藤
は
失
脚
し
た
が
、
後
藤
構
想
は
意
外
に
あ
ち
こ
ち
に
生
き
残
り
、
首
都
東
京
の
再
建
と
創
造
的
復
興
を
支

え
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
た
と
え
ば
焼
失
地
を
越
え
て
の
区
画
整
理
や
、
大
環
状
線
の
建
設
な
ど
は
予
算
削
減
に
よ
っ
て
不
可
能

と
な
っ
た
。
道
路
の
幅
も
当
初
の
プ
ラ
ン
か
ら
狭
め
ら
れ
、
野
心
的
な
構
想
で
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
関
東
大
震
災
の
復
興
は
、
全
体
的
に
見
れ
ば
「
復
旧
」
レ
ベ
ル
を
大
き
く
超
え
て
、
立
派
に
創
造
的
復
興

と
言
い
う
る
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
は
近
代
都
市
東
京
建
設
の
機
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
続
い
て
起
こ
っ
た
一
九
三

三
年
の
昭
和
三
陸
地
震
津
波
の
復
興
に
お
い
て
、
内
務
省
が
高
台
移
転
を
推
進
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
復
興
政
策
の
実

施
に
影
響
を
与
え
た
（
北
原
糸
子
『
津
波
災
害
と
近
代
日
本
』）。
さ
ら
に
そ
れ
は
戦
後
に
至
る
ま
で
全
国
の
都
市
再
建

の
モ
デ
ル
と
し
て
の
意
義
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災

　
　
　
　

−

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
発
災

−

自
衛
隊
の
初
動

　

被
災
地
に
自
衛
隊
の
姿
が
見
え
な
い
の
は
ど
う
い
う
わ
け
か
。
一
月
十
七
日
そ
の
日
、
昼
か
ら
午
後
に
か
け
て
、
手

の
つ
け
ら
れ
な
い
大
災
害
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
疑
問
の
声
が
次
々
と
あ
が
っ
た
。
危

機
の
突
発
と
と
も
に
、
自
衛
隊
を
め
ぐ
る
社
会
の
論
調
は
急
旋
回
し
た
。
軍
隊
が
勝
手
に
跋
扈
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
と
の
戦
後
平
和
主
義
の
言
説
は
吹
き
飛
び
、
こ
ん
な
時
に
働
け
ず
に
何
の
自
衛
隊
か
と
問
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

自
衛
隊
の
初
動
が
遅
か
っ
た
の
は
何
故
か
。
県
知
事
の
要
請
が
遅
か
っ
た
か
ら
だ
。
反
軍
反
自
衛
隊
の
戦
後
思
想
に

影
響
さ
れ
た
知
事
は
出
動
要
請
を
嫌
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
否
、
そ
も
そ
も
自
衛
隊
を
違
憲
と
し
て
き
た
社
会
党
委
員

長
を
首
相
と
す
る
内
閣
で
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
の
根
源
だ
、
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
憶
測
が
飛
び
交
い
、
今
日
に
至
っ
て
も

社
会
認
識
は
一
定
し
て
い
な
い
。
十
二
年
後
の
二
〇
〇
七
年
に
至
っ
て
も
、「
神
戸
の
地
震
の
時
な
ん
か
、
首
長
の
判

断
が
遅
か
っ
た
か
ら
、
二
千
人
余
計
な
人
が
亡
く
な
っ
た
」
と
の
数
字
ま
で
示
す
大
胆
な
東
京
都
知
事
の
言
葉
が
飛
び

出
す
有
り
様
で
あ
る
。
震
災
検
証
の
た
め
、
筆
者
自
身
が
関
係
者
に
行
っ
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
も
用
い
て
、

事
実
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

陸
上
自
衛
隊
に
あ
っ
て
近
畿
地
方
二
府
四
県
を
受
け
持
つ
の
が
、
中
部
方
面
総
監
部
（
伊
丹
）
下
の
第
三
師
団
（
伊

丹
）
で
あ
る
。
被
災
地
の
う
ち
西
宮
市
、
芦
屋
市
は
第
三
十
六
普
通
科
連
隊
（
伊
丹
）
が
担
当
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
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外
の
神
戸
市
を
含
む
兵
庫
県
全
域
を
、
姫
路
の
第
三
特
科
連
隊
が
警
備
区
域
と
し
て
い
た
。「
特
科
」
と
は
伝
統
的
な

普
通
語
で
い
え
ば
「
砲
兵
」
の
こ
と
で
あ
る
。
兵
庫
県
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
災
害
出
動
す
る
現
場
責
任
は
、
こ
の
姫

路
連
隊
に
あ
っ
た
。
そ
の
連
隊
長
、
林
政
夫
氏
に
即
し
て
自
衛
隊
の
初
動
を
見
よ
う
（
筆
者
の
同
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ほ
か
、
松
島
悠
佐
「
阪
神
大
震
災

−

自
衛
隊
か
く
戦
え
り
」、
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
総
監
部
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

災
害
派
遣
行
動
史
」）。

　

姫
路
郊
外
の
官
舎
で
林
連
隊
長
は
地
震
に
起
こ
さ
れ
た
。
家
具
は
倒
れ
ず
、
停
電
も
な
か
っ
た
。
神
戸
の
西
方
五
十

キ
ロ
に
位
置
す
る
姫
路
の
揺
れ
は
、
控
え
め
で
あ
っ
た
。
部
隊
運
用
を
担
当
す
る
幕
僚
か
ら
、
全
員
を
集
め
る
三
種
呼

集
を
か
け
た
、
と
の
連
絡
が
午
前
七
時
ご
ろ
に
あ
り
、
連
隊
長
は
追
認
し
た
。
連
隊
長
も
幕
僚
も
当
然
に
災
害
派
遣
に

動
く
も
の
と
考
え
て
行
動
し
て
い
た
。
た
だ
、
今
日
の
自
衛
隊
員
は
基
地
内
の
宿
舎
に
住
む
者
は
一
部
で
、
他
は
一
般

の
住
宅
に
住
ん
で
お
り
、
集
合
に
は
一
定
の
時
間
が
か
か
る
。

　

午
前
七
時
半
に
連
隊
長
は
災
害
派
遣
準
備
命
令
を
発
し
、「
午
前
九
時
半
を
メ
ド
に
」
各
部
隊
は
準
備
完
了
す
る
よ

う
に
命
じ
た
。
同
時
に
、
連
絡
幹
部
（
Ｌ
Ｏ
）
三
人
に
よ
る
先
遣
隊
三
隊
を
三
ル
ー
ト
か
ら
無
線
を
乗
せ
た
車
で
神
戸

に
向
か
わ
せ
た
。
周
到
な
手
配
ぶ
り
と
い
え
よ
う
。
先
遣
隊
か
ら
交
通
渋
滞
の
報
を
受
け
て
、
連
隊
長
は
パ
ト
カ
ー
先

導
を
姫
路
警
察
に
求
め
、
応
諾
を
得
た
。
さ
ら
に
ヘ
リ
で
な
け
れ
ば
迅
速
に
動
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
中
部
方
面
総

監
部
に
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
ヘ
リ
を
回
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
警
備
幹
部
の
中
村
博
・
三
尉
に
兵
庫
県
庁
と

電
話
連
絡
し
て
被
災
状
況
を
聞
く
よ
う
命
じ
た
。

　

午
前
八
時
十
分
、
姫
路
連
隊
か
ら
県
庁
の
消
防
交
通
安
全
課
、
野
口
一
行
防
災
係
長
に
防
災
無
線
が
は
じ
め
て
通
じ

た
。
野
口
係
長
の
返
事
は
「
状
況
は
つ
か
め
て
い
な
い
。
い
ず
れ
自
衛
隊
出
動
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
」
で
あ
っ

た
と
係
長
は
証
言
す
る
が
、
自
衛
隊
側
は
出
動
要
請
の
予
告
を
聞
い
て
い
な
い
と
い
う
。
連
絡
を
取
り
合
う
合
意
で
会
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話
は
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
防
災
無
線
は
通
じ
な
か
っ
た
。

　

午
前
九
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
か
、
連
隊
長
は
、
次
に
県
庁
と
連
絡
が
つ
い
た
ら
、「
こ
の
電
話
を
も
っ
て
自
衛
隊
派
遣

要
請
と
し
て
も
ら
い
た
い
」と
言
う
よ
う
中
村
三
尉
に
指
示
し
た
。
次
に
電
話
が
通
じ
た
の
は
午
前
十
時
頃
で
あ
っ
た
。

「
こ
の
連
絡
を
も
っ
て
、
派
遣
要
請
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
よ
い
か
」
と
の
自
衛
隊
側
の
問
い
に
、「
お
願
い
し
ま
す
」

と
野
口
係
長
は
即
答
し
た
。
派
遣
地
域
に
つ
い
て
は
「
神
戸
、
北
淡
」
と
答
え
た
。
時
間
は
十
時
十
分
を
過
ぎ
て
い
た

が
、「
十
時
の
要
請
」
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
（
筆
者
の
野
口
係
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
齋
藤
富
雄
秘
書
課
長
＝

の
ち
に
副
知
事
＝
の
手
に
な
る
県
の
記
録
、
自
衛
隊
側
は
前
掲
「
派
遣
行
動
史
」）。

　

さ
て
、
姫
路
の
連
隊
で
は
指
示
通
り
午
前
九
時
半
に
は
ほ
ぼ
派
遣
準
備
が
完
了
し
た
。
林
連
隊
長
は
、
知
事
の
要
請

を
得
な
い
場
合
で
も
、
準
備
の
で
き
た
二
つ
の
大
隊
二
百
十
五
人
を
派
遣
す
る
心
づ
も
り
で
い
た
よ
う
に
私
に
は
思
え

る
。
と
こ
ろ
が
三
十
六
両
の
長
い
車
列
と
な
り
、
行
き
先
は
約
百
人
ず
つ
、
第
一
大
隊
が
長
田
署
、
第
二
大
隊
が
兵
庫

署
の
二
方
向
と
な
っ
た
。
す
で
に
来
て
い
た
パ
ト
カ
ー
一
台
で
は
足
り
な
い
。
も
う
一
台
を
要
請
し
た
。
そ
れ
や
こ
れ

や
で
、
全
部
隊
が
出
発
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
午
前
十
時
十
五
分
を
回
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
電
話
で

「
県
知
事
の
要
請
」
を
得
た
直
後
で
あ
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
姫
路
の
連
隊
と
し
て
早
朝
か
ら
周
到
に
精
い
っ
ぱ
い
準

備
を
重
ね
て
、
よ
う
や
く
す
べ
て
が
整
っ
た
時
点
で
、
結
果
的
に
「
要
請
」
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

林
連
隊
長
が
パ
ト
カ
ー
先
導
を
求
め
た
こ
と
は
、
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
倒
壊
に
伴
っ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
た

阪
神
高
速
道
路
の
姫
路
入
り
口
を
パ
ト
カ
ー
が
開
け
、
使
え
る
部
分
を
高
速
で
走
っ
た
。
高
速
を
降
り
る
と
、
神
戸
の

街
は
火
煙
で
暗
く
渋
滞
で
あ
っ
た
が
、
午
後
一
時
半
ま
で
に
長
田
署
、
兵
庫
署
に
到
着
で
き
た
の
は
高
速
利
用
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
。

　

姫
路
の
連
隊
に
は
、あ
と
二
百
人
ほ
ど
被
災
地
に
投
入
す
る
戦
力
が
あ
っ
た
。
林
連
隊
長
が
要
請
し
た
大
型
ヘ
リ
は
、
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こ
れ
を
乗
せ
て
、
午
後
二
時
五
十
五
分
、
王
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
向
け
離
陸
し
た
。

　

合
計
約
四
百
人
余
の
自
衛
隊
が
発
災
の
日
の
午
後
、神
戸
の
地
に
展
開
し
救
出
活
動
を
開
始
し
た
。
長
田
で
は
警
察
、

消
防
と
合
同
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
東
灘
で
は
地
域
割
り
を
決
め
て
、
そ
う
し
た
打
ち
合
わ
せ
は
混
乱
の
中
で
ス
ム
ー
ズ

で
は
な
く
、
短
い
冬
の
昼
間
は
す
ぐ
に
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

以
上
の
経
緯
か
ら
、
次
の
よ
う
に
指
摘
で
き
よ
う
。

　

第
一
に
、
兵
庫
県
を
警
備
区
域
と
す
る
自
衛
隊
（
姫
路
第
三
特
科
連
隊
と
伊
丹
の
普
通
科
三
十
六
連
隊
）
は
、
知
事

の
要
請
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、
災
害
派
遣
を
不
可
避
と
判
断
し
、
早
朝
か
ら
準
備
を
急
い
だ
。

　

第
二
に
、
自
己
完
結
的
な
機
能
を
持
つ
自
衛
隊
は
、
そ
れ
だ
け
に
準
備
に
時
間
が
か
か
る
。
姫
路
連
隊
の
場
合
、
四

時
間
余
を
要
し
て
午
前
十
時
頃
に
出
動
準
備
を
終
え
た
。
幸
運
に
も
、
ほ
ぼ
そ
の
瞬
間
に
県
庁
と
の
電
話
が
通
じ
、「
知

事
の
要
請
」
を
知
事
の
部
下
か
ら
取
り
つ
け
た
。
足
止
め
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
被
災
地
へ
出
発
で
き
た
。
自
衛
隊
初
動

の
遅
さ
の
原
因
を
、
知
事
の
要
請
の
遅
れ
に
帰
す
議
論
は
全
く
事
態
誤
認
に
も
と
づ
く
。

　

第
三
に
、た
と
え
知
事
の
要
請
が
得
ら
れ
な
く
て
も
、姫
路
の
連
隊
長
は
被
災
地
に
出
動
す
る
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。

伊
丹
の
黒
川
雄
三
連
隊
長
は
、
実
際
に
知
事
の
要
請
の
一
時
間
四
十
分
前
に
四
十
名
を
西
宮
市
へ
派
遣
し
た
。
市
民
の

生
命
を
救
う
た
め
で
あ
る
か
ら
、
派
遣
要
件
の
完
備
を
待
つ
よ
り
も
、
一
刻
も
早
く
赴
く
べ
き
だ
と
考
え
た
。

　

第
四
に
、
二
つ
の
連
隊
の
積
極
対
応
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
日
、
被
災
地
に
到
達
し
た
自
衛
隊
員
は
合
計
七
百
名
余

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
午
後
遅
く
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
日
十
分
に
活
動
で
き
な
か
っ
た
。
生
存
救

出
の
大
部
分
は
初
日
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
生
存
救
出
の
数
は
、
警
察
が
三
千
四
百
九
十
五
名
、
消
防
が
千
三
百
八
十

七
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
衛
隊
は
百
六
十
五
名
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
自
衛
隊
の
初
動
が
不
十
分
で
あ
っ

た
の
は
事
実
で
あ
る
。



447

第16章

　

第
五
に
、
自
衛
隊
が
被
災
地
へ
十
分
大
量
に
投
入
さ
れ
る
た
め
に
は
、
中
部
方
面
総
監
レ
ベ
ル
に
お
け
る
決
断
、
も

し
く
は
国
家
レ
ベ
ル
の
決
断
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ひ
ど
い
交
通
渋
滞
の
た
め
、
初
日
に
兵
力
を
投
入
す
る
に
は
ヘ
リ
の

フ
ル
回
転
が
必
要
で
あ
っ
た
。
初
日
の
昼
頃
ま
で
に
総
監
レ
ベ
ル
で
大
量
投
入
の
決
断
を
し
て
い
れ
ば
、
名
古
屋
第
十

師
団
、
広
島
第
十
三
師
団
を
含
む
中
部
方
面
総
監
隷
下
の
各
部
隊
が
、
二
日
目
の
朝
に
被
災
地
で
活
動
を
開
始
す
る
こ

と
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

被
災
自
治
体
首
長
の
そ
の
朝

　

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
に
大
地
震
が
勃
発
し
た
時
、
被
災
自
治
体
の
す
べ
て
の
首
長
が
自
宅

ま
た
は
公
邸
に
い
た
。出
張
の
多
い
職
務
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
意
外
で
あ
る
。一
様
に
在
宅
し
て
い
た
と
は
い
え
、

役
所
に
到
達
す
る
の
に
要
し
た
時
間
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
た
。

　

も
っ
と
も
早
く
登
庁
し
た
の
は
、
前
日
の
服
を
そ
の
ま
ま
着
込
ん
で
、
マ
イ
カ
ー
を
走
ら
せ
十
分
後
に
市
役
所
に
着

い
た
松
下
勉
・
兵
庫
県
伊
丹
市
長
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
偉
く
な
る
と
公
用
車
に
頼
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
被
災
地

の
首
長
た
ち
の
う
ち
、
自
ら
車
を
動
か
し
得
た
の
は
松
下
市
長
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
災
害
時
に
は
速
や
か
に
職
場
に
出
る
の
を
当
然
の
責
務
と
市
長
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
松
下
氏
は
尼
崎
市
の
土
木
部
長
な
ど
を
務
め
、
風
水
害
の
多
い
こ
の
地
で
危
機
管
理
を
鍛
え
ら
れ
た
。「
地
震
は

な
い
」
と
の
神
話
に
安
住
し
て
い
た
当
時
の
関
西
で
あ
っ
た
が
、
風
水
害
対
処
の
経
験
者
が
、
地
震
の
突
発
に
際
し
て

力
を
発
揮
し
た
。

　

そ
の
典
型
が
、
芦
屋
市
の
後
藤
太
郎
助
役
で
あ
る
。
風
水
害
対
処
を
行
う
総
務
畑
の
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
市
内
の
危
険

箇
所
を
知
悉
す
る
助
役
は
、
地
震
に
は
ね
上
げ
ら
れ
た
瞬
間
に
重
大
事
態
を
直
感
し
、
岩
園
の
丘
の
自
宅
か
ら
坂
を
駆
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け
下
り
、
午
前
六
時
十
分
に
市
役
所
に
飛
び
込
ん
だ
。
ま
だ
当
直
の
職
員
二
人
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
一
人
を
医
師
会

会
長
宅
へ
、
も
う
一
人
を
お
寺
へ
走
ら
せ
て
、
医
療
と
遺
体
安
置
所
の
協
力
を
要
請
し
た
。
自
ら
は
、
よ
う
や
く
つ
な

が
っ
た
電
話
で
棺
お
け
百
基
を
注
文
し
た
。
市
役
所
へ
急
ぐ
途
中
の
地
獄
絵
を
見
て
、
芦
屋
市
に
そ
れ
ぐ
ら
い
の
犠
牲

者
を
覚
悟
し
た
の
で
あ
る
。
人
口
九
万
弱
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
芦
屋
市
な
れ
ば
こ
そ
か
も
し
れ
な
い
が
、
百
人
の
想
定

が
甘
い
こ
と
は
午
前
中
に
明
ら
か
と
な
り
、
昼
ご
ろ
に
は
四
百
人
余
の
犠
牲
者
数
の
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

正
午
と
い
え
ば
、
警
察
が
全
被
災
地
の
死
者
二
百
三
人
と
発
表
し
て
、
村
山
富
市
首
相
を
驚
か
せ
た
頃
で
あ
っ
た
。

社
会
の
迷
妄
に
は
目
も
く
れ
ず
、
基
礎
自
治
体
に
は
現
場
か
ら
の
正
確
な
認
識
を
築
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
あ
る

（
松
下
市
長
、
後
藤
助
役
ら
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
拙
稿
「
危
機
管
理

−

行
政
の
対
応
」『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
誌
』
朝

日
新
聞
社
、
九
六
年
所
収
、
高
寄
昇
三
『
阪
神
大
震
災
と
自
治
体
の
対
応
』
学
陽
書
房
、
九
六
年
）。

　

自
ら
車
を
運
転
せ
ず
公
用
車
の
到
着
を
待
つ
首
長
は
、
初
動
の
敗
者
と
な
る
運
命
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
大
災
害
に

あ
っ
て
は
、
運
転
手
を
含
む
職
員
の
多
く
が
被
災
者
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
よ
き
部
下
に
恵
ま
れ
た
首
長
は
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
笹
山
幸
俊
・
神
戸
市
長
は
灘
区
楠
丘
町
の
公

舎
（
市
役
所
ま
で
五
・
二
キ
ロ
）
で
ど
こ
に
も
連
絡
が
と
れ
ず
、
歩
い
て
行
く
か
思
案
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
山
下
彰
啓

局
長
が
車
で
迎
え
に
来
た
。
建
築
と
都
市
計
画
が
専
門
の
市
長
は
、
気
に
な
る
建
物
を
車
か
ら
確
認
し
つ
つ
、
午
前
六

時
三
十
五
分
に
市
役
所
に
到
着
し
た
。
道
路
は
傷
み
通
行
不
能
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
す
い
て
お
り
、
迂

回
し
て
も
早
く
着
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、午
前
七
時
台
か
ら
交
通
渋
滞
が
深
刻
と
な
り
、七
時
半
過
ぎ
に
部
下
の
車
の
迎
え
を
受
け
た
貝
原
俊
民
・

兵
庫
県
知
事
は
、
わ
ず
か
三
キ
ロ
に
四
十
分
を
要
し
、
県
庁
到
着
は
午
前
八
時
二
十
分
と
な
っ
た
（
笹
山
市
長
、
山
下

局
長
、
貝
原
知
事
ら
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
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悲
惨
だ
っ
た
の
が
、
宝
塚
と
西
宮
の
市
長

で
あ
っ
た
。
両
者
と
も
公
用
車
の
運
転
手
が

被
災
し
て
い
た
。
正
司
泰
一
郎
・
宝
塚
市
長

の
運
転
手
は
責
任
感
が
強
く
、
自
宅
が
倒
壊

し
た
と
い
う
の
に
バ
イ
ク
で
役
所
に
至
り
、

公
用
車
を
駆
っ
て
午
前
八
時
前
に
雲
雀
丘
の

市
長
宅
に
到
達
し
た
。
し
か
し
渋
滞
の
た
め

五
キ
ロ
の
道
の
り
に
一
時
間
半
を
要
し
て
、

市
長
の
市
役
所
到
着
は
午
前
九
時
二
十
分
で

あ
っ
た
。
馬
場
順
三
・
西
宮
市
長
は
自
宅
が

遠
す
ぎ
た
。
山
を
越
え
た
北
二
十
五
キ
ロ
の

塩
瀬
町
の
市
長
宅
に
局
長
の
一
人
が
迎
え
に

行
っ
た
が
、
市
役
所
到
着
は
午
前
十
時
半
と

な
っ
た
。
市
民
の
た
め
に
働
く
べ
き
危
機
の

瞬
間
に
、
ト
ッ
プ
が
自
ら
の
配
置
に
着
く
た

め
に
四
〜
五
時
間
を
費
や
す
こ
と
と
な
っ

た
。
今
日
で
は
、
ト
ッ
プ
を
は
じ
め
危
機
管

理
の
任
に
あ
る
者
が
職
場
か
ら
遠
隔
に
住
む

こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

阪神・淡路大震災発生時の主な被災首長（兵庫県）たちの登庁状況

被災首長 住居から役所
までの距離

地震から登庁
までの時間 状　況

松下勉（伊丹市） （ . （ キロ （（分 マイカーを自分で運転して

宮田良雄（尼崎市） （ . （ キロ （（分 近所の助役の車に同乗して

小久保正雄（北淡町） （ . （ キロ （（分 路地を迂回しつつ徒歩で

笹山幸俊（神戸市） （ . （ キロ （（分 近所の局長が車で迎えに

北村春江（芦屋市） （ キロ （ 時間（（分 負傷した夫の入院後、秘書課長の車で

貝原俊民（兵庫県） （ キロ （ 時間（（分 部長に車で迎えに来させて

正司泰一郎（宝塚市） （ キロ （ 時間（（分 被災した運転手が公用車で迎えに。
渋滞

馬場順三（西宮市） （（キロ （ 時間（（分 局長が迎えに来たが、遠くかつ渋滞
厳しく

五百旗頭真「危機管理−行政の対応」、高寄昇三『阪神大震災と自治体の対応』を基に作成
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と
こ
ろ
で
、
ト
ッ
プ
の
不
在
は
ど
れ
ほ
ど
実
質
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
か
。
た
い
し
た
影
響
は
な
い
と
の
見
方
も
あ
る
。

初
動
時
の
最
優
先
事
項
は
人
命
救
出
と
火
災
鎮
火
で
あ
る
が
、そ
れ
は
警
察
や
消
防
な
ど
第
一
線
部
隊
の
仕
事
で
あ
り
、

彼
ら
は
首
長
の
指
示
を
受
け
る
ま
で
も
な
く
自
ら
動
き
始
め
る
。
自
治
体
の
防
災
担
当
者
も
も
ち
ろ
ん
動
き
始
め
る
。

宝
塚
市
の
よ
う
に
総
務
部
長
を
中
心
に
対
応
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
市
長
不
在
の
中
で
も
、
彼
ら
は
災
害
対
策
本

部
を
発
足
さ
せ
た
。

　

だ
が
非
常
事
態
に
お
い
て
は
平
時
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
必
要
な
決
断
が
増
え
る
。
避
難
所
の
開
設
、
負
傷
者
へ

の
手
当
て
と
搬
送
、
物
資
の
調
達
、
住
民
へ
の
広
報
等
々
、
ル
ー
ル
も
前
例
も
な
い
重
要
問
題
の
洪
水
と
な
る
。
防
御

的
な
間
に
合
わ
せ
の
対
処
に
傾
く
か
、
血
の
通
っ
た
救
援
と
復
興
に
向
か
う
か
は
、
首
長
の
決
意
い
か
ん
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

　

実
質
と
と
も
に
、
心
理
的
・
精
神
的
要
素
も
大
き
い
。
ト
ッ
プ
が
闘
志
に
満
ち
て
立
ち
向
か
っ
て
い
る
姿
こ
そ
が
、

職
員
を
ふ
る
い
立
た
せ
る
。
危
機
の
瞬
間
に
、
被
災
者
・
住
民
と
と
も
に
い
て
奮
闘
し
な
い
首
長
は
、
職
責
放
棄
者
と

み
な
さ
れ
る
の
が
今
日
の
社
会
感
覚
で
あ
る
。

　

自
衛
隊
派
遣
要
請
の
問
題
を
県
庁
側
か
ら
見
て
お
こ
う
。
兵
庫
県
庁
に
最
も
早
く
午
前
六
時
四
十
分
に
到
着
し
た
防

災
責
任
者
は
野
口
一
行
防
災
係
長
で
、
十
分
後
に
芦
尾
長
司
副
知
事
が
到
着
し
た
。
貝
原
知
事
が
登
庁
し
た
十
分
後
の

午
前
八
時
半
に
、
第
一
回
災
害
対
策
本
部
の
会
議
が
開
か
れ
た
。
二
十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
知
事
・
副
知
事
に

部
長
三
人
を
加
え
て
五
人
の
み
し
か
い
な
い
第
一
回
で
あ
っ
た
。
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
止
ま
り
、
通
信
手
段
も
ダ
ウ

ン
し
た
。
破
れ
た
窓
か
ら
冬
の
寒
風
が
吹
き
込
ん
だ
。
そ
の
会
議
で
報
告
を
求
め
ら
れ
た
野
口
係
長
は
、
八
時
十
分
に

自
衛
隊
（
姫
路
）
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
い
ず
れ
知
事
に
よ
る
出
動
要
請
を
す
る
」
旨
告
げ
た
と
説
明
し
た
。
自
衛
隊

は
そ
れ
を
聞
い
て
い
な
い
と
い
う
が
、
重
要
な
こ
と
は
係
長
が
県
幹
部
に
対
し
て
そ
う
発
言
し
、
異
論
が
な
か
っ
た
こ
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と
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
二
度
目
の
電
話
（
午
前
十
時
）
に
際
し
、
自
衛
隊
側
が
「
こ
の
電
話
を
も
っ
て
知
事

の
派
遣
要
請
と
し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た
時
、係
長
が
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
即
答
で
き
た
だ
ろ
う
か
。（
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
防
災
係
長
が
「
知
事
の
防
災
面
の
決
定
を
つ
く
る
の
は
私
で
す
」
と
言
い
放
っ
た
の
が
印
象
に

残
る
）
係
長
は
十
二
階
か
ら
五
階
ま
で
階
段
を
駆
け
下
り
、
知
事
に
電
話
内
容
を
報
告
し
た
。

　

県
知
事
に
と
っ
て
不
本
意
な
点
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
衛
隊
派
遣
要
請
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
早
朝
の
情

景
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
必
要
は
、
知
事
か
ら
係
長
ま
で
共
有
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
派
遣
要
請
に
は
、
被
災
状
況
を
踏

ま
え
て
地
域
・
人
員
・
装
備
な
ど
を
特
定
す
る
手
続
き
が
政
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
も
双
方
の
事
務
レ
ベ
ル

で
内
容
の
合
意
を
つ
く
っ
た
上
で
知
事
の
要
請
が
な
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
大
災
害
の
奇
襲
攻
撃
に
よ
り
情
報
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
県
庁
に
は
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
の
全
貌
が
分
か
ら
ず
、
要
請
の
条
件
が
整
わ
な

か
っ
た
。
電
話
も
ま
れ
に
し
か
通
じ
な
い
。
そ
の
結
果
、
白
紙
委
任
的
な
自
衛
隊
出
動
と
な
っ
た
。
行
政
の
プ
ロ
と
し

て
そ
の
点
に
悔
い
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。
早
朝
か
ら
着
々
と
出
動
準
備
を
進
め
た
自
衛
隊
側
の
積
極
姿
勢
と
、
現
場
担

当
者
の
反
応
に
よ
っ
て
、
幸
い
に
も
そ
の
躊
躇
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
貝
原
知
事
、
野
口
係
長
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
よ
る
）。

　

昼
前
に
は
通
信
シ
ス
テ
ム
や
電
気
も
よ
う
や
く
再
開
し
た
。
知
事
は
午
後
一
時
過
ぎ
か
ら
ヘ
リ
で
被
災
状
況
を
視
察

し
、
事
態
の
輪
郭
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
た
。
そ
れ
以
後
、
被
災
地
主
体
の
復
興
を
追
究
す
る
知
事
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
は
力
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。

首
相
官
邸
の
対
応

　

発
災
日
の
官
邸
の
あ
る
じ
は
村
山
富
市
首
相
で
あ
り
、
五
十
嵐
広
三
官
房
長
官
と
石
原
信
雄
副
長
官
が
首
相
を
支
え
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る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
。

　

村
山
首
相
は
官
邸
に
隣
接
す
る
公
邸
で
、
五
十
嵐
官
房
長
官
は
東
京
・
高
輪
の
議
員
宿
舎
で
、
石
原
副
長
官
は
川
崎

市
の
自
宅
で
、
そ
の
朝
を
迎
え
た
。
神
戸
で
の
地
震
発
生
を
、
官
邸
へ
の
緊
急
連
絡
を
通
じ
て
知
っ
た
者
は
な
く
、
三

者
と
も
午
前
六
時
ご
ろ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
っ
て「
京
都
で
震
度
5
」を
聞
い
た
。
前
二
者
は
自
宅
の
テ
レ
ビ
で
、

石
原
副
長
官
は
日
課
の
ラ
ジ
オ
を
耳
に
し
な
が
ら
の
早
朝
散
歩
中
に
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
政
府
の
緊
急
連
絡
網

よ
り
速
い
の
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
時
代
に
異
例
と
は
言
え
な
い
が
、
問
題
は
、
日
本
政
府
の
緊
急
時
の
情
報
シ
ス
テ
ム
が
機
能

し
て
い
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。

　

当
時
の
災
害
時
の
政
府
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
国
土
庁
防
災
局
が
気
象
庁
・
警
察
庁
・
消
防
庁
・
防
衛
庁
及
び
各
自
治

体
等
か
ら
情
報
を
得
て
、
そ
れ
を
官
邸
に
連
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
国
土
庁
は
二
十
四
時
間
勤
務
体

制
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
早
朝
、
当
直
員
の
連
絡
で
最
初
の
防
災
局
員
が
現
れ
た
の
は
、
一
時
間
後
の
午
前
六

時
四
十
五
分
で
あ
っ
た
。
危
機
の
瞬
間
へ
対
処
す
る
体
制
は
、
そ
も
そ
も
政
府
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

国
松
孝
次
・
警
察
庁
長
官
は
滝
藤
浩
二
・
兵
庫
県
警
本
部
長
か
ら
、
冨
沢
暉
陸
幕
長
は
松
島
悠
佐
・
中
部
方
面
総
監

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
朝
か
ら
電
話
連
絡
を
受
け
、
現
地
の
状
況
と
対
処
に
理
解
を
示
し
て
い
た
。
た
だ
彼
ら
は
国
土
庁
に

も
官
邸
に
も
連
絡
を
と
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
タ
テ
割
り
官
庁
の
常
態
で
あ
っ
た
が
、
危
機
の
官
邸
が
そ
の
囚
人
に
と

ど
ま
っ
て
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

村
山
首
相
は
秘
書
官
か
ら
「
被
害
が
大
き
く
な
り
そ
う
」
と
の
電
話
連
絡
を
受
け
、
予
定
を
一
時
間
近
く
早
め
て
、

午
前
八
時
二
十
六
分
に
官
邸
執
務
室
に
入
っ
た
。
被
害
の
公
的
情
報
は
な
か
っ
た
が
、
午
前
七
時
台
か
ら
テ
レ
ビ
が
被

災
地
の
惨
状
を
映
し
始
め
、午
前
八
時
ご
ろ
か
ら
そ
れ
は
本
格
化
し
た
。
そ
れ
に
衝
撃
を
受
け
た
五
十
嵐
官
房
長
官
は
、

非
常
災
害
対
策
本
部
の
設
置
検
討
を
国
土
庁
に
強
く
指
示
し
た
。
午
前
九
時
前
に
登
庁
し
た
石
原
副
長
官
は
官
房
長
官



453

第16章

と
、
午
前
九
時
二
十
分
に
予
定
さ
れ
て
い
た
月
例
経
済
報
告
の
会
議
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
多
く
の
委
員
が
外
部
か
ら

も
参
集
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
予
定
通
り
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
午
前
九
時
の
テ
レ
ビ
は
「
死
者
一
人
」
と
報
道

し
て
い
た
。
テ
レ
ビ
の
画
像
は
重
大
事
態
を
告
げ
て
い
た
の
に
対
し
、
遺
体
確
認
に
も
と
づ
く
警
察
発
表
の
数
字
は
牧

歌
的
で
あ
っ
た（
村
山
、五
十
嵐
、石
原
各
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、薬
師
寺
克
行
編「
村
山
富
市
回
顧
録
」、五
十
嵐「
官

邸
の
螺
旋
階
段
︱
︱
市
民
派
官
房
長
官
奮
闘
記
」、
御
厨
貴
、
渡
邉
昭
夫
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
「
首
相
官
邸
の
決
断

︱
︱
内
閣
官
房
副
長
官
石
原
信
雄
の
２
６
０
０
日
」）。

　

平
時
モ
ー
ド
を
吹
き
飛
ば
し
、
政
府
内
と
国
民
に
重
大
事
態
の
発
生
を
告
げ
る
意
図
が
官
邸
に
あ
っ
た
の
な
ら
、
月

例
経
済
報
告
の
会
議
を
中
止
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
消
防
庁
・
警
察
庁
・
防
衛
庁
な
ど
の
責
任
者
を
緊
急
招
集

し
、
午
前
十
時
の
閣
議
の
前
に
情
報
を
総
合
し
、
対
処
方
針
を
練
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
テ
レ
ビ
を
見
る
状

況
に
な
か
っ
た
首
相
と
副
長
官
（
川
崎
市
の
自
宅
か
ら
官
邸
ま
で
一
時
間
半
を
要
し
た
）
は
、
重
大
な
公
的
報
告
が
な

い
以
上
、
非
日
常
的
な
対
処
を
と
る
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
首
相
と
官
房
長
官
は
月
例
経
済
報
告
の
会
議

に
臨
席
し
、
副
長
官
は
席
を
外
し
て
情
報
を
集
め
、
閣
議
の
準
備
に
あ
た
っ
た
。

　

同
じ
午
前
九
時
ご
ろ
、
防
衛
庁
の
村
田
直
昭
防
衛
局
長
室
で
激
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
守
屋
武
昌
防
衛
政
策
課
長

が
「
テ
レ
ビ
映
像
で
見
る
と
被
害
は
大
き
い
。
要
請
を
待
た
ず
、
す
ぐ
に
自
衛
隊
は
出
動
す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。

山
崎
信
之
郎
運
用
課
長
は
「
確
か
な
連
絡
は
何
も
な
い
。
部
隊
を
出
し
て
も
混
乱
す
る
だ
け
だ
」
と
反
対
し
た
。
局
長

は
「
準
備
を
急
が
せ
よ
う
」
と
収
め
た
。
こ
こ
で
も
テ
レ
ビ
映
像
派
と
公
的
情
報
派
が
戦
っ
て
い
た
。
だ
が
全
体
を
捉

え
た
確
か
な
公
的
情
報
は
初
日
の
混
乱
の
中
で
は
来
な
い
の
で
あ
る
。

　

午
前
十
時
の
閣
議
で
、
国
土
庁
長
官
（
の
ち
震
災
担
当
相
）
を
長
と
す
る
非
常
災
害
対
策
本
部
だ
け
で
な
く
、
首
相

を
長
と
す
る
地
震
対
策
関
係
閣
僚
会
議
の
設
置
を
決
め
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
午
前
十
一
時
か
ら
の
二
十
一
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世
紀
地
球
環
境
懇
話
会
に
村
山
首
相
は
出
席
し
て
熱
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

首
相
は
午
前
中
二
つ
の
ル
ー
テ
ィ
ン
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
映
像
に

く
ぎ
づ
け
に
な
っ
た
一
般
国
民
の
危
機
認
識
か
ら
さ
え
も
大
き
く
後
れ
を
と
っ
た
。
危

機
の
瞬
間
に
最
も
厳
し
い
認
識
を
も
っ
て
対
処
す
べ
き
ト
ッ
プ
で
あ
る
と
い
う
の
に
。

　

会
議
の
合
間
に
、
官
邸
の
廊
下
を
歩
き
な
が
ら
首
相
が
記
者
に
応
答
す
る
の
が
当
時

の
ぶ
ら
さ
が
り
の
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
危
機
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
会
話
を
と
げ
と
げ
し

い
も
の
と
し
た
。
首
相
は
現
地
視
察
し
な
い
の
か
と
記
者
が
問
い
、
首
相
は
小
沢
潔
国

土
庁
長
官
の
視
察
結
果
を
聞
い
た
う
え
で
ね
、
と
答
え
る
の
が
繰
り
返
さ
れ
た
（
午
前

九
時
十
八
分
、
同
十
時
一
分
、
同
十
一
時
三
分
、
同
二
十
三
分
）。
こ
の
反
復
の
中
で
、

首
相
は
危
機
に
お
け
る
国
民
イ
メ
ー
ジ
の
敗
者
に
確
定
し
て
い
っ
た
。
の
ん
き
な
平
時

モ
ー
ド
の
首
相
の
下
で
大
丈
夫
か
。

　

首
相
が
事
態
の
重
大
性
に
気
づ
い
た
の
は
、
正
午
ご
ろ
で
あ
っ
た
。「
死
者
二
百
三

人
」
の
メ
モ
を
渡
さ
れ
た
首
相
は
「
え
っ
」
と
声
を
発
し
た
。
被
災
地
の
現
場
に
い
る

高
見
裕
一
議
員
か
ら
の
悲
痛
な
電
話
を
昼
前
に
受
け
た
五
十
嵐
官
房
長
官
の
リ
ー
ド
に

従
い
、
午
後
〇
時
五
分
に
記
者
ぶ
ら
さ
が
り
で
山
花
貞
夫
議
員
の
社
会
党
離
党
問
題
を

阪神・淡路大震災への政府の応急体制

　緊急対策本部 　　（超法規的に設置）

　｜　　　村山富市首相を長に全閣僚で構成

　非常災害対策本部 　　（災害対策基本法に基づく）

　｜　　　小里貞利震災担当相を長に各省局長級で構成

　現地対策本部 　　　（災害対策基本法に基づく）

　　　　　久野統一郎国土政務次官を長に各省課長級で構成

問
わ
れ
た
首
相
は
、「
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
」
と
語
気
鋭
く
退
け
た
。
午
後
四
時
、
首
相
の
緊
急
記
者
会
見
で
は
「
関

東
大
震
災
以
来
、
最
大
の
都
市
型
災
害
」
と
の
認
識
と
と
も
に
、「
で
き
れ
ば
現
地
に
急
行
し
、
万
全
の
対
策
を
講
じ

た
い
」
と
い
う
意
向
を
つ
い
に
表
明
し
た
。

　

石
原
副
長
官
も
午
後
二
時
ご
ろ
、
防
衛
庁
の
村
田
防
衛
局
長
に
電
話
し
、「
自
衛
隊
の
姿
が
少
な
い
」
と
叱
っ
た
。
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釈
明
す
る
局
長
に
「
ま
だ
そ
ん
な
態
勢
か
。
自
衛
隊
の
方
か
ら
、
こ
う
お
手
伝
い
す
る
と
言
う
べ
き
だ
。
全
力
で
は
な

く
総
力
を
挙
げ
て
や
れ
」
と
断
じ
た
。
午
前
中
の
遅
れ
を
、
官
邸
は
急
速
に
取
り
戻
し
た
。

復
旧
か
創
造
的
復
興
か

　

兵
庫
県
も
中
央
政
府
も
緒
戦
の
敗
者
で
あ
っ
た
が
、午
後
に
は
態
勢
を
た
て
直
し
、精
一
杯
の
対
処
に
動
き
始
め
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
三
大
震
災
を
比
較
す
れ
ば
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
が
も
っ
と
も
敏
速
か
つ
ス
ム
ー
ズ

で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
か
。
一
つ
に
は
、
災
害
の
規
模
と
性
格
が
あ
ろ
う
。
他
二
者
は
プ
レ
ー
ト
型
地
震
に
よ
る
広
域
複
合
災
害
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
阪
神
・
淡
路
で
は
大
都
市
が
直
下
至
近
距
離
の
活
断
層
に
よ
り
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
が
、
風

が
な
か
っ
た
こ
と
、
新
幹
線
や
電
車
、
自
動
車
が
動
き
始
め
る
夜
明
け
前
の
地
震
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
複
合
災
害
化

を
免
れ
た
。

　

二
つ
に
は
、
政
治
の
安
定
性
が
重
要
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
に
際
し
て
は
、
後
藤
新
平
内
相
が
、
四
カ
月
余
に
し
て

失
脚
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
菅
政
権
は
“
衆
参
ね
じ
れ
〟
に
陥
っ
て
お
り
、
政
局
に
苦

し
み
な
が
ら
の
復
興
努
力
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
の
自
・
社
・
さ
連
立
政
権
は
、
衆
参
と
も

多
数
を
占
め
て
い
た
。
政
権
奪
回
を
至
上
命
令
と
す
る
自
民
党
は
、
震
災
復
興
に
つ
い
て
国
民
の
前
に
よ
き
実
績
を
上

げ
る
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
社
会
党
委
員
長
の
首
相
を
引
き
ず
り
降
ろ
す
よ
う
な
政
略
を
仕
掛
け
る
動
き
は
な
か
っ

た
。
村
山
首
相
が
社
会
主
義
者
で
あ
る
故
に
自
衛
隊
の
出
動
に
消
極
的
で
あ
っ
た
と
の
風
評
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
事

実
で
は
な
い
。
発
災
の
日
の
午
前
中
に
お
け
る
首
相
の
認
識
の
遅
れ
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
、
政
府
官
邸
の
情

報
シ
ス
テ
ム
の
不
備
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
首
相
自
身
は
被
災
者
へ
の
同
情
心
も
責
任
感
も
強
い
人
で
あ
っ
た
。
官
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邸
内
で
行
政
各
部
を
束
ね
つ
つ
、
対
処
の
知
恵
を
出
し
政
治
の
役
割
を
方
向
づ
け
た
の
は
、
石
原
信
雄
官
房
副
長
官
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
変
則
的
な
村
山
内
閣
で
は
あ
っ
た
が
、
三
大
震
災
の
中
で
政
府
あ
げ
て
震
災
対
処
に
あ
た
る
体
制

が
存
在
し
た
唯
一
の
政
権
で
あ
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
に
お
い
て
大
震
災
後
の
復
旧
・
復
興
が
相
対
的
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
三
つ
め
の
理
由
は
、
中
央
政
府

指
令
型
で
は
な
く
、
現
地
主
導
を
尊
重
し
た
こ
と
に
あ
る
。
復
旧
・
復
興
プ
ラ
ン
の
多
く
は
兵
庫
か
ら
提
案
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

発
災
後
三
週
間
で
発
足
し
た
都
市
再
生
戦
略
策
定
懇
話
会
の
第
一
回
会
合
に
筆
者
も
出
席
し
た
が
、
東
京
か
ら
駆
け

つ
け
た
元
国
土
事
務
次
官
の
下
河
辺
淳
氏
が
「
後
藤
新
平
は
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
て
か
ら
復
興
計
画
を
つ
く
っ
た
の

で
は
な
い
。
か
ね
て
帝
都
東
京
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
震
災
を
機
に
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
ま
で
だ
。
兵
庫
と

神
戸
ほ
ど
未
来
構
想
を
持
っ
て
い
る
自
治
体
は
少
な
い
。
そ
れ
を
“
復
興
〟
に
置
き
換
え
て
実
施
す
れ
ば
よ
い
」
と
地

元
プ
ラ
ン
主
導
を
励
ま
し
た
。
氏
は
す
で
に
村
山
首
相
に
対
し
「
復
興
計
画
は
被
災
地
が
つ
く
り
、
知
事
が
総
理
代
行

と
し
て
復
興
を
指
揮
す
る
」
あ
り
方
を
助
言
し
て
い
た
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
編
『
翔
べ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

−

阪
神
・
淡
路
大
震
災
10
年
』、
御
厨
貴
ら
に
よ
る
大
部
の
下
河
辺
淳
談
話
記
録
・
上
中
下
）。

　

政
府
は
発
災
五
日
後
に
久
野
統
一
郎
氏
を
本
部
長
と
す
る
現
地
対
策
本
部
を
神
戸
に
設
置
し
、
各
省
庁
の
中
堅
メ
ン

バ
ー
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
震
災
一
カ
月
を
前
に
し
た
二
月
十
五
日
、
下
河
辺
氏
を
委
員
長
と
す
る
阪
神
・
淡
路
復
興

委
員
会
を
設
立
し
た
。
そ
こ
へ
流
し
込
む
復
興
構
想
づ
く
り
を
、
県
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
急

い
だ
。
悲
惨
の
極
み
に
あ
る
被
災
者
に
、
せ
め
て
明
日
へ
の
希
望
を
急
ぎ
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
理
想
的
な
都
市
と
し

て
再
生
す
る
機
会
は
今
を
お
い
て
な
い
。
旧
状
回
復
で
は
な
く
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
創
出
を
伴
う
二
十
一
世
紀

の
安
全
都
市
モ
デ
ル
を
求
め
た
い
。
そ
れ
が
知
事
を
先
頭
に
こ
の
地
の
復
興
関
心
層
の
一
般
意
志
と
な
っ
た
感
が
あ
っ
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た
。

　

三
・
三
・
十
の
展
望
が
示
さ
れ
た
。
緊
急
復
旧
に
最
初
の
三
カ
月
、
住
宅
・
都
市
・
産
業
の
戦
略
的
復
興
に
三
カ
年
、

そ
し
て
全
体
の
復
興
に
十
年
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
盛
っ
た
「
復
興
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
三
月
三
十
日
に
、
都
市
再
生

戦
略
策
定
懇
話
会
の
新
野
幸
次
郎
座
長
か
ら
知
事
に
手
渡
さ
れ
た
。
県
が
と
り
ま
と
め
た
復
興
計
画
は
、
七
月
に
下
河

辺
委
員
長
の
復
興
委
員
会
を
通
じ
て
政
府
に
提
出
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

　
「
単
な
る
復
旧
で
は
な
く
、
創
造
的
復
興
」
に
燃
え
る
地
元
被
災
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
す
ん
な
り
通
る
ほ
ど
世

の
中
は
甘
く
な
い
。“
後
藤
田
ド
ク
ト
リ
ン
〟
と
呼
ば
れ
る
行
政
の
壁
が
た
ち
は
だ
か
っ
た
。
国
費
を
用
い
う
る
の
は

復
旧
ま
で
で
あ
り
、
よ
り
よ
い
も
の
を
創
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
元
資
金
を
も
っ
て
や
る
が
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
神
戸
は

全
国
的
に
見
て
豊
か
な
地
で
あ
る
。
そ
れ
が
気
の
毒
だ
か
ら
と
、何
で
も
国
費
を
使
う「
焼
け
太
り
」は
許
さ
れ
な
い
。

国
内
的
公
平
性
に
も
と
る
。
経
済
特
区
に
対
し
て
は
、
一
国
二
制
度
は
許
さ
れ
な
い
。
個
人
の
倒
壊
家
屋
の
再
建
に
公

費
を
用
い
る
の
は
法
体
系
の
整
合
性
に
も
と
る
、
今
日
で
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
、
行
政
の
壁
は
厚
か
っ
た
。

　

下
河
辺
氏
の
率
い
る
阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
次
々
に
具
体
的
対
処
に

関
す
る
提
言
を
打
ち
出
す
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
官
僚
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。
年
度
末
に
向
か
っ
て
、

復
興
委
員
会
が
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
す
る
時
、
下
河
辺
委
員
長
は
上
海
・
長
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
十
年
を

か
け
て
目
指
す
べ
き
四
大
復
興
特
定
事
業
を
提
案
し
た
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
下
河
辺
氏
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
所
群
を
モ
デ
ル
と
す
る
知
的
拠
点
を
神
戸

に
設
立
し
て
、
積
極
的
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
考
え
を
か
ね
て
懐
い
て
い
た
。
大
震
災
一
周
年
を
期
に
村
山
首
相
が

神
戸
を
訪
ね
、
五
百
億
円
の
財
源
と
と
も
に
こ
の
構
想
を
発
表
す
る
こ
と
を
準
備
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の

直
前
に
村
山
首
相
が
辞
任
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
無
に
帰
し
た
。
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後
任
の
橋
本
龍
太
郎
首
相
は
、
沖
縄
問
題
に
取
り
組
み
、
ま
た
行
財
政
改
革
の
中
で
経
費
節
減
を
厳
し
く
追
求
し
た

た
め
、
積
極
的
復
興
の
た
め
の
財
源
は
望
む
べ
く
も
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
橋
本
内
閣
は
消
費
税
の
二
％

増
に
際
し
て
景
気
を
支
え
る
措
置
を
と
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
経
済
危
機
も
あ
っ
て
、
日
本
の
経
済
金
融
は
危
機
的
事
態
と

な
り
、
参
院
選
に
敗
北
し
て
辞
任
し
た
。
厳
し
い
不
況
を
克
服
す
る
た
め
の
、
小
渕
恵
三
内
閣
の
宮
沢
喜
一
蔵
相
は
、

積
極
的
な
財
政
出
動
に
転
じ
た
。
よ
い
案
件
が
兵
庫
に
も
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
機
会
に
兵
庫
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
併

設
す
る
防
災
シ
ン
ク
タ
ン
ク
設
立
を
提
案
し
、
成
功
し
た
。
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
京
都
大
学
の
河
田
惠

昭
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。

　

つ
ま
り
、
阪
神
・
淡
路
の
復
興
に
関
す
る
国
の
方
針
は
、
国
費
は
復
旧
ま
で
で
あ
っ
た
。
創
造
的
復
興
を
望
む
な
ら

地
元
の
資
金
で
、
と
の
立
場
を
基
本
と
し
た
。
他
方
、
被
災
自
治
体
の
兵
庫
は
創
造
的
復
興
に
こ
だ
わ
っ
た
。
兵
庫
の

求
め
た「
特
区
」や
個
人
の
被
災
住
宅
再
建
の
た
め
に
国
費
を
投
ず
る
こ
と
に
国
は
首
を
タ
テ
に
振
ら
な
か
っ
た
。
が
、

少
な
く
と
も
三
つ
の
創
造
的
復
興
を
被
災
地
は
手
に
し
た
。

　

一
つ
は
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
を
含
む
東
部
副
都
心
の
建
設
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
多
く
の
国
際
機
関
や
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
県
立
美
術
館
な
ど
が
復
興
住
宅
と
と
も
に
並
ん
で
い
る
。
二
つ
に
は
、
多
文
化
共
生
を
象
徴
す

る
淡
路
島
の
夢
舞
台
と
い
う
国
際
会
議
場
・
公
園
で
あ
る
。
三
つ
に
は
、
西
宮
市
の
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
国

は
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
建
築
を
、
地
元
が
か
な
り
を
負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
許
し
た
の
で
あ
る
。
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東
日
本
大
震
災

　
　
　
　

−

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
発
災

−

　

関
東
大
震
災
時
の
首
相
不
在
状
況
よ
り
は
よ
い
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
政
府
・
行
政
あ
げ
て
復
旧
に
協
力
す
る

と
い
う
態
勢
に
較
べ
れ
ば
、
き
わ
め
て
不
安
定
︱
そ
れ
が
東
日
本
大
震
災
時
の
政
治
状
況
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
九
月
に
華
々
し
く
政
権
交
代
を
遂
げ
た
民
主
党
鳩
山
由
紀
夫
政
権
は
、
統
治
能
力
の
乏
し
さ
を
露
呈
し

て
漂
流
状
況
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
六
月
に
は
菅
直
人
政
権
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。
翌
月
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て

民
主
党
は
四
十
四
議
席
、
五
十
一
議
席
を
得
た
自
民
党
に
敗
れ
、
衆
参
ね
じ
れ
状
況
は
厳
し
い
現
実
と
な
っ
た
。
菅
政

権
は
、
九
月
に
は
尖
閣
海
域
で
中
国
漁
船
が
海
上
保
安
庁
の
船
に
体
当
た
り
す
る
事
件
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
国
会
で
は
首

相
の
政
治
資
金
問
題
が
追
及
さ
れ
る
中
で
、
3
・
11
の
大
地
震
津
波
災
害
に
直
面
し
た
。
国
難
に
対
し
て
は
超
党
派
で

協
力
す
べ
き
だ
と
の
建
前
と
、
ま
ず
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
政
権
に
変
え
る
こ
と
が
先
決
だ
と
の
政
略
が
交
錯
す
る
中
で
、

未
曾
有
の
災
害
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
の
複
合
災
害
で
あ
る
が
、
政
府
が
ま
ず
全
力
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
が
原
発
事
故
で
あ
っ
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
の
大
地
震
で
あ
っ
た
に
し
て
は
、
地
震
そ
の
も
の
の
被
害
は
軽

微
で
あ
っ
た
。
他
方
、
広
域
の
大
津
波
は
戦
後
日
本
に
な
か
っ
た
だ
け
に
、
大
き
な
衝
撃
で
あ
り
、
二
万
人
近
い
犠
牲

者
を
出
し
た
。

　

た
だ
、日
本
社
会
の
災
害
へ
の
対
応
力
は
阪
神
・
淡
路
の
際
よ
り
も
は
る
か
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
警
察
も
消
防
も
、

全
国
的
な
広
域
支
援
体
制
を
制
度
化
し
、
迅
速
に
動
い
た
。
と
り
わ
け
自
衛
隊
は
、
阪
神
・
淡
路
の
教
訓
か
ら
見
違
え
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る
よ
う
に
改
善
し
て
お
り
、
官
邸
の
要
請
を
う
け
て
十
万
人
を
こ
え
る
自
衛
隊
員
を
派
遣
し
た
（
阪
神
・
淡
路
の
際
は
、

最
大
時
で
一
万
七
千
人
）。
こ
う
し
た
第
一
線
部
隊
が
危
機
対
応
に
う
な
り
を
あ
げ
て
動
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
官

邸
は
日
本
国
家
が
半
身
不
随
に
な
り
か
ね
な
い
危
険
性
を
持
つ
福
島
原
発
事
故
へ
の
対
処
に
の
め
り
込
ん
だ
。
三
月
十

七
日
か
ら
の
放
水
に
よ
る
冷
却
と
い
う
原
始
的
対
処
に
よ
っ
て
最
悪
の
事
態
を
脱
し
た
後
、
官
邸
は
復
興
構
想
を
考
え

始
め
た
。
筆
者
の
か
か
わ
っ
た
復
興
構
想
会
議
に
即
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
見
て
い
き
た
い
。

復
興
構
想
会
議
の
設
立

　

3
・
11
の
発
災
後
、
菅
直
人
首
相
の
官
邸
が
全
般
的
な
復
興
構
想
に
と
り
か
か
る
検
討
を
始
め
た
の
は
、
三
月
の
最

後
の
一
週
間
を
迎
え
よ
う
と
す
る
頃
と
思
わ
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
は
多
く
の
県
に
ま
た
が
る
広
域
性
と
と
も
に
、

様
々
な
省
庁
に
か
か
わ
る
問
題
の
複
合
性
・
重
層
性
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
場
そ
の
場
の
緊
急
対

応
の
積
み
重
ね
を
続
け
れ
ば
、
全
体
と
し
て
歪
ん
だ
復
旧
・
復
興
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
全
体
的
・
長
期
的
な
デ
ザ

イ
ン
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
た
。

　
「
対
応
が
遅
い
」と
の
批
判
に
、政
府
は
絶
え
ず
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
史
上
空
前
の
大
災
害
だ
か
ら
、想
定
外
だ
か
ら
、

と
の
弁
明
で
済
む
も
の
で
は
な
い
。
遅
い
か
否
か
の
引
照
基
準
と
し
て
意
識
さ
れ
た
の
は
、
阪
神
・
淡
路
の
前
例
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
発
災
後
一
カ
月
に
し
て
、
下
河
辺
淳
（
元
国
土
事
務
次
官
）
を
長
と
す
る
復
興
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
迅
速
・
的
確
な
提
言
を
重
ね
て
復
旧
・
復
興
を
リ
ー
ド
し
た
。
官
邸
は
、
今
回
も
一
カ
月
を
メ
ド

に
復
興
組
織
を
た
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

瀧
野
欣
彌
官
房
副
長
官
（
事
務
）
が
、
福
山
哲
郎
副
長
官
（
政
務
）
と
相
談
し
て
起
案
に
あ
た
っ
た
。
阪
神
・
淡
路

の
復
興
委
員
会
は
、
兵
庫
県
知
事
と
神
戸
市
長
を
含
め
七
名
と
い
う
小
ぶ
り
の
組
織
で
あ
っ
た
。
重
大
事
態
に
あ
た
っ
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て
「
会
議
は
踊
る
、
さ
れ
ど
進
ま
ず
」
に
陥
ら
ぬ
よ
う
、
迅
速
な
対
応
力
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
瀧
野
案

も
、
被
災
三
県
の
知
事
を
含
め
て
十
名
ほ
ど
の
簡
潔
な
構
成
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
民
主
党
政
権
は
脱
官
僚
を
掲
げ

て
お
り
、
菅
首
相
は
官
僚
案
の
丸
飲
み
を
嫌
い
、
仲
間
の
政
治
家
た
ち
に
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
た
。
官
邸

と
与
党
の
幹
部
た
ち
の
推
薦
に
よ
り
、
東
北
被
災
地
ゆ
か
り
の
識
者
や
復
興
に
か
か
わ
る
諸
分
野
の
専
門
家
の
名
が
あ

が
り
、
三
十
名
を
超
え
る
規
模
と
な
っ
た
。
こ
ん
な
大
会
議
で
も
の
を
決
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
瀧
野
副
長
官
は
い
ぶ

か
り
な
が
ら
、
各
界
を
代
表
す
る
上
部
の
全
体
会
議
と
、
比
較
的
若
い
専
門
家
の
多
い
下
部
の
検
討
部
会
の
二
段
構
成

に
組
み
直
し
た
。

　

一
般
に
政
府
審
議
会
の
長
に
は
、
官
界
・
経
済
界
・
学
界
の
関
係
者
が
多
い
。
今
回
は
ど
う
す
る
か
。
脱
官
僚
の
政

権
で
あ
り
、
電
力
関
係
者
も
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
の
復
興
に
関
与
し
、
防
衛
大
学
校
長
を
つ
と
め

る
五
百
旗
頭
案
に
落
ち
着
き
、
四
月
五
日
に
首
相
が
電
話
し
て
議
長
就
任
を
求
め
た
。
五
百
旗
頭
は
副
長
官
二
人
か
ら

説
明
を
受
け
、
す
で
に
委
員
名
簿
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
遺
憾
と
し
た
が
、
議
長
代
理
・
御
厨
貴
東
京
大
学
教

授
と
検
討
部
会
長
・
飯
尾
潤
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
を
含
む
三
名
を
追
加
す
る
こ
と
で
了
承
し
た
。
上
部
会
議
十

六
名
、
検
討
部
会
十
九
名
の
大
規
模
な
二
段
構
成
の
復
興
構
想
会
議
と
な
っ
た
。

復
興
構
想
の
形
成
過
程

　

発
災
後
ち
ょ
う
ど
一
カ
月
の
日
に
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
の
設
置
が
閣
議
決
定
さ
れ
、「
単
な
る
復
旧
で
は

な
く
、
未
来
に
向
け
た
創
造
的
復
興
」
が
謳
わ
れ
た
。
阪
神
・
淡
路
の
際
と
は
異
な
り
、
今
回
の
政
府
方
針
は
積
極
的

復
興
主
義
を
打
ち
出
し
た
。

　

第
一
回
復
興
構
想
会
議
は
、
四
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
任
務
は
、
復
興
構
想
に
つ
い
て
六
月
中
に
第
一
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次
提
言
、
年
内
に
最
終
報
告
書
を
答
申
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
被
災
地
の
悲
惨
に
対
し
て
せ
め
て
速
か
に

復
興
の
希
望
を
示
す
べ
し
、
年
末
ま
で
待
て
な
い
と
の
認
識
が
高
ま
り
、
六
月
中
に
最
終
報
告
を
完
成
す
る
予
定
繰
り

上
げ
を
会
議
は
決
定
し
た
。
そ
の
た
め
、
原
則
毎
週
土
曜
日
に
五
時
間
の
集
中
討
議
を
行
い
、
二
カ
月
半
の
間
に
十
二

回
に
わ
た
る
会
議
を
重
ね
た
。
飯
尾
部
会
長
に
率
い
ら
れ
た
検
討
部
会
が
並
行
し
て
復
興
政
策
の
各
論
を
旺
盛
に
討
議

し
、
重
要
問
題
に
つ
い
て
は
関
連
省
庁
を
巻
き
込
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
て
政
策
内
容
を
煮
詰
め
た
。
上
下
二

段
の
会
議
構
成
と
し
た
こ
と
が
意
外
な
効
果
を
発
揮
し
た
。

　

会
議
は
長
時
間
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
き
わ
め
て
活
発
な
激
し
い
議
論
の
応
酬
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
第
一
回

会
議
に
お
い
て
、「
福
島
原
発
事
故
へ
の
対
処
は
、
官
邸
が
行
い
、
会
議
の
任
務
で
は
な
い
」
と
の
首
相
の
言
葉
を
議

長
が
伝
え
た
と
こ
ろ
、
何
人
か
の
委
員
が
激
昂
し
、「
福
島
を
見
捨
て
る
よ
う
な
会
議
な
ら
止
め
て
し
ま
え
」
と
立
ち

上
が
っ
て
机
を
た
た
く
者
す
ら
い
た
。
も
と
よ
り
、
首
相
の
言
葉
は
危
機
管
理
的
対
処
を
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

結
果
的
に
復
興
計
画
の
中
で
福
島
を
見
捨
て
ず
包
摂
し
続
け
る
会
議
の
意
思
が
鮮
明
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
第
一
回
の
会
議
で
、
委
員
構
成
に
つ
い
て
「
官
僚
や
官
僚
Ｏ
Ｂ
が
一
人
も
入
っ
て
い
な
い
会
議
で
は

情
報
不
足
に
な
り
、
満
足
な
復
興
計
画
は
描
け
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
批
判
が
複
数
の
委
員
か
ら
呈
さ
れ
た
。
官

僚
排
除
の
民
主
党
政
権
へ
の
危
惧
の
表
明
で
あ
ろ
う
が
、
議
長
は
官
僚
機
構
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
活
用
し
た
い

と
答
え
た
。

　

当
初
、
会
議
の
事
務
局
は
十
名
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
議
長
は
首
相
に
増
強
を
要
請
し
、
連
休
明
け
に
は
五
十

名
体
制
と
な
り
、
き
わ
め
て
有
能
に
機
能
し
た
。
と
り
わ
け
飯
尾
部
会
長
は
関
連
省
庁
の
役
人
を
組
み
入
れ
て
重
要
問

題
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
多
数
設
け
、
官
庁
か
ら
情
報
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
全
体
的
な
構
想
を
つ
く
る
た

め
各
省
庁
に
新
た
な
政
策
対
応
を
も
求
め
た
。
タ
テ
割
り
・
タ
コ
ツ
ボ
官
庁
と
い
う
通
俗
的
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
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各
省
庁
か
ら
来
た
役
人
た
ち
は
、
き
わ
め
て
柔
軟
・
創
造
的
に
協
力
し
て
策
案
を
支
え
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い

た
た
め
、
各
省
庁
は
復
興
構
想
の
内
容
を
承
知
し
て
お
り
、
七
月
以
降
の
政
府
に
お
け
る
政
策
化
と
実
施
が
ス
ム
ー
ズ

と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
議
長
と
御
厨
・
飯
尾
の
「
三
人
会
」
が
事
務
局
幹
部
と
と
も
に
頻
繁
に
開
か
れ
、
会
議
を
推

進
し
た
。

復
興
構
想
の
内
容
と
そ
の
行
く
方

　

復
興
構
想
の
内
容
に
つ
い
て
、
主
な
特
徴
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
安
全
な
住
居
と
ま
ち
に
つ
い
て
は
、
次
の
津
波
に
さ
ら
わ
れ
る
ま
ち
の
復
旧
に
終
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

住
民
の
同
意
が
あ
れ
ば
高
台
移
転
を
国
は
全
面
支
援
す
る
。
同
じ
海
辺
の
地
に
ま
ち
を
再
建
す
る
場
合
は
、
防
波
堤
、

防
潮
堤
、
人
工
丘
の
森
、
五
階
以
上
の
強
い
ビ
ル
、
二
線
堤
、
か
さ
上
げ
な
ど
、「
減
災
」
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
、

多
重
防
御
を
考
え
る
。

　

第
二
に
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
社
会
動
向
の
中
で
の
生
業
・
産
業
の
復
興
が
と
り
わ
け
難
し
い
。
農
漁
業
、
商
店
、

産
業
、
観
光
な
ど
の
積
極
的
復
興
を
、
特
区
手
法
や
格
別
の
補
助
を
も
交
え
て
支
え
る
。
柔
軟
な
資
金
活
用
を
許
容
す

る
基
金
の
設
立
も
望
ま
し
い
。

　

第
三
に
、
被
災
地
の
再
建
に
人
間
性
豊
か
な
先
端
的
モ
デ
ル
性
を
追
求
す
る
。
仮
設
住
宅
群
や
復
興
住
宅
に
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
的
な
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
高
齢
社
会
化
に
対
す
る
包
括
ケ
ア
の
行
き
届
い
た
ま
ち
、
原
発
事
故
に
か

ん
が
み
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
内
蔵
し
た
ま
ち
を
考
慮
す
る
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
人
々
の
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
得
て
、
心
の
こ
も
っ
た
人
間
的
な
生
活
復
興
を
期
す
る
。
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第
四
に
、
福
島
の
原
発
被
災
地
の
苦
悩
は
格
別
に
深
く
、
そ
れ
だ
け
に
一
層
き
め
細
や
か
な
配
慮
を
最
後
ま
で
つ
く

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

第
五
に
、
以
上
の
よ
う
な
積
極
的
復
興
に
は
多
く
の
財
源
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
が
、「
国
民
全
体
の
連
帯
と
分
か
ち

合
い
に
よ
っ
て
」支
え
る
べ
き
で
あ
る
。
力
強
い
復
興
支
援
を
通
し
て
、日
本
経
済
全
体
も
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
す
。

「
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
日
本
再
生
の
同
時
進
行
」（
復
興
構
想
7
原
則
）
を
求
め
る
。

復
興
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
と
問
題
点

　

復
興
構
想
会
議
が
何
を
提
案
し
よ
う
と
、
そ
れ
を
生
か
す
も
殺
す
も
政
治
次
第
で
あ
る
。
民
主
党
政
権
は
参
議
院
で

多
数
を
失
っ
て
ね
じ
れ
状
態
に
陥
っ
て
お
り
、
菅
内
閣
に
対
す
る
不
信
任
案
が
野
党
か
ら
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
政
局
が

活
発
化
す
る
中
で
の
復
興
構
想
会
議
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
政
争
は
厳
し
く
と
も
、
復
興
に
つ
い
て
は
協
力
す
る
と
の
建

前
が
、
野
党
自
民
党
・
公
明
党
に
も
存
在
し
た
。
五
月
二
日
に
四
兆
円
余
の
復
興
の
た
め
の
第
一
次
補
正
予
算
、
六
月

二
十
日
に
復
興
基
本
法
、
さ
ら
に
十
一
月
に
は
十
二
兆
円
の
第
二
次
補
正
予
算
と
と
も
に
、
復
興
税
を
含
め
財
源
を
確

保
し
、
特
区
を
可
能
に
し
、
復
興
庁
を
設
置
し
て
実
施
機
関
と
す
る
た
め
の
諸
法
が
、
い
ず
れ
も
民
主
・
自
民
・
公
明

の
与
野
党
三
党
合
意
を
も
と
に
成
立
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
復
興
構
想
会
議
の
提
言
が
、
七
月
に
政
府
の
「
復
興
の
基
本
方
針
」
と
し
て
政
策
化
さ
れ
、
年
末
に
は

約
十
九
兆
円
の
財
源
の
裏
付
け
を
得
た
。
二
〇
一
二
年
二
月
よ
り
は
復
興
庁
が
被
災
地
へ
の
窓
口
と
な
っ
て
一
元
的
に

実
施
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
十
二
月
の
総
選
挙
に
よ
り
、
自
民
党
と
公
明
党
連
立
の
第
二
次
安
倍
晋
三
内
閣
が
生
ま
れ
た
が
、
復
興

構
想
に
変
更
や
後
退
は
な
く
、
予
算
を
二
十
五
兆
円
に
積
み
増
し
て
、
復
興
の
加
速
に
努
め
て
い
る
。
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東
日
本
大
震
災
は
広
域
・
複
合
の
超
巨
大
災
害
で
あ
り
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
社
会
動
向
が
重
な
っ
て
、
復
興
が

容
易
で
あ
ろ
う
筈
が
な
い
。
し
か
し
日
本
経
済
が
凋
落
傾
向
に
あ
り
な
が
ら
、
歴
史
的
に
見
て
も
っ
と
も
手
厚
い
復
興

支
援
の
枠
組
が
つ
く
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

復
興
組
織
の
形
態
を
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
関
東
大
震
災
で
は
、
後
藤
新
平
の
復
興
院
構
想
が
挫
折
し
た
後
、
内
務
省

の
外
局
と
し
て
復
興
局
が
設
置
さ
れ
、
東
京
市
、
横
浜
市
と
と
も
に
復
興
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
、
被
災
地
兵
庫
の
プ
ラ
ン
を
復
興
委
員
会
が
政
府
に
つ
な
い
で
調
整
し
、
そ
れ
を
全
政
府
あ
げ
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
新
組
織
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ス
ム
ー
ズ
な
復
旧
・
復
興
を
可
能
に
し
た
成
功
例
と
み
な
さ
れ
た

の
で
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
民
主
党
政
府
は
阪
神
・
淡
路
の
前
例
の
踏
襲
を
考
え
た
。
し
か
し
野
党
自
民
党

や
識
者
の
う
ち
に
は
、
後
藤
構
想
の
よ
う
な
画
期
的
な
め
ざ
ま
し
い
対
処
を
求
め
る
強
い
意
見
が
あ
り
、
政
府
は
そ
れ

を
容
れ
て
「
復
興
庁
」
を
新
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
復
興
構
想
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
が
初
め
て
で
あ
る
。
そ
れ

は
広
域
性
・
複
合
性
ゆ
え
に
不
可
欠
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
日
本
の
災
害
史
上
、
全
国
民
的
な
増
税
を
も
財
源

と
し
た
の
も
初
め
て
で
あ
る
。
一
回
性
の
災
害
に
対
し
、
通
常
は
予
備
費
、
そ
の
他
の
不
足
分
を
国
債
公
債
を
も
っ
て

ま
か
な
う
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
費
は
、
阪
神
・
淡
路
の
二
倍
の
規
模
と
な
り
、
し
か
も
日
本
政
府
は
す

で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
二
〇
〇
％
を
超
え
る
国
家
財
政
赤
字
の
山
を
か
か
え
て
い
た
。
そ
の
事
態
で
国
債
を
さ
ら
に
積
み
増
し
を

す
れ
ば
、
日
本
の
経
済
財
政
的
破
綻
の
危
険
を
高
め
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
を
著
し
く
増
大
す
る
と
の
観
点
か
ら
、「
今

を
生
き
る
世
代
」
に
よ
る
負
担
が
必
要
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

タ
イ
を
訪
ね
た
と
き
、
識
者
か
ら
復
興
税
を
め
ぐ
る
「
国
際
常
識
」
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。「
人
は
喜
ん
で

義
援
金
を
出
し
ま
す
。
し
か
し
強
制
性
を
帯
び
る
増
税
の
話
と
な
る
と
、
人
々
は
た
ち
ま
ち
不
機
嫌
と
な
り
、
無
理
押
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し
す
れ
ば
反
乱
が
起
き
る
。
そ
れ
が
国
際
常
識
と
い
う
も
の
で
す
」。
私
が
「
し
か
し
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
国

民
の
六
割
が
復
興
税
に
賛
成
し
て
い
ま
す
」
と
伝
え
る
と
、
彼
は
「
へ
ぇ
ー
、
日
本
人
は
や
っ
ぱ
り
違
う
ん
で
す
ね
」

と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。
大
震
災
の
年
が
暮
れ
よ
う
と
す
る
時
、
増
税
法
案
が
国
会
を
通
過
し
た
。
私
は
聞
き
耳
を
立
て

た
が
、
そ
れ
を
批
判
す
る
声
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
国
民
は
、
復
興
財
源
が
適
切
・
効
果
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
自
ら
負
担
し
て
で
も
被
災
地
を
支
え
る
心
ば
せ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
私
は
そ
う
い
う

国
民
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

　

ど
の
よ
う
な
構
想
が
作
ら
れ
、
い
か
に
充
実
し
た
国
の
財
源
を
伴
う
支
援
ス
キ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
を

活
か
す
か
否
か
は
、
被
災
地
の
自
治
体
と
住
民
に
か
か
っ
て
い
る
。
四
年
を
経
よ
う
と
す
る
今
日
、
住
民
の
合
意
を
促

し
な
が
ら
上
手
に
支
援
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
て
順
調
な
復
興
へ
の
足
取
り
を
確
か
に
し
て
い
る
自
治
体
と
、
容
易
に
進

ま
な
い
自
治
体
と
の
格
差
の
拡
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
小
さ
な
自
治
体
は
職
員
を
津
波
で
失
っ
た
ケ
ー
ス
を
考
え
れ
ば

誠
に
や
む
を
得
な
い
が
、
引
き
続
き
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
や
中
間
支
援
運
動
員
の
助
け
を
被
災
地
は
必
要
と

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。（
復
興
構
想
会
議
報
告
書
『
復
興
の
提
言

−

悲
惨
の
な
か
の
希
望
』
参
照
、
同
会
議
議
事
録

も
全
文
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
五
百
旗
頭
真
『
日
本
は
衰
退
す
る
の
か
』。
な
お
、
菅
直
人
、
福
山
哲
郎
、
瀧
野
欣
彌

の
各
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
）

　

終
わ
り
に
、
三
大
震
災
に
即
し
て
、
復
旧
Ｖ
Ｓ
創
造
的
復
興
の
問
題
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

関
東
大
震
災
で
は
、
世
界
水
準
の
帝
都
づ
く
り
を
復
興
事
業
を
機
に
実
現
し
よ
う
と
の
後
藤
新
平
の
大
構
想
は
、「
復

旧
ま
で
」
と
す
る
伊
東
巳
代
治
・
政
友
会
・
憲
政
会
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
葬
ら
れ
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
実
務
レ

ベ
ル
で
復
興
局
と
東
京
市
が
か
な
り
の
創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ
、
そ
の
後
の
災
害
復
興
と
都
市
計
画
の
モ
デ
ル
と
な

っ
た
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
は
、
中
央
政
府
が
「
国
費
は
復
旧
ま
で
」
と
の
壁
を
立
て
た
が
、
被
災
自
治
体
は
ね

ば
り
強
く
、
創
造
的
復
興
を
主
張
し
続
け
、
あ
る
程
度
ま
で
実
現
す
る
と
と
も
に
、
実
現
し
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て

も
社
会
的
正
統
性
を
獲
得
し
た
。

　

そ
の
こ
と
が
東
日
本
大
震
災
で
は
活
き
、「
創
造
的
復
興
」
の
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
歴
史
上
、
も
っ
と
も
手

厚
い
復
興
支
援
が
用
意
さ
れ
た
が
、
余
り
に
も
広
域
の
災
害
で
あ
り
、
復
興
の
足
ど
り
も
自
治
体
間
の
差
が
め
だ
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。 
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第
十
七
章

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年

　
〝
国
難
〟
︱ 

巨
大
震
災
に
備
え
て

貝
原 

俊
民



著
　
者

　
　

貝
原　

俊
民
（
か
い
は
ら
・
と
し
た
み
）　

　
　

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
特
別
顧
問

　
　

一
般
財
団
法
人
地
域
政
策
研
究
会
理
事
長

略
　
歴

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
（
一
九
九
五
年
）
の
役
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
知
事
（
三
選
）

　
　

一
九
九
八
年
〜
二
〇
〇
一
年　

兵
庫
県
知
事
（
四
選
）

　
　

二
〇
〇
二
年
〜　

財
団
法
人
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
理
事
長

　
　

二
〇
〇
六
年
〜　

財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
理
事
長

　
　

二
〇
一
〇
年
〜　

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
理
事
長

　
　

二
〇
一
二
年
〜　

現
職
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は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
が
経
過
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
一
九
九
五
年
）
か
ら
も
や
が
て
二
十
年
を
む
か
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
関
係
者
は
こ
れ
ら
の
震
災
か
ら
多
く
の
教
訓
を
学
び
、
そ
の
後
に
発
生
し
た
国
内
外
の
震

災
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
震
災
に
備
え
て
も
、
そ
れ
ら
を
生
か
す
努
力
を
し
て
き
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
兵
庫
県
知
事
と
し
て
、
第
一
線
の
対
策
責
任
者
で
あ
っ
た
筆
者
も
、
こ
の
間
種
々
の
立
場

で
震
災
に
関
わ
っ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
十
年
も
経
過
す
る
と
そ
れ
な
り
に
、
よ
り
長
い
目
で
学
ぶ
べ
き
教
訓
が
改
め
て
見
え
て
き
た
よ
う
に

思
え
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
大
地
震
が
近
い
将
来
に
お
い
て
確
実
に
日
本
を
襲
う
こ
と
を
、
本
気
で
覚
悟
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
二
つ
は
、
世
界
で
も
最
先
端
の
近
代
化
が
進
む
わ
が
国
で
は
、
か
つ
て
の
震
災
に
よ
る
も
の
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
規
模
の
被
害
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
“
国
難
〟
と
も
い
う

べ
き
巨
大
震
災
に
対
し
て
、
大
き
な
視
点
に
立
っ
て
今
か
ら
で
も
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
論
じ
て
み
た
い
。

　
　

大
震
災
が
確
実
に
襲
来
す
る

　

神
戸
を
中
心
と
す
る
阪
神
地
域
で
直
下
型
地
震
が
起
き
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
確
か
に
慶
長



472

伏
見
地
震
（
一
五
九
六
年
）
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
で
、
い
ま
“
軍
師
黒
田
官
兵
衛
〟
が

放
映
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
代
の
地
震
で
、
ほ
ぼ
四
百
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
海
溝
型
地
震
と
違
っ
て
、
こ

の
断
層
型
地
震
が
一
定
の
周
期
を
も
っ
て
起
き
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
そ
の
周
期
が
ど
れ
位
で
あ
る

か
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
兵
庫
県
の
地
震
防
災
計
画
を
立
案
し
た
専
門
家
も
そ
の
こ
と
を
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
想
定
外
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
。
専
門
家
の
多
く
は
、
こ
れ
を
機
に
日
本
列
島
各
地
で
地
震

の
“
静
穏
期
〟
か
ら
“
活
動
期
〟
に
入
っ
た
と
い
っ
た
。
現
に
そ
の
後
、
日
本
列
島
各
地
で
断
層
型
地
震
が
発
生
し
、

海
溝
型
の
東
日
本
大
震
災
（
二
〇
一
一
年
）
も
発
生
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

地
球
は
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
地
殻
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
日
本
列
島
は
四
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
入
り
組
ん
で
い
て
、
プ

レ
ー
ト
は
相
互
に
ズ
レ
な
が
ら
少
し
ず
つ
動
い
て
い
る
の
で
、
一
定
期
間
が
経
過
す
る
と
バ
ネ
が
は
ね
る
よ
う
に
地
震

を
起
こ
す
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
周
期
は
正
確
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
各
地
域
の
地
震
同
士

の
相
関
関
係
も
、
明
確
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
過
去
に
日
本
列
島
で
起
き
た
地
震
の
研
究
は
相
当
に
進
ん
で
い
て
、
そ
の
災
害
年
表
を
見
る
と

（
注
１
）、

東
北
海

溝
型
地
震
、
西
日
本
海
溝
型
地
震
、
両
海
溝
が
近
接
す
る
地
域
に
位
置
す
る
首
都
直
下
型
地
震
、
そ
れ
に
そ
の
他
の
地

域
の
内
陸
断
層
型
地
震
が
、特
定
の
三
十
年
未
満
の
間
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
第
一
表
参
照
）。
ち
な
み
に
、

富
士
山
の
大
噴
火
も
、
こ
の
時
期
に
お
き
て
い
る
。

　

政
府
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
は
、
専
門
的
検
討
の
上
に
、
二
〇
一
二
年
一
月
よ
り
起
算
し
て
三
十
年
以
内
の
発

生
確
率
を
、
西
日
本
海
溝
型
の
東
海
地
震
八
八
％
、
東
南
海
地
震
七
〇
％
、
南
海
地
震
六
〇
％
、
首
都
直
下
型
地
震
七

〇
％
と
発
表
し
て
い
る
。
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日本の大地震
東北海溝型 西日本海溝型 首都直下型 内陸断層型 富士山 期間

貞観地震
（（（年

（M（.（～（.（）

仁和地震
（（（年

（M（.（～（.（）

相模・武蔵地震
（（（年

（M（.（）

播磨大地震
（（（年

（M（.（）

貞観噴火
（（（～（（（年 （（年間

慶長三陸地震
（（（（年

（M（.（）

慶長大地震
（（（（年

（M（.（～（.（）

慶長江戸地震
（（（（年

（M（.（）

慶長伏見地震
（（（（年

（M（.（）
（（年間

宝永地震
（東海･東南海

･南海）
（（（（年

（M（.（）

東京直下元禄
江戸地震
（（（（年

（M（.（～（.（）

富士山宝永
大噴火
（（（（年

（年間

三陸はるか沖
地震

（（（（年
（M（.（）

安政東海地震
安政南海地震

（（（（年
（M（.（）

安政江戸地震
（（（（年

（M（.（）

伊賀上野地震
（（（（年

（M（.（（）
飛越地震
（（（（年

（M（.（）

（年間

明治三陸地震
（（（（年

（M（.（）

明治東京地震
（（（（年

（M（.（）

濃尾地震
（（（（年

（M（.（）
庄内地震
（（（（年

（M（.（）
陸羽地震
（（（（年

（M（.（）

（年間

昭和三陸地震
（（（（年

（M（.（）

昭和東南海地
震

（（（（年
（M（.（）

昭和南海地震
（（（（年

（M（.（）

関東地震
（（（（年

（M（.（）

北丹後地震
（（（（年

（M（.（）
北伊豆地震

（（（（年
（M（.（）

（（年間

※　出典：「災害対策全書 ①災害概論」（ぎょうせい Ｈ（（年（月発行） 

（第一表）
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こ
の
政
府
が
発
表
し
た
確
率
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
が
、

第
一
表
の
過
去
の
日
本
の
大
地
震
の
発
生
状
況
を
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
十
六
年
後
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
現
況

に
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
楽
観
的
に
み
て
も
二
〇
一
一
年
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
ほ
ぼ
三
十
年
後
の
二
〇
四
〇
年
頃
ま
で
に
は
、

西
日
本
海
溝
型
地
震
と
首
都
直
下
型
地
震
が
襲
来
す
る
こ
と
を

経
験
的
に
覚
悟
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
を
想
定
外
に
お
く
こ

と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
対
策
を
早
急
に
講
ず
べ
き
で
あ
る
（
第

二
表
参
照
）。

　
　

近
代
化
が
災
害
を
大
き
く
す
る

リ
ス
ボ
ン
大
地
震

　

大
震
災
は
、
人
類
の
歴
史
を
大
き
く
変
え
て
き
た
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
一
七
五
五
年
の
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
が
あ
る
。

　

当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
世
界
各
地
で
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
植

民
地
を
支
配
し
、
海
洋
帝
国
と
し
て
世
界
に
君
臨
し
て
い
た
。

そ
の
首
都
リ
ス
ボ
ン
は
、ロ
ン
ド
ン
、パ
リ
、ナ
ポ
リ
に
次
ぐ
、

日本の大地震
東北海溝型 西日本海溝型 首都直下型 内陸断層型 富士山

東北地方
太平洋沖地震

（（（（年
（M（.（）

東  海 （（%/（（年
東南海 （（%/（（年
南　海 （（%/（（年

（（%/（（年

兵庫県南部地震
（（（（年

（M（.（）
鳥取西部地震

（（（（年
（M（.（）

新潟中越地震
（（（（年

（M（.（）
福岡県西方沖地震

（（（（年
（M（.（）

岩手･宮城内陸地震
（（（（年（M（.（）

※　出典：「災害対策全書 ①災害概論」（ぎょうせい Ｈ（（年（月発行）
　　　　　発生確率は地震調査研究推進本部（文部科学省）算出（H（（年（月現在）より

（第二表）
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世
界
第
四
の
都
市
で
、
人
口
は
二
十
万
人
程
度
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
リ
ス
ボ
ン
が
、
大
地
震
と
そ
れ
に
よ
る
津
波
、
大
火
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、
王
宮
、
教
会
な
ど
主
要
な

建
物
や
住
宅
の
八
五
％
が
壊
れ
て
、
死
者
は
五
〜
六
万
人
の
多
く
に
上
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
惨
状
を
み
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
は
、
地
震
に
対
し
て
た
だ
恐
れ
お
の
の
く
だ
け
の
そ
れ
ま
で
の
姿
勢
を
改

め
、
人
間
の
力
で
何
と
か
被
害
を
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
そ
の
考
え
方
は
、
単
に
地
震
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
ル
ソ
ー
や
カ
ン
ト
ら
の
啓
蒙
思
想
家

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
れ
ま
で
の
仕
組
み
や
し
き
た
り
を
打
ち
破
る
西
欧
近
代
文
明
へ
の
道
を
拓
く
こ
と
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る

（
注
２
）。

　

こ
の
近
代
化
の
流
れ
は
、
十
八
世
紀
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
人
権
思
想
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
・
議
会

制
民
主
主
義
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
主
義
経
済
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

近
代
化
が
進
む
と
経
済
が
発
展
し
、
人
口
は
急
激
に
増
加
す
る
。
そ
し
て
そ
の
増
加
し
た
人
口
は
、
都
市
に
集
中
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
代
化
は
大
き
な
都
市
を
誕
生
さ
せ
る
が
、
こ
の
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
か

ら
の
復
興
に
お
い
て
有
名
な
ポ
ン
バ
ル
と
い
う
指
導
者
が
と
っ
た
方
針
、
す
な
わ
ち
「
災
害
に
負
け
な
い
、
強
く
て
、

合
理
的
な
建
築
物
」
を
め
ざ
す
と
い
う
考
え
方
が
、
や
が
て
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
技
術
進
歩
と
あ
い
ま
っ
て
、

近
代
都
市
計
画
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

一
八
七
一
年
の
シ
カ
ゴ
大
火
は
、
八
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼
き
尽
く
す
大
災
害
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
中
心
部
で
木
造
建

築
が
禁
止
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
の
街
は
、鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
高
層
建
築
物
と
な
っ
た
。
そ
の
後
二
十
世
紀
に
な
る
と
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
普
及
も
あ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
は
、
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
の
よ
う
な
超
高
層
建
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築
物
が
た
く
さ
ん
建
て
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
追
い
こ
す
近
代
建
築
技
術
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る

（
注
３
）。

関
東
大
震
災

　

日
本
の
近
代
化
を
加
速
し
た
の
が
、
関
東
大
震
災
だ
と
い
え
る
。

　

江
戸
時
代
の
末
期
、
黒
船
の
襲
来
に
よ
り
太
平
の
夢
を
破
ら
れ
た
わ
が
国
で
は
、
当
初
、「
尊
皇
攘
夷
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
西
欧
列
強
と
対
決
し
よ
う
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、
西
欧
近
代
文
明
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
に
従
っ

て
「
文
明
開
化
」
の
道
を
た
ど
る
こ
と
と
な
り
、
一
八
六
八
年
、「
明
治
維
新
」
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
、
日
清
、
日
露
の
両
戦
争
、
不
平
等
条
約
の
改
定
な
ど
を
経
て
、
第
一
次
世
界

大
戦
で
戦
勝
国
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
維
新
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
十
年
後
の
一
九
一
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃

に
な
っ
て
や
っ
と
ア
ジ
ア
の
中
で
唯
一
、
近
代
国
家
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

わ
が
国
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
な
か
、
一
九
二
三
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
が
お
き
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
7
・
9
の
大
地
震
は
、
強
風
を
伴
っ
た
大
火
災
も
発
生
し
て
、
人
口
が
密
集
し
て
い
た
東
京
を
中
心
に
、
日
本
災
害

史
上
、
最
大
級
の
被
害
を
与
え
た
。

　

百
九
十
万
人
が
被
災
し
て
、
十
万
人
以
上
が
死
亡
あ
る
い
は
行
方
不
明
と
な
り
、
建
物
被
害
は
、
全
壊
が
十
万
九
千

余
棟
、
全
焼
が
二
十
一
万
二
千
余
棟
、
木
造
瓦
葺
の
東
京
の
街
の
大
半
が
焼
失
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
難
局
に
あ
っ
て
、
大
震
災
直
後
に
組
閣
さ
れ
た
第
二
次
山
本
内
閣
は
、
内
務
大
臣
兼
帝
都
復
興
院
総
裁
に
後
藤

新
平
を
起
用
し
た
。

　

後
藤
新
平
総
裁
は
、
大
震
災
直
前
ま
で
東
京
市
長
の
職
に
あ
り
、
大
日
本
帝
国
の
首
都
で
あ
る
東
京
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
の
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
の
よ
う
な
首
都
と
す
べ
く
、
帝
都
建
設
計
画
を
構
想
し
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
帝
都
復
興
院
総
裁
に
就
任
し
た
後
藤
新
平
は
、
こ
の
帝
都
建
設
計
画
を
基
に
直
ち
に
復
興
計
画
を
立

案
し
た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
実
に
国
家
予
算
の
一
年
分
に
相
当
す
る
大
き
な
額
の
予
算
を
必
要
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、「
大
風
呂
敷
」
と
あ
だ
名
さ
れ
る
な
ど
批
判
さ
れ
、
国
会
で
規
模
を
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
ま
た
、
本

人
が
半
年
後
に
は
総
裁
を
辞
め
た
た
め
、
こ
の
帝
都
復
興
計
画
は
そ
の
ま
ま
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
基
本
的
考
え
方
は
、
そ
の
後
の
東
京
の
都
市
計
画
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
屋
建
て
か
二

階
建
て
の
木
造
建
築
が
立
ち
並
ぶ
美
し
い
都
市
で
あ
っ
た
東
京
は
、
急
速
に
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
街
へ
と
変
わ
っ

て
、
わ
が
国
の
近
代
化
を
先
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災

　

さ
て
、
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
が
西
欧
近
代
文
明
の
道
を
拓
き
、
関
東
大
震
災
が
日
本
の
近
代
化
を
加
速
す
る
の
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
災
害
が
近
代
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
が
、
近
代
化
が
必
要
以
上
に
進
ん

だ
と
き
、
そ
れ
は
逆
に
大
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

地
震
学
者
で
あ
り
、
ま
た
、
優
れ
た
文
明
評
論
家
で
も
あ
っ
た
寺
田
寅
彦
博
士
は
、
関
東
大
震
災
の
あ
と
、「
日
本

人
の
自
然
観
」（
一
九
三
五
年
）
と
い
う
優
れ
た
随
筆
の
中
で
、「
自
然
の
神
秘
と
そ
の
威
力
を
知
る
こ
と
が
深
け
れ
ば

深
い
ほ
ど
、
人
間
は
自
然
に
対
し
て
従
順
に
な
り
、
自
然
に
逆
ら
う
代
わ
り
に
、
自
然
を
師
と
し
て
学
び
、
自
然
自
身

の
、
太
古
以
来
の
経
験
を
わ
が
物
と
し
て
、
自
然
の
環
境
に
、
順
応
す
る
よ
う
に
務
め
る
で
あ
ろ
う
。
大
自
然
は
、
慈

母
で
あ
る
と
同
時
に
、
厳
父
で
あ
る
。
厳
父
の
教
訓
に
服
す
る
こ
と
は
、
慈
母
の
慈
愛
に
甘
え
る
の
と
同
等
に
、
わ
れ

わ
れ
の
生
活
の
安
寧
を
保
証
す
る
た
め
に
、
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
現
代
日
本
人
が
、
西
洋
と
自
然
環
境
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に
著
し
く
差
が
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
、
徒
に
西
洋
科
学
技
術
を
輸
入
し
て
い
る
こ
と
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。

　

確
か
に
日
本
列
島
は
、
環
太
平
洋
火
山
・
地
震
帯
に
位
置
し
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
あ
っ
て
降
雨
量

が
多
く
、
豪
雨
・
豪
雪
や
台
風
が
度
々
襲
う
。
ま
た
、
細
長
い
列
島
で
、
中
央
部
が
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
で
あ
る
た

め
地
形
が
急
峻
で
あ
る
し
、
地
質
も
柔
ら
か
い
沖
積
層
で
あ
る
た
め
、
し
ば
し
ば
土
石
流
災
害
が
起
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
の
気
候
風
土
は
、
美
し
い
四
季
の
変
化
の
中
で
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
も
た
ら
す
反
面
、
時
に
は

過
酷
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

僅
か
十
年
の
間
に
、
大
き
な
火
災
、
竜
巻
、
飢
饉
、
地
震
を
経
験
し
た
鴨
長
明
が
、「
方
丈
記
」（
一
二
一
二
年
）
の

中
で
記
述
し
た
「
無
常
観
」
に
共
感
す
る
人
は
、
い
ま
の
日
本
人
の
中
に
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
人
の
伝
統
的
な
認
識
も
あ
っ
た
が
、
現
実
の
日
本
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
国
側
に
立
っ
て

欧
州
の
戦
災
復
興
に
参
入
し
、
関
東
大
震
災
後
も
経
済
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
日
本
の
近
代
化
が
加
速

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
先
頭
を
走
っ
て
き
た
の
が
、
横
浜
港
を
抜
い
て
日
本
一
の
国
際
貿
易
港
と
な
っ
た
神
戸
を
中
心
と
す
る
地
域
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
有
名
な
松
方
幸
次
郎
な
ど
が
活
躍
し
た
時
代
で
、
造
船
や
鉄
鋼
、
重
機
械
、
貿
易
、
金
融
な
ど
の

近
代
産
業
が
発
展
し
た
。
神
戸
の
人
口
は
、
二
十
世
紀
の
初
め
二
十
六
万
人
程
度
で
あ
っ
た
が
、
二
十
世
紀
の
終
わ
り

に
は
そ
の
五
倍
以
上
の
百
四
十
九
万
人
と
な
る
。

　

都
市
で
は
、
快
適
な
空
間
で
、
他
か
ら
の
干
渉
を
う
け
る
こ
と
な
く
自
由
に
発
想
し
、
自
由
に
行
動
す
る
こ
と
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
反
面
で
、
人
と
人
と
の
絆
を
弱
く
し
、
人
間
同
士
が
助
け
合
っ
て
生
き
て

い
く
仕
組
み
が
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
災
害
に
は
弱
い
地
域
社
会
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
き
な
人
口
が
集
中
す
る
都
市
の
生
活
は
人
工
的
基
盤
で
支
え
ら
れ
る
。
住
宅
が
密
集
し
、
交
通
基
盤
や
、
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水
、
電
気
、
ガ
ス
、
情
報
通
信
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。
科
学
技
術
を
駆
使
し
た
こ
れ
ら

の
人
工
的
基
盤
を
、
ど
ん
な
に
大
き
な
災
害
に
も
耐
え
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
資
金
的
、
技
術
的
に
事
実
上
困
難

で
あ
る
か
ら
、
大
災
害
に
よ
り
こ
れ
ら
の
人
工
物
が
破
壊
さ
れ
る
。
破
壊
さ
れ
る
と
そ
の
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
そ

れ
に
頼
っ
て
い
た
多
く
の
住
民
が
大
き
な
被
害
を
う
け
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

日
本
が
、
よ
う
や
く
近
代
化
を
果
た
し
た
二
十
世
紀
の
終
わ
り
の
一
九
九
五
年
、
そ
の
先
導
を
し
て
き
た
阪
神
・
淡

路
地
域
の
住
民
が
大
地
震
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
、「
個
の
自
由
と
科
学
技
術
の
進
歩
」
を
中
心
と
し

て
近
代
化
す
る
こ
と
が
、
一
面
で
は
災
害
に
よ
る
被
害
を
極
め
て
大
き
く
す
る
と
い
う
現
実
を
、
私
た
ち
日
本
人
に
突

き
つ
け
た
よ
う
に
思
え
た
。

　

成
熟
し
た
都
市
を
直
撃
し
た
直
下
型
地
震
と
し
て
は
、
人
類
史
上
初
め
て
だ
と
い
わ
れ
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

被
災
者
約
三
百
万
人
、
死
者
・
行
方
不
明
者
六
千
四
百
三
十
七
名
、
全
壊
建
物
十
万
余
棟
、
被
害
額
約
十
兆
円
と
い
う

大
き
な
被
害
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
ほ
ぼ
四
百
年
前
、
大
阪
湾
に
面
し
た
漁
村
を
中
心
と
す
る
こ
の
地
域
を
襲
っ
た

慶
長
伏
見
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
須
磨
寺
の
古
文
書
に
僅
か
に
記
録
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災

　

大
都
市
の
誕
生
を
も
た
ら
す
近
代
化
は
、
一
方
で
は
農
山
漁
村
を
さ
び
れ
さ
せ
る
。
ま
さ
に
東
北
地
方
は
、
東
京
一

極
集
中
の
陰
で
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
著
し
く
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
そ
の
こ

と
が
被
災
者
救
援
や
、
被
災
地
復
興
を
大
へ
ん
難
し
く
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
で
も
近
代
化
が
被
害
を
大
き
く
す

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
東
日
本
大
震
災
で
は
、
単
に
そ
れ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
近
代
化
自
身
が
、
大
災
害
の
元
凶
に
な
る
と
い
う



480

恐
る
べ
き
実
態
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
大
地
震
や
大
津
波
も
想
定
外
で
あ
っ
た
が
、
福
島

の
原
発
事
故
は
、
人
間
が
つ
く
っ
た
も
の
が
人
間
に
よ
っ

て
制
御
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
大
災
害
を
も
た
ら
す
と
い

う
現
実
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の

で
あ
る
。
梅
原
猛
さ
ん
は
、「
即
座
に
こ
れ
は
“
文
明
災
〟

で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
」
と
い
わ

れ
て
い
る

（
注
４
）。

肯
く
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
が
西
欧
近
代
化
に
ほ
ぼ
成
功
し
た
後
に
発
生
し
た

二
つ
の
大
震
災
は
、
近
代
化
が
災
害
を
大
き
く
す
る
と
い

う
現
実
に
つ
い
て
の
強
烈
な
認
識
を
、
私
た
ち
に
迫
っ
た

の
で
あ
る
。

　

銀
座
の
新
し
い
歌
舞
伎
座
を
設
計
し
た
こ
と
で
も
有
名

な
気
鋭
の
建
築
家
、
隈
研
吾
さ
ん
は
、
先
述
し
た
建
物
の

歴
史
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、「
自
然
に
立
ち
向
か
わ
ず
、

自
然
に
対
し
て
従
順
な
建
築
は
あ
り
得
な
い
か
」
を
、
追

求
し
て
き
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
み
て
、「
リ

ス
ボ
ン
後
に
人
間
が
造
っ
て
き
た
、
い
か
な
る
強
さ
も
、

合
理
性
も
、
大
き
さ
も
、
自
然
の
力
の
前
で
は
無
力
で
し

（第三表）

避難所数 仮設住宅数 被害額 備考

（,（（（箇所 （（,（（（戸 （兆（,（（（億円 午前（時（（分

（,（（（箇所 （（,（（（戸 （（兆（,（（（億円 午後（時（（分

（（,（（（箇所 （（万戸～（（万戸 （（兆（,（（（億円

都心南部直下型
冬・深夜（風速（m/s）
～冬・夕（風速（m/s）

のケース

（（,（（（箇所 （（万戸～（（（万戸 （（（兆（,（（（億円
冬・深夜（平均風速）
～冬・夕（風速（m/s）

のケース
　　　　首都直下地震帰宅困難者等対策協議会「最終報告」（H（（.（.（（）
　　　　内閣府被災者生活支援チームＨＰ資料
　　　　国土交通省住宅局資料（H（（.（.（）
　　　　中央防災会議首都直下地震対策検討ワーキンググループ「最終報告」（H（（.（（）
　　　　 中央防災会議南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ｢第一次報告｣

（H（（.（.（（）及び｢第二次報告｣（Ｈ（（.（.（（）
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た
。
自
然
と
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
近
代
科
学
精
神

と
は
別
の
、
新
た
な
精
神
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。」

と
語
っ
て
お
ら
れ
る

（
注
５
）。

来
る
べ
き
大
震
災

　

欧
米
諸
国
と
並
ぶ
ま
で
に
近
代
化
し
た
い
ま
の
日
本
に

“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
大
震
災
が
襲
来
し
た
ら
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
表
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
Ａ
）
と
東
日
本
大

震
災
（
Ｂ
）
に
よ
る
被
害
の
状
況
お
よ
び
今
後
発
生
が
予

測
さ
れ
て
い
る
首
都
直
下
地
震
（
Ｃ
）、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
（
Ｄ
）
に
つ
い
て
政
府
の
中
央
防
災
会
議
が
ま
と

め
た
被
害
予
測
を
、
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

首
都
直
下
地
震
（
Ｃ
）
と
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
（
Ｄ
）

の
被
害
予
測
を
み
た
場
合
、
被
害
の
規
模
を
示
す
ほ
と
ん

ど
の
数
値
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
に

比
し
、
十
倍
に
も
な
る
規
模
で
あ
り
、
人
類
史
上
最
悪
の

自
然
災
害
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

増
加
す
る
超
高
層
建
築
物
や
地
下
鉄
、
地
下
道
路
、
世

大震災被災状況について

　 死者・行方
不明者数 負傷者数 全壊焼失

家屋数
一時避難者数

（ピーク時）
帰宅困難

者数
Ａ 阪神・淡路大震災 （,（（（人 （（,（（（人 （（（,（（（棟 （（万人 −

Ｂ 東日本大震災 （（,（（（人 （,（（（人 （（（,（（（棟 （（万人 （（（万人

Ｃ 首都直下地震 （（,（（（人 （（（,（（（人 （（万棟
～（（万棟 （（（万人 （（（万人

～（（（万人

Ｄ 南海トラフ巨大地震 （（（,（（（人 （（（,（（（人 （（万棟
～（（（万棟 （（（万人 （（（万人

～（（（万人

※ Ｃ､Ｄの避難所数については、Ａ､Ｂの一時避難者数における避難所数の割合の平均
（（.（（％）より算出

　 Ｃ､Ｄの仮設住宅数については、Ａ､Ｂの全壊焼失家屋数における仮設住宅数の割合
の平均（（（％）より算出

※出典：消防庁「阪神・淡路大震災の被害確定について」（H（（.（.（（）
　　　　兵庫県「阪神・淡路大震災の復旧・復興の状況について」（H（（.（）
　　　　東日本大震災緊急災害対策本部「平成（（年東北地方太平洋沖地震について」　
　　　　（H（（.（（.（（）
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界
的
に
も
め
ず
ら
し
い
と
い
わ
れ
る
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
地
下
商
店
街
、
高
度
に
電
力
シ
ス
テ
ム
に
依
存
す
る
構
造

物
な
ど
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

電
力
供
給
、
情
報
通
信
や
交
通
運
輸
な
ど
の
機
能
の
マ
ヒ
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
に
あ
っ
て
、
二
次
被
害
防
止
や
ガ
レ

キ
処
理
な
ど
も
含
め
て
、
そ
の
対
策
の
困
難
さ
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
私
に
と
っ
て
、
想
像
も
つ
か
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
こ
れ
ら
は
日
本
の
中
枢
部
に
位
置
す
る
た
め
、
こ
の
被
害
を
外
部
か
ら
救
援
す
る
と
い
っ
て
も
そ
の
力
は

限
定
的
で
あ
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
場
合
と
事
情
は
異
な
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
く
す
る
努
力
が
期
待
さ
れ
る
が
、
首
都
直
下
地
震
（
Ｃ
）
と
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
（
Ｄ
）
が
短
い
期
間
に
確
実
に
襲
来
す
る
と
す
れ
ば
、“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
被
害
の
発
生
を
減
ず

る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　

日
本
の
近
未
来
と
〝
国
難
〟

　

予
測
さ
れ
て
い
る
首
都
直
下
地
震
と
西
日
本
海
溝
型
地
震
の
襲
来
が
、
楽
観
的
に
み
て
も
二
〇
四
〇
年
ま
で
だ
と
覚

悟
す
る
と
し
て
、
そ
れ
で
も
そ
の
間
の
何
時
か
は
分
か
ら
な
い
。
仮
に
そ
れ
が
二
十
年
後
の
二
〇
三
五
年
前
後
と
な
っ

た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」
で
は
、
人
口
が
一
割
程
度
減
少
し
、
逆
に
高
齢
化
率
は
一
〇
％
程
度
高
く
な
っ
て
、
三

人
に
一
人
は
高
齢
者
と
な
る
（
第
四
表
、
第
五
表
参
照
）。

　

そ
う
な
る
と
、
女
性
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
外
国
人
労
働
者
の
増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
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活
動
分
野
も
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
今
の
ま
ま
で
は
災
害
対
策
力
の
面
で
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

総人口の推移

高齢化率の推移

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（2012年 1月推計）」
　　　　　推計値＝出生中位（死亡中位）

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（2012年 1月推計）」

20602050204020302020201020001990198019701960

５.７％
(1960年)

２３.０％
(2010年)

３９.９％
(2060年)

1950

45

40

35

30

25

20
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15

5

0

(％)

(年)

実績値 推計値

20602050204020302020201020001990198019701960

93,419千人(1960年) 86,737千人
(2060年)

128,057千人(2010年)

1950

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

(千人)

(年)

実績値 推計値

（第四表）

（第五表）
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財
政
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
方
針
ど
お
り
消
費
税
率

を
一
〇
％
に
引
き
上
げ
て
も
、
国
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
黒
字
化
す
る
こ
と
に
は
相
当
の
収
支
改
善
が

必
要
だ
と
見
込
ま
れ
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
、
人
口
が
減
少
す
る
の
で
、
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
引
き
上
げ
て
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
額
を
維
持
す

る
だ
け
で
も
、
か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
（
第
六

表
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
情
況
の
な
か
で
大
震
災
に
よ
る
巨
大
な

被
害
が
発
生
す
れ
ば
、
日
本
の
国
力
だ
け
で
必
要
な
対

策
が
と
れ
る
で
あ
ろ
う
か
危
惧
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
の
頃
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
つ
い
て
は
、
中
国
が
世

界
最
大
の
経
済
大
国
と
な
り
な
が
ら
、
多
く
の
課
題
や

リ
ス
ク
を
抱
え
て
不
安
定
に
推
移
し
て
い
る
と
す
る
見

解
が
多
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
日
本
の
近
未
来
の
予
測
は
、
人
口
以

外
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
大
地
震
の
襲
来
以
上
に
不
確

定
な
要
素
が
多
く
、“
予
測
〟
と
ま
で
い
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

出典： 日本経済団体連合会「グローバルジャパン−2050年 シミュレーションと総合戦略」
（2012年4月16日）

備考：生産性先進国平均並み
…生産性は回復するものの、人口減、投資減によりＧＤＰ成長率は2011-2020 
年は平均0.43％、2030年代以降はマイナス成長の場合

　　　「失われた20 年」継続
…日本の過去20年（1991年から2010年）の生産性上昇率平均値は僅か0.5％で、
これが継続した場合

　　　財政悪化による成長率下振れ
…政府債務残高のさらなる積み上がりが経済成長の重石となり、2010年代以
降マイナス成長となる場合

（第六表）
ＧＤＰ世界ﾗンキング ＧＤＰ（（（億PPPドル）

2010年 2050年 日本の予測 備考
1 米国 13,800 1 中国 24,497
2 中国 7,996 2 米国

3 インド
4 ブラジル
5 ロシア
6 イギリス
7 ドイツ
8 フランス

24,004
14,406
3,841
3,466
3,229
3,080
3,022

3 日本 4,085
⇦　4日本　　4,057 生産性先進国平均並み4 インド 3,493

5 ドイツ 2,800 ⇦　5日本　　3,546 「失われた20年」継続
6 イギリス 2,087
7 フランス 2,025
8 ロシア 1,941
9 ブラジル 1,897

⇦　9日本　　2,972 財政悪化による成長率下振れ
10イタリア 1,708 9インドネシア 2,,687
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し
か
し
、
地
震
と
同
様
に
、
ど
の
よ
う
な
事
態
と
な
っ
て
も
“
想
定
外
〟
と
い
っ
て
済
ま
さ
ず
に
、
そ
れ
へ
の
備
え

を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
、
事
実
で
あ
る
。

　

首
都
直
下
地
震
と
西
日
本
海
溝
型
地
震
が
、
二
十
年
後
に
襲
来
す
れ
ば
、
政
府
の
中
央
防
災
会
議
が
予
測
し
て
い
る

以
上
に
難
し
い
“
国
難
〟
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　　
　

国
家
戦
略
の
方
向
性

国
土
利
用
の
現
状

　

関
東
大
震
災
の
後
、
寺
田
寅
彦
博
士
の
警
鐘
が
大
き
な
注
目
を
浴
び
な
が
ら
も
、
先
述
の
と
お
り
わ
が
国
は
近
代
化

路
線
を
突
進
し
て
い
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
国
土
の
中
枢
部
は
焦
土
と
化
し
た
が
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
高
度
経
済
成
長
を
続
け
、

経
済
先
進
国
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
東
京
湾
や
大
阪
湾
の
湾
岸
や
太
平
洋
沿
岸
に
膨
大
な
臨
海
工
業
地
帯
を
造
成
し
、
加
工
輸
出
貿
易
型
経

済
を
支
え
る
国
土
構
造
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
間
、
田
園
都
市
構
想
を
唱
え
る
識
者
も
い
た
が

（
注
６
）、

効
率
と
発
展
を
め
ざ
す
日
本
列
島
改
造
計
画
が
推
進
さ
れ
、

二
十
世
紀
の
日
本
は
、
近
代
化
に
よ
る
人
口
増
加
と
そ
の
都
市
地
域
へ
の
集
中
が
進
ん
だ
。

　
“
山
、海
へ
行
く
〟と
形
容
さ
れ
た
神
戸
は
、そ
の
典
型
で
あ
っ
た
が
、そ
こ
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
壊
滅
的
被

害
を
受
け
た
と
き
、関
係
者
は
そ
れ
ま
で
の
国
土
利
用
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
反
省
し
た
。
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太平洋ベルト地帯（東京〜兵庫）沿岸都府県別人口、ＧＤＰ

都府県名 人口（人） （B）／（A） ＧＤＰ（百万円）
［平成22年度 名目］明治17年(A) 現在(B)

東京都 1,152,500 13,294,039 11.53 91,139,263
神奈川県 823,200 9,083,839 11.03 29,757,052
埼玉県 980,100 7,223,317 7.37 20,108,381
千葉県 1,107,500 6,191,986 5.59 19,005,963
静岡県 975,900 3,711,489 3.80 15,765,640
愛知県 1,364,400 7,436,857 5.45 31,642,329
岐阜県 869,100 2,050,218 2.36 7,093,400
三重県 874,900 1,827,566 2.09 7,368,128
和歌山県 610,800 977,894 1.60 3,503,380
大阪府 1,632,800 8,857,691 6.27 36,384,314
奈良県 　 1,382,299 3,551,806
滋賀県 634,600 1,417,130 2.23 6,013,854
京都府 845,500 2,618,909 3.10 9,372,569
兵庫県 1,442,600 5,555,213 3.85 18,346,170

計 13,313,900 71,628,447 5.38 299,052,249
全国 37,451,800 127,220,000 3.40 495,637,724
全国に占める比率 35.5% 56.3% 60.3%
※ 大阪府の明治17年の人口は奈良県を含む。現在の人口は平成26年１月１日現在の推

計人口
※大阪府の人口の明治17年から現在の伸び率は、奈良県の現在の人口も加算し算出
※出典：内閣統計局（当時）総務省統計局「国勢調査報告」

（第七表）

　

そ
の
よ
う
な
情
況
の
な
か
、
政
府
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
三
年
後
の
一
九
九
八

年
、「
二
一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
そ
の
な
か
で
示

さ
れ
た
「
二
一
世
紀
の
国
土
づ
く
り
の
考
え

方
」
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
国
土
構
造
形
成
の
流
れ
を
望
ま
し

い
方
向
に
導
く
た
め
、
ま
ず
、
東
京
を

頂
点
に
『
中
枢
』
と
そ
れ
へ
の
『
依
存
』

と
い
う
関
係
を
作
り
出
し
て
き
た
都
市

間
の
階
層
構
造
を
『
自
立
』
と
『
相
互

補
完
』
に
基
づ
く
、
よ
り
水
平
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
へ
と
転
換
す
る
。
す

な
わ
ち
、『
集
中
』
と
『
巨
大
化
』
に

よ
り
集
積
効
果
を
上
げ
る
の
で
は
な

く
、
広
い
圏
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
的
な
地
域
間
の『
連
携
』と『
交

流
』
に
よ
り
集
積
に
替
わ
る
効
果
を
発

揮
さ
せ
る
。」
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「
こ
う
し
た
観
点
に
立
つ
と
、
二
〇
世
紀
型
の
都
市
、
産
業
文
明
の
波
に
洗
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
太
平

洋
ベ
ル
ト
地
帯
か
ら
離
れ
た
地
域
は
、
今
な
お
豊
か
な
自
然
の
中
に
点
在
す
る
肥
大
化
を
免
れ
た
都
市
、
薄
れ
た

と
は
い
え
伝
統
文
化
の
色
濃
く
残
る
暮
ら
し
、
地
理
的
特
性
に
基
づ
く
国
際
交
流
の
歴
史
等
と
い
う
長
所
を
有
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
二
一
世
紀
の
文
明
の
創
造
を
目
指
す
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
位
置
付
け
る
。
同
時
に

太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
形
成
さ
れ
た
集
積
を
活
か
し
て
質
的
向
上
を
図
る

た
め
、
再
生
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。」

　

し
か
し
、
あ
た
か
も
そ
の
時
期
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
住
宅
金
融
専
門
会
社
の
処
理
や
ア
ジ
ア
金
融
危
機
の
余
波
等
に

よ
り
、
東
京
発
世
界
経
済
恐
慌
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
深
刻
な
金
融
危
機
が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
、
大
都
市

地
域
の
土
地
利
用
規
制
を
大
幅
に
緩
和
し
て
、外
資
導
入
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
危
機
を
回
避
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
京
、
名
古
屋
な
ど
の
都
心
開
発
が
爆
発
的
に
進
む
こ
と
と
な
り
、
現
実
は
、「
二
一
世
紀
の
国
土
づ

く
り
の
考
え
方
」
と
正
反
対
の
方
向
へ
舵
が
き
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
東
京
を
中
心
と
す
る
都
市
地
域
へ
の

人
口
集
中
は
さ
ら
に
加
速
さ
れ
た
。

　

現
在
の
都
道
府
県
の
区
域
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
明
治
十
七
年
に
お
け
る
東
京
都
か
ら
兵
庫
県
ま
で
の
人
口
は
、
総
人
口

三
千
七
百
万
人
の
う
ち
約
三
五
％
の
千
三
百
万
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
を
「
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
」
と
呼
ぶ
と
す

れ
ば
、
現
在
に
お
け
る
「
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
」
の
人
口
は
、
総
人
口
一
億
二
千
七
百
万
人
の
う
ち
約
五
六
％
の
七

千
百
万
人
で
あ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
全
国
の
六
〇
％
を
超
え
て
い
る
（
第
七
表
参
照
）。

　

損
害
保
険
の
国
際
的
再
保
険
会
社
が
公
表
し
て
い
る
世
界
の
主
要
メ
ガ
シ
テ
ィ
の
自
然
災
害
危
険
度
で
は
、
そ
の

「
総
合
リ
ス
ク
」
で
、
東
京
・
横
浜
圏
が
世
界
で
群
を
抜
い
て
高
く
、
関
西
圏
も
北
米
太
平
洋
沿
岸
都
市
と
並
ん
で
高

い
（
第
八
表
参
照
）。
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第
三
表
の
大
震
災
被
災
状
況
に
示
さ
れ

て
い
る
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
を
中
心
と

す
る
被
害
予
測
か
ら
み
て
、
こ
の
危
険
度

は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
国
家
戦
略

　

明
治
維
新
以
降
の
わ
が
国
の
国
家
戦
略

が
、
一
貫
し
て
近
代
化
に
よ
る
経
済
先
進

国
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
あ
り
、
そ
れ

が
、
東
京
を
中
心
と
す
る
「
東
海
道
メ
ガ

ロ
ポ
リ
ス
」
形
成
と
な
っ
て
、
危
険
度
の

高
い
国
土
構
造
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と

は
、
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
国
家
戦
略
を
新
し
い

方
向
へ
転
換
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
挑
戦

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
わ
が
国
が
経
済
先
進
国

の
グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
5
）
に
参
加
し
、
先
進

国
と
し
て
の
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
進
路
が

世界の主要なメガシﾃｨの自然災害危険度
大都市圏

（メガシティ）
総合

リスク
補助指標 人口

（百万人）災害危険性 脆弱性 資産
東京・横浜圏 710 10.0 7.1 10.0 34.9
サンフランシスコ湾 167 6.7 8.3 3.0 7.3
ロサンゼルス 100 2.7 8.2 4.5 16.8
大阪・神戸・京都圏 92 3.6 5.0 5.0 18.0
マイアミ 45 2.7 7.7 2.2 4.1
ニューヨーク 42 0.9 5.5 8.3 21.6
香港・珠江デルタ 41 2.8 6.6 2.2 14.0
マニラ・ケソン 31 4.8 9.5 0.7 14.2
ロンドン 30 0.9 7.1 4.8 12.1
パリ 25 0.8 6.6 4.6 11.0
シカゴ 20 0.8 5.6 4.4 9.4
メキシコ 19 1.8 8.9 1.2 25.8
ワシントン・ボルティモア 16 0.6 5.4 4.4 7.9
北京 15 2.7 8.1 0.7 13.2
ソウル 15 0.9 7.2 2.2 21.2
ルール地方 14 0.9 5.8 2.8 9.6
上海 13 1.1 7.0 1.7 14.2
アムステルダム・ロッテルダム都市圏 12 0.9 5.6 2.3 8.0
モスクワ 11 0.7 8.7 1.8 13.2
※周辺の都市も含めた連担する都市圏域を示す
出典：ミュンヘン再保険会社「大都市を襲う自然災害リスク・インデックス」

（第八表）



489

第17章

議
論
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
自
民
党
海
部
内
閣
の
一
九
九
〇
年
十
月
、
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
一

九
九
三
年
十
月
に
最
終
答
申
が
な
さ
れ
た
。

　

同
答
申
で
は
、「
内
外
情
勢
の
変
化
」
に
つ
い
て
、「
先
進
国
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め
に

形
作
ら
れ
た
わ
が
国
の
制
度
・
慣
行
が
全
般
に
わ
た
り
抜
本
的
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
行
政
を
始
め
政
治
、
企
業

等
が
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
つ
つ
、
こ
れ
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。」
と
し
、「
生
産
者
中
心
の
社

会
か
ら
消
費
者
・
生
活
者
中
心
の
社
会
へ
の
転
換
、
成
長
重
視
の
社
会
か
ら
成
熟
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
問
題
を
解
消
し
、
価
値
観
の
多
様
化
等
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。」
と
す
る
方
向
性
を
示
し
た
。

　

こ
の
答
申
が
出
さ
れ
る
二
カ
月
前
に
、
経
済
発
展
を
進
め
て
き
た
自
民
党
の
内
閣
か
ら
非
自
民
党
の
細
川
内
閣
へ
政

治
が
移
っ
た
。
国
民
意
識
も
新
し
い
方
向
性
を
支
持
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
細
川
内
閣
と
そ
れ
に
続
い
た
羽
田
内
閣
で
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
小
選
挙
区
制
へ
の
移

行
と
地
方
分
権
推
進
法
の
制
定
を
実
現
し
た
が
、
短
期
間
で
自
民
党
を
中
心
と
す
る
政
治
体
制
へ
戻
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
二
つ
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
に
、
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
た
時
期
で
あ
る
。

　
「
政
権
交
代
」
と
「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
民
主
党
の
基
本
政
策
は
、
地
方
主
権
を
政
策
の

一
丁
目
一
番
地
と
す
る
な
ど
、
国
家
戦
略
を
経
済
成
長
路
線
か
ら
生
活
者
中
心
の
成
熟
社
会
型
路
線
へ
と
転
換
す
る
も

の
の
よ
う
に
み
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
民
主
党
政
権
も
政
権
担
当
能
力
の
未
熟
さ
で
三
年
余
り
の
迷
走
の
後
、

挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。

　

復
権
し
た
自
民
党
は
、
安
倍
内
閣
の
下
、
デ
フ
レ
脱
却
を
め
ざ
す
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
結
成
、

成
長
戦
略
な
ど
鮮
明
に
経
済
成
長
路
線
を
復
活
さ
せ
る
国
家
戦
略
を
と
っ
て
い
る
。
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こ
の
戦
略
を
形
成
す
る
個
々
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
国
民
の
合
意
形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
な
か
、
い
さ
さ
か
強
引
に
こ
の
路
線
に
よ
る
政
権
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
巨
大
災
害
に
備
え
る
面
か

ら
み
て
も
、
大
い
な
る
懸
念
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

今
ま
で
の
日
本
が
、
工
業
生
産
力
を
基
盤
に
し
た
通
商
国
家
モ
デ
ル
で
国
づ
く
り
を
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
、
工

業
生
産
力
を
基
盤
に
し
て
高
付
加
価
値
貿
易
立
国
を
め
ざ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
な
か
で
発
展
し
よ
う
と
す
る
考

え
方
に
立
て
ば
、
国
土
利
用
も
今
ま
で
と
同
様
に
さ
ら
に
都
市
集
中
を
進
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
う
で
は
な
く
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
も
う
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
住
環
境
の
整
備
、
東
京
と
地
方
の
格
差
是

正
、
地
方
都
市
に
お
け
る
生
活
の
質
的
向
上
等
成
長
第
一
主
義
か
ら
、
社
会
や
生
活
の
安
定
を
大
事
に
す
る
内
需
型
の

価
値
観
に
転
換
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
に
立
て
ば
、
国
土
利
用
は
地
域
分
散
型
の
も
の
と
な
る

）
7

（
注

。

　

い
ま
、わ
が
国
の
防
衛
に
関
す
る
「
集
団
的
自
衛
権
」
問
題
に
つ
い
て
、世
論
を
分
断
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
外
国
か
ら
の
侵
略
よ
り
以
上
に
、
巨
大
災
害
に
よ
る
国
家
衰
亡
の
危
機
の
到
来
が
確
実
で
あ
る
。
だ
と
し
た

ら
、
い
ま
一
度
、
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
当
時
に
立
ち
返
り
、
危
険
度
の
高
い
国
土
構
造
を
も
た
ら
し
た
国
家
戦

略
、
す
な
わ
ち
近
代
化
に
よ
る
経
済
成
長
戦
略
路
線
の
転
換
に
つ
い
て
、
国
民
の
合
意
形
成
を
図
る
重
大
な
時
期
に
あ

る
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

新
た
な
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
二
〇
五
〇
」

　

平
成
二
十
六
年
七
月
、
国
土
交
通
省
は
、「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
二
〇
五
〇
〜
対
流
促
進
型
国
土
の
形
成
〜
」

を
決
定
し
た
。

　

こ
れ
は
、
わ
が
国
が
急
速
な
人
口
減
少
と
巨
大
災
害
の
切
迫
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
の
認
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識
に
立
っ
て
、
長
期
的
に
進
む
べ
き
方
向
性
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
向
け
て
の
目
標
設
定
と
合
意
形
成
の
た
め
の
素
材

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
集
中
を
是
正
す
べ
き
だ
と
の
考
え
に
立
っ
て
、「
日
本
海
・

太
平
洋
2
面
活
用
型
国
土
と
圏
域
間
交
流
の
促
進
」
と
か
「
田
舎
暮
ら
し
の
促
進
に
よ
る
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
」

と
か
の
戦
略
を
提
案
し
て
は
い
る
が
、
こ
の
ベ
ク
ト
ル
（
こ
れ
を
「
地
域
志
向
」
と
表
現
し
て
い
る
。）
と
同
時
に
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、さ
ら
に
成
長
発
展
し
て
い
く
と
い
う
従
来
型
の
ベ
ク
ト
ル
（
こ
れ
を
「
国
際
志
向
」

と
表
現
し
て
い
る
。）
の
双
方
が
戦
略
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
東
京
圏
、
中
部
圏
、
関
西
圏
を
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
で
結
ん
だ
「
世
界
最
大
の
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
を
軸
と
し
た
国
際
経
済
戦
略
都
市
の
打
ち
出
し
を

み
る
と
、
一
九
九
八
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
二
一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
が
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
か

ら
離
れ
た
地
域
を
重
視
し
て
い
た
の
に
比
べ
、
従
来
型
の
ベ
ク
ト
ル
が
か
な
り
強
い
基
本
戦
略
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
民
の
合
意
形
成
を
図
る
た
め
の
素
材
と
し
て
は
、
こ
れ
で
や
む
を
え
な
い
と
し
て
も
、
具
体
的
な
国
土
形
成
計
画

の
見
直
し
の
指
針
と
し
て
は
、
現
状
是
認
の
レ
ベ
ル
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る

）
8

（
注

。

　
　
〝
田
舎
暮
ら
し
〟の
奨
め

　

い
ま
私
た
ち
は
、“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
大
災
害
へ
の
危
機
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
地
球
環
境
の
悪
化
、
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
日
本
の
財
政
や
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
破
綻
、
さ
ら
に
は
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
情
勢
等
に
漠

然
と
し
た
不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
近
代
化
以
降
の
物
質
文
明
至
上
主
義
の
価
値
観
の
転
換
な
く
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し
て
は
、
不
可
能
で
あ
る
。

　

対
立
と
抗
争
の
う
え
に
手
に
し
た
成
長
の
成
果
は
、
効
率
的
で
快
適
な
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

飽
く
な
き
成
長
へ
の
志
向
は
、
さ
ら
な
る
対
立
と
抗
争
を
も
た
ら
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
る
人
類
社
会
の
破
綻
が
、
地
球

環
境
の
破
壊
や
民
族
間
の
国
際
紛
争
と
し
て
、
二
十
一
世
紀
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
こ
と
へ
の
予
感
が
、
私
た

ち
に
不
安
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
近
代
物
質
文
明
の
真
っ
只
中
の
生
活
に
あ
る
“
都
会
暮
ら
し
〟
か
ら
少
し
離
れ
て
、
自
ら
必
要

と
す
る
水
や
食
料
を
自
ら
手
に
入
れ
る
工
夫
を
す
る
な
ど
大
地
に
し
っ
か
り
根
を
下
ろ
し
た
“
田
舎
暮
ら
し
〟
を
す
る

こ
と
が
、
そ
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

大
自
然
の
移
ろ
い
の
中
で
小
鳥
や
小
魚
と
戯
れ
、
農
作
業
に
心
地
よ
い
汗
を
流
す
生
活
は
、
心
身
と
も
に
健
康
な
長

寿
社
会
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
国
民
に
と
っ
て
経
済
的
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
日
本
人
の
多
く

は
、
本
来
、
競
争
社
会
の
な
か
で
強
者
が
す
べ
て
よ
い
と
す
る
“
都
会
暮
ら
し
〟
よ
り
は
、
豊
か
な
自
然
と
心
の
通
い

合
う
隣
人
た
ち
と
の
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
、
心
地
よ
く
生
き
て
い
く
と
い
う
“
田
舎
暮
ら
し
〟
の
方
に
、
高
い

志
向
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
、“
田
舎
暮
ら
し
〟
の
コ
ス
ト
は
、
工
夫
次
第
で
い
く
ら
で
も
安
く
で
き
る
。
だ
と

す
れ
ば
、“
都
会
暮
ら
し
〟
で
疲
れ
き
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
そ
の
“
都
会
暮
ら
し
〟
に
使
っ
て
い
る
資
金
の
一
部
を

“
田
舎
暮
ら
し
〟
の
た
め
に
使
っ
て
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
生
き
る
こ
と
は
、
被
災
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
以
上
に
、

国
民
生
活
の
真
の
豊
か
さ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
巨
大
な
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
ふ
り
廻
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
マ
ネ
ー
資
本
主
義
は
、
ギ
リ
シ
ャ
等
の
Ｅ
Ｕ
圏

の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国
を
含
め
て
国
際
的
な
デ
フ
ォ
ル
ト
（
債
務
不
履
行
）
や
悪
性
イ
ン
フ
レ
に
陥
る
可
能
性
を
高
め
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て
お
り
、
も
し
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
れ
ば
、
国
債
や
預
金
な
ど
の
金
融
資
産
が
紙
屑
と
な
る
と
い
う
不
安
を
払
拭

で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
情
況
の
な
か
で
、
未
利
用
の
森
林
資
源
や
耕
作
放
棄
地
等
を
活
用
し
て
、
農
山
村
で
の
域
内
循
環
型
経

済
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
マ
ネ
ー
資
本
主
義
か
ら
距
離
を
置
い
て
、
安
全
な
市
民
生
活
を
め
ざ
す
と
い
う
提
案
に）

9

（
注

、
大
き

な
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
農
山
村
に
は
、
日
本
人
の
心
の
故
郷
と
も
い
う
べ
き
原
風
景
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
美
し
い
水
や
地
域
特
産
の

食
材
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
課
題
と
な
る
が
、
農
山
村
に
は
未
利
用
の
ま
ま
の
森
林
資

源
が
大
量
に
眠
っ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
で
も
あ
る
。い
ま
こ
の
農
山
村
で
人
口
減
少
が
進
み
、

土
地
や
建
物
が
余
っ
て
い
る
。

　

こ
の
農
山
村
に
、
都
会
の
最
先
端
技
術
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
を
導
入
す
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
価
値
創
造
が
生
ま
れ

る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
現
に
、
脱
サ
ラ
の
若
者
に
よ
る
高
付
加
価
値
農
業
や
革
新
的
な
木
材
利
用
技
術
、
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
等
が
、
着
々
と
進
行
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

　
“
田
舎
暮
ら
し
〟
の
効
用
を
再
認
識
す
る
こ
と
は
、「
集
中
」
と
「
巨
大
化
」
に
よ
り
集
積
効
果
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

広
い
圏
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
地
域
間
の
「
連
携
」
と
「
交
流
」
に
よ
り
集
積
に
替
わ
る
効
果
を
発
揮

さ
せ
る
と
い
う
国
土
構
造
形
成
の
流
れ
を
現
実
の
も
の
と
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
と
同
時
に
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

よ
っ
て
集
落
機
能
を
失
う
農
山
村
地
域
が
増
加
し
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
課
題
と
な
る
「
地
方
の
崩
壊
」
に
対
し
て
も
、

有
効
な
対
策
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
大
都
市
地
域
の
女
性
の
出
産
率
は
低
い
の
で
、
農
山
村
地
域
の
活
性

化
は
、
出
生
率
向
上
に
も
有
効
だ
と
の
意
見
も
あ
る
。

　

農
村
再
発
見
は
、
日
本
の
国
土
を
安
全
か
つ
有
効
に
利
用
す
る
た
め
の
王
道
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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国
難 

︱ 

巨
大
地
震
対
策

対
策
の
方
向

　

国
民
一
人
ひ
と
り
に
し
て
も
、
政
府
に
し
て
も
、“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
巨
大
地
震
に
よ
る
危
機
に
つ
い
て
、
観

念
的
に
理
解
で
き
て
も
、
そ
れ
を
現
実
の
も
の
と
意
識
す
る
こ
と
は
、
い
う
べ
く
し
て
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
無
策
で
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
家
戦
略
を
大
転
換
す
る
ほ
ど
の
意
図
が
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
が
、
震
災
多
発
の
現
実

を
前
に
し
て
、
巨
大
地
震
に
つ
い
て
各
種
の
対
策
を
講
じ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
巨
大
地
震
に
備
え
る
対
策
と
し
て
は
、
あ
る
べ
き
国
家
戦
略
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
そ
の
方
向
へ
漸
進
す
る
現
実
的
対
応
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

大
規
模
地
震
防
災
・
減
災
対
策
大
綱

　

平
成
二
十
六
年
三
月
、
中
央
防
災
会
議
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
、「
大
規
模
地
震
防
災
・
減
災
対
策
大
綱
」

を
ま
と
め
た
。
こ
の
大
綱
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下
地
震
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
、
中

部
圏
・
近
畿
圏
直
下
地
震
を
対
象
と
し
て
、
事
前
防
災
、
応
急
対
策
か
ら
混
乱
防
止
、
二
次
被
害
対
策
、
本
格
復
興
ま

で
、
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
網
羅
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
そ
れ
だ
け
に
、
事
業
や
計
画
で
具
体
化
さ
れ
て
お
ら
ず
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る
施
策
も
含
め
て
、
幅
広
く

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
だ
け
で
な
く
、「
自
助
」「
共
助
」
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
実
現
ま
で
に
は
か
な
り
の
努
力
と
時
間
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
首
都
直
下
地
震
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
お
よ
び
「
首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
」
が
制
定
・
施
行

さ
れ
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
三
月
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
」
お
よ
び
「
首

都
直
下
地
震
緊
急
対
策
推
進
基
本
計
画
」
が
決
定
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
の
二
つ
の
基
本
計
画
は
、
法
律
の
名
称
に
差
が

あ
る
よ
う
に
、
そ
の
性
格
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
。

　
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
」
は
、
現
時
点
に
お
け
る
知
見
の
全
て
を
結
集
し
た
対
策
を
と
り
ま

と
め
、
具
体
的
な
数
値
目
標
ま
で
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
閣
議
決
定
で
は
な
く
、
中
央
防
災
会
議
で
の
決
定
に

止
め
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
努
力
目
標
に
近
い
性
格
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、「
首
都
直
下
地
震
緊
急
対
策
推
進
基
本
計
画
」
は
、
首
都
に
お
け
る
膨
大
な
人
的
・
物
的
被
害
へ
の
対
応
と

あ
わ
せ
て
、
首
都
中
枢
機
関
（
国
会
、
中
央
政
府
等
の
行
政
機
関
、
日
本
経
済
の
中
枢
を
担
う
企
業
）
お
よ
び
こ
れ
ら

を
支
え
る
た
め
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
を
特
記
し
、
全
体
が
閣
議
決
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
期
限
を
定
め
た
定
量
的
な
減
災
目
標
や
そ
の
た
め
の
数
値
目
標
、
実
現
方
策
等
に
つ
い
て

も
、
別
途
地
震
防
災
戦
略
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
膨
大
な
人
的
・
物
的
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
例
え
ば
首
都
直
下
地
震
に
係
る
推
計
数
値
、
震

度
6
以
上
の
被
災
地
域
居
住
者
数
二
千
五
百
万
人
（
昼
間
人
口
三
千
万
人
）、
初
期
避
難
民
七
百
万
人
、
避
難
所
生
活

者
五
百
五
十
万
人
、
要
援
護
者
数
一
千
万
人
、
社
会
福
祉
施
設
二
万
六
千
、
六
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
超
高
層
ビ
ル
一
千
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六
百
棟
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
十
二
万
台
、
震
災
ガ
レ
キ
一
億
ト
ン
（
東
日
本
大
震
災
の
四
倍
）
等
を
み
る
と
、
緊
急
対
策

を
精
一
杯
推
進
し
て
も
、
被
害
を
劇
的
に
軽
減
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

）
（（

（
注

。

　

ま
た
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、
今
後
十
年
間
で
、
想
定
死
者
数
約
三
十
三
万
二
千

人
か
ら
概
ね
八
割
減
少
さ
せ
、
全
壊
棟
数
約
二
百
五
十
万
棟
か
ら
五
割
減
少
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
計
画
通
り

達
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
未
だ
膨
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

国
土
強
靱
化
基
本
計
画

　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
制
定
さ
れ
た
「
国
土
強
靱
化
基
本
法
」
に
基
づ
き
、
政
府
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
、
国

の
大
規
模
自
然
災
害
等
に
対
す
る
脆
弱
性
の
評
価
を
踏
ま
え
て
、
強
靱
な
国
づ
く
り
の
た
め
の
い
わ
ば
処
方
箋
と
も
い

う
べ
き
「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
国
の
強
靱
化
に
関
す
る
国
の
施
策
の
指
針
と

し
て
、
他
の
国
の
施
策
の
上
位
計
画
に
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」
は
、
そ
の
理
念
で
は
、
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
最
悪
の
事
態
を
念

頭
に
置
き
、
国
土
政
策
、
産
業
政
策
も
含
め
た
総
合
的
な
対
応
を
、
い
わ
ば
「
国
家
百
年
の
大
計
」
の
国
づ
く
り
と
し

て
、
千
年
の
時
を
も
見
据
え
な
が
ら
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、「
国
土
強
靱
化
」（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
取
組
姿
勢
」
で
は
、「
各
地
域
の
多
様
性
を
再
構
築
し
、
地
域
間
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
力
を
高
め
、
依
然
と
し
て
進
展
す
る
東
京
一
極
集
中
か

ら
の
脱
却
を
図
り
、『
自
律
・
分
散
・
協
調
』
型
国
土
の
形
成
に
つ
な
げ
て
い
く
視
点
を
持
つ
こ
と
。」
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
大
規
模
自
然
災
害
等
に
対
す
る
脆
弱
性
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
対
応
方
策
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
推
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進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
国
土
強
靱
化
対
策
に
つ
い
て
は
、「
国
土
強
靱
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
二
〇
一
四
」
お
よ
び
「
国
土
強
靱
化
地

域
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
、
同
時
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」
は
、
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
施
策
が
着
実
・
効
果
的
に
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

公
共
事
業
性
悪
説
と
い
う
極
端
な
考
え
方
も
あ
っ
て
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
い
う
施
策
が
こ
の
と
こ
ろ

主
流
と
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
頃
十
二
兆
円
程
度
あ
っ
た
公
共
事
業
費
が
、
民
主
党
政
権
の
二
〇
一
一
年
頃
に
は
五
兆
円

程
度
ま
で
激
減
し
て
い
た
。「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」
は
、
こ
の
考
え
方
を
改
め
る
た
め
の
理
屈
付
け
が
目
的
で
、

そ
の
内
容
は
各
省
庁
の
従
来
の
施
策
を
寄
せ
集
め
た
総
花
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
進
行
管

理
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
の
政
府
の
財
政
情
況
や
建
設
業
界
の
施
工
能
力
等
を
考
慮
す
る
と
そ
の

事
業
推
進
の
ス
ピ
ー
ド
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
っ
た
批
判
的
意
見
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
懸
念
が
杞
憂
で
あ
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
基
本
計
画
決
定
の
た
め
の
脆
弱
性
評
価
の
結
果
に
お
い
て
、
政
府
自
身
も
率
直
に
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
て

い
る

）
（（

（
注

。
① 　

国
土
強
靱
化
施
策
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
道
半
ば
の
段
階
に
あ
る
も
の
が
多
い
。
実
施
主
体
の
能
力
や
財
源
に

限
り
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
施
策
の
重
点
化
を
図
り
つ
つ
、
ハ
ー
ド
整
備
と
ソ
フ
ト
対
策
を
適
切
に
組
み

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

② 　

個
々
の
施
設
の
耐
震
性
な
ど
を
い
か
に
高
め
て
も
万
全
と
は
言
え
な
い
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
施
設
／
シ
ス
テ
ム
整

備
等
に
よ
り
、
代
替
性
・
冗
長
性
等
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
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企
業
事
業
継
続
体
制

　

国
難 

︱ 

巨
大
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
前
記
「
大
規
模
地
震
防
災
・
減
災
対
策
大
綱
」
お
よ
び
「
国
土
強
靱
化
基

本
計
画
」の
と
お
り
、最
近
、急
速
に
整
い
つ
つ
あ
る
が
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
に
お
け
る
脆
弱
性
評
価
に
あ
る
よ
う

に
、
施
策
は
い
ま
だ
道
半
ば
に
あ
り
な
が
ら
実
施
主
体
の
能
力
や
財
源
に
限
り
が
あ
り
、
ま
た
、
耐
震
性
な
ど
を
い
か

に
高
め
て
も
万
全
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
を
確
保
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
る
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
分
野
で
は
、
障
害
に
備
え
て
機
材
や
回
線
な
ど
を
複
数
用
意
し
、
並
列
に
使
用
し
た
り
、
一
部
を

す
ぐ
使
え
る
状
態
で
待
機
さ
せ
る
こ
と
を
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ィ（redundancy

）と
呼
び
、こ
の
よ
う
な
余
裕
が「
冗
長
性
」

と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ィ
は
、
民
間
企
業
の
被
災
時
の
対
策
と
し
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
一
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
同
時
多
発
テ
ロ
に
お
い
て
、
企
業
が
被
災
し
て
も
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
予

め
用
意
す
る
事
業
継
続
計
画
（Business Continuity Plan,

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
有
効
性
が
明
ら
か
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の

企
業
の
間
で
は
こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
広
く
普
及
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

）
（（

（
注

。
日
本
で
も
、
東
日
本
大
震
災
時
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
破
断
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
基
本
的
手
法
は
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ィ
の
確
保
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
シ
ス
テ
ム
は
、
全
く
同
じ
機
能

を
二
つ
用
意
す
る
ホ
ッ
ト
ス
タ
ン
バ
イ
で
、
こ
れ
を
日
本
で
採
用
し
て
い
る
の
は
、
日
本
銀
行
が
有
名
で
あ
る
。
日
本

銀
行
で
は
、
本
店
と
大
阪
支
店
が
全
く
同
じ
陣
容
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
も
ダ
ブ
ル
に
な
っ
て

い
る
。

　

日
本
の
企
業
に
お
い
て
は
、
最
近
に
な
っ
て
大
企
業
を
中
心
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
普
及
し
始
め
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
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こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

国
家
中
枢
機
関
業
務
継
続
体
制

　　

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ィ
の
確
保
は
、
政
府
部
門
で
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。「
首
都
直
下
地
震

緊
急
対
策
推
進
基
本
計
画
」
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
政
治
中
枢
で
あ
る
国
会
、
行
政
中
枢
で
あ
る
政
府
各
府
省
等

お
よ
び
経
済
中
枢
で
あ
る
主
要
銀
行
、
企
業
本
社
を
「
首
都
中
枢
機
関
」
と
位
置
付
け
、
そ
の
業
務
継
続
体
制
の
整
備

と
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
の
代
替
拠
点
の
検
討
を
、
主
要
な
課
題
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
詳
細
は
、
こ
れ
か
ら
実
施
計
画
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
各
機
関
別
の
業
務
継
続

体
制
の
整
備
は
そ
れ
な
り
に
進
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
万
一
の
事
態
に
備
え
て
の
「
首
都
中
枢
機
関
」
全
体
の
代
替
拠

点
の
整
備
は
、
高
度
の
政
治
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
早
急
な
実
現
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　

平
時
で
も
外
交
、
防
衛
、
経
済
対
策
な
ど
複
数
多
様
な
課
題
を
処
理
し
て
い
る
政
府
が
、
災
害
に
よ
っ
て
そ
の
機
能

に
損
傷
を
う
け
な
が
ら
、
災
害
対
策
と
い
う
緊
急
か
つ
広
汎
な
課
題
を
付
加
さ
れ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
対
応
す
る
こ
と

は
至
難
で
あ
り
、
被
災
地
外
で
政
府
機
能
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
拠
点 

︱ 

国
家
危
機
管
理
副
首
都
（
仮
称
）
が
な
け

れ
ば
、
近
未
来
に
お
け
る
“
国
難
〟
に
対
応
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
だ
と
予
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
年
二
月
、
関
西
経
済
連
合
会
が
提
案
し
た
「
強
靱
な
国
土
構
造
の
実
現
に
向
け
た
提
言
」

の
な
か
で
も
、
危
機
管
理
の
司
令
塔
機
能
代
替
拠
点
と
し
て
の
「
西
日
本
危
機
管
理
総
合
庁
（
仮
称
）」
の
関
西
設
置

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
同
趣
旨
の
提
案
は
、
今
ま
で
も
度
々
、
関
西
の
関
係
団
体
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

中
途
半
端
な
感
が
否
め
な
い
。

　

十
年
程
前
、
大
阪
国
際
空
港
を
廃
港
し
て
、
そ
の
跡
地
に
副
首
都
と
し
て
「
国
家
危
機
管
理
国
際
都
市
」
を
建
設
す



500

る
構
想
が
提
案
さ
れ
、
大
勢
の
国
会
議
員
が
参
加
し
た
推
進
議
員
連
盟
も
結
成
さ
れ
て
注
目
を
浴
び
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
趣
旨
は
大
方
の
賛
同
を
え
た
の
で
あ
る
が
、
大
阪
国
際
空
港
を
廃
港
す
る
点
に
つ
い
て
賛
否
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
結
果
的
に
は
同
空
港
が
存
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
構
想
も
進
ま
な
く
な
っ
て
い
る

）
（（

（
注

。

　

国
家
中
枢
機
関
に
と
っ
て
、
ホ
ッ
ト
ス
タ
ン
バ
イ
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ィ
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
日
本
銀
行
と
同
等
以

上
に
、
極
め
て
重
要
な
責
務
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
大
阪
国
際
空
港
か
ら
至
近
の
距
離
に
あ
る
宝
塚
北
部
に
国
家
危
機
管
理
副
首
都
を
建
設
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
い
。

　

こ
の
地
域
は
、
神
戸
・
大
阪
・
京
都
か
ら
約
二
十
〜
四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
交
通
ア
ク
セ

ス
が
な
い
た
め
に
手
付
か
ず
の
状
態
に
あ
る
。
い
ま
こ
の
地
域
に
新
名
神
高
速
道
路
の
宝
塚
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
と
そ
れ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、大
阪
、京
都
、神
戸
の
都
心
や
大
阪
国
際
空
港
、

Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
か
ら
至
近
の
距
離
に
あ
っ
て
、
関
西
都
市
圏
の
「
扇
の
要
」
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
る
。
か
つ
て
、
大

久
保
昌
一
大
阪
大
学
名
誉
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
“
首
都
移
転
候
補
地
〟
と
し
て
提
案
さ
れ
た
理
由
も
、
そ
の
立
地
が

優
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
か
な
り
広
い
面
積
が
あ
る
の
で
、
関
西
に
所
在
す
る
政
府
関
係
機
関
を
こ
の
地
域
に
統

合
し
て
、
国
家
危
機
管
理
副
首
都
を
設
置
し
、
伊
丹
市
の
市
街
地
の
真
ん
中
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
総
監
部
な

ど
の
基
地
（
二
十
三
ｈａ
）
も
こ
の
副
首
都
に
移
転
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
政
府
の
事
業
継
続
計
画
が
大
き
く
前
進
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

国
民
生
活
継
続
体
制

　　

公
の
機
関
、
企
業
の
部
門
で
も
業
務
や
事
業
の
継
続
計
画
に
は
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
は
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こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
市
民
の
部
門
で
あ
る
。

　

市
民
が
被
災
し
た
と
き
、
ま
ず
命
が
助
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
対
策
は
懸
命

に
な
さ
れ
て
い
る
。
命
が
助
か
っ
た
後
、
被
災
し
た
市
民
の
生
活
を
ど
う
継
続
す
る
か
が
次
の
課
題
と
な
る
。
市
民
の

生
活
が
災
害
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
と
き
、
避
難
所
→
仮
設
住
宅
→
恒
久
住
宅
と
い
う
流
れ
が
一
般
的
な
生
活
継
続
の

パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
や
公
的
な
生
活

支
援
の
仕
組
み
が
、
劇
的
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
等
で
の
生
活
は
被
災
前
の
生
活
水

準
か
ら
す
る
と
極
め
て
苛
酷
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
予
測
さ
れ
る
“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
大
震
災
で
は
、
そ
れ

さ
え
も
確
保
さ
れ
る
か
ど
う
か
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
の
参
考
と
な
る
も
の
に
、
ロ
シ
ア
人
が
そ
の
生
活
に
と
り
い
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
ダ
ー
チ
ャ
」
が
あ

る
。
多
く
の
ロ
シ
ア
人
は
、ソ
連
邦
時
代
の
政
府
が
推
奨
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、郊
外
に「
ダ
ー
チ
ャ
」と
い
わ
れ
る
簡

素
な
小
屋
付
き
の
家
庭
菜
園
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
夏
の
間
に
野
菜
や
果
物
を
収
穫
し
て
、
冬
に
備
え
て
の
保
存
食

を
準
備
し
て
い
る
。
ソ
連
邦
が
崩
壊
し
て
社
会
経
済
機
能
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
と
き
、
ロ
シ
ア
国
民
が
比
較
的
平
静
に

生
活
で
き
た
の
は
、
こ
の
「
ダ
ー
チ
ャ
」
の
お
か
げ
で
最
低
限
の
食
料
の
確
保
が
で
き
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
た

）
（（

（
注

。

　

災
害
に
よ
っ
て
生
活
の
根
柢
が
失
わ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
い
ま
、そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
「
日
本
版
ダ
ー
チ
ャ
」

と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
最
低
限
の
居
住
空
間
と
食
料
、
水
、
暖
衣
、
常
用
の
薬
な
ど
の
生
活
必
需
品
が
確
保
さ
れ
て
お

れ
ば
安
心
で
あ
る
し
、
現
に
そ
う
な
っ
て
も
、
当
分
の
間
の
生
活
を
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、近
代
文
明
に
支
え
ら
れ
た
“
都
会
暮
ら
し
〟
と
近
代
文
明
か
ら
少
し
距
離
を
お
い
た
“
田

舎
暮
ら
し
〟の
二
つ
を
、日
頃
か
ら
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
組
み
込
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、

ま
さ
に
「
国
民
生
活
継
続
計
画
」
で
あ
ろ
う
。
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日
本
の
場
合
、
土
、
日
曜
日
と
祝
日
を
合
わ
せ
る
と
、
一
年
の
三
分
の
一
以
上
は
休
日

で
あ
る
。
さ
ら
に
有
給
休
暇
も
あ
る
。
増
加
す
る
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
自
由
時
間
を
持

て
余
す
ほ
ど
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
農
山
村
地
域
で
は
、
耕
作
放
棄
地
や
民
家
の
空
き
家
が

増
加
し
て
い
る
。

　
“
都
会
暮
ら
し
〟
と
“
田
舎
暮
ら
し
〟
の
両
方
を
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
る
「
国
民
生
活
継
続
計
画
」
が
可
能
と
な
る
条
件
が
揃
い
つ
つ
あ
る
と
い

え
よ
う
。

　

こ
の
生
活
継
続
計
画
を
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
定
着
さ
せ
る
政
策
は
、
東
海
道
メ

ガ
ロ
ポ
リ
ス
に
集
積
し
た
人
口
や
機
能
の
分
散
政
策
に
比
べ
る
と
、
費
用
や
時
間
は
は
る

か
に
少
な
く
て
す
む
。

　

国
民
が
二
つ
の
生
活
の
拠
点
を
も
つ
二
地
域
居
住
や
二
地
域
就
労
が
、
農
山
漁
村
な
ど

の
地
域
活
性
化
対
策
に
有
用
だ
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
が

）
（（

（
注

、
そ
れ
は
国
民
生
活
の
リ
ダ

ン
ダ
ン
シ
ィ
の
確
保
に
と
っ
て
も
極
め
て
有
効
で
あ
り
、
早
急
な
推
進
体
制
の
確
立
が
期

待
さ
れ
る
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
課
題
も
多
い
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
は
、
こ
の
政
策
を
来
る
べ
き
“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
大
災
害
に
対
す
る
国
家
戦
略
と

位
置
付
け
、
国
土
強
靱
化
計
画
等
の
な
か
で
、
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

で
は
、“
都
会
暮
ら
し
〟
と
“
田
舎
暮
ら
し
〟
の
二
つ
を
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

市民農園開設数の推移
（年度末 （（年度末 （（年度末 （（年度末 （（年度末

地方公共団体 （（（ （,（（（ （,（（（ （,（（（ （,（（（
農業協同組合 （（（ （（（ （（（ （（（ （（（

農業者 （（ （（ （（（ （（（ （（（
企業、ＮＰＯ等 − − （（ （（（ （（（

計 （,（（（ （,（（（ （,（（（ （,（（（ （,（（（
　出典：農林水産省資料

（第九表）
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に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
具
体
的
施
策
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
一
つ
は
、「
都
市
と
農
村
」
の
交
流
の
推
進
で
あ
る
。

　

い
ま
長
野
県
が
長
寿
日
本
一
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
高
齢
者
が
空

気
の
い
い
中
山
間
地
で
農
作
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
確

か
に
、
適
度
に
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
植
物
の
成
長
を
と
も
に
喜
び
、
自
然
の

恵
み
を
収
穫
で
き
る
こ
と
は
、
心
身
と
も
の
健
康
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

都
市
住
民
の
な
か
に
も
、
農
作
業
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
、最
近
で
は
、政
府
も
市
民
農
園
整
備
を
促
進
し
て
い
る
。

地
域
活
性
化
の
た
め
、
地
方
自
治
体
も
関
心
を
持
つ
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
な
か
で
、
市
民
農
園
は
増
加
傾
向
に
あ
る
（
第
九
表
）。

　

た
だ
、
第
十
表
を
み
る
と
、
ま
だ
日
帰
り
型
が
中
心
で
、
趣
味
的
な
農
業
と
い

っ
た
も
の
が
主
流
の
よ
う
で
あ
る
。
本
格
的
に
、“
都
会
暮
ら
し
〟と“
田
舎
暮
ら

し
〟を
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
組
み
込
む
た
め
に
は
、
滞
在
型
の
市
民
農
園
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
奨
す
る
施
策
は
、
こ
れ
か
ら
高
齢
期
に
入

る
年
齢
層
に
対
し
て
特
に
有
効
で
あ
ろ
う
。
い
ま
五
十
歳
の
人
は
、
二
十
年
後
に

七
十
歳
と
な
る
。
壮
年
期
を
終
え
て
こ
れ
か
ら
高
齢
期
に
入
る
人
た
ち
に
、
そ
の

よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
を
し
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
定
着

さ
せ
る
た
め
、
良
質
で
安
価
な
ロ
ッ
ジ
付
市
民
農
園
の
大
量
供
給
シ
ス
テ
ム
、
利

市民農園の整備・利用状況（平成25年 6 月調査）　　　　　　（単位：区画）

地域区分 農園数 区画数 うち利用
区画数

平均利用率
（利用率の範囲)

日
帰
り
型

都市部 （（（ （,（（（ （,（（（ （（％(（（～（（（%)
都市周辺部 （（（ （（,（（（ （（,（（（ （（％( （～（（（%)
中山間農村部 （（ （,（（（ （,（（（ （（％( （～（（（%)

小　　計 （（（ （（,（（（ （（,（（（ （（％
滞在型市民農園 （（ （（（ （01 92％(33～100%)

合　　　計 786 34,366 28,156 82％
　出典：兵庫県「市民農園の整備・利用状況調査」

（第十表）
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用
者
に
対
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、都
市
と
農
村
間
の
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を
、国
家
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
、

「
都
市
と
農
村
」
の
本
格
的
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

）
（（

（
注

。

　

そ
の
二
つ
は
、「
都
市
と
故
郷
」
の
交
流
で
あ
る
。

　

い
ま
“
都
会
暮
ら
し
〟
を
し
て
い
る
中
高
齢
者
の
う
ち
、中
高
生
ま
で
“
田
舎
暮
ら
し
〟
を
し
て
い
た
人
は
結
構
多
い
。

日
本
の
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
、
大
学
進
学
、
就
職
の
た
め
故
郷
か
ら
都
会
へ
出
て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
人

た
ち
は
高
齢
者
、
あ
る
い
は
や
が
て
高
齢
者
と
な
る
人
た
ち
で
あ
り
、
望
郷
の
念
が
概
し
て
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
都

市
部
に
は
、
同
じ
故
郷
か
ら
出
て
き
た
人
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
る
“
同
郷
会
〟
と
い
っ
た
組
織
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

兵
庫
県
を
例
に
と
れ
ば
、
兵
庫
県
は
但
馬
、
丹
波
、
播
磨
、
淡
路
、
摂
津
の
五
国
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
大
都
市
地

域
で
あ
る
摂
津
以
外
の
地
域
の
“
同
郷
会
〟
が
、
東
京
だ
け
で
も
十
四
も
あ
る
。

　

一
方
で
、
故
郷
の
方
で
は
、
過
疎
高
齢
化
が
進
み
、
都
会
へ
出
て
行
っ
た
人
た
ち
の
親
類
縁
者
や
友
人
が
、
旧
い
家

や
田
畑
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
実
態
に
あ
る
。

　

だ
と
す
れ
ば
、“
同
郷
会
〟と
い
っ
た
組
織（
田
舎
の
高
校
同
窓
会
に
は
、“
同
郷
会
〟的
な
も
の
も
あ
る
。）に
よ
っ
て
、

毎
年
、
故
郷
交
流
ツ
ア
ー
等
「
都
市
と
故
郷
」
の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
故
郷
で
の
“
田
舎
暮
ら
し
〟
を
誘
導
す

る
事
へ
の
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
交
流
事
業
や
旧
い
家
の
改
修
、
保
守
等
に
つ
い
て
の
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
に
行
政
が
支
援
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

　
「
都
市
と
故
郷
」
は
距
離
が
遠
く
、
頻
繁
に
帰
郷
す
る
こ
と
は
困
難
な
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
年
に
一
、

二
回
で
も
帰
郷
し
、
故
郷
の
親
類
縁
者
や
友
人
と
交
流
し
て
人
間
関
係
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
生
活
継
続
計
画
に

繋
が
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、“
都
会
暮
ら
し
〟
を
し
て
い
る
高
齢
者
に
対
し
て
有
効
で
あ
ろ
う
。
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〝
国
難
〟か
ら
の
復
興

　

人
類
の
歴
史
を
変
え
た
と
い
わ
れ
る
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
や
日
本
の
近
代
化
を
大
き
く
進
め
た
関
東
大
震
災
を
み
て
も

分
か
る
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
の
復
興
に
あ
っ
て
は
、
新
し
い
時
代
を
拓
く
理
念
を
も
っ
た
責
任
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
理
念
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
大
震
災
が
お
き
た
後
に
発
想
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
震
災
に
影
響
を
受
け

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
か
ね
て
か
ら
時
代
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
思
慮
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
理
念
が
、
時
代
的
環
境
に
合
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
被
災
者
を
は
じ
め
多
く
の
国
民
に
支
持

さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
順
調
に
実
現
で
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

さ
て
、“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
大
震
災
が
発
生
し
た
後
の
日
本
の
復
興
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
一
九
九
八
年
、
政
府
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
集
中
」
と
「
巨
大
化
」
に
よ
る
階
層
構
造
に
替

え
て
、「
連
携
」
と
「
交
流
」
に
よ
る
水
平
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
国
土
構
造
を
め
ざ
す
「
二
一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
閣
議
決
定
し
た
が
、
現
実
は
東
京
を
中
心
と
す
る
都
市
地
域
へ
の
集
中
が
加
速
し
た
こ
と
は
、
先

述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、
兵
庫
県
は
成
熟
社
会
と
な
る
二
十
一
世
紀
を
め
ざ
し
た
県
政
基

本
計
画
「
ひ
ょ
う
ご
二
〇
〇
一
年
計
画
」
を
基
に
、
震
災
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
織
り
込
ん
だ
十
カ
年
の
復
興
計
画
“
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
〟
を
策
定
し
、
復
興
事
業
を
推
進
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
政
策
の
大
き
な
五
本
柱
の
一
つ
と
し
て

「
多
核
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
都
市
圏
」
の
形
成
を
掲
げ
た
が
、
必
ず
し
も
順
調
に
達
成
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
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階
層
構
造
に
替
え
て
、
水
平
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
地
域
構
造
を
め
ざ
す
こ
と
は
、
社
会
資
本
整
備
の
考
え
方
の
転
換

の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、「
効
率
」、「
成
長
」
を
重
視
す
る
近
代
文
明
の
価
値
観
か
ら
、「
安
全
」、「
安
定
」
を
重
視
す
る

新
し
い
価
値
観
へ
の
転
換
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
復
興
に
お
い
て
は
、
国
レ
ベ
ル
で
も
被
災

地
レ
ベ
ル
で
も
、
こ
の
こ
と
が
大
き
な
流
れ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
巨
大
な
津
波
や
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
近
代
科
学
技
術
文
明
へ
の
信
頼
が

失
わ
れ
、
国
民
意
識
の
レ
ベ
ル
で
は
「
脱
原
発
」
が
大
勢
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
レ
ベ
ル
で
は
原
発

に
よ
る
発
電
再
開
や
原
発
輸
出
に
よ
る
成
長
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、「
安
全
」、「
安
定
」
よ
り
「
効
率
」、「
成
長
」
を

重
視
し
た
国
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
未
来
に
お
い
て
到
来
が
確
実
で
あ
る
“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
大
震
災
を
考
慮
す
る
と
き
、
い

ま
の
考
え
方
に
よ
る
国
家
経
営
が
破
綻
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

さ
り
と
て
、
現
時
点
に
お
い
て
革
命
的
な
路
線
変
更
を
す
る
こ
と
は
、
い
う
べ
く
し
て
現
実
的
で
な
い
。
そ
う
だ
と

し
て
も
、“
国
難
〟
と
い
う
べ
き
大
震
災
が
発
生
し
た
後
に
は
、
安
全
と
安
定
を
求
め
る
国
民
の
声
は
、
格
段
に
大
き

く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
“
黒
船
襲
来
〟
に
よ
る
明
治
維
新
、“
敗
戦
〟
に
よ
る
戦
後
改
革
の
次
に
来
る
べ
き
第
三
の
改
革
は
、“
国
難
〟
と
も

い
う
べ
き
大
災
害
に
よ
っ
て
、漸
く
実
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、“
国
難
〟か
ら
の
復
興
に
あ
た
っ
て
、

明
治
維
新
、
戦
後
復
興
に
次
ぐ
第
三
の
改
革
を
行
う
シ
ナ
リ
オ
を
、
今
か
ら
議
論
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
方
向
は
、
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
以
降
の
近
代
化
の
精
神
を
こ
え
る
文
明
の
創
造
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
国
民
の
意

識
の
な
か
に
胎
動
が
予
感
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
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兵
庫
の
挑
戦

県
土
経
営
の
考
え
方

　

兵
庫
県
は
、
東
経
一
三
五
度
の
日
本
の
子
午
線
が
縦
断
し
て
い
て
、
畿
内
の
一
つ
で
あ
る
摂
津
国
、
山
陽
道
の
播
磨

国
、
山
陰
道
の
但
馬
国
、
丹
波
国
、
南
海
道
の
淡
路
国
の
五
国
か
ら
な
る
。
冬
期
、
日
本
海
側
の
但
馬
で
、
積
雪
二
メ

ー
ト
ル
の
と
き
、
紀
淡
海
峡
か
ら
太
平
洋
を
の
ぞ
む
淡
路
島
の
南
斜
面
で
は
、
水
仙
が
満
開
で
あ
る
。
山
海
の
食
材
に

も
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
兵
庫
県
は
日
本
の
縮
図
で
あ
る
。

　

こ
の
兵
庫
県
で
も
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
人
口
の
大
移
動
が
お
こ
り
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
人
口
増
加
と
県

内
で
の
過
密
過
疎
現
象
が
加
速
し
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
兵
庫
県
の
県
域
は
、
京
都
府
と
大
阪
府
の
合
計
よ
り
大
き
く
、
こ
れ
に
奈
良
県
を
加
え
た
京
阪
奈
よ
り

一
回
り
小
さ
い
位
の
大
県
で
は
あ
る
が
、そ
れ
で
も
東
西
、南
北
そ
れ
ぞ
れ
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
れ
ば
、
県
土
全
域
を
県
民
全
て
が
利
用
で
き
る
程
度
の
規
模
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
兵
庫
県
政
と
し
て
は
、
大
阪
湾
・
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
国
土
軸
に
集
中
し
た
都
市
地
域
と
そ
の
後
背
地
に
位

置
す
る
農
山
漁
村
地
域
を
一
体
的
な
生
活
圏
域
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
県
土
経
営
の
基
本
に
位
置
付
け
て
き
た
。

　

そ
れ
が
実
現
で
き
れ
ば
、
瀬
戸
内
側
の
県
民
も
、
手
軽
に
日
本
海
側
の
カ
ニ
料
理
を
食
べ
に
行
け
る
し
、
ス
キ
ー
も

で
き
る
。
日
本
海
側
の
県
民
も
阪
神
地
域
で
の
国
際
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
め
る
。
こ
う
な
る
と
、
過
密
過
疎
が
お

互
い
に
足
り
な
い
も
の
を
補
い
合
っ
て
、
豊
か
な
生
活
空
間
が
で
き
あ
が
る
の
で
あ
る
。
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県
土
経
営
戦
略

　

全
県
域
を
一
体
的
な
生
活
空
間
と
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ア
ク
セ
ス
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

明
石
海
峡
大
橋
も
含
め
「
県
内
二
時
間
交
通
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
全
県
的
な
整
備
を
進
め
た
。
幸
い
な
こ
と

に
、
い
ま
整
備
中
の
日
本
海
沿
岸
道
路
の
一
部
を
除
き
、
東
西
南
北
六
基
幹
軸
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
次
は
、
生
活
排
水

施
設
で
あ
る
。
都
市
部
の
住
民
、
特
に
子
ど
も
は
、
水
洗
ト
イ
レ
で
な
い
と
用
を
た
せ
な
い
。
県
営
競
馬
の
収
益
金
を

基
に
市
町
へ
の
助
成
を
行
う
「
生
活
排
水
99
％
大
作
戦
」
を
展
開
し
て
、
全
県
下
の
水
洗
化
を
進
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
進
め
た
時
期
は
、
日
本
経
済
の
バ
ブ
ル
時
期
と
重
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
も
す
れ
ば
乱
開
発
を

誘
発
し
か
ね
な
い
。
ま
た
ア
ク
セ
ス
整
備
は
、
ス
ト
ロ
ー
現
象
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
農
山
漁
村
の
機
能
を
、
一
方
的

に
都
市
へ
吸
収
し
か
ね
な
い
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
乱
開
発
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
農
山
漁
村
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
施
策
を
併
せ
て
展

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

県
と
し
て
は
、「
全
県
全
土
公
園
化
構
想
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
に
合
せ
て
、
中
国
自

動
車
道
沿
線
の
「
緑
の
回
廊
計
画
」、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
沿
線
の
「
あ
わ
じ
花
の
島
構
想
」
や
舞
鶴
自
動
車
道

沿
線
の
「
丹
波
の
森
構
想
」
な
ど
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
各
地
域
の
特
性
を
さ
ら
に
伸
ば
す

施
策
を
進
め
て
き
た
。「
丹
波
の
森
構
想
」
は
、
後
に
「
二
一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
策
定
の
際
に
モ

デ
ル
と
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
活
用
し
た
。
法
人
県
民
税
の
超
過
課
税
に
よ
る
財
源
を

活
用
し
て
、
県
民
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
業
に
よ
っ
て
、
県
下
各
地
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域
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
施
設
を
配
備
し
た
。

　

国
立
兵
庫
教
育
大
学
、
関
西
学
院
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
型
放
射
光
施
設
ス
プ
リ
ン
グ
8
な
ど
の
大
型
施
設
は

県
の
内
陸
部
に
誘
致
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

県
民
が
県
下
の
各
施
設
を
訪
問
す
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
助
成
す
る
「
走
る
県
民
教
室
」、
県
下
の
小
学
校
五
年
生
が

五
泊
六
日
で
自
然
体
験
す
る
「
自
然
学
校
」
な
ど
県
民
が
故
郷
兵
庫
を
自
ら
の
生
活
空
間
と
し
て
意
識
す
る
た
め
の
ソ

フ
ト
事
業
も
展
開
し
た）

（（

（
注

。

　

一
方
で
は
、
過
熱
す
る
ゴ
ル
フ
場
開
発
な
ど
に
は
、
厳
し
い
規
制
を
実
施
し
た
。

豊
か
で
安
全
・
安
心
な
県
民
生
活

　

兵
庫
県
全
域
を
一
体
的
な
生
活
圏
域
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、“
都
会
暮
ら
し
〟
を
し
て
い
る
県
民
も
、

日
常
生
活
を
営
む
一
日
生
活
圏
域
と
は
別
に
、
休
日
等
を
郊
外
の
ロ
ッ
ジ
付
農
園
で
“
田
舎
暮
ら
し
〟
を
す
る
一
週
間

生
活
圏
域
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
い
ま
農
山
村
か
ら
都
市
へ
と
い
う
一
方
的
な
人
・
モ

ノ
の
流
れ
が
県
域
内
循
環
型
と
な
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、“
田
舎
暮
ら
し
〟
を
日
常
生
活
と
す
る
県
民
が
、“
都
会
暮

ら
し
〟
を
す
る
一
週
間
生
活
圏
を
持
つ
こ
と
も
で
き
る
。

　

兵
庫
の
県
土
は
、“
都
会
暮
ら
し
〟
と
“
田
舎
暮
ら
し
〟
の
両
方
を
楽
し
め
る
手
頃
な
規
模
な
の
で
、
ク
リ
エ
ー
タ

ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
緑
豊
か
な
都
市
郊
外
に
移
り
住
む
こ
と
が
多
く
な
り
、
都
市
か
ら
郊
外
に
働
き
に
行
く
人
も
増

え
て
き
て
い
る
。
新
規
就
農
者
数
も
増
加
の
傾
向
が
著
し
い
（
第
十
一
表
参
照
）。

　

神
戸
経
済
同
友
会
は
、
今
ま
で
神
戸
市
を
中
心
と
す
る
課
題
に
提
言
を
し
て
き
て
い
た
が
、
平
成
二
十
六
年
二
月
に

は
社
会
の
成
熟
化
に
適
応
す
る
“
発
想
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〟
を
テ
ー
マ
に
、
県
下
各
地
域
の
自
立
と
交
流
・
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
に
つ
い
て
提
言
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
況
の
な
か
で
、
21
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
を
定
め
、
二
〇
四
〇
年
へ
の
協
働
戦
略
を
推
進
中
の

兵
庫
県
政
は
、「
地
域
の
交
流
・
持
続
を
支
え
る
基
盤
整
備
」

と「
地
域
の
自
立
と
地
域
間
連
携
」を
大
き
な
柱
に
た
て
、

そ
の
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
を
準
備
し
て
い
る
。

　

井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
の
定

例
兵
庫
県
議
会
提
案
説
明
に
お
い
て
、「
安
全
元
気
ふ
る

さ
と
兵
庫
の
実
現
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
熱
い
呼
び
か

け
を
し
て
い
る
。

　
「『
効
率
性
』『
経
済
性
』
の
み
を
重
視
し
た
成
長

モ
デ
ル
か
ら
の
転
換
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界

も
、
日
本
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
つ
多
様
性
を

活
か
し
、
互
い
に
認
め
合
い
、
連
携
す
る
時
代
に
向

か
う
べ
き
で
す
。
…
そ
れ
だ
け
に
、
地
域
の
多
様
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
量
の
拡
大
で
は
な
く
質
の
充
実

を
め
ざ
す
成
熟
社
会
の
モ
デ
ル
を
、
日
本
か
ら
世
界

へ
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
震
災
か

ら
の
創
造
的
復
興
で
は
、
成
熟
社
会
が
直
面
す
る
課

兵庫県における新規就農者数
Ｈ21実績 Ｈ22実績 Ｈ23実績 Ｈ24実績 Ｈ25実績

新規就農者数 180 187 193 296 291
男 性 161 168 163 248 241
女 性 19 19 30 48 50

年齢別 180 187 193 296 291
15～19歳 3 2 7 6 23
20～29歳 63 61 44 106 92
30～39歳 49 55 51 102 99
40～49歳 38 36 46 46 53
50～59歳 27 33 45 36 24

就農区分 180 187 193 296 291
新規学卒 14 18 16 15 19
Ｕターン 71 78 83 81 71
新規参入 95 91 94 200 201

就農形態 180 187 193 296 291
独立就農 120 132 159 174 151
雇用就農 60 55 34 122 140

出典：兵庫県農業経営課「平成25年度 新規就農者に関する調査」

（第十一表）
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題
に
、
県
民
の
力
を
結
集
し
て
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
兵
庫
こ
そ
、
新
た
な
社
会
づ
く
り
の
先
頭
に
立

っ
て
進
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
民
と
と
も
に
描
い
た
21
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
目
標
と
し
て
、「
安

全
元
気
ふ
る
さ
と
兵
庫
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
着
実
に
一
歩
一
歩
取
り
組
ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

　

こ
れ
ま
で
の
県
土
経
営
の
成
果
を
活
か
し
て
、
県
内
各
地
域
の
『
連
携
』
と
『
交
流
』
を
進
め
る
こ
と
は
、
安
全
・

安
心
な
県
民
生
活
の
実
現
に
止
ま
る
だ
け
で
な
く
、“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
大
災
害
時
の
県
民
生
活
継
続
計
画
を
構

築
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

　

全
て
の
県
民
が
県
土
全
域
を
生
活
の
舞
台
と
し
て
、
豊
か
で
安
全
・
安
心
な
生
活
を
実
現
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
兵

庫
県
政
は
、「
二
一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
先
導
す
る
県
土
経
営
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。
そ
の
着
実
な

成
果
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

　
　

お
わ
り
に

　

寺
田
寅
彦
博
士
は
「
天
災
と
国
防
」（
一
九
三
四
年
）
と
い
う
随
筆
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
国
家
の
安
全
を
脅
か
す
敵
国
に
対
す
る
国
防
策
は
現
に
政
府
当
局
の
間
で
熱
心
に
研
究
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
一
国
の
運
命
に
影
響
す
る
可
能
性
の
豊
富
な
大
天
災
に
対
す
る
国
防
策
は
政
府
の

ど
こ
で
だ
れ
が
研
究
し
い
か
な
る
施
設
を
準
備
し
て
い
る
か
は
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
思
う

に
日
本
の
よ
う
な
特
殊
な
天
然
の
敵
を
四
面
に
控
え
た
国
で
は
、
陸
軍
海
軍
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
科
学
的
国
防
の

常
備
軍
を
設
け
、
日
常
の
研
究
と
訓
練
に
よ
っ
て
非
常
時
に
備
え
る
の
が
当
然
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
陸
海

軍
の
防
備
が
い
か
に
充
分
で
あ
っ
て
も
肝
心
な
戦
争
の
最
中
に
安
政
程
度
の
大
地
震
や
今
回
の
台
風
あ
る
い
は
そ
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れ
以
上
の
も
の
が
軍
事
に
関
す
る
首
脳
の
設
備
に
大
損
害
を
与
え
た
ら
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
は
そ
う
め
っ
た
に
な
い
と
言
っ
て
安
心
し
て
い
て
も
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。」

　

こ
の
寺
田
博
士
の
心
配
は
、
現
在
の
日
本
に
は
必
要
が
無
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
国
際
情
勢
は
不
安
定
で
あ
り
、

こ
の
情
況
下
に
お
け
る
わ
が
国
の
防
衛
は
、
国
家
戦
略
と
し
て
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
毎
年
度
約

五
兆
円
の
予
算
と
約
二
十
二
万
人
余
の
自
衛
隊
を
擁
し
、
そ
の
対
策
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
外
国
か
ら
の
侵
略
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
、
は
る
か
に
確
実
性
が
高
い
“
国
難
〟
と
も
い
う
べ
き
大
災
害
に

つ
い
て
、
い
ま
程
度
の
体
制
で
十
分
だ
と
は
、
と
て
も
い
え
な
い
。

　

本
稿
が
、
こ
れ
か
ら
の
安
全
・
安
心
な
国
造
り
に
、
些
か
で
も
寄
与
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
や
ま
な
い
。

（
二
〇
一
四
年
十
一
月　

執
筆
）
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あ
と
が
き

　

日
本
列
島
の
大
地
が
う
ご
め
き
始
め
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
吼
え
声
を
あ
げ
て
か
ら
二

十
年
。
各
地
を
う
な
り
声
を
あ
げ
て
彷
徨
し
つ
つ
、
つ
い
に
東
日
本
大
震
災
に
至
っ
て
、
大
地

は
あ
ら
ん
限
り
の
力
を
も
っ
て
咆
哮
し
た
。
日
本
列
島
は
地
震
活
動
期
の
最
中
に
あ
る
の
だ
。

し
か
も
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
高
い
確
率
を
も
っ

て
予
測
さ
れ
て
い
る
。
意
表
を
突
く
こ
と
を
好
む
天
災
の
習
性
か
ら
、
つ
ぎ
は
意
外
に
も
大
都

市
の
地
下
街
を
壊
滅
さ
せ
る
水
害
か
も
し
れ
な
い
。

　

何
で
あ
れ
、
次
な
る
大
災
害
か
ら
人
々
を
支
え
る
こ
と
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
体
験
し

た
者
に
と
っ
て
、
変
わ
ら
ぬ
課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
大
震
災
の
記
録
を
し
っ

か
り
残
し
、
日
本
社
会
と
人
類
の
共
有
財
産
と
す
べ
き
だ
。
歴
史
に
稀
な
こ
と
で
あ
る
が
、
阪

神
・
淡
路
の
被
災
地
に
人
々
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
に

は
認
識
革
命
も
生
ま
れ
た
。
大
自
然
を
抑
え
込
む
“
防
災
〟
が
人
間
に
で
き
る
な
ど
と
傲
慢
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
。
人
と
社
会
に
で
き
る
こ
と
は
、
つ
き
る
こ
と
の
な
い
“
減
災
〟
の
み
で

あ
る
。
た
ん
な
る
復
旧
で
は
な
く
、
創
造
的
復
興
を
あ
く
な
く
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

　

中
央
政
府
が
被
災
地
の
復
旧
を
下
賜
す
る
の
で
は
な
く
、
被
災
の
現
場
を
主
体
と
す
る
復
興
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プ
ラ
ン
を
国
は
尊
重
し
、
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。
国
費
を
も
っ
て
公
共
施
設
を
復
旧
す
る
だ
け

で
な
く
、
人
智
に
余
る
大
災
害
が
破
壊
し
た
個
々
人
の
住
居
を
も
、
国
は
復
興
支
援
す
べ
き
で

あ
る
。
人
々
の
生
活
復
興
な
き
被
災
地
の
復
興
な
ど
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
に
復
旧
・

復
興
し
て
も
、
犠
牲
に
な
っ
た
命
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
災
害
に
や
ら
れ
て
か
ら
復
旧
す
る
の
で

は
な
く
、
や
ら
れ
に
く
く
回
復
の
早
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
ま
ち
を
あ
ら
か
じ
め
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
近
代
化
の
な
か
で
築
か
れ
た
自
由
な
、“
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
〟の
都
市
生
活
を
超
え
て
、

人
々
の
交
わ
り
が
あ
る
、
う
る
お
い
の
あ
る
、
心
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
改
め
て
都
市
に
も

築
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
組
み
合
わ
さ
れ
た
安
全
・
安
心
の
ま
ち
、
多
文

化
共
生
の
中
で
人
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
、
そ
れ
が
大
災
害
の
後
に
生
ま
れ
る
べ
き
二
十
一
世
紀

の
文
明
社
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
、
こ
の
地
は
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
を
柱
と
す
る
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
を
生
み
育
て
て
き
た
。
そ
の
間
、

大
震
災
十
年
に
際
し
て
は
、『
翔
べ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス　

創
造
的
復
興
へ
の
群
像
』
を
出
版
し
た
。

そ
こ
に
は
大
震
災
後
、
最
前
線
で
創
造
的
復
興
に
立
ち
向
か
っ
た
人
々
の
行
動
の
軌
跡
が
、
そ

の
熱
い
想
い
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
十
年
。
国
連
防
災
十
年
に
際
し
て
「
兵
庫
行
動
枠
組
」
が
定
め
ら
れ
、
防
災
・
減

災
の
国
際
基
準
と
さ
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
勃
発
に
際
し
て
は
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
な
が
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ら
、
関
西
広
域
連
合
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
で
自
治
体
間
支
援
に
動
い
た
の
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
そ
の
復
旧
・
復
興
に
関
与
し
た
。
当
機
構
で
は
、
こ
の
二
十
年
の
体
験
を
検

証
し
つ
つ
、
未
来
を
展
望
す
べ
く
、『
翔
べ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Ⅱ　

防
災
・
減
災
社
会
の
構
築
』

を
出
版
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
次
な
る
災
害
に
ど
う
備
え
る
べ
き
か
、
防
災
・
減
災
と
創
造
的

復
興
の
第
一
人
者
の
各
位
に
洞
察
に
富
む
知
見
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。
公
務
多
端
な
方
々

に
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

以
上
の
二
十
年
間
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
の
が
、
前

兵
庫
県
知
事
で
あ
り
、
当
機
構
の
初
代
理
事
長
で
あ
っ
た
貝
原
俊
民
氏
で
あ
る
。
そ
の
貝
原
氏

が
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
、
不
慮
の
事
故
に
よ
っ
て
急
逝
さ
れ
た
。
ま
さ
に
本
書
が
完

成
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
に
、
そ
し
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
十
年
の
諸
事
業
が
と
り
行
わ
れ
よ

う
と
す
る
瞬
間
に
、
氏
は
突
如
旅
立
た
れ
た
。
氏
御
自
身
の
提
案
と
企
画
に
な
る
本
書
は
、
思

い
も
か
け
ず
、
貝
原
氏
に
捧
げ
ら
れ
る
遺
稿
集
の
意
味
合
い
を
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

限
り
な
い
敬
意
と
感
謝
と
と
も
に
、
御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

　
　

二
〇
一
五
年
一
月

公
益
財
団
法
人 
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構

理
事
長　

五
百
旗
頭 

真
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